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ヤルン・カン初登頂

京
都
大
学
学
士
山
岳
会
は
、
一
九
七
三
年
五
月
十
四
日
、
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
あ
る
未
登
の
最
高
峰
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
（
八
五
○
五
メ

ー
ト
ル
）
の
初
登
頂
に
成
功
し
た
。
概
要
を
述
べ
る
。

京
都
大
学
学
士
山
岳
会
（
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
）
と
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
と
の
具
体
的
な
関
わ
り
合
い
は
十
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
も
っ
と
も
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
八
千
メ
ー
ト
ル
級
の
高
峰
に
登
り
た
い
と
い
う
願
い
は
戦
前
か
ら
あ
り
、
古
い
先
輩
達
は
果
し
得
ぬ
夢
に
熱
中
し
て
い
た
。
戦

後
、
ネ
パ
ー
ル
の
鎖
国
が
解
け
て
間
も
な
く
、
一
九
五
二
年
に
会
員
の
一
人
西
堀
栄
三
郎
は
、
長
年
の
夢
を
果
す
た
め
に
い
ち
早
く
ネ
パ

ー
ル
を
訪
れ
、
王
族
を
は
じ
め
政
府
高
官
と
親
し
く
接
し
、
そ
の
可
能
性
を
調
べ
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
マ
ナ
ス
ル
の
登
山
許
可
を
取
得

し
、
同
年
秋
に
は
今
西
錦
司
を
隊
長
と
す
る
マ
ナ
ス
ル
踏
査
隊
が
派
遣
さ
れ
、
北
側
か
ら
の
ル
ー
ト
を
見
つ
け
て
き
た
。
し
か
し
、
当
時

の
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
に
と
っ
て
、
マ
ナ
ス
ル
は
大
物
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
計
画
は
日
本
山
岳
会
に
譲
ら
れ
る
結
果
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
わ
れ
わ
れ
の
目
は
西
の
方
に
向
け
ら
れ
、
カ
ラ
コ
ラ
ム
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
で
活
躍
し
て
い
た
が
、
一
九
五
八
年
チ
ョ
ゴ
リ

ザ
（
七
六
五
四
メ
ー
ト
ル
）
、
一
九
六
○
年
ノ
シ
ャ
ッ
ク
（
七
四
九
○
メ
ー
ト
と
、
一
九
六
二
年
サ
ル
ト
ロ
・
カ
ン
リ
（
七
七
四
二
メ
ー
ト
ル
）
と
、
三

は
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
初
登
頂
（
一
九
七
三
篭

じ
め

に

樋
口
明
生

( 1 )



ネ
パ
ー
ル
政
府
は
一
九
六
五
年
以
来
へ
全
面
的
登
山
禁
止
令
を
敷
い
て
は
い
た
が
、
山
麓
の
旅
行
（
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）
は
可
能
で
あ
っ

た
。
京
都
で
は
木
曜
会
と
称
し
て
、
毎
週
木
曜
日
に
熱
心
な
若
手
連
中
が
ル
ー
ム
に
集
ま
り
、
議
論
を
重
ね
て
い
た
が
、
登
山
禁
止
令
の

中
で
、
手
を
束
ね
て
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
の
で
、
許
可
取
得
を
兼
ね
た
偵
察
隊
を
出
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
一
九
六

七
年
四
月
、
私
と
松
田
と
の
二
人
の
偵
察
隊
が
ネ
パ
ー
ル
に
向
っ
た
。
結
局
、
許
可
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
せ
め
て
偵
察
だ
け
で
も
し

て
お
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
許
可
を
取
り
、
ヤ
ル
ン
氷
河
に
入
り
、
ル
ー
ト
の
偵
察
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ヤ
ル

ン
・
カ
ン
の
西
稜
か
ら
派
生
し
て
、
ハ
ン
プ
に
続
く
尾
根
を
通
っ
て
登
れ
そ
う
だ
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

そ
れ
ま
で
に
、
何
度
か
糠
喜
び
を
さ
せ
ら
れ
て
き
た
わ
れ
わ
れ
は
、
昨
年
の
夏
に
、
い
よ
い
よ
許
可
が
出
そ
う
だ
と
い
う
話
を
聞
い
た

時
に
も
、
ま
た
か
、
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
度
は
ど
う
も
今
ま
で
と
は
様
子
が
違
う
。
ど
う
や
ら
本
物
ら
し
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
早
速
、
申
請
書
を
再
提
出
し
、
井
上
を
カ
ト
マ
ン
ズ
に
派
遣
し
、
十
月
九
日
に
は
正
式
の
許
可
証
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

期
実
現
を
願
っ
て
い
た
。

回
連
続
初
登
頂
の
記
録
を
作
っ
た
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
中
に
は
、
い
よ
い
よ
念
願
の
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
を
試
み
る
機
運
が
帳
っ
て
い
た
。
た
ま
た

ま
一
九
六
四
年
の
夏
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
初
登
頂
を
め
ざ
し
て
、
京
都
大
学
山
岳
部
が
派
遣
し
た
隊
の
隊
長
と
し
て
カ
ト
マ
ン
ズ
に
居

た
私
は
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
か
ら
、
翌
年
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
期
の
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
（
当
時
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
西
峰
と
称
し
た
）
へ

の
登
山
許
可
証
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
十
月
に
な
っ
て
、
そ
の
登
山
許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
た
め
、
当
時
の
隊
長
予
定

者
で
あ
っ
た
舟
橋
は
、
た
だ
ち
に
ネ
パ
ー
ル
に
飛
び
、
再
考
慮
を
促
し
た
が
果
せ
ず
、
登
山
を
終
え
て
カ
ト
マ
ン
ズ
に
戻
っ
た
私
が
そ
の

後
を
引
き
継
ぎ
、
デ
リ
ー
に
出
て
か
ら
交
渉
の
た
め
シ
ッ
キ
ム
ヘ
の
入
国
許
可
申
請
を
し
た
が
、
こ
れ
も
と
う
と
う
時
間
切
れ
で
果
た
せ

な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
毎
年
登
山
許
可
申
請
を
繰
り
返
す
と
と
も
に
、
機
会
あ
る
ご
と
に
会
員
の
誰
か
が
ネ
パ
ー
ル
を
訪
れ
、
計
画
の
早

出
発
ま
で

r ワ 、
、 ｰ ノ



ヤルン・カン初登頂

早
速
、
理
事
会
が
開
か
れ
、
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
実
行
委
員
会
は
隊
員
選
考
委
員
会
、
募
金
委
員
会
、
お
よ
び
各
自
の
分
担
を

決
め
た
。
最
終
的
に
は
隊
員
は
十
五
名
に
な
っ
た
。

装
備
、
食
糧
に
つ
い
て
は
、
調
達
期
間
が
短
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
特
筆
す
る
よ
う
な
新
し
い
も
の
は
用
意
し
な
か
っ
た
。
資
金
面
で
は

諸
先
輩
を
は
じ
め
方
々
で
お
世
話
に
な
っ
た
。
酸
素
は
、
日
本
製
二
○
本
、
フ
ラ
ン
ス
製
二
四
本
を
用
意
し
た
。
実
際
に
は
、
カ
ト
マ

ン
ズ
で
フ
ラ
ン
ス
製
九
本
を
手
に
入
れ
予
備
と
し
て
持
っ
て
行
っ
た
か
ら
合
計
一
四
三
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
シ
ェ
ル
パ
に
つ
い
て

は
、
昨
年
秋
許
可
取
得
の
た
め
に
カ
ト
マ
ン
ズ
に
出
向
い
た
井
上
が
、
カ
ル
マ
を
サ
ー
ダ
ー
に
す
る
よ
う
ア
レ
ン
ジ
し
て
き
た
。

結
局
、
船
の
都
合
で
多
少
遅
れ
た
が
、
本
年
一
月
七
日
に
船
積
み
を
行
な
い
、
先
発
隊
四
名
は
荷
受
け
の
た
め
に
一
月
二
十
四
日
羽
田

を
発
っ
た
。
残
る
十
一
名
の
隊
員
は
、
二
月
七
日
伊
丹
か
ら
出
発
し
た
。
〆
藍
”

手
配
、
シ
一

で
あ
っ
た
。

手
に
し
た
の
は
一
九
七
三
年
の
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
期
の
登
山
許
可
で
あ
る
か
ら
、
逆
算
す
る
と
年
内
に
は
装
備
・
食
糧
等
の
船
積
み

を
完
了
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
十
年
来
の
計
画
と
は
い
う
も
の
の
、
実
際
の
準
備
と
い
う
の
は
、
い
ざ
許
可
が
出
て
か
ら
始
ま
る
の
が
現
実

で
あ
る
。
正
式
の
許
可
証
を
手
に
し
て
か
ら
、
船
積
み
ま
で
二
ヵ
月
半
し
か
な
い
・
隊
員
決
定
、
装
備
、
食
糧
、
資
金
の
調
達
、
酸
素
の

手
配
、
シ
ェ
ル
パ
の
ア
レ
ン
ジ
等
々
、
出
発
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
大
車
輪

最
終
的
に
決
定
し
た
隊
の
構
成
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

隊
長
西
堀
栄
三
郎
（
六
九
歳
）

登
肇
隊
長
樋
口
明
生
（
四
三
歳
）

医
師
斎
藤
淳
生
（
四
三
恵

隊
の
構
成

（3 ）



ポ
ー
タ
ー
の
都
合
で
隊
を
三
つ
に
分
け
、
二
月
二
十
日
、
隊
員
十
二
名
、
ポ
ー
タ
ー
三
百
五
十
名
余
り
の
第
一
隊
が
ダ
ラ
ン
を
出
発
し

た
。
シ
ェ
ル
パ
一
名
と
ポ
ー
タ
ー
約
五
十
名
か
ら
な
る
第
二
隊
は
翌
日
出
発
、
次
の
日
に
は
第
一
隊
に
合
流
し
た
。
第
三
隊
は
隊
員
三

名
、
ポ
ー
タ
ー
約
五
十
名
で
、
二
十
二
日
に
出
発
、
八
日
目
に
タ
プ
レ
ジ
ョ
ン
で
全
員
合
流
し
た
。

ダ
ラ
ン
を
出
る
と
、
す
ぐ
登
り
に
か
か
り
、
峠
を
越
え
て
一
旦
河
原
に
降
り
、
二
日
目
に
は
、
こ
の
地
方
の
中
心
地
、
ダ
ン
ク
タ
に
着

く
。
道
は
こ
こ
か
ら
ア
ム
ー
ル
河
と
タ
ム
ー
ル
河
と
を
分
け
る
稜
線
沿
い
を
走
る
。
二
千
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
道
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
快
適
で

を
超
え
た
。

カ
ト
マ
ン
ズ
で
必
要
な
手
続
を
終
え
、
空
路
ピ
ラ
ト
ナ
ガ
ー
ル
に
着
き
、
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
陸
送
さ
れ
た
荷
物
と
と
も
に
、
陸
路
キ
ャ

ラ
、
ハ
ン
開
始
地
で
あ
る
ダ
ラ
ン
．
、
ハ
ザ
ー
ル
に
到
着
し
た
。
キ
ャ
ラ
、
ハ
ン
中
に
必
要
な
現
地
食
を
加
え
る
と
、
荷
物
の
重
量
は
十
二
ト
ン

連
絡
将
校

サ
ー
ダ
ー

コ
ッ
ク

シ
エ
ル
パ

ョ
ン
ピ
ー

ロ
ー
カ
ル

隊
員
田
附
重
夫
（
三
八
葱
富
田
幸
次
郎
（
一
三
歳
）
吉
野
煕
道
（
一
一
三
歳
）
松
田
隆
雄
（
三
歳
）
神
山
義
明
（
三
○
歳
）
上
田
豊
（
二

九
歳
）
浅
野
潔
（
二
八
歳
）
井
上
治
郎
（
二
七
葱
甲
斐
邦
男
（
一
孟
歳
）
森
本
陸
世
（
二
四
歳
）
高
木
真
一
（
一
三
歳
）
松
沢
哲
郎
（
一
三
歳
）

ア
ン
・
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
（
三
三
歳
）

ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
（
三
九
歳
）
ニ
マ
・
ノ
ル
ブ
（
一
三
歳
）
ア
ン
・
ハ
ク
パ
（
二
八
歳
）
ピ
ン
ゾ
ー
（
一
一
三
歳
）
ナ
ワ
ン
・
チ

（
三
八
歳
）
ミ
ン
マ
・
ノ
ル
（
三
○
歳
）
パ
サ
ン
・
ダ
ワ
（
一
一
三
歳
）
ラ
ク
パ
・
ギ
ャ
ル
ー
（
一
三
歳
）
ニ
マ
・
ド
ル
ジ
（
一
三
歳
）

・
ポ
ー
タ
ー
プ
ル
・
テ
ン
バ
（
二
五
歳
）
以
下
十
五
名
、
キ
ッ
チ
ン
・
ボ
ー
イ
二
名
、
メ
ー
ル
・
ラ
ン
ナ
ー
四
名

キ
ャ
ラ
バ
ン

ダ
マ
ン
・
ナ
ラ
》

カ
ル
マ
（
三
九
歳
）

・
ナ
ラ
シ
ン
・
ラ
ナ
（
二
三
歳
）

（4 ）



ヤルン・カン初登頂

あ
る
。
五
日
目
の
朝
、
シ
ト
ワ
の
先
で
尾
根
を
回
り
こ
ん
だ
所
か
ら
諺
初
め
て
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
が
見
え
た
。
隊
員
一
同
感
激
す
る
。
エ
ベ

レ
ス
ト
、
マ
カ
ル
ー
、
チ
ャ
ム
ラ
ン
も
見
え
る
。
そ
の
あ
た
り
か
ら
尾
根
道
と
別
れ
、
タ
ム
ー
ル
河
寄
り
の
中
腹
を
行
く
。

登
り
降
り
の
多
い
道
を
通
っ
て
、
二
月
二
十
八
日
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
後
九
日
目
に
、
タ
ム
ー
ル
河
の
本
流
に
か
か
る
吊
橋
を
渡
り
へ
タ

プ
レ
ジ
ョ
ン
に
着
い
た
。
第
三
隊
は
尾
根
通
し
に
飛
ば
し
て
き
た
た
め
、
吊
橋
の
所
ま
で
来
て
い
た
。
翌
日
タ
プ
レ
ジ
ョ
ン
の
町
を
通
り

抜
け
、
尾
根
に
出
た
所
で
全
員
合
流
し
た
。
こ
こ
で
ポ
ー
タ
ー
が
寒
い
か
ら
帰
り
た
い
と
云
っ
て
も
め
出
し
、
夜
遅
く
ま
で
不
穏
な
空
気

が
た
だ
よ
っ
た
。
結
局
一
部
は
解
雇
し
、
新
し
い
ポ
ー
タ
ー
を
傭
い
、
こ
こ
か
ら
最
奥
の
村
ヤ
ン
ポ
デ
ィ
ン
ま
で
は
、
隊
を
三
つ
に
分
け

て
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
三
つ
の
隊
は
翌
日
か
ら
、
一
日
ず
つ
遅
れ
て
出
発
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
月
五
日
、
六
日
、
七
日
に
ヤ
ン
ポ

デ
ィ
ン
に
着
い
た
。

こ
こ
か
ら
先
の
輸
送
が
問
題
で
あ
る
。
峠
を
二
つ
越
え
て
シ
ン
パ
・
コ
ー
ラ
に
入
り
、
ツ
ェ
ラ
ム
か
ら
ヤ
ル
ン
氷
河
を
通
っ
て
ベ
ー

ス
・
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
順
で
あ
る
。
朝
テ
ン
ト
か
ら
顔
を
出
す
と
、
ま
わ
り
の
山
は
雪
で
真
白
で
あ
る
。
峠
は
さ
ぞ
か
し
雪
が
深
い
こ
と

だ
ろ
う
。
三
月
八
日
に
神
山
と
浅
野
が
先
行
し
て
、
道
を
つ
け
に
出
か
け
た
。
翌
日
、
松
田
は
連
絡
将
校
と
と
も
に
、
氷
河
上
の
輸
送
用

の
ポ
ー
タ
ー
を
確
保
す
る
た
め
に
、
グ
ン
サ
、
ワ
ル
ン
チ
ュ
ン
の
方
に
出
か
け
た
。
ヤ
ン
ポ
デ
ィ
ン
か
ら
の
輸
送
第
一
隊
は
、
十
日
に
出

発
、
途
中
二
泊
し
て
中
継
基
地
ツ
ェ
ラ
ム
に
着
い
た
。
三
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
峠
は
案
の
定
深
い
雪
に
お
お
わ
れ
て
い
た
。
ポ
ー
タ
ー
に

貸
与
す
る
靴
が
百
二
十
足
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
リ
レ
ー
式
に
荷
上
げ
を
し
、
終
了
し
た
の
は
十
九
日
で
あ
る
。

一
、
方
、
ツ
ェ
ラ
ム
か
ら
上
部
の
偵
察
は
十
六
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
十
八
日
着
い
た
ワ
ル
ン
チ
ュ
ン
の
ポ
ー
タ
ー
を
含
め
て
、
十
九
日
か

ら
荷
上
げ
が
始
ま
っ
た
。
中
継
キ
ャ
ン
プ
を
三
つ
設
営
し
、
ピ
ス
ト
ン
輸
送
の
末
、
二
十
九
日
に
は
ヤ
ル
ン
氷
河
上
、
五
一
二
○
メ
ー
ト

ル
の
地
点
に
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
が
出
来
上
っ
た
。
四
月
二
日
に
は
西
堀
、
田
附
を
除
く
全
員
が
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
集
結
し
た
。
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Ｂ
Ｃ
か
ら
上
の
偵
察
は
、
す
で
に
三
月
二
十
八
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
日
に
は
、
松
田
と
神
山
が
ハ
ン
プ
に
か
か
る
雪
面
の
上

部
に
達
し
、
一
二
十
日
に
は
、
そ
こ
か
ら
小
さ
い
氷
の
滝
を
越
え
て
尾
根
の
上
に
、
Ｃ
１
予
定
地
の
旗
が
立
っ
た
。
ハ
ン
プ
の
雪
面
の
下
半

分
は
ク
レ
や
ハ
ス
地
帯
で
、
小
さ
い
も
の
は
、
ま
た
ぎ
、
大
き
い
も
の
に
は
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
梯
子
を
か
け
た
。
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ
ス
も
多

か
っ
た
。
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
ク
レ
バ
ス
が
広
が
る
こ
と
を
予
想
し
て
、
ツ
ェ
ラ
ム
か
ら
架
橋
用
の
丸
太
を
上
げ
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

結
局
そ
の
後
十
日
間
ほ
ど
で
三
十
本
の
丸
太
が
Ｂ
Ｃ
に
届
い
た
。

二
日
間
の
ル
ー
ト
エ
作
の
の
ち
、
四
月
二
日
か
ら
Ｃ
１
へ
の
荷
上
げ
が
始
ま
っ
た
。
ク
レ
バ
ス
に
は
橋
が
か
け
ら
れ
、
必
要
な
所
に
は

ロ
ー
プ
が
固
定
さ
れ
て
い
た
。
二
日
の
夕
方
に
は
、
ツ
ェ
ラ
ム
に
滞
在
中
の
西
堀
隊
長
を
除
く
全
員
が
Ｂ
Ｃ
に
集
結
し
、
前
途
を
祝
し
て

乾
盃
し
た
。
そ
の
夜
は
シ
ェ
ル
パ
も
一
緒
に
な
っ
て
火
を
囲
み
、
輪
に
な
っ
て
踊
っ
た
。

翌
三
日
に
は
、
予
定
通
り
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
西
稜
か
ら
派
生
す
る
尾
根
の
上
、
標
高
五
九
五
○
メ
ー
，
ト
ル
の
地
点
に
Ｃ
１
を
建
設
し
、
神

山
、
浅
野
が
入
っ
た
。
次
の
日
か
ら
Ｃ
２
へ
の
偵
察
を
始
め
た
。
Ｃ
１
か
ら
Ｃ
２
へ
は
、
尾
根
沿
い
に
登
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
の
氷
の

状
態
は
一
九
六
七
年
の
偵
察
の
時
と
較
べ
る
と
、
非
常
に
悪
く
な
っ
て
い
た
ｐ
こ
こ
は
年
層
の
露
出
し
た
氷
壁
が
幾
重
に
も
重
な
り
合
っ

京
都
で
立
て
た
登
筆
計
画
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ル
ー
ト
は
偵
察
隊
が
探
し
て
き
た
西
尾
根
ル
ー
ト
を
と
る
。
そ
の
場

合
、
ベ
ー
ス
か
ら
上
に
前
進
キ
ャ
ン
プ
を
六
つ
作
る
必
要
が
あ
る
。
登
肇
期
間
を
二
期
に
分
け
、
前
期
は
実
動
三
十
一
日
で
Ｃ
５
ま
で
作

っ
て
、
Ｃ
６
の
位
置
を
決
定
す
る
ま
で
と
し
、
そ
の
後
い
っ
た
ん
Ｂ
Ｃ
に
降
り
て
数
日
間
の
休
養
を
と
り
、
後
期
に
入
っ
て
か
ら
Ｃ
６
を

作
り
一
気
に
頂
上
に
達
す
る
。
後
期
の
実
動
日
数
は
十
四
日
で
あ
る
。
酸
素
は
隊
員
は
Ｃ
４
以
上
、
シ
ェ
ル
パ
は
Ｃ
５
以
上
で
使
用
す
る

こ
と
と
し
、
標
準
使
用
量
は
行
動
中
は
毎
分
ニ
リ
ッ
タ
ー
、
睡
眠
中
は
一
リ
ッ
タ
ー
と
す
る
。
Ｃ
６
以
上
で
は
フ
ラ
ン
ス
製
を
用
い
る
、

こ
と
と
し
、
標
準
生

と
い
う
の
で
あ
る
。

登

華

（6 ）
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Ｃ
２
か
ら
Ｃ
３
へ
は
尾
根
沿
い
に
直
登
せ
ず
、
西
の
方
、
カ
ン
バ
チ
ェ
ン
側
に
迂
回
す
る
ル
ー
ト
を
取
っ
た
。
こ
の
間
の
氷
の
状
態
が

悪
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
三
回
に
わ
た
る
偵
察
と
ル
ー
ト
エ
作
の
の
ち
荷
上
げ
を
行
な
い
、
十
九
日
に
は
六
九
九
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に

Ｃ
３
を
建
設
、
富
田
、
甲
斐
が
入
っ
た
。
計
画
に
は
な
か
っ
た
が
、
初
め
て
Ｃ
３
に
入
っ
た
隊
員
は
最
初
の
晩
だ
け
睡
眠
中
、
毎
分
○
・

五
リ
ッ
タ
ー
の
酸
素
を
吸
う
こ
と
に
し
た
。

丁
度
こ
の
日
、
ツ
ェ
ラ
ム
か
ら
四
日
が
か
り
で
西
堀
隊
長
が
Ｂ
Ｃ
に
着
い
た
。
田
附
と
ダ
マ
ン
が
一
緒
に
来
た
。
そ
の
夜
は
隊
長
を
囲

ん
で
乾
盃
し
、
メ
ス
・
テ
ン
ト
の
中
で
は
夜
遅
く
ま
で
話
が
は
ず
ん
だ
。
隊
長
は
三
日
間
Ｂ
Ｃ
に
滞
在
し
、
最
後
の
晩
に
ト
ラ
ン
シ
ー
バ

ー
で
上
部
キ
ャ
ン
プ
に
激
励
の
言
葉
を
放
送
し
て
、
再
び
ツ
ェ
ラ
ム
に
下
っ
た
。

Ｃ
３
か
ら
二
回
上
部
の
偵
察
を
終
え
た
富
田
、
甲
斐
に
代
っ
て
、
二
十
二
日
に
は
松
田
、
森
本
が
Ｃ
３
に
入
り
、
偵
察
を
続
け
た
。
二

十
三
日
は
朝
か
ら
雪
で
あ
っ
た
。
二
人
に
代
っ
て
二
十
四
日
に
Ｃ
３
に
入
っ
た
吉
野
、
浅
野
は
二
十
六
日
、
七
四
四
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点

細
は
付
録
参
照
）
。

て
い
る
所
で
、
後
の
荷
上
げ
の
こ
と
を
考
え
て
、
な
る
静
へ
く
直
登
を
避
け
て
、
右
に
左
に
氷
壁
を
か
わ
し
な
が
ら
ル
ー
ト
が
着
け
ら
れ

た
。
Ｃ
２
直
下
の
氷
壁
に
は
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
梯
子
と
ワ
イ
ヤ
ー
梯
子
が
固
定
さ
れ
た
。
四
月
九
日
に
Ｃ
１
か
ら
の
荷
上
げ
が
始
ま
り
、

十
三
日
に
標
高
六
四
七
○
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
上
に
Ｃ
２
が
建
設
さ
れ
、
吉
野
、
浅
野
が
入
っ
た
。
こ
こ
は
ハ
ン
プ
と
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

こ
の
間
、
四
月
九
日
に
シ
ェ
ル
パ
が
一
人
、
Ｃ
１
で
急
性
肺
炎
に
か
か
っ
た
た
め
、
酸
素
を
吸
わ
せ
て
待
た
せ
て
お
き
、
斎
藤
ド
ク
タ

ー
は
夜
中
に
Ｂ
Ｃ
か
ら
上
っ
て
手
当
を
し
た
。
次
の
日
、
一
日
中
酸
素
を
吸
わ
せ
て
様
子
を
見
た
が
、
よ
く
な
ら
な
い
の
で
、
十
一
日
に

は
寝
袋
に
入
れ
て
梯
子
に
く
く
り
つ
け
て
Ｂ
Ｃ
ま
で
降
し
た
。
こ
の
た
め
登
山
活
動
は
丸
二
日
停
止
し
た
。

一
方
、
四
月
六
、
七
、
八
の
三
日
間
、
私
と
上
田
と
は
Ｂ
Ｃ
付
近
で
測
量
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
は
八

五
○
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
南
峰
よ
り
一
四
メ
ー
ト
ル
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
ル
ー
ト
上
の
必
要
な
地
点
の
標
高
も
求
め
た
（
詳

の
あ
た
り
で
あ
る
。

（8 ）
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に
Ｃ
４
を
建
設
し
て
泊
っ
た
。
Ｃ
３
か
ら
Ｃ
４
へ
は
尾
根
沿
い
に
直
登
す
る
が
、
こ
の
辺
り
に
な
る
と
勾
配
が
相
当
き
つ
く
な
り
、
目
の

前
に
見
え
て
も
、
な
か
な
か
行
き
着
け
な
い
。

二
十
七
日
の
午
後
は
雷
が
ひ
ど
く
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
よ
る
交
信
は
中
止
し
た
。
こ
の
日
は
夕
方
か
ら
大
雪
と
な
り
、
Ｃ
２
で
は
二

十
セ
ン
チ
の
積
雪
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
翌
日
に
は
各
所
で
雪
崩
が
発
生
し
た
。

二
十
八
日
に
Ｃ
４
に
入
っ
た
上
田
、
甲
斐
は
、
翌
日
Ｃ
４
か
ら
尾
根
沿
い
に
直
登
し
、
七
七
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
か
ら
東
に
ト
ラ
バ
ー

ス
を
始
め
、
七
九
三
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
達
し
た
。
こ
こ
は
後
に
Ｃ
５
を
建
設
し
た
所
で
あ
る
。
そ
の
後
を
う
け
て
松
田
、
森
本
は
五

月
一
日
に
、
Ｃ
４
か
ら
偵
察
に
出
た
が
、
天
候
が
悪
く
先
の
地
点
ま
で
到
達
で
き
な
か
っ
た
。

予
定
通
り
Ｃ
５
を
作
る
と
こ
ろ
ま
で
行
か
な
か
っ
た
が
、
後
期
の
こ
と
も
考
え
て
、
Ｃ
５
予
定
地
を
決
め
た
と
こ
ろ
で
一
応
前
期
を
終

了
し
、
全
員
Ｂ
Ｃ
に
下
っ
て
休
養
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
休
養
期
間
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
短
か
い
者
は
一
日
、
長
い
者
は
五
日
で
あ
っ

た
。
Ｂ
Ｃ
で
こ
れ
ま
で
の
荷
上
げ
量
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
予
定
し
て
い
た
だ
け
荷
物
が
上
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
Ｃ
１
、
Ｃ
２
間
の
氷
の
状
態
が
、
か
な
り
悪
く
て
、
荷
上
げ
に
手
間
ど
っ
た
こ
と
と
、
一
般
に
シ
ェ
ル
パ
と
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
が

期
待
し
て
い
た
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

前
期
で
、
予
定
通
り
の
荷
が
上
ら
な
か
っ
た
の
で
、
休
養
中
に
作
戦
を
練
り
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。
京
都
で
は
ア
タ
ッ
ク
を
三
回
試
み

る
計
画
を
立
て
て
い
た
が
、
こ
れ
を
二
回
に
減
ら
し
、
必
要
最
少
限
の
軽
装
備
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
登
る
。
あ
ま
り
期
待
は
で
き

な
い
が
、
も
し
可
能
な
ら
、
期
間
短
縮
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
稜
線
ル
ー
ト
（
Ｃ
５
か
ら
ま
っ
す
ぐ
稜
線
に
出
て
、
こ
れ
を
た
ど
る
）

も
考
慮
す
る
。
Ｃ
６
建
設
の
た
め
全
力
を
注
ぐ
が
、
問
に
合
わ
な
け
れ
ば
Ｃ
５
か
ら
の
ラ
ッ
シ
ュ
も
あ
り
得
る
。
第
一
次
攻
撃
隊
員
は
松

田
、
上
田
の
二
名
と
す
る
。
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
全
員
に
発
表
し
た
。

後
期
は
五
月
三
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
ま
ず
、
前
期
に
腹
痛
の
た
め
Ｃ
３
ま
で
し
か
上
っ
て
い
な
い
神
山
が
、
高
度
順
化
の
た
め
三
日
に

Ｂ
Ｃ
を
出
発
し
た
。
続
い
て
四
日
に
は
浅
野
が
、
五
日
に
位
富
佃
と
甲
斐
が
Ｂ
Ｃ
を
発
っ
た
。
シ
ェ
ル
パ
も
順
次
上
っ
た
。
彼
等
は
火
を

（9）



五
月
八
日
、
Ｃ
４
に
入
る
予
定
の
神
山
は
、
再
び
腹
痛
を
お
こ
し
て
途
中
か
ら
引
き
返
し
、
ド
ク
タ
ー
の
い
る
Ｃ
２
ま
で
下
っ
た
。
前

期
に
Ｃ
１
で
た
お
れ
た
ミ
ン
マ
・
ノ
ル
も
、
Ｃ
３
か
ら
荷
上
げ
の
途
中
お
か
し
く
な
っ
て
引
き
返
し
、
酸
素
を
吸
っ
て
静
養
し
た
。

五
月
九
日
、
Ｃ
４
か
ら
出
た
浅
野
、
甲
斐
は
、
強
風
の
た
め
難
渋
し
、
Ｃ
５
予
定
地
ま
で
到
達
で
き
ず
に
引
き
返
し
た
。
ミ
ン
マ
・
ノ

ル
は
高
木
に
付
き
添
わ
れ
て
Ｃ
２
に
下
り
た
。
夕
方
の
交
信
で
Ｃ
４
の
富
田
か
ら
、
今
朝
は
非
常
に
風
が
強
か
っ
た
の
で
、
偵
察
隊
の
出

発
が
遅
く
な
っ
た
。
現
在
も
風
が
強
く
て
テ
ン
ト
の
外
に
出
ら
れ
な
い
。
こ
の
分
だ
と
明
日
Ｃ
５
ま
で
行
け
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
、

と
云
っ
て
来
た
。
一
応
明
日
の
予
定
と
し
て
、
富
田
、
森
本
が
シ
ェ
ル
パ
ー
名
、
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
ニ
名
と
と
も
に
サ
ポ
ー
ト
し
、

浅
野
と
甲
斐
が
Ｃ
５
に
入
る
よ
う
指
示
し
た
。
こ
の
頃
に
は
日
本
か
ら
日
々
の
天
気
予
報
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
今
年
は
モ
ン
ス
ー
ン
の
到
来
が
例
年
よ
り
少
く
と
も
十
日
は
早
く
、
十
二
日
か
ら
十
四
日
の
間
が
、
登
頂
の
ラ
ス
ト
・
チ
ャ
ン
ス
に
な

る
か
も
知
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

翌
十
日
、
案
の
定
朝
か
ら
風
が
強
く
て
な
か
な
か
出
ら
れ
ず
、
Ｃ
４
を
出
た
の
は
九
時
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
七
七
○

○
メ
ー
ト
ル
付
近
か
ら
ト
ラ
、
ハ
ー
ス
に
か
か
り
、
Ｃ
５
予
定
地
に
達
し
よ
う
と
し
た
が
果
さ
ず
、
途
中
に
荷
物
を
デ
ポ
し
て
引
き
返
し

た
Ｑ
ど
の
日
、
神
山
は
Ｃ
２
か
ら
Ｂ
Ｃ
に
下
っ
て
来
た
。
翌
十
一
日
、
再
び
荷
上
げ
を
試
み
た
が
、
午
後
か
ら
天
気
が
く
ず
れ
、
浅
野
と

甲
斐
は
前
日
の
デ
ポ
地
点
よ
り
一
時
間
程
先
ま
で
達
し
た
が
、
帰
路
の
こ
と
を
考
え
て
引
き
返
し
、
帰
り
道
で
フ
ィ
ッ
ク
ス
工
作
を
し
な

が
ら
Ｃ
４
に
戻
っ
た
。
こ
の
分
で
は
十
四
日
に
間
に
合
わ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
明
日
は
ど
う
し
て
も
Ｃ
５
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
Ｃ
京
都
で
立
て
た
計
画
で
は
、
シ
ェ
ル
パ
達
は
Ｃ
５
以
上
で
酸
素
を
使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
Ｃ
５
が
で
き
な
け
れ
ば
話
に
な
ら

焚
い
て
、
そ
の
煙
で
身
を
清
め
て
か
ら
出
か
け
て
行
っ
た
。
六
日
に
は
残
り
の
隊
員
七
名
が
出
か
け
、
翌
七
日
に
は
斎
藤
ド
ク
タ
ー
》
井

上
が
Ｃ
１
に
上
っ
た
た
め
、
Ｂ
Ｃ
に
は
私
一
人
が
残
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
こ
の
日
、
会
員
の
中
尾
が
Ｂ
Ｃ
を
訪
れ
た
の
で
二

人
に
な
っ
た
。
午
前
中
、
ジ
ャ
ヌ
ー
東
面
を
一
気
に
二
千
数
百
メ
ー
ト
ル
落
ち
る
大
雪
崩
が
あ
り
、
Ｂ
Ｃ
付
近
は
そ
れ
を
受
け
て
真
白
に

↑
峰
つ
鋒
娼
ｏ
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察
に
上
る
こ
と
が
決
っ
た
。

五
月
十
三
日
、
登
頂
隊
員
松
田
、
上
田
、
サ
ポ
ー
ト
隊
員
吉
野
、
浅
野
、
カ
ル
マ
の
五
名
は
、
Ｃ
４
を
出
発
し
た
。
Ｃ
３
に
居
る
富
田

か
ら
は
、
十
一
時
の
交
信
で
、
い
ま
ま
で
に
な
く
好
天
で
、
風
も
穏
や
か
、
と
云
っ
て
来
た
。
午
後
三
時
に
は
吉
野
か
ら
、
後
三
十
分
位

で
Ｃ
５
に
着
け
る
だ
ろ
う
。
天
気
は
よ
い
が
時
々
下
か
ら
上
っ
て
く
る
ガ
ス
が
か
か
る
。
全
員
快
調
、
と
云
っ
て
来
た
。
Ｃ
５
に
着
い
た

彼
等
は
、
三
時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
整
地
し
て
テ
ン
ト
を
張
っ
た
。
天
気
予
報
は
十
四
、
十
五
日
に
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
付
近
を
気
圧
の
峰
が
通

翌
十
二
日
、
高
木
に
率
い
ら
れ
た
四
名
の
シ
ェ
ル
パ
は
、
酸
素
を
吸
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
デ
ポ
を
回
収
し
て
無
事
Ｃ
５
予
定
地
に

達
し
た
。
甲
斐
、
森
本
の
二
名
は
、
Ｃ
４
か
ら
出
て
稜
線
に
達
し
、
稜
線
ル
ー
ト
の
偵
察
を
行
な
っ
た
が
、
結
果
は
ネ
ズ
ミ
色
の
岩
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
か
ら
先
の
前
衛
峰
の
登
り
も
絶
望
的
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
稜
線
ル
ー
ト
は
放
棄
す
る
こ
と
に
な
り
、
最
終

的
に
一
九
六
七
年
の
偵
察
の
結
果
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
ル
ー
ト
を
と
る
こ
と
に
確
定
し
た
。
ポ
ッ
カ
隊
と
偵
察
隊
は
Ｃ
５
に
集
ま
り
雪
の
中

を
Ｃ
４
ま
で
戻
っ
た
。
そ
の
日
入
っ
た
天
気
予
報
は
、
十
四
日
は
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
モ
ン
ス
ー
ン
の
前
線
は
北
緯
二
十
度
を
北
上
中

で
、
十
六
日
頃
に
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
十
八
日
頃
再
び
回
復
す
る
可
能
性
は
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
い
よ
い

よ
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
夜
の
交
信
で
、
明
日
隊
員
四
名
が
Ｃ
５
に
入
り
、
明
後
日
サ
ポ
ー
ト
隊
に
支
援
さ
れ
て
頂
上
を
攻
撃
す
る

よ
残
り
少
な
く
な
三

な
い
。
よ
し
、
明
日
は
シ
ェ
ル
パ
に
も
酸
素
を
吸
わ
せ
よ
う
。
一
方
、
可
能
性
は
少
な
い
が
、
稜
線
ル
ー
ト
も
ま
だ
棄
て
切
れ
な
い
。
Ｃ

５
か
ら
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
雪
面
の
上
端
の
最
低
鞍
部
の
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
側
に
あ
る
、
あ
の
ネ
ズ
ミ
色
の
岩
を
裏
側
か
ら
、
う
ま
く
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
案
外
早
く
頂
上
に
行
け
そ
う
な
気
も
す
る
。
ト
ラ
バ
ー
ス
・
ル
ー
ト
よ
り
ず
っ
と
早
い
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
夜
の
交
信
で
、
今
後
の
作
戦
を
練
っ
た
。
明
日
は
シ
ェ
ル
パ
を
主
力
に
、
酸
素
を
吸
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
の
デ
ポ
を
回
収
し
て
Ｃ
５

を
建
設
す
る
。
登
頂
隊
員
は
明
日
は
酸
素
を
吸
い
な
が
ら
Ｃ
４
で
休
養
し
、
十
三
日
に
サ
ポ
ー
ト
隊
と
共
に
Ｃ
５
に
入
り
、
十
四
日
に
サ

ポ
ー
ト
隊
に
支
援
さ
れ
な
が
ら
Ｃ
５
か
ら
ラ
ッ
シ
ュ
で
頂
上
に
向
う
。
な
お
稜
線
ル
ー
ト
の
可
能
性
を
調
べ
る
た
め
に
、
二
名
は
明
日
偵

こ
と
を
打
ち
合
せ
た
。

（12）
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ヤルン・カン初登頂

過
す
る
。
十
六
日
に
は
次
の
気
圧
の
谷
が
来
る
、
と
い
う
。

五
月
十
四
日
、
い
よ
い
よ
攻
撃
の
日
で
あ
る
。
六
時
二
十
分
に
Ｃ
５
を
出
た
松
田
と
上
田
は
、
快
調
な
ピ
ッ
チ
で
ト
ラ
尋
ハ
ー
ス
を
終

え
、
雪
稜
で
一
休
み
し
て
、
そ
こ
か
ら
左
上
に
伸
び
る
浅
い
ル
ン
ゼ
を
登
っ
て
行
っ
た
。
ア
タ
ッ
ク
隊
の
た
め
に
午
前
三
時
か
ら
炊
事
を

し
て
い
た
吉
野
ら
は
、
彼
等
を
送
り
出
し
て
か
ら
食
事
を
と
り
、
少
し
遅
れ
て
出
発
し
た
。
ト
ラ
バ
ー
ス
の
終
る
頃
、
浅
野
の
酸
素
が
切

れ
、
彼
は
こ
こ
か
ら
引
き
返
し
た
。
浅
野
の
持
っ
て
い
た
荷
物
を
分
担
し
、
吉
野
と
カ
ル
マ
は
ア
タ
ッ
ク
隊
の
後
を
追
っ
た
。
午
後
一

時
、
浅
い
ル
ン
ゼ
を
つ
め
た
所
（
八
四
一
○
メ
ー
ト
ル
）
で
、
サ
ポ
ー
ト
隊
か
ら
新
し
い
酸
素
ボ
ン
ベ
を
受
け
取
っ
た
ア
タ
ッ
ク
隊
は
、
そ
れ

ま
で
吸
っ
て
い
た
酸
素
ボ
ン
ベ
を
そ
こ
に
デ
ポ
し
て
頂
上
に
向
っ
た
。
サ
ポ
ー
ト
隊
は
ア
タ
ッ
ク
隊
の
降
り
の
た
め
に
ル
ー
ト
エ
作
を
し

こ
の
日
は
予
報
通
り
朝
か
ら
快
晴
で
、
風
も
弱
く
、
絶
好
の
登
頂
日
和
で
あ
っ
た
。
上
部
で
の
動
き
は
Ｂ
Ｃ
か
ら
望
遠
鏡
で
手
に
と
る

よ
う
に
見
え
た
。
ア
タ
ッ
ク
隊
か
ら
は
、
時
折
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
ル
ー
ト
の
指
示
を
求
め
て
来
た
。
彼
等
は
相
変
ら
ず
快
調
な
ピ
ッ
チ

で
上
に
向
っ
て
い
る
。
デ
ポ
地
か
ら
小
さ
い
雪
面
を
抜
け
て
、
前
衛
峰
の
下
の
大
き
い
逆
三
角
形
の
雪
面
に
入
り
、
こ
れ
を
ト
ラ
バ
ー
ス

し
て
、
そ
こ
か
ら
右
上
に
走
る
岩
棚
を
上
っ
て
い
っ
た
。
午
後
二
時
半
頃
ル
ー
ト
の
指
示
を
求
め
て
き
た
彼
等
に
、
そ
の
岩
棚
を
で
き
る

だ
け
右
上
に
登
る
よ
う
に
伝
え
た
。
岩
棚
の
上
部
に
は
岩
壁
が
あ
り
、
そ
の
岩
壁
に
は
右
の
端
近
く
に
登
れ
そ
う
な
所
が
あ
る
こ
と
は
、

一
九
六
七
年
の
偵
察
の
と
き
に
わ
か
っ
て
い
た
。
彼
等
が
そ
の
地
点
に
達
す
る
頃
か
ら
ガ
ス
と
な
り
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
は
見
え
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
午
後
三
時
五
十
分
上
田
か
ら
、
只
今
、
前
衛
峰
と
の
コ
ル
に
出
た
。
風
は
ヤ
ル
ン
谷
の
方
か
ら
、
か
な
り
強
く
吹
い
て
い
る
。

薄
日
が
さ
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
先
の
ル
ー
ト
は
必
ず
し
も
歩
け
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
、
と
云
い
、
代
っ
て
出
た
松
田
ば
こ

こ
か
ら
頂
上
ま
で
あ
と
高
度
差
百
五
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
だ
。
あ
と
一
時
間
は
か
か
る
だ
ろ
う
。
酸
素
は
ま
だ
百
気
圧
残
っ
て
い
る
か

な
が
ら
Ｃ
５
に
下
っ
た
。

登

頂

（13）



、

－
ト
を
探
し
た
り
し
て
い
る
。

故
障
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

翌
十
五
日
、
夜
明
け
と
と
も
に
望
遠
鏡
で
上
を
見
て
い
た
神
山
が
、
デ
ポ
地
の
右
上
五
十
メ
ー
ト
ル
位
の
所
で
行
動
中
の
二
人
を
発
見

し
た
（
六
時
十
分
）
。
そ
こ
は
往
路
に
使
っ
た
雪
面
よ
り
一
段
上
の
、
袋
小
路
の
よ
う
な
雪
面
で
あ
る
。
上
田
が
先
に
岩
の
所
に
着
き
、
松

田
が
丁
度
追
い
着
く
所
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
そ
の
後
、
そ
の
雪
面
か
ら
降
り
よ
う
と
し
た
り
、
元
の
岩
の
所
に
戻
っ
た
り
、
ま
た
別
の
ル

彼
等
に
は
ま
だ
酸
素
も
残
っ
て
い
る
し
、
下
り
に
は
節
約
し
て
使
え
ば
何
と
か
デ
ポ
地
ま
で
戻
れ
る
で
あ
ろ
う
。
万
一
の
場
合
に
そ
な

え
て
ビ
バ
ー
ク
の
用
意
も
し
て
い
る
。
彼
等
の
こ
と
だ
か
ら
、
き
っ
と
安
全
確
実
に
下
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。
Ｂ
Ｃ
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ

ー
は
ず
っ
と
受
信
状
態
に
し
て
あ
っ
た
が
、
何
の
連
絡
も
な
い
ま
ま
夜
に
な
っ
た
。

ら
、
行
け
る
所
ま
で
行
っ
て
見
る
と
云
っ
て
来
た
。
そ
こ
か
ら
先
は
尾
根
の
向
う
側
を
通
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
交
信
は
で
き
な
い
か
も

知
れ
な
い
が
、
窓
の
よ
う
な
所
に
出
た
ら
、
で
き
る
だ
け
交
信
す
る
よ
う
に
、
で
は
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
、
と
彼
等
を
送
り
出
し
た
。

午
後
六
時
、
ポ
コ
ポ
コ
、
ポ
コ
ポ
コ
と
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
呼
び
出
し
音
が
聞
え
た
。
時
間
か
ら
察
す
る
と
丁
度
頂
上
に
着
く
頃
で

あ
る
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
何
度
呼
ん
で
も
答
え
は
な
い
。
い
た
ず
ら
に
ポ
コ
ポ
コ
が
繰
り
返
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
彼
等
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
が

こ
の
時
刻
に
こ
こ
ま
で
下
っ
て
き
て
い
る
の
だ
か
ら
、
無
事
登
頂
は
す
ま
せ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
あ
れ
だ
け
近
く
ま
で
帰
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
間
も
な
く
デ
ポ
地
に
達
す
る
に
違
い
な
い
。
幸
い
晴
天
で
彼
等
の
行
動
が
手
に
と
る
よ
う
に
見
え
、
・
交
代
で
監
視
を
続
け

る
。
も
し
交
信
さ
え
で
き
れ
ば
、
す
ぐ
に
も
彼
等
を
デ
ポ
地
に
誘
導
で
き
る
の
に
と
、
も
ど
か
し
い
思
い
で
あ
る
。

そ
の
頃
、
Ｃ
５
に
は
前
日
サ
ポ
ー
ト
を
し
、
疲
れ
切
っ
て
い
る
吉
野
と
カ
ル
マ
、
そ
れ
に
体
の
不
調
で
動
け
な
い
が
浅
野
の
三
人
が
居

た
。
Ｃ
４
か
ら
の
荷
上
げ
で
、
シ
ェ
ル
パ
に
酸
素
を
吸
わ
せ
た
た
め
、
手
持
ち
は
少
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
、
第
二
次

救

援

(14)
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午
後
三
時
五
分
、
救
援
隊
が
そ
の
真
下
を
通
っ
た
直
後
、
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
後
に
、
上
田
の
ザ
ッ
ク
が
落
ち
て
来
た
。
Ｃ
５
か
ら
の

報
告
を
受
け
て
Ｂ
Ｃ
で
は
ト
ラ
ン
シ
ー
零
ハ
ー
が
故
障
し
た
の
で
、
通
信
文
を
入
れ
て
、
救
援
隊
め
が
け
て
落
し
て
よ
こ
し
た
の
か
も
知
れ

な
い
、
と
考
え
た
。
直
ち
に
引
き
返
さ
せ
て
八
中
を
改
め
さ
せ
た
が
、
そ
れ
ら
し
い
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
救
援
隊
は
再
び
上
に
向
っ

た
。
彼
等
は
午
後
五
時
、
雪
稜
に
達
し
、
こ
こ
か
ら
上
田
に
コ
ー
ル
を
か
け
る
と
、
上
田
か
ら
コ
ー
ル
が
返
っ
て
き
た
。
救
援
隊
は
勇
躍

し
て
登
り
続
け
た
。
結
局
、
彼
等
は
デ
ポ
地
の
左
方
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
所
で
上
田
と
会
っ
た
（
午
後
七
時
半
）
。

「
只
今
、
上
田
に
会
い
ま
し
た
・
彼
は
元
気
で
が
魔
法
瓶
の
ふ
た
を
自
分
で
と
っ
て
、
茶
を
飲
ん
で
い
ま
す
」
‐
と
云
っ
て
来
た
。
‐
や
が

ア
タ
ッ
ク
の
可
能
性
を
残
す
と
、
酸
素
量
か
ら
考
え
て
》
Ｃ
５
に
多
数
の
人
を
上
げ
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
う
い
う
理
由
で
大

多
数
の
要
員
は
Ｃ
４
に
待
機
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｃ
で
立
て
た
救
援
計
画
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
甲
斐
、
森
本
が
先
行
し
、
松
田
と

上
田
に
デ
ポ
の
酸
素
を
吸
わ
せ
る
。
シ
ェ
ル
パ
二
名
は
新
し
い
酸
素
を
も
っ
て
ル
ー
ト
エ
作
を
し
な
が
ら
デ
ポ
地
ま
で
上
亙
と
こ
ろ
が

実
際
に
は
、
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
の
体
調
が
悪
く
、
と
て
も
上
に
は
行
け
そ
う
に
な
い
の
で
、
や
む
を
得
ず
三
名
一
組
の
第
一
次
救
援
隊

と
な
っ
た
Ｃ
彼
等
は
午
後
二
時
過
ぎ
Ｃ
５
を
通
過
し
て
上
に
向
っ
た
。

一
方
、
上
田
は
午
前
十
一
時
四
十
五
分
、
さ
き
の
袋
小
路
か
ら
や
っ
と
抜
け
出
て
、
デ
ポ
地
に
続
く
雪
面
に
達
し
た
。
そ
こ
か
ら
わ
ず

か
三
十
メ
ー
ト
ル
も
下
れ
ば
デ
ポ
地
で
あ
る
。
こ
れ
で
や
っ
と
酸
素
が
吸
え
る
、
と
安
心
し
た
の
も
束
の
間
、
彼
は
そ
の
雪
面
を
横
切
っ

て
左
側
の
岩
場
に
達
し
、
そ
こ
か
ら
左
上
に
稜
線
に
向
っ
て
登
り
は
じ
め
た
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
等
に
は
ま
っ
た
く
自

分
の
居
場
所
が
判
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
何
と
か
彼
等
と
連
絡
す
る
方
法
は
な
い
か
。
せ
め
て
彼
等
が
困
っ
て

い
る
こ
と
を
Ｂ
Ｃ
で
は
知
っ
て
い
て
、
必
要
な
手
を
打
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
、
安
心
さ
せ
て
や
ら
ね
ば
と
思
案
し
、
そ
の
結

果
、
煙
の
出
そ
う
な
も
の
を
か
き
集
め
、
の
ろ
し
を
上
げ
た
。
し
か
し
上
田
は
そ
れ
に
気
付
い
た
様
子
は
な
い
。

上
に
向
っ
た
上
田
は
、
今
度
は
左
下
に
下
り
始
め
、
Ｃ
５
か
ら
の
ト
ラ
バ
ー
ス
道
の
真
上
の
絶
壁
の
上
に
達
し
、
そ
こ
で
昼
寝
を
始
め

た
◎

（15）



上
田
を
落
ち
な
い
よ
う
に
ロ
ー
プ
で
確
保
し
、
一
二
・
ノ
ル
ブ
に
番
を
さ
せ
て
お
い
て
、
甲
斐
、
森
本
は
松
田
の
収
容
に
向
う
。
途

中
、
少
し
道
を
誤
ま
り
、
登
頂
隊
が
往
路
に
通
っ
た
雪
面
に
ふ
み
込
み
、
そ
こ
で
松
田
の
ピ
ッ
ケ
ル
の
シ
ャ
フ
ト
の
折
れ
た
先
端
部
を
発

見
し
た
。
暗
が
り
の
中
を
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
で
周
辺
を
見
回
し
た
が
、
他
に
そ
れ
ら
し
い
も
の
は
な
い
。
再
び
彼
等
は
デ
ポ
地
に
戻
り
、
ベ

ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
か
ら
の
誘
導
で
上
に
向
う
。

上
田
の
話
で
は
、
今
朝
十
時
頃
、
松
田
が
岩
蔭
（
今
朝
二
人
を
発
見
し
た
付
近
）
で
、
も
う
動
く
の
が
大
儀
だ
か
ら
、
自
分
は
こ
こ
で

待
っ
て
い
る
、
と
云
っ
た
。
そ
れ
で
は
上
田
が
酸
素
を
取
り
に
行
っ
て
く
る
と
云
い
残
し
、
松
田
の
側
に
三
シ
道
具
を
置
い
て
別
れ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
た
と
え
折
れ
た
シ
ャ
フ
ト
が
見
付
か
っ
て
も
、
元
の
岩
蔭
に
松
田
が
居
な
い
と
は
云
い
切
れ
な
い
か
ら
、
や
は
り
力
の

許
す
限
り
捜
索
を
続
け
る
こ
と
に
す
る
。

甲
斐
、
森
本
は
再
び
上
に
向
っ
た
が
、
間
も
な
く
岩
場
に
突
き
当
っ
た
。
そ
の
頃
に
は
彼
等
の
酸
素
ボ
ン
ベ
も
空
に
な
っ
て
し
ま
う
。

松
田
の
居
場
所
（
さ
き
の
岩
蔭
）
ま
で
僅
か
二
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
所
で
あ
る
。
彼
等
は
大
声
で
繰
返
し
コ
ー
ル
を
か
け
た
が
、
応
答

は
な
い
。
す
で
に
夜
の
十
時
も
過
ぎ
て
い
る
。
こ
の
高
さ
Ｒ
一
六
○
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
じ
で
、
酸
素
な
し
の
、
夜
中
の
岩
登
り
は
き
わ
め
て
危

険
で
あ
り
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
彼
等
は
も
う
一
度
コ
ー
ル
を
か
け
、
上
田
を
連
れ
て
Ｃ
５
に
戻
る
こ
と
に
し
た
。

上
田
は
救
援
隊
と
会
っ
た
と
き
、
す
で
に
片
方
の
ア
イ
ゼ
ン
を
紛
失
し
て
い
た
。
恐
ら
く
ザ
ッ
ク
を
落
し
た
頃
に
な
く
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
デ
ポ
地
の
酸
素
は
、
明
日
松
田
に
吸
わ
せ
る
た
め
に
残
し
て
お
い
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
上
田
だ
け
が
酸
素
を
吸
い
、
他
は
酸
素

な
し
の
苦
し
い
下
降
と
な
っ
た
。
午
後
十
一
時
十
五
分
、
デ
ポ
地
を
出
発
し
た
四
名
は
、
翌
午
前
四
時
無
事
Ｃ
５
に
戻
っ
た
。
（
彼
等
は
そ

こ
で
一
休
み
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
斎
藤
ド
ク
タ
ー
の
居
る
Ｃ
３
ま
で
下
っ
た
。
）

て
上
田
の
声
で
、
登
頂
に
は
成
功
し
た
こ
と
、
松
田
と
別
れ
た
と
き
の
様
子
、
今
晩
中
に
松
田
に
酸
素
を
届
け
て
や
り
た
い
、
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
云
っ
て
き
た
。
上
田
に
酸
素
を
吸
わ
せ
、
ゆ
っ
く
り
休
ま
せ
た
の
ち
、
デ
ポ
ま
で
連
れ
戻
し
た
。
つ
ぎ
は
松
田
の
収
容
で
あ

る
Q

（16）
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十
六
日
午
前
六
時
過
ぎ
や
前
日
の
夕
方
Ｃ
４
か
ら
上
っ
て
来
た
富
田
や
高
木
が
第
二
次
救
援
隊
と
し
て
Ｃ
５
を
出
て
上
に
向
っ
た
。
彼

等
が
デ
ポ
地
に
着
く
頃
に
は
ガ
ス
で
、
ベ
ー
ス
か
ら
は
何
も
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
。
天
気
が
悪
く
な
る
こ
と
を
予
想
し
て
、
あ
ら
か
じ

め
現
場
付
近
の
詳
細
な
ス
ケ
ッ
チ
が
作
っ
て
あ
り
、
地
形
に
つ
い
て
は
Ｃ
４
の
松
沢
と
十
分
打
ち
合
わ
せ
て
あ
る
。
デ
ポ
地
か
ら
先
は
、

こ
の
ス
ケ
ッ
チ
に
よ
っ
て
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
彼
等
を
誘
導
す
る
。

昨
日
、
上
田
が
袋
小
路
か
ら
抜
け
出
て
横
切
っ
た
雪
面
か
ら
、
逆
向
き
に
現
場
に
到
達
し
た
救
援
隊
が
発
見
し
た
の
は
、
岩
蔭
に
あ
る

上
田
の
残
し
た
三
シ
道
具
だ
け
で
あ
っ
て
、
松
田
の
姿
は
な
か
っ
た
。
そ
の
付
近
に
は
似
た
よ
う
な
岩
蔭
が
多
い
の
で
、
彼
等
は
そ
の
辺

り
の
岩
蔭
を
く
ま
な
く
捜
し
た
。
が
、
松
田
は
い
な
い
。

少
し
前
に
救
援
隊
の
酸
素
も
な
く
な
っ
た
。
思
い
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
残
り
十
分
の
時
間
を
与
え
、
下
る
よ
う
指
令
し
た
（
午
後
四

時
四
十
分
）
。
昨
晩
の
救
援
活
動
の
た
め
の
睡
眠
不
足
も
あ
っ
て
、
彼
等
は
相
当
疲
れ
て
い
る
。
二
重
遭
難
を
起
こ
さ
ず
、
無
事
Ｃ
５
に
戻

っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
酸
素
を
も
っ
て
迎
え
に
行
く
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
酸
素
を
使
っ
て
明
日
も
う
一
度
救
援
隊
を
出
す

か
、
判
断
の
む
つ
か
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｃ
５
に
は
松
田
が
自
力
で
歩
け
な
い
状
態
で
発
見
さ
れ
た
場
合
の
こ
と
を
考
え
て
、
二
人
の
シ
ェ
ル
パ
を
待
機
さ
せ
て
あ
る
。
そ
れ
と

浅
野
が
居
る
。
酸
素
は
残
り
五
本
だ
。
Ｃ
５
の
浅
野
は
不
調
で
あ
り
、
Ｃ
４
に
も
元
気
な
隊
員
は
い
な
い
。
か
り
に
浅
野
と
シ
ェ
ル
パ
一

人
が
で
か
け
る
と
し
て
も
、
明
朝
Ｃ
５
に
は
新
し
い
酸
素
は
二
本
し
か
な
い
。
こ
れ
で
は
全
然
予
備
が
な
く
な
り
、
危
険
性
が
高
い
ば
か

り
で
な
く
、
第
一
、
松
田
に
吸
わ
せ
る
分
が
な
い
（
デ
ポ
地
の
分
は
使
っ
て
し
ま
っ
た
）
・
松
田
が
例
の
岩
蔭
に
居
ら
ず
、
折
れ
た
シ
ャ
フ

ト
が
真
下
の
雪
面
で
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
上
田
と
別
れ
た
あ
と
岩
蔭
か
ら
出
て
、
何
か
の
は
ず
み
に
滑
落
し
た
と
し

か
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
三
日
続
い
た
好
天
も
、
そ
ろ
そ
ろ
く
ず
れ
て
モ
ン
ス
ー
ン
の
到
来
す
る
気
配
で
あ
る
。
二
重
遭
難
は
何
と

し
て
で
も
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
深
追
い
は
危
険
だ
。
救
援
活
動
は
こ
れ
で
打
ち
切
ろ
う
。
最
後
の
酸
素
は
疲
労
の
は
げ
し
い
第
二
次
救

し
て
で
も
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

援
隊
に
吸
わ
せ
る
こ
と
に
す
る
心

／1ワ、
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彼
等
は
、
午
後
十
唾

人
で
吸
っ
て
寝
た
。

西
堀
隊
長
は
十
八
日
ツ
ェ
ラ
ム
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
カ
ト
マ
ン
ズ
に
戻
っ
た
。
樋
口
、
田
附
は
凍
傷
の
上
田
と
と
も
に
、
二
十
九
日

同
じ
く
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
カ
ト
マ
ン
ズ
に
飛
ん
だ
．
他
の
隊
員
は
、
一
部
は
グ
ン
サ
経
由
で
、
残
り
は
往
路
と
同
じ
道
を
ダ
ラ
ン
・
バ
ザ

翌
十
七
日
、
Ｃ
５
、
Ｃ
４
を
撤
収
、
十
八
日
に
は
Ｃ
３
以
下
を
撤
収
し
て
、
全
員
Ｂ
Ｃ
に
下
っ
た
。
シ
ェ
ル
パ
と
も
ど
も
全
員
で
火
を

囲
み
、
登
頂
を
祝
し
つ
つ
も
松
田
の
死
を
悼
ん
で
盃
を
乾
し
た
。

ヤ
ル
ン
氷
河
の
対
岸
、
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
が
一
番
美
し
く
見
え
る
コ
ー
ナ
ー
台
地
に
、
チ
ベ
ッ
ト
風
の
石
碑
を
築
き
、
二
十
二
日
に
別
れ

を
告
げ
た
。

念
願
通
り
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
の
初
登
頂
に
成
功
し
た
と
は
い
え
、
こ
の
計
画
遂
行
の
中
枢
的
人
物
で
あ
り
、
よ
き
山
仲
間
で
あ
っ
た
松
田

を
失
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

な
お
遠
征
中
、
氷
河
、
気
象
、
地
質
、
植
生
、
高
所
医
学
、
装
備
、
食
糧
、
高
分
子
製
品
、
建
造
物
な
ど
に
つ
い
て
、
学
術
調
査
を
行

な
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
報
告
す
る
。

－
ル
ま
で
歩
い
た
。

Ｃ
５
か
ら
出
た
浅
野
と
プ
ル
・
テ
ン
バ
（
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
）
は
雪
稜
付
近
で
第
二
次
救
援
隊
を
迎
え
た
。
新
し
い
酸
素
を
得
た

等
は
、
午
後
十
時
四
十
五
分
、
無
事
Ｃ
５
に
戻
っ
た
。
救
援
活
動
は
こ
れ
で
打
ち
切
ら
れ
た
。
そ
の
夜
Ｃ
５
で
は
、
二
本
の
酸
素
を
五

四
月
六
、
七
、
八
の
三
日
間
、
Ｂ
Ｃ
付
近
か
ら
ウ
ィ
ル
ド
Ｔ
２
型
の
セ
オ
ド
ラ
イ
ト
と
、
同
サ
ブ
テ
ン
ス
．
、
ハ
ー
を
用
い
て
、
カ
ン
チ

付
録
（
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
の
標
高
に
つ
い
て
）

お
わ
り

に
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ヤルソ・カン初登頂

エ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
山
群
の
各
山
頂
と
、
登
肇
ル
ー
ト
上
の
重
要
地
点
の
測
量
を
行
な
っ
た
。

ま
ず
サ
ブ
テ
ン
ス
．
、
ハ
ー
を
使
っ
て
、
Ｂ
Ｃ
付
近
の
氷
河
上
に
水
平
距
離
六
六
・
六
一
メ
ー
ト
ル
の
基
線
１
を
作
っ
た
。
つ
ぎ
に
基
線

１
を
底
辺
と
し
て
、
ほ
ぼ
対
称
形
に
両
側
に
三
角
形
を
作
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
三
角
形
の
頂
点
を
結
ぶ
線
は
九
○
七
・
九
八
メ
ー
ト
ル

で
、
こ
れ
を
基
線
２
と
す
る
。
こ
の
基
線
は
ヤ
ル
ン
氷
河
上
、
標
高
約
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
る
。
氷
河
の
流
動
は
き
わ
め
て
緩

慢
で
あ
る
か
ら
、
氷
河
流
動
に
よ
り
生
ず
る
誤
差
は
無
視
で
き
る
。
基
線
は
各
山
頂
か
ら
五
な
い
し
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
り
、
こ

れ
と
山
頂
を
結
ぶ
三
角
形
は
二
等
辺
三
角
形
に
近
い
。

各
山
頂
の
標
高
は
、
主
峰
と
の
高
度
差
か
ら
算
出
し
た
。
主
峰
と
の
高
度
差
は
、
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
は
マ
イ
ナ
ス
九
五
メ
ー
ト
ル
、
南
峰

は
同
一
○
九
メ
ー
ト
ル
、
中
央
峰
は
同
二
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
測
量
誤
差
は
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

主
峰
の
高
さ
に
は
諸
説
あ
り
、
た
と
え
ば
八
五
八
五
、
八
五
九
八
、
八
六
○
三
、
八
六
一
六
メ
ー
ト
ル
な
ど
と
云
わ
れ
て
い
る
。
ま
た

南
峰
は
、
八
四
七
四
、
八
四
七
六
、
八
四
八
○
メ
ー
ト
ル
、
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
（
西
峰
）
は
、
八
四
二
○
、
八
四
三
三
メ
ー
ト
ル
と
云
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
値
の
信
頼
性
を
判
断
す
る
の
は
む
つ
か
し
い
の
で
、
主
峰
の
標
高
と
し
て
平
均
値
八
六
○
○
メ
ー
ト
ル
を
採
用
し

た
。
そ
う
す
る
と
ヤ
ル
ン
。
カ
ン
は
八
五
○
五
、
南
峰
は
八
四
九
一
、
中
央
峰
は
八
四
七
八
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

従
来
、
南
峰
の
方
が
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
よ
り
高
い
と
云
わ
れ
て
い
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
測
量
で
は
順
序
が
逆
に
な
る
。
直
接
測
量
に
よ
り

こ
れ
を
確
か
め
る
た
め
に
、
頂
上
ま
で
ク
リ
ノ
メ
ー
タ
ー
を
持
っ
て
上
っ
た
が
、
登
頂
時
に
は
視
界
悪
く
果
せ
な
か
っ
た
。
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青
森
県
に
は
さ
し
て
高
い
山
は
な
い
。
し
か
し
冬
の
そ
れ
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
海
外
遠
征
の
話
が
最
初
に
出
た
の
は
、
青

森
県
山
岳
連
盟
が
一
九
六
八
年
の
厳
冬
期
、
八
甲
田
縦
走
（
旧
第
五
連
隊
雪
中
行
軍
予
定
コ
ー
ス
）
に
成
功
し
た
時
で
あ
る
。

そ
の
翌
年
に
は
海
外
遠
征
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
目
標
と
し
て
ア
ラ
ス
カ
が
選
ば
れ
た
。
八
甲
田
を
中
心
に
、
日
頃
行
な
っ
て
い
る
ス

キ
ー
と
雪
洞
を
使
っ
て
の
登
山
形
式
を
、
そ
の
ま
ま
ア
ラ
ス
カ
の
山
に
試
み
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
第
一
目
標
の
オ
ヂ
ル
ビ
ー

山
脈
は
、
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
わ
れ
わ
れ
の
旨
と
す
る
登
山
形
式
か
ら
は
、
外
れ
た
地
形
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
中
で

ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
解
禁
の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
、
必
然
的
に
わ
れ
わ
れ
の
目
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
、
そ
し
て
西
部
ネ
パ
ー
ル
の
処
女
峰
ナ
ン

バ
（
六
七
五
四
メ
ー
ト
ル
）
へ
と
向
け
ら
れ
た
。

県
下
か
ら
二
十
三
名
の
候
補
隊
員
が
集
ま
り
、
研
究
会
、
強
化
合
宿
が
続
け
ら
れ
、
最
終
的
に
五
名
の
メ
ン
バ
ー
が
選
ば
れ
、
一
九
七

○
年
十
一
月
に
は
日
本
山
岳
協
会
の
推
薦
状
を
獲
得
、
い
よ
い
よ
ナ
ン
パ
ヘ
の
道
が
拓
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ナ
ン
バ
は
、
当
初
わ
れ
わ
れ
が
ア
ラ
ス
カ
に
考
え
た
、
ス
キ
ー
使
用
の
登
山
な
ど
考
え
得
べ
く
も
な
い
峻
峰
で
あ
る
が
、
雪
の
中
に
生

は
ナ
ンじ

め ﾉf

初
登
頂

|に

（
一
九
七
二
年
）

松
島
静
吾

（20）



ナンバ初脊頂

こ
の
年
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
か
ら
は
登
山
許
可
の
正
式
発
表
が
な
く
、
隊
へ
の
許
可
通
知
も
つ
い
に
届
か
な
か
っ
た
。

も
う
こ
れ
以
上
遅
れ
た
ら
、
登
山
計
画
に
支
障
を
き
た
す
と
い
う
タ
イ
ム
・
リ
ミ
ッ
ト
ぎ
り
ぎ
り
の
一
月
十
八
日
に
、
在
ネ
パ
ー
ル
日

本
大
使
館
か
ら
日
本
外
務
省
に
許
可
内
定
の
電
報
が
入
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
日
本
大
使
館
か
ら
の
情
報
で
あ
っ
て
ネ
パ
ー

ル
政
府
当
局
か
ら
の
直
接
の
回
答
で
は
な
い
。
そ
こ
で
二
月
十
七
日
に
松
島
が
先
発
と
し
て
カ
ト
マ
ン
ズ
に
行
き
、
登
山
許
可
の
取
得
、

お
よ
び
そ
の
他
の
渉
外
上
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
済
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
ナ
・
カ
ン
の
荷
物
（
八
五
○
キ
ロ
）
は
松
島
と
一
緒
に

カ
ト
マ
ン
ズ
空
港
に
到
着
し
た
。

ま
れ
、
育
ち
、
鍛
え
た
も
の
が
必
ら
ず
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
通
じ
る
と
い
う
、
基
本
的
信
条
と
成
算
の
も
と
に
計
画
は
実
行
に
移
さ
れ
た
。

隊
編
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

隊
長
松
島
静
吾
雪
一
六
歳
）
総
括
・
医
務

副
隊
長
小
宮
山
鐸
郎
（
三
歳
）
渉
外

隊
員
木
村
福
寿
（
二
八
歳
）
装
備
沢
田
之
（
二
四
歳
）
食
糧
高
橋
進
（
三
一
歳
）
会
計
・
記
録

シ
ェ
ル
パ
ソ
ナ
・
イ
シ
（
二
七
歳
）
サ
ー
ダ
ー
ン
ガ
テ
ィ
（
一
三
歳
）
カ
ル
サ
ン
・
チ
レ
（
二
八
歳
）

リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
Ｋ
・
Ｂ
・
ラ
ナ
（
三
三
歳
）

コ
ッ
ク
ア
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
（
三
○
歳
）
キ
ッ
チ
ン
・
ボ
ー
イ
ニ
マ
・
ヌ
ル
ブ
（
二
二
歳
）
メ
ー
ル
・
ラ
ン
ナ
ー
オ
ン
・
チ
ュ

ー
（
二
二
歳
）
プ
ル
テ
ン
バ
（
二
一
歳
）

こ
の
年
の
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
の
登
山
隊
と
し
て
は
一
番
乗
り
で
あ
っ
た
た
め
か
、
登
山
局
長
の
Ｇ
・
Ｂ
・
シ
ャ
ー
氏
は
ま
だ
の
ん
び

り
構
え
て
い
た
ら
し
く
、
直
接
パ
タ
ー
ン
の
彼
の
自
宅
を
訪
ね
た
翌
々
日
二
月
二
十
二
日
に
な
っ
て
、
や
っ
と
彼
を
外
務
省
で
つ
か
ま
え

ア
ブ
ロ
Ｉ
チ

（21）



三
月
七
日
、
ダ
ン
ガ
リ
ー
を
出
発
、
猛
暑
の
中
、
長
い
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
始
ま
っ
た
。
イ
ン
コ
の
舞
う
田
園
風
景
の
中
を
、
の
ど
か
な
楽

し
い
旅
で
は
あ
る
が
、
こ
の
イ
ン
ド
平
原
か
ら
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
ま
で
、
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
歩
い
た
ら
行
き

着
け
る
の
だ
ろ
う
か
、
ほ
ん
と
に
計
算
ど
お
り
に
行
く
の
だ
ろ
う
か
、
と
ふ
と
考
え
た
く
な
る
ほ
ど
気
の
長
い
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
あ
る
。
し

か
し
三
月
十
二
日
、
二
五
七
○
メ
ー
ト
ル
の
峠
か
ら
ア
ピ
・
ナ
ン
バ
山
群
を
目
の
前
に
し
、
そ
し
て
ダ
ン
デ
ル
ド
ゥ
ラ
か
ら
ナ
ン
パ
の
偉

容
を
ハ
ッ
キ
リ
と
確
認
し
た
時
、
目
標
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
が
も
う
手
の
届
く
所
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
の
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。

バ
イ
タ
デ
ィ
か
ら
先
は
食
糧
事
情
が
更
に
悪
い
た
め
、
食
糧
係
の
沢
田
は
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
と
一
緒
に
イ
ン
ド
側
の
ジ
ュ
ラ
ガ

ッ
ト
ま
で
行
き
、
ポ
ー
タ
ー
用
の
食
糧
も
含
め
て
購
入
し
、
行
く
先
で
彼
等
に
売
り
渡
す
方
法
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
口
頭
で
登
山
の
許
可
を
と
り
、
二
十
四
日
に
は
輸
入
許
可
、
通
関
等
を
済
ま
せ
た
。

二
月
二
十
六
日
、
小
宮
山
ほ
か
三
名
が
羽
田
を
出
発
、
翌
二
十
七
日
全
員
が
カ
ト
マ
ン
ズ
に
集
結
し
た
。

カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
ダ
ン
ガ
リ
ー
へ
は
、
Ｒ
・
Ｎ
．
Ａ
・
Ｃ
の
Ｄ
Ｃ
３
を
一
機
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
隊
員
五
名
、
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ

ー
、
シ
ェ
ル
パ
三
名
、
コ
ッ
ク
一
名
計
十
名
と
荷
物
一
・
五
ト
ン
を
積
ん
で
、
三
月
三
日
快
晴
の
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
二
時
間

で
飛
ん
だ
。
途
中
カ
ン
ジ
ロ
バ
・
ヒ
マ
ー
ル
ら
し
い
山
群
を
遠
望
し
て
か
ら
は
、
グ
レ
ー
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
は
ど
ん
ど
ん
遠
の
き
、
期

待
の
ア
ピ
・
ナ
ン
バ
山
群
は
そ
の
片
影
す
ら
見
せ
ず
に
、
遥
か
テ
ラ
イ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
、
海
抜
わ
ず
か
一
八
○
メ
ー
ト
ル
の
ダ
ン
ガ
リ
ー

へ
と
着
陸
し
た
。
キ
ッ
チ
ン
・
ボ
ー
イ
一
名
と
メ
ー
ル
ラ
ン
ナ
ー
二
名
は
、
イ
ン
ド
周
り
で
三
日
か
か
っ
て
ダ
ン
ガ
リ
ー
へ
到
着
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
コ
ー
ス
は
当
初
の
計
画
で
は
シ
ル
ガ
リ
ド
ー
テ
ィ
経
由
の
予
定
だ
っ
た
が
、
食
糧
事
情
が
極
度
に
悪
く
、
餓
死
者
も
出

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
コ
ー
ス
を
変
更
し
、
ダ
ン
デ
ル
ド
ゥ
ラ
、
バ
イ
タ
デ
ィ
経
由
と
し
た
（
こ
の
コ
ー
ス
は
一
九
七
一

年
、
松
本
登
高
会
ア
ピ
隊
の
と
っ
た
コ
ー
ス
と
同
じ
で
あ
る
）
。
し
か
し
そ
れ
で
も
食
糧
の
入
手
は
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
し
、
ポ
ー
タ

ー
の
雇
用
も
ダ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
ダ
ン
デ
ル
ド
ゥ
ラ
へ
の
自
動
車
道
路
（
Ｄ
・
Ｄ
・
ラ
イ
ン
）
の
建
設
中
の
た
め
か
、
思
う
よ
う
に
は
い
か

な
か
っ
た
。
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ナンバ初登頂
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ポ
ー
タ
ー
数
は
予
定
よ
り
か
な
り
増
え
て
七
十
五
名
に
な
っ
た
。

バ
イ
タ
デ
ィ
を
三
月
二
十
日
出
発
、
翌
日
か
ら
は
い
よ
い
よ
ア
ピ
・
ナ
ン
バ
山
群
の
氷
河
を
溶
か
し
て
流
れ
る
チ
ャ
ム
リ
ァ
・
コ
ー
ラ

（
原
地
で
は
別
名
チ
ャ
ウ
ラ
ニ
・
コ
ー
ラ
と
も
呼
ぶ
）
沿
い
の
道
に
入
っ
た
。
道
は
徐
々
に
険
し
く
な
る
。
水
は
冷
た
か
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
大
き
な
魚
も
捕
れ
た
し
、
水
泳
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
た
。

三
月
二
十
六
日
、
マ
カ
リ
ガ
ル
に
て
こ
隊
に
分
れ
、
木
村
、
沢
田
、
ン
ガ
テ
ィ
、
ニ
マ
・
ヌ
ル
ブ
の
四
名
は
チ
ャ
ゥ
ピ
シ
ョ
ヘ
向
わ
せ

た
。
四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
、
ア
ピ
・
ナ
ン
バ
山
群
の
偵
察
が
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
。
本
隊
は
そ
の
日
チ
ャ
ム
リ

ア
・
コ
ー
ラ
の
左
岸
か
ら
右
岸
へ
急
流
の
橋
を
ロ
ー
プ
を
固
定
し
て
渡
り
、
凄
い
絶
壁
の
道
を
た
ど
っ
て
グ
サ
に
到
着
し
た
。
グ
サ
は
人

間
の
住
み
着
け
る
限
界
ギ
リ
ギ
リ
の
急
斜
面
に
へ
ば
り
つ
い
た
部
落
で
あ
る
。
中
央
広
場
に
テ
ン
ト
を
設
営
す
る
と
、
例
に
よ
っ
て
見
物

人
の
大
歓
迎
を
受
け
た
が
、
注
目
の
中
で
わ
れ
わ
れ
は
小
便
を
す
る
の
に
も
ひ
と
苦
労
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
パ
ン
チ
ャ
ャ
ッ
ト
に
完
全
な

形
で
保
管
さ
れ
て
い
る
松
本
登
高
会
隊
の
デ
ポ
装
備
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
酸
素
ボ
ン
ベ
、
ハ
ー
ケ
ン
類
を
借
用
し
た
。

三
月
二
十
七
日
麺
本
隊
の
松
島
、
小
宮
山
、
高
橋
は
グ
サ
か
ら
カ
ワ
・
レ
ク
方
面
へ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
山
行
を
楽
し
ん
だ
。
木
村
隊
は
チ

ャ
ウ
ビ
シ
ョ
か
ら
四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
方
面
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
偵
察
を
終
え
、
午
後
七
時
三
十
分
グ
サ
に
到
着
し
た
。

翌
二
十
八
日
、
再
び
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
開
始
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
へ
の
旅
は
最
後
の
段
階
に
入
っ
た
。
グ
サ
を
出
て
、
と
あ
る
崖
の
縁

を
回
り
込
む
と
、
突
然
思
い
が
け
な
く
も
目
ざ
す
ナ
ン
バ
が
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
瞬
間
の
感
動
は
と
て
も
言
葉
で
は
言
い
つ
く

せ
な
い
。
谷
の
奥
に
、
も
う
随
分
前
か
ら
わ
れ
わ
れ
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
美
し
い
姿
を
快
晴
の
も
と
に
見
せ
て
く
れ
た
。
足
元

か
ら
は
数
百
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
崖
が
切
れ
落
ち
、
見
え
な
い
谷
底
に
は
朝
雲
が
急
流
の
臺
ろ
き
の
中
に
立
ち
こ
め
て
い

た
。
そ
の
険
し
さ
は
予
想
通
り
で
あ
っ
た
し
、
隊
員
達
は
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
決
意
を
固
め
、
フ
ァ
イ
ト
を
胸
に
秘
め
た
の
で
あ
っ
た
。

長
い
旅
を
一
緒
に
続
け
て
来
た
ポ
ー
タ
ー
達
の
感
動
も
ま
た
ひ
と
し
お
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
シ
ェ
ル
パ
達
は
幾
分
ナ
ン
バ
の
急
峻

さ
の
前
に
気
お
く
れ
が
し
た
よ
う
で
、
そ
の
事
が
ち
ょ
っ
と
気
に
か
か
っ
た
。
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夕
方
、
、
ハ
タ
部
落
（
最
奥
の
部
落
）
の
下
に
テ
ン
ト
を
設
営
し
て
い
る
と
、
ポ
ス
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
の
プ
ル
テ
ン
バ
が
一
人
で
到
着
、
厄
介

な
問
題
を
か
か
え
て
来
た
。
も
う
一
人
の
オ
ン
・
チ
ュ
ー
が
ジ
ュ
ラ
ガ
ッ
ト
で
イ
ン
ド
側
に
捕
ま
っ
た
の
だ
と
云
う
。
航
空
会
社
の
手
違

い
で
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
カ
イ
ロ
へ
向
っ
て
し
ま
っ
た
高
橋
の
ザ
ッ
ク
が
ダ
ン
ガ
リ
ー
へ
届
き
、
そ
れ
を
持
っ
て
来
て
通
関
で
き
な
か
っ
た

の
だ
。
カ
メ
ラ
、
そ
の
他
の
内
容
品
か
ら
、
特
に
厳
重
を
極
め
る
ジ
ュ
ラ
ガ
ッ
ト
で
、
ス
パ
イ
容
疑
に
か
け
ら
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。
直
ち
に
ネ
パ
ー
ル
外
務
省
、
日
本
大
使
館
へ
善
処
要
望
の
電
文
を
書
き
、
そ
れ
を
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
と
プ
ル
テ
ン
バ
に

托
し
、
翌
早
朝
ジ
ュ
ラ
ガ
ッ
ト
ヘ
向
わ
せ
た
。
し
か
し
結
局
こ
の
問
題
は
彼
等
が
ジ
ュ
ラ
ガ
ッ
ト
ヘ
行
っ
て
難
な
く
解
決
し
、
そ
の
後
の

メ
ー
ル
・
ラ
ン
ナ
ー
の
通
関
、
通
行
に
は
特
に
支
障
は
き
た
さ
な
か
っ
た
。

な
お
、
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
は
の
ち
に
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
下
ま
で
来
て
引
き
返
し
、
マ
ル
マ
ラ
ス
コ
ッ
ト
に
下
り
て
滞
在
、

優
雅
な
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

三
月
二
十
九
日
（
晴
れ
の
ち
に
わ
か
雨
）
、
谷
底
の
道
、
山
が
見
上
げ
る
高
さ
に
な
る
と
雪
渓
が
現
れ
る
。
薪
は
豊
富
で
あ
る
。
シ
マ

三
十
日
（
曇
り
時
々
晴
れ
、
夜
雪
）
、
こ
の
日
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
建
設
地
設
定
の
た
め
、
小
宮
山
、
高
橋
、
ン
ガ
テ
ィ
、
一
二
、

ポ
ー
タ
ー
一
名
計
五
名
は
先
行
し
、
ナ
ン
バ
の
谷
に
入
っ
た
。
本
隊
は
ポ
ー
タ
ー
達
に
用
意
し
て
あ
っ
た
ズ
ッ
ク
靴
を
貸
し
与
え
ダ
ゥ
ラ

そ
の
夜
沁
あ
れ
ほ
ど
従
順
だ
っ
た
ポ
ー
タ
ー
達
も
、
さ
す
が
に
前
進
を
拒
み
は
じ
め
た
。
無
理
も
無
い
。
こ
の
雪
の
中
で
わ
れ
わ
れ
で

も
寒
い
の
に
、
彼
等
は
着
の
み
着
の
ま
ま
で
体
を
寄
せ
合
っ
て
寝
て
い
る
の
だ
か
ら
。
し
か
し
、
こ
こ
で
帰
ら
れ
た
ら
肇
山
行
動
に
大
き

な
遅
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
、
決
定
的
打
撃
を
蒙
り
か
ね
な
い
。
大
い
に
困
り
果
て
た
の
だ
っ
た
が
、
事
は
思
い
が
け
な
く
も
幸

運
に
運
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
先
発
の
小
宮
山
隊
が
金
庫
を
背
負
い
上
げ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
や
む
な
く
ポ
ー
タ
ー
達
は
、
最
終
日
の
み

日
当
十
五
ル
ピ
ー
と
い
う
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
で
、
難
な
く
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ウ
ラ
に
到
着
し
た
。

－
ル
泊
。
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ま
わ
り
の
山
は
残
念
な
が
ら
吹
雪
に
掻
き
消
さ
れ
て
全
く
見
え
な
い
。

寒
さ
に
震
え
る
ポ
ー
タ
ー
達
を
シ
ー
ト
に
収
容
し
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
建
設
、
ポ
ー
タ
ー
達
へ
の
賃
金
の
支
払
い
は
午
後
四
時
過

ぎ
ま
で
か
か
っ
た
。
彼
等
に
貸
し
与
え
た
靴
は
登
山
終
了
後
の
下
山
に
も
ま
た
使
う
こ
と
を
考
慮
し
て
、
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
聞
く
も
涙
、
語
る
も
涙
の
物
語
で
あ
る
。
心
を
鬼
に
し
て
木
村
、
沢
田
、
高
橋
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

私
の
考
え
で
は
彼
等
の
下
山
に
も
靴
を
貸
し
、
ダ
ウ
ラ
ウ
ラ
ま
で
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
数
人
が
一
緒
に
下
り
て
、
そ
こ
で
タ
バ
コ
と
交
換

し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
シ
ェ
ル
パ
の
言
う
の
に
、
賃
金
を
支
払
っ
た
あ
と
で
は
そ
れ
は
不
可
能
だ
し
、
喧
嘩
に
な
り
非
常
に
危

険
だ
と
云
う
の
で
、
致
し
方
の
な
い
処
置
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
良
い
ポ
ー
タ
ー
達
に
恵
ま
れ
て
幸
わ
せ
で
あ
っ
た
。
ダ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
ま
で
、
一
ヶ
月
近
く
も
一

緒
に
歩
き
通
し
た
ポ
ー
タ
ー
は
二
十
四
名
も
い
た
し
、
こ
の
雪
の
中
を
よ
く
も
ま
あ
文
句
も
云
わ
ず
、
こ
こ
ま
で
登
っ
て
く
れ
た
。
賃
金

を
受
け
取
っ
た
後
、
握
手
を
し
「
ナ
マ
ス
テ
」
を
云
い
、
一
言
一
冒
し
な
が
ら
雪
の
中
を
裸
足
で
駆
け
下
る
彼
等
の
後
ろ
姿
を
見
な
が

ら
、
つ
い
ホ
ロ
リ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
遠
征
隊
ず
れ
し
て
い
な
い
彼
等
の
気
持
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
標
高
は
三
九
八
○
メ
ー
ト
ル
、
左
手
に
Ｎ
１
、
正
面
に
ナ
ン
バ
を
見
、
そ
し
て
右
手
は
ナ
ン
バ
か
ら
の
南
稜
に

囲
ま
れ
た
モ
レ
ー
ン
の
上
で
あ
る
。
ダ
ン
ガ
リ
ー
を
出
発
し
て
二
十
五
日
目
で
あ
っ
た
。

三
十
一
日
（
曇
の
ち
雪
）
》
早
朝
Ｎ
１
が
谷
の
奥
に
肩
を
朝
日
に
光
ら
せ
て
い
た
が
計
や
が
て
ま
た
曇
っ
て
し
ま
っ
た
。
ダ
ウ
ラ
ウ
ラ

を
出
発
し
て
小
川
を
渡
り
モ
レ
ー
ン
に
登
る
と
、
広
い
き
れ
い
な
雪
に
覆
わ
れ
た
草
原
に
出
た
。
晴
れ
て
い
た
ら
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い

所
だ
ろ
う
。
一
歩
一
歩
長
い
間
夢
に
見
た
場
所
に
近
ず
く
感
動
は
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
う
一
つ
の
川
を
、
け
な
げ
に
も
ポ
ー
タ

ー
達
は
裸
足
で
渡
渉
し
、
写
真
で
見
馴
れ
た
ナ
ン
バ
か
ら
の
モ
レ
ー
ン
に
ぶ
つ
か
り
、
雪
の
中
を
更
に
登
っ
て
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
地
に

到
着
し
た
。
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四
月
一
日
（
雪
）
、
ペ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
整
理
作
業
。

二
日
（
快
晴
）
、
ナ
ン
バ
南
稜
へ
登
り
ル
ー
ト
の
偵
察
を
全
員
で
行
な
っ
た
。
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
か
ら
頂
上
ま
で
の
標
高
差
は
約
二

八
○
○
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
登
塗
ル
ー
ト
と
し
て
は
日
本
で
考
え
て
い
た
通
り
一
九
七
○
年
英
国
隊
（
こ
の
報
告
は
シ
］
・
Ｚ
。
．
§
．
岳
圏
に
］
。
言

鬘
ｇ
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
）
と
同
じ
西
稜
以
外
は
、
余
り
に
も
絶
望
的
で
あ
っ
た
。
西
稜
ま
で
の
ル
ー
ト
と
し
て
は
次
の
三
つ
の
コ
ー
ス

一
、
英
国
隊
と
同
じ
く
Ｎ
１
の
下
部
を
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に
登
り
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
地
帯
の
上
部
に
出
て
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
か
ら
ナ
ン

バ
・
コ
ル
（
英
国
隊
命
名
）
に
抜
け
る
。

二
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
正
面
か
ら
抜
け
て
、
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
か
ら
ナ
ン
バ
・
コ
ル
へ
出
る
。

三
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
下
部
か
ら
ナ
ン
バ
・
コ
ル
上
部
の
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
ヘ
直
接
向
う
。

以
上
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
一
の
ル
ー
ト
は
Ｎ
１
か
ら
の
落
石
、
雪
崩
の
危
険
が
大
き
い
こ
と
、
三
は
西
稜
直
下
の
ハ

ン
ギ
ン
グ
・
グ
レ
ー
シ
ァ
の
崩
壊
と
雪
崩
の
危
険
が
大
き
い
こ
と
に
よ
り
放
棄
し
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
地
帯
を
突
破
す
る
見
通
し
の
つ
い

た
、
こ
の
コ
ー
ス
を
取
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

三
日
（
快
晴
）
、
木
村
、
ソ
ナ
・
イ
シ
は
ル
ー
ト
エ
作
、
松
島
、
小
宮
山
、
沢
田
、
高
橋
、
ン
ガ
テ
ィ
、
カ
ル
サ
ン
は
荷
上
げ
を
し
、

四
八
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
地
帯
に
Ｃ
１
予
定
地
を
決
定
し
た
。

四
日
（
快
晴
）
、
Ｃ
１
建
設
、
木
村
、
ソ
ナ
・
イ
シ
は
Ｃ
１
へ
入
り
、
続
い
て
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
突
破
し
て
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
の
下
、

五
○
二
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
達
し
た
。
他
の
メ
ン
バ
ー
は
Ｃ
１
へ
の
荷
上
げ
を
し
、
先
ず
は
順
調
な
す
べ
り
出
し
と
な
っ
た
。

五
日
（
雪
）
、
木
村
、
ソ
ナ
・
イ
シ
は
雪
の
中
を
昨
日
の
最
高
到
達
点
ま
で
往
復
し
、
標
識
を
セ
ッ
ト
し
た
。
他
の
メ
ン
バ
ー
は
Ｂ
Ｃ

が
考
え
ら
れ
た
。

登
山
活
動
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停
滞
。
ゞ

六
日
（
快
晴
）
、
木
村
、
ソ
ナ
・
イ
シ
は
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
の
ル
ー
ト
開
拓
へ
向
っ
た
が
ラ
ッ
セ
ル
に
時
間
を
と
ら
れ
、
ル
ー
ト
は
先
へ

延
び
ず
、
こ
の
日
Ｂ
Ｃ
へ
下
っ
た
ｏ
小
宮
山
二
局
橋
Ｃ
１
入
り
。

七
日
（
快
晴
）
勺
小
宮
山
、
高
橋
ル
ー
ト
エ
作
し
、
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
基
部
五
一
五
○
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。
松
島
、
沢
田
Ｃ
１
入
り
。

八
日
（
曇
）
、
小
宮
山
、
高
橋
が
ル
ー
ト
工
作
を
し
、
松
島
、
沢
田
が
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
へ
ル
ー
ト
整
備
を
行
な
っ
た
。
ク
ー
ロ
ァ
ー

ル
は
堅
氷
の
上
に
ガ
サ
ガ
サ
の
頼
り
な
い
雪
が
乗
っ
て
い
て
、
な
か
な
か
の
難
物
で
あ
る
。
こ
の
雪
を
編
し
な
が
ら
慎
重
に
高
度
を
上

げ
、
こ
の
日
小
宮
山
、
高
橋
は
五
二
五
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
達
し
た
の
ち
Ｂ
Ｃ
へ
下
っ
た
。
木
村
Ｃ
１
入
り
。
荷
上
げ
も
順
調
に
渉
っ
た
。

九
日
（
雪
）
、
終
日
雪
が
降
り
続
く
。
午
後
一
時
、
少
し
の
晴
れ
間
を
見
て
木
村
と
沢
田
が
ト
レ
ー
ル
付
け
に
出
た
が
、
雪
崩
を
か
ぶ

り
直
ぐ
に
引
き
返
し
た
。
雪
崩
の
轟
音
が
絶
え
ず
、
Ｃ
１
も
午
後
に
な
っ
て
あ
お
り
を
一
発
喰
ら
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
Ｃ
１
の
上
に
は

大
き
な
露
岩
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
雪
崩
が
左
右
に
分
れ
て
流
れ
る
ら
し
く
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
最
適
の
場
所
に
あ

る
よ
う
だ
。
こ
の
日
、
Ｂ
Ｃ
も
停
滞
し
た
。

十
日
（
雪
汽
悪
天
候
の
た
め
行
動
で
き
ず
。
午
前
七
時
頃
ま
た
雪
崩
の
ア
オ
リ
に
襲
わ
れ
て
テ
ン
ト
が
引
き
ち
ぎ
ら
れ
そ
う
に
な
っ

た
が
、
幸
い
デ
ポ
荷
物
も
被
害
皆
無
で
あ
っ
た
。
新
雪
は
一
メ
ー
ト
ル
を
越
え
一
日
中
テ
ン
ト
の
掘
り
出
し
作
業
が
続
く
。

十
一
日
（
晴
れ
の
ち
ガ
ス
）
、
Ｃ
１
、
Ｂ
Ｃ
と
も
に
ト
レ
ー
ル
付
け
に
出
た
が
、
Ｃ
１
か
ら
は
五
一
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
Ｂ
Ｃ
か
ら

も
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
の
下
ま
で
し
か
達
せ
ず
。
気
は
あ
せ
り
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
－
の
や
り
と
り
も
荒
っ
ぽ
く
な
る
が
、
胸
ま
で
の
ラ
ッ
セ

ル
で
は
致
し
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

十
二
日
（
快
晴
）
、
松
島
、
木
村
は
今
日
こ
そ
は
と
張
り
切
っ
て
Ｃ
１
を
出
た
が
、
前
日
に
引
き
続
い
て
の
ラ
ッ
セ
ル
に
ル
ー
ト
は
あ

ま
り
延
び
ず
、
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
達
し
て
引
き
返
し
た
。
小
宮
山
、
高
橋
Ｃ
１
に
入
り
、
沢
田
Ｂ
Ｃ
へ
・

十
三
日
（
快
晴
）
、
松
島
、
木
村
は
ル
ー
ト
整
備
し
Ｂ
Ｃ
へ
。
小
宮
山
、
高
橋
は
こ
の
日
遂
に
ナ
ン
バ
・
コ
ル
（
五
三
九
五
メ
ー
ト
と
に

（28）
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十
五
日
（
晴
れ
の
ち
小
雪
）
、
小
宮
山
価
高
橋
は
Ｃ
２
か
ら
上
の
ル
ー
ト
エ
作
を
行
な
っ
た
。
Ｃ
２
を
出
る
と
い
き
な
り
六
○
メ
ー
ト

ル
の
青
氷
の
壁
に
な
っ
て
い
て
、
Ｃ
２
を
足
元
に
見
下
ろ
し
な
が
ら
の
登
筆
を
強
い
ら
れ
る
。
最
後
に
小
さ
な
雪
庇
を
越
え
る
と
広
い
雪

稜
に
出
て
、
そ
こ
か
ら
初
め
て
西
稜
上
部
の
全
容
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
日
、
沢
田
は
Ｃ
１
か
ら
Ｃ
２
へ
入
り
、
松
島
、
木
村
は
Ｂ
Ｃ
か
ら
Ｃ
１
に
入
っ
た
。

頂纒
十
六
日
（
晴
れ
の
ち
風
雪
）
、
今
日
は
小
宮
山
、
沢
田
、
高
橋
の
三
名
で
Ｃ
３
か
ら
の
ル
ー
ト
エ
作
を
行
な
う
。
雪
稜
は
や
が
て
ナ
イ

。
、シ
フ
ェ
ッ
ジ
に
変
り
、
更
に
屏
風
を
立
て
た
よ
う
な
浮
石
だ
ら
け
の
狭
い
岩
稜
と
な
っ
て
、
Ｃ
３
予
定
地
の
ロ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
ヘ
と

ナ
続
い
て
い
る
。
こ
の
間
多
少
の
登
り
降
り
は
あ
っ
て
も
全
体
と
し
て
は
標
高
差
は
あ
ま
り
無
く
、
い
わ
ば
水
平
の
登
肇
で
あ
る
。
小
宮
山

気
ず
か
わ
れ
る
。

達
し
、
久
し
振
り
に
ト
ラ
ン
シ
ー
や
ハ
ー
に
明
る
い
声
が
響
き
渡
っ
た
。
彼
等
は
コ
ル
の
少
し
上
、
五
三
九
○
メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
２
テ
ン
ト
地

を
決
め
て
Ｃ
１
に
戻
っ
た
。
ン
ガ
テ
ィ
、
カ
ル
サ
ン
Ｃ
１
入
り
。

十
四
日
（
晴
れ
）
、
Ｃ
２
建
設
。
小
宮
山
、
高
橋
待
望
久
し
く
Ｃ
２
入
り
。
沢
田
Ｂ
Ｃ
か
ら
Ｃ
１
へ
。

や
っ
と
Ｃ
２
が
建
設
さ
れ
全
キ
ャ
ン
プ
と
も
久
し
振
り
に
明
る
い
空
気
に
包
ま
れ
た
。
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
は
最
大
斜
度
五
五
度
、
平
均
五

○
・
七
度
で
、
悪
天
候
に
も
災
い
さ
れ
て
そ
の
ル
ー
ト
エ
作
は
困
難
を
極
め
た
。
Ｃ
１
建
設
以
来
十
日
間
の
日
数
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
な
る
。

ナ
ン
バ
・
コ
ル
の
状
態
は
、

も
北
側
へ
張
り
出
し
て
い
た
。

サ
ー
ダ
ー
の
ソ
ナ
・
イ
シ
は
Ｂ
Ｃ
休
養
中
に
テ
ン
ト
近
く
ま
で
来
た
大
雪
崩
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
七
日
以
来
不
調
で
Ｃ
１
に
も
登
っ

て
来
て
い
な
い
。
し
か
し
、
他
の
隊
員
の
体
調
は
良
好
、
食
欲
も
非
常
に
旺
盛
で
食
糧
係
は
頭
を
か
か
え
込
ん
で
い
る
。

喜
び
に
包
ま
れ
た
一
日
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
日
ラ
ジ
オ
は
マ
ナ
ス
ル
の
韓
国
隊
の
大
量
遭
難
を
伝
え
て
い
た
。
安
久
一
成
氏
の
安
否
が

英
国
隊
（
ポ
ス
ト
・
モ
ン
ス
ー
ン
）
の
写
真
で
見
た
の
と
は
か
な
り
違
い
、
雪
庇
が
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
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隊
は
雪
稜
の
ル
ー
ト
工
作
を
完
成
し
、
風
雪
の
中
を
休
養
の
た
め
Ｃ
１
へ
下
っ
た
。

続
い
て
松
島
、
木
村
、
ン
ガ
テ
ィ
は
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
の
シ
ャ
ワ
ー
の
洗
礼
を
浴
び
な
が
ら
Ｃ
２
に
入
り
、
サ
ー
ダ
ー
の
ソ
ナ
・
イ
シ
は

久
し
振
り
に
復
調
し
Ｃ
１
に
入
っ
た
。

Ｃ
２
は
夜
に
か
け
強
風
雪
と
な
る
。

十
七
日
（
風
雪
）
、
午
前
中
か
ら
の
風
雪
模
様
を
つ
い
て
、
松
島
、
木
村
は
予
定
ど
お
り
に
ル
ー
ト
エ
作
に
出
た
。
前
日
の
小
宮
山
隊

の
デ
ポ
装
備
が
新
雪
に
埋
っ
て
見
つ
か
ら
ず
時
間
を
ロ
ス
。
新
雪
の
雪
庇
が
大
き
く
崩
れ
て
Ｎ
２
谷
へ
音
も
無
く
落
下
。
荒
天
時
の
行
動

の
難
し
さ
を
痛
感
。
ル
ー
ト
を
八
十
メ
ー
ト
ル
延
ば
し
て
Ｃ
２
に
戻
っ
た
。
沢
田
、
ン
ガ
テ
ィ
は
Ｃ
１
か
ら
Ｃ
２
へ
シ
ャ
ワ
ー
を
か
ぶ
り

な
が
ら
も
元
気
に
到
着
。
夜
、
息
も
つ
か
ず
強
風
雪
荒
れ
る
。

十
八
日
（
風
雪
）
、
全
キ
ャ
ン
プ
と
も
停
滞
。
Ｃ
１
で
六
十
セ
ン
チ
の
積
雪
。
Ｃ
２
も
今
に
も
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
天
候
。

十
九
日
（
快
晴
）
、
松
島
、
木
村
は
Ｃ
２
か
ら
上
の
ル
ー
ト
エ
作
、
沢
田
、
ン
ガ
テ
ィ
は
Ｃ
２
か
ら
下
、
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
ま
で
の
ル
ー

ト
整
備
、
小
宮
山
、
高
橋
、
ソ
ナ
・
イ
シ
、
カ
ル
サ
ン
は
Ｃ
２
か
ら
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
下
部
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
と
荷
物
デ
ポ
を
行
な
っ
た
。

快
晴
で
は
あ
っ
た
が
風
は
身
を
刺
す
冷
た
さ
で
あ
っ
た
。

二
十
日
（
快
晴
）
、
松
島
、
木
村
の
ル
ー
ト
エ
作
隊
は
、
こ
の
日
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
の
わ
ず
か
手
前
ま
で
達
し
た
。
途
中
、
小
さ
な
ク
ー

ロ
ア
ー
ル
を
ト
ラ
バ
ー
ス
中
に
、
ト
ッ
プ
の
松
島
が
足
元
か
ら
発
生
し
た
雪
崩
と
と
も
に
約
二
十
メ
ー
ト
ル
滑
落
、
木
村
の
ハ
ー
ケ
ン
、

ビ
レ
ー
で
止
っ
た
が
胸
を
痛
め
た
。
し
か
し
続
け
て
行
動
し
、
岩
稜
ま
で
ル
ー
ト
を
延
ば
し
た
。
沢
田
隊
は
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
か
ら
Ｃ
２
へ

逆
ボ
ッ
カ
、
小
宮
山
隊
は
Ｃ
１
か
ら
Ｃ
２
へ
荷
上
げ
を
行
な
っ
た
。

二
十
一
日
（
快
晴
）
、
松
島
、
木
村
は
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
ま
で
の
ル
ー
ト
エ
作
を
行
な
っ
た
。
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
の
手
前
に
は
英
国
隊
の
ピ

ヴ
ァ
ー
ク
地
が
あ
り
、
ア
メ
、
砂
糖
、
塩
、
ス
ノ
ー
バ
ー
、
マ
ッ
チ
が
残
っ
て
い
た
。
ま
た
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
の
残
置
ロ
ー
プ
は
ハ
ー
ケ
ン

が
抜
け
て
使
用
不
能
だ
っ
た
が
、
中
段
か
ら
南
面
の
垂
壁
を
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
す
ば
ら
し
い
ル
ー
ト
に
わ
れ
わ
れ
を
導
い
て
く
れ
た
。
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ナンバ初登頂

二
十
五
日
（
晴
れ
の
ち
雪
）
、
木
村
、
高
橋
Ｃ
３
よ
り
ル
ー
ト
エ
作
、
Ｃ
３
を
出
る
と
狭
い
岩
稜
上
に
三
つ
の
岩
峰
が
あ
る
が
、
こ
れ

を
巻
く
ル
ー
ト
は
と
れ
ず
忠
実
に
稜
線
上
を
た
ど
っ
て
、
い
よ
い
よ
西
稜
上
部
の
登
り
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
平
均
斜
度
四
十
五
度
を

越
え
る
急
な
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
と
岩
の
ル
ー
ト
に
な
る
。
堅
雪
に
ア
イ
ゼ
ン
の
出
っ
歯
と
ア
イ
ス
メ
ス
が
小
気
味
よ
く
効
い
て
く
れ
た
。

十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
堅
雪
の
下
は
ア
イ
ゼ
ン
の
爪
を
受
け
つ
け
な
い
カ
チ
カ
チ
の
氷
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
Ｂ
Ｃ
と
ル
ー
ト
エ
作
隊
の
交
信
中
に
、
大
き
な
雷
鳴
と
同
時
に
突
如
ル
ー
ト
エ
作
隊
の
ト
ラ
ン
シ
ー
や
ハ
ー
が
故
障
し
て
し
ま
っ

た
。
連
日
午
後
に
な
る
と
き
ま
っ
て
雷
が
鳴
り
、
背
負
子
や
ア
イ
ス
バ
イ
ル
が
電
気
を
帯
び
て
鳴
り
出
す
こ
と
が
多
い
。

帰
路
に
着
く
頃
か
ら
松
島
は
前
日
痛
め
た
胸
の
痛
み
が
ひ
ど
く
な
り
、
咳
を
す
る
と
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
程
度
に
な
っ
た
。
長
時
間
の

行
動
後
七
時
十
五
分
に
Ｃ
２
に
帰
着
し
た
。
夜
に
な
っ
て
発
熱
と
激
痛
、
肋
骨
々
折
の
疑
い
。
小
宮
山
、
高
橋
Ｃ
２
入
り
。

二
十
二
日
（
快
晴
）
、
木
村
、
高
橋
は
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
を
越
え
た
岩
稜
上
に
英
国
隊
の
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
を
発
見
、
そ
こ
を
Ｃ
３
地

に
決
定
し
た
。
他
は
荷
上
げ
、
松
島
は
Ｃ
２
に
て
休
養
。
カ
ル
サ
ン
は
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ
ス
で
腰
を
打
ち
元
気
な
し
。

二
十
三
日
（
Ｃ
２
風
雪
、
Ｃ
１
雪
）
、
ソ
ナ
・
イ
シ
、
カ
ル
サ
ン
は
Ｃ
１
よ
り
Ｃ
２
へ
荷
上
げ
を
し
た
。
今
日
こ
そ
は
Ｃ
３
建
設
と
張

り
切
っ
た
が
、
生
憎
の
荒
天
に
Ｃ
２
は
停
滞
と
な
っ
た
。
し
か
し
登
山
行
動
に
入
っ
て
は
じ
め
て
久
し
振
り
に
全
員
が
顔
を
揃
え
た
の

で
、
Ｃ
３
建
設
以
後
の
行
動
に
つ
い
て
協
議
を
し
た
あ
と
、
松
島
、
ソ
ナ
・
イ
シ
は
Ｂ
Ｃ
へ
下
っ
た
。

二
十
四
日
（
晴
れ
の
ち
小
雪
）
、
Ｃ
３
建
設
。
木
村
、
高
橋
が
入
っ
た
。
Ｃ
３
は
岩
稜
上
の
わ
ず
か
の
雪
庇
を
利
用
し
、
万
一
に
備
え

て
ロ
ー
プ
で
岩
に
固
定
し
、
テ
ン
ト
の
端
が
Ｎ
２
谷
側
へ
は
み
出
し
た
状
態
で
建
設
さ
れ
た
。
Ｃ
２
建
設
を
し
て
か
ら
十
日
目
、
標
高
は

な
っ
た
。

五
五
五
○
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。

小
宮
山
隊
は
Ｃ
３
へ
の
荷
‐

て
下
降
し
た
が
、
そ
の
途
中

ｏ
へ
の
荷
上
げ
の
帰
路
、
カ
ル
サ
ン
が
ア
イ
ゼ
ン
を
片
方
落
し
て
行
動
不
能
と
な
っ
た
た
め
、
ス
テ
ッ
プ
・
カ
ッ
ト
し

そ
の
途
中
小
宮
山
が
膝
を
強
打
し
て
負
傷
、
午
後
六
時
十
五
分
Ｃ
２
に
帰
着
し
た
。
貴
重
な
戦
力
を
失
な
う
こ
と
に

（31 ）



二
十
七
日
（
晴
れ
の
ち
雪
）
、
木
村
、
高
橋
は
好
調
に
ル
ー
ト
エ
作
を
進
め
、
五
九
○
○
メ
ー
ト
ル
の
北
側
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
懸

垂
氷
河
上
に
達
し
た
。
沢
田
、
ン
ガ
テ
ィ
、
カ
ル
サ
ン
は
荷
上
げ
、
松
島
、
ソ
ナ
・
イ
シ
は
Ｃ
２
入
り
、
小
宮
山
は
Ｃ
２
に
踏
み
と
ど
ま

二
十
六
日
（
快
晴
）
、

Ｃ
か
ら
Ｃ
１
へ
入
っ
た
。

を
誇
り
、
カ
イ
ラ
↓

か
の
よ
う
で
あ
る
。

二
十
八
日
（
快
晴
）
、
木
村
、
高
橋
Ｃ
３
に
て
休
養
、
松
島
、
沢
田
、
ソ
ナ
・
イ
シ
Ｃ
３
入
り
。
隊
員
の
食
欲
は
旺
盛
で
食
糧
不
足
の

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
こ
の
日
ン
ガ
テ
ィ
、
カ
ル
サ
ン
は
食
糧
荷
上
げ
の
た
め
Ｂ
Ｃ
へ
下
ろ
し
た
。

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
が
ほ
と
ん
ど
故
障
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
頂
上
ア
タ
ッ
ク
に
際
し
て
は
松
島
か
小
宮
山
が
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
に

入
り
指
揮
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
小
宮
山
は
膝
の
傷
が
思
わ
し
く
な
く
、
行
動
不
能
で
あ
り
、
松
島
の
胸
の
痛
み
は
我
慢
で
き
る
程
度
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
松
島
が
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
に
入
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

二
十
九
日
（
晴
れ
の
ち
ガ
ス
）
、
Ｃ
４
、
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
建
設
。
標
高
五
九
○
○
メ
ー
ト
ル
、
木
村
、
高
橋
が
ア
タ
ッ
ク
・
キ

ャ
ン
プ
へ
入
り
、
更
に
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
迄
の
ル
ー
ト
エ
作
を
し
た
。
遠
く
チ
ベ
ッ
ト
方
面
に
は
グ
ル
ラ
・
マ
ン
ダ
ー
タ
が
偉
容

を
誇
り
、
カ
イ
ラ
ス
峰
が
特
徴
あ
る
山
体
を
見
せ
て
い
る
。
背
後
に
は
Ｎ
１
、
ア
ピ
が
控
え
じ
っ
と
わ
れ
わ
れ
の
行
動
を
見
守
っ
て
い
る

三
十
日
（
晴
れ
の
ち
ガ
ス
）
、
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
か
ら
頂
上
ま
で
は
標
点
差
八
五
○
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
し
か
も
ル
ー
ト
は
依
然
と

し
て
平
均
斜
度
四
十
五
度
の
厳
し
い
稜
線
が
つ
づ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
ア
タ
ッ
ク
態
勢
に
入
る
前
に
笠
岩
の
上
ま
で
の
ル
ー
ト
エ
作
を
済

ま
せ
、
そ
の
う
え
、
ひ
と
晩
の
ビ
バ
ー
ク
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

木
村
、
高
橋
は
笠
岩
の
下
六
二
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
ル
ー
ト
エ
作
を
し
た
。

五
月
一
日
（
晴
れ
の
ち
ガ
ス
）
、
木
村
、
高
橋
は
不
安
定
な
岩
稜
を
笠
岩
の
下
に
達
し
、
そ
こ
か
ら
南
面
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
壁
を
約
二
○
○

っ
て
休
養
し
た
。

木
村
、
高
橋
ル
ー
ト
エ
作
、
Ｃ
２
は
強
風
の
た
め
Ｃ
３
へ
の
荷
上
げ
を
見
合
わ
し
、
松
島
、
ソ
ナ
・
イ
シ
は
Ｂ
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四
日
（
快
晴
）
、
注
意
事
項
確
認
の
う
え
ア
タ
ッ
ク
隊
は
五
時
三
十
分
に
キ
ャ
ン
プ
を
出
発
し
た
。
彼
ら
は
慎
重
に
高
度
を
上
げ
て
い

っ
た
。
し
か
し
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
の
終
点
、
笠
岩
の
上
六
三
五
○
メ
ー
ト
ル
か
ら
上
は
、
思
い
の
ほ
か
深
雪
に
な
や
ま
さ
れ
て
時
間

を
費
や
し
、
頂
稜
の
下
、
青
氷
の
壁
の
基
部
に
着
い
た
時
は
も
う
午
後
に
な
っ
て
い
た
。
松
島
か
ら
の
指
示
に
よ
れ
ば
、
帰
り
に
ビ
バ
ー

ク
の
予
定
だ
っ
た
が
、
彼
ら
は
そ
の
日
の
登
頂
を
不
可
能
と
判
断
し
ビ
バ
ー
ク
・
サ
イ
ト
に
戻
っ
た
。
こ
の
日
は
今
シ
ー
ズ
ン
最
高
の
快

晴
無
風
で
、
夜
に
は
月
が
煙
煙
と
山
々
を
照
ら
し
た
。

五
日
（
快
晴
）
、
昨
日
に
引
き
つ
づ
き
絶
好
の
ア
タ
ッ
ク
日
和
と
な
っ
た
。
ア
タ
ッ
ク
隊
は
ビ
バ
ー
ク
・
サ
イ
ト
を
六
時
三
十
分
に
出

発
、
前
日
セ
ッ
ト
し
た
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
に
ユ
マ
ー
ル
を
通
し
て
頂
上
へ
の
行
動
を
開
始
し
た
。
頂
稜
直
下
の
青
氷
の
壁
は
一
五
○

メ
ー
ト
ル
、
斜
度
約
五
十
度
、
ア
イ
ゼ
ン
の
歯
を
受
け
つ
け
な
い
の
で
、
ス
テ
ッ
プ
・
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
な
が
ら
徐
々
に
高
度
を
上
げ
、

三
日
（
雪
の
ち
ブ
リ
ザ
ー
ド
の
坐

ほ
ど
小
さ
な
雪
崩
を
か
ぶ
り
、
扉

に
備
え
て
フ
ァ
イ
ト
満
々
で
あ
る
。

四
日
（
快
晴
）
、
注
意
事
項
確
認

っ
た
。
し
か
し
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
‘

を
費
や
し
、
頂
稜
の
下
、
青
氷
の
畦

（
雪
の
ち
ブ
リ
ザ
ー
ド
の
ち

な
い
。

松
島
が
ア
タ
ッ
ク
・
キ
』

は
絶
好
調
の
木
村
、
高
橋
舌

明
日
は
休
養
日
と
す
る
。

メ
ー
ト
ル
》
ト
ラ
や
ハ
ー
ス
し
た
。
極
端
に
固
い
青
氷
と
ガ
サ
ガ
サ
の
雪
の
急
斜
面
を
》
足
元
に
二
○
○
○
メ
ー
ト
ル
下
の
谷
底
を
見
下
ろ

し
な
が
ら
、
極
度
の
バ
ラ
ン
ス
を
強
い
ら
れ
つ
つ
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
再
び
岩
と
雪
ま
じ
り
の
浅
い
ル
ン
ゼ
を
い
く
つ
か
越
え
て
、
彼
等
は

こ
の
日
つ
い
に
笠
岩
の
上
部
六
三
五
○
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。

松
島
が
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
に
入
り
、
小
宮
山
と
シ
ェ
ル
パ
ー
名
は
Ｃ
２
、
沢
田
と
ソ
ナ
・
イ
シ
は
Ｃ
３
に
、
そ
し
て
ア
タ
ッ
ク
隊

は
絶
好
調
の
木
村
、
高
橋
両
隊
員
に
決
定
し
、
頂
上
攻
撃
の
態
勢
が
で
き
上
っ
た
。

二
日
（
雪
）
、
全
キ
ャ
ン
プ
と
も
休
養
、
停
滞
。
木
村
、
高
橋
は
一
日
中
ア
イ
ゼ
ン
と
ア
イ
ス
バ
イ
ル
、
ア
イ
ス
メ
ス
研
ぎ
に
余
念
が

晴
れ
）
、
各
キ
ャ
ン
プ
と
も
停
滞
。
テ
ン
ト
掘
り
に
明
け
暮
れ
た
。
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
も
三
度

）
な
雪
崩
を
か
ぶ
り
、
一
時
は
完
全
に
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
夕
刻
に
は
晴
れ
上
り
、
木
村
、
高
橋
は
明
日
の
ア
タ
ッ
ク
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中
程
か
ら
左
手
の
岩
稜
に
移
り
十
一
時
に
頂
稜
に
達
し
た
。
頂
稜
は
幅
約
三
○
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
こ
か
ら
一
○
○
メ
ー
ト
ル
先
に
頂
上
が

あ
っ
た
。
こ
の
間
、
ま
た
ま
た
思
い
が
け
な
く
ラ
ッ
セ
ル
を
強
い
ら
れ
た
が
、
丁
度
十
二
時
に
遂
に
ア
タ
ッ
ク
隊
は
頂
上
に
立
っ
た
。
写

真
撮
影
、
ス
ケ
ッ
チ
を
し
、
旗
を
埋
め
、
嬉
し
涙
も
乾
か
ぬ
ま
ま
午
後
一
時
に
彼
等
は
下
山
を
開
始
し
た
。

頂
稜
か
ら
青
氷
の
下
降
に
入
っ
た
時
、
悲
劇
が
待
ち
構
え
て
い
た
。
ま
ず
木
村
が
八
○
メ
ー
ト
ル
の
懸
垂
下
降
を
し
、
つ
づ
い
て
高
橋

が
下
降
を
開
始
し
た
の
だ
が
、
五
、
六
メ
ー
ト
ル
下
降
し
て
か
ら
突
然
大
声
を
発
し
あ
お
む
け
に
滑
落
し
て
来
た
の
だ
。
ア
ン
ザ
イ
レ
ン

し
て
い
た
は
ず
な
の
で
木
村
は
と
っ
さ
に
構
え
る
と
同
時
に
、
な
か
ば
観
念
し
た
の
だ
っ
た
が
、
高
橋
は
木
村
の
数
メ
ー
ト
ル
左
を
北
面

へ
転
落
し
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
木
村
に
は
ほ
と
ん
ど
衝
撃
も
な
く
、
ザ
イ
ル
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
。
何
ら
か
の
理
由
で
ア

ン
ザ
イ
レ
ン
の
仕
方
が
お
か
し
か
っ
た
か
、
高
橋
側
の
結
び
目
が
解
け
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
実
情
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

こ
の
状
況
は
、
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
か
ら
は
松
島
が
、
Ｃ
２
か
ら
は
小
宮
山
が
目
撃
し
て
い
る
。
沢
田
と
ソ
ナ
・
イ
シ
は
サ
ポ
ー
ト

隊
と
し
て
ア
タ
ッ
ク
隊
と
合
流
す
べ
く
登
掌
中
で
あ
っ
た
が
、
笠
岩
の
陰
に
い
て
目
撃
し
な
か
っ
た
。

木
村
は
直
ち
に
確
保
地
点
か
ら
ロ
ー
プ
の
許
す
範
囲
で
北
面
を
捜
し
た
が
、
六
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
下
の
地
点
で
、
バ
ン
ド
が
切
れ
て

堅
雪
に
さ
さ
っ
て
い
る
ア
イ
ス
バ
イ
ル
が
見
つ
か
っ
た
だ
け
で
、
高
橋
の
姿
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
下
は
三
○

○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
岩
壁
と
、
そ
れ
に
つ
づ
く
北
面
の
壁
が
二
○
○
○
メ
ー
ト
ル
近
く
も
切
れ
落
ち
て
い
た
。
沢
田
と
ソ
ナ
・
イ
シ
は
そ

の
直
後
現
場
に
到
着
、
木
村
と
と
も
に
下
降
、
途
中
六
二
五
○
メ
ー
ト
ル
で
松
島
と
も
合
流
し
た
。
ビ
バ
ー
ク
の
用
意
は
し
て
い
た
が
、

こ
れ
以
上
木
村
が
衰
弱
し
た
場
合
、
こ
の
急
峻
な
ル
ー
ト
で
わ
れ
わ
れ
に
は
も
は
や
彼
を
無
事
に
救
出
す
る
余
力
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
危
険
極
ま
り
な
い
下
降
を
つ
づ
け
、
そ
の
日
の
午
後
九
時
十
五
分
に
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
に
戻
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
次
の
理
由
に
よ
り
、
そ
れ
以
上
の
捜
索
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

一
、
高
橋
隊
員
は
北
面
の
壁
を
二
○
○
○
メ
ー
ト
ル
近
く
も
落
ち
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
生
存
の
見
込
み
は
全
く
な
い
。
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そ
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
捜
索
作
業
は
断
念
し
て
、
各
テ
ン
ト
を
撤
収
、
Ｂ
Ｃ
に
下
山
し
た
。

そ
の
後
、
Ｂ
Ｃ
の
下
、
英
国
隊
の
Ｂ
Ｃ
地
に
高
橋
の
た
め
に
チ
ョ
ル
テ
ン
を
建
設
、
石
に
チ
ベ
ッ
ト
語
で
「
オ
ン
・
マ
ニ
・
・
ヘ
メ
フ

ム
」
日
本
語
で
「
ナ
ン
バ
に
逝
き
し
若
き
霊
よ
安
か
れ
」
と
彫
り
、
初
七
日
の
供
養
を
し
た
。

休
養
と
隊
員
の
復
調
を
兼
ね
て
、
ナ
ン
。
ハ
、
Ｎ
１
、
ア
ピ
、
ポ
、
ハ
イ
エ
の
地
形
を
探
査
し
、
十
九
日
に
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
し
た
。

私
事
で
は
あ
る
が
、
高
橋
進
君
は
私
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
、
む
つ
山
岳
会
で
、
登
山
の
イ
ロ
ハ
か
ら
教
え
た
後
輩
で
あ
り
、
そ
の
成

長
ぶ
り
か
ら
私
が
最
も
そ
の
将
来
を
期
待
し
て
い
た
メ
ン
、
ハ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
彼
の
遺
体
す
ら
持
ち
帰
る
こ
と
も
で
き
ず
、
断

腸
の
思
い
で
ナ
ン
バ
を
後
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

遭
難
の
原
因
に
つ
い
て
は
充
分
に
検
討
し
、
反
省
し
て
今
後
に
備
え
た
い
と
思
う
。

御
助
言
、
御
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
御
心
配
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
謝
し
報
告
を
終
ら
せ

て
い
た
だ
く
。

一
一
、

一
一
一
、

あ
る
。

四
、

る
C

登
山
活
動
も
最
後
の
段
階
だ
っ
た
の
で
装
備
、
食
糧
と
も
底
を
つ
い
て
き
て
い
た
。

北
面
の
谷
（
Ｎ
２
氷
河
）
は
全
く
未
知
の
谷
で
、
そ
こ
に
入
る
に
は
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
登
山
を
す
る
だ
け
の
総
合
力
が
必
要
で

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
し
捜
索
、
遺
体
収
容
作
業
を
す
れ
ば
、
さ
ら
に
何
人
も
の
犠
牲
者
の
出
る
こ
と
が
目
に
見
え
て
い
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純
粋
に
登
る
こ
と
の
興
味
で
、
憧
れ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
行
っ
て
み
た
い
。

そ
れ
に
は
大
き
な
山
が
理
想
だ
が
、
最
初
か
ら
背
伸
び
は
出
来
な
い
。
七

○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
未
登
峯
か
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
金
の
か
か
ら
な

い
所
を
目
標
に
し
、
そ
の
経
験
の
上
で
次
に
大
も
の
を
や
り
た
い
。
こ
の

発
端
の
も
と
に
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
を
選
ん
だ
の
は
、
そ
の
西
に
わ
れ
わ
れ
が

ア
サ
プ
ル
ナ
と
名
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
七
一
○
六
メ
ー
ト
ル
の
未
登
峯

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
ヘ
の
縦
走
と
い
う
素
晴
ら
し
い
計
画

が
、
わ
れ
わ
れ
の
心
を
と
ら
え
て
や
ま
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
マ
ル
シ

ャ
ン
デ
ィ
渓
谷
の
マ
ナ
ン
部
落
の
動
静
な
ど
か
ら
、
南
面
を
接
近
路
と
す

る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
南
面
に
登
路
が
あ
る
か
偵
察
し
て
か
ら
申
請
書
を
出
そ
う
と
い
う

ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
（
一
九
七
一
年
秋
）

出
発
ま
で

建
椙

水

澄

こ
と
に
な
っ
て
、
一
九
六
九
年
の
暮
か
ら
新
年
に
か
け
て
踏
査
隊
を
送
っ

た
。
踏
査
隊
は
清
水
澄
他
三
名
で
、
三
週
間
の
あ
わ
た
だ
し
い
日
程
で
行

な
わ
れ
た
。
天
候
な
ど
の
関
係
で
充
分
山
懐
に
入
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
が
、
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
と
ア
サ
プ
ル
ナ
の
登
路
を
一
瞥
し
、
附
随
す
る
調

査
と
折
衝
を
行
な
っ
て
帰
国
し
た
。

本
隊
出
発
に
先
立
つ
ヒ
マ
ラ
ヤ
遭
難
は
、
長
野
県
山
岳
協
会
事
情
を
悪

く
し
、
縦
走
の
計
画
は
な
か
ば
否
定
さ
れ
た
が
隊
員
の
士
気
は
衰
え
な
か

っ
た
。
国
内
隊
荷
一
・
四
ト
ン
は
七
月
三
十
日
空
路
を
カ
ト
マ
ン
ズ
に
向

い
、
先
発
隊
二
名
は
、
煩
雑
な
諸
手
続
き
や
挨
拶
ま
わ
り
、
通
関
な
ど
の

任
務
を
帯
び
て
、
八
月
十
二
日
羽
田
を
出
発
し
て
行
っ
た
。

隊
員
お
よ
び
シ
ェ
ル
パ
な
ど
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

隊
長
清
水
澄
三
五
歳
原
山
岳
会
渉
外

副
隊
長
小
林
一
智
三
一
歳
蒼
稜
山
岳
会
写
真
・
記
録

隊
員
宮
坂
尚
樹
三
三
歳
諏
訪
山
岳
会
装
備

小
木
曽
巌
二
九
歳
飯
田
山
岳
会
輸
送

塩
原
明
二
八
歳
岳
友
会
ラ
イ
フ
・
ア
ン
ド
・
マ
ウ
ン
ト

会
計

木
下
洋
亮
二
八
歳
飯
田
山
岳
会
梱
包

赤
羽
武
士
二
八
歳
松
本
登
高
会
渉
外
・
食
糧

若
林
袈
裟
登
二
七
歳
山
幸
グ
ル
ッ
。
へ
装
備

笹
川
広
平
二
五
歳
岳
友
会
ラ
イ
フ
・
ア
ン
ド
・
マ
ウ
ン
ト

医
療
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ガンガプルナ

箱
山
益
夫
一
三
歳
蒼
稜
山
岳
会
食
糧

サ
ー
ダ
ー
ギ
ル
ミ
・
ド
ル
ジ
三
五
歳
ク
ン
デ

コ
ッ
ク
ヌ
ル
ブ
三
五
歳
ク
ン
デ

高
所
ポ
ー
タ
ー
ペ
ン
バ
・
ヌ
ル
ブ
三
六
歳
ク
ム
ジ
ュ
ン

ア
ン
・
ヌ
ル
ブ
三
八
歳
パ
ン
ポ
チ
ェ

ア
ン
・
ギ
ャ
ル
ゼ
ン
ニ
八
歳
ナ
ム
チ
ェ

ア
ン
・
ペ
マ
二
九
歳
ク
ム
ジ
ュ
ン

ハ
ク
パ
・
ツ
ェ
リ
ン
二
六
歳
ク
ン
デ

ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
ア
ン
・
ヌ
ル
ブ
二
七
歳
ポ
ル
チ
ェ

パ
サ
ン
・
テ
ン
バ
二
三
歳
ク
ム
ジ
ュ
ン

ド
ル
ジ
三
○
歳
ク
ン
デ

キ
ッ
チ
ン
・
ボ
ー
イ
タ
ル
パ
・
ギ
ャ
ル
ゼ
ン
二
九
歳
ミ
リ
ン
霧
コ

ナ
ワ
ン
・
チ
ョ
タ
二
四
歳
ク
ン
デ

メ
イ
ル
・
ラ
ン
ナ
ー
パ
サ
ン
・
リ
タ
四
二
歳
ポ
ル
チ
ェ

リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
ド
ラ
ブ
・
バ
ハ
ド
ー
ル
・
プ
ラ
ダ
ハ
ン

ニ
四
歳
警
部

他
に
ゥ
ツ
ド
・
ポ
ー
タ
ー
四
名
（
内
一
名
は
メ
イ
ル
・
ラ
ン
ナ
ー
兼
）

を
Ｂ
Ｃ
で
雇
傭
し
た
。

行
動
記
録

本
隊
は
八
月
二
十
日
、
ネ
パ
ー
ル
に
入
っ
た
。
ポ
カ
ラ
ヘ
の
空
輸
は
チ

ャ
ー
タ
ー
せ
ず
、
普
通
の
航
空
貨
物
と
し
て
増
発
便
で
送
る
方
法
を
見
出

し
も
残
余
を
定
期
便
に
よ
っ
た
。
航
空
会
社
の
手
違
い
か
ら
二
、
三
日
の

遅
れ
を
み
た
が
、
経
費
の
節
減
に
は
な
っ
た
。
八
月
二
十
八
日
、
総
隊
荷

四
ト
ン
は
二
一
○
人
の
ポ
ー
タ
ー
の
背
に
預
け
ら
れ
て
、
蒸
し
風
呂
の
よ

う
な
ポ
カ
ラ
を
脱
出
し
た
。

モ
ン
ス
ー
ン
の
雲
が
切
れ
て
、
神
々
し
い
ば
か
り
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
や

マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
の
連
山
が
姿
を
み
せ
、
全
員
の
歓
声
と
士
気
が
上
る
。

道
は
ポ
カ
ラ
か
ら
西
進
し
ビ
レ
タ
テ
ィ
で
モ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
に
沿
っ
て
遡

る
も
の
で
、
ノ
イ
ス
以
来
す
で
に
多
く
の
登
山
隊
に
な
じ
ん
だ
道
で
あ

る
。
折
か
ら
モ
ン
ス
ー
ン
の
雨
は
、
出
発
の
日
を
除
い
て
連
日
降
り
続

き
、
山
蛭
の
猛
攻
は
容
赦
な
か
っ
た
。
水
田
で
は
グ
ル
ン
族
の
娘
た
ち

が
、
除
草
の
共
同
作
業
で
陽
気
に
は
し
ゃ
い
で
い
た
。
激
流
逆
巻
く
モ
デ

ィ
の
流
れ
に
釣
糸
を
垂
れ
て
み
た
が
、
全
然
収
穫
は
な
か
っ
た
。
野
菜
が

買
え
ず
食
糧
係
は
苦
し
ん
だ
。
そ
れ
は
道
中
随
一
の
大
村
落
ガ
ン
ド
ル
ン

で
も
変
ら
な
か
っ
た
。
村
人
は
田
畑
の
近
く
に
、
仮
小
屋
住
い
で
作
業
に

い
そ
し
ん
で
い
る
ら
し
く
、
白
壁
の
大
き
な
家
に
は
年
寄
り
や
子
供
し
か

い
な
い
。
と
う
と
う
笹
川
ド
ク
タ
ー
ま
で
診
療
の
代
償
に
野
菜
を
売
れ
と

援
護
射
撃
を
し
た
が
、
成
果
は
さ
っ
ぱ
り
で
あ
っ
た
。
ポ
ス
ト
・
モ
ン
ス

ー
ン
に
は
野
菜
が
出
ま
わ
る
と
い
う
調
査
を
よ
い
こ
と
に
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

は
モ
ン
ス
ー
ン
中
で
あ
る
こ
と
を
配
慮
し
な
か
っ
た
間
抜
け
さ
を
、
思
い

知
ら
さ
れ
た
。

ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
ポ
カ
ラ
支
店
と
い
う
ケ
サ
ン
・
ア
ム
ド

が
ア
レ
ン
ジ
し
た
ポ
カ
ラ
・
ポ
ー
タ
ー
は
、
統
制
よ
く
強
く
従
順
で
あ
っ
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た
が
、
最
奥
の
村
チ
ョ
ム
ロ
ン
の
ポ
ー
タ
ー
は
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。

そ
こ
か
ら
奥
に
は
泊
り
場
が
な
い
と
煽
動
し
て
、
半
日
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
を

や
め
て
し
ま
っ
た
日
も
あ
り
、
隊
員
の
憎
悪
を
買
っ
た
。
け
れ
ど
も
奥
へ

入
る
に
し
た
が
っ
て
よ
く
働
き
、
と
り
わ
け
帰
路
に
は
雪
の
中
を
よ
く
頑

張
っ
て
汚
名
を
返
上
し
た
。
彼
等
は
陽
気
で
精
桿
な
グ
ル
カ
兵
上
り
で
あ

っ
た
。

九
月
四
日
、
南
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
河
末
端
に
予
定
よ
り
一
日
多
く
費
し

て
到
着
、
三
○
名
の
ポ
ー
タ
ー
を
残
し
て
解
雇
し
た
。
以
後
三
日
間
の
ピ

ス
ト
ン
輸
送
を
行
な
い
、
東
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
河
の
終
堆
石
の
円
丘
、
高

度
三
九
五
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
へ
隊
荷
を
集
結
。
七
日
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ

ン
プ
を
設
営
し
た
。
モ
ン
ス
ー
ン
の
雲
が
上
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
は
ガ
ン

ガ
プ
ル
ナ
の
南
壁
が
圧
倒
的
な
迫
力
で
せ
ま
り
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅲ
峯
か

ら
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
へ
の
稜
線
に
と
り
囲
ま
れ
た
、
厳
し
く
も
美
し
い
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
真
只
中
で
あ
っ
た
。

登
山
活
動
は
九
月
九
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
小
林
、
小
木
曽
、
木
下
ら

で
登
路
を
探
り
に
、
明
け
や
ら
ぬ
モ
ン
ス
ー
ン
の
雲
の
垂
れ
込
め
る
中

を
、
見
当
を
つ
け
て
い
た
上
部
に
向
っ
た
。
グ
ラ
ン
ド
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
と

呼
ん
だ
堆
石
崖
が
両
側
に
屹
り
た
つ
モ
レ
ー
ン
を
被
っ
た
氷
河
を
進
む

と
、
つ
き
当
り
は
高
距
三
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
岩
壁
と
な
り
、
そ
の
上

部
は
氷
爆
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ハ
ウ
ザ
ー
隊
の
美

し
い
写
真
で
期
待
し
て
い
た
氷
河
湖
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
今
は
底
が
抜
け

て
す
で
に
な
い
。
両
岸
の
堆
石
崖
も
正
面
の
岩
壁
も
、
常
に
落
石
が
見
舞

う
。
岩
壁
の
左
の
崩
れ
や
す
い
リ
ッ
ジ
を
登
る
と
、
や
が
て
快
適
な
岩
登

り
と
な
り
、
氷
曝
か
ら
流
れ
出
る
水
流
を
越
え
て
、
小
広
い
岩
の
台
地
と

な
る
。
そ
こ
を
デ
ポ
と
定
め
、
翌
十
日
か
ら
荷
上
げ
を
始
め
た
。

十
一
日
、
初
の
好
天
。
清
水
、
小
林
は
ガ
ベ
ル
ホ
ル
ン
側
の
グ
ラ
ン

ド
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
に
登
り
、
か
ね
て
か
ら
懸
案
の
ア
サ
プ
ル
ナ
東
南
稜
を

つ
ぶ
さ
に
観
察
し
、
ま
た
Ｃ
１
へ
の
ル
ー
ト
工
作
を
行
な
っ
て
い
る
小
木

曽
、
木
下
へ
無
線
機
で
ル
ー
ト
指
示
を
あ
た
え
た
。
側
堆
石
が
東
南
稜
に

消
え
る
岩
壁
直
下
の
氷
爆
に
面
し
た
、
高
度
五
一
八
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点

を
Ｃ
１
と
定
め
た
。
ア
サ
プ
ル
ナ
の
頂
上
附
近
か
ら
東
南
に
派
生
す
る
雪

稜
を
、
わ
れ
わ
れ
は
東
南
稜
と
呼
び
、
南
面
か
ら
の
直
登
ル
ー
ト
と
目
し

て
い
た
。
し
か
し
、
観
察
の
結
果
は
み
か
け
よ
り
も
困
難
で
あ
り
、
縦
走

を
前
提
と
し
た
荷
上
げ
ル
ー
ト
の
み
な
ら
ず
、
単
に
ア
サ
プ
ル
ナ
ヘ
の
登

頂
ル
ー
ト
と
し
て
も
絶
望
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
東
南
稜
か
ら
の
縦
走

の
夢
を
捨
て
、
コ
ル
か
ら
両
峯
を
攻
略
す
る
こ
と
に
し
た
。
十
五
日
、
Ｃ

１
を
設
営
し
隊
員
五
名
と
シ
ェ
ル
パ
四
名
が
入
っ
た
。
ま
た
、
コ
ル
へ
の

ル
ー
ト
設
定
と
氷
曝
の
通
過
を
助
け
る
た
め
、
グ
ラ
ン
ド
・
キ
ャ
ニ
オ
ン

の
上
に
偵
察
キ
ャ
ン
プ
を
出
し
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
モ
ン
ス
ー
ン
も
明

け
た
の
か
、
午
前
中
は
快
晴
、
午
後
雲
が
湧
き
上
り
、
ガ
ス
と
な
っ
て
時

に
は
雪
も
降
る
が
、
夜
間
は
晴
れ
る
と
い
う
状
態
が
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

五
日
間
で
氷
爆
の
ル
ー
ト
工
作
を
終
り
、
二
十
二
日
、
南
壁
に
近
い
雪

原
に
Ｃ
２
（
五
九
○
○
メ
ー
ト
と
を
設
置
し
た
。
こ
こ
か
ら
コ
ル
に
至
る

（38）
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開
い
た
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
は
、
巨
大
な
氷
の
イ
ン
ゼ
ル
を
抱
え
、
東
南
稜
側

は
複
雑
な
小
岩
稜
か
ら
絶
え
ず
落
石
を
発
し
、
南
壁
側
は
急
峻
な
ヒ
マ
ラ

ヤ
壁
に
守
ら
れ
て
、
難
攻
不
落
を
誇
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
も

そ
の
高
度
差
が
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
こ
と
が
、
事
を
む
つ
か

し
く
し
て
い
た
。
イ
ン
ゼ
ル
の
三
つ
の
大
き
な
氷
壁
を
下
か
ら
第
一
、
第

二
、
第
三
ス
テ
ッ
プ
と
呼
ん
だ
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
突
破
が
登
肇
の
鍵

で
あ
っ
た
。
落
石
に
阻
ま
れ
た
り
、
降
雪
に
足
止
め
さ
れ
た
り
し
て
、
進

捗
は
遅
々
と
し
て
い
た
。
登
華
は
特
に
第
一
、
第
二
ス
テ
ッ
プ
が
時
間
が

か
か
り
、
交
替
作
戦
で
多
く
の
人
員
が
投
入
さ
れ
た
。
第
一
ス
テ
ッ
プ
上

に
危
険
を
承
知
の
仮
キ
ャ
ン
プ
（
Ｃ
郡
六
四
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
作
っ
た
り

し
て
粘
っ
た
。

ク
ー
ロ
ア
ー
ル
の
作
戦
が
長
引
く
に
し
た
が
い
、
十
月
早
々
に
登
頂
出

来
る
と
い
う
楽
観
論
も
消
え
、
物
資
の
消
費
状
況
が
検
討
さ
れ
た
と
こ

ろ
、
特
に
燃
料
消
費
が
過
大
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
ポ
カ
ラ
か
ら
灯
油

を
補
給
す
る
と
と
も
に
、
Ｃ
１
で
薪
を
使
用
す
る
な
ど
の
対
応
策
が
と
ら

れ
た
。
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
は
十
五
日
の
日
数
と
三
四
人
の
登
華
労
力
、
二

○
○
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
固
定
綱
を
要
し
て
、
突
破
さ
れ
た
。

十
月
七
日
、
小
木
曽
、
赤
羽
は
初
め
て
稜
線
に
達
し
、
北
面
を
覗
き
み

た
。
テ
ィ
リ
ッ
ォ
の
水
が
青
く
美
し
く
、
そ
の
遥
か
遠
く
に
は
ダ
ウ
ラ
ギ

リ
の
肩
を
い
か
ら
せ
た
姿
が
聟
え
て
い
た
。
コ
ル
か
ら
ア
サ
プ
ル
ナ
ヘ
の

稜
線
は
、
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
と
雪
庇
の
連
続
で
、
登
筆
は
不
可
能
に
近
い

こ
と
を
示
し
て
い
た
。
コ
ル
に
達
す
れ
ば
楽
勝
と
い
う
考
え
は
改
め
さ
せ

ら
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
先
に
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
に
登
る
こ
と
に
し
た
。
な
ぜ

未
登
峯
を
捨
て
た
か
。
縦
走
計
画
の
当
初
か
ら
、
そ
こ
は
一
つ
の
通
過
点

と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
が
、
大
き
く
作
用
し
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
う
し
て
結
果
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
縦
走
も
初
登
も
失
な
う
こ
と

に
な
っ
た
。

九
日
、
コ
ル
の
近
く
の
稜
線
上
に
Ｃ
３
（
六
八
五
○
メ
ー
ト
ル
）
を
設

け
、
小
木
曽
、
赤
羽
、
清
水
と
シ
ェ
ル
パ
三
人
が
入
っ
た
。
下
を
見
下
ろ

す
と
一
気
に
Ｃ
２
ま
で
転
げ
落
ち
そ
う
で
、
常
に
体
を
ロ
ー
プ
に
繋
い
で

行
動
す
る
。
こ
の
よ
う
な
高
所
で
も
昼
間
の
濡
れ
物
が
、
夜
間
テ
ン
ト
の

外
に
お
く
だ
け
で
乾
い
て
し
ま
っ
て
い
た
。
十
日
、
十
一
日
と
ガ
ン
ガ
プ

ル
ナ
西
稜
に
氷
を
切
り
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
エ
作
を
行
な
い
、
六
三
○
メ
ー
ト

ル
の
固
定
綱
を
張
る
。
ス
ノ
ー
・
バ
ー
が
足
り
な
く
な
り
、
下
方
の
も
の

は
梯
子
の
横
材
を
埋
め
た
り
し
て
代
用
し
、
先
端
に
送
り
上
げ
た
。
最
高

到
達
点
に
恰
好
な
テ
ン
ト
場
を
発
見
、
Ｃ
４
の
場
所
に
す
る
こ
と
に
し

た
。
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
頂
上
が
、
針
の
よ
う
に
尖
っ
て
夕
日
に
金
色

に
輝
い
て
望
ま
れ
た
。
ま
だ
遥
か
な
感
じ
で
あ
る
。

十
三
日
、
Ｃ
４
を
設
営
し
た
。
高
度
七
二
一
○
メ
ー
ト
ル
。
風
邪
の
た

め
休
養
し
て
い
た
小
木
曽
は
回
復
せ
ず
、
か
わ
っ
て
清
水
が
ア
タ
ッ
ク
に

加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
日
か
ら
強
風
が
吹
き
出
し
寒
気
を
増
し
た

が
、
冬
の
到
来
に
は
早
す
ぎ
る
よ
う
で
、
高
所
に
登
っ
た
せ
い
と
思
っ
て

い
た
。
デ
ポ
し
た
食
糧
は
烏
に
食
い
荒
さ
れ
、
雪
上
に
散
乱
し
て
い
た
。

十
四
日
、
ル
ー
ト
エ
作
。
シ
ョ
ル
ダ
ー
か
ら
先
は
少
し
は
容
易
に
な
る

(40)
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だ
ろ
う
と
の
期
待
に
反
し
、
一
層
痩
尾
根
と
雪
庇
で
厳
し
く
な
り
、
そ
こ

に
あ
る
小
ギ
ャ
ッ
プ
は
越
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
判
ら
な
い
。
頂
上
は
手
前

の
ピ
ー
ク
に
隠
れ
て
、
あ
た
か
も
そ
れ
が
頂
上
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
す
べ
て
が
明
日
に
賭
け
ら
れ
た
。
終
始
東
に
望
む
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅲ

峯
は
、
牛
の
背
の
よ
う
な
尾
根
が
だ
ら
だ
ら
と
頂
上
へ
高
ま
り
、
羨
望
の

念
を
禁
じ
得
な
い
。
Ｃ
４
は
二
人
用
天
幕
を
張
り
加
え
、
ギ
ル
ミ
、
・
ヘ
ン

バ
、
ア
ン
・
ヌ
ル
ブ
の
三
人
が
待
っ
て
い
た
。
Ｃ
３
へ
は
小
林
、
木
下
、

若
林
が
入
り
、
小
木
曽
は
逆
に
Ｃ
２
へ
下
っ
た
。
西
稜
で
天
幕
を
張
れ
る

場
所
は
、
後
に
も
先
に
も
こ
の
Ｃ
４
の
地
点
し
か
な
く
、
し
か
も
そ
こ
に

二
つ
の
天
幕
が
張
れ
た
こ
と
は
、
幸
い
で
あ
っ
た
。

十
五
日
、
ア
タ
ッ
ク
。
シ
ェ
ル
パ
は
午
前
二
時
か
ら
朝
食
の
用
意
を
始

め
、
四
時
四
○
分
、
清
水
、
赤
羽
、
ギ
ル
ミ
は
頂
上
へ
向
け
て
出
発
。
ル

ー
ト
エ
作
の
終
点
ま
で
は
非
常
に
早
く
達
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
は
痩
尾

根
、
ギ
ャ
ッ
プ
、
氷
壁
と
極
端
に
時
間
を
食
う
。
手
が
か
り
、
足
場
刻
み

の
作
業
を
交
替
で
続
け
な
が
ら
、
蝸
牛
の
よ
う
に
の
ろ
の
ろ
と
し
た
歩
み

で
進
み
、
九
時
過
ぎ
陽
の
当
る
ニ
セ
頂
上
と
呼
ん
だ
地
点
に
出
る
。
下
部

キ
ャ
ン
プ
で
は
ア
タ
ッ
ク
隊
の
姿
を
と
ら
え
、
終
日
開
局
の
無
線
機
が
し

ば
し
の
間
賑
か
に
鳴
り
響
い
た
。
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
プ
ラ
ダ
ハ

ン
は
、
熱
心
に
頂
上
ま
で
の
残
距
離
を
計
算
し
て
知
ら
せ
た
。

そ
こ
か
ら
も
雪
と
氷
の
痩
尾
根
は
変
ら
ず
、
北
側
に
は
雪
庇
が
張
り
出

し
て
い
た
。
勾
配
は
頂
上
ま
で
変
る
こ
と
な
く
、
緊
張
の
連
続
で
あ
り
、

足
場
刻
み
は
息
切
れ
ば
か
り
し
て
少
し
も
捗
ど
ら
な
い
。
近
づ
か
な
い
頂

上
を
見
上
げ
て
歎
息
し
、
苦
し
い
咽
喉
を
ぜ
い
ぜ
い
い
わ
せ
な
が
ら
ピ
ッ

ケ
ル
を
振
る
い
続
け
る
。
痩
尾
根
の
急
傾
斜
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
尾
根

の
背
に
近
づ
く
こ
と
は
、
雪
庇
に
乗
る
危
険
が
あ
っ
た
。
近
づ
か
な
い
頂

上
、
同
じ
作
業
、
あ
た
か
も
時
が
止
っ
て
い
る
感
じ
で
あ
っ
た
。
も
う
今

日
は
頂
上
へ
辿
り
着
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
長
い
時
間
。

漸
く
に
し
て
、
本
当
に
漸
く
に
し
て
、
足
場
刻
み
か
ら
解
放
さ
れ
、
歩
い

て
進
め
る
よ
う
に
な
り
、
終
り
の
時
が
や
っ
て
来
た
。

頂
上
は
雪
の
丘
だ
っ
た
。
東
西
に
細
長
く
十
人
が
同
時
に
立
て
る
ほ
ど

の
、
雪
の
テ
ー
ブ
ル
で
あ
る
。
午
後
二
時
十
五
分
。
わ
れ
わ
れ
の
ガ
ン
ガ

プ
ル
ナ
は
終
っ
た
。
充
実
感
も
感
激
も
不
思
議
と
な
い
。
無
線
の
報
告

も
、
旗
を
持
っ
て
頂
上
に
立
つ
こ
と
も
、
写
真
撮
影
も
、
価
値
の
あ
る
こ

と
に
は
思
わ
れ
な
い
。
な
ぜ
だ
か
判
ら
な
い
。
と
に
か
く
仲
間
の
た
め
に

そ
れ
を
し
た
の
だ
と
い
う
気
持
と
、
早
く
あ
の
下
に
見
え
る
谷
間
へ
無
事

に
降
り
た
い
と
い
う
気
持
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
気
持
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
喜
び
の
声
が
各
キ
ャ
ン
プ
か
ら
伝
わ

る
。
西
方
の
ダ
ゥ
ラ
ギ
リ
の
堂
々
と
し
た
姿
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
鋭
い
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
、
東
方
に
は
マ
ナ
ス
ル
、
ピ
ー
ク
調
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
の
山

山
、
チ
ベ
ッ
ト
の
山
な
み
、
皆
美
し
く
気
高
い
山
容
を
誇
っ
て
、
わ
れ
わ

れ
の
目
に
映
じ
る
。
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
は
も
う
眼
下
に
な
り
、
Ｂ
Ｃ
も
湧

き
上
っ
た
雲
の
間
に
遥
か
あ
の
あ
た
り
か
と
思
わ
れ
た
。
一
時
間
滞
在
し

た
後
、
頂
上
を
後
に
し
た
。

登
り
に
苦
し
ん
で
切
っ
た
足
場
や
手
が
か
り
が
、
下
り
の
ス
ピ
ー
ド
。
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豪
雪
、
雪
崩
、
遭
難

十
六
日
、
吹
き
つ
の
る
風
雪
は
ま
す
ま
す
勢
力
を
増
し
、
収
ま
り
そ
う

も
な
い
。
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
中
止
。
Ｃ
３
へ
の
撤
退
を
試
み
る
も
、
立
っ

て
い
る
の
さ
え
困
難
で
行
動
不
能
。
ど
の
キ
ャ
ン
プ
も
雪
と
の
闘
い
が
始

っ
た
。
風
の
強
い
Ｃ
４
で
も
三
○
分
も
す
れ
ば
風
下
は
雪
で
埋
り
、
除
雪

は
や
り
き
れ
ず
、
体
で
押
え
て
空
間
を
潰
さ
れ
ま
い
と
確
保
す
る
。
Ｃ
２

以
下
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
昼
ご
ろ
、
す
で
に
天
幕
よ
り
も
雪
の
方
が
高
く
積

も
り
、
総
出
で
除
雪
を
繰
り
返
し
て
も
、
も
う
雪
の
捨
て
場
が
な
い
。
Ｂ

Ｃ
で
さ
え
も
除
雪
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
、
天
幕
の
ポ
ー
ル
が
折
れ
て
し
ま

っ
た
。
Ｃ
１
や
Ｃ
２
は
守
り
き
れ
ず
に
潰
さ
れ
た
天
幕
は
放
棄
し
て
、
全

員
が
一
つ
の
天
幕
に
入
っ
て
い
た
。
Ｃ
３
は
一
人
だ
け
で
あ
る
た
め
保
守

も
出
来
ず
、
午
後
四
時
頃
に
は
雪
の
中
に
没
し
去
り
、
小
林
は
ク
ロ
ス
。

ア
ッ
プ
に
役
立
っ
た
。
し
か
し
》
ニ
セ
頂
上
あ
た
り
か
ら
全
く
突
然
に
猛

烈
な
風
雪
に
見
舞
わ
れ
、
な
に
も
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
乳
白
色
の
世
界

に
な
っ
た
。
急
激
な
天
候
の
変
化
で
あ
っ
た
。
ル
ー
ト
を
外
れ
な
い
よ

う
、
暗
中
模
索
の
懸
命
な
下
降
を
続
け
る
。
ニ
セ
頂
上
か
ら
は
、
木
下
、

若
林
、
・
ヘ
ン
バ
ら
の
張
っ
た
固
定
綱
に
助
け
ら
れ
た
。
途
中
か
ら
二
者
合

同
と
な
り
、
暗
く
な
っ
た
風
雪
の
稜
線
で
悪
戦
苦
闘
、
午
後
七
時
、
Ｃ
４

に
転
げ
込
ん
だ
。
ア
タ
ッ
ク
隊
は
遅
く
な
ろ
う
と
も
Ｃ
３
ま
で
帰
投
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
嵐
で
は
論
外
。
Ｃ
４
は
五
人
分
の
ス
ペ
ー
ス
に

七
人
が
寝
た
。
寝
袋
も
二
つ
足
り
な
か
っ
た
。

ポ
ー
ル
と
フ
レ
ー
ム
の
空
間
に
よ
う
や
く
耐
え
て
い
た
。

十
月
中
旬
と
い
う
の
に
、
こ
の
天
気
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
せ
い
ぜ
い

一
日
も
降
れ
ば
止
む
と
思
っ
た
の
に
豪
雪
は
つ
の
る
ば
か
り
だ
。
こ
ん
な

に
降
れ
ば
斜
面
と
い
う
斜
面
は
、
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
雪
崩

を
誘
発
す
る
に
違
い
な
い
。
各
キ
ャ
ン
プ
と
も
安
全
の
限
界
だ
。
早
く
嵐

が
収
ま
る
こ
と
を
願
う
。
想
像
を
越
え
る
降
り
方
な
の
だ
。

無
線
は
定
時
交
信
の
た
び
に
各
キ
ャ
ン
プ
の
状
況
を
知
ら
せ
、
互
い
に

励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、
相
手
の
状
態
が
わ
か
る
の
は
、
特
に
あ
り
が
た
い

こ
と
で
あ
っ
た
。
午
後
も
深
ま
る
に
し
た
が
い
、
Ｃ
２
の
緊
迫
し
た
状
況

が
伝
わ
っ
て
き
た
。
最
善
の
場
所
と
思
い
な
が
ら
も
、
「
ど
こ
か
も
っ
と

安
全
な
場
所
は
な
い
か
」
と
呼
び
か
け
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
Ｃ
２
は
答

え
る
。
「
雪
崩
の
音
は
Ⅲ
峯
側
で
盛
ん
に
大
砲
を
打
つ
よ
う
だ
。
ま
た
ア

サ
プ
ル
ナ
側
か
ら
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
の
入
口
に
か
け
て
も
出
て
い
る
。
南
壁

は
静
か
だ
。
南
壁
の
中
心
が
最
も
静
か
だ
が
、
こ
こ
も
同
様
に
安
全
だ
。

上
に
あ
る
小
山
が
雪
崩
を
二
分
す
る
恰
好
に
な
る
の
で
、
も
し
来
て
も
安

全
で
優
秀
な
場
所
だ
。
今
動
く
こ
と
は
却
っ
て
危
険
と
思
う
」
。

午
後
六
時
、
定
時
交
信
。
「
雪
は
ま
だ
降
り
続
き
雪
崩
も
激
し
く
出
て

い
る
が
、
Ｃ
２
は
大
丈
夫
だ
し
必
ず
守
る
。
こ
こ
の
こ
と
を
上
の
者
が
心

配
し
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
下
の
こ
と
は
下
の
者
に
任
せ
て
頑
張
っ

て
下
っ
て
来
て
く
れ
。
ど
ん
な
状
態
に
な
っ
て
辿
り
着
こ
う
と
も
、
後
は

わ
れ
わ
れ
で
必
ず
Ｂ
Ｃ
ま
で
送
り
届
け
て
や
る
。
そ
れ
で
は
明
日
の
朝
六

時
、
ま
た
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
。
こ
れ
が
Ｃ
２
か
ら
の
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ガンガプルナ

最
後
の
消
息
に
な
る
と
は
、
誰
が
思
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
笹
川
の
言
葉
は

今
で
も
わ
れ
わ
れ
の
耳
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
な
い
。

十
七
日
、
朝
六
時
、
Ｃ
２
は
応
答
し
な
い
。
た
ち
ま
ち
不
安
が
襲
う
。

故
障
か
、
雪
崩
か
。
嵐
は
少
し
も
衰
え
な
い
。
し
か
し
Ｃ
２
で
は
何
か
異

常
事
態
が
発
生
し
た
に
違
い
な
い
。
事
情
を
知
る
た
め
に
は
少
し
で
も
下

へ
下
り
た
い
。
幸
い
Ｃ
３
ま
で
の
問
は
ほ
と
ん
ど
固
定
綱
が
あ
る
。
何
と

か
行
き
着
く
こ
と
は
出
来
る
だ
ろ
う
。
Ｃ
４
の
七
人
は
、
足
元
さ
え
定
か

に
見
え
ぬ
猛
烈
な
風
雪
の
中
を
、
Ｃ
３
目
指
し
て
出
発
し
た
。
何
も
見
え

な
い
た
め
、
雪
面
か
空
間
か
判
ら
な
い
・
固
定
綱
は
風
に
吹
き
上
げ
ら
れ

て
、
北
の
マ
ナ
ン
側
の
空
を
の
た
う
ち
ま
わ
っ
て
い
る
。
手
で
雪
面
を
探

ぐ
り
、
空
中
に
重
心
を
移
さ
ぬ
よ
う
気
を
使
う
。
そ
れ
で
も
先
を
歩
く
者

は
度
々
そ
の
失
敗
を
し
た
。

ふ
と
気
が
つ
く
と
ア
ン
・
ヌ
ル
ブ
が
い
な
い
・
彼
は
指
の
冷
た
さ
に
耐

え
か
ね
て
、
雪
穴
を
掘
り
ビ
バ
ー
ク
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
無
理
も
な

い
。
見
れ
ば
軍
手
だ
け
し
か
し
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。
彼
は
タ
イ
ガ

ー
・
バ
ッ
ジ
を
二
個
も
持
つ
優
秀
な
シ
ェ
ル
パ
な
の
に
、
こ
れ
は
ど
う
し

た
と
い
う
の
だ
。
不
幸
に
も
彼
は
、
両
手
の
指
七
本
を
失
う
顛
未
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
途
中
か
ら
私
は
幻
覚
に
悩
ま
さ
れ
た
。
二
月
の
北
ア
ル
プ

ス
に
い
る
よ
う
で
、
岳
樺
が
ま
ば
ら
に
あ
り
、
小
屋
が
現
わ
れ
た
り
し

た
。
焦
燥
の
念
と
精
神
的
負
担
が
、
そ
の
原
因
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。

わ
ず
か
六
三
○
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
六
時
間
四
○
分
も
か
か
っ
て
、
Ｃ

３
に
辿
り
着
い
た
。
天
幕
は
掘
り
出
し
て
も
使
い
も
の
に
な
ら
ず
、
雪
洞

を
掘
る
。
仲
間
を
迎
え
て
小
林
は
孤
独
か
ら
救
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
サ
ー
ダ
ー
の
ギ
ル
ミ
は
、
今
日
の
う
ち
に
も
っ
と
下
ま
で
下

る
と
云
い
出
し
た
。
「
何
を
云
う
か
、
馬
鹿
な
。
行
け
ば
死
ぬ
、
絶
対
だ

め
だ
」
。
し
か
し
何
を
云
っ
て
も
彼
の
考
え
を
ひ
る
が
え
ら
せ
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
彼
は
忠
実
な
ペ
ン
バ
を
連
れ
て
下
り
始
め
る
。
仕
方
な
い
・

燃
料
と
食
糧
を
持
た
せ
、
Ｃ
３
か
ら
三
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
上
部
ク
レ

バ
ス
に
泊
る
よ
う
念
を
押
す
。
こ
れ
が
こ
の
秀
れ
た
シ
ェ
ル
パ
た
ち
と
の

永
遠
の
別
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
っ
と
強
く
引
き
止
め
ら
れ
な
か
っ

た
か
と
今
で
も
心
が
痛
む
。

十
八
日
、
嵐
は
相
変
ら
ず
で
、
行
動
不
能
。
ギ
ル
ミ
は
上
部
ク
レ
バ
ス

か
ら
「
Ｃ
２
は
な
い
。
Ｃ
３
へ
戻
る
」
と
伝
え
た
。
午
前
八
時
ご
ろ
で
あ

る
。
そ
の
後
彼
ら
は
登
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
た
め
か
、
さ
ら
に
下
り

Ｃ
１
の
シ
ェ
ル
パ
に
「
水
と
食
糧
を
持
っ
て
迎
え
に
来
い
」
と
呼
び
か
け

た
。
「
雪
が
背
丈
以
上
も
あ
り
不
可
能
」
と
返
答
し
た
と
い
う
。
何
分
に

も
空
中
の
状
態
が
悪
く
、
会
話
は
シ
ェ
ル
パ
語
で
、
わ
れ
わ
れ
の
意
志
が

伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
。
現
在
位
置
も
充
分
確
認
出
来
ぬ
ま
ま
、
午
後
一
時

四
十
五
分
、
ギ
ル
ミ
↓
ド
ル
ジ
と
。
ヘ
ン
バ
・
ヌ
ル
ブ
は
永
久
に
連
絡
を
絶

っ
た
。

十
九
日
、
よ
う
や
く
に
天
候
回
復
。
Ｃ
３
で
は
下
山
を
始
め
た
。
し
か

し
体
は
ふ
ら
ふ
ら
、
雪
は
深
く
登
り
の
倍
も
時
間
を
食
う
。
固
定
綱
を
何

と
か
掘
り
起
し
て
使
え
る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
・
Ｃ
２
を
見
下
ろ
せ
る
場

所
ま
で
来
た
。
一
面
、
雪
崩
の
跡
。
悲
し
く
も
Ｃ
２
は
や
ら
れ
た
と
認
め
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
こ
か
に
避
難
し
て
い
る
こ
と
を
、
空
し
く
も
祈

っ
た
。

心
と
体
の
脱
力
で
行
程
は
意
外
に
捗
ら
ず
、
こ
の
夜
は
Ｃ
３
に
デ
ポ
し

て
あ
っ
た
高
所
用
天
幕
を
掘
り
出
し
、
そ
れ
と
不
完
全
な
雪
洞
で
過
す
。

沈
む
陽
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
美
し
い
夕
景
が
や
り
き
れ
な
い
。

二
十
日
、
Ｃ
２
に
近
づ
く
こ
と
は
恐
ろ
し
か
っ
た
。
深
雪
に
手
こ
ず
り

な
が
ら
も
そ
の
時
が
来
た
。
真
先
に
下
っ
た
若
林
が
現
場
に
着
く
な
り
、

声
を
上
げ
て
泣
き
出
し
た
。
堰
を
き
っ
て
皆
も
泣
く
。
そ
こ
は
一
瞥
し
た

だ
け
で
、
Ｃ
２
の
全
滅
を
物
語
っ
て
い
た
。
捜
す
こ
と
な
ど
徒
労
で
あ
る

と
思
い
知
ら
せ
る
厚
い
デ
ブ
リ
。
地
形
も
変
り
、
な
に
も
発
見
で
き
な
か

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
完
全
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
。

六
人
の
仲
間
、
小
木
曽
、
笹
川
、
箱
山
の
三
隊
員
、
ア
ン
・
ペ
マ
、
ア

ン
・
ギ
ャ
ル
ゼ
ン
、
ナ
ワ
ン
・
チ
ョ
タ
の
三
人
の
シ
ェ
ル
パ
の
安
ら
か
な

冥
福
を
祈
る
ほ
か
、
わ
れ
わ
れ
に
出
来
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

ギ
ル
ミ
・
ド
ル
ジ
、
ペ
ン
バ
・
ヌ
ル
ブ
の
行
方
も
知
れ
な
い
。
八
人
が
手

を
と
り
あ
っ
て
、
永
遠
に
平
和
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
抱
か
れ
て
眠
れ
と
祈
っ

た
。

以
後
、
塗
炭
の
苦
し
み
を
味
い
、
と
に
か
く
生
き
て
わ
れ
わ
れ
は
Ｂ
Ｃ

に
辿
り
着
い
た
。
二
十
二
日
で
あ
る
。
ど
ん
な
辛
酸
も
死
と
比
べ
た
ら
軽

い
も
の
で
あ
る
。
地
形
の
変
化
と
空
腹
と
疲
労
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
、
と

だ
け
記
し
て
お
く
。

山
々
は
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
が
吹
き
始
め
た
の
か
、
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
の
頂
上

か
ら
高
々
と
雪
煙
が
上
る
。
そ
の
風
が
時
々
東
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
河
に
も

下
り
て
来
て
、
グ
ラ
ン
ド
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
の
土
砂
を
舞
い
上
ら
せ
た
。
天

気
は
寒
く
な
っ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
心
の
中
は
も
っ
と
寒
々
と
し
て
い

た
。
捜
索
に
引
き
返
す
考
え
は
実
情
が
許
さ
な
か
っ
た
。
人
里
に
出
る
と

シ
ェ
ル
パ
た
ち
は
ロ
キ
シ
ー
に
酔
い
痴
れ
て
歩
い
た
が
、
彼
ら
も
そ
れ
で

悲
し
み
を
紛
ら
わ
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
思
う
と
、
隊
の
統
制
が
乱
れ

て
も
、
そ
れ
を
制
止
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
コ
ッ
ト

で
、
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
に
最
後
の
別
れ
を
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
も
う
何
も
思

う
ま
い
と
し
て
歩
い
た
。

検
討

遭
難
の
原
因
は
予
期
せ
ぬ
時
期
の
異
常
な
る
降
雪
で
あ
っ
た
。
十
月
中

旬
と
い
う
時
期
に
、
三
昼
夜
に
わ
た
っ
て
間
断
な
く
雪
が
降
り
続
き
、
し

か
も
時
間
当
り
の
降
雪
量
が
、
全
く
想
像
を
絶
す
る
多
さ
で
あ
っ
た
。
過

去
に
こ
れ
ほ
ど
の
デ
ー
タ
は
見
出
せ
な
い
。

地
球
の
南
北
熱
交
換
に
よ
っ
て
勢
力
を
維
持
す
る
偏
西
風
は
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
位
置
す
る
緯
度
あ
た
り
を
南
限
と
し
て
卓
越
す
る
が
、
夏
の
高
温
に

よ
り
季
節
的
に
幾
分
北
に
後
退
を
す
る
。
そ
こ
へ
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
の
高
温

に
よ
っ
て
暖
た
め
ら
れ
た
湿
潤
な
空
気
が
押
し
寄
せ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
ぶ
つ

か
っ
て
多
量
の
雨
を
降
ら
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
モ
ン
ス
ー
ン
で
あ
る

が
、
モ
ン
ス
ー
ン
と
偏
西
風
の
勢
力
が
均
衡
を
保
つ
時
期
が
、
登
山
に
適

す
る
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
と
ポ
ス
ト
・
モ
ン
ス
ー
ン
の
天
候
安
定
期
に
な

（44）
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ガンガプルナ

る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
年
か
な
り
一
定
し
て
い
て
、
ポ
ス
ト
・
モ
ン

ス
ー
ン
後
ふ
た
た
び
偏
西
風
が
勢
力
を
盛
り
返
し
て
南
下
す
る
と
、
寒
い

冬
と
な
る
。
ポ
ス
ト
・
モ
ン
ス
ー
ン
は
ほ
と
ん
ど
十
月
一
杯
で
終
る
と
い

わ
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
遭
遇
し
た
悪
天
候
を
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
分
析
す
る
な
ら

ば
、
素
人
見
解
で
は
あ
る
が
、
偏
西
風
の
消
長
の
い
た
ず
ら
と
い
え
る
。

こ
の
年
の
場
合
、
夏
が
短
か
か
っ
た
の
か
偏
西
風
が
勢
力
を
盛
り
返
す

時
期
が
非
常
に
早
く
、
そ
の
た
め
に
モ
ン
ス
ー
ン
明
け
は
九
月
中
旬
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
勢
力
が
強
大
で
、
主
軸
が
ず
っ
と
南
に
下
っ
た

た
め
、
九
月
中
は
非
常
な
好
天
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
ま
り
に
も
早

く
押
し
返
さ
れ
た
モ
ン
ス
ー
ン
の
気
団
と
、
九
月
中
の
好
天
に
よ
る
中
央

ア
ジ
ア
の
暖
気
は
強
い
も
の
と
な
り
、
こ
の
両
者
の
相
乗
作
用
に
よ
り
、

十
月
中
旬
に
低
気
圧
を
作
る
と
と
も
に
、
一
時
偏
西
風
を
北
に
押
し
上
げ

た
。
こ
の
間
隙
に
充
満
し
て
い
た
南
の
湿
潤
な
空
気
が
押
し
寄
せ
、
何
日

間
も
の
荒
天
と
な
っ
た
も
の
で
、
い
わ
ば
小
モ
ン
ス
ー
ン
の
よ
う
な
形
に

な
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
く
異
例
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
ま
り

早
く
明
け
る
モ
ン
ス
ー
ン
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

次
に
重
要
な
の
は
、
キ
ャ
ン
プ
位
置
で
あ
る
。
Ｃ
２
は
、
登
肇
の
進
捗

と
地
形
的
安
全
の
面
か
ら
検
討
し
、
決
定
し
た
。
一
時
そ
の
位
置
が
悪
か

っ
た
と
の
考
察
を
し
た
こ
と
も
あ
お
が
、
現
在
ほ
異
な
る
。
あ
の
場
所
に

設
営
し
た
こ
と
は
そ
う
悪
く
な
い
。
問
題
は
、
そ
の
際
の
検
討
に
気
を
許

し
、
安
全
で
あ
る
と
信
じ
て
、
安
全
に
も
限
界
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な

わ
れ
わ
れ
長
野
県
山
岳
協
会
ガ
ン
ガ
ル
プ
ナ
登
山
隊
は
、
こ
う
し
て
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
史
に
一
つ
の
汚
点
を
印
し
て
し
ま
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
義
務

は
、
こ
の
経
験
を
登
山
界
に
役
立
て
る
こ
と
と
、
故
人
ら
の
前
に
思
う
。

こ
の
遠
征
で
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
人
た
ち
に
暖
か
い
御
心
配
、

御
援
助
を
い
た
だ
き
感
謝
の
言
葉
も
な
い
。
厚
く
お
礼
申
し
述
べ
る
。

「
ア
サ
プ
ル
ナ
」
の
命
名
は
、
有
能
だ
っ
た
八
人
を
記
念
し
て
行
な
っ

た
。
文
中
、
こ
れ
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。

か
つ
た
点
に
あ
る
。

Ｃ
２
は
わ
れ
わ
れ
の
考
え
た
悪
天
降
雪
の
危
険
の
、
二
倍
程
度
に
は
耐

え
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
危
険
が
増
大
し
て
も
、
安
全
だ

と
い
う
も
の
で
な
い
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
ら
、
き
っ
と
避
難
し
て
遭
難

せ
ず
に
す
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
逆
説
的
に
云
う
な
ら
ば
、
危
険
な
場
所
で
あ

っ
た
な
ら
直
ち
に
移
動
避
難
し
て
、
安
全
を
確
保
し
た
は
ず
で
あ
る
。

戦
術
上
、
悪
天
な
ど
に
よ
る
危
険
を
過
大
に
考
え
す
ぎ
れ
ば
、
安
全
で

は
あ
る
が
、
登
肇
は
不
可
能
に
な
る
Ｐ
適
当
な
危
険
負
荷
を
想
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
論
を
要
し
な
い
。
そ
れ
と
共
に
安
全
容
量
を
よ
く

見
き
わ
め
、
危
険
に
対
処
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
想
定
危
険
負

荷
に
関
係
な
く
、
絶
対
的
安
全
容
量
の
少
な
い
キ
ャ
ン
プ
な
ど
に
は
、
人

員
、
資
材
と
も
集
結
す
べ
き
で
な
い
。
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最
近
、
私
ど
も
日
本
大
学
医
学
部
Ｏ
Ｂ
山
岳
会
に
対
し
海
外
遠
征
隊
か

ら
医
師
の
派
遣
を
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
都
度
医
師
を
派
遣
す

る
よ
う
に
つ
と
め
て
き
た
が
、
そ
の
度
に
私
共
医
学
部
単
独
の
遠
征
の
夢

も
次
第
に
ふ
く
ら
み
、
一
昨
年
の
Ｏ
Ｂ
山
岳
会
の
総
会
で
、
そ
の
夢
が
実

現
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

こ
の
遠
征
の
目
的
は
、
第
一
に
、
六
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
度
を
一
人

で
も
多
く
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
海
外
遠
征
隊
か
ら

医
師
派
遣
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
六
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
の
経
験
者
を

派
遣
し
、
医
師
と
し
て
十
分
活
躍
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら

で
あ
っ
た
。

第
二
に
は
、
医
学
部
の
特
徴
を
生
か
し
、
高
所
医
学
研
究
を
行
な
う
こ

コ
ル
デ
イ
エ
ラ
・
レ
ア
ル
（
一
九
七
二
年
）

は
じ
め
に

Ⅱ
イ
ャ
ン
プ
峰
登
頂
と
高
所
医
学
研
究
Ⅱ

川
久
保
芳
彦

と
で
あ
っ
た
。

第
一
と
第
二
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
希
望

者
を
隊
員
と
し
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
高
所
医
学
研
究
の
場
合

に
は
隊
員
が
一
人
で
も
多
い
方
が
有
利
で
あ
る
。
従
っ
て
、
総
勢
十
四
人

の
大
部
隊
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
目
的
に
従
っ
て
、
当
初
は
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
方
面
に
的
が

し
ぼ
ら
れ
た
が
、
印
パ
紛
争
の
あ
お
り
で
パ
キ
ス
タ
ン
は
全
面
登
山
禁
止

と
な
り
、
第
二
案
の
ボ
リ
ビ
ア
・
ア
ン
デ
ス
の
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
、
レ
ァ
ル

山
塊
に
転
進
し
た
。

最
初
の
ワ
イ
ナ
ポ
ト
シ
峰
の
登
山
は
高
所
医
学
研
究
と
高
所
順
応
の
た

め
の
登
山
で
あ
り
、
イ
ヤ
ン
プ
峰
は
日
本
初
登
頂
を
目
的
と
し
た
。

い
っ
さ
い
の
準
備
を
終
え
、
先
発
隊
三
名
が
六
月
二
十
三
日
に
、
本
隊

は
三
十
日
に
そ
れ
ぞ
れ
出
発
し
た
。

ワ
イ
ナ
ポ
ト
シ
峰
に
つ
い
て
は
、
本
誌
に
す
で
に
関
田
氏
に
よ
っ
て
報

告
さ
れ
て
い
る
（
『
山
岳
』
第
六
十
三
年
）
の
で
省
略
し
、
イ
ヤ
ン
プ
峰
と

高
所
医
学
に
つ
い
て
若
干
報
告
し
た
い
と
思
う
。

な
お
、
ワ
イ
ナ
ポ
ト
シ
峰
登
頂
の
記
録
は
左
記
の
ご
と
く
で
あ
る
。

七
月
十
一
日

七
月
十
三
日

七
月
十
五
日

ワ
イ
ナ
ポ
ト
シ
峰
（
六
○
九
四
メ
ー
‐
ト
ル
）

ラ
パ
ス
発
Ｂ
Ｃ
建
設
（
四
六
○
○
メ
ー
ト
ル
）

Ｃ
１
建
設
（
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）

Ｃ
２
建
設
（
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
）
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コルディエラ・レァル

私
ど
も
は
、
ワ
イ
ナ
ポ
ト
シ
峰
の
登
頂
と
高
所
医
学
研
究
を
終
え
、
一

週
間
の
休
養
兼
準
備
期
間
を
置
き
、
Ｂ
Ｃ
建
設
ま
で
の
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
、
二
名
の
ア
イ
マ
ラ
語
の
で
き
る
イ
ン
デ
ィ
オ
を
雇
用
し
、
七
月
二
十

七
日
早
朝
、
イ
ヤ
ン
プ
峰
め
ざ
し
て
ラ
パ
ス
の
町
を
出
発
し
た
。

リ
ャ
マ
や
ア
ル
パ
カ
の
放
牧
さ
れ
て
い
る
荒
漠
と
し
た
ア
ル
テ
ィ
プ
ラ

ノ
を
、
ト
ラ
ッ
ク
は
砂
塵
を
立
て
て
突
走
る
。
途
中
の
ソ
ラ
タ
は
標
高
二

六
○
○
メ
ー
ト
ル
、
シ
ュ
ロ
の
樹
が
繁
茂
す
る
情
緒
豊
か
な
町
で
あ
る
。

こ
の
町
か
ら
眺
め
る
、
雪
を
頂
い
た
イ
ヤ
ン
プ
峰
と
ア
ン
コ
ー
マ
峰
は

痛
い
ほ
ど
の
鮮
烈
な
印
象
で
あ
る
。
や
が
て
、
車
は
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル

の
峠
を
喘
ぎ
な
が
ら
越
え
、
リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
に
そ
っ
た
ア
ン
コ
ー
マ
部

落
に
着
い
た
。
時
刻
は
午
後
七
時
で
あ
っ
た
。

翌
朝
イ
ン
デ
ィ
オ
の
騒
々
し
い
声
で
目
が
さ
め
た
。
八
○
○
キ
ロ
の
荷

物
を
リ
ャ
マ
ご
一
頭
、
力
顎
ハ
リ
ョ
七
頭
、
ポ
ー
タ
ー
八
人
で
運
ぶ
こ
と
に

七
月
十
七
日
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
隊

山
口
、
水
野
、
山
岸
、
大
野
隊
員
。

七
月
十
八
日
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊

小
川
、
三
好
隊
員
直
登
ル
ー
ト

片
山
、
矢
作
隊
員
北
側
ル
ー
ト

柴
田
、
末
次
隊
員
南
峰
ル
ー
ト

頂
上
に
て
集
結
。

イ
ヤ
ン
プ
峰
登
頂
（
六
三
六
二
メ
ー
ト
ル
）

偵
察
の
結
果
、
東
側
の
岩
稜
は
二
五
○
’
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
標
高
差

を
も
っ
て
ス
ト
ン
と
ア
ン
コ
ー
マ
氷
河
に
落
ち
こ
ん
で
お
り
、
空
身
な
ら

と
も
か
く
、
荷
が
あ
れ
ば
と
て
も
下
る
こ
と
は
不
可
能
と
わ
か
っ
た
。

一
方
、
別
の
偵
察
隊
の
報
告
に
よ
り
、
こ
の
東
側
の
岩
稜
を
左
に
巻
い

て
、
な
ん
と
か
氷
河
の
末
端
に
出
ら
れ
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

七
月
三
十
一
日
、
Ｃ
１
の
建
設
を
開
始
。

Ｂ
Ｃ
よ
り
東
の
岩
稜
を
約
一
○
○
メ
ー
ト
ル
直
上
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
の
眺
望

な
り
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
開
始
さ
れ
た
。

リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
の
支
流
に
そ
い
、
サ
ボ
テ
ン
の
花
の
あ
る
潅
木
帯
を

進
む
。
イ
ン
デ
ィ
オ
達
は
足
ぱ
や
に
歩
く
か
と
思
う
と
、
三
十
分
も
た
た

な
い
う
ち
に
休
む
。
そ
し
て
お
喋
り
。
彼
等
は
し
き
り
に
コ
カ
の
葉
を
口

の
中
に
入
れ
噛
み
し
め
て
い
た
。
コ
カ
は
麻
薬
で
も
あ
り
、
彼
等
は
よ
っ

ぽ
ど
慢
性
麻
薬
中
毒
患
者
と
み
え
る
。

ア
ン
コ
ー
マ
氷
河
よ
り
の
沢
が
流
れ
て
い
る
ク
エ
バ
ス
・
カ
リ
エ
ン
テ

ス
を
過
ぎ
、
第
一
・
第
二
の
滝
を
左
に
巻
く
と
、
小
さ
な
窪
地
と
な
り
、

こ
こ
に
Ｂ
Ｃ
を
置
く
。
そ
こ
は
、
東
と
西
を
高
度
差
約
三
○
○
メ
ー
ル
の

岩
壁
に
は
さ
ま
れ
た
幅
約
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
湿
原
で
、
海
抜
四
五
三
○

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
地
塘
が
散
在
し
、
モ
レ
ー
ン
の
間
か
ら
ナ
キ
ウ
サ
ギ

が
ヒ
ョ
ッ
コ
リ
顔
を
出
す
な
ど
、
ワ
イ
ナ
ポ
ト
シ
峰
の
殺
伐
と
し
た
Ｂ
Ｃ

よ
り
も
気
分
が
良
か
っ
た
。

ア
ン
コ
ー
マ
氷
河
に
入
る

（47）



で
は
か
な
り
の
角
度
を
示
し
て
い
た
壁
が
あ
り
、
ま
た
一
部
に
オ
ー
バ
ー

ハ
ン
グ
を
認
め
た
の
で
、
相
当
な
難
度
と
予
想
さ
れ
た
が
、
何
ら
問
題
な

く
ス
ム
ー
ズ
に
行
動
が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
や
や
下
り
気
味
に
こ
の
壁
を

左
に
巻
い
た
。
眼
下
に
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
高
天
ヶ
原
に
似
た
ク
モ
ハ

ス
・
カ
リ
エ
ン
テ
ス
が
広
が
り
、
草
を
喰
む
黒
牛
、
リ
ャ
マ
が
点
在
し
て

い
た
。

Ｂ
Ｃ
よ
り
一
時
間
半
で
、
ア
ン
コ
ー
マ
氷
河
末
端
の
サ
イ
ド
モ
レ
ー
ン

地
帯
に
出
、
こ
こ
か
ら
氷
河
の
右
の
モ
レ
ー
ン
に
そ
っ
て
高
度
を
あ
げ

る
。
途
中
、
岩
壁
の
小
さ
な
テ
ラ
ス
に
コ
ン
ド
ル
の
巣
を
発
見
し
た
り
、

ま
た
水
晶
や
錫
、
ブ
ロ
ン
ズ
の
原
石
を
見
つ
け
、
皆
、
に
わ
か
仕
立
て
の

博
物
学
者
に
変
身
し
た
り
し
た
。

結
局
、
Ｃ
１
は
さ
き
ほ
ど
の
岩
稜
を
は
さ
ん
で
、
ち
ょ
う
ど
Ｂ
Ｃ
と
反

対
側
に
建
設
し
た
。
こ
こ
は
四
九
七
○
メ
ー
ト
ル
の
高
度
に
あ
り
、
ア
ン

コ
ー
マ
氷
河
の
向
う
に
イ
ヤ
ン
プ
の
北
峰
が
、
一
四
○
○
メ
ー
ト
ル
の
壁

を
誇
示
す
る
か
の
よ
う
に
そ
び
え
、
そ
の
偉
容
に
圧
倒
さ
れ
る
。
こ
の
位

置
か
ら
主
峰
（
南
峰
）
は
北
峰
の
右
肩
に
か
く
れ
て
み
え
な
い
。

Ｃ
２
へ
は
ま
ず
、
氷
河
に
そ
っ
た
モ
レ
ー
ン
を
上
部
に
つ
め
、
そ
こ
よ

り
ク
レ
バ
ス
帯
を
行
く
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
底
な
し
の
ク
レ
バ

ス
が
無
気
味
な
口
を
開
け
て
い
る
が
、
天
候
も
安
定
し
て
お
り
、
確
実
に

高
度
が
か
せ
げ
る
。
ワ
イ
ナ
ポ
ト
シ
峰
の
時
の
よ
う
に
一
三
べ
・
・
ヘ
ニ
テ

ン
テ
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
、
僥
倖
と
い
う
ゞ
へ
き
だ
ろ

』
姉
／
◎

い
よ
い
よ
難
関
の
西
コ
ル
へ
の
ル
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
開

始
。

Ｃ
２
か
ら
見
た
西
コ
ル
へ
の
ル
ー
ト
は
四
五
’
五
○
度
の
雪
壁
で
、
約

四
○
○
メ
ー
ト
ル
の
標
高
差
が
あ
り
、
壁
の
基
部
に
は
長
大
な
ク
レ
バ
ス

が
ザ
ク
ッ
と
切
れ
込
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
ク
レ
バ
ス
の
突
破
が
当
面

の
問
題
と
思
わ
れ
た
。

コ
ル
に
向
か
っ
て
左
側
は
ク
レ
バ
ス
の
状
態
が
悪
く
て
近
寄
れ
ず
、
右

側
は
上
部
雪
壁
に
も
か
な
り
の
小
ク
レ
バ
ス
を
認
め
た
た
め
、
こ
れ
も
あ

き
ら
め
、
と
ど
の
つ
ま
り
コ
ル
に
向
か
っ
て
最
短
距
離
の
直
登
ル
ー
ト
を

選
ん
だ
。

Ｃ
２
よ
り
緩
傾
斜
の
雪
面
を
歩
く
こ
と
わ
ず
か
で
、
雪
壁
の
基
部
に
至

る
。
ク
レ
バ
ス
の
幅
は
二
メ
ー
ト
ル
で
数
ヶ
所
の
ス
ノ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
が

か
か
っ
て
い
た
が
、
最
も
頼
り
甲
斐
の
あ
る
部
分
の
手
前
に
ス
ノ
ー
バ
ー

を
打
ち
込
み
、
確
保
す
る
。
ブ
リ
ッ
ジ
は
一
足
ご
と
に
軋
み
、
あ
ま
り
い

ク
レ
バ
ス
帯
を
行
く
こ
と
三
時
間
で
、
西
コ
ル
直
下
の
大
雪
原
‐
に
出

る
。
こ
こ
は
東
は
主
峰
か
ら
西
コ
ル
へ
の
稜
線
、
西
は
ピ
コ
・
シ
ュ
ル
ッ

ェ
に
囲
ま
れ
た
、
ほ
と
ん
ど
無
風
の
地
帯
で
あ
る
。
落
石
は
西
コ
ル
右
側

の
岩
稜
と
北
峰
付
近
よ
り
絶
え
ず
あ
っ
た
が
、
途
中
の
ク
レ
バ
ス
に
落
ち

込
み
、
天
幕
に
届
く
心
配
は
な
か
っ
た
。

八
月
二
日
、
こ
こ
に
Ｃ
２
を
建
設
し
た
。

西
コ
ル
へ
の
ル
ー
ト
工
作
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コルディエラ・レァル

八
月
五
日
、
七
時
四
十
五
分
、
Ｃ
３
を
出
発
。
温
度
計
は
零
下
十
六
度

を
示
し
、
や
や
ガ
ス
が
濃
く
、
ほ
と
ん
ど
無
風
の
状
態
。
コ
ン
テ
イ
ニ
ュ

ァ
ス
で
雪
稜
を
行
く
こ
と
二
時
間
弱
、
山
頂
に
続
く
最
後
の
雪
壁
を
ス
タ

ッ
ヵ
ッ
ト
で
登
華
し
、
九
時
二
十
九
分
、
イ
ヤ
ン
プ
峰
の
頂
上
に
立
っ

た
。
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
隊
は
、
山
岸
、
小
川
、
大
野
、
三
好
各
隊
員
で
あ

る
。

頂
上
は
平
ら
で
あ
る
が
、
一
人
立
つ
の
が
精
一
杯
の
幅
で
あ
る
。
そ
の

た
め
交
代
で
頂
上
に
立
ち
、
部
旗
、
日
の
丸
、
ボ
リ
ビ
ア
国
旗
を
振
り
回

し
、
登
頂
成
功
を
喜
ん
だ
。
そ
し
て
Ｂ
Ｃ
と
の
交
信
を
行
な
い
、
全
員
で

元
気
よ
く
歌
を
合
唱
し
た
・

翌
八
月
六
日
に
も
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
、
和
地
、
国
吉
隊
員
が
頂
上
を

い
感
じ
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
途
中
二
カ
所
岩
稜
の
露
出
部
を
含
ん

で
、
コ
ル
直
下
ま
で
四
六
○
メ
ー
ト
ル
の
あ
い
だ
に
ロ
ー
プ
を
固
定
し

た
。

基
部
よ
り
四
時
間
で
西
コ
ル
へ
到
達
し
た
。
コ
ル
の
南
側
は
雪
庇
が
張

り
出
し
、
ア
ン
コ
ー
マ
峰
と
は
大
雪
原
を
隔
て
て
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の

標
高
差
で
対
時
し
て
い
る
。

主
峰
へ
つ
づ
く
稜
線
の
ア
ン
コ
ー
マ
氷
河
側
を
ト
ラ
尋
ハ
ー
ス
気
味
に
進

む
。
間
も
な
く
広
い
雪
稜
と
な
り
、
わ
ず
か
な
窪
地
を
見
つ
け
て
Ｃ
３
を

設
営
し
た
。
こ
こ
の
高
度
六
○
九
七
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

イ
ヤ
ン
プ
峰
登
頂

ピ
コ
・
シ
ュ
ル
ッ
ェ
峰
は
、
Ｃ
２
か
ら
見
る
と
、
ア
ン
コ
ー
マ
氷
河
を

は
さ
ん
で
イ
ヤ
ン
プ
峰
と
相
対
し
て
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
。
頂
上
か
ら
は

扇
状
の
雪
の
斜
面
が
ア
ン
コ
ー
マ
氷
河
に
広
が
り
、
そ
の
下
部
に
真
一
文

字
に
大
き
な
ク
レ
尋
ハ
ス
が
口
を
開
け
て
い
る
。
さ
ら
に
左
手
は
西
コ
ル
へ

と
稜
線
が
つ
づ
き
、
右
手
に
は
頂
上
直
下
よ
り
氷
河
へ
と
岩
稜
が
落
ち
込

ん
で
い
る
。

イ
ヤ
ン
プ
峰
の
頂
上
に
立
っ
た
和
地
、
山
岸
、
国
吉
、
三
好
の
四
人
の

隊
員
は
八
月
七
日
午
前
八
時
二
十
分
、
Ｃ
２
を
出
発
し
た
。

真
一
文
字
の
ク
レ
バ
ス
に
向
か
っ
て
右
手
を
進
み
、
ク
レ
尋
ハ
ス
を
避
け

て
急
な
雪
面
を
登
る
。
や
が
て
、
頂
上
直
下
よ
り
氷
河
に
落
ち
込
ん
で
い

る
岩
稜
に
取
り
付
く
。
イ
ャ
ン
プ
峰
に
入
っ
て
以
来
、
初
め
て
の
岩
登
り

で
あ
る
。
緊
張
し
て
交
互
に
確
保
を
繰
り
返
し
て
進
む
。

十
二
時
、
岩
稜
を
抜
け
、
頂
上
の
斜
面
を
一
気
に
登
り
つ
め
る
。
ニ
エ

ベ
・
・
ヘ
ン
テ
ン
テ
が
三
○
セ
ン
チ
以
上
に
も
成
長
し
、
非
常
に
歩
き
づ
ら

い
Ｏ

頂
上
に
は
十
二
時
四
十
分
に
着
い
た
。
日
本
隊
と
し
て
は
初
登
頂
で
あ

踏
ん
だ
。
頂
上
に
は
ボ
リ
ビ
ア
の
国
旗
、
日
の
丸
、
部
旗
を
埋
め
て
き

た
。
お
り
し
も
、
こ
の
日
は
ボ
リ
ビ
ア
の
革
命
記
念
日
で
あ
っ
た
。

な
お
、
私
共
の
登
頂
よ
り
も
数
日
前
に
、
二
人
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
よ
っ

て
登
頂
さ
れ
て
い
る
た
め
、
日
本
初
登
頂
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

ピ
コ
・
シ
ュ
ル
ッ
ェ
峰
登
頂
（
五
九
三
三
メ
ー
ト
ル
）
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る
。
Ｃ
２
を
出
発
し
て
か
ら
四
時
間
三
十
分
の
行
動
で
あ
っ
た
。
ふ
り
返

る
と
、
真
正
面
に
イ
ャ
ン
プ
の
南
峰
と
北
峰
が
そ
び
え
、
私
共
の
登
っ
た

南
峰
の
ほ
う
が
北
峰
よ
り
は
る
か
に
高
い
の
が
確
認
さ
れ
た
。

ガ
ス
で
見
え
か
く
れ
す
る
景
色
を
眺
め
て
昼
食
を
と
り
、
十
三
時
二
十

分
、
下
山
を
開
始
す
る
。
次
第
に
ガ
ス
が
濃
く
な
り
、
雪
が
チ
ラ
チ
ラ
降

り
始
め
、
イ
ャ
ン
プ
峰
に
入
っ
て
は
じ
め
て
の
降
雪
で
あ
る
。
下
り
を
急

い
だ
が
、
ガ
ス
の
た
め
ル
ー
ト
を
外
れ
て
し
ま
い
、
四
○
メ
ー
ト
ル
の
懸

垂
下
降
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
風
雪
の
中
を
Ｃ
２
に
帰
り
つ
い
た
の
は
、

十
七
時
二
十
五
分
で
あ
っ
た
。

八
月
八
日
、
全
員
Ｂ
Ｃ
に
集
結
し
、
地
酒
で
さ
さ
や
か
な
乾
杯
を
し
、

無
事
を
祝
っ
た
。

八
月
十
一
日
、
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
。
前
夜
よ
り
思
い
が
け
ず
降
雪
を
見
、
一

面
の
銀
世
界
で
あ
っ
た
。
装
い
を
あ
ら
た
に
し
た
純
白
の
イ
ャ
ン
プ
峰
に

別
れ
を
告
げ
、
山
を
下
っ
た
。

高
所
医
学
研
究
に
つ
い
て

今
回
の
遠
征
中
、
私
共
は
登
山
活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
た
高
所
医
学
研

究
の
デ
ー
タ
か
ら
、
専
門
的
興
味
を
除
き
、
実
際
の
登
山
活
動
に
役
立
つ

と
思
わ
れ
る
結
果
を
要
約
し
て
述
守
へ
て
み
た
い
と
思
う
。

私
共
の
研
究
の
特
徴
は
、
比
較
的
高
所
の
影
響
の
み
を
と
ら
え
た
時
期

と
、
登
頂
活
動
を
通
し
て
の
高
所
の
影
響
と
の
時
期
と
に
分
け
て
、
デ
ー

タ
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ボ
リ
ビ
ア
の
首
都
ラ
パ
ス
は
高
度
三
八
○
○
メ
ー
ト
ル
と
も

云
わ
れ
、
私
共
は
空
港
（
四
○
一
○
メ
ー
ト
ル
）
に
お
り
た
時
か
ら
急
激

に
低
酸
素
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。

ラ
パ
ス
滞
在
三
日
目
に
第
二
回
目
の
テ
ス
ト
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の

時
期
を
急
性
期
と
名
付
け
た
。

そ
の
後
、
チ
ャ
カ
ル
タ
ャ
峰
へ
は
高
所
に
慣
れ
る
た
め
に
、
車
で
二
度

行
っ
て
い
る
が
、
登
山
活
動
ほ
ど
の
労
作
は
行
な
っ
て
は
い
な
い
。

自
覚
症
状
の
消
失
か
ら
判
断
し
て
、
急
激
な
低
酸
素
の
影
響
か
ら
回
復

で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
時
期
に
、
第
三
回
目
の
テ
ス
ト
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
の
時
期
を
第
一
次
適
応
期
と
名
づ
け
た
。
こ
の
時
期
は
登
山
活

動
と
い
う
激
し
い
労
作
な
し
に
、
比
較
的
日
常
生
活
に
近
い
状
態
で
、
急

激
な
低
酸
素
の
影
響
か
ら
順
応
し
て
行
く
状
態
を
み
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
ワ
イ
ナ
ポ
ト
シ
峰
で
の
登
山
活
動
が
開
始
さ
れ
、
終
了
す
る

ま
で
の
時
期
を
第
二
次
適
応
期
と
名
付
け
た
。
こ
の
時
期
は
、
登
山
活
動

を
通
し
て
低
酸
素
の
影
響
を
徐
々
に
受
け
て
い
る
時
期
で
あ
り
、
こ
の
間

Ｃ
１
（
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）
と
、
Ｃ
２
（
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
Ｎ
Ｂ
Ｃ
（
四
八

○
○
メ
ー
ト
ル
）
で
テ
ス
ト
を
行
な
っ
て
い
る
。

研
究
テ
ー
マ
は
、
自
覚
症
状
の
調
査
、
運
動
負
荷
テ
ス
ト
（
ス
テ
ッ
プ

テ
ス
ト
）
、
ク
レ
・
へ
リ
ン
精
神
作
業
検
査
、
高
所
で
の
薬
物
の
影
響
の
四

つ
で
あ
る
。結

果
に
つ
い
て
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コルディエラ レアル

私
共
の
研
究
は
、
身
体
的
な
機
能
と
精
神
活
動
と
を
同
時
に
見
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
が
、
テ
ス
ト
に
表
わ
れ
た
結
果
は
、
複
雑
な
機
能
の
ご
く

一
側
面
を
と
ら
え
た
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
か
ら
述
、
へ
る
結
果

は
、
全
て
の
高
所
影
響
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、

あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
た
い
・

一
、
高
所
で
の
自
覚
症
状
の
出
現
と
テ
ス
ト
の
結
果
と
は
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
。

急
性
期
で
は
、
自
覚
症
状
も
出
現
し
、
ま
た
ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト
の
運
動

後
心
榑
数
の
回
復
率
が
悪
く
な
る
の
は
当
然
の
事
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
問
題
は
第
一
次
適
応
期
で
あ
る
。

こ
の
時
期
で
は
、
全
隊
員
の
自
覚
症
状
が
消
失
し
て
お
り
、
平
均
値
的

に
も
安
静
時
心
榑
数
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
動
負
荷
後

の
回
復
率
が
あ
ま
り
よ
く
な
っ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

ま
た
第
二
次
適
応
期
で
の
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
結
果
は
、
自
覚
症
状

を
多
く
訴
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト
の
成
績
は
、

第
一
次
適
応
期
の
そ
れ
と
あ
ま
り
変
っ
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
は
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
で
の
低
酸
素
の
影
響
を
考
え
た
時
、

循
環
機
能
の
回
復
が
よ
り
悪
く
な
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

ま
た
ク
レ
ペ
リ
ン
テ
ス
ト
の
休
憩
効
果
率
も
、
ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト
の
結

果
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
自
覚
症
状
が
消
失
し
、

主
観
的
に
元
気
に
な
っ
て
も
、
循
環
機
能
や
精
神
活
動
が
高
所
の
影
響
か

ら
回
復
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
高
所
で
の
自
覚
症
状
の
消
失
か
ら
、
た
だ
ち

に
生
体
が
順
応
で
き
た
と
考
え
る
こ
と
は
慎
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

私
共
の
隊
員
中
、
高
度
の
影
響
を
強
く
受
け
、
活
動
中
止
と
な
っ
た
五

人
は
、
一
時
期
ま
た
は
全
期
を
通
し
て
、
い
ず
れ
も
自
覚
症
状
の
出
現
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト
の
成
績
、
特
に
回
復
率
が
悪

か
っ
た
隊
員
で
あ
る
。

二
、
起
床
安
静
時
心
榑
数
の
変
化
は
、
必
ず
し
も
高
度
に
比
例
し
て
増

加
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

通
常
、
高
所
の
影
響
を
み
る
場
合
、
起
床
安
静
時
の
心
榑
数
の
増
加

が
、
主
要
な
指
標
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
私
共
も
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を

し
て
い
た
が
、
実
際
デ
ー
タ
を
調
べ
て
み
る
と
必
ず
し
も
そ
う
と
は
云
え

な
い
場
合
が
あ
る
。

高
度
に
よ
る
影
響
と
し
て
心
榑
数
が
増
加
し
て
い
な
い
事
は
、
必
ず
し

も
循
環
機
能
の
良
さ
を
示
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
循
環
機
能
の
代

償
作
用
が
限
界
に
き
て
い
る
場
合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
逆
に
わ
ず
か
な
高
度
差
で
増
加
し
た
場
合
、
循
環
機
能
が
悪
い
と

は
限
ら
ず
、
低
酸
素
に
お
け
る
生
体
反
応
の
活
発
さ
を
示
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

要
は
、
低
酸
素
状
態
で
の
労
作
に
対
す
る
生
体
反
応
の
回
復
が
問
題
と

な
っ
て
く
る
。

こ
れ
を
み
る
た
め
に
も
、
ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト
を
行
な
う
こ
と
が
有
効
で

あ
ろ
う
。
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：
医
師
の
い
な
い
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
簡
単
な
方
法
で
も
、
あ
る
程

度
、
循
環
機
能
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
東
京
に
て
膝
を
曲
げ
る
運
動
を
一
定
時
間
行
な
い
、
そ
の
前

後
の
心
榑
数
を
測
定
し
、
そ
の
記
録
を
山
に
持
っ
て
行
き
、
登
山
活
動

中
、
朝
の
準
備
体
操
前
に
東
京
と
同
じ
条
件
で
行
な
っ
て
み
る
こ
と
で
あ

る
。
運
動
後
○
・
五
分
、
一
・
五
分
、
三
分
後
と
心
榑
数
を
測
定
し
、
そ

の
回
復
程
度
を
み
れ
ば
良
い
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
方
法
は
簡
単
で
あ
り
、
誰
で
も
場
所
が
あ
れ
ば
施
行
で
き
る
。
従

っ
て
、
医
師
が
い
な
く
て
も
、
比
較
的
判
定
し
や
す
く
、
こ
の
結
果
、
回

復
の
悪
い
場
合
は
そ
の
日
の
活
動
を
制
限
し
、
要
注
意
と
し
て
扱
え
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
表
面
に
表
わ
れ
な
い
循
環
機
能
の
低
下
か
ら
く
る
障
害
を

防
ぐ
こ
と
も
可
能
と
な
ろ
う
。

実
際
、
私
共
の
先
に
述
べ
た
高
所
影
響
が
強
く
出
現
し
、
行
動
を
一
時

中
止
し
た
あ
る
隊
員
は
、
自
覚
症
状
も
な
い
の
に
循
環
機
能
の
低
下
を
来

た
し
て
お
り
、
激
し
い
労
作
に
よ
り
、
登
頂
を
終
え
、
Ｂ
Ｃ
に
戻
っ
た
時

休
養
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

三
、
年
齢
が
若
い
か
ら
と
い
っ
て
無
理
は
で
き
な
い
。

私
共
の
隊
は
、
高
年
齢
層
か
ら
若
年
齢
層
ま
で
の
三
段
階
の
年
齢
層
に

分
け
ら
れ
る
。
テ
ス
ト
結
果
か
ら
、
高
年
齢
層
の
回
復
率
が
悪
い
の
は
、

あ
る
程
度
理
解
出
来
る
が
、
し
か
し
、
一
番
若
い
年
齢
層
四
人
共
に
強
い

自
覚
症
状
の
た
め
、
活
動
を
一
時
中
止
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
高
年

齢
層
が
楽
を
し
て
、
若
年
齢
層
が
よ
り
強
い
労
働
を
し
い
ら
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
特
に
急
性
期
か
ら
第
一
次
適
応
期
で
の
行
動
は
、
高
年
齢

層
も
変
わ
り
が
な
く
、
む
し
ろ
高
年
齢
層
の
精
神
的
負
担
の
方
が
大
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
、
若
年
と
い
え
ど
も
充
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

四
、
精
神
的
疲
労
が
主
観
的
に
体
験
さ
れ
て
い
て
も
、
必
ず
し
も
精
神

活
動
が
低
下
し
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
主
観
的
に
疲
労
を
感
じ
た
り
、
ま
た
は
自
覚
症
状
が
多
く
出

現
し
て
い
て
も
、
ク
レ
・
ヘ
リ
ン
テ
ス
ト
の
作
業
量
、
休
憩
効
果
率
の
低
下

を
き
た
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト
の
回
復
率
が

五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
悪
く
な
っ
て
い
な
い
点
と
同
じ

で
あ
る
。

従
っ
て
、
意
欲
、
思
考
力
の
低
下
を
主
観
的
に
感
じ
て
い
て
も
、
緊
張

す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
程
度
精
神
活
動
の
低
下
を
補
う
こ
と
が
で
き
よ

声
ハ
ノ
○

そ
れ
故
、
登
山
活
動
中
、
か
な
り
疲
労
が
強
く
出
現
す
る
場
合
も
あ
る

の
で
、
精
神
的
強
さ
の
持
続
性
が
要
求
さ
れ
る
。

し
か
し
、
何
が
何
で
も
頑
張
ろ
う
と
す
る
異
常
冗
奮
は
、
か
え
っ
て
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
だ
ろ
う
。

あ
る
隊
員
は
、
ク
レ
・
ヘ
リ
ン
テ
ス
ト
の
休
憩
後
の
曲
線
に
異
常
緊
張
が

み
ら
れ
、
そ
の
後
強
い
自
覚
症
状
を
訴
え
て
一
時
行
動
中
止
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
事
か
ら
、
精
神
的
疲
労
も
ま
た
高
度
の
影
響
に
加
重
さ
れ
る
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
が
私
共
の
研
究
デ
ー
タ
の
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
の
概
要
で
あ

（52）
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コルディェラ・レァル

私
共
の
遠
征
は
初
回
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
事
に
終
了
し
た

こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
当
初
の
予
想
と
し
て
は
、
イ
ヤ
ン
プ
峰
の
方
が

難
し
い
と
考
え
て
い
た
が
、
技
術
的
な
こ
と
は
別
と
し
て
実
際
は
ワ
イ
ナ

ポ
ト
シ
峰
の
方
が
苦
労
し
た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
高
所
順
応
の
問
題
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
ヤ
ン
プ
峰
の
場
合
、
Ｃ
２
か
ら
頂
上
に
立
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
可
能

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
あ
え
て
私
共
は
頂
上
に
つ
な
が
る
稜
線
上
に
Ｃ
３

を
建
設
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
極
力
ビ
バ
ー
ク
を
避
け
、
よ
り
安
全
に
登

頂
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
結
果
が
、
イ
ャ
ン
プ
峰
の
頂
上
で
ア

タ
ッ
ク
隊
全
員
に
よ
る
元
気
な
歌
声
と
な
っ
て
表
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

ア
、
’
／
◎

私
共
は
、
登
頂
を
か
ね
て
の
医
学
研
究
の
む
ず
か
し
さ
を
、
肌
で
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
あ
ら
か
じ
め
、
種
々
の
報
告
に
よ
り
、
か
な
り
困
難
で

あ
る
こ
と
を
知
り
、
実
際
現
場
で
の
研
究
テ
ー
マ
を
し
ぼ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な
い
ば
か
り

か
、
隊
員
の
負
担
が
意
外
と
大
き
か
っ
た
。

》
（
》
Ｏ

私
共
は
不
充
分
な
デ
ー
タ
か
ら
、
複
雑
な
高
所
順
応
に
つ
い
て
触
れ
る

こ
と
の
危
険
性
を
感
じ
な
が
ら
も
、
こ
の
報
告
が
今
後
の
登
山
活
動
の
参

考
に
な
れ
ば
と
思
い
筆
を
と
っ
た
次
第
で
あ
る
。

お
わ
り
に

ま
た
私
共
の
登
山
活
動
は
、
ワ
イ
ナ
ポ
ト
シ
峰
に
せ
よ
、
イ
ヤ
ン
プ
峰

に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
十
数
日
前
に
行
動
し
て
い
た
二
人
の
パ
ー
テ
ィ
ー

と
、
結
果
的
に
は
同
じ
よ
う
な
行
動
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
吉
沢
一
郎
氏
が
『
岩
と
雪
』
三
十
号
で
「
あ
ま
り
に
も
芸
が
な

い
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
批
判
を
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
芸
が
な
い
ど

こ
ろ
で
は
な
く
、
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
で
実
際
に
高
所
の
影
響
を
経

験
し
、
高
所
で
十
分
活
躍
で
き
る
よ
う
な
医
師
お
よ
び
医
師
の
卵
を
一
人

で
も
多
く
育
成
で
き
た
こ
と
（
実
際
、
両
峰
を
通
し
て
登
頂
し
た
の
が
十

一
人
に
及
ぶ
）
、
ま
た
次
回
の
遠
征
の
際
、
行
な
わ
れ
る
高
所
医
学
研
究

の
基
礎
と
な
る
、
研
究
デ
ー
タ
が
、
不
十
分
な
が
ら
得
ら
れ
た
こ
と
等
、

当
初
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
私
共
は
満
足
し
て
い
る
。

附
記
日
本
大
学
医
学
部
ボ
リ
ビ
ア
・
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
レ
ァ
ル
遠
征

隊
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

隊
長
川
久
保
芳
彦
（
四
一
歳
）

登
肇
隊
長
柴
田
健
一
（
三
三
歳
）
隊
員
小
浜
卓
司
（
三
九
歳
渉
外

主
任
）
山
口
岱
三
（
三
四
歳
医
療
主
任
）
和
地
健
市
（
三
三
歳
食
糧

主
任
）
水
野
敏
彦
（
二
七
歳
装
備
主
任
）
山
岸
和
夫
（
二
五
歳
輸
送

主
任
）
末
次
哲
郎
（
三
三
歳
研
究
）
小
川
郁
男
（
二
五
歳
渉
外
）
片

山
容
一
（
二
二
歳
学
生
資
料
）
大
野
勉
（
二
二
歳
学
生
会
計
）
国

吉
和
重
（
一
二
歳
学
生
器
材
）
矢
作
隆
（
二
二
歳
学
生
食
糧
）

特
別
参
加
三
好
勝
彦
（
二
六
歳
日
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
）

（53）



私
は
秩
父
宮
殿
下
に
は
一
九
二
六
年
一
月
に
初
め
て
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
一
寸
知
っ
て
い

た
、
侍
従
長
の
松
平
子
爵
が
殿
下
の
副
官
と
し
て
御
一
緒
で
し
た
。

殿
下
は
ス
キ
ー
が
お
好
き
で
す
が
、
本
当
は
登
山
の
方
が
大
好
き
だ
と
の
こ
と
で
し
た
。
滑
降
と
回
転
な
ど
の
ア
ル
。
ヘ
ン
競
技
を
振
興

し
、
こ
れ
を
国
際
的
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
カ
ン
ダ
ハ
ー
・
ス
キ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
発
祥
の
地
で
あ
る
ミ
ュ
ー
レ

ン
は
、
当
然
滑
降
専
門
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
達
に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
殿
下
が
、
そ
の
よ
う
な
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
・
オ
ン
リ
ー
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
で

な
か
っ
た
こ
と
が
、
私
が
ス
キ
ー
に
お
供
し
た
最
初
の
日
に
は
っ
き
り
と
判
り
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
ミ
ュ
ー
レ
ン
で
昼
食
前
の
一
滑
り

に
と
：
…
快
適
な
ス
キ
ー
行
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
一
般
コ
ー
ス
の
一
番
上
に
殿
下
を
御
案
内
し
て
「
殿
下
：
…
・
こ
こ
か
ら

降
り
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。
…
：
」
と
申
上
げ
た
と
こ
ろ
、
殿
下
は
「
も
っ
と
上
ま
で
行
き
た
い
で
す
ね
…
…
」
と
仰
し
や
っ
た
の
で
「
で

も
こ
こ
で
降
り
に
か
か
ら
な
い
と
昼
食
に
間
に
合
う
電
車
を
逃
が
し
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
…
…
」
と
申
上
げ
た
と
こ
ろ
、
殿
下
は
「
電
車

を
ミ
ス
し
て
も
い
い
で
す
よ
…
…
」
と
仰
し
や
い
ま
し
た
の
で
、
な
お
上
へ
登
っ
て
行
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
案
の
定
、
電
車
に
乗
り
遅
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

ス
キ
ー
ヤ
ー
が
カ
ン
ダ
ハ
ー
・
ス
キ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
選
ば
れ
る
に
は
、
か
な
り
高
水
準
の
ス
キ
ー
技
術
を
体
得
し
て
い
な
け
れ

秩
父
宮
殿
下
の
思
い

出

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ラ
ン

（54）



秩父宮殿下の思い出

ぱ
入
会
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
す
。
殿
下
は
ス
キ
ー
ヤ
ー
と
し
て
、
こ
の
入
会
資
格
は
十
分
に
備
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
し
、
そ
の

ス
キ
ー
技
術
で
資
格
を
得
ら
れ
て
、
通
常
会
員
と
し
て
入
会
さ
れ
る
こ
と
を
、
皇
族
と
し
て
の
資
格
で
名
誉
会
員
に
な
ら
れ
る
よ
り
も
強

く
お
望
み
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
立
派
な
こ
と
だ
と
私
達
は
感
じ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

殿
下
は
カ
ン
ダ
ハ
ー
・
ス
キ
ー
・
ク
ラ
ブ
に
立
派
な
賞
杯
を
御
寄
贈
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
そ
の
兄
弟
分
の
間
柄
で
あ
る
ス

イ
ス
大
学
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
と
共
に
、
日
・
英
・
ス
イ
ス
の
三
国
人
が
合
同
参
加
す
る
秩
父
宮
杯
の
争
奪
競
技
会
を
催
し
、
こ
の
計
画
が
実

現
の
暁
に
は
日
本
と
ミ
ュ
ー
レ
ン
と
で
交
互
に
こ
の
競
技
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
、
計
画
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

一
九
二
七
年
、
殿
下
は
ア
ル
プ
ス
に
お
出
掛
け
に
な
り
、
私
は
殿
下
を
ハ
イ
・
ア
ル
プ
ス
に
お
け
る
氷
河
の
ス
キ
ー
行
の
お
楽
し
み
に

御
案
内
申
上
げ
る
光
栄
に
浴
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
ス
キ
ー
行
は
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
卜
の
グ
リ
ュ
ン
ホ
ル
ン
と
か
ピ
ー
リ
ゲ
ル
・
リ

ュ
ッ
ケ
の
ト
ラ
バ
ー
ス
な
ど
と
い
う
、
何
れ
も
ス
キ
ー
で
は
初
登
頂
の
ス
キ
ー
登
山
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
ス
キ
ー
登
山
で
は
、

何
れ
も
途
中
、
あ
る
個
所
で
は
岩
登
り
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
所
な
の
で
す
。

殿
下
は
第
二
次
大
戦
が
始
ま
る
迄
、
登
山
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
殿
下
の
亡
く
な
ら
れ
る
少
し
前
に
私
は
、
拙
書
、
《
尋
辱
震
ミ
ミ
菖

具
学
寺
ミ
。
こ
・
》
を
お
送
り
し
ま
し
た
が
、
こ
の
書
に
は
か
っ
て
殿
下
に
お
供
し
て
登
っ
た
時
の
こ
と
が
記
し
て
あ
る
も
の
で
し
た
が
、

そ
れ
以
来
遂
に
殿
下
に
は
お
目
に
か
か
ら
ず
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
殿
下
は
「
最
も
気
の
重
い
時
に
貴
著
を
読
ん
で
、
ど
れ
ほ
ど
嬉

し
く
感
じ
、
ま
た
心
を
慰
さ
め
ら
れ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
登
山
と
ス
キ
ー
に
関
す
る
本
は
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ス
キ
ー
・
イ
ヤ
ー
・
ブ

ッ
ク
を
含
め
て
、
空
襲
の
際
に
私
の
東
京
の
家
が
焼
失
し
た
と
き
全
部
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
九
二
六
年
の
春
、
貴
方
と
行
を
共
に

し
た
忘
れ
難
い
ア
ル
プ
ス
の
ス
キ
ー
行
の
記
録
を
、
貴
書
の
中
に
見
出
し
て
特
に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
」
と
私
に
お
手
紙
を
下
さ
い
ま

か
の
高
名
な
小
説
家
イ
ヴ
リ
ン
・
ウ
ォ
ー
は
か
つ
て
、
彼
の
同
時
代
の
人
々
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
王
朝
時
代
の
我
々
の
曽
祖
父
た
ち
が

性
に
つ
い
て
自
己
意
識
が
強
か
っ
た
と
同
程
度
に
、
階
級
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
自
己
意
識
が
強
か
っ
た
（
社
会
的
地
位
の
上
下
）
と
述

し
た
。
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べ
て
い
ま
す
。
こ
の
階
級
の
上
下
を
重
視
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
が
、
社
会
的
身
分
を
決
す
る
唯
一
の
要
素
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と

も
ま
た
、
注
意
に
値
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
登
山
家
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
山
岳
の
美
し
さ
を
讃
美
す
る
人
達
と
い
う
も
の
は
、
一
つ

の
特
別
な
、
相
互
に
親
し
い
間
柄
の
階
級
に
属
す
る
も
の
で
、
社
会
的
相
違
な
ど
と
い
う
こ
と
は
殆
ん
ど
問
題
に
し
な
い
よ
う
な
階
級
に

属
す
る
人
達
な
の
で
す
。
多
年
、
私
は
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
フ
リ
ッ
ッ
・
ア
マ
ヘ
ル
と
い
う
男
と
山
登
り
も
し
、
ス
キ
ー
行
も
や
り
ま

し
た
。
我
々
二
人
の
間
柄
は
散
々
苦
労
し
て
登
っ
た
こ
と
や
快
適
な
ス
キ
ー
行
を
や
っ
た
こ
と
、
ま
た
時
に
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う

な
登
山
も
や
っ
た
数
々
の
思
い
出
に
よ
っ
て
、
親
し
く
結
ば
れ
て
い
る
の
で
す
。
曽
て
、
山
好
き
の
私
の
英
国
の
友
人
と
グ
リ
ン
デ
ル
ワ

ル
ト
を
歩
い
て
居
ま
し
た
時
に
、
フ
リ
ッ
ッ
に
パ
ッ
タ
リ
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
友
人
に
私
は
、
こ
れ
は
私
の
友
達
フ
リ

ッ
ッ
・
ア
マ
ヘ
ル
だ
と
紹
介
す
る
と
、
フ
リ
ッ
ッ
は
、
さ
も
批
難
げ
に
「
唯
の
友
達
じ
ゃ
な
い
・
あ
な
た
の
大
の
仲
よ
し
の
一
人
で
す

よ
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
け
だ
し
彼
の
言
っ
た
通
り
で
す
。

フ
リ
ッ
ッ
は
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
、
あ
る
ホ
テ
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
、
ポ
ー
タ
ー
だ
っ
た
の
で
す
。
秩
父
宮
殿
下
は
天
皇
陛

下
の
弟
君
で
あ
り
ま
す
が
、
御
両
人
共
山
が
そ
の
最
良
を
与
え
た
登
山
家
の
仲
間
に
属
す
る
人
達
で
あ
り
ま
す
。
秩
父
宮
殿
下
ほ
ど
山
を

熱
愛
さ
れ
た
方
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
殿
下
が
最
初
に
読
ま
れ
た
英
語
の
本
は
↓
自
胃
』
守
震
ミ
ミ
葛
具
冒
昌
Ｓ
：
で
し
た
。
殿
下
の
語

ら
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
本
で
殿
下
の
御
心
を
捉
え
た
の
は
単
な
る
個
々
の
登
山
の
記
述
で
は
な
く
、
山
の
持
つ
神
秘
の
示
唆
で

あ
っ
た
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
皇
族
の
問
に
回
覧
さ
れ
た
一
雑
誌
の
中
で
、
山
を
愛
す
る
人
々
の
所
感
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ

と
を
、
殿
下
は
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
山
そ
の
も
の
は
久
遠
の
生
命
で
あ
り
、
大
聖
哲
で
あ
る
」
と
。
〔
成
瀬
岩
雄
訳
〕

今
夏
、
た
ま
た
ま
ス
イ
ス
に
旅
行
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
以
前
か
ら
考
え
て
い
た
、
故
秩
父
宮
様
が
、
そ
の
昔
、
ス
イ
ス
で
ス
キ

ー
や
登
山
を
楽
し
ま
れ
た
時
に
お
供
し
た
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ラ
ン
氏
に
「
殿
下
の
思
い
出
」
を
『
山
岳
』
に
執
筆
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
引
受
け
て
く

訳
者
後
記
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秩父宮殿下の思い出

れ
、
早
速
前
記
の
よ
う
な
原
稿
を
送
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
で
私
と
し
て
も
今
度
の
ス
イ
ス
旅
行
の
目
的
の
幾
分
か
を
果
し
得
た
こ
と
を
、
内
心
喜
ん
で
い

る
次
第
で
あ
る
。

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ラ
ン
氏
は
現
在
は
サ
ー
の
称
号
を
持
ち
、
英
国
山
岳
会
の
名
誉
会
員
で
も
あ
り
、
ま
た
数
多
の
ス
キ
ー
や
山
岳
に
関
す
る
著
者
が
あ
り
、

本
会
々
員
諸
兄
の
比
較
的
老
年
の
方
々
は
、
そ
の
名
も
よ
く
御
承
知
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
一
九
二
五
、
六
年
頃
、
未
だ
ス
キ
ー
に
関
す
る
本
が
少
な
い
時

代
に
は
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
・
ス
キ
ー
の
創
始
者
と
し
て
ス
キ
ー
界
に
も
聞
こ
え
高
く
、
、
わ
れ
わ
れ
も
そ
の
頃
は
彼
の
著
書
を
盛
ん
に
愛
読
し
た
も
の
で
あ
る
。

若
い
時
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地
方
の
岩
登
り
で
怪
我
を
し
て
か
ら
片
方
の
足
が
短
か
く
な
り
、
彼
独
特
の
金
具
を
使
っ
て
ス
キ
ー
登
山
を
や
っ
て
い
る
こ

と
も
有
名
な
話
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
秩
父
宮
様
に
対
し
て
は
衷
心
よ
り
尊
敬
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
数
々
の
事
実
が
物
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、

彼
も
も
う
八
十
歳
を
越
す
老
齢
に
達
し
て
お
り
、
今
は
ミ
ュ
ー
レ
ン
・
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
別
壁
で
静
か
な
余
生
を
送
っ
て
い
る
よ
う
で
、
是
非
一
度

日
本
に
も
来
な
い
か
と
交
信
の
度
毎
に
勧
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
取
敢
え
ず
今
回
早
速
執
筆
を
快
諾
し
て
く
れ
、
本
会
と
し
て
も
こ
こ
に
感
謝
の
意

を
表
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
で
日
本
山
岳
会
の
育
て
の
親
と
も
い
う
や
へ
き
英
国
山
岳
会
と
日
本
山
岳
会
と
の
間
も
尚
一
層
緊
密
に
な
れ

ば
、
誠
に
幸
甚
の
至
り
と
思
考
す
る
次
第
で
あ
る
。

尚
、
こ
の
原
稿
が
同
時
に
秩
父
宮
妃
殿
下
の
お
手
許
に
も
、
ラ
ン
氏
よ
り
直
接
届
い
た
由
、
妃
殿
下
も
大
変
お
喜
び
で
あ
り
、
早
速
礼
状
を
書
か
れ
る

と
仰
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
こ
こ
に
併
記
し
て
お
く
。

＊
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ラ
ン
氏
は
、
一
九
七
四
年
六
月
二
日
、
逝
去
さ
れ
た
。
主
著

（
一
九
七
三
年
十
二
月
三
日
）

『
登
山
百
年
史
』
。
（
編
者
注
）
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よ
く
晴
れ
た
夏
、
テ
オ
ド
ー
ル
・
パ
ス
の
山
荘
か
ら
小
さ
な
ク
ラ
イ
ネ
・
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
（
三
八
八
三
メ
ー
ト
ル
）
に
登
っ
た
時
、
陽

の
あ
た
る
下
の
氷
河
で
、
半
分
裸
で
夏
ス
キ
ー
を
た
の
し
む
人
が
い
る
の
に
、
頂
上
の
遭
難
者
の
碑
に
は
し
ず
か
に
雪
が
降
り
か
か
っ

て
い
た
。
こ
の
頂
上
か
ら
仰
ぐ
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
は
、
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
か
ら
見
る
の
と
様
子
が
変
り
、
袴
を
ぬ
い
で
浴
衣
に
で
も
着
替
え

た
よ
う
な
親
し
み
を
感
じ
、
登
る
機
会
を
う
か
が
う
よ
う
に
な
っ
た
。
同
じ
夏
、
ア
イ
ガ
ー
東
山
稜
の
槙
先
生
が
寄
贈
し
た
資
金
を
も
と

に
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
山
関
係
の
人
た
ち
が
、
初
登
肇
を
記
念
し
て
建
て
た
ミ
ッ
テ
ル
レ
ギ
ー
の
小
屋
（
三
三
五
四
メ
ー
ト
ル
）
に
泊

草
軽
が
日
本
の
山
を
登
る
は
き
も
の
で
あ
っ
た
頃
、
先
輩
た
ち
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、
ア
ル
プ
ス
に
登
る
み
ち
を
開
き
、
後
進
は
そ

の
恩
恵
に
浴
し
な
が
ら
、
道
幅
を
ひ
ろ
げ
て
来
た
。
か
つ
て
先
輩
た
ち
が
野
宿
を
し
た
あ
た
り
に
、
避
難
小
屋
が
建
ち
、
生
死
を
か
け
た

悪
場
に
は
、
固
定
ザ
イ
ル
が
下
っ
て
い
た
。
い
ろ
い
ろ
の
施
設
や
、
山
道
具
の
進
歩
で
、
ア
ル
プ
ス
は
登
り
や
す
く
な
っ
た
が
、
手
を
加

え
て
や
さ
し
く
し
た
こ
と
を
残
念
が
る
人
も
少
く
な
い
。
け
れ
ど
も
天
候
の
烈
し
さ
は
今
も
昔
も
変
り
な
く
、
山
の
犠
牲
を
ほ
し
が
る
よ

う
で
あ
る
。
わ
た
し
（
一
九
○
一
年
春
生
）
が
、
い
く
つ
か
の
山
頂
に
立
つ
こ
と
の
出
来
た
の
は
、
み
ん
な
が
組
み
立
て
た
足
場
を
登
り
、

手
が
届
か
な
い
と
若
い
仲
間
の
強
い
肩
車
に
の
り
、
そ
し
て
好
天
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
で
あ
っ
た
。

ア
ル
プ
ス
の
あ
の
日
あ
の
時

佐
藤
久
一
朗
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アルプスのあの日あの時

アイガー東山稜のミッテルレギー小屋

次
の
年
一
九
七
○
年
の
七
月
、
再
び
ア
イ
ガ
ー
を
目
指
し
て
羽
田
を

立
ち
、
近
藤
等
先
生
や
、
毎
年
東
山
稜
を
登
り
、
こ
の
年
で
七
回
目
の

大
倉
大
八
さ
ん
、
写
真
関
係
の
奥
山
章
さ
ん
、
三
宅
修
さ
ん
を
始
め
腕

達
者
な
若
い
仲
間
合
せ
て
九
名
に
ま
も
ら
れ
、
わ
た
し
は
小
西
政
継
と

組
ん
で
登
っ
た
。
そ
の
日
は
素
晴
ら
し
い
登
肇
日
和
で
頂
上
を
越
し
、

西
壁
を
降
っ
て
ボ
ー
デ
ン
ワ
ル
ト
の
ホ
テ
ル
に
帰
る
ま
で
、
風
も
な
い

晴
天
が
つ
づ
い
た
。
ホ
テ
ル
の
玄
関
を
は
い
る
と
人
の
気
配
が
な
い
。

三
階
の
部
屋
ま
で
馳
け
上
っ
て
み
る
と
、
身
体
に
張
り
が
あ
り
足
も
軽

い
。
間
も
な
く
上
っ
て
き
た
小
西
に
「
調
子
が
い
い
か
ら
、
も
う
ひ
と

山
や
っ
て
見
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
」
と
、
物
欲
し
そ
う
な
相
談
を
も
ち
か

け
る
と
、
別
に
反
対
は
し
な
か
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
場
の
外
人
た
ち
も
登

頂
を
よ
ろ
こ
び
、
署
名
を
求
め
る
老
婆
が
い
た
り
、
野
草
の
花
束
を
く

る
こ
と
が
出
来
た
。
晴
天
が
つ
づ
い
た
三
日
目
で
あ
っ
た
が
、
夕
方
ふ

り
出
し
た
雨
は
あ
ら
れ
に
変
り
、
日
が
暮
れ
る
と
小
屋
の
板
張
り
も
岩

も
、
硝
子
を
は
っ
た
よ
う
に
凍
っ
て
光
っ
た
。
一
緒
に
泊
っ
た
ガ
イ
ド

と
ポ
ー
タ
ー
と
三
人
の
お
客
は
、
翌
朝
た
め
ら
う
こ
と
な
く
、
わ
た
し

た
ち
の
あ
と
を
追
う
よ
う
に
引
き
返
し
た
。
逆
層
の
岩
も
、
固
定
ザ
イ

ル
も
凍
っ
た
朝
の
降
り
は
、
気
を
休
め
る
ひ
ま
も
な
か
っ
た
。
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雨
が
ふ
る
と
、
風
呂
好
き
の
小
西
は
二
階
の
大
型
バ
ス
に
浸
り
、
西
洋
の
小
唄
な
ど
口
ず
さ
む
と
、
な
か
な
か
部
屋
に
戻
ら
な
い
。
雨

が
小
降
り
に
な
る
と
、
二
人
は
傘
も
さ
さ
ず
に
坂
を
登
り
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
街
に
出
か
け
、
エ
ミ
ー
ル
爺
さ
ん
の
血
色
の
い
い
顔

を
の
ぞ
い
て
か
ら
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
店
で
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
も
の
を
選
ん
で
食
い
、
上
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
小
西
は
生
ジ
ュ
ー
ス
、
わ

た
し
は
ワ
イ
ン
を
、
持
ち
に
く
い
大
瓶
を
求
め
、
向
い
側
の
店
の
主
人
が
「
お
れ
の
親
爺
は
、
ヘ
ル
槙
も
松
方
さ
ん
も
浦
松
さ
ん
も
田
口

さ
ん
も
よ
く
知
っ
て
い
た
」
と
い
う
ベ
ル
ネ
ッ
ト
さ
ん
の
店
に
は
い
り
、
小
西
が
図
書
部
に
足
を
留
め
る
と
時
間
が
か
か
る
。
わ
た
し
は

地
下
の
山
道
具
の
仕
事
場
を
の
ぞ
い
て
か
ら
、
駅
を
通
り
こ
し
、
お
か
み
さ
ん
が
「
今
年
も
お
い
で
な
す
っ
た
か
」
と
声
を
か
け
て
く
れ

る
雑
貨
屋
に
急
ぎ
、
石
油
の
豆
ラ
ン
プ
や
、
牧
場
の
牛
の
シ
・
ツ
ポ
と
別
の
牛
の
シ
ッ
ポ
を
つ
な
ぐ
ゴ
ム
尋
ハ
ン
ド
な
ど
、
使
い
途
の
あ
て
も

な
い
も
の
を
求
め
、
少
し
上
の
銅
鍋
屋
を
の
ぞ
い
た
り
し
て
い
る
と
、
大
き
な
紙
袋
を
か
か
え
、
頭
の
毛
か
ら
雨
滴
を
垂
ら
し
た
西
洋
乞

食
の
よ
う
な
小
西
が
お
り
て
来
て
、
ポ
ー
デ
ン
ワ
ル
ト
の
屋
根
う
ら
に
帰
る
。
部
屋
に
も
ど
っ
た
小
西
が
、
横
文
字
の
本
を
手
に
し
て
ご

き
げ
ん
な
の
で
、
わ
け
を
聞
く
と
、
東
京
で
探
せ
な
か
っ
た
山
の
本
を
、
あ
の
店
の
本
棚
で
見
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
牛
の
し

っ
ぽ
の
ゴ
ム
バ
ン
ド
を
持
ち
遊
ん
で
い
た
わ
た
し
は
、
四
十
も
歳
が
ち
が
う
の
に
人
間
も
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
っ
た
。

れ
た
女
性
が
五
つ
か
六
つ
の
幼
児
で
あ
っ
た
り
、
ア
イ
ガ
ー
を
眺
め
な
が
ら
、
気
分
の
よ
い
夕
食
を
済
ま
せ
た
と
き
、
小
西
は
「
こ
ん
ど

の
ア
イ
ガ
ー
は
吹
雪
に
も
逢
わ
ず
、
か
す
り
傷
も
お
わ
ず
、
頂
上
を
越
し
て
無
事
に
降
っ
た
。
機
会
は
き
っ
と
来
る
か
ら
今
年
は
こ
の
辺

で
一
と
、
筋
の
通
っ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
気
は
老
人
を
た
し
な
め
る
よ
う
に
崩
れ
は
じ
め
た
。
雷
鳴
と
と
も
に

強
い
雨
が
ふ
り
、
牧
場
か
ら
上
は
白
い
冬
景
色
に
変
っ
た
。
調
子
に
乗
っ
て
慾
ば
っ
た
こ
と
を
口
に
し
た
の
は
、
早
過
ぎ
た
よ
う
で
あ
っ

た
。

四
日
つ
づ
い
た
雨
が
上
り
、
朝
日
が
ア
イ
ガ
ー
の
頂
点
を
紅
く
染
め
る
頃
、
エ
ン
ジ
ン
の
ひ
び
き
が
近
づ
き
、
窓
か
ら
見
え
る
売
店
に
車
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が
と
ま
る
と
、
や
き
た
て
の
パ
ン
や
、
チ
ー
ズ
や
、
濃
い
牛
乳
や
、
イ
チ
ゴ
や
、
菓
子
を
お
ろ
し
て
帰
っ
て
行
く
。
こ
こ
の
標
高
は
一
○

○
○
メ
ー
ト
ル
、
朝
夕
は
冷
え
こ
む
の
に
小
西
は
羽
根
ぷ
と
ん
を
ず
ら
し
、
パ
ン
ツ
一
つ
で
風
も
引
か
ず
に
よ
く
眠
っ
て
い
る
。
ふ
と
ん

を
か
け
て
や
っ
て
も
間
も
な
く
は
ね
の
け
る
の
で
あ
る
。
エ
ベ
レ
ス
ト
南
壁
に
備
え
ト
レ
イ
ニ
ン
グ
を
し
て
い
た
頃
、
「
雨
が
ふ
り
出
し

た
か
ら
丹
沢
へ
行
っ
て
身
体
を
冷
や
し
て
来
ま
し
た
」
と
い
う
小
西
を
思
い
出
し
た
。
よ
く
晴
れ
た
そ
の
日
は
電
車
に
乗
っ
て
ユ
ン
グ
フ

ラ
ゥ
・
ョ
ツ
ホ
に
登
り
、
新
雪
の
山
々
を
眺
め
、
日
本
文
字
の
落
書
署
名
で
隈
な
く
汚
さ
れ
た
廊
下
の
壁
の
前
は
、
肩
身
を
せ
ま
く
し
て

急
い
で
通
り
、
シ
ャ
イ
デ
ッ
ク
に
降
っ
て
日
光
浴
を
し
な
が
ら
、
雪
の
つ
い
た
北
壁
を
、
ま
た
こ
の
笥
逢
つ
だ
西
塗
を
見
上
ず
と
。
二
童

ら
、
雪
の
つ
い
た
北
壁
を
、
ま
た
こ
の
間
降
っ
た
西
壁
を
見
上
げ
た
。
二
度

モンブランのテートルース小屋近くで

去
年
の
七
月
二
十
五
日
、
ギ
ョ
ー
テ
の
小
屋
（
三
八
一
七
メ
ー
ト
ル
）
か
ら

モ
ン
ブ
ラ
ン
に
登
っ
た
朝
、
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
て
外
に
出
る
と
、
夜
中
に
降

っ
た
雪
が
目
映
ゆ
く
光
り
、
あ
わ
て
て
雪
眼
鏡
を
か
け
た
。
ひ
ろ
い
雪
原
の

踏
み
あ
と
を
た
ど
り
、
バ
ロ
の
小
屋
（
四
三
六
二
メ
ー
ト
ル
）
の
あ
た
り
を
過

ぎ
る
と
雲
が
わ
き
、
晴
れ
た
り
曇
っ
た
り
の
天
気
に
な
っ
た
が
、
幸
い
頂
上

で
は
四
八
○
七
メ
ー
ト
ル
の
青
黒
い
空
を
仰
ぐ
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
山
行

は
高
度
順
化
が
目
的
で
、
、
ハ
ロ
の
小
屋
位
ま
で
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
調

子
の
よ
い
の
を
見
た
二
人
は
頂
上
ま
で
リ
ー
ド
し
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

雪
稜
の
傾
斜
が
急
に
な
る
と
植
村
直
巳
は
順
位
を
替
え
て
わ
た
し
の
前
に
立

ち
、
虫
が
は
う
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
登
り
、
小
休
止
で
煙
草
に
火
を
つ
け
よ
う

懸
垂
で
降
り
た
岩
壁
は
雪
が
凍
り
つ
い
て
白
く
、
ア
イ
ガ
ー
の
頂
か
ら
メ
ン

ヒ
の
方
に
、
真
夏
の
雪
煙
が
切
れ
目
な
く
流
れ
て
い
た
。
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と
す
る
と
、
あ
の
コ
ブ
を
越
す
ま
で
我
慢
し
て
と
い
い
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
の
は
い
っ
た
重
く
て
大
き
い
硝
子
瓶
を
と
り
出
し
、
一
口

で
も
い
い
か
ら
飲
め
と
す
す
め
る
。
今
で
な
く
と
も
と
思
っ
て
も
一
度
い
い
出
し
た
ら
、
あ
と
に
は
引
か
な
い
直
巳
で
あ
る
。
そ
の
日
の

午
後
は
厚
い
雲
に
下
界
は
か
く
れ
た
が
、
針
峯
群
は
雲
海
の
上
に
浮
び
出
て
美
し
か
っ
た
。
そ
の
時
刻
に
街
で
は
雷
が
鳴
り
、
強
い
雨
が

降
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
に
つ
い
て
記
す
前
に
、
去
年
の
二
人
の
仲
間
に
ふ
れ
て
見
た
い
。
一
九
七
一
年
と
い
う
年
は
、
グ
ラ
ン
ド
・
ジ
ョ
ラ

ス
に
向
っ
た
小
西
、
植
村
の
隊
が
、
大
寒
波
の
襲
来
と
共
に
消
息
を
断
っ
た
、
と
い
う
公
電
を
知
ら
せ
る
電
話
で
元
旦
を
迎
え
た
年
で
あ

っ
た
。
山
学
同
志
会
の
粒
よ
り
の
隊
で
も
、
こ
と
に
よ
っ
た
ら
と
不
吉
な
想
像
も
頭
を
か
す
め
た
。
男
た
ち
は
陽
の
当
ら
な
い
、
零
下
四

十
度
の
北
壁
で
十
夜
を
迎
え
、
終
り
の
三
日
は
食
糧
も
つ
き
た
。
そ
れ
で
も
岩
と
氷
の
垂
直
の
登
り
に
一
歩
も
譲
ら
ず
、
遂
に
元
旦
の
正

午
、
山
頂
に
立
っ
て
十
一
日
ぶ
り
の
陽
光
を
浴
び
、
荷
揚
げ
し
て
お
い
た
食
糧
を
か
み
し
め
て
、
無
事
で
あ
っ
た
と
い
う
確
報
を
聞
い
た

の
は
数
日
後
の
こ
と
で
あ
り
、
き
び
し
い
北
壁
や
、
登
る
人
の
根
性
に
理
解
の
深
い
土
地
の
人
も
報
道
関
係
も
、
成
功
を
祝
し
ほ
め
た
た

の
は
数
日
後
の
こ
と
で
あ
り
、
き
《

か
く
て
壮
厳
な
も
の
を
体
得
し
た
五
人
の
内
、
植
村
を
の
ぞ
く
四
君
は
、
黒
く
凍
傷
し
た
合
計
二
十
七
本
の
指
を
、
山
の
先
輩
、
長
尾
、

大
森
の
両
医
の
執
刀
で
切
り
落
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
足
先
に
帰
っ
た
小
西
と
直
巳
は
羽
田
か
ら
病
院
に
送
ら
れ
、
一
夜
を
明
し
た
無
傷

の
直
巳
は
、
翌
日
下
宿
に
帰
る
途
中
立
寄
っ
て
く
れ
た
時
、
「
小
西
さ
ん
は
同
志
会
か
ら
み
れ
ば
お
客
ぶ
ん
の
僕
に
、
フ
ェ
ル
ト
の
中
靴

を
は
か
せ
て
く
れ
た
ん
で
す
」
と
語
る
の
で
あ
っ
た
。
小
西
が
指
を
切
っ
て
か
ら
ま
と
ま
っ
た
岩
登
り
を
し
た
の
は
、
去
年
三
人
で
登
っ

た
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
直
巳
は
あ
と
か
ら
、
平
地
を
歩
く
時
よ
り
か
え
っ
て
く
せ
が
な
く
、
滑
ら
か
に
岩
を
掌
じ
る

小
西
を
見
て
、
「
前
と
同
じ
に
登
る
。
よ
か
っ
た
よ
か
っ
た
」
と
く
り
返
し
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
。

え
た
こ
と
も
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
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小
西
が
十
一
本
の
指
に
別
れ
を
告
げ
て
か
ら
、
今
野
君
と
ベ
ッ
ド
を
列
べ
て
治
療
を
う
け
て
い
た
が
、
取
材
記
者
の
来
訪
が
多
く
、
口

あ
ん
熟
つ

に
し
た
こ
と
も
な
い
文
句
が
、
「
指
は
切
っ
て
も
執
念
は
た
た
ぬ
」
な
ど
大
き
な
活
字
で
見
出
し
に
な
っ
た
り
、
餡
蜜
よ
り
甘
い
同
情
の

言
葉
を
、
我
ま
ん
し
て
聞
い
て
い
る
病
室
に
居
合
せ
た
わ
た
し
は
、
「
指
を
切
り
落
し
て
よ
か
っ
た
。
も
う
爪
を
切
る
面
倒
も
な
し
、
水

虫
に
か
か
る
心
配
も
な
く
て
」
と
壁
に
向
っ
て
い
っ
た
の
も
、
そ
の
頃
で
あ
っ
た
。
取
材
記
者
と
か
え
霞
、
也
名
や
票
奇
ま
メ
モ
薑
き
こ

、
そ
の
頃
で
あ
っ
た
。
取
材
記
者
と
い
え
ば
、
地
名
や
標
高
は
メ
モ
書
き
に

モンブラン頂上にて（左から佐藤久一朗，小西政継，植村直巳）

し
略
図
ま
で
添
え
て
も
、
ア
イ
ガ
ー
の
頂
上
か
ら
ミ
ッ
テ
ル
レ
ギ
ー
の
小
屋

が
真
下
に
見
え
た
り
、
西
壁
の
氷
河
の
上
か
ら
裏
側
の
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト

の
街
の
灯
が
宝
石
の
よ
う
に
光
っ
て
い
た
り
、
ざ
ら
め
雪
の
上
を
歩
く
と
ア

イ
ゼ
ン
が
カ
チ
カ
チ
と
音
を
た
て
た
り
す
る
。
ま
た
狭
い
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

の
頂
上
に
、
フ
ラ
ン
ス
領
の
頂
上
を
追
加
し
て
三
つ
に
し
た
と
思
う
と
、
ヘ

ル
ン
リ
稜
の
下
の
方
に
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
は
な
く
て
シ
ャ
モ
ニ
ー
が
あ
り
、

そ
こ
の
ホ
テ
ル
・
ア
ス
ト
リ
ャ
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
、
そ
の
日
の
登
肇
を
回
想

し
て
い
る
の
も
ひ
ど
い
。
山
以
外
の
記
事
も
疑
い
深
く
判
読
す
．
へ
き
こ
と
を

教
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

小
西
が
十
一
本
の
指
と
別
れ
た
こ
と
は
、
小
西
の
ザ
イ
ル
仲
間
で
、
均
整

の
と
れ
た
女
性
ク
ラ
イ
マ
ー
と
の
結
婚
を
早
め
、
新
婦
の
看
護
が
傷
の
回
復

を
早
め
た
。

直
巳
は
小
西
に
代
る
伊
藤
礼
造
君
と
、
国
際
エ
、
ヘ
レ
ス
ト
隊
に
参
加
し
、

高
所
に
滞
留
し
た
時
間
で
も
原
地
の
人
と
親
し
く
暮
し
た
日
数
で
も
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
山
の
体
験
に
も
一
段
と
優
れ
て
い
る
彼
は
、
「
小
西
さ
ん
の
分
も
働
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い
て
来
ま
す
」
と
出
発
し
、
選
ば
れ
た
本
分
を
は
た
し
た
様
子
は
、
ピ
ー
タ
ー
・
ス
チ
ー
ル
隊
員
が
、
「
日
本
人
隊
員
は
私
た
ち
全
員
の

称
賛
の
的
で
あ
っ
た
。
期
待
を
裏
切
る
こ
と
な
く
イ
ギ
リ
ス
人
。
ヘ
ア
を
支
援
し
つ
づ
け
た
。
直
巳
は
自
分
の
酸
素
を
使
わ
ず
、
第
六
キ
ャ

ン
プ
ま
で
二
回
酸
素
を
荷
上
げ
し
て
く
れ
た
。
に
こ
に
こ
笑
っ
て
い
た
小
男
の
東
洋
人
、
利
己
主
義
と
は
正
反
対
の
愛
他
主
義
と
で
も
言

お
う
、
こ
の
人
と
友
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
し
て
い
る
」
（
丹
部
節
雄
君
訳
）
と
記
し
て
い
る
。

直
巳
は
エ
ベ
レ
ス
ト
の
頂
上
に
立
っ
て
帰
国
し
た
時
、
コ
ル
か
ら
上
の
登
り
の
こ
と
を
た
ず
ね
る
と
、
「
あ
あ
も
ズ
バ
ズ
バ
酸
素
を
吸

わ
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、
身
体
は
軽
い
し
、
ヤ
バ
イ
と
こ
ろ
と
い
え
ば
、
斜
め
に
か
ら
む
と
こ
ろ
が
少
し
ば
か
り
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
「
南
壁
を
あ
と
五
○
○
メ
ー
ト
ル
残
し
て
下
山
し
ま
し
た
。
各
国
の
登
山
隊
を
知
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
南

壁
で
死
ん
だ
バ
フ
グ
ナ
（
印
度
隊
員
）
の
お
宅
を
訪
ね
、
墓
参
を
し
て
か
ら
帰
り
ま
す
」
と
い
う
絵
葉
書
が
届
く
と
、
ま
も
な
く
帰
国
し

た
。
列
車
に
ゆ
ら
れ
て
遠
い
イ
ン
ド
の
遺
族
を
訪
ね
、
更
に
山
の
関
係
者
や
、
政
財
界
の
人
た
ち
に
実
情
を
伝
え
た
隊
員
は
、
直
巳
ひ
と

り
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
他
人
の
心
配
や
苦
労
を
、
手
を
拱
い
て
見
て
い
ら
れ
な
い
仏
心
豊
か
な
男
な
の
で
あ
る
。
五
大
陸
の
高
い
山
々

を
ひ
と
り
で
登
り
、
ア
マ
ゾ
ン
六
○
○
○
キ
ロ
を
ひ
と
り
イ
カ
ダ
で
降
っ
た
の
も
、
そ
の
仏
心
が
に
こ
や
か
に
惨
み
出
て
、
原
地
の
人
と

親
し
く
と
け
合
う
の
に
言
葉
は
い
ら
ず
、
み
ん
な
直
巳
の
身
方
に
な
っ
て
く
れ
る
の
だ
と
思
っ
た
。
山
や
ふ
も
と
で
、
小
西
と
直
巳
と
一

緒
に
暮
し
て
い
る
と
、
老
人
の
さ
も
し
い
根
性
に
気
が
つ
き
、
残
念
に
思
う
こ
と
が
た
び
た
び
で
あ
る
。

直
巳
は
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
に
別
れ
て
帰
る
と
、
南
極
横
断
の
下
地
を
固
め
る
た
め
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
飛
び
、
基
地
に
物
資
を
運
ぶ
輸
送

船
に
便
乗
し
、
更
に
砕
氷
船
に
乗
り
替
え
て
、
最
南
端
の
町
に
進
出
す
る
こ
と
な
ど
、
粘
り
強
い
東
奔
西
走
が
つ
づ
い
た
。
そ
の
頃
小
西

と
わ
た
し
は
親
し
い
山
友
達
と
、
ス
リ
ナ
ガ
ー
ル
か
ら
ポ
カ
ラ
か
ら
、
ま
た
ダ
ー
ジ
リ
ン
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
眺
め
る
だ
け
の
旅
を
し
、
小

西
の
足
も
好
調
に
回
復
し
た
。

去
年
の
春
、
直
已
は
い
よ
い
よ
橇
を
携
え
、
北
極
に
近
い
エ
ス
キ
モ
ー
村
に
向
う
こ
と
に
な
っ
た
あ
る
日
、
小
西
と
二
人
で
遊
び
に
来
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蕊

豚

. . ・・拶

’

露．

澱

》

鍵 熱農

マッターホルン頂上にて

て
、
馬
鹿
馬
鹿
し
い
お
話
で
時
を
過
し
て
い
た
時
蕊
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
を
登
る
計
画
を
し
て
い
る
の
だ
と
話
す
と
、
即
座
に
「
一
緒
に
登

り
た
い
。
夏
の
ト
レ
イ
ニ
ン
グ
を
ア
ル
プ
ス
で
や
っ
て
も
同
じ
だ
か

ら
」
と
、
い
う
の
で
あ
っ
た
。

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
に
つ
い
て
は
、
委
細
か
ま
わ
ず
近
藤
等
先
生
の

博
識
に
頼
っ
て
計
画
を
進
め
た
。

先
生
の
博
識
に
は
、
毎
年
登
肇
を
共
に
し
て
い
る
レ
ピ
ュ
フ
ァ
や

コ
ン
タ
ミ
ヌ
や
屈
指
の
ガ
イ
ド
た
ち
の
、
老
人
に
対
す
る
体
験
や
注

意
が
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
言
葉
の
自
由
な
先
生
を
介
し
て
で
な
け

れ
ば
、
知
る
こ
と
の
出
来
な
い
山
の
こ
と
を
、
仲
間
と
共
に
遠
慮
な

く
学
び
と
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

一
九
七
二
年
の
七
月
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
故
障
で
予
定
よ
り
二
日
お
く

れ
て
羽
田
を
立
っ
た
の
は
、
近
藤
先
生
、
小
西
夫
妻
と
紀
元
節
に
生

れ
た
政
継
二
世
の
四
人
半
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
モ
ニ
ー
に
着
く
と
、
フ

ラ
ン
ス
か
ら
勲
章
を
も
ら
っ
た
名
誉
市
民
の
一
年
ぶ
り
の
御
来
遊
と

あ
っ
て
、
訪
れ
る
人
は
山
の
仲
間
だ
け
で
は
な
い
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
い

る
と
思
っ
て
い
た
芳
野
満
彦
さ
ん
が
顔
を
見
せ
た
り
、
談
笑
は
つ
き

な
か
っ
た
。

（65）



モ
ン
ブ
ラ
ン
を
登
っ
て
か
ら
の
休
日
は
、
近
藤
先
生
の
車
で
ク
ー
ル
マ
イ
ュ
ー
ル
に
遊
び
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
伊
太
利
側
の
岩
壁
や
、
一

年
前
小
西
や
直
巳
た
ち
を
苦
し
め
た
ジ
ョ
ラ
ス
の
山
群
を
眺
め
、
ベ
二
の
谷
を
車
で
登
っ
た
。

直
巳
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
極
地
か
ら
、
国
際
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
に
参
加
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
友
人
が
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
に
向
う
車
に
．

便
乗
し
て
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ヤ
で
友
人
と
別
れ
、
そ
こ
で
ポ
ン
コ
ッ
自
転
車
を
手
に
入
れ
る
と
、
天
幕
を
始
め
衣
食
住
の
重
い
道
具
を
つ

ん
で
既
に
シ
ャ
モ
ニ
ー
に
着
き
、
わ
た
し
た
ち
の
到
着
が
二
日
お
く
れ
た
こ
と
は
知
る
よ
し
も
な
く
、
ペ
ダ
ル
を
ふ
ん
で
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に

走
っ
た
が
、
空
し
く
引
き
返
し
て
い
た
。
ホ
テ
ル
の
前
で
、
む
ら
な
く
錆
の
ま
わ
っ
た
ポ
ン
コ
ッ
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
重
い
荷
物
に

よ
く
潰
れ
な
か
っ
た
と
敬
服
し
た
。
こ
の
自
転
車
は
ブ
レ
ー
キ
が
故
障
で
、
峠
を
登
る
時
は
よ
い
が
、
降
り
は
の
ば
し
た
足
を
前
車
の
タ

イ
ヤ
に
か
け
、
靴
の
底
で
制
動
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
シ
ャ
モ
ニ
ー
の
ど
こ
に
お
い
て
も
、
盗
ま
れ
な
い
の
が
取
柄
だ
と
い
う
の
で
あ

っ
た
。
直
巳
の
脚
は
、
ユ
ー
ゴ
の
露
天
商
か
ら
買
っ
た
半
ズ
ボ
ン
が
は
ち
切
れ
そ
う
に
筋
肉
が
も
り
上
り
、
太
も
も
は
陽
に
や
け
て
粉
を

ふ
い
て
皮
が
む
け
て
い
た
。
「
植
村
君
と
い
う
の
は
怪
物
で
す
ね
。
こ
の
間
天
幕
場
を
朝
出
て
モ
ン
ブ
ラ
ン
を
日
帰
り
し
、
夜
の
八
時
に

は
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
い
た
そ
う
で
す
。
一
人
用
の
天
幕
で
、
ジ
ャ
ガ
薯
と
玉
ね
ぎ
の
塩
煮
を
喰
っ
て
暮
し
て
い
ま
し
た
」
と
芳
野
満
彦

さ
ん
が
話
す
の
で
あ
っ
た
。

小
西
一
家
の
ワ
ー
ゲ
ン
で
、
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
ホ
テ
ル
・
バ
ン
ホ
フ
に
移
っ
た
の
は
七
月
二
十
九
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
ホ
テ
ル
の
女
主

人
ビ
ナ
ー
さ
ん
は
、
五
年
前
の
二
月
、
小
西
た
ち
が
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
北
壁
を
目
指
し
て
泊
っ
て
い
た
時
、
山
の
危
険
を
説
き
慈
母
の

よ
う
に
心
を
い
た
め
、
成
功
し
て
下
山
の
時
は
シ
ュ
ワ
ル
ッ
ゼ
ー
ま
で
登
っ
て
一
行
を
迎
え
た
。
親
切
で
信
心
深
い
主
婦
で
あ
る
。

二
階
の
直
巳
と
わ
た
し
の
部
屋
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
す
ぐ
下
に
喫
茶
店
が
、
そ
れ
か
ら
上
の
方
に
駅
前
で
客
を
待
つ
馬
車
が
、
日
曜
で
も

両
替
を
し
て
く
れ
る
銀
行
の
ド
ア
が
、
そ
し
て
通
り
に
列
ぶ
土
産
も
の
屋
を
追
っ
て
見
上
げ
る
と
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
が
聾
え
立
っ
て
い

66）



アルプスのあの日あの時

職1熱蕊… る
の
だ
が
、
そ
の
東
壁
の
雲
は
岩
肌
を
か
く
し
て
動
か
な
い
。
四
日
目
の
明
け
方
、
今
日
も
駄
目
か
と
カ
ー
テ
ン
の
す
き
間
か
ら
の
ぞ
く

と
、
雲
一
つ
な
く
晴
れ
渡
り
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
は
登
り
た
け
れ
ば
、
登
っ
て
来
い
と
、
肩
を
張
っ
て
見
お
ろ
し
て
い
た
。
用
意
を
急
い

だ
三
人
は
、
夕
方
へ
ル
ン
リ
の
小
屋
（
三
二
六
○
メ
ー
ト
ル
）
に
着
い
て
泊
っ
た
。

翌
八
月
二
日
、
お
だ
や
か
な
天
気
が
続
き
、
ア
イ
ガ
ー
と
は
岩
の
様
子
が
違
い
、
高
山
植
物
も
多
い
東
壁
の
大
き
な
岩
を
掌
じ
、
九
時

頃
ソ
ル
ベ
イ
小
屋
（
四
○
○
三
メ
ー
ト
ル
）
に
着
い
て
ス
ー
プ
な
ど
沸
し
て
い
る
と
、
北
壁
か
ら
頂
上
に
登
り
、
今
降
り
て
来
た
三
人
の
ク

ラ
イ
マ
ー
が
疲
れ
た
様
子
で
は
い
っ
て
来
た
。
そ
し
て
煙
草
を
一
本
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
。
小
西
と
直
巳
は
ケ
ン
ト
ー
函
を
呈
し
、

パ
ン
や
バ
タ
ー
や
、
甘
い
も
の
を
分
け
与
え
る
と
、
初
め
遠
慮
し
て
い
た
三
人
は
立
っ
た
ま
ま
で
そ
れ
を
食
い
、
段
々
身
体
も
温
ま
っ
て

パ
ン
や
バ
タ
ー
や
、
等

く
る
様
子
で
あ
っ
た
。

諜

小
屋
を
出
た
直
巳
と
私
は
ザ
イ
ル
を
結
び
、
小

詐
画
西
は
フ
リ
ー
で
あ
と
を
追
い
、
肩
か
ら
上
は
固
定

中
小
ザ
イ
ル
を
頼
っ
た
。
や
が
て
頂
上
に
着
き
腰
を
お

の
，

轌
醸
ろ
す
と
、
北
壁
か
ら
も
、
ウ
イ
ン
パ
ー
隊
の
初
登

り
証
謹
頂
の
時
十
九
歳
の
青
年
ハ
ド
ー
が
滑
っ
て
三
人
の

終
く
を
て
仲
間
を
死
に
誘
っ
た
絶
壁
の
あ
た
り
か
ら
も
、
霧

肇
に

鐙
握
が
舞
い
上
り
、
頂
上
の
十
字
架
を
か
す
め
て
強
く

押
刈
流
れ
、
今
に
も
雪
に
な
り
そ
う
な
陰
気
な
山
頂
で

一
ル

タ
ヘ
あ
っ
た
。
降
り
で
外
人
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
追
い
つ

ツ
◎

マ
山
い
て
も
、
固
定
ザ
イ
ル
を
握
り
時
間
を
か
け
て
降

る
そ
の
組
を
追
い
越
す
こ
と
は
出
来
ず
、
三
人
が
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一
カ
所
に
集
り
長
く
待
つ
こ
と
が
あ
っ
た
。

二
日
前
英
人
二
人
が
墜
死
し
た
と
聞
く
ソ
ル
ベ
イ
小
屋
の
上
の
悪
場
に
来
る
と
、
小
西
は
ル
ー
ト
か
ら
離
れ
た
切
り
立
っ
た
絶
壁
を
選

ん
で
ザ
イ
ル
を
お
ろ
し
、
懸
垂
で
小
西
・
佐
藤
・
植
村
の
順
で
降
り
、
下
の
岩
棚
に
立
っ
た
。
夏
の
ル
ー
ト
を
降
る
外
人
た
ち
を
右
手
に

見
て
追
い
越
し
た
が
、
ふ
り
返
る
と
ま
だ
上
の
方
で
用
心
深
く
動
い
て
い
た
。
小
西
は
こ
の
方
が
早
く
て
ら
く
で
し
ょ
う
と
い
う
。

翌
日
小
雪
の
中
を
ヘ
ル
ン
リ
の
山
荘
に
降
る
時
も
、
老
人
を
ら
く
に
降
ろ
す
懸
垂
を
た
び
た
び
利
用
し
た
の
は
、
三
人
組
だ
け
の
よ
う

で
あ
っ
た
。
ザ
イ
ル
を
太
も
も
か
ら
肩
に
通
す
本
格
派
は
わ
た
し
だ
け
で
、
小
西
と
直
巳
は
右
う
で
に
か
ら
ん
だ
ザ
イ
ル
を
背
中
か
ら
左

手
に
ま
わ
し
、
絶
壁
を
け
と
ば
し
な
が
ら
上
か
ら
も
の
を
落
す
よ
う
に
滑
っ
て
降
る
が
早
い
。

ソ
ル
ベ
イ
小
屋
で
は
三
人
が
た
が
い
ち
が
い
に
ね
て
、
脚
を
抱
い
て
温
か
く
泊
っ
た
。
そ
の
夜
半
か
ら
吹
雪
に
な
り
外
の
便
所
の
扉
は

粉
雪
の
吹
き
溜
り
で
半
分
埋
っ
て
い
た
。
朝
の
九
時
頃
独
乙
の
青
年
が
は
い
っ
て
来
て
、
も
う
登
っ
た
の
か
と
た
ず
ね
、
小
西
と
直
巳
の

こ
と
を
聞
く
の
で
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
南
壁
の
こ
と
、
真
冬
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
や
ジ
ョ
ラ
ス
の
北
壁
の
こ
と
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
登
頂
者
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
単
語
を
列
く
る
と
、
素
晴
ら
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
、
あ
な
た
の
歳
は
い
く
つ
な
の
だ
と
聞
き
、
こ
の
天
気
で
は
今
年
も

登
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
、
あ
な
た
は
ほ
ん
と
に
倖
せ
だ
と
、
天
気
の
回
復
を
祈
り
な
が
ら
淋
し
い
顔
で
い
う
の
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ブ
ラ

ン
を
登
っ
て
一
週
間
目
に
、
こ
の
山
を
登
っ
た
わ
た
し
は
恵
ま
れ
過
ぎ
た
、
ね
た
ま
し
い
老
人
に
見
え
た
は
ず
で
あ
る
。
風
は
弱
ま
っ
た

が
雪
は
止
ま
ず
、
小
さ
な
小
屋
か
ら
出
て
行
く
人
は
な
く
、
溜
ま
る
一
方
で
混
ん
で
来
た
。
十
時
に
降
る
こ
と
に
す
る
と
、
独
乙
の
青
年

が
う
ら
や
む
わ
た
し
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
小
屋
の
ほ
う
き
を
持
ち
、
床
の
も
の
を
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
に
掃
き
集
め
た
。
掃
除
を
手
伝

っ
た
外
人
は
一
人
だ
け
で
、
・
立
ち
列
ぶ
人
た
ち
は
黙
っ
て
静
か
に
見
守
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

ヘ
ル
ン
リ
の
山
荘
も
近
い
乗
越
で
は
、
強
い
吹
雪
に
よ
ろ
め
き
眼
鏡
も
手
袋
も
凍
っ
た
。
食
堂
の
ス
ト
ー
ブ
で
温
ま
る
と
、
小
西
と
直

巳
は
濃
い
ス
ー
プ
と
肉
、
老
人
は
肉
を
食
わ
ず
に
ワ
イ
ン
に
し
た
。
わ
た
し
が
飲
み
は
じ
め
る
と
、
二
人
は
珍
ら
し
く
ビ
ー
ル
を
た
の
ん

で
飲
ん
で
い
た
。
ぬ
れ
た
ズ
ボ
ン
や
し
め
っ
た
も
の
も
乾
き
、
身
体
の
芯
ま
で
あ
た
た
ま
る
と
、
小
西
は
ほ
っ
と
安
心
し
た
よ
う
に
居
眠
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り
を
始
め
た
。
わ
た
し
は
又
し
て
も
二
人
に
か
け
た
苦
労
の
数
々
を
ふ
り
返
り
、
ア
ル
プ
ス
の
運
の
よ
か
っ
た
天
候
の
こ
と
を
思
っ
た
。

ウ
イ
ン
パ
ー
隊
が
初
登
頂
し
た
降
り
の
惨
事
は
、
今
は
固
定
ザ
イ
ル
が
切
れ
な
い
限
り
起
る
ま
い
が
、
そ
の
四
日
後
リ
オ
ン
稜
か
ら
第

二
登
に
成
功
し
た
頑
強
な
ガ
イ
ド
、
カ
レ
ル
は
、
晩
年
す
さ
ま
じ
い
夏
の
雪
に
逢
い
、
小
屋
を
脱
出
し
た
リ
オ
ン
稜
の
降
り
で
は
眼
に
は

り
つ
く
氷
を
は
ら
い
落
し
な
が
ら
、
仲
間
を
牧
場
に
近
い
安
全
な
場
所
ま
で
導
き
な
が
ら
、
遂
に
力
つ
き
て
姥
れ
た
の
は
一
八
九
○
年
の

夏
八
月
、
カ
レ
ル
は
六
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
七
十
二
歳
の
わ
た
く
し
な
ど
、
ま
さ
に
風
前
の
灯
で
あ
る
。

雪
ぐ
も
の
中
に
姿
を
か
く
し
た
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
は
、
毎
年
、
五
、
六
十
人
の
人
の
命
を
召
し
上
げ
て
い
る
そ
う
だ
。
三
人
は
人
影
の

な
い
山
道
を
降
り
、
シ
ュ
ワ
ル
ッ
ゼ
ー
で
五
時
五
十
分
の
最
終
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
乗
っ
た
。
風
も
な
く
暖
か
い
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
街

は
、
二
人
の
英
人
の
遭
難
も
、
乗
越
の
吹
雪
も
、
何
ん
の
か
か
わ
り
も
な
い
よ
う
に
、
観
光
客
で
雑
沓
し
て
い
た
。
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ピ
ン
（
国
ロ
ロ
）

「
今
迄
に
こ
ん
な
辺
鄙
な
地
を
訪
れ
た
の
は
、
旅
行
者
と
し
て
は
恐
ら
く

私
以
外
に
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
の
だ
が
．
：
…
。
今
度
、
再
び
一
八
九
三

年
六
月
十
二
日
、
こ
の
ピ
ン
に
や
っ
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
計
ら
ず
も
十
五

日
、
“
ク
ー
リ
ッ
ジ
さ
ん
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ル
マ
ー
を
伴
っ
て
、
こ
の

地
に
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
ク
ー
リ
ッ
ジ
さ
ん
は
生
憎
、
身
体
の
具
合
が

よ
く
な
い
と
の
こ
と
で
一
日
休
養
さ
れ
る
の
で
、
私
は
十
七
日
ア
ル
マ
ー

と
国
尉
○
句
爵
。
に
登
っ
た
。
私
は
い
つ
も
全
く
の
独
り
で
歩
く
こ
と
が

好
き
な
の
で
、
実
は
以
前
此
処
に
来
た
時
に
も
二
回
は
ガ
イ
ド
レ
ス
で
、

一
回
は
全
く
の
独
り
き
り
で
、
こ
の
山
に
登
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
が
、

山
と
し
て
は
大
し
た
山
で
は
な
い
の
だ
が
、
頂
上
は
広
く
て
平
坦
な
岩
場

に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
併
し
こ
の
山
容
は
南
側
か
ら
見
る
と
下
の
方
は

岩
場
が
飛
出
し
て
い
る
よ
う
な
割
れ
込
み
が
あ
り
、
と
て
も
登
れ
そ
う
に

あ
か
げ
っ
と

ス
イ
ス
・
赤
毛
布
の
旅

も
な
い
よ
う
な
威
赫
的
な
も
の
で
あ
り
、
国
胃
吋
顧
閉
の
イ
タ
リ
ア
側

の
岩
場
か
ら
見
て
も
、
素
晴
し
い
岩
の
割
目
が
目
を
引
く
よ
う
な
山
な
の

で
あ
る
。

後
日
、
今
度
は
ク
ー
リ
ッ
ジ
さ
ん
と
ア
ル
マ
ー
と
私
と
で
○
胃
１
昌
昔
品

に
登
っ
た
。
途
中
、
と
て
も
手
強
い
、
氷
に
閉
さ
れ
た
チ
ム
ニ
ー
に
ぶ
つ

か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ア
ル
マ
ー
の
ゲ
ル
マ
ン
独
特
の
粘
り
強
さ
と
、
緊

張
を
交
え
た
虎
を
も
射
る
よ
う
な
フ
ァ
イ
ト
を
以
て
、
時
に
は
息
を
は
ず

ま
せ
な
が
ら
、
こ
の
難
所
を
切
り
抜
け
て
行
く
の
を
眼
の
あ
た
り
見
て
、

ア
ル
マ
ー
に
向
っ
て
『
如
何
う
か
れ
．
：
…
』
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
彼
は
極

め
て
平
然
と
落
つ
い
た
口
振
り
で
『
仲
々
手
強
い
ね
・
…
：
と
に
か
く
、
一

仕
事
…
…
頑
張
る
…
…
』
と
言
い
な
が
ら
彼
の
適
確
な
判
断
に
よ
っ
て
、

こ
の
難
所
を
切
り
抜
け
た
の
に
は
驚
嘆
の
他
な
か
っ
た
。

そ
の
晩
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
地
階
で
如
何
に
も
古
風
な
、
風

変
り
の
ダ
ン
ス
を
見
た
の
で
あ
る
。
愛
人
に
抱
か
れ
た
一
人
の
娘
は
、
回

成
瀬
岩
雄
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転
の
都
度
一
段
と
声
高
い
口
笛
を
は
り
あ
げ
て
回
転
す
る
、
誠
に
奇
妙
な

踊
り
を
す
る
の
で
あ
っ
た
。
私
も
他
の
娘
を
相
手
に
踊
っ
た
。
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
・
ア
ル
マ
ー
は
召
使
の
少
女
を
相
手
に
踊
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

ク
ー
リ
ッ
ジ
さ
ん
は
こ
れ
ら
若
い
女
性
の
シ
ャ
ピ
ロ
ン
で
も
あ
る
か
の
よ

う
に
、
壁
に
寄
り
掛
っ
て
一
同
の
踊
る
さ
ま
を
、
い
か
に
も
楽
し
げ
に
眺

め
て
い
た
…
・
・
・
。
」

こ
ん
な
書
出
し
で
始
め
ら
れ
た
君
島
①
局
冒
ａ
⑦
旨
の
淘
翁
８
胃
§
Ｃ
苫

。
、
負
菖
。
国
』
岸
ミ
ミ
ミ
鳶
亀
を
初
め
て
読
ん
で
、
も
う
彼
こ
れ
五
十
年

近
く
に
も
な
る
だ
ろ
う
か
…
・
・
・
。
そ
し
て
何
回
読
み
返
し
た
だ
ろ
う
か
…

…
。
爾
来
、
心
ひ
そ
か
に
、
い
つ
か
は
こ
の
ピ
ン
を
訪
れ
て
見
た
い
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
今
度
の
ス
イ
ス
旅
行
で
は
何
ん
と
し
て
も
、
こ
こ
を
訪

れ
る
の
が
最
大
の
目
的
で
あ
っ
た
の
だ
。

ア
ル
プ
ス
に
か
け
て
は
、
そ
の
足
跡
の
広
い
こ
と
で
何
人
も
異
論
の
な

い
ク
ー
リ
ッ
ジ
や
ア
ル
マ
ー
に
避
遁
し
、
し
か
も
ク
ー
リ
ッ
ジ
の
お
抱
え

み
た
い
な
ア
ル
マ
ー
を
一
日
拝
借
し
て
の
登
山
を
楽
し
み
、
ま
た
、
如
何

に
最
眉
目
に
見
た
っ
て
、
あ
の
頑
固
親
爺
で
通
っ
て
い
た
ヒ
ゲ
モ
ジ
ャ

の
、
お
よ
そ
ダ
ン
ス
等
に
は
興
味
な
ど
持
っ
て
い
そ
う
に
も
な
い
ク
ー
リ

ッ
ジ
が
、
ど
ん
な
顔
を
し
て
壁
に
寄
り
掛
っ
て
呂
砦
の
儲
○
邑
よ
ろ
し
く
眺

め
て
い
た
だ
ろ
う
…
．
：
等
と
想
像
さ
す
だ
け
で
も
、
ラ
ー
デ
ン
層
匙
の
旨

の
こ
の
著
書
は
小
生
に
と
っ
て
は
座
右
の
書
で
あ
り
、
家
宝
で
も
あ
っ
た

の
だ
。ラ

ー
デ
ン
は
一
八
九
一
年
に
初
め
て
、
こ
の
ピ
ン
と
言
う
村
を
訪
れ
て

以
来
、
回
を
重
ね
る
に
従
っ
て
、
こ
の
異
郷
に
来
る
と
い
つ
も
わ
が
家
に

帰
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
何
処
の
家
で
も
温
く
迎
え
ら
れ
、
時
に
は
ホ

テ
ル
の
泊
り
客
が
タ
ッ
タ
彼
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
あ
ち
こ
ち
の

民
家
を
訪
ね
回
り
、
こ
ん
な
田
舎
に
は
珍
ら
し
く
完
全
な
英
語
を
話
す
娘

と
、
ス
ラ
ン
グ
や
危
し
げ
な
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
交
え
て
語
り
合

っ
た
り
、
こ
の
娘
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
聞
か
し
て
貰
っ
た
り
、
民
謡
を
歌
っ

て
く
れ
た
り
し
て
、
《
《
弓
罫
の
憩
い
の
房
①
席
四
口
ｐ
旨
い
旦
色
ぐ
①
邑
亘
①
色
の
四
日

四
且
昌
の
Ｏ
目
閂
の
豊
畠
国
の
且
普
管
弓
号
画
の
乱
朋
宮
白
昼
蓮
、
等
と

言
っ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
如
何
に
こ
の
僻
村
を
も
愛
し
、
続
け
て
訪
れ

て
い
る
か
が
判
る
の
で
あ
る
。
併
し
、
一
方
ラ
ー
デ
ン
は
ク
ー
リ
ッ
ジ
程

で
は
な
い
と
し
て
も
、
一
応
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
、
ワ
リ
ス
、
シ
ャ
モ
ニ
ー
・

エ
ギ
ー
ュ
、
そ
の
他
一
流
の
名
だ
た
る
ア
ル
プ
ス
の
山
に
も
、
足
跡
を
拡

げ
て
い
る
隠
れ
た
る
登
山
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
犬
も
歩
け
ば
棒

に
あ
た
る
で
、
ク
ー
リ
ッ
ジ
に
避
遁
す
る
よ
う
な
こ
と
も
、
当
然
あ
る
べ

く
し
て
あ
っ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。

併
し
、
こ
の
ラ
ー
デ
ン
の
十
数
回
に
わ
た
る
ピ
ン
訪
問
は
、
一
八
○
○

年
代
か
ら
始
ま
っ
て
一
九
○
○
年
の
初
め
に
掛
け
て
の
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
今
度
訪
れ
て
見
て
も
い
わ
ゆ
る
「
観
光
の
地
」
と
化
し
て
、
果
し
て

永
年
の
夢
を
ど
の
位
果
し
て
く
れ
る
か
：
。
：
・
と
の
杷
憂
も
抱
い
て
訪
れ
た

の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
心
配
は
全
く
裏
切
ら
れ
、
言
わ
ば
戦
前
の
桧
枝

岐
、
信
州
の
中
尾
村
、
会
津
の
黒
谷
村
み
た
い
な
平
和
な
質
朴
な
僻
村
と

し
て
取
残
さ
れ
て
い
る
の
に
は
、
誰
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い
い
の
か

（71）



判
ら
な
い
が
、
思
わ
ず
「
有
難
い
。
…
：
．
」
と
独
り
ひ
そ
か
に
喜
び
を
感
じ

た
の
で
あ
っ
た
。

僅
か
三
、
四
十
軒
し
か
な
い
こ
の
村
に
は
、
百
年
近
く
に
な
る
と
言
う

ホ
テ
ル
が
村
の
外
れ
に
一
つ
あ
る
だ
け
で
、
ア
ト
は
窓
辺
に
真
紅
の
花
の

置
か
れ
て
あ
る
昔
の
侭
の
木
造
の
民
家
ば
か
り
で
、
村
の
中
心
を
流
れ
る

清
流
を
挟
ん
だ
こ
の
地
は
、
ラ
ー
デ
ン
の
言
葉
を
か
り
れ
ば
「
古
風
な
野

趣
豊
か
な
村
で
、
堆
肥
の
積
み
重
ね
ら
れ
た
暗
い
曲
り
く
ね
っ
た
路
を
通

り
抜
け
て
ホ
テ
ル
へ
行
く
の
は
、
む
し
ろ
汚
な
い
と
も
言
え
る
の
だ
が
、

村
全
体
と
し
て
は
ま
る
で
絵
の
よ
う
で
『
古
代
』
と
言
う
感
じ
だ
。
そ
れ

に
村
の
奥
の
遥
か
彼
方
に
は
○
帝
昌
。
旨
の
氷
河
が
輝
き
、
近
く
の
丘

陵
に
は
野
鳥
の
さ
え
ず
る
モ
ミ
、
落
葉
松
が
繁
り
、
そ
の
一
隅
に
は
千
紫

万
紅
の
花
に
囲
ま
れ
た
教
会
の
白
い
塔
が
一
段
と
光
彩
を
放
つ
、
如
何
に

も
平
和
な
風
景
に
は
む
し
ろ
聖
地
と
言
い
た
い
処
だ
。
い
な
、
こ
こ
か
ら

一
時
間
ば
か
り
の
西
９
房
汀
巾
目
と
言
う
処
に
行
っ
て
見
た
が
、
そ
の

名
の
如
く
こ
こ
の
礼
拝
堂
は
足
の
悪
い
人
達
が
、
ガ
ン
を
掛
け
に
来
る
の

だ
ろ
う
。
：
。
・
・
・
曲
っ
た
足
の
木
型
と
マ
リ
ヤ
像
の
前
に
膝
ま
づ
く
片
輪
の

参
詣
者
の
群
れ
を
描
い
た
図
幅
が
置
か
れ
、
氷
河
の
山
を
背
景
に
し
た
こ

の
チ
ャ
。
ヘ
ル
は
正
に
一
幅
の
絵
で
も
あ
る
。
そ
し
て
扉
に
は
遠
く
一
六
六

七
年
と
か
す
か
に
見
分
け
ら
れ
る
聖
書
の
一
句
が
彫
り
込
ま
れ
、
如
何
に

も
こ
の
村
の
古
さ
を
物
語
る
も
の
と
も
言
え
よ
う
。
」

ホ
テ
ル
で
は
日
本
の
人
が
来
た
の
は
初
め
て
だ
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
処

を
知
っ
て
い
る
の
か
等
と
サ
ロ
ン
や
食
堂
で
顔
を
合
わ
す
相
客
に
愛
想
よ

く
尋
ね
ら
れ
、
中
に
は
ネ
パ
ー
ル
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
マ
ナ
ス
ル
の

話
な
ど
す
る
青
年
夫
婦
も
現
わ
れ
て
、
忽
ち
皆
さ
ん
と
親
し
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
現
在
の
こ
と
だ
か
ら
マ
イ
カ
ー
族
も
来
て
は
い
る
が
、
こ
こ
の

清
流
を
ま
た
ぐ
唯
一
つ
の
石
の
太
鼓
橋
は
苔
蒸
し
た
昔
の
侭
で
、
車
も
や

っ
と
一
台
が
ス
レ
ス
レ
に
通
れ
る
位
の
狭
い
橋
で
、
小
型
の
も
の
だ
と
こ

の
頂
点
を
越
す
に
は
一
回
後
戻
り
し
て
、
惰
性
を
つ
け
て
登
り
直
さ
な
け

れ
ば
進
め
な
い
車
も
あ
る
。
夕
刻
、
偶
々
附
近
の
牧
場
か
ら
お
帰
り
の
牛

に
で
も
会
え
ば
、
先
ず
牛
様
優
先
で
、
そ
の
間
自
動
車
は
橋
の
タ
モ
ト
で

列
を
な
し
て
持
っ
て
い
る
風
景
な
ど
は
、
如
何
に
も
長
閑
な
風
景
で
あ

る
。
村
に
は
さ
さ
や
か
な
、
食
料
を
主
と
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
土
産
物
屋

が
一
軒
ず
つ
あ
る
だ
け
で
至
っ
て
閑
静
な
も
の
で
、
村
の
人
達
は
一
体
ど

う
し
て
生
計
を
た
て
て
い
る
の
か
と
、
疑
い
た
く
も
な
る
の
だ
。
イ
タ
リ

ア
国
境
も
程
近
い
こ
の
地
は
昔
、
密
輸
入
者
の
往
来
は
げ
し
く
、
今
で
も

こ
の
地
特
産
の
水
晶
を
め
ぐ
っ
て
、
密
輸
が
交
換
さ
れ
て
い
る
と
の
話

も
、
ア
ト
で
聞
い
た
話
で
あ
っ
た
。
ホ
テ
ル
に
し
た
っ
て
ス
テ
ィ
ー
ル
・

サ
ッ
シ
ュ
な
ど
全
く
使
っ
て
い
な
い
し
、
古
風
な
木
造
の
家
具
、
日
本
で

も
余
程
田
舎
に
で
も
行
か
な
け
れ
ば
今
で
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
、
荒
削

り
の
木
造
ベ
ッ
ド
で
あ
り
、
窓
の
開
閉
な
ど
も
薄
。
へ
ラ
な
木
の
カ
ン
ヌ
キ

式
で
、
と
に
か
く
こ
の
ピ
ン
は
内
で
も
外
で
も
「
何
も
近
代
式
観
光
地
に

な
ら
な
く
て
も
い
い
、
少
し
で
も
昔
の
侭
を
残
し
て
置
き
た
い
…
…
」
と

言
う
心
遣
い
が
は
っ
き
り
各
所
に
残
さ
れ
て
い
る
と
言
う
感
じ
な
の
だ
。

こ
の
太
鼓
橋
の
傍
に
残
さ
れ
て
い
る
鐘
塔
を
見
上
げ
て
驚
い
た
こ
と
に
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は
、
日
時
計
の
指
針
が
古
ぼ
け
た
侭
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
が
、
今

時
、
日
時
計
を
頼
り
に
す
る
人
も
な
い
だ
ろ
う
：
．
…
。
こ
れ
も
そ
の
侭
で

自
か
ら
古
村
を
思
わ
す
、
今
と
な
っ
て
は
却
っ
て
村
の
一
つ
の
風
情
で
は

な
い
か
・
・
・
…
。
聞
け
ば
家
数
も
最
近
新
築
の
家
が
数
軒
、
村
外
れ
に
出
来

た
だ
け
で
、
殆
ん
ど
昔
と
家
数
は
変
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
こ
こ
に
来

る
交
通
機
関
は
一
日
に
僅
か
数
回
の
郵
便
定
期
バ
ス
だ
け
で
、
道
路
も
山

裾
を
大
回
り
し
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
を
、
シ
イ
二
年
程
前
に

漸
く
燧
道
を
切
開
い
て
ウ
ン
ト
近
く
な
り
、
同
時
に
全
道
舗
装
さ
れ
た
と

言
う
の
だ
か
ら
、
凡
そ
い
わ
ゆ
る
「
観
光
地
」
に
は
御
縁
の
な
い
別
天
地

で
あ
る
わ
け
だ
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
来
て
い
る
ホ
テ
ル
の
客
も
何
れ
も
中

年
、
老
年
の
夫
婦
者
ば
か
り
で
、
浮
世
の
風
が
何
処
を
吹
く
…
…
と
言
う

よ
う
な
ノ
ン
ピ
リ
し
た
雰
囲
気
が
た
だ
よ
い
、
一
大
家
族
の
よ
う
な
も
の

で
も
あ
る
の
だ
。
何
処
に
行
っ
て
も
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
置
い
て
あ
る
日

本
の
観
光
ホ
テ
ル
と
は
凡
そ
大
違
い
で
、
日
頃
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
大

嫌
い
な
小
生
に
と
っ
て
は
、
正
に
理
想
境
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
こ
ん
な
処

な
ら
ラ
ー
デ
ン
な
ら
ず
と
も
本
当
に
幾
日
で
も
い
た
い
と
思
う
の
で
あ
っ

た
。

翌
日
は
こ
の
谷
を
湖
っ
て
五
、
六
時
間
、
イ
タ
リ
ア
国
境
に
近
い
ど
‐

ず
昌
冒
と
言
う
処
の
ス
イ
ス
山
岳
会
の
小
舎
に
出
掛
け
た
。
こ
の
小
舎
に

は
小
舎
番
も
お
り
、
食
糧
を
持
参
す
る
必
要
も
な
い
と
の
こ
と
を
、
此
処

に
来
る
バ
ス
の
中
で
知
り
合
っ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
か
ら
来
た
と
言
う
品
の

い
い
中
年
紳
士
か
ら
聞
き
、
勇
躍
、
出
掛
け
た
の
で
あ
る
。
親
切
そ
の
も

の
の
こ
の
紳
士
は
、
自
分
も
先
日
泊
っ
て
来
た
の
だ
が
、
と
て
も
い
い
処

だ
か
ら
是
非
行
っ
て
ら
っ
し
や
い
と
勧
め
る
し
、
「
ス
イ
ス
山
岳
会
の
小

舎
」
な
ん
て
聞
い
た
だ
け
で
も
、
飛
上
り
た
く
な
る
よ
う
な
話
し
だ
か

ら
、
サ
ブ
ザ
ッ
ク
の
軽
装
に
、
こ
の
紳
士
が
こ
れ
を
持
っ
て
行
き
な
さ
い

と
与
え
て
く
れ
た
、
彼
の
貴
重
な
五
万
分
の
一
の
地
図
之
冒
穂
高
を
手

に
、
未
だ
朝
霧
の
立
ち
込
め
た
小
路
を
発
っ
た
の
は
八
時
前
で
あ
っ
た
ろ

う
か
。
此
処
か
ら
此
処
ま
で
の
路
は
、
路
傍
の
雑
草
に
ゾ
ポ
ン
が
濡
れ
る

か
ら
ゲ
ー
ト
ル
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
…
．
：
、
此
処
で
初
め
て
左
岸
に
渡
る

木
橋
が
あ
る
か
ら
…
…
と
、
小
舎
に
至
る
ま
で
の
ル
ー
ト
を
丁
寧
に
鉛
筆

で
地
図
上
に
示
し
て
く
れ
、
あ
な
た
が
日
本
山
岳
会
か
ら
来
た
と
言
え

ば
、
小
舎
の
宿
泊
費
も
無
料
か
割
引
に
し
て
く
れ
る
か
も
知
れ
な
い
等

と
、
ユ
ッ
ク
リ
し
た
英
語
で
判
る
よ
う
に
、
至
れ
り
尽
せ
り
の
親
切
さ
で

説
明
し
て
く
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

実
は
聯
か
話
は
後
に
戻
る
の
だ
が
、
こ
の
紳
士
に
つ
い
て
は
前
日
自
分

の
よ
う
な
異
国
か
ら
の
旅
行
者
と
し
て
凡
そ
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い

懇
切
を
極
め
た
行
為
に
あ
ず
か
っ
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
、
あ
ら
た
め
て

遥
か
に
敬
意
を
表
し
た
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
ピ
ン
に
来
る
最
終
の
バ
ス
の
中
で
偶
々
隣
り
に
坐
っ
た

こ
の
紳
士
か
ら
、
何
処
か
ら
来
た
の
か
…
…
ど
う
し
て
こ
ん
な
処
を
知
っ

て
い
る
の
か
…
：
．
ホ
テ
ル
の
予
約
は
と
っ
て
あ
る
の
か
…
…
等
と
言
う
話

し
か
ら
始
ま
っ
て
、
早
速
こ
こ
に
来
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
頃
は
ゼ
ロ
ッ

ク
ス
と
言
う
便
利
な
も
の
の
御
厄
介
に
あ
や
か
っ
て
、
ラ
ー
デ
ン
の
一
章

（73）



を
携
え
て
来
て
い
る
の
を
見
せ
、
こ
ん
な
本
を
戦
前
か
ら
読
ん
で
い
て
、

今
度
］
・
眉
・
言
吋
啓
＆
言
穏
を
果
し
に
来
た
の
だ
と
言
っ
た
ら
「
初

め
て
見
る
本
だ
」
と
言
い
な
が
ら
、
実
は
今
日
は
八
月
一
日
。
ス
イ
ス
の

開
国
記
念
日
で
、
一
年
に
一
度
の
国
を
あ
げ
て
の
お
祭
り
騒
ぎ
の
慶
き
日

な
の
で
、
恐
ら
く
ホ
テ
ル
は
予
約
な
し
で
は
難
か
し
い
か
も
知
れ
な
い
。

自
分
は
も
う
二
週
間
も
泊
っ
て
い
る
し
、
他
に
も
古
い
。
ヘ
ン
シ
ョ
ン
が
一

軒
あ
る
だ
け
だ
か
ら
ピ
ン
に
今
晩
泊
れ
る
か
ど
う
か
。
：
：
・
・
で
も
私
が
責

任
を
以
て
泊
れ
る
処
を
探
し
て
上
げ
よ
う
と
、
恰
も
い
た
わ
る
如
く
親
切

に
話
し
掛
け
て
来
る
の
で
あ
っ
た
。

八
月
一
日
が
開
国
記
念
日
で
あ
る
こ
と
は
、
か
ね
て
来
よ
く
知
っ
て
は

い
た
の
だ
が
：
．
…
。
と
言
う
の
は
、
そ
の
昔
、
松
方
三
郎
さ
ん
が
ス
イ
ス

か
ら
帰
朝
後
、
僕
の
生
れ
た
日
は
ス
イ
ス
の
開
国
記
念
日
で
、
ス
イ
ス
は

僕
の
た
め
に
も
誕
生
日
の
お
祝
を
し
て
く
れ
る
の
だ
と
、
満
面
笑
み
を
浮

べ
な
が
ら
話
し
て
居
ら
れ
た
の
を
判
然
覚
え
て
い
た
の
で
、
今
は
病
床
に

あ
え
ぐ
松
方
さ
ん
宛
に
、
こ
の
前
日
「
小
生
永
年
憧
僚
の
地
、
貴
兄
曽
遊

の
地
、
シ
ャ
モ
ニ
ー
よ
り
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
白
雪
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
、
貴
兄

の
よ
り
早
き
健
康
回
復
を
祈
り
、
誕
生
日
の
お
祝
を
申
す
」
と
、
一
筆
を

送
っ
た
ば
か
り
で
も
あ
る
の
で
、
こ
の
古
村
で
松
方
さ
ん
を
思
い
、
小
生

の
五
十
年
こ
の
方
脳
裏
を
去
ら
な
か
っ
た
ピ
ン
の
一
夜
は
何
ん
と
し
て
も

「
是
非
」
と
、
こ
の
親
切
な
紳
士
を
唯
一
の
頼
り
に
す
が
り
つ
く
衝
動
に

駆
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
紳
士
も
ピ
ン
が
と
て
も
好
き
で
既
に

何
回
も
訪
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
今
度
は
ホ
テ
ル
に
は
夫
人
、
親
戚
の

者
、
合
せ
て
数
人
も
一
緒
に
来
て
い
る
と
の
話
で
あ
っ
た
。

ゞ
ハ
ス
に
揺
ら
れ
て
約
一
時
間
。
終
点
か
ら
ホ
テ
ル
迄
は
な
る
程
ラ
ー
デ

ン
の
言
う
、
堆
肥
の
臭
い
の
す
る
石
畳
の
暗
い
曲
り
く
ね
っ
た
路
を
上
っ

て
行
く
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
っ
ち
の
重
い
ト
ラ
ン
ク
を
逸
早
く
手
に
取
り

上
げ
て
行
っ
て
く
れ
る
、
こ
の
紳
士
の
後
に
つ
い
て
行
く
の
で
あ
っ
た
。

早
速
ホ
テ
ル
の
主
人
夫
婦
と
交
渉
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

案
の
定
当
夜
は
満
員
。
で
は
他
の
。
ヘ
ン
シ
ョ
ン
、
そ
の
他
心
当
り
の
泊
め

て
く
れ
そ
う
な
処
を
、
ホ
テ
ル
の
主
人
と
一
緒
に
な
っ
て
八
方
電
話
で
掛

け
合
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
っ
た
が
、
結
局
ピ
ン
で
は
ど
う
し
て
も
今
夜
は

駄
目
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
国
の
閂
彦
の
駅
前
迄
戻
れ
ば
一
軒
国
○
の
§

ホ
テ
ル
の
一
室
が
空
い
て
い
る
。
但
し
地
下
室
で
冬
期
の
ス
キ
ー
客
相
手

の
雑
居
部
屋
だ
が
、
そ
れ
で
も
い
い
か
と
の
こ
と
。
そ
れ
に
も
う
バ
ス
も

な
い
か
ら
、
二
十
フ
ラ
ン
出
し
て
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
で
戻
る
よ
り
他
な
い

が
．
：
…
と
、
至
れ
り
尽
せ
り
の
親
切
な
交
渉
の
結
果
の
報
告
で
あ
っ
た
の

に
は
た
だ
た
だ
、
感
謝
の
言
葉
と
明
日
の
再
来
を
約
し
て
急
ぎ
引
返
す
こ

と
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
更
に
驚
い
た
こ
と
に
は
、
こ
の
紳
士
は
自
分
が
責

任
を
以
て
連
れ
て
来
て
約
束
を
果
せ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
代

は
私
が
負
担
す
る
の
だ
と
言
っ
て
、
ど
う
し
て
も
引
下
ら
な
い
の
に
は
正

直
な
と
こ
ろ
一
瞬
呆
然
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
せ
ち
辛
い
世

の
中
に
、
こ
ん
な
こ
と
が
果
し
て
人
間
の
世
界
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
生

憎
、
親
切
と
か
好
意
と
か
の
言
葉
以
上
の
も
の
を
思
い
出
せ
な
い
の
は
残
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スイス・赤毛布の旅

念
で
あ
る
が
、
凡
そ
わ
れ
わ
れ
俗
人
の
常
識
で
は
お
よ
び
も
つ
か
な
い
こ

の
申
出
に
は
た
だ
感
謝
、
感
激
な
ど
と
言
う
表
現
だ
け
で
済
ま
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
の
だ
が
、
事
実
は
こ
の
紳
士
の
一
歩
も
退
く
様
子
も
見
せ
な

い
態
度
に
は
、
こ
の
際
好
意
に
甘
え
る
よ
り
他
に
《
ど
う
に
も
な
ら
な
い

破
目
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

と
に
か
く
一
応
フ
ィ
ー
シ
ュ
駅
前
迄
引
返
す
タ
ク
シ
ー
の
中
で
も
、
こ

の
好
意
に
対
し
て
未
だ
に
釈
然
と
し
な
い
思
い
に
耽
る
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
ふ
と
、
今
度
ス
イ
ス
に
来
る
前
に
更
め
て
読
み
返
し
た
辻
村
さ
ん
の

『
ス
ゥ
イ
ス
日
記
』
の
一
節
、
遭
難
事
故
で
身
体
の
自
由
を
失
っ
て
車
中
で

横
に
な
っ
た
ま
ま
、
窓
外
の
氷
雪
に
輝
く
山
々
を
眺
め
て
い
る
と
、
通
り

す
が
り
の
、
戦
地
（
第
一
次
大
戦
）
か
ら
帰
郷
す
る
見
ず
知
ら
ず
の
兵
士

達
迄
が
、
一
人
一
人
丁
寧
に
見
舞
の
言
葉
を
掛
け
て
く
れ
た
り
、
荷
物
を
運

ん
で
く
れ
た
り
し
て
「
故
国
で
は
と
て
も
味
わ
え
な
い
悦
ば
し
さ
に
充
た

さ
れ
た
身
体
を
、
こ
の
室
の
中
に
横
た
え
る
事
が
出
来
た
ｌ
中
略
ｌ

山
を
理
解
し
て
く
れ
る
此
の
人
達
と
物
語
る
の
は
、
た
と
え
汽
車
の
響
が

絶
え
ず
痙
痛
を
与
え
る
に
し
て
も
、
私
に
は
非
常
な
幸
福
と
感
ぜ
ら
れ

た
。
趣
味
も
な
く
、
理
解
も
な
い
人
を
、
同
じ
国
民
と
呼
び
交
わ
す
よ
り

も
、
む
し
ろ
国
を
異
に
し
、
語
を
異
に
し
、
ま
た
習
慣
に
も
何
等
の
差
あ

る
に
し
て
も
、
今
こ
こ
に
あ
る
人
々
の
間
に
お
る
こ
と
の
、
遥
か
に
愉
快

な
の
を
、
私
は
つ
い
に
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
…
…
」
を
思
い
出
す
の

で
あ
っ
た
（
こ
の
一
文
は
松
方
さ
ん
も
何
か
に
引
用
さ
れ
て
い
た
）
。

た
だ
、
美
し
い
景
色
を
シ
マ
に
、
土
産
物
屋
が
軒
を
並
べ
、
紙
屑
は
そ

こ
ら
矢
鱈
に
棄
て
放
題
で
、
観
光
国
を
看
板
と
す
る
我
国
と
は
事
違
い
、

総
て
の
国
民
の
一
人
一
人
が
観
光
国
た
る
こ
と
を
自
覚
し
て
こ
そ
、
見
も

知
ら
ぬ
私
の
よ
う
な
旅
行
者
に
迄
、
こ
の
紳
士
の
よ
う
な
態
度
が
生
れ
て

来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
：
…
。

た
と
え
一
人
で
も
二
人
で
も
ス
イ
ス
国
民
の
中
に
こ
の
よ
う
な
紳
士
が

い
る
と
言
う
こ
と
だ
け
で
も
、
私
に
と
っ
て
観
光
を
看
板
と
す
る
ス
イ
ス

魂
と
で
も
言
い
た
い
、
こ
の
懇
切
な
紳
士
と
ス
イ
ス
国
発
展
の
た
め
に
敬

意
を
表
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
夜
は
フ
ィ
ー
シ
ュ
の
ホ
テ
ル
で
一
夜
を
明
か
す
こ
と
に
な
っ
た
の

だ
が
、
果
し
て
夜
半
ま
で
こ
の
ホ
テ
ル
の
食
堂
で
も
開
国
記
念
日
を
喜
ぶ

付
近
の
人
々
が
、
男
女
各
々
古
風
な
民
族
衣
裳
に
身
を
固
め
て
、
ピ
ア
ノ

や
ギ
タ
ー
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
合
せ
て
杯
を
あ
げ
、
踊
り
回
り
、
こ
っ

ち
に
も
仲
間
に
入
れ
と
杯
を
差
出
す
の
で
あ
っ
た
が
、
シ
イ
こ
の
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
に
引
き
ず
ら
れ
て
盃
を
重
ね
、
更
め
て
遥
か
に
松
方
三
郎
さ

ん
の
健
康
恢
復
を
祈
る
の
で
あ
っ
た
。
外
で
は
少
年
少
女
達
の
焚
火
を
囲

ん
で
の
ポ
ー
イ
ス
・
ソ
プ
ラ
ノ
が
夜
半
ま
で
続
き
、
誠
に
珍
ら
し
き
慶
き

日
に
遭
遇
し
た
の
を
喜
ん
だ
次
第
で
あ
る
。

翌
日
は
早
速
ピ
ン
に
引
返
し
て
こ
の
紳
士
に
厚
く
礼
を
述
べ
、
何
か
の

時
に
役
立
つ
か
も
知
れ
な
い
と
、
持
参
に
お
よ
ん
で
い
た
木
彫
り
の
お
盆

を
紳
士
夫
妻
に
進
呈
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
位
の
こ
と
は
俗
人
の
す

る
当
然
の
こ
と
で
、
こ
の
紳
士
の
好
意
に
比
べ
る
に
は
あ
ま
り
に
勿
体
な

い
話
で
も
あ
ろ
う
。
月
と
ス
ツ
ポ
ン
の
臂
え
み
た
い
だ
ろ
う
が
・
・
・
：
．
。
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こ
の
紳
士
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
近
く
の
即
色
こ
の
罠
①
犀
と
言
う
小
都
市

で
自
家
営
業
を
や
っ
て
居
ら
れ
、
そ
の
名
は
富
国
関
さ
ん
と
の
こ
と
。

一
見
、
学
者
風
の
温
厚
な
容
顔
は
今
以
て
私
の
脳
裏
に
判
然
と
残
っ
て
居

り
、
将
来
共
末
永
く
文
通
や
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
の
交
換
を
続
け
て
、
ピ

ン
に
お
け
る
楽
し
き
旅
の
思
い
出
の
一
端
と
し
た
い
気
持
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
余
談
は
こ
の
位
に
し
て
、
再
び
ス
イ
ス
山
岳
会

の
小
舎
行
に
戻
る
と
…
：
．
。

例
の
太
鼓
橋
を
渡
っ
て
左
折
、
国
ロ
ロ
①
冒
弓
巴
の
右
岸
に
沿
う
小
路
を

進
み
、
Ｑ
①
“
の
２
（
一
四
五
八
メ
ー
ト
ル
）
の
村
を
過
ぎ
る
頃
、
谷
間
も
漸

く
開
け
て
来
る
と
、
姿
は
見
え
な
い
が
牛
の
首
の
鈴
の
音
が
か
す
か
に
聞

こ
え
て
来
る
の
で
あ
っ
た
。
正
に
桃
源
境
と
言
い
た
い
処
だ
。
路
傍
の
、

マ
リ
ヤ
像
を
嵌
め
込
ん
だ
小
塔
は
、
日
本
で
言
え
ば
道
祖
神
と
言
う
と
こ

ろ
だ
ろ
う
…
…
。
こ
の
前
で
先
ず
は
一
服
と
言
う
こ
と
に
し
て
い
る
と
、

朝
霧
も
す
っ
か
り
晴
れ
上
り
、
タ
ン
ネ
の
森
の
彼
方
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
か

ら
来
た
小
学
生
の
群
れ
の
キ
ャ
ン
プ
が
見
え
る
と
、
今
度
は
遥
か
谷
奥
に

オ
フ
ェ
ン
ホ
ル
ン
（
三
一
七
二
メ
ー
ト
ル
）
の
氷
雪
に
輝
く
頂
上
が
大
き

く
姿
を
表
わ
し
て
来
る
。
路
は
こ
れ
を
目
指
し
て
真
す
ぐ
に
進
め
ば
よ
い

の
だ
。
足
元
は
無
数
の
赤
、
黄
、
紫
の
野
花
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
足
の
踏
み

場
も
な
い
く
ら
い
・
露
に
ぬ
れ
る
か
ら
と
教
え
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
可
憐

な
花
の
群
れ
か
し
ら
ん
…
…
等
と
思
い
な
が
ら
、
右
手
を
仰
ぐ
と
裾
に
雪

の
ス
カ
ー
ト
を
張
り
め
ぐ
ら
し
た
よ
う
な
陣
武
号
○
日
（
二
九
三
○
メ
ー

ト
ル
）
、
ど
耳
屋
巨
ｇ
ｇ
（
二
八
八
五
メ
ー
ト
ル
）
の
山
々
が
青
空
を
切
り
込

む
ナ
イ
フ
の
よ
う
だ
。
や
が
て
路
は
右
、
国
鳥
①
ご
‐
の
①
①
の
小
湖
水
、
左
、

○
・
房
の
具
の
鹿
と
言
う
指
導
標
に
従
っ
て
左
岸
に
移
り
、
つ
ま
先
上
り
の

登
り
に
な
っ
て
、
一
九
五
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
こ
の
本
流
は
左
右
二
本

に
別
れ
、
○
３
ｍ
①
ａ
①
匡
へ
は
右
の
沢
に
沿
う
路
を
測
る
こ
と
に
な
る
・
路

は
割
合
広
く
な
り
、
○
・
房
①
鼠
の
匡
（
一
二
九
二
メ
ー
ト
ル
）
に
近
く
な
る

と
、
そ
の
名
の
示
す
如
く
一
面
の
広
大
な
湿
原
と
な
り
、
左
側
の
小
高
い

丘
に
登
山
小
舎
か
と
思
わ
す
よ
う
な
石
室
が
遥
か
に
望
ま
れ
る
の
で
あ
っ

た
が
、
や
が
て
耳
に
入
っ
て
来
た
ク
ラ
リ
オ
ン
の
音
で
牛
小
舎
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
な
る
程
、
十
数
頭
の
牛
の
姿
も
目
に
入
っ
て
来
る
の
で
あ

っ
た
。
オ
フ
ェ
ン
ホ
ル
ン
の
氷
河
か
ら
流
れ
て
来
る
無
数
の
細
流
の
傍
に

腰
を
下
し
て
、
一
服
、
昼
食
と
し
た
の
は
正
午
近
く
で
あ
っ
た
。
ど
う
せ

独
り
歩
き
。
小
舎
迄
は
も
う
そ
ん
な
に
遠
く
な
い
こ
と
は
地
図
で
見
て
判

然
し
た
し
、
テ
ル
モ
ス
の
紅
茶
と
パ
ン
、
冷
肉
に
空
腹
を
満
た
し
て
か
ら

ク
ラ
リ
オ
ン
の
音
に
夢
う
つ
つ
、
ユ
ッ
ク
リ
華
青
の
国
に
遊
ぶ
こ
と
に
し

た
。
足
元
の
細
流
は
、
ま
る
で
今
し
が
た
氷
河
の
暗
い
穴
か
ら
明
る
み
へ

開
放
さ
れ
て
、
紫
や
黄
の
花
に
迎
え
ら
れ
先
を
競
っ
て
喜
び
叫
ん
で
い
る

よ
う
だ
。
あ
る
い
は
か
げ
ろ
う
と
な
っ
て
青
空
に
ユ
ッ
ク
リ
上
っ
て
行
く

の
も
あ
る
。
約
一
時
間
も
夢
の
国
に
遊
ん
だ
ろ
う
か
…
…
。
こ
の
花
の
群

れ
を
過
ぎ
る
と
小
滝
に
沿
っ
て
急
坂
と
な
り
ま
た
、
広
い
草
地
の
牧
場
地

帯
に
出
る
。
オ
フ
ェ
ン
ホ
ル
ン
の
針
塔
も
仰
ぎ
見
る
ば
か
り
に
近
く
な

り
、
そ
の
麓
、
か
す
か
に
赤
地
に
白
の
十
字
架
の
ス
イ
ス
国
旗
の
な
び

く
、
待
望
の
ス
イ
ス
山
岳
会
の
小
舎
が
ボ
ー
と
見
え
る
で
は
な
い
か
…
…
。
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「
も
う
、
し
め
た
」
と
ば
か
り
先
ず
は
安
心
と
、
も
う
一
度
、
地
図
と
サ

ブ
ザ
ッ
ク
を
投
げ
出
し
て
緑
の
シ
ト
ネ
に
足
を
投
げ
出
し
、
テ
ル
モ
ス
に

残
る
最
後
の
一
杯
を
す
す
り
な
が
ら
四
囲
を
見
回
し
て
一
休
み
し
た
も
の

の
、
こ
う
な
る
と
一
刻
も
早
く
小
舎
に
近
付
き
た
く
な
り
、
最
後
の
登
り

を
急
ぎ
足
に
進
む
の
で
あ
っ
た
。
微
風
に
揺
ら
ぐ
山
岳
会
の
旗
は
胸
の
中

ま
で
揺
り
動
か
し
て
来
る
。
遂
に
来
た
来
た
。
時
に
午
後
三
時
少
々
前
。

丁
度
そ
の
時
、
小
舎
か
ら
表
わ
れ
た
真
紅
の
ス
ェ
ー
タ
ー
を
ま
と
っ
た
少

女
と
薄
緑
の
石
小
舎
と
、
赤
地
に
白
十
字
の
旗
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
何

ん
と
言
っ
て
よ
い
か
…
：
．
。
早
速
カ
メ
ラ
を
取
り
出
し
た
の
だ
が
、
何
し

ろ
こ
こ
十
数
年
来
、
カ
メ
ラ
は
手
に
し
た
こ
と
も
な
い
の
だ
が
、
今
度
ば

か
り
は
そ
う
度
々
来
ら
れ
る
処
で
も
な
い
と
思
っ
て
「
馬
鹿
チ
ョ
ン
・
カ

メ
ラ
」
を
持
っ
て
来
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
自
信
が
な
い
の
で
シ
ッ
カ
リ

と
落
付
い
て
立
て
続
け
に
三
枚
程
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
た
。
入
口
に
掲
げ

ら
れ
た
「
ス
イ
ス
山
岳
会
、
ロ
①
帝
日
。
昌
静
昌
○
ご
所
属
の
国
旨
ロ
の
自
旦

国
冨
①
」
と
言
う
ブ
ロ
ン
ズ
が
眼
に
入
る
と
、
益
々
胸
を
波
立
た
せ
る
の

で
あ
っ
た
。
早
速
冥
巴
①
吋
氏
の
「
日
本
山
岳
会
の
人
」
な
る
旨
の
紹
介

状
の
名
刺
を
小
舎
番
に
提
出
に
お
よ
ん
だ
と
こ
ろ
、
部
厚
な
雨
宮
胃
ご

国
口
呂
を
取
出
し
て
署
名
を
促
さ
れ
た
の
だ
が
、
永
年
憧
慢
の
ス
イ
ス
山

岳
会
の
小
舎
に
わ
が
名
を
残
す
…
…
、
そ
の
嬉
し
さ
で
胸
が
一
杯
と
言
う

の
が
偽
ら
ざ
る
告
白
で
あ
っ
た
の
だ
。
小
舎
の
内
部
は
左
側
が
調
理
台
流

し
台
、
右
側
が
蚕
棚
で
二
段
ベ
ッ
ド
に
な
っ
て
居
り
、
真
中
に
ス
ト
ー
ブ

が
据
付
ら
れ
て
そ
の
横
に
部
厚
い
テ
ー
ブ
ル
が
置
い
て
あ
る
、
日
本
で
も

処
々
に
見
る
も
の
と
変
り
は
な
い
の
だ
が
、
何
し
ろ
場
所
が
場
所
だ
か
ら

堪
ら
な
い
…
：
・
・
冨
の
胃
氏
は
先
日
こ
の
小
舎
に
泊
ら
れ
た
時
に
は
、
十

三
人
も
泊
っ
て
狭
く
て
弱
っ
た
等
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
今
日
は
ど
う

や
ら
自
分
一
人
の
よ
う
だ
。
丁
度
、
一
足
先
に
来
た
ら
し
い
お
客
は
昨
日

ホ
テ
ル
で
親
し
く
な
っ
た
ネ
パ
ー
ル
に
行
っ
た
と
言
う
青
年
夫
妻
で
あ
っ

た
が
、
計
ら
ず
も
、
ま
た
こ
こ
で
の
奇
遇
を
喜
び
あ
う
の
で
あ
っ
た
が
、
彼

等
は
日
帰
り
で
間
も
な
く
《
《
の
負
匙
目
。
屍
〕
と
別
れ
の
握
手
を
交
わ
し
て

ピ
ン
に
引
返
し
て
行
っ
た
。
も
う
一
人
、
こ
れ
も
日
帰
り
す
る
と
言
う
オ

ラ
ン
ダ
か
ら
来
た
と
言
う
中
年
の
美
し
い
婦
人
が
独
り
居
た
が
、
こ
の
婦

人
は
よ
く
も
日
本
か
ら
こ
ん
な
処
に
来
た
…
…
と
愛
想
よ
く
《
へ
目
の
四
…
○
局

録
目
①
：
・
・
・
等
と
英
語
の
通
じ
な
い
小
舎
番
と
の
通
訳
を
買
っ
て
出
て
く

れ
る
の
で
あ
っ
た
。
早
速
目
３
の
注
文
を
願
っ
た
も
の
の
、
ウ
ド
ン
丼

位
の
、
大
鉢
み
た
い
な
の
に
部
厚
い
レ
モ
ン
を
投
げ
込
ん
だ
紅
茶
を
出
さ

れ
、
ま
る
で
レ
モ
ン
が
中
で
泳
い
で
る
よ
う
で
、
こ
れ
に
は
冑
が
三
分
の

一
し
か
な
い
小
生
は
、
思
わ
ず
鮮
易
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
小
舎
番
は

女
房
と
十
五
歳
を
頭
に
三
人
の
少
女
で
、
こ
の
小
舎
を
管
理
運
営
し
、
傍

ら
付
近
一
帯
が
放
牧
地
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
牛
乳
も
絞
っ
て
酪
農
家
へ

供
給
も
や
っ
て
い
る
の
だ
と
の
こ
と
。
ひ
と
先
ず
一
服
の
後
、
こ
こ
二
四

○
○
メ
ー
ト
ル
の
小
舎
か
ら
間
近
い
ア
ル
ブ
ル
ン
・
パ
ス
へ
腹
す
か
し
に

出
掛
け
て
見
た
。
僅
か
三
十
分
で
達
す
る
こ
の
峠
は
二
六
○
○
メ
ー
ト
ル

位
。
右
に
ア
ル
ブ
ル
ン
ホ
ル
ン
（
二
八
八
五
メ
ー
ト
ル
）
左
に
オ
フ
ェ
ン
ホ

ル
ン
（
三
一
七
二
メ
ー
ト
ル
）
の
峨
々
た
る
岩
稜
に
狭
ま
れ
た
割
合
広
い
峠
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で
あ
り
、
こ
こ
を
一
歩
越
え
れ
ば
イ
タ
リ
ア
領
と
な
る
。
峠
か
ら
イ
タ

リ
ア
側
へ
の
路
は
残
雪
に
タ
ッ
プ
リ
埋
も
れ
、
グ
リ
セ
ー
ド
に
は
チ
ョ
ッ

ト
考
え
度
く
な
る
よ
う
な
急
坂
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
遥
か
下
方
の
一

帯
は
緑
の
丘
が
夕
日
に
映
え
、
突
然
、
虹
が
掛
っ
て
来
た
の
を
見
て
、
遠
来

の
旅
人
を
歓
迎
し
て
く
れ
る
天
の
仕
業
か
…
…
と
勝
手
に
解
釈
し
て
、
し

ば
ら
く
路
傍
の
石
に
腰
を
お
ろ
し
て
一
服
を
味
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
虹
の

消
え
る
ま
で
、
こ
の
大
自
然
の
真
只
中
で
一
服
を
つ
け
て
い
る
と
、
四
辺
の

あ
ま
り
の
静
け
さ
に
耳
の
中
は
フ
ァ
ー
ン
と
鳴
っ
て
い
る
。
冨
凰
の
Ｈ
氏
の

鉛
筆
で
記
し
て
く
れ
た
ル
ー
ト
は
、
こ
の
イ
タ
リ
ア
側
の
急
坂
を
下
っ
て

オ
フ
ェ
ン
ホ
ル
ン
の
下
を
右
に
巻
き
宅
甘
言
警
○
の
小
湖
を
回
っ
て
ピ
ン

に
帰
っ
て
い
る
が
、
チ
ョ
ッ
ト
こ
の
通
り
も
歩
い
て
見
た
く
な
る
よ
う
な

登
山
ル
ー
ト
で
あ
る
。
勿
論
、
ラ
ー
デ
ン
等
は
こ
の
辺
り
は
既
に
一
八
九

○
年
頃
初
登
山
等
盛
ん
に
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
著
書
に
も
載
っ
て

い
る
し
、
小
生
と
し
て
も
一
応
、
ク
ー
リ
ッ
ジ
の
目
訂
津
守
画
ミ
ミ
ミ
授
爵

Ｑ
琶
旦
国
営
ミ
ピ
巻
末
の
山
群
別
の
一
章
、
Ｆ
ｇ
ｏ
昌
昌
①
と
潟
の
処
に
も

チ
ャ
ン
ト
載
っ
て
い
る
こ
の
ア
ル
ブ
ル
ン
・
パ
ス
だ
か
ら
欲
は
言
う
ま
い

…
…
、
こ
れ
だ
け
で
も
充
分
満
足
な
山
行
で
あ
っ
た
の
だ
。
夕
日
に
燃
え

る
イ
タ
リ
ア
側
の
山
稜
に
名
残
り
を
惜
し
み
、
小
舎
に
引
返
す
こ
と
に
し

た
の
は
五
時
も
大
分
過
ぎ
て
い
た
か
。
；
…
。
小
舎
に
帰
り
着
い
て
見
る
と

二
人
の
青
年
登
山
家
が
オ
フ
ェ
ン
ホ
ル
ン
の
登
山
か
ら
帰
っ
て
来
た
と
の

こ
と
。
何
れ
も
ス
イ
ス
山
岳
会
の
会
員
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
幸
い
英
語
も

巧
に
話
す
の
で
、
自
ら
日
本
の
山
の
話
な
ど
に
も
花
を
咲
か
す
こ
と
が
出

来
、
楽
し
き
一
夜
を
満
喫
出
来
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
終
始
小

舎
番
と
こ
っ
ち
と
の
間
の
通
訳
を
率
先
引
受
け
て
く
れ
、
「
何
ん
で
も
判
ら

な
い
こ
と
は
遠
慮
な
く
言
っ
て
く
れ
」
と
親
切
に
申
し
出
て
く
れ
る
の
で

あ
っ
た
。
早
速
、
晩
飯
と
な
る
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
二
青
年
を
通
じ
て

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
か
マ
カ
ロ
ニ
ー
を
欲
し
い
と
頼
ん
だ
ら
、
こ
れ
ま
た
肉

の
罐
詰
を
ま
る
ま
る
プ
チ
込
ん
だ
マ
カ
ロ
ニ
ー
を
大
皿
に
山
盛
り
…
…
。

そ
の
三
分
の
一
も
食
え
そ
う
に
も
な
い
大
盛
り
に
、
先
程
の
ド
ン
ブ
リ
紅

茶
を
出
さ
れ
た
に
は
思
わ
ず
尻
込
み
し
て
し
ま
っ
た
。
夜
に
な
る
と
外
は

一
時
、
相
当
激
し
い
俄
雨
に
な
っ
て
、
益
々
国
冒
①
ロ
Ｆ
冨
冒
の
快
感
を

味
わ
え
、
こ
の
二
青
年
の
差
出
す
地
酒
の
赤
ブ
ド
ウ
酒
に
ホ
ロ
酔
い
、
二

階
の
毛
布
に
く
る
ま
っ
て
寝
に
つ
い
た
時
は
下
の
ス
ト
ー
ブ
の
暖
気
で
上

衣
を
ぬ
ぐ
程
暑
く
な
り
、
雨
に
も
め
げ
ず
野
外
に
佇
む
牛
の
群
の
か
す
か

な
ク
ラ
リ
オ
ン
の
音
に
引
か
れ
つ
つ
、
夢
路
を
辿
る
の
は
正
に
天
下
泰

平
、
こ
れ
に
過
ぐ
る
も
の
な
し
で
あ
っ
た
。

グ
ッ
ス
リ
寝
ら
れ
て
翌
朝
は
、
い
つ
も
早
起
き
勝
ち
の
小
生
は
六
時
前

に
眼
覚
め
、
昨
夜
の
俄
雨
の
名
残
り
の
朝
霧
の
立
ち
込
め
る
中
を
傍
の
冷

水
で
洗
面
に
出
る
と
、
ま
た
し
て
も
何
れ
と
も
判
ら
ぬ
方
向
か
ら
ク
ラ
リ

オ
ン
の
緩
や
か
な
音
が
、
朝
モ
ヤ
を
通
し
て
聞
こ
え
て
来
る
の
で
あ
っ

た
。
日
本
の
都
会
で
は
と
て
も
味
わ
え
な
い
脂
肪
の
ト
ロ
ッ
と
し
た
牛
乳

の
美
味
さ
は
、
朝
食
の
パ
ン
と
チ
ー
ズ
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
一
段
と
食
欲
を

そ
そ
る
の
で
あ
っ
た
。
二
青
年
も
今
日
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
迄
帰
る
と
の
こ

と
で
、
七
時
に
一
緒
に
こ
の
小
舎
を
後
に
し
た
。
小
舎
番
の
夫
妻
は
ま
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た
、
来
年
も
来
い
と
愛
想
よ
く
握
手
を
求
め
、
二
三
言
笑
い
な
が
ら
こ

れ
は
こ
の
付
近
に
咲
く
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
で
昨
日
摘
ん
だ
ば
か
り
だ
：
．
．
：

と
言
っ
て
、
こ
の
地
特
産
の
水
晶
の
小
石
と
一
緒
に
呉
れ
る
の
で
あ
っ
た

が
、
本
当
に
今
度
は
ユ
ッ
ク
リ
と
滞
在
し
て
こ
の
付
近
の
山
で
も
登
り
た

い
も
の
だ
。

「
あ
あ
何
ん
と
楽
し
い
ス
イ
ス
山
岳
会
の
小
舎
の
一
夜
で
あ
っ
た
こ
と

か
…
…
・
」
こ
の
二
日
は
よ
く
毛
唐
の
使
う
言
葉
を
拝
借
す
れ
ば
、
正
に

「
黄
金
の
日
」
で
あ
っ
た
の
だ
。

ピ
ン
ま
で
大
股
の
外
人
で
、
し
か
も
若
い
二
青
年
に
果
し
て
つ
い
て
行

け
る
か
な
ど
と
内
心
気
懸
り
に
も
な
っ
た
が
、
ど
う
せ
昨
日
の
路
通
し
降

れ
ば
何
ん
と
言
う
こ
と
も
な
い
．
：
…
遅
れ
れ
ば
ど
う
ぞ
お
先
に
と
言
え
ば

い
い
と
独
り
決
め
込
ん
で
、
こ
の
二
人
と
小
舎
を
後
に
し
た
の
で
あ
っ
た

が
、
二
青
年
も
ま
さ
か
こ
ち
ら
の
た
め
に
ユ
ッ
ク
リ
歩
い
て
い
る
よ
う
で

も
な
い
の
で
、
結
局
ピ
ン
迄
、
ま
た
色
々
語
り
合
い
な
が
ら
途
中
一
回
、

一
服
つ
け
た
だ
け
で
十
時
頃
に
は
帰
り
着
い
て
し
ま
っ
た
。

ピ
ン
も
間
近
く
な
っ
た
頃
だ
っ
た
。
フ
ト
、
こ
の
二
青
年
に
ス
イ
ス
で

こ
の
ビ
ン
み
た
い
な
人
の
少
な
い
静
か
な
山
村
は
な
い
か
と
尋
ね
て
見
た

ら
、
即
座
に
「
あ
る
：
。
…
あ
る
：
。
…
」
と
喜
ん
で
す
ぐ
様
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら

鉛
筆
を
出
し
、
地
図
の
裏
の
白
面
に
○
滞
身
目
厨
ｇ
‐
の
矧
冒
目
画
き
と

記
し
て
く
れ
、
ホ
テ
ル
も
一
軒
あ
る
し
、
最
近
、
付
近
に
ス
イ
ス
山
岳
会

の
小
舎
も
出
来
た
が
、
番
人
は
い
な
い
か
ら
炊
事
は
用
意
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
…
・
・
・
と
教
え
て
く
れ
た
の
に
は
、
思
わ
ず
飛
上
り
た
い
位

嬉
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
正
に
天
の
神
の
御
告
げ
み
た
い
な
も
の
だ
。

否
、
天
の
神
の
御
召
し
だ
。
ピ
ン
の
ホ
テ
ル
の
前
で
更
め
て
こ
の
二
青
年

の
住
所
の
メ
モ
を
貰
い
、
懇
ろ
に
挨
拶
を
述
べ
て
室
に
飛
び
込
む
な
り
、

時
刻
表
を
取
り
出
し
、
一
応
の
予
定
を
た
て
て
見
た
。

次
の
予
定
は
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
こ

の
年
齢
と
冑
の
な
い
体
力
で
、
ク
レ
バ
ス
だ
ら
け
の
氷
河
の
山
を
登
る
勇

気
と
無
謀
は
持
合
せ
て
い
な
い
し
、
そ
の
上
こ
の
頃
の
よ
う
な
観
光
地
化

し
た
雑
踏
の
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
に
永
く
留
る
気
は
毛
頭
な
か
っ
た
の
だ
。
そ

れ
よ
り
も
成
可
く
早
く
切
り
上
げ
て
、
先
年
ロ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
手

紙
で
ア
ロ
ー
ラ
（
シ
８
房
）
の
村
が
い
い
と
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い
た
し
、

前
述
の
ラ
ー
デ
ン
も
ま
た
、
偶
然
に
も
ロ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
同
様
頻
り
と
ア

ロ
ー
ラ
の
村
を
激
賞
、
十
数
回
も
訪
れ
て
《
閃
四
日
罠
眉
詞
の
目
旨
胃
ｇ
ｏ
の
“

旦
鈩
旦
両
》
を
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
寄
稿
し
た
り
、
そ
の
一
部

も
淘
雨
８
罵
昌
§
○
、
畠
冨
。
亙
尋
ご
壁
ミ
ミ
胃
、
に
載
せ
て
い
る
の
を

読
ん
で
知
っ
て
い
た
の
で
、
一
応
ア
ロ
ー
ラ
村
行
き
も
考
え
な
い
で
は
な

か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
迄
来
て
し
ま
う
と
、
ま
た
段
○
口

ま
で
戻
る
の
も
億
劫
だ
し
等
と
考
え
て
い
た
矢
先
で
あ
っ
た
の
で
、
シ
ェ

ル
マ
ッ
ト
は
早
く
切
り
上
げ
て
、
そ
の
名
も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
、
二
青

年
の
勧
め
て
く
れ
た
９
旨
日
置
言
に
行
く
こ
と
に
腹
を
決
め
た
の
で
あ

る
。
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シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
と

シ
エ
ー
ン
ビ
ュ
ー
ル
⑦
呂
冒
ご
里
）
の
小
舎

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
の
予
定
は
英
国
山
岳
会
歴
代
の
猛
者
連
の
メ
ッ
カ
、

モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
・
ホ
テ
ル
と
Ｇ
ｉ
・
フ
ィ
ン
チ
に
ゆ
か
り
の
ダ
ン
デ
ラ
ン

（
四
一
七
一
メ
ー
ト
ル
）
の
フ
ィ
ン
チ
・
コ
リ
ド
ー
ル
（
国
口
３
○
○
日
‐

３
吋
）
だ
け
見
れ
ば
ア
ト
は
用
な
し
と
、
東
京
を
出
る
時
か
ら
予
定
し
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
・
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
百
年
こ
の
方
、

英
国
山
岳
会
（
Ａ
Ｃ
）
の
会
員
と
は
切
っ
て
も
切
れ
ぬ
御
縁
の
由
緒
あ
る

ホ
テ
ル
で
あ
る
こ
と
は
以
前
、
拙
著
『
山
．
よ
き
仲
間
』
に
シ
ェ
ル
マ
ッ

ト
の
ク
ラ
ブ
室
と
題
し
て
一
文
を
草
し
た
こ
と
も
あ
り
、
実
は
そ
の
後
の

文
献
漁
り
で
こ
れ
に
加
筆
、
追
加
し
た
い
と
思
う
よ
う
な
材
料
、
例
え
ば
、

日
本
山
岳
会
の
設
立
に
際
し
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
さ
ん
の
蔭
の
尽
力
者
と
な
っ

て
本
会
創
立
の
促
進
を
し
て
く
れ
た
り
、
辻
村
さ
ん
と
近
藤
さ
ん
が
渡
英

の
節
、
晩
餐
会
に
招
か
れ
た
席
上
で
ノ
ー
マ
ン
・
コ
リ
ー
、
ロ
ン
グ
ス
タ

ッ
フ
そ
の
他
居
並
ぶ
猛
者
連
を
一
人
一
人
御
両
人
に
紹
介
し
て
く
れ
て
、

創
立
後
間
も
な
い
Ｊ
Ａ
Ｃ
と
Ａ
Ｃ
の
友
交
を
益
々
深
め
て
く
れ
た
名
誉
書

記
の
Ｃ
・
ウ
オ
ラ
ス
ト
ン
（
後
に
Ａ
Ｃ
の
副
会
長
と
な
る
）
も
ま
た
、
こ

の
メ
ッ
カ
の
と
り
こ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
一
人
で
あ
り
、
晩
年
に
は
ユ
ニ

オ
ン
。
、
ハ
ン
ク
の
頭
取
と
言
う
要
職
に
な
っ
て
も
、
毎
年
こ
の
メ
ッ
カ
を

必
ず
訪
れ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
し
ま
い
に
は
段
々
滞
在
期
間
も
永
く
な
っ

て
シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
に
は
従
業
員
に
ま
ざ
っ
て
寝
具
、
食
器
の
整
理
迄
手
伝

い
、
ド
ア
ー
が
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
ホ
テ
ル
が
冬
期
の
休
業
に
入
る
の
を
見
届

け
て
始
め
て
ロ
ン
ド
ン
に
帰
る
と
言
う
執
念
振
り
を
繰
返
し
、
戦
後
（
第

一
次
大
戦
）
に
は
逸
早
く
再
び
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
・
ホ
テ
ル
を
訪
れ
て
一
九

二
六
年
に
他
界
す
る
迄
、
ホ
テ
ル
の
片
付
け
を
毎
年
欠
か
さ
ず
続
け
て
い

た
．
：
…
等
と
言
う
こ
と
を
知
っ
た
り
、
ま
た
、
最
近
で
は
現
存
の
Ａ
Ｃ
名

誉
会
員
で
あ
り
、
ま
た
ア
ル
パ
イ
ン
・
ス
キ
ー
イ
ン
グ
の
創
始
者
と
し
て

令
名
高
き
Ａ
・
ラ
ン
も
、
ミ
ュ
ー
レ
ン
の
パ
レ
ス
・
ホ
テ
ル
と
ア
ル
パ
イ

ン
・
ス
キ
ー
イ
ン
グ
な
る
も
の
の
結
び
つ
き
は
、
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
・
ホ
テ
ル

と
登
山
と
の
結
び
つ
き
よ
り
は
も
っ
と
密
接
な
も
の
で
あ
り
：
。
…
と
言
う

の
は
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
第
四
号
室
で
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
・
レ
ー
ス
と
ス
ラ
ロ
ー

ム
・
レ
ー
シ
ン
グ
に
関
す
る
細
則
、
嗣
画
且
農
胃
の
霞
と
号
の
創
立
等
が
決

め
ら
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
ス
キ
ー
の
連
中
は
誰
一
人
と
し
て
モ
ン
テ
ロ
ー

ザ
・
ホ
テ
ル
の
よ
う
に
一
度
で
も
足
を
踏
み
入
れ
た
連
中
が
、
そ
の
後
度
々

そ
こ
を
慕
っ
て
集
ま
っ
て
来
る
よ
う
な
の
と
同
様
の
気
持
を
抱
い
て
、
こ

の
四
号
室
を
訪
れ
る
者
が
全
然
い
な
い
の
は
何
故
だ
ろ
う
：
…
・
こ
れ
は
矢

張
り
一
つ
に
は
登
山
は
唯
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
従
来
の
宗
教
と
言
う

も
の
に
飽
き
足
ら
ず
、
こ
れ
に
代
る
に
登
山
の
精
神
と
言
う
、
も
う
一
つ

の
新
し
い
宗
教
的
信
念
を
登
山
に
結
び
つ
け
る
傾
向
に
向
っ
て
来
て
い
る

こ
と
が
物
を
言
っ
て
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
…
…
と
嘆
息
の
言
葉
を
洩

ら
し
て
い
る
の
を
見
て
、
尚
一
層
、
何
ん
と
し
て
も
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
・
ホ

テ
ル
を
訪
れ
て
、
今
尚
多
数
の
Ａ
Ｃ
の
重
鎮
連
を
酔
わ
せ
て
い
る
メ
ッ
カ

の
雰
囲
気
の
「
真
』
に
卿
か
で
も
触
れ
て
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ
。
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スイス・赤毛布の旅

シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
に
着
い
て
先
ず
駅
前
の
ホ
テ
ル
・
バ
ー
ン
ホ
ー
フ
に
旅

装
を
解
き
、
愛
想
の
よ
い
マ
ダ
ム
と
そ
の
昔
、
麻
生
武
治
君
や
松
方
三
郎

さ
ん
が
こ
の
マ
ダ
ム
の
弟
の
フ
ュ
ー
ラ
ー
を
伴
っ
て
ワ
リ
ス
の
山
を
片
端

か
ら
登
り
、
戦
後
に
は
松
方
さ
ん
が
何
十
年
振
り
で
再
び
こ
の
ホ
テ
ル
を

訪
れ
て
、
弟
を
偲
ん
だ
文
を
し
た
た
め
た
の
を
マ
ダ
ム
は
取
出
し
て
見
せ

て
く
れ
た
り
し
、
暫
し
松
方
、
麻
生
両
氏
の
話
に
談
笑
を
交
え
、
松
方
さ

ん
は
元
気
か
。
：
…
等
と
聞
く
の
で
あ
っ
た
が
、
実
は
松
方
さ
ん
も
も
う
余

生
短
か
い
状
態
に
あ
る
こ
と
は
知
り
つ
つ
も
、
ど
う
し
て
も
「
彼
は
実
は

今
：
。
：
．
」
と
切
り
出
す
こ
と
は
出
来
ず
、
マ
ダ
ム
と
の
連
名
の
寄
せ
書
き

を
松
方
さ
ん
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
麻
生
武
さ
ん
に
も
…
…
。

こ
の
マ
ダ
ム
の
亡
弟
は
山
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
他
界
し
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
が
、
こ
の
弟
を
偲
ぶ
弔
文
を
刻
み
込
ん
だ
ブ
ロ
ン
ズ
板
が
、
こ
の

ホ
テ
ル
の
入
口
の
壁
に
は
め
込
ま
れ
て
あ
り
、
振
り
返
れ
ば
勿
論
マ
ッ
タ

ー
ホ
ル
ン
も
見
え
る
し
、
如
何
に
も
山
の
ホ
テ
ル
ら
し
い
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
こ
の
マ
ダ
ム
は
大
の
日
本
人
好
き
だ
そ
う
で
、
最
近
で
は
日
本
人

の
客
が
多
く
今
日
も
ド
イ
ツ
に
留
学
中
の
若
い
日
本
人
青
年
が
休
暇
を
利

用
し
て
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
ド
ム
等
の
登
山
の
た
め
に
来
て
居
り
、
ま
た
、

山
岳
画
協
会
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
も
既
に
三
週
間
も
こ
の
宿
に
滞
在
し
て
い
た

り
、
ま
た
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
に
二
回
も
登
っ
て
い
る
と
言
う
本
会
々
員

の
久
留
米
大
学
教
授
の
脇
坂
教
授
も
丁
度
泊
り
合
す
と
言
う
賑
や
か
さ
、

小
西
君
な
ど
も
こ
こ
が
常
宿
だ
そ
う
で
、
マ
ダ
ム
が
日
本
人
大
歓
迎
と
言

う
の
も
あ
な
が
ち
御
世
辞
で
は
な
い
の
だ
。

こ
の
翌
日
は
快
晴
を
利
し
て
一
応
、
ゴ
ル
ネ
ル
グ
ラ
ー
ト
の
展
望
台
に

登
山
電
車
で
出
掛
け
た
が
、
ワ
イ
ス
ホ
ル
ン
か
ら
始
ま
っ
て
馬
蹄
形
に
眼

を
そ
ら
せ
て
行
く
と
、
ド
ム
、
テ
ッ
シ
ュ
峰
迄
一
応
ワ
リ
ス
の
山
は
一
望

の
中
に
お
さ
め
ら
れ
、
各
々
特
長
の
あ
る
山
容
は
何
れ
も
恰
も
我
こ
そ
は

と
言
わ
ん
ば
か
り
の
構
え
で
い
る
よ
う
だ
。
さ
す
が
に
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

だ
け
は
何
人
も
寄
せ
付
け
ず
：
…
・
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
構
え
だ
。
幾
度
見

回
し
て
も
飽
き
な
い
大
景
観
と
も
言
え
よ
う
。
そ
し
て
暫
ら
く
繰
返
し
繰

返
し
今
度
は
右
か
ら
、
今
度
は
左
か
ら
、
と
馬
蹄
形
を
追
掛
け
て
い
る
内

に
、
テ
ィ
ン
ダ
ル
の
ワ
イ
ス
ホ
ル
ン
、
ア
ル
マ
ー
の
オ
ー
ベ
ル
ガ
ベ
ル
ホ

ル
ン
、
ア
ン
デ
ル
ソ
ン
の
フ
ィ
ヤ
エ
ー
ゼ
ル
グ
ラ
ー
ト
、
ツ
ム
ッ
ト
の
マ

ン
メ
リ
ー
、
コ
ル
・
ド
ゥ
・
リ
オ
ン
、
ブ
ラ
イ
ト
ホ
ル
ン
の
ヤ
ン
グ
・
グ

ラ
ー
ト
、
リ
ス
カ
ム
の
ノ
ル
マ
ン
・
ネ
ル
ダ
、
ク
ヌ
ー
ベ
ル
、
ピ
オ
十
一

世
の
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
・
オ
ス
ト
バ
ン
ド
、
ヤ
ン
グ
の
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
グ
ラ

ー
ト
、
等
と
そ
れ
ぞ
れ
の
峻
峰
、
側
稜
に
ま
つ
わ
る
先
蹴
者
の
偉
業
が
次

次
に
頭
を
か
す
め
て
来
る
の
で
、
益
々
腰
を
上
げ
に
く
く
な
っ
て
来
て
百

間
は
一
見
に
如
か
ず
、
百
読
は
一
見
に
如
か
ず
の
有
難
味
を
つ
く
づ
く
痛

感
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
応
漸
く
心
の
落
着
い
た
と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な
大

景
観
と
の
対
談
は
滅
多
に
撮
れ
る
と
こ
ろ
も
な
い
し
、
一
応
カ
メ
ラ
に
お

さ
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
早
昼
を
済
ま
せ
、
ホ
テ
ル
・
バ
ー
ン
ホ
ー
フ

に
帰
り
着
い
た
の
は
正
午
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
し
て
フ
ト
、
ホ
テ
ル

の
屋
上
を
見
上
げ
る
と
日
の
丸
の
国
旗
が
如
何
に
も
晴
や
か
に
ひ
る
が
え

っ
て
い
る
の
で
、
一
体
ど
う
し
た
こ
と
か
と
マ
ダ
ム
に
聞
い
て
見
る
と
、
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昨
日
か
ら
日
本
人
の
客
が
多
い
の
で
歓
迎
の
旗
を
上
げ
た
の
だ
と
言
う
の

で
あ
っ
た
が
、
別
に
阻
止
す
る
理
由
も
な
い
の
で
こ
の
旗
の
ひ
ら
め
く
間

か
ら
チ
ラ
チ
ラ
見
え
る
、
一
段
と
高
く
聾
え
る
テ
ッ
シ
ュ
、
ド
ム
の
峻
峰

を
暫
ら
く
眺
め
た
り
し
た
。

そ
の
午
後
は
待
望
の
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
・
ホ
テ
ル
に
出
け
た
の
で
あ
っ
た

が
、
街
の
雑
踏
に
軌
か
失
望
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
モ
ン
テ

ロ
ー
ザ
・
ホ
テ
ル
の
入
口
に
は
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
由
来
を
物
語
る
ド
イ
ツ

語
の
短
文
の
末
尾
に
、
Ｃ
・
Ｅ
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
（
第
八
代
Ａ
Ｃ
の
会
長
）

の
例
の
推
賞
文
、
、
自
○
回
目
冨
旨
の
の
刷
弓
目
①
国
○
日
①
．
〉
が
銅
板
に
記
さ
れ
て

あ
り
、
右
側
に
は
ウ
ィ
ン
パ
ー
の
い
か
め
し
い
顔
の
プ
レ
ー
ト
が
壁
面
に

は
め
こ
ま
れ
て
あ
る
の
を
見
る
と
矢
張
り
、
嬉
し
く
な
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
ホ
テ
ル
と
し
て
も
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
を
売
物
と
し
て
い
る
シ
ェ
ル
マ

ッ
ト
に
あ
る
以
上
、
ウ
ィ
ン
パ
ー
の
像
は
あ
っ
て
当
然
の
も
の
で
あ
ろ

う
。
ウ
ィ
ン
パ
ー
は
こ
の
ホ
テ
ル
で
は
木
戸
御
免
で
、
一
応
ゲ
ス
ト
と
し

て
取
扱
わ
れ
て
い
た
の
は
当
然
と
し
て
も
、
御
酒
の
飲
み
代
だ
け
は
ロ
ハ

と
は
行
か
ず
、
あ
る
時
こ
れ
を
請
求
さ
れ
る
と
渋
々
支
払
い
な
が
ら
「
わ

た
し
が
い
な
か
っ
た
ら
ツ
ェ
ル
マ
ヅ
ト
は
こ
う
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
だ

ろ
う
」
と
高
ピ
シ
ャ
に
出
る
と
、
ホ
テ
ル
の
娘
も
さ
る
も
の
、
す
か
さ
ず

「
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
が
な
か
っ
た
ら
あ
な
た
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
た
で
し
ょ
う
」
と
逆
ネ
ジ
を
食
わ
さ
れ
た
等
と
言
う
話
を
思
い
出
す
の

で
あ
っ
た
。
一
応
、
刺
を
通
じ
て
右
側
の
サ
ロ
ン
も
の
ぞ
い
て
見
た
時
は

Ａ
Ｃ
歴
代
の
重
鎮
が
食
後
の
ワ
イ
ン
に
寛
い
だ
り
、
Ａ
Ｃ
会
員
以
外
は
お

断
わ
り
の
い
わ
ゆ
る
「
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
様
御
席
』
の
食
堂
、
交
際
嫌

い
の
ウ
ィ
ン
パ
ー
が
、
い
つ
も
隅
っ
こ
で
一
人
ポ
ッ
ネ
ン
と
坐
っ
て
い
た

と
言
う
こ
と
な
ど
、
Ａ
Ｃ
の
数
多
の
重
鎮
が
入
れ
代
り
現
わ
れ
て
《
《
国
①
鷺

国
３
斤
四
邑
国
ｏ
異
の
、
ゅ
冒
吾
の
君
。
臣
逼
と
ザ
イ
ラ
ー
夫
妻
を
慕
っ
て
集

ま
っ
て
来
た
こ
と
な
ど
：
．
：
・
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
こ
の
ホ
テ
ル
と
Ａ
Ｃ
の

関
係
、
つ
い
話
が
頭
を
か
す
め
て
来
る
と
思
わ
ず
微
笑
ま
ず
に
は
居
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ホ
テ
ル
の
前
の
道
を
挟
ん
で
し
つ
ら
え
た
当
時
か
ら
の
《
《
⑦
巨
己
の

君
凹
弓
》
を
見
て
は
、
ユ
ー
リ
ア
ス
・
ク
ギ
ー
の
名
文
を
思
い
出
さ
ず
に
は
居

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ば
か
り
は
余
り
に
今
は
こ
の
名
文
を

死
文
と
化
せ
し
む
る
よ
う
な
、
凡
そ
似
て
も
似
つ
か
ぬ
観
光
客
の
座
と
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
は
、
失
望
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
は

こ
こ
に
来
る
前
に
今
の
当
主
の
ザ
イ
ラ
ー
氏
に
会
っ
て
、
も
っ
と
こ
の
ホ

テ
ル
に
つ
い
て
の
古
い
話
、
Ａ
Ｃ
の
連
中
と
の
何
か
面
白
い
話
で
も
ゆ
っ

く
り
聞
い
て
見
た
い
と
思
っ
て
一
応
、
面
接
を
申
込
ん
で
お
い
た
の
で
あ

っ
た
が
、
同
氏
は
今
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
東
京
銀
行
支
店
の
副
頭
取
の
要

職
に
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
居
な
い
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
冨
尉
国
昌
邑
に

会
っ
て
充
分
、
御
自
由
に
あ
な
た
の
「
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
ク
ラ
ブ
室
」
を

満
足
さ
す
よ
う
に
伝
え
て
あ
る
…
…
。
わ
れ
わ
れ
代
々
の
家
族
を
あ
ん
な

に
お
賞
め
い
た
だ
い
て
感
謝
申
上
げ
る
…
．
：
と
言
う
手
紙
が
入
れ
違
い
に

な
っ
て
因
豐
邑
氏
に
面
接
の
機
を
逸
し
た
の
は
誠
に
残
念
で
あ
っ
た
。

そ
の
翌
日
は
こ
れ
ま
た
快
晴
に
恵
ま
れ
、
フ
ィ
ン
チ
の
ダ
ン
デ
ラ
ン
を
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近
々
に
眺
め
る
た
め
シ
エ
ー
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
小
舎
に
出
掛
け
た
。
ゴ
ル
ネ

ル
グ
ラ
ー
ト
の
展
望
台
で
、
前
日
ワ
リ
ス
の
全
山
は
一
応
隈
な
く
眺
め
尽

し
た
も
の
の
、
ダ
ン
デ
ラ
ン
だ
け
は
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
ツ
ム
ッ
ト
山
稜

の
蔭
に
な
っ
て
全
然
見
え
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
シ
エ
ー
ン
ビ
ュ
ー
ル

の
小
舎
だ
け
は
訪
れ
た
い
と
東
京
を
発
つ
時
に
決
め
て
い
た
の
だ
し
、
そ

の
昔
、
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
フ
ィ
ン
チ
の
唯
一
の
著
書
ご
旨
ヤ

ミ
ロ
。
、
崔
亭
辱
置
員
畠
葛
雨
ミ
に
よ
っ
て
ダ
ン
デ
ラ
ン
の
北
面
の
ト
ラ
バ

ー
ス
の
名
文
は
、
当
時
の
読
者
を
し
て
否
、
少
な
く
と
も
小
生
を
う
な
ら

せ
た
も
の
だ
か
ら
、
万
難
を
排
し
て
も
シ
エ
ー
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
小
舎
に
は

出
掛
け
る
積
り
で
張
切
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
ダ
ン
デ
ラ
ン
の
北
壁
に
は
、
フ
ィ
ン
チ
は
あ
る
い
は
マ
ッ
タ
ー
ホ

ル
ン
の
ツ
ム
ッ
ト
側
か
ら
、
あ
る
い
は
ダ
ン
ブ
ラ
ン
シ
ュ
か
ら
と
、
実
に

十
数
回
の
偵
察
を
重
ね
て
こ
の
小
舎
を
根
拠
に
十
四
年
振
り
に
成
功
し
、

フ
ィ
ン
チ
・
コ
リ
ド
ー
ル
の
名
を
残
し
た
偉
業
は
登
山
史
上
の
燦
然
た
る

名
文
で
も
あ
る
の
だ
。
幸
い
、
こ
の
小
舎
迄
は
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
か
ら
馬
で

も
通
え
る
路
で
、
殆
ん
ど
半
日
は
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
北
壁
を
仰
ぎ
見
る

登
路
な
の
で
、
こ
ん
な
快
晴
の
日
の
山
行
を
逃
し
て
は
正
し
く
一
大
痛
恨

事
と
も
な
る
わ
け
だ
。

シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
村
を
外
れ
て
約
一
時
間
位
し
た
処
の
ツ
ム
ッ
ト
の
僅

か
十
軒
足
ら
ず
の
小
村
は
、
こ
ん
な
小
さ
な
村
で
も
さ
す
が
は
カ
ト
リ
ッ

ク
の
国
に
ふ
さ
わ
し
く
せ
い
ぜ
い
十
五
、
六
名
し
か
入
れ
な
い
よ
う
な
チ

噸
ヘ
ル
が
村
の
中
央
に
あ
り
、
こ
れ
も
一
風
情
を
そ
え
る
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
ギ
ド
・
レ
イ
の
名
著
弓
ツ
タ
ー
ホ
ル
ン
』
の
挿
絵
で
よ
く
覚
え

て
い
た
．
ヘ
ン
画
の
一
風
景
で
も
あ
る
の
で
、
石
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
村
の
中

の
細
い
路
を
通
り
抜
け
て
行
く
時
は
、
勝
手
知
っ
た
る
路
を
歩
く
よ
う
な

気
も
す
る
の
で
あ
っ
た
。
丁
度
、
路
傍
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
を
仰
ぎ
見
る

景
勝
の
地
に
簡
単
な
茶
店
が
出
て
い
た
の
で
、
此
処
で
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
の

一
休
み
・
…
・
・
・
手
製
の
民
俗
衣
裳
を
ま
と
っ
た
、
好
人
物
の
よ
う
な
婦
人

は
勿
論
英
語
は
通
じ
な
い
の
で
あ
っ
た
が
、
手
真
似
よ
ろ
し
く
昼
食
の
補

充
に
ウ
ル
ス
ト
を
挟
ん
だ
黒
パ
ン
を
二
枚
作
っ
て
貰
っ
て
先
を
急
ぐ
こ
と

に
し
た
。
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
も
、
こ
の
辺
り
か
ら
一
般
の
登
山
ル
ー
ト
、

ヘ
ル
ン
リ
ー
山
稜
の
部
分
よ
り
、
北
壁
の
部
分
の
方
が
よ
り
多
く
仰
ぎ
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
振
返
れ
ば
リ
ス
カ
ム
か
ら
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
、
テ
ッ

シ
ュ
、
ド
ム
の
輝
く
雪
稜
が
眺
め
ら
れ
恰
好
の
散
歩
路
と
い
い
た
い
処

だ
。
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
を
出
た
の
が
七
時
、
ツ
ム
ッ
ト
村
が
八
時
半
頃
と
い

う
順
序
で
、
ス
タ
ッ
フ
ェ
ル
・
ア
ル
プ
ヘ
の
分
れ
路
に
来
た
の
が
十
時
十

五
分
．
：
…
。
十
時
半
頃
に
な
っ
て
初
め
て
ダ
ン
デ
ラ
ン
の
ツ
ム
ッ
ト
寄
り

の
一
端
が
、
真
白
い
姿
を
チ
ョ
ッ
ピ
リ
現
わ
し
て
来
た
。
そ
し
て
マ
ッ
タ

ー
ホ
ル
ン
も
北
壁
の
三
分
の
二
以
上
が
仰
ぎ
見
ら
れ
る
地
点
に
な
り
、
北

壁
ご
と
此
方
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
、
今
に
も
こ
っ
ち
に
落
ち
て
来
そ
う
に

見
え
る
の
で
あ
っ
た
。
後
は
進
め
ば
進
む
程
、
北
壁
と
ダ
ン
デ
ラ
ン
の
全

容
が
大
き
く
展
開
に
変
っ
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
、
自
然
足
も
早
く
な
る
の

で
あ
っ
た
。
併
し
シ
エ
ー
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
小
舎
は
、
右
側
か
ら
ツ
ム
ッ
ト

氷
河
に
突
出
し
て
い
る
小
尾
根
に
隠
れ
て
未
だ
見
え
な
い
ｐ
天
気
は
折
柄
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の
快
晴
に
恵
ま
れ
て
未
だ
雲
一
つ
現
わ
れ
な
い
と
い
う
状
況
で
、
照
り
つ

け
る
太
陽
と
足
早
や
に
汗
ピ
ッ
シ
ョ
リ
か
い
て
し
ま
っ
た
が
、
時
々
出
合

わ
す
路
傍
の
流
れ
に
喉
を
潤
す
。
正
午
近
く
で
あ
っ
た
ろ
う
か
…
…
。
も

う
ダ
ン
デ
ラ
ン
の
全
容
と
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
北
壁
の
全
部
が
判
然
仰
ぎ

見
ら
れ
る
地
点
に
到
達
。
北
壁
は
も
う
こ
の
辺
り
で
は
益
々
今
に
も
こ
っ

ち
に
落
ち
掛
っ
て
来
そ
う
な
威
嚇
的
の
存
在
だ
。
そ
し
て
今
度
は
ツ
ム
ッ

ト
山
稜
の
白
一
色
の
帯
が
、
ダ
ン
デ
ラ
ン
と
手
を
つ
な
い
で
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
ヤ
ア
ー
、
漸
く
シ
エ
ー
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
小
舎
も
右
側
の
一
段
と

高
い
処
に
見
え
て
来
た
。
小
舎
の
前
の
、
そ
れ
と
察
せ
ら
れ
る
処
に
例
の

赤
地
に
白
十
字
の
旗
が
ひ
る
が
え
っ
て
い
る
の
も
、
か
す
か
に
見
え
て
来

た
。
ダ
ン
デ
ラ
ン
の
頂
上
直
下
か
ら
ト
テ
ッ
も
な
い
デ
カ
イ
氷
の
廊
下

が
、
小
舎
側
に
傾
き
掛
っ
て
今
に
も
ズ
リ
落
ち
そ
う
で
、
大
型
ナ
イ
フ
で

ズ
バ
リ
切
り
落
し
た
ア
ト
の
よ
う
に
テ
ラ
テ
ラ
光
っ
て
い
る
。
こ
の
断
面

だ
け
で
も
何
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
そ
う
だ
。
こ
れ
こ
そ
フ
ィ
ン
チ
・
コ
リ

ド
ー
ル
だ
。
絶
え
ず
引
切
り
な
し
に
上
か
ら
落
石
と
氷
塊
を
浴
び
せ
掛
け

ら
れ
る
と
い
う
、
三
十
度
に
も
傾
い
た
氷
の
廊
下
を
、
テ
ィ
ー
フ
ェ
ン
マ

ッ
テ
ン
か
ら
ツ
ム
ッ
ト
側
へ
ト
ラ
バ
ー
ス
し
た
の
だ
か
ら
、
ま
あ
命
か
ら

が
ら
の
離
れ
業
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
と
、
こ
の
眼
で
つ
く
づ
く
眺
め

る
の
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
悪
場
だ
か
ら
勿
論
、
仕
事
は
夜
半
の
仕
事
だ
。

夜
明
け
の
陽
の
出
る
前
に
は
、
通
り
抜
け
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

短
時
間
の
勝
負
だ
。
片
手
は
ス
テ
ッ
プ
切
り
に
、
片
手
は
確
保
に
ロ
ー
プ

と
ラ
ン
タ
ー
ン
の
確
保
に
、
時
に
は
吹
き
つ
け
る
風
に
蝋
そ
く
の
火
は
消

え
る
：
…
。
。
時
に
は
ラ
ン
タ
ー
ン
を
口
に
く
わ
え
て
進
み
、
夜
明
け
の
白

ら
む
頃
に
は
不
要
に
な
っ
た
ラ
ン
タ
ー
ン
も
、
両
手
を
使
え
な
い
の
で
蝋

そ
く
を
噛
ん
で
ラ
ン
タ
ー
ン
を
畳
ん
だ
等
と
い
う
苦
心
談
が
、
次
々
に
頭

を
か
す
め
て
来
る
の
で
あ
っ
た
。

シ
エ
ー
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
小
舎
は
、
ダ
ン
ブ
ラ
ン
シ
ュ
側
か
ら
突
き
出
た

側
尾
根
の
突
先
の
上
に
あ
り
、
高
度
に
し
て
百
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ジ
グ
ザ

グ
路
を
十
数
回
繰
返
し
て
登
り
切
っ
た
処
に
あ
り
、
ツ
ム
ッ
ト
氷
河
を
足

下
に
挟
ん
で
ダ
ン
デ
ラ
ン
の
全
容
を
見
せ
る
地
点
に
あ
る
の
だ
。
小
舎
に

着
い
た
の
は
午
後
一
時
少
々
廻
っ
て
い
た
か
。
…
；
・
早
速
記
念
撮
影
に
と

小
舎
の
入
口
に
掲
げ
ら
れ
た
「
ス
イ
ス
山
岳
会
、
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
・
セ
ク

シ
ョ
ン
、
シ
エ
ー
ン
ビ
ュ
ー
ル
小
舎
、
二
六
九
四
メ
ー
ト
ル
」
の
看
板
を

背
に
し
て
、
こ
こ
に
居
合
せ
た
人
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
貰
っ
た
の
で

あ
る
。
も
う
、
ダ
ン
デ
ラ
ン
は
手
に
取
る
如
く
近
く
、
漸
く
午
後
の
雲
が

頂
上
付
近
を
か
す
め
る
何
ん
た
る
凛
々
し
き
姿
か
な
…
…
と
、
更
め
て
小

舎
の
扉
に
寄
り
掛
っ
て
眺
め
る
。
小
舎
の
内
部
、
一
階
は
相
当
広
く
三
十

人
以
上
も
楽
に
休
め
そ
う
な
テ
ー
ブ
ル
が
幾
列
に
も
並
ん
で
お
り
、
炊
事

場
と
の
間
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
果
物
や
飲
物
を
並
べ
て
、
小
舎
番
の
爺
さ

ん
が
時
折
客
の
注
文
に
応
じ
て
い
る
。
空
腹
に
、
早
速
ス
ー
プ
を
注
文
し

た
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
も
亦
、
丼
ス
ー
プ
に
は
恐
れ
入
っ
た
が
兎
に
角
、
い

い
知
れ
ぬ
悦
び
が
胸
を
つ
い
て
来
る
の
で
あ
っ
た
。
部
厚
の
ヒ
ュ
ッ
テ
ン

プ
ー
フ
を
取
り
上
げ
て
「
日
本
山
岳
会
、
成
瀬
」
と
一
筆
書
き
な
ぐ
っ
た

時
は
矢
張
り
、
押
え
切
れ
ぬ
嬉
し
さ
を
覚
ゆ
る
の
で
あ
っ
た
。
二
階
は
矢
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張
り
蚕
棚
式
の
寝
室
に
な
っ
て
い
て
、
寝
な
が
ら
に
し
て
ダ
ン
デ
ラ
ン
が

眺
め
ら
れ
、
こ
の
快
晴
を
利
し
て
、
明
早
朝
ダ
ン
デ
ラ
ン
を
目
指
す
と
い
う

婦
人
を
交
え
た
一
隊
と
、
、
ツ
ム
ッ
ト
を
か
け
る
他
の
一
隊
が
明
日
の
準
備

に
何
か
と
忙
し
そ
う
で
あ
っ
た
。
実
は
一
層
の
こ
と
、
泊
っ
て
明
日
、
早

朝
日
の
出
に
輝
く
ダ
ン
デ
ラ
ン
を
ジ
ッ
ク
リ
眺
め
よ
う
か
と
考
え
た
の
で

あ
っ
た
が
、
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
ホ
テ
ル
に
は
日
帰
り
す
る
と
い
い
お
い
て

来
た
の
を
、
内
心
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
を
い
っ
て
来
て
し
ま
っ
た
と
後
悔
し
た

も
の
の
、
こ
れ
も
後
の
祭
り
。
そ
れ
に
し
て
も
未
だ
引
上
げ
る
に
は
早
い

の
で
、
ま
た
外
に
出
て
小
舎
の
石
塀
に
寄
り
掛
か
っ
て
、
ポ
カ
ポ
カ
日
向

ポ
ッ
コ
を
し
な
が
ら
ダ
ン
デ
ラ
ン
の
頂
上
を
去
来
す
る
雲
を
眺
め
た
り
、

昼
寝
を
む
さ
ぼ
っ
た
り
し
て
時
を
過
す
の
で
あ
っ
た
。
三
時
、
漸
く
帰
路

に
つ
く
こ
と
に
し
て
、
山
岳
会
員
は
一
晩
四
フ
ラ
ン
、
外
国
の
山
岳
会
員

は
六
フ
ラ
ン
、
子
供
は
二
フ
ラ
ン
五
十
、
薪
代
は
一
人
三
フ
ラ
ン
等
、
そ

の
他
出
発
時
刻
、
行
先
等
書
き
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
小
型
の
宿
泊

申
込
書
の
カ
ー
ド
を
一
枚
記
念
に
貰
い
、
も
う
一
度
、
ダ
ン
デ
ラ
ン
と
ツ
ム

ッ
ト
を
眺
め
る
頃
に
は
、
ダ
ン
デ
ラ
ン
の
頂
上
は
殆
ん
ど
雲
に
覆
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
っ
た
。
思
い
起
せ
ば
一
九
二
六
年
、
フ
ィ
ン
チ
の
』
膏
迂
愚

。
、
崔
邑
豪
農
ミ
ミ
ミ
ミ
を
丸
善
の
書
棚
で
見
付
け
て
か
ら
こ
の
方
四
十
数

年
の
今
日
、
や
っ
と
実
物
を
眼
の
あ
た
り
飽
き
る
程
眺
め
得
た
、
否
、
実

は
チ
ッ
ト
も
飽
き
な
か
っ
た
眺
め
に
後
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
小
舎
を
後

に
し
、
途
中
何
回
も
何
回
も
振
り
返
り
見
な
が
ら
、
帰
路
を
辿
っ
て
シ
ェ

ル
マ
ッ
ト
に
着
い
た
の
は
七
時
近
く
で
あ
っ
た
。

こ
の
翌
日
、
早
朝
、
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
を
後
に
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
か

ね
て
よ
り
ザ
ー
ス
・
フ
ェ
ー
に
も
立
寄
り
、
マ
ッ
ト
マ
ル
ク
を
経
て
モ
ン

テ
モ
ロ
ー
の
パ
ス
か
ら
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
の
オ
ス
ト
バ
ン
ド
を
眺
め
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
ス
タ
ル
デ
ン
で
下
車
、
バ
ス
で
マ
ッ
ト
マ
ル
ク
に
向

っ
た
。そ

の
昔
、
こ
の
モ
ン
テ
モ
ロ
ー
の
パ
ス
へ
は
麻
生
武
さ
ん
と
松
方
さ
ん

が
早
春
の
頃
、
当
時
は
勿
論
バ
ス
な
ど
な
い
時
だ
か
ら
ス
キ
ー
を
担
い
で
、

月
明
を
頼
り
に
ザ
ー
ス
・
フ
ェ
ー
に
辿
り
着
き
、
ミ
シ
ャ
ベ
ル
の
大
氷
河

が
軒
先
近
く
ま
で
迫
る
よ
う
な
の
を
月
の
光
り
で
見
た
時
の
感
激
を
、
武

さ
ん
か
ら
聞
い
て
い
た
の
で
、
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
の
オ
ス
ト
バ
ン
ド
を
見
た

帰
り
に
フ
ェ
ー
に
一
泊
す
る
こ
と
に
し
て
、
ひ
と
先
ず
こ
の
奥
の
マ
ッ
ト

マ
ル
ク
ま
で
行
っ
て
泊
る
積
り
で
出
掛
け
た
の
で
あ
っ
た
が
、
今
は
武
さ

ん
の
時
代
か
ら
四
十
年
も
経
っ
て
い
る
の
で
、
マ
ッ
ト
マ
ル
ク
に
は
大
き

な
ダ
ム
が
出
来
た
り
し
て
、
ダ
ム
見
物
の
観
光
客
や
マ
イ
カ
ー
族
の
車
が

殺
到
し
て
い
る
の
に
は
す
っ
か
り
恐
れ
を
な
し
て
、
ザ
ー
ス
・
フ
ェ
ー
に

引
返
す
こ
と
に
し
た
。
ザ
ー
ス
・
フ
ェ
ー
は
成
程
、
ミ
シ
ャ
ベ
ル
の
大
氷

河
は
確
か
に
村
を
押
し
つ
ぶ
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
程
近
く
ま

で
、
氷
河
が
せ
ま
っ
て
い
る
景
観
は
一
驚
に
値
す
る
の
で
は
あ
っ
た
が
、

街
は
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
に
負
け
な
い
位
、
観
光
客
で
賑
わ
い
麻
生
君
時
代
の

面
影
な
ど
全
く
見
ら
れ
な
い
の
は
、
聯
か
失
望
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
の
で

ザ
ー
ス
・
フ
ェ
ー
（
酔
溺
‐
田
①
①
）
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あ
る
。
併
し
一
度
、
頭
を
上
げ
れ
ば
兎
に
角
、
白
一
色
の
ス
イ
ス
の
最
高

峰
ド
ム
を
含
む
ミ
シ
ャ
ベ
ル
の
山
群
を
控
え
て
い
る
登
山
基
地
で
も
あ
る

の
で
、
兎
に
角
一
泊
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
に
武
さ
ん
と
松
方
さ
ん
が

当
時
連
れ
た
フ
ュ
ー
ラ
ー
の
イ
ム
ゼ
ン
ク
も
、
七
十
三
歳
に
し
て
今
尚
健

在
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
武
さ
ん
か
ら
の
伝
言
、
紹
介
状
も
持
っ
て
来
て
い

る
の
で
早
速
イ
ム
ゼ
ン
ク
を
訪
ね
て
見
た
が
生
憎
、
一
昨
日
か
ら
客
を
案

内
し
て
モ
ン
テ
モ
ロ
ー
越
え
で
イ
タ
リ
ア
へ
向
い
、
明
晩
で
な
け
り
や
帰

ら
な
い
と
の
老
夫
人
の
話
で
、
会
え
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。
ミ

シ
ャ
ベ
ル
の
山
群
を
問
に
挟
ん
で
ニ
コ
ラ
イ
の
谷
の
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
と
、

ザ
ー
ス
谷
の
ザ
ー
ス
・
フ
ェ
ー
は
何
れ
も
昔
か
ら
登
山
客
に
と
っ
て
、

重
要
な
登
山
基
地
で
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
今
は
何
れ
も
土
産
物
屋
と
観
光

客
の
群
が
る
江
ノ
島
み
た
い
な
処
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
は
、
軌
か
ア

テ
外
れ
で
も
あ
っ
た
。
特
に
ザ
ー
ス
・
フ
ェ
ー
な
ど
は
そ
の
昔
、
登
山
家

で
は
な
い
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ロ
ー
ル
の
著
者
と
し
て
文
名
高
き
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ス
も
、
こ
の
静
け
さ
と
景
観
を
愛
し
て
度
々
訪
れ
、
或

る
時
は
デ
ィ
ケ
ン
ス
自
身
が
彼
の
尊
父
の
作
っ
た
詩
を
吟
調
し
て
く
れ
る

の
で
あ
っ
た
、
な
ど
と
い
う
こ
と
を
ラ
ー
デ
ン
が
そ
の
著
書
の
中
で
語
っ

て
お
り
、
し
か
も
今
度
、
泊
っ
た
ホ
テ
ル
・
ド
ム
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
と

い
う
の
だ
か
ら
、
こ
れ
も
今
と
な
っ
て
は
曽
て
の
文
豪
を
偲
ぶ
、
「
思
え

ば
惜
し
き
過
去
な
り
き
」
？
と
嘆
き
の
言
葉
で
結
ぶ
よ
り
他
な
い
だ
ろ
う
。

グ
リ
ン
ミ
ー
ア
ル
プ
（
の
己
日
日
岳
言
）

’
二
万
五
千
分
の
一
地
図
、

ア
デ
ル
ポ
ー
デ
ン
（
シ
号
与
＆
①
国
）
参
照
ｌ

翌
朝
（
八
月
八
日
）
は
、
ピ
ン
で
二
青
年
が
教
え
て
く
れ
た
グ
リ
ン
ミ

ー
ア
ル
プ
に
一
刻
も
早
く
行
き
度
く
、
一
番
の
バ
ス
で
ド
ム
・
ホ
テ
ル
を

後
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
旦
、
ス
タ
ル
デ
ン
に
出
て
プ
リ
ー
ク
に
行
く

電
車
に
乗
換
え
、
ブ
リ
ー
ク
か
ら
ま
た
電
車
で
ス
ピ
ー
ッ
に
向
う
の
だ
。

ス
ピ
ー
ッ
は
『
ス
ウ
イ
ス
日
記
』
に
も
出
て
来
る
シ
ー
ン
湖
を
見
下
す
景

勝
の
駅
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
に
行
く
に

も
こ
こ
か
ら
行
く
の
で
、
湖
の
右
の
方
に
は
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
盟
主
、

フ
ィ
ン
ス
テ
ラ
ー
ル
ホ
ル
ン
も
見
え
る
の
で
あ
っ
た
。
グ
リ
ン
ミ
ー
ア
ル

プ
に
行
く
に
は
イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
の
方
と
は
全
く
反
対
に
、
ス
ピ
ー
ッ

か
ら
ツ
ワ
イ
ジ
ン
メ
ン
、
モ
ン
ト
ー
ル
等
を
経
て
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に
向
う
鉄

道
に
乗
り
換
え
て
四
つ
目
の
小
駅
、
オ
ー
ウ
ィ
ー
（
○
淵
）
で
降
り
る
。

こ
の
駅
は
見
る
か
ら
に
田
舎
の
小
駅
で
、
こ
れ
か
ら
向
う
グ
リ
ン
ミ
ー

ア
ル
プ
の
村
も
嚥
か
し
こ
ん
な
簡
素
な
平
和
村
だ
ろ
う
と
、
心
は
早
る

の
で
あ
っ
た
。
バ
ス
は
す
ぐ
連
絡
し
て
出
発
。
定
期
郵
便
バ
ス
に
乗
っ
て

見
る
と
乗
客
も
ま
ば
ら
で
、
見
渡
し
た
と
こ
ろ
土
地
の
人
ば
か
り
で
、
こ

ち
ら
の
よ
う
な
目
的
で
来
て
い
る
お
客
は
誰
も
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
思

わ
ず
平
和
郷
に
近
付
く
待
遠
し
さ
を
こ
ら
え
て
、
窓
外
の
景
色
に
見
と
れ

る
の
で
あ
っ
た
。
暫
ら
く
は
青
葉
の
繁
る
森
の
中
を
清
流
に
沿
う
て
バ
ス

は
走
り
、
や
が
て
両
方
が
段
々
開
け
て
来
て
、
一
帯
が
冬
の
ス
キ
ー
に
は

（86）



スイス・赤毛布の旅

持
っ
て
来
い
の
よ
う
な
緩
や
か
な
牧
草
地
帯
の
丘
が
山
頂
ま
で
続
い
て
い

る
。
バ
ス
は
時
々
、
停
車
す
る
毎
に
沿
道
の
小
村
の
郵
便
局
の
マ
ー
ク
の

つ
い
た
家
で
郵
便
の
積
み
お
ろ
し
を
す
る
だ
け
で
、
乗
客
も
一
人
減
り
、

二
人
減
り
、
結
局
、
一
時
間
近
く
掛
か
っ
て
グ
リ
ン
ミ
ー
ァ
ル
プ
の
小
高

い
丘
を
登
り
切
っ
た
処
に
あ
る
終
点
の
ホ
テ
ル
（
ク
ー
ル
ハ
ウ
ス
）
に
着
い

た
時
は
、
此
方
の
み
で
あ
っ
た
。
成
程
、
期
待
に
そ
ぐ
わ
ぬ
別
天
地
だ
。

ホ
テ
ル
の
周
囲
は
古
林
に
囲
ま
れ
、
少
し
離
れ
た
処
に
教
会
の
白
い
塔
が

見
ら
れ
る
。
チ
ョ
ッ
ト
箱
根
の
仙
石
原
み
た
い
な
処
で
、
長
尾
峠
か
乙
女

峠
の
下
あ
た
り
に
こ
の
ホ
テ
ル
が
唯
、
一
軒
あ
る
よ
う
な
処
で
、
こ
れ
を

囲
む
四
辺
の
山
は
神
山
か
ら
金
時
山
が
も
っ
と
高
い
岩
峰
だ
と
思
え
ば
間

違
い
な
い
。
山
は
せ
い
ぜ
い
二
千
メ
ー
ト
ル
級
程
度
で
あ
る
が
、
何
れ
も

頂
上
は
ド
ロ
ミ
テ
の
山
を
思
わ
す
よ
う
な
峨
々
た
る
岩
峰
で
あ
り
、
麓
の

丘
陵
に
は
ポ
ッ
ン
ポ
ッ
ン
と
牛
小
舎
が
ま
ば
ら
に
散
在
し
、
夕
闇
迫
る
静

け
さ
を
破
っ
て
あ
ち
こ
ち
か
ら
ク
ラ
リ
オ
ン
の
音
が
流
れ
て
来
る
の
で
あ

っ
た
．
ホ
テ
ル
も
如
何
に
も
こ
の
四
辺
の
風
景
に
マ
ッ
チ
し
た
白
亜
の
三

階
建
て
の
建
物
で
、
玄
関
の
前
の
広
場
の
木
蔭
の
所
々
に
は
、
ベ
ン
チ
や

長
椅
子
に
老
人
夫
婦
が
編
物
や
読
書
に
耽
っ
て
い
る
光
景
は
、
ピ
ン
と
は

ま
た
趣
き
の
違
っ
た
、
チ
ョ
ッ
ト
老
人
の
保
養
所
み
た
い
な
印
象
を
受
け

た
の
で
あ
る
。
お
客
に
は
若
い
人
は
全
然
見
当
ら
ず
、
中
に
は
杖
を
頼
り

に
夫
人
に
す
が
っ
て
歩
く
爺
さ
ん
、
ま
た
そ
の
逆
の
婆
さ
ん
が
多
く
、
勿

論
、
土
産
物
屋
な
ど
一
軒
も
な
く
、
民
家
も
広
い
仙
石
原
の
ゴ
ル
フ
場
の

辺
り
に
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
あ
る
だ
け
で
観
光
の
力
の
字
も
な
く
、
矢
張
り

老
人
相
手
の
療
養
所
と
い
っ
た
方
が
適
当
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
ホ
テ

ル
で
出
す
食
物
も
肉
な
ど
も
柔
か
く
、
量
も
適
量
で
、
理
想
的
で
あ
る
。

こ
こ
を
取
り
囲
む
山
も
二
六
五
二
メ
ー
ト
ル
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ホ
ル
ン
が
最

高
で
、
雪
や
氷
河
の
懸
か
っ
て
い
る
の
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
若

い
人
に
は
魅
力
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
こ
の
牧
歌
的
風
景
や
マ
バ

ラ
に
存
在
す
る
古
め
か
し
い
民
家
か
ら
立
上
る
夕
餉
の
煙
を
眺
め
て
い
る

と
、
登
山
基
地
な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な
い
、
桃
源
郷
と
い
い
た
い
処
だ
。

食
後
と
寝
る
前
の
間
に
は
何
処
の
ホ
テ
ル
で
も
、
サ
ロ
ン
や
バ
ー
で
ワ

イ
ン
や
ウ
ィ
ス
キ
ー
で
歓
談
を
楽
し
む
風
景
は
よ
く
見
掛
け
る
も
の
だ

が
、
テ
レ
ビ
な
ど
見
て
る
人
は
殆
ん
ど
い
な
い
。
老
人
夫
婦
が
如
何
に
も

睦
じ
く
静
か
な
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
る
の
を
見
る
の
は
、
ま
た
楽
し
い

も
の
だ
。
こ
っ
ち
も
一
応
、
柔
か
い
椅
子
に
奥
深
く
腰
掛
け
て
、
例
の
如
く

キ
セ
ル
で
バ
ッ
ト
の
紫
煙
（
？
）
を
吹
か
し
て
い
る
と
、
中
に
は
珍
ら
し

そ
う
に
此
方
を
眺
め
て
二
三
冒
し
な
が
ら
傍
に
よ
っ
て
来
る
老
人
夫
妻

な
ど
も
出
て
来
て
、
チ
ョ
ッ
ト
拝
見
と
ば
か
り
キ
セ
ル
を
手
に
取
っ
て
見

た
り
し
て
、
忽
ち
親
し
く
な
り
、
ま
た
こ
こ
で
も
ど
う
し
て
こ
ん
な
処
を

知
っ
て
る
の
か
と
か
、
日
本
の
人
は
此
処
で
は
初
め
て
だ
等
と
い
っ
て
来

る
者
も
出
て
来
る
の
で
あ
っ
た
。
実
は
先
日
も
、
ゴ
ル
ネ
ル
グ
ラ
ー
ト
ヘ

の
電
車
の
中
で
斜
め
向
う
に
坐
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
か
ら
来
た
と
い
う
婦
人

が
、
頻
り
と
此
方
を
見
て
い
る
と
思
っ
た
ら
遂
に
此
方
へ
や
っ
て
来
て
、

こ
れ
も
チ
ョ
ッ
ト
拝
見
と
ば
か
り
キ
セ
ル
を
自
分
の
口
元
に
あ
て
る
恰
好

を
し
て
見
せ
、
「
私
の
煙
草
：
・
・
・
」
と
い
っ
て
一
本
差
出
す
の
で
、
有
難
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く
頂
戴
し
て
キ
セ
ル
に
差
し
て
《
へ
ぐ
①
ｑ
の
ぎ
①
２
●
、
と
い
っ
て
吸
っ
て
見

せ
る
と
大
喜
び
な
の
で
、
こ
ん
ど
は
此
方
か
ら
バ
ッ
ト
を
一
本
進
呈
す
る

と
、
《
、
曾
○
島
〕
な
ど
と
い
っ
て
傍
の
御
亭
主
と
顔
を
見
合
せ
て
ニ
コ
ニ
コ

し
て
い
る
。
竹
で
出
来
て
る
の
だ
と
説
明
す
る
と
、
御
亭
主
に
そ
の
通
り

説
明
し
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
で
見
識
ら
ぬ
異
国
人
と
親
し
く
話
し
合
え

る
の
は
、
何
ん
と
も
楽
し
い
も
の
だ
。
そ
れ
に
ス
イ
ス
の
電
車
は
喫
煙
出

来
る
車
と
禁
煙
車
は
一
輌
お
き
に
な
っ
て
お
り
、
車
輌
の
外
側
に
は
っ
き

り
旨
。
津
詞
画
旦
の
旨
と
書
い
て
あ
る
の
で
、
乗
る
時
か
ら
ど
っ
ち
で
も
選

ん
で
乗
れ
ば
い
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
点
で
も
観
光
客
を
扱
う
上
に
は
誠
に

行
き
届
い
た
親
切
だ
と
思
う
の
だ
。

翌
日
は
こ
の
周
囲
を
囲
む
山
の
一
つ
の
ト
ッ
テ
ル
ン
・
パ
ス
（
目
○
言
①
日

も
“
晩
の
）
（
一
二
七
八
メ
ー
ト
ル
）
に
出
掛
け
て
見
た
。
牧
柵
を
め
ぐ
ら
す
村

道
を
昼
食
だ
け
の
軽
荷
で
歩
き
出
し
た
が
、
マ
イ
カ
ー
族
も
殆
ん
ど
見
ら

れ
ず
、
何
れ
を
見
廻
し
て
見
て
も
緑
の
ジ
ュ
ウ
タ
ン
を
敷
い
た
よ
う
な
牧

草
の
続
く
岩
稜
は
、
岩
登
り
な
ら
結
構
楽
し
め
そ
う
な
山
ば
か
り
で
、
秋

の
タ
ン
ネ
の
色
付
く
頃
は
素
晴
し
い
景
観
を
展
開
す
る
の
で
は
な
い
か
と

想
像
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ト
ッ
テ
ル
ン
・
パ
ス
を
越
せ
ば
そ
の
先
は
ス
キ

ー
で
有
名
な
ア
デ
ル
ポ
ー
デ
ン
に
抜
け
る
の
で
、
こ
の
辺
り
の
牧
草
地
帯

も
最
近
は
冬
は
ス
キ
ー
で
賑
わ
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
そ
う
い
え
ば

こ
こ
に
来
る
ま
で
の
途
中
、
リ
フ
ト
の
掛
か
っ
て
い
る
山
も
バ
ス
の
中
か

ら
見
受
け
ら
れ
た
が
、
サ
ン
・
モ
リ
ッ
ッ
や
ミ
ュ
ー
レ
ン
の
よ
う
な
派
手

な
ス
キ
ー
場
と
な
る
に
は
未
だ
程
遠
い
の
だ
ろ
う
…
…
。

街
道
の
傍
の
古
木
の
木
蔭
で
一
服
つ
け
て
い
る
と
、
後
ろ
か
ら
年
老
い

た
、
シ
ワ
だ
ら
け
の
爺
さ
ん
に
手
綱
を
さ
ば
か
れ
た
荷
馬
車
が
や
っ
て
来

る
の
で
あ
っ
た
が
、
荷
物
は
牛
乳
を
入
れ
る
危
大
な
空
罐
だ
け
。
シ
イ
、

引
き
ず
ら
れ
て
こ
の
駅
者
に
手
真
似
で
便
乗
を
申
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
自
ら

の
席
の
傍
を
あ
け
、
乗
れ
と
い
う
。
勿
論
、
言
葉
は
ス
ラ
ン
グ
み
た
い
で

全
く
通
ず
る
由
も
な
い
が
、
歩
く
よ
り
も
遅
い
こ
の
牛
乳
運
搬
車
に
揺
ら

れ
て
、
雲
一
つ
な
い
す
き
通
る
よ
う
な
青
空
を
眺
め
、
峠
路
指
し
て
行
く

の
も
楽
し
い
も
の
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
あ
の
空
の
青
さ
と
来
た
ら
何
ん

と
い
っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
…
…
。
胸
の
中
が
洗
わ
れ
る
よ
う
だ
。
空
気

が
甘
い
と
い
お
う
か
。
そ
し
て
フ
ト
、
思
う
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ど

の
画
面
に
で
も
青
空
を
描
く
の
を
忘
れ
な
か
っ
た
セ
ガ
ン
テ
ィ
ー
ニ
の
こ

と
を
…
…
。
古
臭
い
ソ
フ
ト
帽
に
薄
汚
な
い
パ
イ
プ
を
く
わ
え
た
老
駅
者

の
傍
に
、
こ
れ
も
キ
セ
ル
を
く
わ
え
た
山
男
が
列
ん
で
、
石
の
デ
コ
ボ
コ

路
を
行
く
光
景
な
ん
て
セ
ガ
ン
テ
ィ
ー
ニ
の
よ
う
な
大
家
に
と
っ
て
は
、

凡
そ
絵
に
な
る
か
は
チ
ョ
ッ
ト
疑
問
だ
が
、
こ
っ
ち
は
セ
ガ
ン
テ
ィ
ー
ニ

の
画
を
頻
り
と
思
い
出
す
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
小
一
時
間
は
便
乗
し

た
だ
ろ
う
か
。
：
…
。
こ
ち
ら
か
ら
ボ
ン
ボ
ン
飴
と
オ
レ
ン
ジ
一
個
を
老
爺

さ
ん
に
進
呈
し
た
時
以
外
は
、
緑
に
口
を
利
か
な
か
っ
た
が
、
路
傍
の
数

十
頭
も
収
容
出
来
そ
う
な
、
大
き
な
石
で
固
め
た
、
一
見
山
小
舎
風
の
牛

小
屋
の
前
に
止
ま
っ
た
こ
の
運
搬
車
の
考
爺
さ
ん
と
固
い
握
手
を
交
わ
し

て
、
な
お
も
峠
路
を
急
い
だ
の
で
あ
る
。
で
も
峠
は
未
だ
遥
か
彼
方
な
の

で
、
千
メ
ー
ト
ル
近
く
の
清
水
の
湧
い
て
い
る
草
原
で
昼
食
と
い
う
こ
と
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に
し
た
の
は
一
時
を
廻
っ
て
い
た
。

名
の
知
ら
ぬ
足
下
の
紫
の
花
群
の
甘
い
香
り
が
鼻
を
つ
い
て
来
る
。
一

応
、
ホ
テ
ル
の
マ
ダ
ム
が
用
意
し
て
く
れ
た
オ
レ
ン
ジ
、
・
ヘ
ア
ー
、
冷

肉
、
パ
ン
、
ボ
ン
ボ
ン
飴
な
ど
の
昼
食
に
満
腹
し
て
、
青
空
を
仰
い
で
大

の
字
に
な
っ
て
休
息
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
サ
ブ
ザ
ッ
ク
の
中
を
片
付
け

て
い
る
と
、
フ
ト
、
固
い
も
の
が
指
先
に
あ
た
る
の
で
、
出
し
て
見
る
と

毎
夜
寝
酒
に
す
る
ワ
イ
ン
の
小
ピ
ン
が
現
わ
れ
て
来
た
の
で
、
こ
れ
幸
い

と
ば
か
り
口
に
入
れ
て
見
る
と
、
忽
ち
い
い
気
持
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
華

青
の
国
へ
の
御
召
し
に
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
足
下
の
細
流
の
音
は
ま
る

で
子
守
歌
の
よ
う
だ
。
こ
ん
な
こ
と
で
三
時
過
ぎ
ま
で
眠
っ
て
し
ま
っ
た

の
に
は
自
分
な
が
ら
驚
い
た
次
第
で
あ
る
。
峠
は
見
え
る
も
の
の
、
こ
れ

か
ら
は
相
当
の
急
坂
を
未
だ
二
時
間
近
く
掛
か
り
そ
う
だ
し
、
こ
の
分
だ

と
帰
り
も
心
配
に
な
っ
て
来
た
の
で
、
此
処
で
帰
路
に
着
く
こ
と
に
決
め

て
し
ま
っ
た
。
何
も
無
理
に
ト
ッ
テ
ル
ン
・
パ
ス
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
な
い
と
、
勝
手
に
決
め
込
ん
で
降
り
に
掛
か
っ

た
。
今
ま
で
来
た
峠
の
路
は
羊
腸
の
緩
い
坂
で
は
あ
る
が
、
車
の
通
る
街

道
で
あ
る
か
ら
大
廻
り
の
長
い
路
で
あ
り
、
時
間
的
に
も
損
な
の
で
、
そ

の
途
中
々
々
に
《
由
の
侭
言
①
喚
、
な
ど
い
う
小
さ
な
指
導
標
に
従
っ
て
森

の
中
の
近
路
を
降
っ
て
行
く
こ
と
に
し
た
。
時
に
は
先
程
の
細
流
の
下
流

ら
し
い
処
に
ブ
ッ
カ
リ
な
ど
し
て
、
ス
タ
ス
タ
降
り
て
行
く
と
割
合
に
広

い
谷
に
架
せ
ら
れ
た
木
橋
に
ぶ
つ
か
り
、
此
処
で
も
う
一
度
、
テ
ル
モ
ス

の
紅
茶
に
最
後
の
休
息
を
取
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
辺
り
は
内
地
の
沢
歩

き
を
思
い
出
す
風
景
だ
、
な
ど
と
考
え
込
ん
で
い
る
と
、
突
然
、
森
の
中

か
ら
大
袋
を
抱
え
た
中
年
の
紳
士
が
現
わ
れ
、
如
何
に
も
馴
れ
馴
れ
し
く

話
掛
け
て
来
て
、
こ
の
付
近
に
沢
山
採
れ
る
の
だ
と
、
袋
の
中
か
ら
椎
茸

を
取
り
出
し
て
誇
ら
し
げ
に
見
せ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
っ
ち
も
椎
茸
は
大

好
物
な
の
で
、
《
曵
巨
①
…
い
》
と
連
発
し
て
や
っ
た
ら
次
々
に
大
き
い
の
を

出
し
て
見
せ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
例
に
よ
っ
て
ど
う
し
て
日

本
か
ら
態
々
こ
ん
な
処
に
…
…
と
珍
ら
し
そ
う
に
聞
く
の
で
、
ス
イ
ス
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
番
美
し
い
国
で
外
国
人
に
対
し
て
親
切
な
国
民
だ
か
ら

…
…
と
い
っ
て
や
っ
た
ら
、
高
笑
い
を
し
な
が
ら
こ
っ
ち
の
顔
を
見
つ
め

な
が
ら
、
自
分
は
ス
ピ
ー
ッ
か
ら
今
朝
車
で
此
処
に
や
っ
て
来
た
の
だ
が
、

椎
茸
が
大
好
き
で
時
々
ハ
イ
キ
ン
グ
か
た
が
た
こ
の
辺
り
に
来
る
の
で
、

シ
イ
、
こ
の
先
に
お
い
た
車
に
女
房
と
子
供
が
待
っ
て
い
る
の
だ
が
、
ど

う
せ
貴
君
の
ホ
テ
ル
の
そ
ば
を
通
る
の
だ
か
ら
乗
っ
て
行
け
と
い
う
。
こ

ん
な
意
外
な
好
意
に
甘
ん
じ
て
ホ
テ
ル
に
帰
り
着
い
た
の
は
、
四
囲
の
岩

峰
の
突
先
が
漸
く
赤
く
染
め
ら
れ
る
頃
で
、
晩
食
も
そ
ろ
そ
ろ
初
ま
っ
た

ら
し
く
、
昨
晩
、
サ
ロ
ン
で
親
し
く
な
っ
た
老
夫
妻
は
ス
ー
プ
の
冷
え
な

い
内
に
早
く
食
堂
に
行
け
と
、
親
切
に
い
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

晩
飯
後
は
例
に
よ
っ
て
地
下
の
バ
ー
で
軽
く
ワ
イ
ン
を
味
わ
っ
て
い
る

と
、
隣
に
坐
わ
っ
た
素
晴
し
い
美
人
か
ら
、
自
分
は
、
ハ
ー
ゼ
ル
か
ら
来
て

い
る
看
護
婦
で
、
も
う
一
ヶ
月
近
く
こ
こ
に
泊
っ
て
い
て
、
入
れ
替
り
た

ち
代
り
こ
こ
に
録
ハ
ー
ゼ
ル
か
ら
来
る
老
人
連
の
面
倒
を
見
て
い
る
の
で
、

こ
の
ホ
テ
ル
は
、
ハ
ー
ゼ
ル
の
市
が
幾
分
出
資
し
て
出
来
た
、
老
人
の
慰
安
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所
兼
ホ
テ
ル
だ
と
説
明
し
て
く
れ
、
成
程
こ
っ
ち
の
予
感
も
ズ
バ
リ
あ
た

っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
ん
な
い
い
処
を
教
え
て
く
れ
た
ピ
ン

で
会
っ
た
二
青
年
に
、
更
め
て
謝
意
を
表
す
べ
く
感
謝
の
絵
葉
書
を
走
り

書
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
近
く
に
あ
る
筈
の
ス
イ
ス
山
岳
会
の
小
舎
に

は
シ
イ
ぞ
見
参
に
及
ば
な
か
っ
た
が
、
そ
ん
な
処
で
故
国
の
南
会
津
山
ノ

会
で
も
や
っ
た
ら
、
嚥
か
し
楽
し
い
だ
ろ
う
と
、
頻
り
と
会
津
山
村
の
風

景
も
思
い
出
す
の
で
あ
っ
た
。
翌
朝
は
ホ
テ
ル
の
前
か
ら
出
る
九
時
始
発

の
バ
ス
で
此
処
を
去
っ
た
が
、
僅
か
二
日
の
間
で
親
し
く
な
っ
た
多
く
の

老
人
夫
婦
や
愛
想
の
い
い
ホ
テ
ル
の
マ
ダ
ム
、
例
の
看
護
婦
の
握
手
攻
め

に
遭
っ
て
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
に
向
っ
た
の
で
あ
る
。

グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
も
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
や
シ
ャ
モ
ニ
ー
同
様
、
あ
ま
り

人
が
多
い
の
で
聯
か
驚
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
何
ん
と
い
っ
て
も

模
さ
ん
の
ア
イ
ガ
ー
を
控
え
た
登
山
基
地
で
も
あ
り
、
そ
の
著
書
『
山
行
』

や
辻
村
さ
ん
と
近
藤
さ
ん
の
『
ス
ゥ
イ
ス
日
記
』
が
出
版
当
時
、
漸
く
山

登
り
に
興
味
を
引
付
け
た
原
因
の
一
つ
で
も
あ
る
の
で
、
矢
張
り
無
下
に

引
下
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
に
今
年
は
辻
村
さ
ん
の
五
十
回
忌
で
あ

る
か
ら
、
も
う
一
度
『
ス
ウ
イ
ス
日
記
』
を
読
み
返
し
て
、
出
来
れ
ば
槙

さ
ん
の
ア
イ
ガ
ー
小
舎
か
、
メ
ン
ヒ
に
登
っ
て
見
た
い
と
考
え
て
い
た
。

今
度
ス
イ
ス
に
来
て
以
来
、
昼
間
は
殆
ん
ど
雨
ら
し
い
雨
に
会
っ
て
い

な
い
幸
運
の
連
続
で
、
こ
こ
に
到
着
の
翌
日
の
八
月
十
二
日
も
ま
た
雲
一

グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
卜
と
メ
ン
ヒ
登
山

つ
な
い
快
晴
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
展
望
日
和
と
あ
っ
て
、
早
速
、
赤
毛
布

よ
ろ
し
く
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
・
ョ
ツ
ホ
の
展
望
台
を
訪
れ
て
見
た
。

暗
い
ト
ン
ネ
ル
を
出
る
と
、
雪
面
の
激
し
い
反
射
を
通
し
て
眼
に
入
っ

た
の
は
、
ア
レ
ッ
チ
氷
河
の
腕
々
尽
く
る
所
を
知
ら
ず
の
大
氷
河
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
は
過
日
、
こ
の
下
流
の
エ
ギ
ス
ホ
ル
ン
に
上
っ
て
コ
ン
コ
ル

デ
ィ
ア
の
小
舎
を
右
に
、
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
峰
や
ア
レ
ッ
チ
ホ
ル
ン
を
眺
め

て
来
た
の
で
、
さ
す
が
は
ア
ル
プ
ス
一
番
の
氷
河
た
る
こ
と
を
充
分
見
尽

す
こ
と
が
出
来
た
次
第
で
あ
る
。
早
速
、
地
図
を
拡
げ
て
ベ
ル
ナ
ー
オ
ー

バ
ー
ラ
ン
ド
の
巨
峰
を
丁
寧
に
拾
い
上
げ
て
見
た
。

ア
イ
ガ
ー
は
メ
ン
ヒ
の
蔭
に
な
っ
て
見
え
な
い
が
、
オ
ー
ベ
ル
・
メ
ン

ヒ
ョ
ッ
ホ
か
ら
左
に
メ
ン
ヒ
の
頂
上
に
続
く
尾
根
は
左
程
急
で
も
な
く
、

ま
た
こ
の
ヨ
ッ
ホ
に
達
す
る
迄
の
雪
原
は
、
途
中
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い

る
連
中
も
い
る
の
で
、
こ
の
ス
キ
ー
場
を
外
さ
な
け
れ
ば
ク
レ
バ
ス
を
渡

る
よ
う
な
処
も
な
く
、
メ
ン
ヒ
は
登
れ
そ
う
だ
と
一
応
自
信
も
つ
け
た
の

で
、
よ
し
「
こ
れ
な
ら
俺
で
も
：
．
：
．
」
と
い
う
気
が
し
て
、
翌
日
出
掛
け

よ
う
と
決
心
し
た
の
で
あ
っ
た
。
午
後
は
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
卜
に
帰
っ

て
、
一
応
登
山
の
準
備
を
整
え
終
っ
た
の
で
、
こ
こ
の
教
会
に
眠
る
、
そ

の
昔
、
北
海
道
ほ
か
諸
処
に
ス
キ
ー
行
を
共
に
し
た
旧
友
田
口
一
郎
君
の

墓
を
訪
ね
て
、
一
掬
の
花
を
捧
げ
て
来
た
。
ウ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
を
仰
ぎ

見
る
景
勝
の
こ
の
墓
地
に
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ル
マ
ー
の
墓
も
あ

り
、
ま
た
こ
こ
を
臨
終
の
地
と
し
た
ク
ー
リ
ッ
ジ
も
ま
た
此
処
に
眠
り
、

一
九
二
六
年
五
月
、
こ
こ
で
永
遠
の
眼
を
閉
じ
た
ク
ー
リ
ッ
ジ
は
当
日
不
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幸
、
英
国
は
炭
鉱
ス
ト
ラ
イ
キ
の
た
め
Ａ
Ｃ
の
連
中
の
弔
問
客
は
誰
も
来

ら
れ
ず
、
偶
々
こ
こ
を
同
じ
く
常
住
の
地
と
し
て
い
た
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ラ

ン
が
唯
一
人
の
英
人
の
弔
問
客
で
あ
り
、
あ
と
は
地
元
の
ガ
イ
ド
、
村
民

の
み
で
教
会
は
所
狭
き
ま
で
に
埋
め
ら
れ
、
時
折
ウ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の

彼
方
よ
り
響
き
渡
る
雪
崩
の
轟
音
は
、
恰
も
大
登
山
家
の
死
を
悲
し
む
か

の
如
く
響
き
渡
る
の
で
あ
っ
た
等
と
い
う
、
当
時
の
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ

ー
ナ
ル
の
報
告
を
読
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
、
異
国
か
ら
来
た
無
名
の
赤

毛
布
も
、
是
非
こ
の
墓
地
は
訪
れ
て
見
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

街
に
戻
っ
て
明
日
の
登
山
の
食
糧
な
ど
少
々
仕
入
れ
に
ブ
ラ
つ
い
て
い

る
と
、
先
般
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
ホ
テ
ル
・
バ
ー
ン
ホ
ー
フ
で
会
っ
た
脇
坂

さ
ん
が
、
メ
ン
ヒ
に
登
っ
て
い
ま
帰
っ
た
ば
か
り
だ
。
昨
晩
は
ク
ラ
イ

ネ
・
シ
ャ
イ
デ
ッ
ク
の
ホ
テ
ル
に
泊
っ
て
、
今
朝
ョ
ツ
ホ
向
け
四
時
半
発
の

電
車
で
出
発
し
て
登
っ
て
来
た
と
の
話
な
の
で
、
こ
の
通
り
や
れ
ば
、
明

朝
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
朝
一
番
、
七
時
十
五
分
の
ヨ
ッ
ホ
行
よ
り
三
時
間

も
早
く
山
に
掛
れ
る
の
で
、
早
速
ホ
テ
ル
に
引
返
し
て
荷
物
を
整
え
、
ク

ラ
イ
ネ
・
シ
ャ
イ
デ
ッ
ク
の
ホ
テ
ル
・
ベ
ル
ビ
ュ
ー
に
向
っ
た
の
は
午
後

四
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
刻
に
な
る
と
も
う
観
光
客
も
皆
、
グ
リ
ン

デ
ル
ワ
ル
ト
に
下
り
て
し
ま
っ
て
閑
散
た
る
も
の
で
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル

ト
で
は
見
え
な
い
チ
ン
ゲ
ル
・
ホ
ル
ン
、
ス
パ
ル
テ
ン
・
ホ
ル
ン
迄
ア
ル

ペ
ン
・
グ
リ
ュ
ー
ン
が
ホ
テ
ル
の
窓
か
ら
眺
め
ら
れ
、
独
り
静
か
に
ユ
ン

グ
フ
ラ
ゥ
峰
か
ら
こ
れ
等
の
山
に
続
く
連
嶺
の
美
し
さ
に
見
入
っ
て
い
る

と
、
ま
た
し
て
も
ク
ー
リ
ッ
ジ
と
そ
の
愛
犬
、
チ
ン
ゲ
ル
、
ウ
ィ
ン
ス
ロ

ツ
プ
・
ヤ
ン
グ
の
ス
パ
ル
テ
ン
・
ホ
ル
ン
な
ど
、
こ
れ
等
に
ま
つ
わ
る
名

文
を
思
い
出
す
の
で
あ
っ
た
。

ス
パ
ル
テ
ン
・
ホ
ル
ン
に
つ
い
て
は
当
時
、
ヤ
ン
グ
は
こ
の
他
に
槙
さ

ん
の
ア
イ
ガ
ー
東
尾
根
と
二
つ
を
目
標
に
、
ア
ル
プ
ス
に
残
さ
れ
た
最

後
の
難
し
い
山
稜
と
し
て
、
ネ
ラ
っ
て
い
た
の
だ
と
、
そ
の
著
書
○
苫

串
患
暮
國
ミ
い
に
判
然
書
い
て
い
る
の
だ
か
ら
…
．
：
。

ホ
テ
ル
の
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
側
に
面
し
た
一
人
部
屋
か
ら
、
折
し
も

満
月
を
浴
び
た
ア
イ
ガ
ー
の
北
壁
の
辺
り
を
眺
め
て
い
る
と
、
此
処
で
も

か
す
か
に
ク
ラ
リ
オ
ン
の
音
が
流
れ
て
来
る
。
こ
れ
な
ら
明
日
も
好
天
は

間
違
い
な
し
、
ヨ
シ
、
三
時
半
起
床
と
決
め
て
一
風
呂
浴
び
て
寝
に
つ
い

た
が
、
辻
村
さ
ん
で
は
な
い
が
初
め
て
試
み
る
氷
河
の
山
へ
の
嬉
し
さ
：
．

…
メ
ン
ヒ
の
ル
ー
ト
が
気
に
な
っ
て
、
仲
々
寝
つ
か
れ
ず
そ
れ
で
も
ウ
ト

ゥ
ト
し
て
い
る
内
に
、
三
時
に
は
ハ
ッ
キ
リ
眼
が
開
い
て
し
ま
っ
た
。
月

は
益
々
冴
え
て
い
る
。
「
ョ
シ
：
．
…
・
」
と
ば
か
り
食
堂
に
下
り
て
手
探
り

で
電
燈
の
ス
イ
ッ
チ
を
ひ
ね
り
、
キ
ッ
チ
ン
の
昆
炉
で
湯
沸
し
な
ど
し
て

い
る
と
、
同
じ
く
ヨ
ッ
ホ
に
向
う
登
山
者
十
数
名
が
次
々
と
表
わ
れ
て
、

一
同
朝
食
の
準
備
に
賑
や
か
に
な
っ
て
来
た
。
一
足
先
に
来
て
沸
し
た
お

湯
を
、
彼
等
は
ダ
ン
ケ
な
ど
と
云
い
な
が
ら
テ
ル
モ
ス
に
入
れ
、
お
返
し

に
と
紅
茶
の
パ
ッ
ク
を
呉
れ
た
り
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ホ
テ
ル
側
で
も
、

こ
の
毎
日
の
四
時
半
出
発
の
登
山
客
に
は
な
れ
て
い
る
の
で
、
パ
ン
そ
の

他
の
副
食
物
は
、
前
夜
か
ら
の
申
込
人
数
に
従
っ
て
キ
チ
ン
と
テ
ー
ブ
ル

毎
に
並
べ
て
お
い
て
く
れ
て
あ
る
の
で
、
皆
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
事
は
ス
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ム
ー
ス
に
進
む
の
で
あ
っ
た
。

未
だ
薄
暗
い
外
に
出
る
と
、
目
の
前
に
電
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は
我
々

の
乗
車
を
「
早
く
…
：
．
」
と
促
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ヨ
ッ
ホ
に
は
一
時
間

ば
か
り
で
到
着
、
昨
日
来
た
処
の
ト
ン
ネ
ル
を
出
る
と
、
コ
ン
コ
ル
デ
ィ

ア
へ
の
大
氷
河
を
挟
ん
で
の
巨
峰
の
頂
が
、
漸
く
上
り
か
か
ら
ん
と
す
る

朝
日
に
薄
紅
に
染
ま
り
、
正
に
モ
ル
ゲ
ン
・
ロ
ー
ト
に
も
う
直
ぐ
と
云
う

と
こ
ろ
だ
。
ア
レ
ッ
チ
ホ
ル
ン
が
馬
鹿
に
立
派
に
見
え
る
。
雪
原
は
未
だ

相
当
固
い
が
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
る
程
で
も
な
い
の
で
早
速
歩
き
出
す
。
一

足
先
に
雪
原
に
出
た
十
五
、
六
名
の
連
中
は
、
ガ
イ
ド
を
連
れ
て
コ
ン
コ

ル
デ
ィ
ア
・
ヒ
ュ
ッ
テ
に
向
う
一
隊
と
、
メ
ン
ヒ
の
ノ
ル
レ
ン
に
向
う
二

隊
と
、
オ
ー
ベ
ル
・
メ
ン
ヒ
・
ヨ
ッ
ホ
に
向
う
十
数
名
と
別
れ
別
れ
に
な

っ
た
よ
う
だ
。
一
応
、
冬
仕
度
の
厚
着
の
せ
い
か
寒
く
も
な
く
、
前
の
踏

み
あ
と
を
忠
実
に
進
む
う
ち
に
素
晴
し
い
モ
ル
ゲ
ン
ロ
ー
ト
の
展
開
だ
。

日
日
響
の
品
の
左
側
に
グ
ロ
ー
ス
・
シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
ル
ン
も
顔
を
出
し
て

来
る
。
》
約
一
時
間
で
ヨ
ッ
ホ
に
達
し
、
す
ぐ
左
側
へ
メ
ン
ヒ
に
続
く
尾
根

に
取
り
附
い
た
。
こ
れ
か
ら
メ
ン
ヒ
迄
は
側
尾
根
は
一
つ
も
な
い
。
要
す

る
に
尾
根
一
筋
の
一
本
登
路
だ
。
実
は
メ
ン
ヒ
の
登
山
に
つ
い
て
は
会
員

の
渡
辺
正
臣
君
が
既
に
三
回
も
経
験
し
て
居
ら
れ
、
今
度
も
一
緒
に
行
っ

て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
生
憎
グ
リ
デ
ル
ワ
ル
ト
で

処
用
の
た
め
同
行
出
来
ず
、
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
大
丈
夫
、
難
か
し
い
処

も
な
い
と
細
か
く
説
明
を
聞
い
て
来
た
の
だ
が
、
普
通
で
は
四
時
間
も
あ

れ
ば
登
れ
る
と
云
う
話
で
も
あ
っ
た
の
で
、
此
方
は
足
も
遅
い
か
ら
六
時

間
位
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
行
く
。
成
程
、
未
だ
こ
の
辺
り
は
処
々
岩
場

を
避
け
て
歩
き
易
い
処
を
拾
っ
て
進
め
る
位
、
広
い
尾
根
で
あ
っ
た
が
、

ヨ
ッ
ホ
か
ら
一
時
間
も
進
む
と
漸
く
尾
根
も
狭
く
な
り
、
両
側
は
凄
く
急

斜
面
に
な
っ
て
来
た
の
で
、
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
る
こ
と
に
し
て
一
服
す
る

こ
と
に
し
た
。
そ
れ
に
グ
ロ
ー
ス
・
シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
ル
ン
か
ら
フ
ィ
ン
ス

テ
ラ
ー
ル
ホ
ル
ン
も
大
き
く
見
え
て
来
、
「
メ
ン
ヒ
の
頂
上
も
も
う
す
ぐ

だ
…
…
頑
張
れ
…
・
・
・
」
と
励
ま
し
て
く
れ
て
る
よ
う
で
、
恰
好
の
休
憩
場

所
で
も
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
先
の
尾
根
は
益
々
狭
く
な
る
ば
か
り
で
、
岩
、
雪
と
交
互
に

続
く
の
で
あ
っ
た
が
、
雪
稜
の
部
分
は
ア
イ
ゼ
ン
が
気
持
よ
く
さ
上
っ
て

歩
き
易
い
の
だ
が
、
岩
に
掛
る
と
コ
ブ
の
よ
う
な
の
ば
か
り
で
、
こ
の
岩

場
を
乗
り
越
え
た
り
巻
い
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
最
近
の
ア

イ
ゼ
ン
は
素
晴
し
く
軽
い
の
で
足
の
運
び
は
楽
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
先
端

が
岩
に
引
掛
り
、
ズ
リ
落
ち
て
は
大
変
だ
と
…
…
先
ず
、
必
ず
手
掛
り
を

し
っ
か
り
決
め
、
次
に
足
場
を
と
、
そ
れ
に
上
衣
の
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
を
利

用
し
て
進
ま
な
け
れ
ば
、
到
底
上
れ
な
い
よ
う
な
処
が
時
々
出
て
来
る
の

で
、
い
や
で
も
緊
張
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
来
た
。
併
し
、
さ
す
が
は

石
灰
岩
だ
け
あ
っ
て
、
チ
ョ
ッ
ト
し
た
手
掛
り
で
も
足
掛
り
で
も
、
ぐ
ら

つ
く
よ
う
な
処
は
一
個
所
も
な
い
の
は
有
難
か
っ
た
。
二
、
三
ヶ
所
、
岩

場
を
巻
く
の
に
反
身
に
な
ら
な
け
れ
ば
巻
け
な
い
よ
う
な
岩
場
も
あ
る
。

何
し
ろ
独
り
だ
か
ら
慎
重
そ
の
も
の
だ
。
間
も
な
く
頂
上
へ
の
尾
根
の
右

端
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
地
点
に
到
着
し
た
の
は
十
時
半
頃
で
、
オ
ー
ベ
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ル
・
メ
ン
ヒ
ョ
ッ
ホ
か
ら
三
時
間
は
来
た
だ
ろ
う
。
も
う
ア
イ
ガ
ー
も
ウ

ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
も
判
然
全
容
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
高
さ
か
ら
云

っ
て
も
両
峰
と
同
じ
位
、
或
は
よ
り
高
い
処
迄
登
っ
て
来
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
冑
の
な
い
悲
し
さ
…
…
息
も
は
ず
む
よ
う
に
な
っ

て
来
た
。
傾
斜
も
大
分
急
に
な
っ
て
来
た
の
で
ジ
グ
ザ
グ
に
登
る
こ
と
に

し
た
。
先
行
の
毛
唐
の
踏
跡
は
直
登
で
、
と
て
も
そ
の
通
り
は
つ
い
て
行

け
な
い
。
休
息
も
十
歩
に
一
休
み
、
五
歩
に
一
休
み
と
、
は
ず
む
息
を
静

め
る
始
末
に
な
っ
て
来
た
。
腹
も
す
い
て
来
た
し
一
先
ず
大
休
止
と
、
昼

食
を
採
る
こ
と
に
し
て
一
服
つ
け
る
こ
と
に
し
た
の
は
十
一
時
を
廻
わ
っ

て
い
た
。
先
に
登
っ
た
足
の
早
い
連
中
は
、
何
れ
も
若
い
発
刺
た
る
連
中

と
は
云
え
、
も
う
こ
っ
ち
に
向
っ
て
降
り
て
来
る
連
中
も
あ
る
。
何
れ
も

ザ
イ
ル
を
結
び
合
っ
た
連
中
で
は
あ
る
が
、
此
方
か
ら
見
上
げ
て
い
て
も

緊
張
し
た
足
取
り
は
よ
く
判
る
の
だ
。
も
う
ア
イ
ガ
ー
も
ウ
ェ
ッ
タ
ー
ホ

ル
ン
も
明
ら
か
に
こ
こ
よ
り
低
い
と
判
る
地
点
で
は
あ
り
、
八
合
目
位
い

は
ト
ッ
ク
に
過
き
て
い
る
だ
ろ
う
。
頂
上
に
人
が
立
っ
て
い
る
の
が
よ
く

見
え
る
位
の
処
で
あ
る
。
フ
ト
、
此
処
で
、
息
は
は
ず
む
し
、
も
う
模
さ

ん
の
ア
イ
ガ
ー
よ
り
も
高
い
処
迄
来
た
し
、
日
本
に
帰
っ
て
槙
さ
ん
に

「
模
さ
ん
の
ア
イ
ガ
ー
よ
り
高
い
所
ま
で
は
行
っ
て
来
ま
し
た
よ
：
．
…
」

な
ん
て
一
応
い
ば
れ
る
と
、
不
心
得
な
こ
と
も
考
え
た
り
し
た
が
、
一
方

辻
村
さ
ん
だ
っ
て
急
仕
度
の
借
物
の
登
山
靴
で
、
こ
の
メ
ン
ヒ
に
登
ら

れ
、
矢
張
り
あ
え
ぎ
あ
え
ぎ
登
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
云
う
こ
と
も
思
い

出
し
な
が
ら
、
テ
ル
モ
ス
の
紅
茶
を
す
す
っ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
ザ

イ
ル
に
つ
な
が
っ
た
婦
人
を
交
え
た
四
、
五
人
の
一
隊
が
上
か
ら
近
付
い

て
来
て
、
「
富
士
山
と
ど
っ
ち
が
難
し
い
。
：
．
：
一
人
か
…
…
何
歳
だ
：
．
…
、

独
り
で
は
。
：
…
誰
か
ロ
ー
プ
・
メ
ー
ト
は
な
い
の
か
…
：
。
」
な
ど
と
、
親

切
だ
か
ひ
や
か
す
の
だ
か
判
ら
な
い
言
葉
を
俗
び
せ
か
け
て
来
る
の
で
あ

っ
た
。
聞
け
ば
イ
タ
リ
ア
か
ら
来
た
そ
う
で
、
ド
ロ
ミ
テ
な
ん
か
は
も
っ

と
凄
い
岩
場
が
あ
る
、
な
ど
と
恰
か
も
こ
の
位
で
弱
る
な
：
．
…
、
と
励
ま

す
よ
う
な
顔
付
き
も
す
る
の
で
、
此
方
も
負
け
ず
に
「
じ
ゃ
－
お
前
の
ロ

ー
プ
に
入
れ
て
呉
れ
：
．
…
」
と
云
っ
た
ら
、
傍
の
婦
人
と
顔
を
見
合
し
て

ニ
ッ
コ
リ
、
「
ノ
ー
ノ
ー
」
な
ど
と
云
っ
て
来
る
。
そ
う
だ
ろ
う
。
日
本

の
何
者
だ
か
判
ら
な
い
小
男
が
、
キ
セ
ル
煙
草
で
ロ
ー
プ
メ
ー
ト
ヘ
入
れ

る
な
ん
て
云
っ
た
っ
て
、
仲
間
の
フ
ィ
ア
ン
セ
の
方
が
余
程
大
切
な
の
だ

か
ら
、
ノ
ー
ノ
ー
と
云
う
の
も
当
然
だ
。
で
も
一
人
一
入
グ
ッ
ド
・
ラ
ッ

ク
、
ス
ロ
ー
、
ス
ロ
ー
、
ス
テ
デ
ィ
な
ん
て
お
世
辞
を
残
し
て
降
り
に
つ

い
て
行
く
の
で
あ
っ
た
。
腹
も
満
た
し
た
し
、
兎
に
角
十
歩
が
五
歩
へ
と

一
休
み
の
回
数
を
続
け
て
登
っ
て
行
く
う
ち
に
、
確
か
に
四
千
メ
ー
ト
ル

は
越
し
た
だ
ろ
う
。
頂
上
へ
の
最
後
の
屋
根
型
の
リ
ッ
ジ
も
も
う
一
息

と
思
う
と
、
今
度
は
お
か
し
な
も
の
で
足
取
り
が
急
に
早
く
な
り
、
四
千

メ
ー
ト
ル
は
初
め
て
と
云
う
意
欲
に
で
も
駆
ら
れ
た
の
か
、
息
も
楽
に
な

っ
て
来
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
先
は
も
う
岩
場
も
な
く
雪
稜
一
本
を

頂
上
に
向
っ
て
約
二
百
メ
ー
ト
ル
も
行
け
ば
い
い
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
頂
上
ま
で
の
雪
稜
は
幅
一
メ
ー
ト
ル
も
な
い
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
で
、
両
側

は
若
し
落
ち
た
ら
と
て
も
ピ
ッ
ケ
ル
で
い
く
ら
引
掛
け
て
も
止
り
そ
う
に
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も
な
い
急
斜
面
で
、
見
る
か
ら
に
ゾ
ッ
ト
す
る
よ
う
な
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
だ
。

先
に
登
っ
て
い
た
毛
唐
の
一
隊
が
頂
上
か
ら
、
ま
る
で
這
う
よ
う
に
し
て

ヘ
ッ
ピ
リ
腰
で
こ
の
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
を
降
り
て
来
る
の
が
近
付
い
て
来
る

の
を
見
て
、
正
直
の
と
こ
ろ
暫
ら
く
考
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
独
り
で
こ

ん
な
処
を
行
っ
て
落
ち
で
も
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
し
、
余
程
こ
の

辺
で
失
礼
し
よ
う
か
と
考
え
な
が
ら
、
一
先
ず
パ
ン
と
紅
茶
を
す
す
り
な

が
ら
休
む
こ
と
に
し
た
。
そ
の
う
ち
後
ろ
か
ら
来
た
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト

を
朝
の
一
番
で
発
っ
て
来
た
と
云
う
日
本
の
若
い
登
山
家
が
二
人
、
一
人

は
ア
イ
ゼ
ン
も
な
し
で
登
っ
て
来
て
「
あ
な
た
は
山
岳
会
の
成
瀬
さ
ん
で

す
か
…
…
。
渡
辺
さ
ん
が
、
途
中
で
会
っ
た
ら
よ
く
面
倒
を
見
て
上
げ
て

く
れ
…
…
と
云
（
｝
て
ま
し
た
か
ら
…
…
」
と
一
先
ず
先
に
行
っ
て
ナ
イ
フ

エ
ッ
ジ
を
よ
く
見
て
来
て
く
れ
て
、
大
丈
夫
で
す
よ
、
沢
山
踏
み
跡
が
深

く
つ
い
て
ま
す
か
ら
、
と
励
ま
し
て
く
れ
る
の
に
漸
く
、
そ
れ
な
ら
と
、

頂
上
目
指
し
て
歩
き
出
し
、
踏
み
外
じ
て
は
一
大
事
と
、
そ
れ
こ
そ
傍
目

も
ふ
ら
ず
約
三
百
五
十
歩
目
を
数
え
た
頃
、
平
ら
な
雪
面
に
辿
り
つ
い
た

こ
と
を
知
り
、
初
め
て
顔
を
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
も
う
息
も
平
常
に
戻

っ
て
い
る
し
、
兎
に
角
四
千
九
十
九
メ
ー
ト
ル
の
頂
上
は
足
下
に
あ
る
わ

け
だ
。
天
気
は
依
然
快
晴
、
微
風
だ
に
な
く
、
マ
ッ
チ
の
煙
も
聯
か
も
揺

れ
な
い
よ
う
な
平
穏
な
山
頂
の
景
観
で
、
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
主
峰
は
残

ら
ず
眺
め
ら
れ
、
さ
す
が
に
フ
ィ
ン
ス
テ
ラ
ー
ル
ホ
ル
ン
は
最
高
の
貫
録

だ
。
す
ぐ
足
下
か
ら
ア
イ
ガ
ー
ヘ
続
く
尾
根
の
ク
ラ
イ
ネ
・
シ
ャ
イ
デ
ッ

ク
側
に
乗
り
出
し
た
、
今
に
も
落
ち
そ
う
な
雪
庇
の
連
続
は
、
模
さ
ん
も
当

時
、
若
い
時
と
は
云
え
、
こ
の
雪
稜
を
よ
く
も
ア
イ
ガ
ー
ヘ
行
か
れ
た
も

の
だ
と
、
「
メ
ン
ヒ
よ
り
ア
イ
ガ
ー
ヘ
」
の
あ
の
当
時
の
写
真
を
思
い
出

す
の
で
あ
っ
た
。
二
人
の
青
年
も
お
目
出
度
う
と
云
っ
て
果
物
や
ジ
ュ
ー

ス
を
分
け
て
く
れ
、
こ
の
時
の
美
味
さ
は
何
ん
と
云
っ
て
よ
い
か
…
…
。

辻
村
さ
ん
や
近
藤
さ
ん
を
呑
ん
だ
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
は
ど
れ
だ
ろ
う
な
ど

と
、
グ
ロ
ー
ス
・
シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
ル
ン
か
ら
下
の
オ
ー
ベ
ル
・
ア
イ
ス
メ

ー
ア
氷
河
に
幾
本
も
落
ち
て
い
る
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
を
眺
め
、
奇
し
く
も
今

年
は
辻
村
さ
ん
の
五
十
年
忌
だ
等
と
思
っ
た
り
し
て
頂
上
に
は
三
十
分
止

ま
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
へ
も
こ
の
好
天
を
掴
ん
で
誰
か
登

っ
た
ら
し
く
、
ザ
ッ
テ
ル
に
向
っ
て
踏
み
後
が
真
す
ぐ
つ
い
て
い
る
の
が

雪
面
に
判
然
見
え
る
。
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
は
そ
ん
な
こ
と
で
ど
う
し
て
も
氷

河
の
ク
レ
バ
ス
を
避
け
て
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
到
底
独
り
で

は
無
理
だ
ろ
う
と
見
つ
め
た
り
し
て
、
い
よ
い
よ
降
り
に
掛
る
こ
と
に
し

た
の
は
一
時
半
位
で
あ
っ
た
。
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
は
傾
斜
度
は
緩
い
の
で
、

そ
れ
に
登
る
時
に
雪
の
柔
か
さ
も
充
分
判
っ
て
来
て
い
る
の
で
、
降
り
は

案
外
心
配
す
る
程
も
な
く
楽
に
降
り
て
来
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ナ

イ
フ
エ
ッ
ジ
を
過
ぎ
て
か
ら
の
下
の
方
の
雪
稜
は
、
グ
リ
セ
ー
ド
で
飛

ば
せ
る
よ
う
な
処
も
あ
っ
て
、
案
外
早
く
降
れ
る
の
で
あ
っ
た
が
、
岩
稜

に
か
か
る
と
む
し
ろ
登
り
よ
り
も
緊
張
を
要
す
る
の
で
あ
っ
た
。
と
云
っ

て
そ
の
都
度
、
ア
イ
ゼ
ン
を
ぬ
ぐ
の
も
面
倒
だ
し
、
時
に
は
緩
傾
斜
の
岩

面
で
も
お
尻
を
ピ
ッ
タ
リ
つ
け
て
、
ア
イ
ゼ
ン
の
先
で
つ
ま
ず
か
な
い
よ

う
に
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
を
利
か
し
て
、
む
し
ろ
登
る
時
よ
り
降
り
の
方
が
、
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岩
場
は
恐
し
か
っ
た
位
だ
。
併
し
雪
稜
は
グ
リ
セ
ー
ド
で
降
り
ら
れ
る
個

所
も
降
る
に
従
っ
て
多
く
な
っ
て
来
た
の
で
、
さ
す
が
に
降
り
は
時
間
的

に
早
く
て
オ
ー
ベ
ル
・
メ
ン
ヒ
・
ヨ
ッ
ホ
に
達
し
て
一
息
入
れ
た
の
は
四

時
頃
で
あ
っ
た
。
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
・
ョ
ツ
ホ
迄
は
た
ん
た
ん
た
る
雪
原
を

ト
ボ
ト
ボ
歩
い
て
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
に
帰
り
着
い
た
の
は
七
時
少
々

前
で
あ
っ
た
。

ホ
テ
ル
の
窓
際
に
独
り
坐
っ
て
ゆ
っ
く
り
、
静
か
に
暮
れ
行
く
ア
イ
ガ

ー
を
眺
め
て
い
る
と
急
に
今
日
一
日
の
緊
張
か
ら
開
放
さ
れ
、
初
め
て
、

兎
に
角
永
年
憧
僚
の
ア
ル
プ
ス
の
一
峰
、
四
千
メ
ー
ト
ル
に
登
っ
た
喜
び

が
全
身
に
廻
っ
て
来
た
よ
う
だ
。
案
外
、
肉
体
的
の
疲
れ
は
全
然
、
感
ぜ

ら
れ
な
か
っ
た
の
も
我
な
が
ら
不
思
議
に
思
う
の
で
あ
っ
た
。

グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
を
朝
、
一
番
の
電
車
で
は
到
底
頂
上
迄
は
行
け
な

か
っ
た
ろ
う
：
。
…
。
終
日
無
風
の
快
晴
・
・
…
・
途
中
岩
場
で
の
緊
張
…
…
。

ナ
イ
フ
ェ
ッ
ジ
の
緊
張
・
…
：
。
等
と
次
々
に
つ
い
数
時
間
前
の
こ
と
が
頭

に
蘇
み
返
っ
て
来
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
模
さ
ん
の
『
山
行
』

で
は
途
中
、
雪
稜
で
は
氷
雪
面
で
ブ
ラ
季
ハ
ン
ド
が
盛
ん
に
ス
テ
ッ
プ
を
切

っ
た
…
…
と
書
か
れ
て
あ
る
が
、
今
日
は
連
日
の
好
天
気
の
せ
い
か
雪
は

柔
か
く
、
ス
テ
ッ
プ
を
切
る
等
と
云
う
場
面
に
は
一
度
も
出
合
わ
ず
、
登

れ
た
の
は
全
く
運
に
恵
ま
れ
た
と
云
う
よ
り
他
な
く
、
状
況
に
よ
っ
て
、

か
く
も
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
違
う
も
の
か
：
・
・
：
矢
張
り
ア
ル
プ
ス
だ
と
思

う
の
で
あ
っ
た
。
大
体
メ
ン
ヒ
の
今
日
登
っ
た
ル
ー
ト
は
殆
ん
ど
と
云
っ

て
い
い
位
い
、
南
向
き
の
斜
面
な
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
ス
テ
ッ
プ
を
切
る

I

可カ
ン
ジ
尾
〈
山
群
未
知
の
部
分
阿
部
和
行

マ
ナ
ス
ル
西
壁
（
一
九
七
一
年
）
小
原
和
晴

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
レ
ア
ル
と
ア
タ
カ
マ
高
地
向
一
陽

パ
タ
録
．
｜
一
ア
南
水
陸
中
央
部
縦
断
上
智
大
学
パ
タ
や
コ
ニ
ア
縦
断
隊

叔
父
板
倉
勝
宣
の
こ
と
板
倉
勝
正

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
中
央
高
地
単
独
横
断
梶
正
彦

ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
踏
査
行
梶
正
彦

パ
ウ
ダ
・
ピ
ー
ク
登
頂
（
一
九
七
一
年
）
愛
知
教
育
大
学
山
岳
会

テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
登
頂
（
一
九
七
一
年
）
増
江
俊
三

ピ
ァ
ー
ズ
峰
登
頂
（
一
九
七
○
年
）
都
竹
勝

ダ
ー
ラ
ン
山
塊
（
一
九
七
一
’
七
二
年
）

国
鉄
山
岳
連
盟
一
三
－
ジ
ー
ラ
ン
ド
親
善
登
山
隊

山
の
地
名
と
歴
史
原
全
教

追
悼

図
書
紹
介

会
務
報
告
・
英
文
梗
概

Ａ
５
判
二
八
八
頁
写
真
・
地
図
・
図
版
五
十
六
点

定
価
二
五
○
○
円

山

岳
第
六
十
七
年
（
一
九
七
二
年
）

！
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よ
う
な
固
い
時
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
矢
張
り
ア
ル
プ
ス
は
ア
ル
プ
ス
だ
と

感
ず
る
の
で
あ
っ
た
。
か
り
に
風
で
も
あ
っ
た
ら
、
と
て
も
独
り
な
ど
で

登
れ
る
も
の
で
な
い
、
本
当
に
今
日
は
運
が
よ
か
っ
た
の
だ
と
つ
く
づ
く

感
じ
た
。

東
京
を
出
る
時
に
麻
生
武
さ
ん
か
ら
、
ス
イ
ス
に
行
っ
た
ら
地
酒
の
ワ

イ
ン
・
ド
ー
ル
と
グ
リ
ン
デ
リ
ワ
ル
ト
で
は
冨
四
且
の
国
の
胃
彦
を
是
非

食
っ
て
見
る
等
と
云
わ
れ
て
来
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
毎
画
且
の
国
①
一
⑳
ｇ

と
云
う
の
は
ス
イ
ス
の
一
州
カ
ン
ト
ン
・
グ
ラ
ウ
ヴ
ュ
ン
デ
ン
特
産
の
薄

肉
を
、
冬
の
北
風
に
さ
ら
し
て
お
い
て
出
来
た
も
の
で
、
ワ
イ
ン
に
は
も

っ
て
来
い
の
酒
の
肴
で
あ
り
、
早
速
食
前
に
味
わ
う
の
で
あ
っ
た
が
、
今

日
の
味
は
又
格
別
、
と
云
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
イ
ス
の
百
姓
家
に
迄
入

り
込
ん
で
、
永
年
生
活
し
た
こ
と
の
あ
る
武
さ
ん
で
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な

こ
と
ま
で
教
え
て
く
れ
る
人
は
な
い
だ
け
に
、
今
日
の
メ
ン
ヒ
も
一
緒
だ

っ
た
ら
…
…
と
つ
く
づ
く
感
ず
る
の
で
あ
っ
た
。
彼
が
戦
前
、
ス
イ
ス
に

来
る
前
に
態
々
小
田
原
在
の
辻
村
さ
ん
を
度
々
訪
ね
、
『
ス
ゥ
イ
ス
日
記
』

を
い
つ
も
リ
ュ
ッ
ク
の
底
に
入
れ
て
ス
イ
ス
中
を
歩
き
廻
っ
て
い
た
の
だ

が
、
今
日
で
は
辻
村
さ
ん
を
知
っ
て
る
人
は
、
武
さ
ん
以
外
に
は
誰
も
い

な
い
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
と
尚
更
、
こ
ん
ど
の
ス
イ
ス
旅
行
は
武
さ
ん
で

も
一
緒
だ
っ
た
ら
・
・
…
・
と
思
う
こ
と
は
実
は
屡
々
あ
っ
た
の
だ
。

ミ
ュ
ー
レ
ン
（
冒
言
員
の
ロ
）

附
フ
ィ
ン
チ
の
』
昏
迂
ミ
ミ
』
写
ご
震
ミ
ミ
蔦
ミ

に
つ
い
て

ミ
ュ
ー
レ
ン
は
ウ
ェ
ン
ゲ
ン
や
サ
ン
モ
リ
ッ
ッ
等
と
共
に
古
く
か
ら
著

名
な
ス
キ
ー
場
で
、
ど
う
せ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
し
た
処
だ
ろ
う
か
ら
、
態
々
行
く
処

で
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
此
処
に
は
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ラ
ン
が
居

る
の
で
、
ラ
ン
に
会
っ
て
見
よ
う
と
思
っ
て
出
掛
け
て
見
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
行
っ
て
見
て
初
め
て
知
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
処
に
は
車
は
入

れ
な
い
の
で
ま
る
で
静
か
で
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
か
ら
車
を
締
め
出
し
た
よ
う

な
処
で
あ
り
、
し
か
も
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
で
は
全
然
見
え
な
い
エ
ピ
ネ

フ
リ
ュ
ー
、
ミ
ッ
タ
グ
ス
ホ
ル
ン
、
ブ
ラ
イ
ト
ホ
ル
ン
が
、
ユ
ン
グ
フ
ラ

ウ
か
ら
右
方
に
か
け
て
白
い
屏
風
を
真
正
面
に
立
て
掛
け
て
い
る
か
の
よ

う
に
、
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
認
識
不
足
で
あ
っ
た
。
メ
ン
ヒ
の
ノ
ル
レ

ン
も
真
正
面
に
見
ら
れ
、
フ
ィ
ン
チ
の
冒
負
迂
愚
具
崔
豈
烏
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ

の
中
の
一
章
、
「
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
」
に
、
グ
ギ
ー
の
小
舎
の
屋
根
で
半
裸

で
甲
羅
を
乾
し
て
日
向
ボ
ッ
コ
を
し
て
い
る
写
真
の
グ
ギ
ー
の
小
舎
の
位

置
も
、
地
図
を
出
し
て
見
る
と
大
体
見
当
が
つ
く
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
小

舎
か
ら
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
の
北
面
を
頂
上
に
か
け
て
、
折
重
な
る
よ
う
に
存

在
す
る
グ
ギ
ー
氷
河
、
キ
ュ
ー
ラ
ウ
ネ
ン
氷
河
、
ギ
ー
セ
ン
ム
ル
デ
氷
河
、

ホ
ッ
ホ
フ
ィ
ル
ン
と
四
氷
河
は
そ
の
昔
、
Ａ
・
Ｗ
・
ム
ー
ア
を
し
て
ア
ル

プ
ス
に
於
け
る
最
も
容
易
に
寄
せ
つ
け
難
き
氷
河
の
峡
谷
、
と
叫
ば
し
め

た
、
セ
ラ
ッ
ク
ス
林
立
の
氷
の
殿
堂
な
の
で
あ
る
。
ム
ー
ア
と
云
え
ば
一

八
六
○
年
代
に
既
に
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
イ
タ
リ
ア
側
の
、
今
日
で
も
尚
お
ア

ル
プ
ス
一
流
の
悪
場
と
さ
れ
て
い
る
ブ
レ
ン
寺
ハ
・
リ
ッ
ジ
の
初
登
筆
者
で

あ
る
の
だ
か
ら
、
フ
ィ
ン
チ
に
と
っ
て
は
正
に
腕
の
試
め
し
処
で
も
あ
り
、
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ス
テ
ッ
プ
・
カ
ッ
ト
の
技
術
に
は
持
っ
て
来
い
の
試
練
の
場
所
で
あ
っ
た

の
だ
。
今
、
こ
の
大
雪
面
を
ミ
ュ
ー
レ
ン
か
ら
真
正
面
に
見
て
は
、
屡
々

足
を
止
め
て
、
あ
の
悪
戦
苦
闘
の
一
章
を
思
い
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で

あ
っ
た
。

当
時
フ
ィ
ン
チ
は
未
だ
中
年
で
、
彼
の
提
唱
す
る
、
第
一
次
大
戦
後
の

当
時
と
し
て
は
英
国
人
と
し
て
は
珍
し
い
ガ
イ
ド
レ
ス
登
山
の
先
駆
者

で
、
正
に
油
の
乗
り
切
っ
て
来
た
時
代
で
あ
り
、
こ
の
殿
堂
を
ネ
ラ
っ
て

来
た
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
。

偶
々
こ
の
グ
ギ
ー
の
小
舎
に
来
て
見
る
と
、
同
じ
こ
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ

の
北
面
を
ネ
ラ
っ
て
来
て
い
た
ス
イ
ス
の
高
名
な
登
山
家
、
ア
ン
ド
レ
ア

ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
、
こ
れ
も
当
代
一
流
の
名
ガ
イ
ド
た
る
ウ
ー
ル
リ
ッ

ヒ
・
ア
ル
マ
ー
を
伴
っ
て
来
て
い
る
の
に
避
遁
、
フ
ィ
ン
チ
は
こ
れ
等
斯

界
の
大
先
輩
か
ら
《
ず
昌
画
〕
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
場
面
も
あ
り
、
こ
の

ヨ
ン
グ
フ
ラ
ウ
」
の
一
章
は
興
味
津
々
た
る
も
の
で
あ
る
の
だ
。
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
と
云
え
ば
、
そ
の
父
ジ
ェ
ア
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
一
八
七
四

年
に
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
イ
タ
リ
ア
側
の
ブ
ル
イ
ヤ
ー
ル
で
、
兄
貴
の
ョ
ハ
ン

は
ド
ン
キ
ン
と
共
に
コ
ー
カ
サ
ス
に
出
か
け
て
、
何
れ
も
そ
の
地
で
山
の

神
に
命
を
捧
げ
、
ま
た
こ
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
自
身
も
後
に
ア
レ
ッ
チ
氷
河

で
山
の
神
の
お
召
し
に
掛
っ
た
、
言
わ
ば
一
家
を
あ
げ
て
の
ス
イ
ス
国
登

山
界
き
っ
て
の
高
名
な
ア
ル
パ
イ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、

未
だ
若
年
の
フ
ィ
ン
チ
に
と
っ
て
は
ま
た
と
得
難
き
避
遁
で
あ
り
、
ず
畠

呼
ば
わ
り
さ
れ
る
の
も
無
理
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
初
は
フ
ィ
ッ
シ

ヤ
ー
も
ガ
イ
ド
も
伴
わ
ぬ
こ
の
ボ
ー
イ
に
は
、
一
見
無
謀
な
計
画
で
は
な

い
か
と
、
他
人
事
な
が
ら
不
安
を
抱
い
た
の
で
は
あ
っ
た
が
、
結
局
は
う

イ
ン
チ
は
こ
の
大
先
輩
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
許
さ
れ
、
指

導
、
激
励
の
声
を
浴
び
な
が
ら
五
名
が
一
団
と
な
っ
て
或
は
先
に
な
り
、

後
に
な
り
し
て
群
立
す
る
進
大
な
セ
ラ
ッ
ク
ス
と
ク
レ
バ
ス
を
、
ス
テ
ッ

プ
を
切
り
な
が
ら
悪
戦
苦
闘
し
て
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
の
山
頂
に
立
つ
の
栄
誉

と
喜
び
溢
れ
る
記
述
は
、
読
む
者
を
し
て
快
哉
を
叫
ば
ざ
る
を
得
な
い
名

文
で
も
あ
る
の
だ
。

要
す
る
に
先
述
の
ダ
ン
デ
ラ
ン
の
北
面
の
登
華
は
、
フ
ィ
ン
チ
が
最
早

や
立
派
な
登
山
技
術
を
磨
き
上
げ
て
来
た
第
一
次
大
戦
後
の
燗
熟
期
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
北
面
登
筆
は
第
一
次
大
戦
前
の
若
さ
と

元
気
に
満
ち
た
修
業
時
代
の
登
筆
で
、
こ
の
尋
昏
迂
昌
。
、
』
』
昏
置
ミ
ミ
！

ミ
ミ
な
る
大
冊
の
書
は
、
つ
ま
り
第
一
章
の
「
少
年
時
代
」
ｌ
登
山
を

初
め
た
頃
ｌ
か
ら
始
ま
っ
て
第
二
十
章
の
皇
ベ
レ
ス
ト
」
で
終
る
ま

で
、
各
章
毎
に
順
次
レ
ベ
ル
の
高
い
ア
ル
プ
ス
一
流
の
悪
場
へ
取
組
ん
で

行
く
…
…
ボ
ー
イ
か
ら
始
ま
っ
て
エ
ベ
レ
ス
タ
ー
に
至
る
…
…
「
か
く
し

て
私
は
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
員
に
ま
で
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
登
山
家
に
ま

で
成
長
し
た
の
で
す
」
と
云
っ
て
る
よ
う
な
も
の
で
、
《
冒
鳥
旨
唄
》
の
意

味
が
こ
れ
で
判
然
判
る
の
で
、
そ
の
上
こ
の
書
の
随
所
に
は
フ
ィ
ン
チ
自

身
の
永
年
の
貴
重
な
、
自
ら
の
体
験
に
基
く
ピ
ッ
ケ
ル
の
使
い
方
、
ス
テ

ッ
プ
の
切
り
方
、
隊
員
の
選
び
方
、
氷
雪
面
の
登
り
方
、
そ
の
他
数
々
の

意
見
が
述
べ
て
あ
り
、
登
山
に
関
す
る
教
程
書
と
も
云
え
る
も
の
で
、
曽
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赤毛布の旅スイス

て
マ
ン
メ
リ
ー
の
豈
辱
Ｑ
曽
雰
苛
罫
宛
』
奪
い
国
電
包
○
負
員
負
鞄
島
、
ウ

ィ
ン
パ
ー
の
岸
ミ
ミ
罠
昌
に
匹
敵
す
る
名
著
で
あ
る
と
Ｊ
・
Ｐ
・
フ
ァ
ー

ラ
ー
が
激
賞
し
た
の
も
当
然
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
特
に
こ
の
第
四
章
の

ヨ
ン
グ
フ
ラ
ウ
」
の
北
面
の
登
華
の
記
述
は
、
斯
界
の
長
老
た
る
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
に
対
す
る
ぎ
ぺ
フ
ィ
ン
チ
の
尊
敬
と
敬
意
の
言
葉
、
態
度
が
、

ま
た
一
方
に
は
大
先
輩
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
ぎ
、
フ
ィ
ン
チ
に
対
す
る
優

し
き
態
度
、
指
導
の
言
葉
が
入
り
乱
れ
た
誠
に
「
麗
わ
し
き
風
景
」
と
云

い
た
い
一
章
で
あ
る
の
だ
。

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ラ
ン
の
ミ
ュ
ー
レ
ン
に
於
け
る
ロ
ッ
ジ
は
「
ユ
ン
グ
フ

ラ
ウ
・
ロ
ッ
ジ
」
と
称
し
、
前
述
の
ブ
ラ
イ
ト
ホ
ル
ン
に
か
け
て
の
白
い

屏
風
の
連
続
が
一
望
の
中
に
眺
め
ら
れ
る
丘
の
、
景
勝
の
地
に
あ
っ
た
が
、

生
憎
当
日
は
イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
で
来
訪
を
待
つ
と
云
う
手
紙
が
入
れ
違

い
に
な
っ
て
、
会
え
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

ラ
ン
に
つ
い
て
は
色
々
批
判
の
噂
が
一
部
に
は
あ
る
に
し
て
も
、
一
応

ア
ル
プ
ス
に
関
す
る
数
多
の
著
書
も
あ
り
、
今
は
酸
Ｈ
に
も
な
り
、
Ａ
Ｃ

の
名
誉
会
員
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
Ａ
Ｃ
の
古
い
連
中
の
話
や
、
ク
ー
リ

ッ
ジ
の
終
焉
の
家
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
、
６
冨
亙
冨
○
ご
冨
目
画
診
ゞ
の
在

家
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ル
マ
ー
一
家
の
そ
の
後
の
様
子
等
色
々
聞
き
、

併
せ
て
ラ
ン
が
尊
敬
措
く
能
わ
ざ
り
し
故
秩
父
宮
殿
下
に
御
供
し
て
、
ア

ル
プ
ス
の
ス
キ
ー
登
山
を
や
っ
た
当
時
の
思
い
出
な
ど
を
是
非
『
山
岳
』

に
寄
稿
を
依
頼
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
機
を
逸
し

た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
ラ
ン
が
昔
、
盛
ん
に
推
賞
し
た
ス
キ
ー

登
山
に
は
最
適
の
Ｂ
Ｂ
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
一
時
は
日
本
で
も
愛
用
者
も

多
く
（
註
、
武
田
久
吉
さ
ん
な
ん
か
で
も
愛
用
さ
れ
て
い
た
）
、
小
生
も

昔
、
ス
イ
ス
か
ら
取
寄
せ
て
今
以
て
こ
れ
を
愛
用
し
て
い
る
の
で
、
ラ
ン

を
喜
ぱ
し
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
、
こ
の
靴
を
穿
い
て
訪
問
し
た
の
で
あ
っ

た
が
、
唯
、
空
し
く
重
い
足
を
引
ず
り
な
が
ら
引
返
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
は
旧
知
の
グ
ブ
ラ
ー
さ
ん
が
待
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
翌
日
早
速
ル
ッ
ッ
ェ
ル
ン
経
由
で
出
か
け
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
湖
を
遊

覧
船
で
約
四
十
分
。
キ
ュ
ス
ナ
ハ
ト
の
グ
ブ
ラ
ー
さ
ん
の
岡
の
上
の
邸
宅

に
招
か
れ
て
ゆ
っ
く
り
夕
食
を
味
わ
い
、
ご
自
慢
の
日
本
か
ら
取
寄
せ
て

い
る
大
根
畑
、
桐
の
木
、
等
を
観
賞
し
た
。
池
に
は
時
期
は
過
ぎ
た
が
水

芭
蕉
の
枯
葉
を
見
た
り
、
そ
の
傍
に
は
こ
れ
も
日
本
か
ら
持
帰
ら
れ
た
石

燈
篭
等
を
見
て
久
振
り
で
落
付
い
た
一
晩
を
送
り
い
い
気
持
で
あ
っ
た
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
駅
近
く
の
ホ
テ
ル
に
帰
る
た
め
最
後
の
遊
覧
船
、
八
時

に
危
く
間
に
合
い
、
又
翌
日
の
再
会
を
約
し
て
お
別
れ
し
た
。
当
方
か
ら

持
参
の
水
芭
蕉
の
蝋
け
つ
の
眼
鏡
ケ
ー
ス
、
大
和
美
術
館
の
六
曲
の
松
浦

屏
風
の
小
型
の
も
の
、
会
津
木
彫
り
の
盆
な
ど
の
お
土
産
に
グ
ブ
ラ
ー
さ

ん
夫
妻
の
御
満
悦
そ
う
な
顔
は
忘
れ
ら
れ
な
い
・

翌
日
は
誠
に
恐
縮
し
た
…
．
：
と
云
う
の
は
先
年
（
一
九
六
六
年
）
グ
ブ

ラ
ー
さ
ん
が
ス
イ
ス
山
岳
会
員
五
名
を
携
え
て
来
日
さ
れ
た
節
、
山
岳
会

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
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で
十
数
名
集
ま
っ
て
一
夕
、
歓
迎
会
を
催
し
た
こ
と
を
覚
え
て
居
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
：
．
：
．
。
遠
く
十
五
世
紀
か
ら
続
い
て
い
る
と
云
う
古
風
な
、
格

式
豊
か
な
料
亭
に
昼
食
に
招
か
れ
、
先
年
こ
ち
ら
で
招
い
た
五
名
の
内
の

三
名
（
二
名
は
他
界
の
由
）
の
御
連
中
も
一
足
先
に
こ
こ
で
我
々
を
待

ち
受
け
て
居
ら
れ
、
つ
ま
り
、
先
年
の
お
返
し
の
招
待
と
云
う
歓
待
で
あ

っ
た
の
だ
。
当
時
こ
ち
ら
で
出
席
者
一
同
が
記
念
撮
影
し
た
写
真
、
会
報

に
載
せ
た
小
生
の
歓
迎
文
、
ま
で
携
え
て
来
ら
れ
た
の
に
は
全
く
驚
い
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
写
真
を
逸
早
く
小
生
に
見
せ
て
皆
さ
ん
未
だ

元
気
か
．
…
：
、
模
さ
ん
、
松
方
さ
ん
は
元
気
か
．
：
・
・
・
等
と
矢
継
ぱ
や
の
質

問
に
始
ま
っ
た
こ
の
歓
迎
会
に
は
小
生
も
感
激
、
下
手
な
英
話
で
一
応
の

挨
拶
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
次
第
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
っ
と
驚

い
た
こ
と
に
は
…
…
小
生
が
昔
、
一
九
二
七
年
、
吾
妻
山
か
ら
会
津
の
沼

尻
へ
正
月
の
元
日
に
グ
ブ
ラ
ー
さ
ん
と
初
め
て
会
っ
て
ス
キ
ー
行
を
共
に

し
た
時
の
写
真
を
グ
ブ
ラ
ー
さ
ん
が
持
っ
て
来
ら
れ
、
そ
の
当
時
の
グ
ブ

ラ
ー
さ
ん
の
日
記
に
我
々
三
人
一
行
の
、
の
国
〆
国
国
吾
①
尉
陣
ｇ
ｏ
｝
と

書
い
た
手
帳
、
日
記
を
見
せ
ら
れ
そ
の
上
、
ご
喝
』
』
ｌ
ど
目
．
己
認
．

Ｐ
ｍ
ｌ
弓
○
嗣
閨
○
》
思
囹
・
酌
屋
ｌ
Ｎ
ｑ
詞
門
国
と
三
段
に
刻
み
込
ん
だ
銀

の
菓
子
皿
を
「
今
日
の
記
念
に
。
：
…
」
と
云
っ
て
、
渡
さ
れ
た
時
に
は
全

く
驚
き
と
感
謝
の
他
は
な
か
っ
た
。

山
が
結
ん
だ
海
外
の
友
。
こ
ん
な
な
ご
や
か
な
、
し
か
も
先
年
の
お
返

し
の
お
礼
と
云
う
一
応
、
公
式
の
歓
迎
に
は
、
内
心
頭
が
さ
が
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
場
所
も
兎
に
角
、
何
百
年
の
歴
史
に
輝
く
、
チ

ュ
ー
リ
ッ
ヒ
一
流
の
料
亭
ら
し
い
、
そ
の
昔
、
文
豪
ゲ
ー
テ
も
こ
の
料
亭

に
は
立
寄
っ
た
と
云
う
。
赤
毛
布
が
見
て
も
判
る
よ
う
な
古
色
豊
か
な
料

亭
で
あ
っ
た
に
は
全
く
恐
縮
し
た
次
第
で
あ
る
。
集
ま
っ
た
グ
ブ
ラ
ー
さ

ん
他
三
人
の
ご
連
中
も
、
話
し
て
見
れ
ば
何
れ
も
相
当
に
山
を
歩
い
て
い

る
ご
連
中
で
、
つ
い
数
日
前
に
山
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
の
日
焼
け
の
顔
・
・
．

・
・
・
こ
ん
な
会
は
小
生
に
と
っ
て
は
今
度
の
ス
イ
ス
行
の
最
後
の
日
を
飾
る

に
全
く
感
激
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
一
日
で
あ
っ
た
。
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東
海
山
岳
史
を
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
は
か
ら
ず
も
雪
の
立
山
・
針
ノ

木
越
え
、
ま
た
薬
師
・
槍
縦
走
を
映
画
に
も
撮
影
し
た
人
が
い
た
と
人
づ

て
に
聞
き
、
当
時
の
新
聞
を
調
尋
へ
て
み
る
と
、
全
国
の
新
聞
が
そ
の
壮
挙

を
ト
ッ
プ
記
事
と
し
て
あ
つ
か
っ
て
い
る
。

「
雪
の
ア
ル
プ
ス
踏
破
名
古
屋
伊
藤
孝
一
氏
の
冒
険
旨
名
古
屋
山
岳
写
真

家
伊
藤
孝
一
氏
ら
立
山
に
消
息
を
断
つ
」
…
：
．
こ
ん
な
記
事
が
全
国
の
新

聞
紙
上
に
幾
度
と
な
く
報
じ
ら
れ
た
の
は
、
大
正
十
二
年
の
初
春
の
こ
ろ

で
、
伊
藤
氏
は
か
つ
て
前
人
が
な
し
え
な
か
っ
た
雪
の
ア
ル
プ
ス
縦
走
と

映
画
撮
影
を
半
世
期
も
前
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
そ
れ
は
登
山

の
夜
明
け
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

大
正
十
二
年
の
初
春
に
雪
の
立
山
・
針
ノ
木
越
え
を
行
い
、
そ
の
と
き

撮
影
し
た
映
画
を
宮
内
省
に
献
上
し
、
ま
た
「
雪
の
日
本
ア
ル
プ
ス
」
活

動
写
真
大
会
が
、
東
京
帝
大
や
名
古
屋
、
大
阪
ら
で
盛
大
に
上
映
せ
ら
れ

た
。

伊
藤
孝
一
氏
の
足
跡

こ
れ
ら
の
フ
ィ
ル
ム
を
探
し
求
め
て
数
年
。
私
は
昭
和
四
十
年
の
春
、

つ
い
に
伊
藤
氏
の
戦
時
中
の
疎
開
先
の
、
ア
ル
プ
ス
の
見
え
る
里
、
信
州

有
明
の
燕
山
荘
主
、
赤
沼
千
尋
氏
の
分
家
の
土
蔵
の
中
か
ら
、
大
正
時
代

の
新
聞
紙
に
包
ま
れ
た
フ
ィ
ル
ム
を
発
見
し
た
が
、
惜
し
く
も
立
山
・
針

ノ
木
越
え
の
フ
ィ
ル
ム
は
な
く
（
焼
失
？
）
立
山
・
針
ノ
木
越
え
の
翌
大
正

十
三
年
に
計
画
実
行
さ
れ
た
、
薬
師
ｌ
槍
ヶ
岳
縦
走
の
未
発
表
の
ネ
ガ
・

フ
ィ
ル
ム
二
十
巻
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
フ
ィ
ル
ム
は
私
費
二
十
万
円
（
現
在
の
三
億
円
を
越
す
）
を
投
じ

て
山
小
屋
三
ヵ
所
を
建
設
し
、
「
雪
の
薬
師
槍
ヶ
岳
縦
走
」
、
「
冬
の
黒
部
源

流
と
雲
の
平
」
を
踏
破
し
て
映
画
撮
影
に
成
功
し
た
わ
け
だ
が
、
立
山
・

針
ノ
木
越
え
や
こ
の
薬
師
・
槍
縦
走
直
後
の
伊
藤
氏
は
、
経
済
パ
ニ
ッ
ク

の
あ
お
り
を
う
け
て
破
産
し
、
こ
の
フ
ィ
ル
ム
を
世
に
問
う
こ
と
も
な
く
、

フ
ィ
ル
ム
を
抱
い
て
戦
争
中
に
信
州
に
疎
開
し
た
。

伊
藤
氏
は
昭
和
二
十
九
年
四
月
十
六
日
に
、
数
々
の
日
本
ア
ル
プ
ス
の

上
田
竹
三
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鰯
甥 華

や

■

Ⅱ

鴬 ：槍
ヶ
岳
へ
む
か
う
一
行
（
三
俣
連
季
岳
付
近
に
て
）

霧
Ⅱ

§ …鶏1息§u露好

錘

想
い
出
を
胸
に
、
愛
嬢
都
留
子
さ
ん
に
見
と
ら
れ
て
、
東
京
都
三
鷹
市
で

他
界
せ
ら
れ
た
（
六
十
三
歳
）
。
実
業
家
と
し
て
は
失
敗
者
で
あ
っ
た
が
、

大
正
の
登
山
界
に
雪
山
縦
走
に
先
鞭
を
つ
け
た
足
跡
は
き
わ
め
て
大
き
い

も
の
が
あ
っ
た
。

登
山
家
、
山
岳
写
真
家
と
し
て
知
ら
れ
た
伊
藤
孝
一
氏
（
一
八
九
一
’
一

九
五
四
）
は
、
尾
張
藩
御
用
商
人
の
七
人
衆
の
一
人
、
京
屋
吉
兵
衛
の
七

代
目
と
し
て
名
古
屋
に
育
っ
た
。
大
正
時
代
に
外
車
三
台
を
自
家
用
車
と

し
て
所
有
、
家
業
の
伊
藤
殖
産
（
名
古
屋
市
西
区
玉
屋
町
四
Ⅱ
現
在
中
区
）

は
支
配
人
ま
か
せ
で
、
読
書
、
カ
メ
ラ
、
登
山
の
趣
味
が
つ
の
り
、
富
士

山
、
南
ア
ル
プ
ス
、
北
ア
ル
プ
ス
を
登
山
し
、
撮
影
（
大
正
末
期
ま
で
は

登
山
や
カ
メ
ラ
道
楽
は
旦
那
衆
の
み
）
す
る
な
ど
新
馬
鹿
大
将
と
い
う
異

名
さ
え
つ
け
ら
れ
た
。

大
正
十
一
年
、
当
時
三
十
一
歳
の
伊
藤
氏
は
厳
冬
期
の
立
山
・
針
ノ
木

越
え
を
、
第
二
次
と
し
て
薬
師
・
槍
縦
走
計
画
を
、
信
州
大
町
の
対
山
館

主
・
百
瀬
慎
太
郎
氏
と
、
燕
山
荘
主
・
赤
沼
千
尋
氏
、
映
画
技
士
・
勝
野

蛙
四
郎
氏
ら
の
協
力
で
立
案
し
た
。

そ
の
暮
、
ま
ず
信
州
大
沢
か
ら
針
ノ
木
よ
り
立
山
越
え
を
実
行
に
う
つ

し
た
。
一
行
は
人
夫
を
交
え
て
十
八
名
、
大
沢
か
ら
針
ノ
木
に
向
わ
ん
と

し
た
が
、
連
日
の
猛
吹
雪
の
た
め
涙
の
敗
退
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

や
む
な
く
大
沢
か
ら
針
ノ
木
越
え
を
断
念
し
て
富
山
に
入
り
、
芦
峅
で
食

糧
を
整
備
し
て
、
大
正
十
二
年
三
月
、
立
山
温
泉
を
基
地
に
多
量
の
積
雪
と

闘
い
な
が
ら
立
山
に
挑
み
、
三
月
十
五
日
室
堂
、
十
六
日
は
晴
天
に
恵
ま
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れ
て
午
前
五
十
分
立
山
頂
上
を
き
わ
め
て
、
待
望
の
映
画
撮
影
機
バ
ル
ポ

を
心
ゆ
く
ま
で
回
転
さ
せ
た
。
そ
し
て
黒
部
渓
谷
で
四
日
間
の
吹
雪
に
耐

え
、
二
十
一
日
の
正
午
、
針
ノ
木
岳
頂
上
に
立
っ
た
。
か
つ
て
富
山
城
主

佐
々
成
政
が
徳
川
家
康
に
援
軍
を
求
め
て
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
年
）

の
暮
、
こ
の
雪
の
峠
路
を
越
え
浜
松
に
駈
け
よ
う
と
し
た
と
き
以
来
の
、

積
雪
期
の
飛
騨
山
脈
横
断
の
成
功
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
「
雪
の
日
本
ア

ル
プ
ス
」
活
動
写
真
大
会
が
、
東
京
帝
大
や
、
名
古
屋
、
大
阪
で
新
聞
社

な
ど
の
後
援
で
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
フ
ィ
ル
ム
は
百
五
十
場
面
七

巻
、
七
千
フ
ィ
ー
ト
に
お
よ
ぶ
長
大
な
も
の
で
、
当
時
の
愛
知
県
議
清
水

市
太
郎
氏
が
さ
っ
そ
く
宮
内
省
に
献
上
の
手
続
き
を
と
り
、
伊
藤
氏
を
伴

っ
て
東
上
し
た
。
ま
た
山
の
宮
様
と
し
て
知
ら
れ
た
、
秩
父
宮
家
に
も
献

上
し
て
御
覧
に
入
れ
た
。

こ
の
伊
藤
氏
の
栄
光
の
裏
面
で
は
、
冬
山
の
無
情
を
世
に
知
ら
せ
て
衝

撃
を
あ
た
え
た
事
件
が
あ
っ
た
。
伊
藤
氏
が
大
沢
キ
ャ
ン
プ
地
で
猛
吹
雪

と
闘
っ
て
敗
退
し
た
こ
ろ
、
富
山
側
か
ら
立
山
登
山
の
槙
有
恒
、
三
田
幸

夫
、
板
倉
勝
宣
氏
ら
の
一
行
が
下
山
の
途
中
、
吹
雪
の
た
め
松
尾
峠
で
遭

難
し
、
板
倉
氏
は
一
月
十
七
日
、
救
援
を
待
た
ず
に
絶
命
せ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
頃
だ
け
に
伊
藤
氏
の
成
功
は
い
っ
そ
う
の
注
目
を
ひ
い

た
。
こ
の
登
山
行
と
同
時
に
「
薬
師
・
槍
縦
走
」
中
間
基
地
の
山
小
屋
の

建
設
や
食
糧
計
画
が
す
す
め
ら
れ
た
。
有
峯
部
落
（
今
は
有
峯
ダ
ム
と
し

て
湖
底
）
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
が
つ
く
ら
れ
、
真
川
（
現
在
、
折
立
峠
南

方
小
畑
尾
峠
東
面
）
と
上
ノ
岳
、
黒
部
乗
越
の
三
カ
所
に
山
小
屋
が
建
設

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
事
前
に
、
富
山
の
芦
峅
寺
の
当
時
の
村
長
・
佐
伯
静

氏
に
、
山
小
屋
建
設
や
人
夫
動
員
な
ど
を
約
し
て
金
二
十
万
円
が
支
払
わ

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
営
利
外
で
登
山
の
た
め
、
個
人
の
資
格
で
法
外
の
返

ら
ざ
る
投
資
を
し
た
人
は
、
空
前
絶
後
と
い
え
よ
う
。

有
峯
部
落
は
い
ま
有
峯
ダ
ム
の
湖
底
に
沈
ん
で
い
る
。
大
正
十
年
ご
ろ

有
峯
は
ダ
ム
建
設
の
た
め
、
東
谷
、
西
谷
十
一
戸
が
二
万
円
の
補
償
金
で

立
ち
の
き
、
伊
藤
氏
は
そ
の
土
蔵
二
軒
を
買
い
と
り
、
こ
れ
を
解
体
し
て

真
川
に
は
ん
こ
で
第
二
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と
し
た
。
真
川
の
小
屋
と
い

う
よ
り
完
全
な
大
農
家
風
の
家
で
あ
る
。
間
口
十
四
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
十

二
メ
ー
ト
ル
、
中
央
に
山
家
特
有
の
炉
が
切
ら
れ
、
調
理
場
、
風
呂
場
、

写
真
暗
室
な
ど
あ
る
豪
勢
な
も
の
で
、
そ
の
た
た
ず
ま
い
は
当
時
と
し
て

最
高
の
山
小
屋
で
あ
ろ
う
。
さ
な
が
ら
海
抜
千
八
百
メ
ー
ト
ル
に
近
い
日

本
ア
ル
プ
ス
の
山
中
に
、
有
峯
部
落
が
再
現
さ
れ
た
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

大
正
十
二
年
の
十
一
月
、
伊
藤
氏
一
行
は
名
古
屋
を
出
発
し
て
岐
阜
県

ど

猪
谷
、
土
、
大
多
和
峠
の
新
雪
を
踏
ん
で
、
有
峯
部
落
に
残
さ
れ
た
岩
段

家
に
登
山
物
質
を
運
び
こ
ん
だ
。

登
山
用
具
や
食
糧
の
配
分
（
約
三
ヵ
月
分
）
が
行
わ
れ
、
本
隊
は
名
古
屋

の
五
名
、
芦
峅
か
ら
立
山
初
期
の
ガ
イ
ド
で
あ
る
人
夫
、
平
蔵
、
光
次
郎
、

伊
三
郎
、
新
二
郎
、
善
正
坊
、
福
松
、
亀
蔵
、
鶴
松
、
勇
蔵
、
弥
曽
太
郎
、

徳
助
ら
が
参
加
、
連
日
有
峯
か
ら
真
川
と
豪
雪
の
ラ
ッ
セ
ル
と
荷
上
げ
が

続
く
。

食
糧
、
天
幕
、
防
寒
具
、
夜
具
、
数
台
の
写
真
機
と
現
像
用
具
、
薬
品
、
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ス
キ
ー
、
猟
銃
、
弾
薬
な
ど
の
ほ
か
、
個
人
装
備
と
し
て
リ
ュ
ッ
ク
、
ワ

カ
ン
ジ
キ
、
金
カ
ン
ジ
キ
（
五
本
爪
）
な
ど
、
一
方
、
輪
送
部
員
以
外
は
真

川
に
集
結
し
て
太
郎
平
へ
ラ
ッ
セ
ル
、
く
る
日
も
く
る
日
も
吹
雪
の
あ
け

く
れ
の
中
を
荷
物
の
整
理
と
、
補
給
物
資
と
し
て
か
も
し
か
狩
り
、
熊
狩

り
、
岩
魚
つ
り
に
忙
殺
さ
れ
た
。

そ
の
う
え
本
隊
員
と
人
夫
ら
は
、
初
め
て
は
く
ス
キ
ー
の
練
習
も
日
課

の
一
つ
と
し
て
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
十
二
月
四
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
た
の

に
力
を
得
て
、
太
郎
山
へ
の
ア
タ
ッ
ク
、
伊
藤
氏
ら
は
そ
の
鞍
部
か
ら
白

銀
に
輝
く
、
薬
師
岳
を
は
じ
め
黒
部
五
郎
岳
、
黒
岳
、
鷲
羽
岳
、
雲
の
平

な
ど
の
大
景
観
の
撮
影
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
ふ
た
た
び
真
川
に
引
き
あ

げ
た
。
小
屋
に
は
豪
華
な
魚
肉
の
料
理
が
待
っ
て
い
て
、
一
行
の
食
欲
と

疲
れ
を
十
二
分
に
い
や
し
て
く
れ
た
。
当
時
の
『
山
岳
』
に
関
西
の
登
山

家
榎
谷
徹
蔵
氏
は
、
真
川
小
屋
は
大
ぶ
と
ん
の
上
に
厚
い
毛
布
を
五
枚
も

重
ね
、
寝
間
着
も
毛
織
の
シ
ャ
ツ
、
伊
藤
家
の
梶
田
支
配
人
の
手
料
理
に

よ
る
、
ク
マ
や
ウ
サ
ギ
、
カ
モ
シ
カ
な
ど
の
料
理
も
格
別
、
真
川
の
流
れ

の
ほ
と
り
に
ア
セ
チ
リ
ン
灯
、
お
そ
ら
く
太
閤
さ
ん
で
も
で
き
な
か
っ
た

こ
と
と
害
い
て
い
る
。

長
い
雪
山
生
活
の
慰
め
と
し
て
、
部
屋
の
水
槽
に
岩
魚
を
泳
が
せ
、
か

も
し
か
狩
り
に
金
時
計
を
与
え
、
さ
ら
に
芦
峅
か
ら
来
た
人
夫
の
妻
女
を

よ
び
寄
せ
、
豆
を
引
か
せ
て
豆
腐
を
つ
く
ら
せ
て
、
一
同
を
喜
ば
せ
た
。

二
月
四
日
、
薬
師
岳
に
挑
ん
で
頂
上
に
立
っ
た
。
雄
大
な
日
本
の
屋
根
、

大
ア
ル
プ
ス
の
白
銀
の
大
景
観
に
一
行
は
狂
喜
し
た
。
数
百
フ
ィ
ー
ト
の
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フ
ィ
ル
ム
が
ま
た
た
く
間
に
写
さ
れ
、
伊
藤
氏
の
ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
や
ア

ン
ゴ
ー
と
グ
ラ
フ
レ
ッ
ク
ス
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
鳴
り
づ
め
で
あ
る
。
続
い
て

大
天
幕
を
薬
師
沢
に
張
り
、
氷
壁
ま
ぶ
し
い
黒
部
源
流
の
撮
影
、
五
百
メ

ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
雪
崩
を
フ
ィ
ル
ム
に
お
さ
め
、
雪
山
の
猛
威
に
改
め
て

驚
き
の
眼
を
見
張
っ
た
。

す
べ
て
神
秘
と
驚
異
の
世
界
で
あ
り
、
夢
ご
こ
ち
の
撮
影
行
で
も
あ
っ

た
と
い
う
。
凍
る
黒
部
川
の
渡
渉
、
一
望
大
雪
田
の
雲
の
平
に
さ
し
か
か

る
と
、
ア
ル
プ
ス
の
山
波
は
ま
す
ま
す
雄
大
さ
を
増
す
。
休
む
間
も
な
く

三
月
十
一
日
全
員
で
上
ノ
岳
、
黒
部
乗
越
小
屋
へ
。
小
屋
に
入
る
に
は
氷

雪
を
く
だ
い
て
入
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
米
び
つ
に
埋
め
て
あ
っ
た
上

酒
は
、
す
っ
か
り
凍
っ
て
す
ぐ
に
呑
め
な
か
っ
た
。
そ
し
て
前
進
キ
ャ
ン

プ
を
双
六
岳
近
く
に
三
張
は
っ
た
。
晴
れ
間
に
撮
影
に
入
る
。
鷲
羽
岳
、

黒
岳
、
遠
く
立
山
、
剣
岳
の
勇
姿
な
ど
す
べ
て
水
平
パ
ン
ニ
ン
グ
に
よ
る

撮
影
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
へ
信
州
側
か
ら
食
糧
輪
送
に
あ
た
っ
て
い
た
百

瀬
慎
太
郎
、
赤
沼
千
尋
両
氏
が
、
上
高
地
か
ら
殺
生
小
屋
を
へ
て
双
六
キ

ャ
ン
プ
へ
入
っ
て
き
た
。
縦
走
隊
と
信
州
側
の
両
隊
員
四
十
名
の
歓
呼
が

ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
こ
だ
ま
し
て
、
い
つ
ま
で
も
響
き
渡
っ
た
。

真
黒
に
雪
や
け
し
た
顔
、
伸
び
た
ひ
げ
、
伊
藤
氏
と
百
瀬
氏
、
赤
沼
氏

の
三
人
は
固
く
手
を
握
り
あ
っ
た
。
雪
積
期
の
輝
か
し
い
縦
走
記
録
と
、

映
画
撮
影
の
成
功
と
二
重
の
喜
び
に
、
抱
き
あ
う
隊
員
ら
の
眼
頭
に
キ
ラ

リ
と
光
る
も
の
が
あ
っ
た
。
四
月
十
七
日
、
最
後
の
稜
線
で
あ
り
、
雪
の

花
道
で
あ
る
西
鎌
尾
根
に
延
々
と
隊
列
が
進
む
。
次
第
に
せ
り
上
っ
て
く

る
待
望
の
槍
ヶ
岳
の
穂
先
が
蕊
雪
煙
の
中
に
隠
顕
す
る
。
さ
あ
》
槍
ヶ
岳

の
肩
で
あ
る
。
そ
の
夜
殺
生
小
屋
で
手
足
を
の
ば
し
て
の
一
泊
は
、
前
日

ま
で
の
天
幕
生
活
の
疲
れ
を
一
気
に
ほ
ぐ
し
て
く
れ
た
。

十
九
日
、
快
晴
の
下
で
大
槍
の
岩
壁
に
映
写
機
械
を
吊
り
あ
げ
る
映
写

機
バ
ル
ポ
に
三
脚
が
固
定
し
た
。
伊
藤
氏
と
勝
野
技
士
が
パ
ン
ニ
ン
グ

（
回
転
撮
影
）
撮
影
の
位
置
を
た
し
か
め
る
。
真
北
に
槍
頂
上
の
ほ
こ
ら

を
入
れ
、
赤
岳
か
ら
左
へ
左
へ
と
映
写
機
は
回
転
す
る
。
遠
く
鹿
島
鎗
、

針
ノ
木
、
立
山
、
野
口
五
郎
岳
、
薬
師
岳
、
笠
ヶ
岳
、
乗
鞍
岳
、
穂
高
岳
、

中
央
ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ
ス
、
富
士
山
ら
が
霞
ん
で
浮
ぶ
。

カ
メ
ラ
は
さ
ら
に
、
常
念
岳
か
ら
大
天
井
岳
、
ア
ル
プ
ス
銀
座
へ
と
回

さ
れ
、
再
び
真
北
の
赤
岳
で
停
止
し
た
。
三
百
六
十
度
の
パ
ン
ニ
ン
グ
で

あ
る
。
こ
の
一
瞬
、
雪
に
お
お
わ
れ
た
日
本
ア
ル
プ
ス
の
大
景
観
の
映
画

が
、
初
め
て
記
録
せ
ら
れ
た
の
だ
。
（
こ
の
大
正
十
三
年
の
一
月
、
早
大
．

船
田
三
郎
、
麻
生
武
治
の
両
氏
が
槍
沢
か
ら
積
雪
期
の
槍
ヶ
岳
登
山
の
記

録
を
つ
く
っ
た
。
）
大
正
十
三
年
四
月
二
十
一
日
、
「
名
古
屋
新
聞
」
は
次

の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

「
名
古
屋
市
の
登
山
家
伊
藤
孝
一
氏
一
行
の
日
本
ア
ル
プ
ス
の
撮
影
班

は
、
信
濃
山
岳
会
赤
沼
千
尋
、
百
瀬
慎
太
郎
ら
の
連
絡
班
と
合
し
て
四
十

名
、
四
月
二
十
一
日
殺
生
小
屋
よ
り
下
山
、
日
本
ア
ル
プ
ス
も
カ
メ
ラ
で

征
服
、
死
を
決
し
て
険
を
冒
し
て
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
三
万
五
千
フ
ィ
ー

ト
Ｉ
。
：
：
。
」

前
記
の
立
山
・
針
ノ
木
越
え
に
引
き
続
い
て
、
今
回
の
薬
師
・
槍
縦
走
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伊藤孝一氏の足跡

の
壮
挙
に
投
じ
た
費
用
は
四
十
万
円
を
下
ら
な
い
額
で
、
こ
れ
ら
が
起
因

し
て
伊
藤
氏
の
経
営
し
て
い
る
伊
藤
殖
産
は
、
間
も
な
く
破
産
の
憂
目
を

み
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
伊
藤
氏
の
消
息
も
断
た
れ
、
大
正
、
昭

和
を
境
に
新
聞
紙
上
か
ら
す
っ
か
り
消
え
さ
り
、
い
つ
し
か
山
岳
界
か
ら

も
話
題
か
ら
遠
ざ
か
り
、
戦
時
中
、
信
州
の
有
明
に
疎
開
し
た
伊
藤
氏
は
、

朝
な
夕
な
忘
れ
得
ぬ
山
々
を
眺
め
な
が
ら
、
か
つ
て
の
山
仲
間
の
赤
沼
、

百
瀬
氏
ら
と
酒
を
く
み
か
わ
し
、
往
時
の
想
い
出
に
ひ
た
っ
て
い
た
と
い

声
、
，
／
ｏ

猛
吹
雪
の
中
を
越
年
し
て
、
苦
闘
し
た
大
沢
キ
ャ
ン
プ
で
の
こ
と
、
薬

師
沢
の
大
ノ
マ
（
な
だ
む
に
遭
遇
し
て
命
拾
い
し
た
と
き
の
こ
と
、
凱
旋

将
軍
の
よ
う
に
下
山
し
て
迎
え
ら
れ
た
日
々
、
羽
織
・
は
か
ま
・
山
高
帽

子
で
宮
中
に
参
内
、
大
森
皇
后
宮
大
夫
を
通
じ
て
フ
ィ
ル
ム
を
献
上
し
た

晴
れ
の
日
の
こ
と
な
ど
、
そ
の
想
い
出
は
つ
き
な
い
。

そ
れ
に
こ
た
え
る
よ
う
に
百
瀬
氏
や
ガ
イ
ド
の
平
蔵
も
ま
た
往
時
の
山

の
想
い
出
を
歌
に
託
し
て
あ
の
こ
ろ
を
懐
し
ん
で
い
る
。

橋
桁
を
踏
み
滑
ら
し
て
川
に
落
つ

福
松
の
赤
あ
り
や
な
し
や
（
注
・
赤
は
犬
の
名
前
）

今
な
れ
ば
ダ
ン
ケ
ル
ク
に
も
た
と
へ
ま
し

一
散
に
降
る
篭
川
の
谷

平
蔵
が
ど
っ
か
と
雪
に
腰
お
ろ
し

や
」
幸
）

板
倉
さ
ん
は
此
処
で
す
と
い
ふ

前
記
の
槙
有
恒
氏
ら
一
行
の
遭
難
地
点
通
過
の
節
の
想
い
出
を
い
た
む

心
を
う
た
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
来
す
で
に
四
十
星
霜
、
そ
の
百
瀬
氏

は
昭
和
二
十
四
年
三
月
に
世
を
去
り
、
そ
れ
に
お
く
れ
る
こ
と
五
年
、
伊

藤
氏
も
ま
た
昭
和
二
十
九
年
四
月
十
六
日
、
静
か
に
こ
の
世
を
去
ら
れ

た
。

い
ま
な
を
健
在
な
の
は
赤
沼
氏
だ
け
だ
が
、
氏
は
浅
間
に
ウ
ェ
ス
ト

ン
・
ホ
テ
ル
を
経
営
、
山
男
ら
し
い
気
迫
に
み
ち
た
毎
日
を
送
っ
て
い

る
。

そ
の
赤
沼
氏
の
分
家
の
土
蔵
か
ら
四
十
年
ぶ
り
に
発
見
さ
れ
た
フ
ィ
ル

ム
は
、
十
六
ミ
リ
に
縮
少
、
約
二
千
フ
ィ
ー
ト
、
上
下
二
巻
に
収
め
て
一

応
編
集
し
た
も
の
だ
が
、
は
っ
き
り
と
し
た
撮
影
行
の
道
す
じ
が
判
然
と

せ
ず
、
そ
の
た
め
私
は
芦
峅
に
当
時
の
参
加
者
で
あ
る
志
鷹
光
次
郎
氏
を

尋
ね
た
。
志
鷹
氏
は
五
十
余
年
に
及
ぶ
ガ
イ
ド
生
活
を
重
ね
、
昭
和
三

十
七
年
黄
綬
褒
章
、
四
十
一
年
単
光
旭
日
章
を
受
章
し
て
い
る
。
一
夜
と

も
に
こ
の
フ
ィ
ル
ム
を
映
写
し
て
教
え
を
乞
う
た
が
、
五
十
余
年
前
の
こ

と
と
て
す
等
へ
て
想
い
出
は
忘
脚
の
彼
方
に
あ
っ
た
。
か
も
し
か
と
格
闘

し
、
か
も
し
か
を
抱
い
た
白
面
の
青
年
時
代
の
己
が
姿
を
映
画
に
見
て
、

飛
び
さ
っ
た
は
る
か
な
る
時
代
を
回
想
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

お
そ
ら
く
伊
藤
氏
も
一
番
心
残
り
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
フ
ィ
ル
ム

は
映
写
さ
れ
ず
に
世
を
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
幻
の
フ
ィ
ル
ム
は
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
一
般
に
公
開
せ
ら
れ
る
日
を
待
っ
て
い
る
。
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『
山
岳
』
に
紹
介
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
の
当
時
、
日
本
の
積
雪
期
登
山
は
、

名
古
屋
の
素
封
家
伊
藤
孝
一
氏
に
よ
る
大
正
十
二
年
春
の
立
山
・
針
ノ

木
峠
越
え
、
大
正
十
三
年
二
月
の
薬
師
岳
登
山
、
同
年
春
の
上
ノ
岳
・
双

六
・
槍
ヶ
岳
縦
走
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
登
山
界
に
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
て
い
る
文
献
と
し

て
は
、
藤
田
信
道
著
『
積
雪
期
登
山
』
（
昭
和
八
年
朋
文
堂
刊
）
の
中
の
「
伊

藤
孝
一
氏
の
思
出
」
、
『
山
岳
』
第
十
七
年
三
号
雑
報
欄
の
「
伊
藤
氏
の
映

画
隊
大
成
功
」
と
大
正
十
三
年
二
月
十
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
記

事
、
雑
誌
『
山
』
第
一
六
二
号
（
昭
和
二
十
四
年
九
月
朋
文
堂
刊
）
に
あ
る
赤

沼
千
尋
氏
の
随
筆
「
ゴ
リ
ラ
の
珈
琲
」
な
ど
で
わ
ず
か
断
片
的
に
そ
の
ア

ウ
ト
ラ
イ
ン
を
う
か
が
う
だ
け
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
名
古
屋
在
住
の
元
毎
日
新
聞
写
真
部
員
、
日
本
報
道
写
真

連
盟
理
事
上
田
竹
三
氏
が
、
か
く
れ
た
郷
土
の
登
山
家
と
し
て
の
伊
藤
孝

一
氏
に
注
目
さ
れ
、
赤
沼
氏
の
分
家
か
ら
未
公
開
の
ま
ま
埋
も
れ
て
い
た

当
時
の
薬
師
・
槍
縦
走
の
フ
ィ
ル
ム
を
発
見
、
こ
れ
を
も
と
に
そ
の
行
動

記
録
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
を
海
野
治
良
氏
よ
り
連
絡
を
受
け
た
。
海

野
氏
の
御
紹
介
に
よ
り
小
生
は
上
田
氏
と
連
絡
、
こ
の
貴
重
な
記
事
を

［
付
記
］

積
雪
期
北
ア
ル
プ
ス
縦
走
の
新
資
料

ま
だ
ほ
ん
の
序
の
口
に
す
ぎ
な

か
つ
た
。
穂
高
連
峰
は
ま
だ
登
ら
れ
て
お
ら
ず
、
積
雪
期
の
北
ア
ル
プ
ス

で
登
ら
れ
た
ピ
ー
ク
と
い
え
ば
、
槍
ヶ
岳
、
立
山
、
劔
岳
、
白
馬
岳
、
燕

岳
、
乗
鞍
岳
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
も
い
ず
れ
も
山
麓
の
小
屋
か
ら
の

往
復
登
山
で
あ
り
、
山
稜
縦
走
な
ど
行
な
う
パ
ー
テ
ィ
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
時
代
に
き
わ
め
て
大
が
か
り
な
隊
を
組
織
し
、
立
山
・
針
ノ
木

越
え
、
薬
師
・
槍
縦
走
を
敢
行
し
た
伊
藤
孝
一
氏
の
記
録
は
、
日
本
の
登

山
史
上
、
異
彩
を
放
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

上
田
氏
は
こ
の
記
録
を
『
毎
日
グ
ラ
フ
』
別
冊
（
昭
和
四
十
四
年
三
月
一

日
号
）
お
よ
び
名
古
屋
の
Ｐ
Ｒ
雑
誌
『
駅
前
』
第
四
十
三
号
（
昭
和
四
十
三

年
四
月
発
行
）
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
事
は
そ
れ
ら
を
整
理
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

（
山
崎
安
治
）
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石井鶴三先生のこと

本
会
の
永
年
会
員
で
あ
り
ま
し
た
彫
塑
家
・
石
井
鶴
三
（
一
八
八
七
’

一
九
七
三
）
先
生
は
、
明
治
二
十
年
六
月
五
日
、
東
京
市
下
谷
区
仲
御
徒

町
三
ノ
九
、
石
井
鼎
湖
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
母
は
ふ
じ
の
、

長
男
は
満
吉
、
同
氏
は
洋
画
家
の
柏
亭
で
あ
り
、
二
男
は
貞
次
で
あ
り
ま

す
。
先
生
は
当
時
四
年
制
で
あ
り
ま
し
た
尋
常
科
の
小
学
校
を
終
え
る
頃

ま
で
に
は
、
ご
両
親
と
も
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
千
葉
県
船
橋
の
矢

橋
（
父
の
妹
の
と
つ
ぎ
先
）
家
へ
養
子
に
行
か
れ
る
の
で
す
。
そ
の
頃
の

こ
と
を
先
生
の
童
話
「
常
吉
と
鶏
と
卵
」
で
は
、

「
常
吉
は
可
哀
さ
う
な
孤
児
で
す
。
十
二
の
時
両
親
に
死
に
別
れ
て
、

そ
れ
か
ら
は
田
舎
の
叔
母
さ
ん
の
処
で
育
て
ら
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
其
叔

母
さ
ん
は
や
さ
し
く
な
い
人
で
、
常
吉
に
対
し
て
ど
う
も
邪
樫
で
し

た
。
常
吉
は
元
来
内
気
で
お
と
な
し
い
子
で
し
た
が
、
そ
れ
で
猶
更
さ

び
し
い
子
に
な
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
近
所
の
子
供
達
と
一
緒
に
遊
ぶ

石
井
鶴
三
先
生
の
こ
と

で
も
な
く
、
毎
日
つ
ま
ら
な
い
日
を
送
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
」

と
述
顎
へ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
常
吉
は
先
生
自
身
、
田
舎
は
船
橋
と
解
釈
し

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
常
吉
は
又
絵
を
描
い
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
す
る
の
が
好
き
で
し
た

が
、
そ
れ
は
又
叔
母
さ
ん
の
ひ
ど
く
喜
ば
な
い
処
で
、

『
そ
ん
な
事
を
し
て
居
る
暇
が
あ
る
な
ら
、
庭
で
も
掃
け
、
雑
巾
が
け

で
も
し
ろ
』

と
云
っ
て
叱
る
の
で
す
。
で
も
常
吉
は
好
き
な
事
は
や
め
ら
れ
ず
、
そ

れ
か
ら
は
叔
母
さ
ん
に
か
く
れ
て
、
こ
っ
そ
り
此
さ
び
し
い
楽
し
み
を

続
け
よ
う
と
し
ま
し
た
。
厩
の
天
上
裏
は
藁
の
置
場
に
な
っ
て
ゐ
ま
し

た
が
、
常
吉
は
こ
こ
に
隠
れ
場
所
を
見
付
け
て
、
そ
れ
か
ら
は
此
処
で

絵
を
描
い
た
り
本
を
読
ん
だ
り
し
て
居
り
ま
し
た
。
」

こ
の
頃
か
ら
美
術
に
心
を
よ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な

小

野
幸
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お
、
前
文
の
中
に
「
厩
」
と
あ
り
ま
す
が
、
先
生
の
養
子
先
は
薪
炭
業
を

営
ん
で
お
り
ま
し
て
、
運
送
馬
車
用
の
馬
が
お
り
、
そ
の
馬
を
か
わ
い
が

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

「
此
中
で
た
っ
た
一
つ
大
変
仲
の
い
い
お
友
達
が
あ
り
ま
し
た
。
常
吉

は
此
た
っ
た
一
つ
の
お
友
達
に
よ
っ
て
僅
に
心
を
慰
め
ら
れ
て
ゐ
る
の

で
し
た
。
常
吉
は
よ
く
厩
へ
行
っ
て
は
、
其
青
の
頚
の
あ
た
り
を
軽
く

た
た
い
て
や
っ
た
り
、
頬
。
へ
た
を
撫
で
た
り
し
ま
し
た
。
…
…
い
つ

か
、
馬
の
世
話
を
す
る
の
が
常
吉
の
毎
日
の
仕
事
に
な
っ
て
し
ま
ひ
ま

か
、
馬

し
た
。
」

そ
の
頃
（
明
治
三
十
六
年
）
の
先
生
の
歌
「
少
年
愛
馬
」
に
、

わ
が
う
ま
は
わ
が
あ
し
お
と
を
き
き
わ
き
て
い
な

な
き
て
ゐ
る
あ
し
ふ
み
な
ら
し

わ
が
か
ほ
に
そ
の
な
が
き
か
ほ
よ
せ
て
く
る
う

ま
の
か
は
ゆ
さ
か
ほ
な
で
て
や
る

｢少年愛馬」

か
く
し
て
、
こ
の
船
橋
で
小
学
校
の
高
等
科
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
が
、

勉
学
の
心
や
み
が
た
く
、
養
家
に
別
れ
を
告
げ
て
上
京
さ
れ
、
美
術
の
道

に
踏
み
込
ま
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
明
治
三
十
七
年
一
月
、
先
生
十
八
歳

の
時
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
年
、
洋
画
家
・
小
山
正
太
郎
の
不
同
舎
に
学

ば
れ
ま
す
。
朝
日
新
聞
、
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
十
四
日
の
「
折
り
折
り

の
人
」
に
文
を
寄
せ
ら
れ
て
、

「
小
山
正
太
郎
は
私
の
画
道
の
先
生
で
あ
る
。
私
は
造
形
美
術
を
専
門

と
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
独
修
で
勉
強
し
て
き
た
の
で
、
画
道
の
先

生
と
し
て
師
事
し
た
の
は
小
山
先
生
ひ
と
り
だ
っ
た
。

小
山
先
生
の
不
同
舎
へ
入
塾
（
じ
ゆ
く
）
し
た
の
は
私
の
十
八
の
と

き
で
、
そ
こ
に
通
っ
た
の
は
一
年
く
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
．
：
…
・
」

な
お
、
彫
塑
に
つ
き
ま
し
て
は
加
藤
景
雲
に
つ
か
れ
ま
し
た
が
、
間
も

な
く
東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
選
料
に
入
ら
れ
ま
す
。

あ
き
の
く
さ
つ
ゆ
け
き
か
り
て
あ
た
ふ
れ
ば
う
れ
し

げ
に
は
む
は
し
き
わ
が
う
ま

く
ら
お
か
ず
の
る
う
ま
の
せ
の
ご
つ
ご
つ
と
わ

が
み
に
ふ
る
る
も
あ
し
く
あ
ら
な
く

わ
が
か
ひ
な
そ
と
か
ろ
く
か
む
わ
が
う
ま
は
わ

れ
を
あ
い
す
と
い
ひ
た
げ
な
る
ら
し
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先
生
の
山
登
り
の
は
じ
め
は
、
明
治
三
十
九
年
の
信
州
浅
間
山
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

東
京
日
々
新
聞
社
の
東
日
講
堂
で
、
昭
和
五
年
七
月
講
演
さ
れ
た
「
山

の
話
」
の
中
で
、

「
山
が
好
き
に
な
っ
た
動
機
、
と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
一
寸
考
へ
て
み

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
が
旅
に
出
た
そ
の
最
初
の
旅
と
い
う
も
の
が

信
濃
の
国
で
あ
り
ま
し
た
。
信
濃
の
国
は
御
承
知
の
通
り
山
国
で
、
初

旅
で
直
ぐ
山
に
ぶ
つ
つ
か
っ
た
。
そ
ん
な
所
か
ら
私
は
山
が
好
き
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
一
応
は
考
へ
て
み
た
の
で
す
が
、
何
だ
か
も
っ

と
深
い
所
に
根
ざ
し
て
居
る
や
う
な
気
が
し
ま
す
。
」

又
、
「
雲
」
で
は
、

「
は
じ
め
て
山
に
登
っ
た
時
、
暁
け
方
ま
だ
明
け
き
ら
ぬ
う
す
あ
か
り

に
雲
の
海
を
見
た
時
の
不
思
議
な
印
象
は
今
に
忘
ら
れ
な
い
。
頭
の
上

に
ぱ
か
り
見
て
居
た
雲
と
い
ふ
も
の
が
、
足
の
下
に
も
く
も
く
し
て
ゐ

た
の
だ
か
ら
全
く
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
」

こ
の
こ
と
を
「
浅
間
登
山
（
明
治
三
十
九
年
）
」
の
歌
で
は
、

あ
さ
ま
や
ま
よ
る
を
の
ぼ
る
と
か
ん
て
ら
の
ひ

を
あ
か
り
と
し
や
ま
み
ち
を
ゆ
く

つ
れ
は
う
へ
に
み
て
ゐ
し
く
も
が
め
の
し

た
に
あ
る
が
ふ
し
ぎ
さ
う
み
の
ご
と
く
な
る

こ
の
翌
、
明
治
四
十
年
胸
の
病
気
に
な
ら
れ
、
養
生
を
さ
れ
な
が
ら
の

美
校
生
活
が
続
け
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
の
頃
の
歌
に
、

く
も
の
う
み
に
は
る
か
に
う
か
ぶ
や
ま
な
み
は

ひ
だ
の
や
ま
か
も
あ
な
か
う
が
う
し

や
う
じ
や
う
の
ひ
と
つ
と
し
あ
ゆ
む
わ
ら
ぢ
は
き

ゐ
な
か
の
み
ち
を
あ
ゆ
む
よ
る
し
も

の
ぼ
り
た
ち
の
ぞ
く
く
わ
こ
う
は
く
わ
う
く
わ
う
と

お
と
す
さ
ま
じ
く
そ
こ
つ
ひ
は
も
ゆ

「
木
曾
節
」
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翌
四
十
二
年
、
は
じ
め
て
日
本
ア
ル
プ
ス
に
入
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と

を
「
旅
の
追
懐
」
で
、

「
針
の
木
嶺
が
越
し
て
見
た
く
て
出
掛
け
た
の
だ
が
、
序
に
立
山
へ
も

登
る
事
に
し
た
。
大
町
細
川
と
い
ふ
い
い
案
内
者
を
得
た
。
・
・
・
…
翌
日

細
川
さ
ん
は
一
人
で
は
少
し
荷
が
重
過
ぎ
る
か
ら
と
、
途
中
迄
勝
野
さ

ん
と
い
ふ
人
に
一
緒
に
行
っ
て
も
ら
ふ
事
に
し
て
三
人
で
出
掛
け
た
。
」

こ
の
時
の
歌
「
針
木
嶺
」
に
は
、

の
ぼ
り
た
て
ば
あ
な
や
ひ
ら
く
る
た
い
く
わ
ん
に
む
ね

を
ど
ら
し
て
め
を
み
は
る
か
も

明
治
四
十
一
年
に
は
木
曽
か
ら
飛
騨
へ
ぬ
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が

つ
ぎ
の
歌
で
す
。

お
ん
た
け
の
や
ま
ご
や
の
よ
る
や
ま
び
と
が
う
た

ひ
て
く
れ
し
き
そ
ぶ
し
の
う
た

ぐ
わ
ん
じ
つ
の
あ
さ
ま
だ
き
よ
り
ひ
と
ひ
あ
ゆ
み
ゆ

ふ
か
た
つ
き
ぬ
さ
が
み
の
あ
つ
ぎ

たき
うそ
けだ
ぢに

や
り
が
た
け
の
み
ね
を
か
す
め
て
い
ち
だ
ん
の
く

にゆ

ひ
だ
へ
こ
ゆ
る
と
わ
が
た
ど
る

き
く
ほ
と
と
ぎ
す
の
こ
ゑ

「
嶺
の
彼
方
は
深
い
渓
に
な
っ
て
居
る
。
程
も
な
く
私
達
は
其
渓
の
底

に
達
し
た
。
…
…
黒
部
川
を
渡
る
と
品
右
衛
門
さ
ん
の
小
屋
が
あ
る
。

品
右
衛
門
さ
ん
は
大
出
村
の
猟
師
で
、
夏
は
こ
の
小
屋
に
と
ま
っ
て
岩

魚
釣
を
し
て
居
る
。
其
夜
は
こ
の
小
屋
に
泊
め
て
も
ら
っ
て
ぐ
っ
す
り

眠
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
翌
日
は
こ
こ
で
勝
野
さ
ん
に
別
れ
、
細
川
さ
ん

と
二
人
で
立
山
へ
登
っ
た
。
。
：
…
そ
れ
か
ら
霧
の
中
を
温
泉
ま
で
下
り

た
。
」

翌
四
十
三
年
三
月
、
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
さ
れ
、
ひ
き
つ
づ
き
研
究

科
に
進
ま
れ
ま
す
。
こ
の
年
は
山
本
鼎
と
同
行
、
大
町
か
ら
烏
帽
子
岳
縦

走
、
今
で
言
う
裏
銀
座
コ
ー
ス
に
向
か
わ
れ
ま
す
。
前
に
引
き
ま
し
た

「
山
の
話
」
の
中
に
、

も
な
が
れ
ゆ
く
な
ん
た
る
さ
う
く
わ
ん
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石井鶴三先生のこと

も
う
一
人
、
人
夫
を
連
れ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
の
人
夫

が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
。
勝
野
氏
が
あ
っ
ち
こ
つ
ち
奔
走
し
て
呉
れ

て
も
、
農
村
が
忙
し
い
の
で
山
へ
行
く
と
言
ふ
人
が
無
い
。
さ
う
し
て

野
口
ま
で
行
っ
て
、
や
っ
と
惣
八
と
い
ふ
猟
師
ｌ
五
十
幾
つ
か
に
な

る
お
爺
さ
ん
で
し
た
が
、
其
の
人
を
見
付
け
て
呉
れ
ま
し
た
。
」

こ
の
よ
う
な
ス
タ
ッ
フ
で
、
葛
の
湯
、
烏
帽
子
ブ
ナ
立
坂
な
ど
六
泊
の

後
、
槍
か
ら
蒲
田
に
降
り
た
の
で
し
た
。
翌
四
十
四
年
は
南
ア
ル
プ
ス
白

峯
方
面
に
行
か
れ
て
い
ま
す
。

又
、
大
正
二
年
に
は
碓
氷
の
霧
積
温
泉
を
訪
れ
て
お
り
ま
す
。
「
碓
氷

初
冬
」
に
は
、

や
ま
ぢ
に
て
か
り
う
ど
に
あ
ひ
さ
り
げ
な
く
く
ま

を
み
で
や
と
と
は
れ
け
る
か
も

「
今
度
は
や
は
り
大
町
か
ら
槍
ヶ
岳
へ
行
っ
て
み
様
と
い
ふ
、
其
の
頃

と
し
て
は
可
な
り
無
謀
に
近
い
企
て
を
し
ま
し
て
、
出
掛
け
て
行
き
ま

し
た
。
そ
の
前
年
に
案
内
し
て
呉
れ
た
細
川
と
い
ふ
人
が
き
っ
と
居
る

こ
と
と
思
ひ
ま
し
て
、
其
の
人
に
頼
ん
だ
ら
ば
大
し
て
間
違
ひ
な
か
ら

う
と
思
っ
て
行
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
細
川
は
、
木
曽
の
方
へ

行
っ
て
し
ま
っ
て
、
ゐ
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
前
年
細
川
が
途
中

ま
で
連
れ
て
行
っ
た
勝
野
玉
作
ｌ
今
、
大
町
の
案
内
者
の
中
で
一
番

長
老
で
威
張
っ
て
ゐ
る
人
で
す
が
、
其
の
頃
は
全
く
新
米
で
、
ま
だ
よ

く
山
の
こ
と
を
知
ら
な
い
、
だ
が
非
常
に
元
気
な
人
で
し
た
ｌ
と
云

ふ
人
が
案
内
し
て
呉
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
明
治
四
十
年
代
、
特
に
美
校
在
学
当
時
か
ら
は
ア
ル
今
ハ
イ
ト
と

し
て
職
業
に
も
つ
か
れ
て
い
ま
し
た
。
「
貧
乏
時
代
の
回
顧
」
で
は
、

「
私
の
パ
ッ
ク
社
勤
め
は
、
兄
の
眼
病
が
重
く
な
っ
て
、
私
共
一
家
が

一
人
の
働
き
手
を
失
っ
て
、
困
窮
に
陥
っ
た
時
、
一
時
の
急
場
し
の
ぎ

の
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
兄
が
再
び
働
け
る
や
う
に
な
っ
て
も
、
つ
ひ

に
や
め
る
わ
け
に
ゆ
か
な
か
っ
た
。
…
…
パ
ッ
ク
社
勤
め
は
毎
日
午
後

一
時
か
ら
夜
十
時
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
仕
事
の
都
合
で
時
に
は
も
っ
と

お
そ
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
終
電
車
を
追
ひ
か
け
る
こ
と
も
少
く
な

か
っ
た
。
終
電
車
を
乗
り
は
ず
し
て
、
有
楽
町
か
ら
駒
込
ま
で
歩
い
て

帰
る
事
も
あ
っ
た
。
朝
飯
を
食
ふ
と
す
ぐ
家
を
出
た
。
午
前
中
一
美
術

く
ま
は
で
ま
す
さ
る
も
き
ま
す
と
ゆ
の
や
ど
の

を
ん
な
あ
る
じ
は
ほ
ほ
ゑ
み
て
い
は
す

た
そ
が
れ
て
た
ど
り
つ
き
た
り
ひ
な
ぐ
も
り
う
す
ひ
の

お
く
の
ひ
と
つ
ゆ
の
や
ど

'ｳ椿三鋒
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学
校
へ
行
っ
て
、
そ
れ
か
ら
す
ぐ
社
へ
勤
め
た
。
私
の
使
ふ
小
遣
は
往

復
の
電
車
賃
を
除
く
と
、
平
均
一
日
三
銭
位
で
あ
っ
た
。
…
・
；
之
で
弁

当
代
其
他
に
充
て
て
ゐ
た
。
私
は
豆
餅
を
三
つ
買
っ
て
行
っ
て
、
そ
れ

を
四
時
頃
に
食
ふ
の
を
例
と
し
た
。
（
中
略
）

春
さ
き
は
わ
け
て
食
慾
を
そ
そ
ら
れ
る
。
私
は
一
日
上
野
公
園
で
青

々
と
萠
え
て
ゐ
る
若
草
に
目
を
や
っ
た
。
お
お
、
こ
こ
に
も
よ
い
食
物

が
あ
る
、
と
思
っ
た
。
た
ん
ぽ
ぽ
よ
め
な
其
他
名
前
は
知
ら
ぬ
が
、
菜

に
似
た
草
の
葉
な
ど
う
ま
い
と
思
っ
た
。
お
か
げ
で
私
は
食
物
の
あ
り

が
た
さ
を
し
み
じ
み
知
っ
た
。
そ
し
て
、
可
な
り
長
く
空
腹
に
堪
へ
ら

れ
る
や
う
に
な
っ
た
。
草
を
食
ふ
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
、
私
は
諮
然
と

し
て
世
界
が
ひ
ろ
く
な
っ
た
や
う
に
思
っ
た
。
人
は
生
命
の
あ
る
か
ぎ

り
食
ふ
に
は
困
ら
ぬ
も
の
だ
と
悟
っ
た
。
（
中
略
）

以
上
の
如
き
極
端
な
貧
乏
生
活
は
三
年
程
で
あ
っ
た
が
、
実
感
で
は

随
分
長
い
や
う
で
あ
っ
た
。
其
後
は
次
第
に
貧
乏
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。

食
ひ
た
い
だ
け
の
も
の
は
食
へ
る
や
う
に
な
っ
た
。
冬
は
外
套
も
着
ら

れ
た
。
だ
が
、
長
い
間
の
習
慣
で
、
空
腹
の
直
感
が
鈍
く
な
っ
て
困
っ

た
。
（
略
）
か
く
し
て
、
こ
の
犠
牲
生
活
は
八
年
続
い
て
パ
ッ
ク
の
廃

刊
と
共
に
一
と
先
づ
終
り
を
告
げ
た
。
」

こ
の
頃
は
駒
込
林
町
に
す
ん
で
お
ら
れ
た
の
で
す
。
「
夜
業
（
明
治
四

十
一
年
）
」
に
、

よ
ふ
け
ま
で
し
ご
と
に
は
げ
み
あ
を
あ
か
の
で

ん
し
や
お
ひ
か
け
か
へ
る
わ
れ
は
も

こ
の
「
貧
乏
時
代
の
回
顧
」
は
つ
ぎ
の
勉
学
時
代
を
の
べ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
大
正
五
年
か
ら
で
す
。
前
に
の
べ
た
「
回
顧
」
に
、

「
さ
て
、
私
は
汁
歳
に
し
て
ま
た
美
術
学
生
の
生
活
に
入
っ
た
。
こ
こ

で
第
二
期
の
貧
乏
時
代
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。
家
を
出
て
五
年
間
自

炊
生
活
を
し
な
が
ら
勉
強
し
た
。
米
と
味
噌
を
兄
の
と
こ
ろ
か
ら
貰

ひ
、
家
賃
と
学
資
を
自
分
で
稼
い
だ
。
午
前
は
美
術
院
の
研
究
所
で
四

五
の
同
志
と
専
心
研
究
し
た
。
午
後
は
木
彫
の
人
形
を
こ
し
ら
え
た

り
、
絵
を
描
い
た
。
夜
は
外
国
語
の
勉
強
を
し
た
。
本
を
読
む
余
裕
も

出
来
た
。
五
年
間
火
な
し
で
冬
を
過
し
た
。
絵
の
具
を
と
く
時
と
膠
を

煮
る
時
の
外
は
炭
火
を
使
は
な
か
っ
た
の
で
、
一
俵
の
炭
が
五
年
間
に

い
く
ら
も
減
ら
な
か
っ
た
。
食
事
は
大
抵
米
と
味
噌
で
済
ま
せ
た
。
一

日
二
食
、
一
本
の
大
根
が
一
週
間
の
副
食
物
に
な
っ
た
。
大
根
は
葉
を

塩
か
ら
く
煮
つ
け
根
は
生
で
食
っ
た
。
」

こ
れ
は
日
本
美
術
院
の
彫
塑
部
に
入
ら
れ
、
研
究
所
に
か
よ
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
な
お
、
文
中
「
夜
は
外
国
語
の
勉

強
を
し
た
』
と
あ
り
ま
す
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
修
め
ら
れ
た
ら
し
く
、

や
た
い
み
せ
の
だ
い
ふ
く

は
し
て
あ
り
く
ま
よ
な
か

い
こ
は
む
と
み
を
よ
こ
た
ふ
る
じ
や
り
お
き
ば
さ
む

げ
に
あ
れ
ど
か
ぜ
よ
け
て
ぬ
く
し

のを

か
ひ
く
う
ふ
く
を
や

み
ち
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石井鶴三先生のこと

当
時
共
に
学
ば
れ
た
畏
友
、
河
越
虎
一

京
美
術
学
校
西
洋
画
科
卒
）
に
こ
の
｝

の
ご
返
事
（
四
八
・
五
・
九
付
）
に
、

河
越
虎
之

日
本
山
岳
会
へ
の
入
会
は
先
生
の
山
登
り
を
は
じ
め
ら
れ
た
頃
で
は
な

く
、
ず
っ
と
お
く
れ
て
大
正
八
年
十
一
月
二
十
五
日
で
、
会
員
番
号
は
七

○
九
で
し
た
。

大
正
時
代
の
山
登
り
を
よ
ま
れ
た
歌
を
、
ひ
ろ
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。
大

正
五
年
「
山
上
自
画
像
」
に
、

「
お
申
越
し
の
こ
と
、
大
分
昔
の
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
神
田
の

Ｙ
・
Ｍ
。
Ｃ
・
Ａ
で
、
ま
だ
ア
テ
ネ
フ
ラ
ン
セ
が
開
設
さ
れ
て
そ
れ
程

時
が
た
っ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
大
正
六
、
七
年
頃
か
と
思
ひ
ま

す
。
丸
山
先
生
の
心
切
な
教
授
ぶ
り
で
あ
っ
た
が
、
私
は
不
勉
強
の
第

一
人
者
で
、
石
井
さ
ん
も
先
生
に
間
は
れ
て
返
事
が
出
来
ず
（
フ
ラ
ン

ス
語
で
）
ド
モ
リ
の
ま
ま
坐
っ
て
モ
ジ
モ
ジ
し
て
居
ま
し
た
。
私
は
二

ヶ
月
ぐ
ら
い
通
っ
た
か
と
思
ふ
が
、
マ
ツ
ド
モ
ァ
ー
ゼ
ル
・
ト
イ
ダ
と

い
ふ
少
女
と
、
私
と
、
石
井
さ
ん
が
、
答
に
、
ジ
ュ
ヌ
コ
ン
プ
ラ
ン

パ
、
を
く
り
か
え
し
て
授
業
時
間
が
終
る
次
第
で
し
た
。
私
が
止
め
て

か
ら
、
ど
こ
ま
で
進
め
ら
れ
た
か
、
た
し
か
一
週
二
晩
ぐ
ら
い
だ
っ
た

で
し
ょ
う
。
、
人
前
後
の
講
習
生
で
、
勤
人
風
の
人
達
は
グ
ン
グ
ン
進

ん
だ
よ
う
で
し
た
。
今
年
も
明
日
乗
鞍
へ
行
き
ま
す
。
李
の
花
が
咲
い

た
よ
う
で
す
。
」

進
画
伯
（
明
治
二
十
四
年
生
、
東

に
こ
の
こ
と
を
お
き
き
し
ま
す
と
、
は
が
き

大
正
七
年
「
雷
烏
」
の
歌
に
、

あ
め
に
ふ
ら
れ
て
ん
と
に
こ
も
り
い
こ
ひ
を
れ
ぱ

ま
ぢ
か
く
き
こ
ゆ
ら
い
て
う
の
こ
ゑ

や
ま
の
う
へ
に
か
が
み
と
り
い
で
わ
が
か
ほ
の

う
つ
れ
る
み
れ
ば
つ
れ
の
か
ほ
に
に
ず

き
り
ふ
か
く
や
ま
は
み
え
な
く
は
ひ
ま
つ
の
な
か

に
こ
も
ら
ひ
じ
ぐ
わ
ざ
う
ゑ
が
く

か
う
ざ
ん
の
は
な
さ
き
に
ほ
ふ
く
さ
は
ら
に
ら
い
て

う
あ
そ
ぶ
た
ぬ
し
き
ひ
と
と
き

く
、
さ
の
津
フ
ヘ

ば
さ
の
し
た

にに

う
づ
く
ま
り
た
る
ら
い
て
う

ひ
な
を
い
だ
け
る

も
も
、

は

｢雷烏」-"フ
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大
正
九
年
は
病
身
の
中
原
悌
二
郎
（
彫
塑
家
）
と
八
ヶ
岳
に
お
も
む
い

て
い
ま
す
。
「
中
原
君
と
私
」
に
、

「
此
年
の
初
夏
、
私
は
君
と
信
州
の
八
ヶ
岳
へ
登
っ
た
。
其
頃
私
も
、

少
し
健
康
を
害
し
て
居
た
。
私
は
い
つ
も
山
へ
行
く
と
快
く
な
る
の

で
、
其
時
も
山
登
り
を
企
て
た
の
だ
が
、
君
を
誘
っ
た
ら
、
君
は
進
ん

で
行
か
う
と
云
っ
た
。
お
く
さ
ん
も
賛
成
し
た
。
そ
こ
で
二
人
が
山
へ

行
く
事
に
な
っ
た
の
だ
。
私
達
は
佐
久
の
方
か
ら
登
っ
た
。
晴
れ
た
朝

だ
っ
た
。
私
達
は
千
曲
川
の
上
流
に
沿
っ
て
歩
い
て
ゐ
た
。
（
略
）
裾

野
に
か
か
っ
た
時
、
雨
が
来
て
、
そ
れ
か
ら
は
止
ん
だ
り
降
っ
た
り
し

た
が
へ
山
道
も
別
段
の
事
も
な
く
、
本
沢
の
温
泉
宿
に
着
い
た
。
（
略
）

翌
日
は
硫
黄
岳
の
八
千
尺
の
頂
に
立
っ
た
。
（
略
）
頂
上
で
は
私
が

赤
岳
を
写
生
し
て
ゐ
る
間
、
君
は
毛
布
を
被
っ
て
山
上
の
草
の
上
を
歩

い
て
い
た
。
岩
燕
が
し
き
り
に
飛
ん
で
ゐ
た
。
（
略
）
宿
に
帰
り
着
い

た
ら
、
其
夕
方
に
も
又
夕
立
が
来
て
、
雷
が
降
っ
て
雷
鳴
が
荒
れ
狂
っ

た
。
帰
途
は
諏
訪
の
方
へ
出
た
。
峠
の
上
迄
私
は
君
の
荷
物
を
背
負
っ

て
行
っ
た
。
峠
に
は
雪
が
深
か
っ
た
。
裾
野
へ
来
た
時
、
丁
度
春
の
や

う
な
暖
さ
で
蕨
が
沢
山
出
て
ゐ
た
四
こ
の
友
人
〆
中
原
悌
二
郎
は
翌
十
年
三
月
二
十
八
日
他
界
さ
れ
る
の
で

す
。

大
正
十
年
七
月
に
は
後
立
山
に
行
か
れ
て
い
ま
す
。
『
み
づ
ゑ
』
一
九

八
号
（
大
正
一
○
・
九
）
に
「
針
木
岳
よ
り
爺
岳
迄
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い

ま
す
●

「
此
連
峯
の
縦
走
は
か
ね
て
よ
り
考
へ
て
居
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
今

度
友
人
府
立
三
中
の
教
諭
Ｗ
か
ら
、
生
徒
数
名
を
連
れ
て
此
連
峰
の
縦

走
を
試
み
る
が
同
行
せ
ぬ
か
と
誘
は
れ
た
。
（
略
）
出
発
は
七
月
廿

日
、
：
午
後
十
一
時
飯
田
町
発
の
汽
車
に
乗
る
事
に
な
っ
て
ゐ
た
。

七
月
廿
一
日
（
略
）
大
町
に
着
い
た
の
は
三
時
頃
だ
っ
た
ら
う
。
直

ぐ
に
対
山
館
へ
入
っ
た
。
（
略
）
，
一
行
は
生
徒
が
八
人
に
先
生
が
二
人
、

卒
業
生
其
他
の
同
行
者
が
五
人
、
そ
れ
に
人
夫
が
九
人
、
全
部
が
廿
四

人
の
大
勢
に
な
る
。
宿
の
若
主
人
慎
太
郎
氏
が
よ
く
世
話
し
て
呉
れ

る
。
（
略
）

廿
二
日
早
朝
に
起
き
て
物
干
台
に
出
て
見
た
。
（
略
）
偶
然
吉
田

博
氏
に
会
っ
た
。
氏
も
私
達
と
同
じ
く
針
木
か
ら
尾
根
を
伝
っ
て
、

猶
、
白
馬
迄
行
か
れ
る
と
い
ふ
（
略
）
・
三
時
扇
沢
を
渡
り
、
四
時
大

沢
に
着
い
た
。

廿
三
日
朝
目
が
さ
め
た
ら
、
雨
が
天
幕
を
打
っ
て
い
た
。
（
略
）

針
木
の
雪
渓
も
可
な
り
急
傾
斜
だ
が
、
ス
バ
リ
の
は
又
一
段
の
急
峻

だ
。
（
略
）
マ
ャ
ク
ポ
の
露
営
地
は
針
木
岳
と
ス
バ
リ
岳
と
の
間
に
あ

る
僅
ば
か
り
の
窪
地
だ
。

廿
四
日
昨
日
か
ら
の
雨
は
猶
降
り
止
み
さ
う
に
も
な
い
。
（
略
）

今
日
一
日
は
こ
こ
に
滞
在
と
き
め
て
針
木
岳
に
登
っ
て
見
る
事
に
し

た
。
（
略
）

廿
五
日
今
日
こ
そ
は
晴
天
疑
な
し
と
思
ひ
込
ん
で
居
た
の
に
、
目

が
さ
め
る
と
又
雨
に
な
っ
て
い
る
。
（
略
）
十
時
頃
吉
田
さ
ん
か
ら
、
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石井鶴三先生のこと

『
山
岳
』
第
二
十
五
年
（
昭
和
五
年
）
の
表
紙
は
、
先
生
の
野
猿
が
え
が

か
れ
て
お
り
、
そ
の
説
明
に
冠
さ
ん
が
「
昭
和
三
（
二
の
あ
や
ま
り
）
年

八
月
二
十
二
日
石
井
鶴
三
、
田
中
薫
の
両
氏
と
共
に
、
黒
部
川
の
東
信
歩

道
を
棒
小
屋
の
小
屋
場
へ
下
る
途
中
、
劔
沢
の
大
爆
布
の
見
え
る
処
か
ら

二
町
程
で
群
猿
の
嬉
戯
す
る
を
見
た
」
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

こ
の
時
の
コ
ー
ス
は
『
山
渓
記
』
第
二
巻
（
冠
松
次
郎
箸
・
昭
和
四
十
三
年

春
秋
社
版
）
の
「
剣
沢
行
そ
の
二
」
に
、

お
茶
を
入
る
か
ら
来
な
い
か
と
、
人
夫
を
使
に
よ
こ
し
て
呉
れ
た
。

（
略
）
氏
の
連
れ
て
居
る
導
者
は
喜
作
と
い
う
猟
師
で
、
此
辺
の
山
も

谷
も
ま
る
で
自
分
の
家
の
や
う
に
し
て
ゐ
る
の
だ
さ
う
だ
。
猟
の
話
や

雪
の
話
な
ど
少
し
聞
い
た
が
な
か
な
か
面
白
い
。
か
う
云
ふ
人
と
一
緒

に
山
を
歩
い
た
ら
、
ど
ん
な
に
面
白
か
ら
ふ
。
正
午
頃
霧
は
か
か
っ
て

ゐ
る
が
、
雨
が
止
ん
で
幾
分
明
る
く
な
っ
た
か
ら
、
こ
こ
を
た
っ
て
先

へ
行
く
事
に
し
た
。
（
略
）
赤
沢
、
鳴
沢
、
岩
小
屋
沢
の
諸
岳
を
過
ぎ
、

七
時
頃
小
さ
な
池
の
あ
る
草
地
に
出
た
。
今
夜
の
露
宿
地
だ
。
（
略
）

廿
六
日
朝
起
き
る
と
又
バ
ラ
バ
ラ
雨
の
音
が
し
て
居
る
。
（
略
）

突
然
今
日
は
も
う
下
山
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
な
っ
た
。
米
が
も

う
残
り
少
な
に
な
っ
た
と
云
ふ
の
だ
。
爺
岳
も
鹿
島
槍
へ
も
行
か
ず
に

下
り
る
の
は
残
念
だ
が
、
米
が
無
く
て
は
ど
う
に
も
仕
方
が
な
い
。

（
略
）
二
時
頃
漸
く
種
の
池
に
着
い
た
。
（
略
）
十
時
少
し
過
ぎ
大
町

（
略
）
二
時

に
着
い
た
。
」

「
昭
和
二
年
八
月
、
石
井
鶴
三
、
田
中
薫
の
両
君
と
、
千
垣
か
ら
立
山

た
い
ら

温
泉
に
入
り
、
平
の
小
屋
か
ら
御
前
谷
ま
で
下
っ
て
、
旧
東
信
歩
道

を
棒
小
屋
の
小
屋
場
に
至
り
、
そ
こ
で
下
流
か
ら
上
っ
て
来
ら
れ
た
別

宮
貞
俊
、
岩
永
信
雄
の
両
君
と
落
ち
合
い
、
十
字
峡
を
経
て
神
潭
ま
で

入
り
、
別
宮
、
岩
永
、
私
の
三
人
は
、
黒
部
本
流
に
架
橋
し
て
剣
沢
に

入
り
、
石
井
、
田
中
の
両
君
は
下
流
を
鐘
釣
に
下
ら
れ
た
。
」

と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
時
、
野
猿
に
合
っ
た
こ
と
は
先
生
も
印
象

深
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
「
深
山
群
猿
」
と
し
て
、

さ
け
び
ご
ゑ
な
に
ぞ
や
み
れ
ば
む
か
つ
を
に
お
び
た
だ

し
き
か
な
や
ま
さ
る
の
む
れ

ぱ
さ
ぱ
さ
と

る
お
ほ
か
た

お
い
さ
る
の
ゐ
る
き
の
ち
か
く
す
ぎ
た
れ
ば
よ
く

み
た
る
か
な
そ
の
さ
る
の
つ
ら

お
い
さ
る
か
ひ
と
り
の
こ
り
て
き
に
す
わ
り
う
ご

く
と
も
せ
ず
し
り
を
か
き
ゐ
る

ふ
か
た
に
を
き
よ
り
き
へ
と
ぶ
や
ま
の
さ
る

き
を
ゆ
す
ぶ
り
て
か
る
が
る
と
と
ぶ

はき

を
ゆ
す
ぶ
り
て
い
づ
く
へ
か
さ

さ
り
ゆ
け
る
か
な
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と
、
よ
ま
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
『
山
岳
』
の
表
紙
へ
は
第
五
十
、
五
十

一
年
に
も
「
岩
と
小
烏
」
を
、
戦
後
に
は
会
報
へ
カ
ッ
ト
も
よ
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
頃
は
、
日
本
美
術
院
彫
塑
部
の
ほ
か
、
春
陽
会
や
文
展
に
も
関
係

さ
れ
、
そ
の
上
、
自
由
学
院
の
絵
の
教
師
も
さ
れ
て
い
る
と
い
う
お
多
忙

を
き
わ
め
、
小
さ
な
山
行
き
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昭
和
九
年
「
初

夏
新
緑
」
に
、

ゆ
の
ま
る
の
や
ま
に
の
ぼ
る
や
ひ
さ
か
た
の
あ
め

は
ふ
り
き
ぬ
ふ
り
て
や
ま
ぬ
か
も

さ
み
ど
り
の
か
ら
ま
つ
は
や
し
の
う
へ
は
る
か

け
ぶ
り
ふ
け
る
は
あ
さ
ま
が
た
け
か

又
、
昭
和
十
年
「
秋
山
霜
葉
」
に
、

い
り
つ
ひ
に
て
り
か
が
や
き
て
こ
が
ね
な
す
し
ら
か
ば

も
み
ぢ
の
こ
の
う
つ
く
し
さ

や
ま
み
ち
に
ち
り
し
く
も
み
ぢ
ふ
み
て
ゆ
く
ふ
む

に
さ
や
さ
や
お
と
の
よ
る
し
も

な
お
、
先
生
は
昭
和
十
五
年
江
南
地
方
へ
、
同
十
八
年
南
満
州
に
旅
行

つ
が
の
き
の
は
や
し
の
な
か
に
し
や
ノ
、
な
げ

の
う
す
く
れ
な
ゐ
の
は
な
さ
は
に
さ
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
年
、
終
戦
後
し
ば
ら
く
山
梨
県
に
行
か
れ
「
晴
れ
の
日
は
鍬

と
り
、
雨
の
日
は
こ
も
り
て
絵
を
か
き
書
よ
む
。
朝
夕
は
薪
と
り
、
水
く

み
、
ひ
と
り
炊
ぎ
、
ひ
と
り
食
ふ
。
」
（
『
風
流
』
の
「
半
農
生
活
」
よ
り
）

と
い
う
お
く
ら
し
の
後
、
先
生
は
い
ろ
い
ろ
の
要
職
に
つ
か
れ
ま
す
。
戦

争
中
か
ら
母
校
、
東
京
美
術
学
校
（
昭
和
二
十
四
年
に
東
京
芸
術
大
学
と

な
り
ま
す
）
の
教
授
を
は
じ
め
、
疎
開
か
ら
か
え
ら
れ
て
か
ら
は
、
横
綱

審
議
会
委
員
、
日
本
芸
術
院
会
員
の
ほ
か
、
戦
前
か
ら
の
日
本
美
術
院
、

日
本
版
画
協
会
、
日
本
水
彩
画
会
、
春
陽
会
な
ど
に
も
属
し
て
活
動
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
ふ
た
つ
の
海
外
旅
行
を
の
ぞ
き
ま
し
て

は
、
戦
後
か
ら
お
な
く
な
り
に
な
る
ま
で
、
長
期
の
山
登
り
は
ほ
と
ん
ど

さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
五
月
二
十
二
日
か
ら
五
日
ほ
ど
、
尾
瀬
に
水
芭
蕉
の
ス

ケ
ッ
チ
に
行
か
れ
ま
し
た
。
帰
京
さ
れ
て
そ
の
感
動
が
狂
言
「
水
芭
蕉
」

と
な
っ
て
現
わ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
能
狂
言
に
は
以
前
か
ら
興
味
を
持
た

れ
、
専
門
の
狂
言
師
に
狂
言
を
な
ら
わ
れ
て
も
お
ら
れ
、
一
方
、
戦
後
間

も
な
く
能
彫
会
（
第
十
三
回
展
ま
で
）
や
能
彫
刻
会
（
昭
和
三
十
六
年
よ

り
）
と
い
う
能
や
狂
言
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を
つ
く
り
ま
す
彫
塑
の
会

に
入
ら
れ
毎
年
、
会
場
の
三
越
本
店
に
木
彫
を
出
品
つ
づ
け
ら
れ
た
の
で

す
。

水
芭
蕉
（
狂
言
）
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石井鶴＝先生のこと

（
う
た
）
「
地
の
中
ゆ
、
小
び
と
の
む
れ
は
う
ち
い
で
て
、
沼
寺
へ
に
お

ど
る
よ
水
芭
蕉
の
花
。

（
な
の
り
）
「
こ
れ
は
上
野
岩
代
両
国
に
ま
た
が
る
尾
瀬
の
ほ
と
り
、

年
久
し
く
住
む
水
芭
蕉
の
精
で
ご
ざ
る
。
長
き
冬
の
間
、
暗
き
地
中
に

ひ
そ
み
居
た
る
が
、
こ
の
頃
何
と
や
ら
ん
、
暖
う
お
ぽ
ゆ
る
に
よ
り
、

定
め
し
地
上
に
は
春
が
め
ぐ
り
来
っ
た
そ
う
な
。
さ
ら
ば
ち
と
地
上
に

出
で
て
見
ば
や
と
存
ず
る
。
先
づ
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
参
ろ
う
。

（
み
ち
ゆ
き
）
「
イ
ヤ
ま
こ
と
に
地
中
に
あ
る
間
は
諺
々
と
致
し
て
、

心
楽
し
ま
ざ
る
こ
と
久
し
う
あ
っ
た
。
久
々
地
上
に
出
で
た
な
ら
ば
気

も
心
も
晴
れ
ば
れ
と
致
す
こ
と
で
あ
ら
う
。

「
ハ
ア
何
か
と
云
う
う
ち
は
や
地
上
じ
ゃ
・
オ
オ
地
上
は
既
に
春
ぢ

や
。（

う
た
）
「
沼
田
の
雪
は
あ
と
も
な
く
、
わ
づ
か
に
見
え
る
は
森
の
か

げ
。
「
雪
解
の
水
を
た
た
え
て
は
、
ゆ
た
け
き
沼
の
景
色
か
な
。
「
仰

げ
ば
燧
ヶ
岳
の
峯
、
残
ん
の
雪
の
美
し
さ
。
「
吹
く
風
は
な
お
寒
け
れ

ど
、
天
つ
ひ
ざ
し
は
暖
か
く
。
「
そ
こ
と
し
も
な
く
か
ぎ
ろ
い
の
、
春

の
き
ざ
し
は
み
な
ぎ
れ
り
。

「
オ
オ
地
上
は
既
に
春
ぢ
ゃ
、
春
の
気
は
野
山
に
み
ち
み
ち
た
り
、
わ

が
と
も
が
ら
の
地
上
に
出
づ
く
き
時
は
ま
さ
に
至
れ
り
。
「
出
で
よ
、

出
で
よ
、
わ
が
と
も
が
ら
よ
・
と
も
が
ら
、
出
で
よ
、
出
で
よ
。
出
じ

よ
う
よ
、
出
じ
よ
う
よ
・

「
オ
オ
出
づ
る
わ
、
出
づ
る
わ
。
あ
ち
ら
に
も
、
こ
ち
ら
に
も
。
出
た

後
日
、
小
生
は
先
生
か
ら
こ
の
「
水
芭
蕉
」
に
つ
い
て
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一
節
、

「
拙
作
『
水
芭
蕉
』
は
尾
瀬
沼
へ
行
き
、
ち
や
う
ど
水
芭
蕉
の
花
ざ
か

り
に
会
ひ
、
大
に
感
動
し
、
そ
の
感
激
を
狂
言
と
し
て
作
っ
た
も
の
。

わ
、
出
た
わ
。
あ
な
た
や
こ
な
た
も
イ
ヤ
出
た
わ
出
た
わ
。
さ
て
も
さ

て
も
、
移
し
き
わ
が
と
も
が
ら
の
数
々
、
し
ゆ
く
こ
つ
と
し
て
、
沼
辺

を
う
づ
め
つ
く
し
た
。

「
さ
て
か
よ
う
に
わ
が
と
も
が
ら
が
地
上
に
出
で
た
か
ら
に
は
、
再
び

春
に
め
ぐ
り
あ
う
た
、
こ
の
よ
ろ
こ
び
を
、
う
た
に
う
た
う
て
、
舞
は

う
で
は
な
い
か
。
い
ざ
舞
は
う
よ
。

（
う
た
）
「
白
き
か
づ
き
も
清
ら
か
に
、
春
に
ま
た
合
ふ
よ
ろ
こ
び
を
、

う
た
ひ
て
舞
ひ
て
遊
ほ
う
よ
・
水
芭
蕉
の
花
は
咲
く
よ
。

「
白
き
か
づ
き
を
く
つ
ろ
げ
て
、
か
た
み
に
顔
を
見
あ
ひ
て
は
、
ゑ
ま

ひ
か
は
す
ぞ
楽
し
き
。
水
芭
蕉
の
花
は
咲
く
よ
。

「
白
き
か
づ
き
に
守
ら
れ
て
、
緑
の
は
し
ら
め
ぐ
り
咲
く
、
黄
金
の
色

の
花
の
数
、
水
芭
蕉
の
花
は
咲
く
よ
。

「
白
き
か
づ
き
を
か
た
む
け
て
、
春
の
な
が
き
日
ひ
も
す
が
ら
、
歌
ひ

て
舞
ひ
て
遊
ぶ
な
り
、
水
芭
蕉
の
花
は
咲
く
よ
。

「
白
き
か
づ
き
を
な
び
か
せ
て
、
春
の
お
そ
霜
お
り
い
ま
を
、
命
の
か

ぎ
り
舞
ひ
遊
ぶ
。
水
芭
蕉
の
花
は
咲
く
よ
。
（
と
め
る
、
も
し
く
は
う

た
ひ
つ
ま
ひ
つ
入
る
）
（
以
上
）
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戦
後
は
よ
く
先
生
に
お
会
い
も
し
、
お
便
り
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先

生
は
お
宅
で
一
日
制
作
に
か
か
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
し
、
早
朝
か
、
お
ひ

る
ご
ろ
の
休
み
時
間
で
な
い
と
お
電
話
す
る
の
は
失
礼
と
思
い
、
わ
た
し

も
お
便
り
で
電
話
が
わ
り
を
申
し
あ
げ
ま
し
た
。
先
生
は
い
つ
も
お
気
が

る
に
長
文
の
お
便
り
を
く
だ
さ
い
ま
す
。

只
今
、
保
存
さ
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
お
便
り
の
中
か
ら
、
折
り

折
り
の
お
行
動
の
一
部
ず
つ
を
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
に
は
中
共
に
旅
立
た
れ
ま
し
た
。

「
前
略
御
免
下
さ
れ
度
、
先
日
は
御
心
に
お
か
け
下
さ
れ
、
御
地
成
田

山
の
お
守
、
速
達
に
て
御
送
り
下
さ
い
ま
し
た
の
で
、
出
発
の
日
の
朝

拝
受
、
御
厚
情
の
ほ
ど
あ
り
が
た
く
、
お
か
げ
様
に
て
此
日
無
事
あ
ち

ら
に
着
さ
ま
し
た
由
し
ら
せ
が
御
座
い
ま
し
た
。
台
風
に
一
日
の
ば
し

出
発
致
し
ま
し
た
わ
け
で
御
座
い
ま
す
。
先
は
御
礼
ま
で
申
上
げ
ま

す
。
か
し
こ
・
石
井
鶴
三
内
」
》

そ
の
時
案
内
し
て
く
れ
た
日
本
水
彩
画
会
の
牧
野
正
吉
氏
が
印
刷
に
附

し
て
諸
方
へ
く
ば
っ
た
の
が
、
た
ま
た
ま
野
村
万
蔵
氏
の
目
に
ふ
れ
る

に
至
っ
た
次
第
。
こ
の
た
び
の
日
水
画
懇
親
会
の
席
で
、
は
か
ら
ず
そ

れ
を
所
望
さ
れ
、
場
所
が
せ
ま
い
の
で
舞
う
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、

こ
と
ば
と
う
た
だ
け
口
演
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
見
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
る
べ
く
と
存
じ
ま
す
。
」
（
昭
和
三
十
六
年
六
月
二
十
日

付
、
小
野
幸
あ
て
）

こ
の
お
便
り
は
先
生
の
妹
様
（
そ
の
頃
ご
健
在
だ
っ
た
）
の
筆
か
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
昭
和
三
十
五
年
三
月
十
六
日
付
の
旅
や
お
仕
事
の
お
便
り
、

「
長
ら
く
御
無
沙
汰
に
過
し
失
礼
お
わ
び
申
上
げ
ま
す
。
年
末
に
は
御

厚
情
に
甘
え
、
ま
か
り
い
で
御
世
話
さ
ま
に
あ
づ
か
り
、
あ
り
が
た
く

御
礼
申
上
げ
ま
す
。
（
略
）
あ
れ
か
ら
一
ヶ
月
は
健
康
は
快
復
致
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
月
は
少
し
旅
に
で
も
出
た
ら
ぱ
と
、
そ
れ
で
も
寒
い

方
は
敬
遠
し
て
四
国
へ
行
き
ま
し
た
が
、
暖
い
四
国
で
も
山
の
中
は
寒

く
、
大
歩
危
小
歩
危
、
祖
谷
渓
な
ど
で
は
氷
の
は
っ
た
と
こ
ろ
、
残
雪

な
ど
見
ま
し
た
。
祖
谷
渓
は
な
か
な
か
よ
ろ
し
く
あ
り
ま
し
た
。
有
名

な
か
づ
ら
橋
は
今
で
は
実
用
に
は
用
ひ
ら
れ
て
は
ゐ
ま
せ
ん
が
、
民
族

生
活
資
料
と
し
て
一
個
所
だ
け
は
保
存
さ
れ
て
居
り
ま
し
た
。
住
民
じ

ゅ
ん
ぽ
く
、
礼
儀
正
し
く
、
平
家
残
党
の
末
と
の
い
ひ
伝
え
も
う
な
づ

け
る
や
う
に
思
は
れ
ま
し
た
。
（
略
）

小
生
の
健
康
も
二
月
に
入
っ
て
か
ら
、
よ
ろ
し
い
や
う
で
、
只
今
、

歌
舞
伎
座
で
上
演
中
の
夜
の
部
、
第
一
の
『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
遺
文
』

の
美
術
を
た
の
ま
れ
、
装
置
と
衣
裳
の
選
定
を
致
し
ま
し
た
。
去
年
の

『
平
家
物
語
』
の
時
は
脚
本
の
出
来
が
お
く
れ
、
お
し
せ
ま
っ
て
無
理

を
し
て
や
っ
た
の
で
、
そ
の
あ
と
く
ぴ
が
よ
く
動
か
な
く
な
り
、
し
ば

ら
く
弱
り
ま
し
た
が
や
今
年
は
そ
の
や
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
れ
で
も
芝
居
の
仕
事
は
時
日
が
少
く
、
充
分
に
は
や
れ
な
い

で
、
い
つ
も
不
満
だ
ら
け
で
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
評
判
は
よ
ろ
し
い
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石井鶴＝先牛のこと

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
四
日
付
の
お
便
り
、

只
略
）
先
月
末
に
は
青
森
か
ら
十
和
田
へ
参
り
紅
葉
を
鑑
賞
致
し
、

今
夜
行
で
奈
良
へ
参
り
、
大
阪
か
ら
木
曽
路
を
廻
っ
て
九
日
に
帰
京
、

月
半
に
は
鳥
取
で
講
演
を
た
の
ま
れ
居
る
の
で
、
そ
の
前
後
を
利
用

し
、
九
州
か
ら
山
陰
諸
方
ま
わ
り
、
廿
一
日
に
帰
る
よ
て
い
し
て
居
り

ま
す
。
元
気
に
ま
か
せ
少
々
無
理
も
致
し
、
そ
の
あ
と
疲
れ
も
す
る
の

と
か
聞
き
ま
す
。
芝
居
の
方
は
づ
ぷ
の
素
人
だ
け
に
、
か
え
っ
て
意
表

に
出
る
よ
う
な
仕
事
を
し
て
、
そ
れ
が
目
新
し
い
感
じ
と
も
な
り
、
好

評
の
因
と
も
な
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
い
ふ
と
こ
ろ
が
買
は
れ

て
か
時
々
ひ
き
出
さ
れ
ま
す
。
昨
年
は
『
平
家
物
語
』
其
前
は
『
舌
を

噛
み
切
っ
た
女
』
と
三
度
歌
舞
伎
座
に
出
ま
し
た
。
こ
う
な
る
も
と
と

い
ふ
の
は
、
昭
和
二
年
に
上
演
さ
れ
た
畑
中
蓼
岐
氏
の
芝
居
で
正
宗
白

鳥
氏
作
の
『
明
智
光
秀
』
の
装
置
を
や
っ
た
の
が
、
現
在
歌
舞
伎
座
の

重
役
の
目
に
と
ま
っ
て
、
そ
れ
が
縁
で
、
あ
の
男
に
や
ら
し
た
ら
何
か

目
新
し
い
仕
事
を
す
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
由
で
す
。

（
略
）
三
月
も
半
過
ぎ
て
却
っ
て
寒
い
や
う
で
す
が
、
や
が
て
暖
く
な

り
ま
せ
う
。
何
卒
御
元
気
に
、
私
も
暖
気
と
共
に
元
気
に
な
り
ま
せ

シ
、
シ
」

こ
の
三
十
五
年
夏
に
は
東
北
の
山
登
り
を
さ
れ
ま
し
た
。

「
八
月
末
に
宅
の
女
子
高
校
生
と
吾
妻
山
に
登
り
、
帰
路
、
川
の
橋
が

流
れ
て
ゐ
て
久
し
ぶ
り
で
渓
流
徒
渉
を
致
し
ま
し
た
。
」

昭
和
三
十
八
年
一
月
二
十
日
付
の
お
便
り
は
、
お
病
気
の
よ
う
す
と
南

ア
ル
プ
ス
の
思
い
出
や
、
成
田
の
梅
見
の
お
さ
そ
い
へ
の
ご
返
事
で
す
。

『
新
年
お
め
で
と
う
存
じ
ま
す
。
御
機
嫌
よ
く
大
慶
に
存
じ
ま
す
。
小

生
は
十
二
月
は
じ
め
、
少
々
具
合
わ
る
く
、
か
ね
て
再
手
術
を
う
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
七
日
に
入
院
手
術
を
う
け
ま
し
た
。

こ
の
前
の
手
術
の
と
き
、
私
の
腸
が
ひ
と
な
み
よ
り
長
い
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
た
め
『
ね
ん
て
ん
』
も
起
る
と
い
う
こ
と
で
、
も
う
一
度
手

術
で
き
り
つ
め
て
お
い
た
方
が
再
発
の
う
れ
い
も
な
く
て
よ
か
ろ
う
、

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
経
過
は
良
好
で
、
十
二
月
中
に

退
院
し
て
も
よ
い
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
大
事
を
と
っ
て
年
末
年
始
を

病
院
で
過
し
、
八
日
に
退
院
い
た
し
ま
し
た
が
、
東
京
は
空
気
も
わ
る

く
寒
く
も
あ
り
、
あ
た
た
か
い
と
こ
ろ
で
一
ヶ
月
く
ら
い
静
養
し
た
方

よ
る
し
か
ら
ん
と
い
う
周
囲
の
す
す
め
に
従
い
、
十
五
日
に
こ
の
地
に

で
周
囲
か
ら
も
注
意
さ
れ
ま
す
の
で
気
を
つ
け
居
り
ま
す
。
（
略
）
十

和
田
で
高
村
さ
ん
の
女
人
像
を
は
じ
め
て
見
ま
し
た
。
原
型
は
見
て
い

ま
し
た
が
、
二
人
の
女
人
が
組
み
あ
っ
た
姿
を
、
し
か
も
現
地
で
見
る

と
、
あ
の
作
が
十
和
田
の
自
然
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ
、

す
ば
ら
し
い
作
と
思
い
ま
し
た
。
作
者
晩
年
健
康
を
害
し
て
い
た
の

で
、
体
力
の
衰
え
か
ら
の
弱
さ
と
い
う
も
の
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
内

部
に
こ
め
ら
れ
た
造
型
と
詩
魂
の
た
く
ま
し
さ
は
珍
重
す
や
へ
き
と
こ
ろ

と
思
い
ま
し
た
。
」
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別
に
、
そ
の
と
き
の
入
院
に
つ
き
ま
し
て
作
ら
れ
た
歌
、
昭
和
三
十
八

年
作
、 参

り
ま
し
た
。
東
京
に
く
ら
べ
て
暖
く
空
気
も
よ
く
、
知
る
人
が
こ
の

家
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
居
心
地
よ
く
、
二
月
末
ま
で
こ
こ

に
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
（
略
）
年
末
に
甲
州
の

西
山
温
泉
へ
御
出
で
に
な
り
ま
し
た
由
、
私
は
明
治
四
十
四
年
の
夏
、

彼
処
へ
参
り
、
そ
こ
で
案
内
人
夫
を
た
の
み
、
白
峯
赤
石
の
連
峯
へ
登

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
来
ゆ
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
頃
は
冬
期

間
到
底
ゆ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
水
力
電
気

工
事
が
ひ
ら
け
て
居
る
由
、
半
世
紀
経
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
あ
た
り

ま
え
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
昔
の
者
は
昔
の
記
憶
を
思
い
か
え
し
て
今

昔
の
感
な
ど
に
ふ
け
り
た
が
る
も
の
で
す
。
前
記
の
よ
う
な
次
第
で
、

二
月
半
ち
か
く
ま
で
こ
ち
ら
に
居
り
ま
す
の
で
、
貴
地
の
梅
は
拝
見
出

来
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
網
代
温
泉
群
松
館
に
て
。
」

こ
の
明
治
四
十
四
年
の
南
ア
ル
プ
ス
行
き
に
は
「
山
中
静
寂
」
と
さ
れ

て
、

し
づ
け
き
に
き
こ
え
く
る
ね
は
し
づ
け
さ
が
か

な
づ
る
が
く
の
し
ら
べ
に
や
あ
る

や
ま
の
す
だ
ま
か
な
て
ゐ
る
ら
し
か
そ
け
く
も

く
し
き
し
ら
べ
に
み
み
す
ま
す
か
も

翌
三
十
九
年
は
春
か
ら
法
隆
寺
仁
王
尊
修
理
委
員
会
の
お
仕
事
で
、
奈

良
の
法
隆
寺
に
何
回
と
な
く
か
よ
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
「
病
院
正
月
」
と
題
す
る
中
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ち
よ
う
ね
ぢ
れ
あ
や
ふ
か
り
け
る
わ
が
い
の
ち
く
し
く

も
た
も
ち
と
し
く
れ
む
と
す

び
や
う
ゐ
ん

の
れ
う
り

せ
う
わ
じ
ん
い
ん
お
ほ
つ
ご
も
り
を
び
や
う
ゐ
ん

こ
や
り
て
き
く
か
ぢ
よ
や
の
か
ね
の
ね

がの

け
さ
の
し
ょ
く
じ
は
し
や
う
ぐ
わ
つ

あ
り
て
は
な
や
げ
る
か
も

に

｢山中静寂」
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「
き
の
ふ
法
隆
寺
へ
来
ま
し
た
。
あ
た
た
か
く
な
り
、
気
分
快
適
で
あ

り
ま
す
。
桜
は
ま
だ
咲
き
ま
せ
ん
が
、
桃
の
花
と
茶
の
花
が
美
し
く
、

樹
々
の
芽
ぷ
き
の
淡
い
色
が
な
ん
と
も
よ
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

前
二
月
半
に
来
た
時
は
寒
さ
き
び
し
く
手
袋
を
し
て
も
手
の
感
覚
が
な

く
な
る
ほ
ど
で
あ
り
ま
し
た
。
（
略
）
法
隆
寺
文
化
財
保
存
事
務
所
。

四
月
四
日
」

そ
し
て
、
こ
の
年
の
五
月
二
十
六
日
付
の
お
便
り
の
一
部
に
は
「
私
方

旧
宅
は
と
り
こ
わ
し
、
新
築
は
出
来
あ
が
ら
ず
、
貸
し
て
あ
っ
た
小
家
と

ア
ト
リ
エ
に
荷
物
を
は
こ
び
、
そ
こ
で
し
ば
ら
く
起
居
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
」
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
・

又
、
お
な
じ
く
こ
の
年
の
八
月
二
十
二
日
付
の
お
便
り
は
白
馬
登
山
の

思
い
出
な
ど
。

「
信
州
行
は
七
月
末
の
五
日
間
、
日
本
水
彩
の
講
習
会
で
白
馬
山
麓
に

ゆ
き
ま
し
た
。
ス
キ
ー
の
た
め
の
民
宿
に
六
十
人
ば
か
り
分
宿
、
二
日

間
人
物
、
一
百
問
風
景
写
生
、
最
終
日
講
評
な
ど
あ
り
、
気
候
爽
涼
、

風
景
絶
佳
、
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
、
よ
い
講
習
と
な
り
、
私
も
い
っ
し
ょ

に
勉
強
し
ま
し
た
。
白
馬
は
大
正
は
じ
め
に
行
っ
た
以
来
の
こ
と
で
、

山
は
昔
な
が
ら
の
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
山
麓
風
景
は
大
に
か
わ

り
ま
し
た
。
だ
が
昔
泊
っ
た
白
馬
館
が
あ
っ
た
の
は
な
つ
か
し
く
あ
り

ま
し
た
。
八
月
は
一
日
か
ら
十
日
ま
で
、
上
田
で
彫
塑
講
習
で
す
が
、

私
は
白
馬
か
ら
長
野
を
経
て
上
田
へ
ま
わ
り
六
日
ま
で
勉
強
し
、
七
日

に
帰
り
ま
し
た
。
上
田
講
習
は
今
年
四
十
回
と
な
り
、
小
生
講
師
と
し

て
皆
勤
し
》
感
深
い
も
の
あ
り
。
（
略
）
東
京
に
帰
っ
て
暑
さ
と
水
不

足
は
い
さ
さ
か
こ
た
え
ま
し
た
。
以
上
」

先
生
に
お
会
い
し
た
い
と
き
は
、
こ
の
頃
も
電
話
よ
り
郵
便
で
お
願
い

す
る
方
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
時
の
ご
返
事
に
は
、
い
つ

も
ち
ょ
っ
ぴ
り
で
も
旅
や
近
況
の
お
知
ら
せ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

昭
和
四
十
年
十
一
月
四
日
付
で
も
、

「
秋
田
の
旅
か
ら
十
一
月
一
日
帰
り
お
手
紙
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
対

談
は
い
つ
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
。
六
日
に
ち
ょ
っ
と
所
用
で
上
田
へ

参
り
、
十
五
日
芸
術
院
総
会
が
あ
り
、
そ
の
後
は
木
曽
の
馬
篭
へ
十
日

ほ
ど
い
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
十
四
日
も
用
事
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
あ
い
だ
総
方
の
つ
ご
う
、
う

ち
あ
わ
せ
の
上
き
め
た
ら
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
（
略
）
東
北
旅
行
は

湯
沢
か
ら
山
中
へ
入
っ
て
『
湯
の
又
』
と
い
う
温
泉
に
と
ど
ま
っ
て
絵

を
か
い
て
い
ま
し
た
。
紅
葉
の
よ
い
時
で
、
全
く
全
山
錦
繍
の
美
し
さ

で
あ
り
ま
し
た
。
湯
沢
で
は
水
墨
を
若
干
か
き
ま
し
た
が
、
作
品
は
全

部
彼
地
へ
お
い
て
来
ま
し
た
が
、
感
動
だ
け
は
も
ち
か
え
り
、
長
く
は

な
れ
ぬ
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
」

昭
和
四
十
一
年
三
月
の
あ
る
日
、
先
生
か
ら
一
通
の
は
が
き
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
全
文
、

「
山
川
勇
一
郎
遣
作
展
は
会
場
は
せ
ま
い
け
れ
ど
充
実
し
て
よ
い
展
覧

会
に
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
小
生
は
急
に
思
い
た
ち
、
芸
大
の
見
学
団

に
加
わ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
っ
て
来
ま
す
。
三
月
十
八
日
発
、
四
月
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廿
一
日
帰
京
の
よ
て
い
で
あ
り
ま
す
。
慾
ば
ら
ず
に
一
行
の
あ
と
に
つ

い
て
、
目
に
ふ
れ
る
も
の
を
よ
く
見
て
き
た
い
と
思
ひ
居
り
ま
す
。
三

月
五
日
」

山
川
君
は
山
岳
画
家
で
、
日
本
山
岳
会
の
会
員
で
あ
り
、
小
生
の
な
が

い
友
人
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
す
こ
し
前
、
チ
リ
で
急
死
さ
れ
た
の
で

し
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
、
彼
の
遺
作
展
が
ひ
ら
か
れ
、
そ
の
会
場
は
東

京
新
宿
の
伊
勢
丹
だ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
旅
行
中
の
先
生
は
、

ロ
ー
マ
か
ら
航
空
便
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
表
に
は
美
し
い
ポ
ム
。
ヘ

イ
の
淡
彩
画
を
お
か
き
く
だ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
め
ぐ
り
め
ぐ
り
て
、
イ
タ
リ
ア
に
入
り
、
い
ま
ロ
ー
マ
で
す
が
、
き

の
う
は
ポ
ム
ペ
イ
は
い
き
よ
を
見
、
け
ふ
は
エ
ト
ル
ス
ク
故
地
を
お
と

づ
れ
ま
し
た
。

い
に
し
へ
の
ロ
ー
マ
の
人
の
生
活
を
見
る
お
も
ひ
す
も
ポ
ム
ペ
イ
に

き
て

ポ
ム
ペ
イ
の
は
い
き
よ
に
し
げ
る
く
さ
の
な
か
あ
は
れ
ひ
そ
か
に
さ

く
ば
ら
の
は
な

い
に
し
へ
の
エ
ト
ル
ス
ク
の
墓
壁
に
か
け
る
古
拙
な
る
ゑ
の
し
た
し

く
も
あ
る
か
」

な
お
、
こ
の
年
、
暮
の
十
二
月
十
二
日
付
の
お
便
り
の
一
部
に
も
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
旅
行
の
す
ば
ら
し
さ
を
申
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
貴
書
拝
見
、
思
い
な
が
ら
何
か
と
と
り
ま
ぎ
れ
、
御
無
沙
汰
に
過
ぎ

居
る
う
ち
、
今
年
も
の
こ
り
少
な
に
な
り
、
月
日
の
た
つ
こ
と
の
早
き

に
お
ど
ろ
く
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
旅
し

た
こ
と
と
十
三
年
も
か
か
っ
て
ゐ
た
倉
敷
大
原
氏
先
代
の
胸
像
が
鋳
造

に
な
り
、
十
一
月
に
除
幕
式
の
は
こ
び
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
私
に
と

っ
て
忘
れ
難
い
年
と
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
」

と
よ
ろ
こ
び
の
お
気
持
を
の
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
十
二
月
か

ら
日
を
す
こ
し
も
ど
し
ま
し
て
、
九
月
六
日
付
の
お
便
り
は
裏
磐
梯
行
の

こ
と
で
す
。

「
前
便
は
早
く
書
い
て
あ
っ
た
の
が
と
り
ま
ぎ
れ
、
投
函
お
く
れ
失
礼

い
た
し
ま
し
た
。
裏
磐
梯
へ
は
は
じ
め
て
行
き
、
風
景
は
よ
ろ
し
い
の

で
す
が
、
観
光
地
と
し
て
、
人
々
雑
踏
。
彼
処
は
ば
ん
た
い
噴
火
爆
烈

に
よ
り
生
じ
た
地
形
で
、
あ
の
地
下
に
は
多
数
の
村
落
と
村
民
が
埋
ま

り
居
る
の
で
、
そ
れ
を
思
え
ば
い
た
ま
し
く
、
鬼
突
し
ゅ
う
し
ゅ
う
の

声
を
き
く
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。
」

そ
し
て
、
昭
和
四
十
二
年
二
月
三
日
付
、

「
新
年
の
御
慶
お
く
れ
な
が
ら
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
昨
秋
仕
事
を
つ

め
て
や
っ
た
の
で
、
疲
労
か
ら
風
邪
の
容
態
で
年
を
越
し
、
正
月
半
に

福
島
の
不
動
の
湯
へ
ゆ
き
ま
し
た
が
、
雪
が
深
く
、
さ
む
さ
も
き
び
し

く
、
少
々
こ
た
え
ま
し
た
が
、
空
気
が
よ
ろ
し
く
、
温
泉
も
あ
っ
て
元

気
に
な
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
雪
の
画
が
二
枚
出
来
ま
し
た
。
」

こ
の
頃
か
ら
先
生
は
寒
く
な
る
と
、
よ
く
ぐ
あ
い
が
す
こ
し
悪
い
と
も

ら
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
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翌
四
十
三
年
の
秋
、
わ
た
し
は
い
つ
も
の
よ
う
に
あ
る
展
覧
会
の
お
と

も
を
し
た
あ
と
、
上
野
駅
構
内
の
食
堂
で
お
茶
を
飲
ん
で
四
方
山
話
を
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
話
し
の
中
で
、
先
生
は
よ
く
、
わ
た
く
し
ど
も
へ
旅

か
ら
の
お
便
り
に
、
歌
を
二
三
首
づ
つ
し
た
た
め
ら
れ
ま
す
が
、
ノ
ー
ト

に
で
も
整
理
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
、
と
う
か
が
っ
た
の
で
す
。
先

生
は
、
歌
は
全
部
わ
た
し
の
頭
の
中
に
整
理
し
て
あ
り
ま
す
、
そ
れ
だ
け

で
す
よ
、
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
同
人
数
人
と
山
登
り
や
旅
行
の

作
文
で
も
つ
づ
っ
て
毎
月
出
し
て
見
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
、
少
女
趣
味
な

こ
と
を
話
し
あ
っ
て
い
た
矢
先
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
申

し
あ
げ
、
つ
い
で
に
先
生
に
も
ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う

か
、
和
歌
な
ど
い
た
だ
け
ま
す
れ
ば
、
と
も
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
勝

手
な
時
、
勝
手
な
原
稿
を
書
く
だ
け
な
ら
、
そ
れ
ほ
ど
の
負
担
で
は
な
い

で
し
ょ
う
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
は
ま
だ
誌
名
も
き
め
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
誌
名

を
『
行
楽
』
と
き
め
ま
し
た
の
で
先
生
に
題
字
を
を
お
願
い
に
う
か
が
い

ま
し
た
。
お
多
用
の
先
生
な
の
で
、
ほ
ん
と
う
は
来
年
の
一
月
か
ら
出
し

は
じ
め
る
つ
も
り
で
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
申
し
あ
げ
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
年
の
暮
に
第
一
号
が
、
と
い
っ
て
も
半
紙
一
枚
を
二
つ
に
折

っ
た
Ｂ
五
版
、
四
ペ
ー
ジ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
ら
ん
に
い
れ
ま
し
た
。

肩
の
こ
ら
な
い
も
の
で
す
ね
、
と
何
と
も
ほ
め
よ
う
の
な
い
の
で
、
こ
れ

だ
け
申
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
封
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
早
速
ひ
ら
き
ま
す

１
潭
」
、

「
前
略
先
日
お
話
の
あ
り
ま
し
た
貴
誌
表
紙
、
行
楽
の
文
字
、
別
紙
の

よ
う
な
よ
う
こ
こ
ろ
み
ま
し
た
の
で
お
目
に
か
け
ま
す
。
二
字
の
問
が

あ
き
過
ぎ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
御
採
用
下
さ
る
場
合
、
製
版
印

刷
の
と
き
適
当
に
御
は
か
ら
い
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。
先

づ
は
と
り
あ
え
ず
要
事
の
み
草
々
。
十
二
月
廿
五
日
」

早
速
第
二
号
か
ら
用
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
ヵ
月
し
ま
す
と
、
先
生
も
原
稿
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
前

に
お
話
し
の
あ
っ
た
頭
の
中
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
先
生
の
歌
で
、
こ
れ
な

ら
毎
号
つ
づ
け
て
も
よ
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
思
っ
て
も
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
カ
ッ
ト
も
、
わ
ざ
わ
ざ
新
し
く
お
描
き
添
え
く
だ
さ
っ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
毎
月
原
稿
を
い
た
だ
き
に
う
か
が
っ
た

り
、
校
正
の
ゲ
ラ
ず
り
を
お
見
せ
に
お
会
い
し
た
り
い
た
し
ま
し
た
。
月

に
一
二
回
は
お
会
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
連
絡
用
の
郵
便
の
お
便
り
は

す
ぐ
な
く
な
り
ま
し
た
。

で
も
と
き
ど
き
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
す
。
昭
和
四
十
四
年
六
月
二
十

五
日
付
に
は
『
行
楽
』
に
の
せ
た
先
生
の
歌
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

「
カ
ッ
ト
の
絵
は
位
置
が
ゲ
ラ
刷
り
の
方
よ
ろ
し
い
よ
う
で
す
。
画
の

下
が
水
平
に
な
り
、
も
っ
と
下
へ
さ
げ
た
方
よ
ろ
し
く
、
さ
す
れ
ば
上

が
も
っ
と
ひ
ろ
く
な
り
、
天
の
ひ
ろ
び
ろ
し
た
感
じ
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
。
そ
の
他
結
構
で
、
い
ろ
い
ろ
御
苦
心
あ
り
が
た
く
、
活
字
の
種

類
大
き
さ
間
隔
等
す
熱
へ
て
よ
る
し
い
と
思
い
ま
す
。
」
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な
に
ご
と
も
、
ゆ
る
が
せ
に
さ
れ
な
い
お
心
が
こ
こ
で
も
よ
く
わ
か
り

ま
す
。

翌
四
十
五
年
二
月
十
七
日
付
の
中
に
、

「
先
月
末
か
ら
風
邪
ひ
き
、
ど
う
も
長
び
き
、
大
し
て
わ
る
く
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
困
り
ま
し
た
。
」

つ
づ
い
て
三
月
十
二
日
付
で
も
、

「
正
月
末
の
風
邪
が
な
か
な
か
さ
っ
ぱ
り
せ
ず
、
わ
る
く
も
な
ら
ぬ
け

れ
ど
、
ぐ
づ
ぐ
づ
し
て
困
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
い
ろ
い
ろ
仕
事
が
ふ

く
そ
う
し
て
い
る
の
に
、
か
た
つ
か
な
く
て
困
り
ま
し
た
。
」

と
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
時
は
ほ
と
ん
ど
お
会
い
せ
ず
に
原
稿
も
郵
送

ね
が
い
、
文
通
を
さ
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か

し
、
こ
の
翌
々
五
月
六
日
付
、
に
は
「
右
『
行
楽
』
六
月
号
原
稿
お
送
り

申
し
上
げ
ま
す
。
カ
ッ
ト
は
先
日
お
わ
た
し
い
た
し
ま
し
た
阿
蘇
千
里
か

浜
の
図
を
御
使
用
下
さ
れ
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
申
し
上
げ
ま
す
」

と
見
え
ま
す
の
で
、
こ
の
頃
は
又
先
生
に
お
会
い
も
し
て
い
た
の
で
あ
り

と
見
え
ま
す
の
で
、
こ
の
頃
は
又
先
生
』

ま
し
よ
う
。

又
、
つ
づ
い
て
五
月
三
十
日
付
で
は
、

「
七
月
号
古
墳
は
四
首
ゆ
ゑ
、
カ
ツ
↑

首
の
上
、
注
ま
で
つ
く
の
で
カ
ッ
ト
」

「
七
月
号
古
墳
は
四
首
ゆ
ゑ
、
カ
ッ
ト
を
少
し
ひ
ろ
く
、
八
月
号
は
五

首
の
上
、
注
ま
で
つ
く
の
で
カ
ッ
ト
は
ほ
そ
く
い
た
し
ま
し
た
。
何
卒

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」

こ
の
よ
う
に
名
も
な
い
小
さ
な
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
も
、
何
ご
と
も
お
ろ

そ
か
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
、
先
生
の
ま
じ
め
さ
を
記
さ
せ
い
た
だ
き
た

い
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
年
の
十
二
月
十
二
日
付
に
「
こ
の
頃
少
々
不
健
康
、
脳
貧
血
の
き

み
で
困
り
ま
す
」
と
あ
り
、
翌
四
十
六
年
一
月
十
九
日
付
も
「
十
一
月
以

来
の
不
健
康
、
わ
る
く
も
な
ら
な
い
が
、
さ
っ
ぱ
り
せ
ず
、
仕
事
も
て
き

ぱ
き
は
こ
び
か
ね
困
り
ま
す
」
と
あ
り
、
二
月
十
四
日
付
で
も
「
私
の
健

康
は
大
分
よ
い
方
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
時
々
ぐ
ら
ぐ
ら
と
め
ま
い
が
す

る
の
で
用
心
し
て
居
り
ま
す
」
と
あ
り
、
四
月
十
九
日
付
で
も
「
ど
う
も

健
康
状
態
は
か
ば
か
し
く
な
く
、
気
勢
が
あ
が
ら
ず
」
と
申
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
あ
ま
り
参
上
い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
年
、
秋
に
と
う
と
う
入
院
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
十
二
月
三
日
は

病
院
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

「
思
ひ
の
外
入
院
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ご
ろ
は
ベ
ッ
ト
か
ら

起
き
て
歩
く
け
い
こ
を
し
て
い
ま
す
。
」

そ
し
て
、
『
行
楽
』
へ
の
歌
の
お
原
稿
も
翌
四
十
七
年
三
月
で
い
た
だ

け
な
く
な
り
、
退
院
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
つ
い
に
お
逝
去
に
な
ら
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

先
生
は
彫
刻
に
た
い
し
て
心
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
申
さ
れ
て
い
ま

す
。
『
凸
凹
の
お
ば
け
』
で
は
「
心
が
明
か
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
作
成
の
理
想
を
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
高
村
光
太
郎
も
『
美
に
つ
い

て
』
と
い
う
本
の
中
で
「
彫
刻
を
見
て
実
物
ら
し
い
と
い
ふ
事
を
佳
作
の

標
準
に
し
て
ゐ
る
人
は
此
の
法
悦
を
知
ら
な
い
の
で
す
。
活
人
形
の
や
う
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ぶ
つ
け
い
の
も
ざ
う
は
な
さ
で
ぶ
つ
け
い
の
い
の

ち
と
ら
へ
ぬ
は
に
は
の
さ
く
し
や
は

註
明
治
九
年
創
設
の
工
部
省
美
術
学
校
に
て
、
「
彫
刻
科
は
石
膏
を
以
て
、

物
形
を
模
造
す
る
術
を
教
ふ
」
と
あ
り
、
こ
の
誤
れ
る
教
へ
今
日
な
ほ
あ
と

を
絶
た
な
い
。

彫
刻
は
こ
の
心
、
す
な
わ
ち
形
で
は
な
く
「
い
の
ち
」
を
と
ら
え
て
作

ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
こ
と
に
通
ず
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
先

生
は
「
山
の
幻
影
」
と
い
う
大
正
六
年
の
文
の
中
で
、

「
近
頃
山
へ
ゆ
く
と
妙
な
も
の
が
見
え
る
や
う
に
な
り
ま
し
て
、
よ
く

裸
の
男
や
女
を
見
る
の
で
す
。
嶽
の
上
に
大
き
な
男
が
立
っ
て
居
た

り
、
森
の
中
で
美
し
い
少
女
や
、
老
爺
が
歩
い
て
居
た
り
し
ま
す
。
一

昨
年
八
ヶ
岳
へ
行
っ
た
時
そ
の
少
女
は
森
の
中
で
笛
を
吹
い
て
居
ま
し

た
。
其
時
で
す
、
山
を
下
っ
て
来
る
と
森
の
端
に
薄
墨
色
の
男
が
立
っ

て
居
て
、
ヂ
ッ
と
私
を
見
て
居
た
時
は
思
は
ず
ギ
ョ
ッ
と
し
ま
し
た
。

な
実
物
ら
し
さ
は
子
供
だ
ま
し
の
興
味
で
す
。
」
と
も
述
べ
て
い
る
と
同

じ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
先
生
の
歌
に
も
、

て
う
こ
ぐ
を
は
に
わ
に
み
た
る
う
れ
し
さ
を
ひ
と

に
か
た
れ
ど
ひ
と
が
え
ん
ぜ
ず

て
う
こ
く
を
ぶ
つ
け
い
も
ざ
う
と

に
は
わ
か
ら
じ
は
に
は
の
よ
さ

あ
や
ま
れ
る
ひ
と

は

物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
心
が
あ
る
、
人
は
そ
の
目
に
見
え
ぬ
そ
れ
ら
の
心
を

知
ら
な
け
ば
何
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
た
い
の
で
あ
り
ま
し

順
《
気
ノ
◎

無
論
、
幻
影
を
見
た
の
で
あ
ら
う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
幻
で
も
何
で

も
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
の
少
女
や
老
爺
は
、
や
は
り
あ
の
森
林
の
中

に
住
ん
で
居
る
の
だ
と
私
は
信
じ
て
居
ま
す
。
」

こ
の
森
の
お
ば
け
に
は
、
そ
の
後
も
興
味
を
持
た
れ
、
ま
づ
ス
ケ
ッ
チ

淡
彩
で
は
、
こ
の
文
を
書
か
れ
た
大
正
の
時
代
に
え
が
か
れ
、
戦
後
も
版

画
に
「
森
の
男
」
と
し
て
作
成
の
後
、
毎
日
新
聞
主
催
の
国
際
美
術
展
に

は
塑
像
で
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

先
生
に
も
す
き
、
き
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。
「
た
ば
こ
ぎ
ら
ひ
」
で

↑
よ
、

Ｉ
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石井鶴＝先生のこと

「
小
生
は
煙
草
ぎ
ら
ひ
で
あ
る
。
未
だ
嘗
て
煙
草
を
口
に
し
た
こ
と
が

な
い
。
（
略
）
冬
の
会
合
の
席
な
ど
は
大
の
禁
物
な
の
だ
が
、
ま
る
き

り
出
ぬ
わ
け
に
も
ゆ
か
ぬ
。
一
夜
幾
時
間
煙
草
の
煙
の
中
に
座
っ
て
居

る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
病
人
に
な
っ
て
し
ま
ふ
。
先
づ
鼻
の
粘
膜
が
お

か
さ
れ
る
。
つ
い
で
眼
が
お
か
さ
れ
る
。
咽
喉
が
お
か
さ
れ
る
。
頭
痛

が
し
て
く
る
。
ひ
ど
い
時
に
は
、
翌
日
一
日
ね
る
よ
う
な
こ
と
に
な

る
。
着
て
行
っ
た
着
物
が
、
翌
日
ま
で
煙
草
臭
く
て
気
持
が
わ
る
い
。
」

又
、
今
ひ
と
つ
・

「
私
は
ど
う
も
電
話
を
好
み
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
考
へ
て
見
る

に
、
相
手
の
顔
が
見
え
な
い
と
い
ふ
事
に
大
部
分
其
原
因
が
あ
る
や
う

で
す
。
（
略
）
で
如
何
に
私
共
は
平
生
顔
に
よ
っ
て
人
と
話
し
て
居
る

か
と
云
ふ
事
が
わ
か
り
ま
す
。
顔
が
も
の
を
云
ひ
、
顔
が
も
の
を
聞

く
、
こ
の
あ
ひ
だ
の
働
き
は
全
く
不
思
議
で
す
。
」

こ
れ
は
「
顔
」
の
一
部
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
先
生
の
お
家
が
新
築
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
か

ら
、
昭
和
四
十
何
年
ご
ろ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
先
生
と
い
ろ
い
ろ
お
話

し
を
か
わ
し
て
い
る
時
、
そ
う
そ
う
こ
ん
な
色
紙
を
か
き
ま
し
た
、
親
類

の
者
に
何
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
と
い
わ
れ
、
私
に
渡
さ
れ
ま

し
た
の
は
蛇
の
墨
絵
で
あ
り
ま
し
た
。
鎌
首
を
も
ち
あ
げ
た
三
分
の
一
身

ほ
ど
の
か
ら
だ
を
見
せ
て
い
る
す
が
た
で
あ
り
ま
す
。

色
紙
の
蛇
は
は
じ
め
て
で
あ
り
ま
す
、
と
申
し
あ
げ
ま
す
と
、
あ
な
た

は
蛇
は
す
き
で
す
か
、
と
い
わ
れ
ま
す
。
す
き
で
も
き
ら
い
で
も
あ
り
ま

せ
ん
、
と
私
。
そ
の
時
、
先
生
の
「
旅
の
追
懐
」
の
中
の
、
明
治
の
末
年

に
北
ア
ル
プ
ス
へ
登
ら
れ
る
前
日
の
こ
と
、

「
青
木
と
中
綱
の
間
だ
っ
た
か
大
変
き
れ
い
な
森
が
あ
る
。
其
草
の
上

に
座
っ
て
森
の
樹
を
写
し
て
居
た
。
写
生
し
て
居
る
内
に
や
ま
か
が
し

が
自
分
の
傍
へ
来
た
。
私
は
そ
れ
迄
あ
ま
り
蛇
は
好
で
な
か
っ
た
が
、

其
時
ほ
ん
と
に
蛇
は
美
し
い
も
の
だ
と
思
っ
て
、
其
れ
以
来
私
は
蛇
を

見
る
の
が
好
に
な
っ
た
。
」

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
野
菜
る
い
は
よ
く
た
べ
ら
れ
た
よ
う

で
あ
り
ま
す
。
明
治
四
十
年
の
歌
に
、

く
す
り
の
ま
ず
に
く
も
さ
か
な
も
し
り
ぞ
け
て
も

は
ら
そ
し
よ
く
す
よ
き
か
な
や
さ
い

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
存
じ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

た
ま
に
は
ダ
ケ
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
を
お
と
ど
け
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
七
月
二
日
付
の
お
便
り
に
、

「
先
日
は
山
草
あ
り
が
た
く
、
そ
の
節
よ
け
い
な
こ
と
申
し
、
お
心
に

さ
わ
り
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
山
草
に
か
ん
れ
ん
し
て
思
い
出
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
ま
ま
言
葉
に
な
っ
て
申
し
上
げ
た
し
だ
い
御
免
下
さ

い
。
山
岳
会
の
時
の
話
で
、
話
さ
れ
た
の
は
ど
な
た
だ
っ
た
か
、
つ
い

に
思
い
出
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
ウ
ル
リ
と
ま
ち
が
え
て
何
か
ほ
か
の
山
草

を
と
っ
た
の
は
『
か
み
や
』
さ
ん
と
き
い
た
と
思
い
出
し
ま
し
た
。
ち

が
っ
て
い
た
ら
あ
や
ま
り
ま
す
が
、
山
の
草
や
き
の
こ
は
慎
重
に
し
な
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最
後
に
山
の
絵
に
対
す
る
お
考
え
と
で
も
い
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て

見
た
い
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
先
生
か
ら
の
お
便
り
に
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
直
接
お
声
を
聞
い
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
三
十
九

年
四
月
二
十
一
日
付
の
お
便
り
、

「
現
在
を
見
る
と
山
を
遠
望
し
た
風
景
画
の
如
き
が
た
く
さ
ん
展
観
さ

れ
る
の
で
、
い
さ
さ
か
気
の
ひ
け
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

先
年
、
今
は
故
人
に
な
っ
た
茨
木
猪
之
吉
と
中
村
清
太
郎
、
足
立
源

一
郎
と
小
生
と
四
人
で
木
曽
か
ら
境
峠
を
越
え
た
時
、
折
柄
夕
ぐ
れ
と

な
り
、
夕
空
を
か
ぎ
っ
て
乗
鞍
岳
が
高
く
そ
び
え
て
い
る
の
を
仰
い
だ

時
、
一
同
思
わ
ず
帽
子
を
と
っ
て
礼
拝
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
あ

の
け
い
け
ん
な
心
が
山
岳
を
え
が
く
者
に
と
っ
て
は
、
根
本
の
大
事
な

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
見
る
と
山
岳
遠
望
図
で
同
じ
よ
う
に
見
え
て
も
、
こ
の
山

け
れ
ば
い
け
な
い
と
其
時
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。
あ
の
い
た
だ
い
た
山

菜
は
早
速
ゆ
で
て
い
た
だ
き
、
や
わ
ら
か
く
甘
み
が
あ
り
、
く
せ
の
な

い
味
と
存
じ
ま
し
た
。
も
と
よ
り
い
た
だ
い
て
何
事
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
」

こ
の
と
き
は
、
き
っ
と
「
た
べ
ら
れ
そ
う
な
山
草
」
を
、
先
生
こ
れ
を

食
べ
て
く
だ
さ
い
、
と
お
見
せ
し
た
の
で
す
。
あ
た
る
と
こ
ま
り
ま
す

よ
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
ね
え
、
と
質
問
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

に
対
す
る
敬
け
ん
な
心
の
あ
る
と
な
い
で
は
、
お
の
づ
か
ら
画
に
あ
ら

わ
れ
る
と
こ
ろ
が
ち
が
っ
て
く
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」

こ
れ
と
、
前
に
も
引
用
し
ま
し
た
「
針
木
岳
よ
り
爺
岳
迄
」
に
、

「
夕
食
後
、
皆
は
早
く
天
幕
の
中
へ
入
っ
た
が
、
私
は
一
人
毛
布
に
く

る
ま
っ
て
、
立
山
の
上
に
棚
引
く
夕
雲
の
色
に
見
入
っ
て
ゐ
た
。
其
雲

の
紅
が
全
く
消
え
て
、
．
空
に
は
星
が
輝
き
は
じ
め
た
。
か
く
て
夜
の
気

は
漸
々
に
あ
た
り
を
つ
つ
ん
で
行
っ
た
。
ス
バ
リ
岳
は
真
黒
に
突
立
っ

て
ゐ
る
。
輪
廓
が
険
し
い
。
黒
部
の
谷
か
ら
は
幽
か
に
川
の
音
が
聞
え

て
く
る
。
私
は
焚
火
に
あ
た
っ
て
、
い
つ
迄
も
外
に
立
っ
て
居
た
。
」

こ
う
し
た
山
で
の
感
激
が
つ
み
か
さ
な
っ
て
、
数
多
く
の
山
の
作
品
が

生
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
、
先
生
は
人
に
接
す
る
に
も
、
物
を
考
え
る
に
あ
た
ら
れ
て

も
、
常
に
厳
正
な
、
し
か
も
、
自
分
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
な
っ
と
く
の
ゆ
く

態
度
で
の
ぞ
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
お
便
り
の
文
面
の
内
に

も
、
お
の
ず
か
ら
に
じ
み
出
て
お
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
十
一
月
十
七
日
付
お
手
紙
の
便
雲
に
イ
ン
ク
の
よ
ご
れ
が

一
点
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
「
イ
ン
キ
の
こ
ぼ
れ
で
、
よ
ご
し
ま
し
た

が
、
お
こ
こ
ろ
や
す
き
あ
い
だ
と
、
こ
の
ま
ま
さ
し
だ
し
ま
す
。
ご
め
ん

下
さ
い
」
と
わ
ざ
わ
ざ
か
か
れ
て
お
り
ま
す
。
わ
た
し
は
い
つ
も
、
手
紙

に
せ
ず
、
簡
単
に
は
が
き
で
お
便
り
す
る
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

先
生
は
、
は
が
き
で
く
だ
さ
る
と
き
の
文
面
の
終
り
に
は
「
は
が
き
に
て

ご
め
ん
」
（
昭
和
四
十
二
年
七
月
十
五
日
付
）
な
ど
と
記
さ
れ
ま
す
。
は
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石井鶴三先生のこと

が
き
は
手
紙
に
対
し
て
略
式
な
も
の
だ
》
と
は
っ
き
り
申
さ
れ
て
お
る
の

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

「
寝
台
に
仰
臥
し
て
の
執
筆
ゆ
え
、
鉛
筆
書
き
、
ご
か
ん
べ
ん
」

こ
れ
は
昭
和
四
十
六
年
九
月
二
日
消
印
、
病
院
か
ら
の
お
便
り
で
あ
り

ま
す
。
一
時
は
生
死
の
間
を
さ
ま
よ
わ
れ
、
ま
だ
ね
た
き
り
の
先
生
は
、

ひ
さ
し
ぶ
り
に
わ
ざ
わ
ざ
わ
た
し
に
お
便
り
を
く
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
に
も
先
生
の
「
け
じ
め
」
と
も
申
す
お
心
が
し
の
ば
れ
ま

す
。
い
つ
も
、
何
ご
と
も
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
お
気
持
で
通
さ
れ
た
先
生

を
し
み
じ
み
と
思
い
お
り
ま
す
。

〔
付
記
〕
本
文
の
引
用
文
は
主
と
し
て
、
石
井
鶴
三
著
『
凸
凹
の
お
ば
け
』
昭
和

十
八
年
・
二
見
書
房
版
、
美
術
誌
『
み
づ
ゑ
』
『
朝
日
新
聞
』
『
風
流
』
、
和
歌
と
カ

ッ
ト
は
、
ボ
ン
。
ヘ
イ
よ
り
の
お
便
り
以
外
は
、
月
刊
『
行
楽
』
第
五
号
！
第
三
十
九

号
（
昭
和
四
十
四
年
五
月
Ｉ
昭
和
四
十
七
年
三
月
）
た
だ
し
カ
ッ
ト
「
森
の
男
」
の

み
別
、
そ
れ
に
、
わ
た
し
あ
て
に
く
だ
さ
い
ま
し
た
先
生
の
お
便
り
か
ら
、
か
か
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
御
遺
族
様
と
そ
れ
ぞ
れ
の
出
版
元
の
責
任

者
の
方
々
に
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
（
四
十
八
年
九

月
彼
岸
、
成
田
に
て
記
す
）

略
歴

明
治
二
十
年
二
八
八
七
）
六
月
五
日
東
京
に
生
ま
る

同
三
十
八
年
東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
選
科
入
学

同
三
十
九
年
登
山
を
は
じ
め
る
（
浅
間
山
）

同
四
十
三
年
東
京
美
術
学
校
卒
業
（
の
ち
研
究
科
修
了
）

同
四
十
四
年
第
五
回
文
展
「
荒
川
岳
」
褒
賞

大
正
五
年
日
本
美
術
院
彫
塑
部
入
会

大
正
八
年
十
一
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
七
○
九
）

著
作
目
録

①
日
本
風
景
版
画
第
九
輯
東
京
近
郊
之
部
大
正
八
年
日
本
風
景
版
画
会

菊
倍
判
（
五
枚
組
）

②
日
本
風
景
版
画
第
十
輯
日
本
ア
ル
プ
ス
之
部
大
正
九
年
日
本
風
景
版
画

会
菊
倍
判
（
五
枚
組
）

③
石
井
鶴
三
素
描
集
昭
和
五
年
光
大
社
菊
倍
判
（
オ
フ
セ
ッ
ト
）

④
石
井
鶴
三
挿
絵
集
第
一
巻
昭
和
九
年
光
大
社
四
六
横
判
（
大
菩
薩
峠
の

挿
絵
）

⑤
随
筆
集
凸
凹
の
お
ば
け
昭
和
十
三
年
光
大
社
四
六
版

⑥
宮
本
武
蔵
挿
絵
集
昭
和
十
八
年
朝
日
新
聞
社
四
六
横
判

⑦
凸
凹
の
お
ば
け
改
訂
増
補
版
昭
和
十
八
年
二
見
書
房
四
六
判

③
坂
本
繁
二
郎
文
集
（
編
集
）
昭
和
三
十
一
年
中
央
公
論
社
Ａ
５
判

⑨
日
本
上
代
の
彫
刻
昭
和
三
十
八
年
文
部
省
初
等
教
育
局
中
等
教
育
課
四
六

倍
判

⑩
折
り
折
り
の
人
４
（
共
著
）
昭
和
四
十
三
年
朝
日
新
聞
社
Ｂ
６
判

⑪
坂
本
繁
二
郎
文
集
（
編
集
）
増
補
改
訂
版
昭
和
四
十
五
年
中
央
公
論
社

Ａ
５
判

q
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同
二
十
一
年
日
本
美
術
院
展
「
仕
舞
一

同
二
十
五
年
横
綱
審
議
会
委
員

同
年
日
本
芸
術
院
会
員

同
三
十
年
第
四
十
一
回
日
本
美
術
院
「
雷
（
試
作
）
」

同
三
十
四
年
東
京
芸
術
大
学
（
前
、
東
京
美
術
学
校
）
辞
任

同
十
四
年
第
三
回
文
展
「
相
撲
」

同
十
九
年
東
京
美
術
学
校
教
授

同
十
一
年
春
陽
会
・
日
本
版
画
協
会
入
会

同
十
三
年
日
本
水
彩
画
会
入
会

同
年
第
十
一
回
日
本
美
術
院
展
「
古
稀
老
」

同
十
五
年
自
由
学
院
美
術
教
師

同
年
第
十
三
回
日
本
美
術
院
展
「
老
婦
」

昭
和
五
年
第
十
七
回
日
本
美
術
院
展
「
俊
寛
頭
部
試
作
」

昭
和
十
年
第
二
十
二
回
日
本
美
術
院
展
「
若
き
男
」

昭
和
十
一
年
第
一
回
帝
展
「
風
」

昭
和
十
二
年
自
由
学
院
辞
任

同
年
文
展
審
査
員
（
こ
の
年
よ
り
四
回
）

（
編
者
附
記
）
本
稿
は
当
初
本
弐
唯
垣
悼
欄
用
と
し
て
小
野
氏
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

右
の
よ
う
な
長
文
の
も
の
と
な
り
、
他
と
の
均
衡
を
失
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

本
欄
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
引
用
聿
晶
脇
な
か
で
、
旧
か
な
、
新
か
な
の
混
用

が
み
ら
れ
る
が
、
原
稿
の
ま
ま
と
し
た
。
な
お
遺
影
は
追
悼
欄
に
掲
載
し
た
。

同
三
十
六
年
日
本
美
術
院
彫
刻
部
開
散
の
た
め
退
会

同
三
十
七
年
東
京
芸
術
大
学
名
誉
景
授

同
四
十
一
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
見
学
旅
行

同
四
十
二
年
文
化
財
専
門
審
議
会
専
門
委
員

同
年
生
存
者
叙
勲
（
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
）

同
四
十
四
年
相
撲
博
物
館
長
就
任

同
四
十
四
年
十
二
月
日
本
山
岳
会
永
年
会
員

同
四
十
七
年
文
化
財
専
門
審
議
会
専
門
委
員
解
任

同
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
三
月
十
七
日
心
臓
衰
弱
の
た
め
自
宅
（
東
京
都
板

橋
区
中
丸
町
二
ご
で
逝
去

同
年
四
月
二
日
東
京
、
青
山
葬
儀
所
で
春
陽
会
葬
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、占

ﾕ巳 悼

１追悼Ｉ
こ
の
度
編
集
の
望
月
氏
よ
り
故
烏
山
悌
成
氏
の
事
を
書
く
様
に
と
の
御

手
紙
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
し
ろ
鳥
山
君
と
は
一
度
も
山
へ
一
緒
に
登
っ

た
事
も
な
い
し
、
全
く
材
料
が
乏
し
い
の
で
す
が
、
他
に
書
く
人
が
な
い

と
の
事
で
、
止
む
な
く
引
受
け
た
次
第
で
す
。

依
っ
て
再
々
申
上
げ
る
事
で
す
が
、
私
の
住
所
が
下
町
の
浅
草
で
あ
っ

た
の
で
、
総
て
の
日
誌
を
関
東
大
震
災
の
た
め
全
部
焼
失
し
て
仕
舞
っ
た

の
で
、
従
っ
て
微
か
な
記
憶
を
た
ど
っ
て
、
た
ど
た
ど
し
い
不
得
要
領
の

事
し
か
述
べ
る
事
が
出
来
な
い
こ
と
を
甚
だ
残
念
に
思
っ
て
居
り
ま
す
。

私
が
鳥
山
君
と
共
に
理
事
を
任
命
さ
れ
て
居
た
時
が
、
丁
度
二
・
二
六
事

件
が
起
っ
た
時
で
、
当
時
日
本
山
岳
会
の
事
勢
所
が
芝
の
琴
平
町
の
不
二

屋
ピ
ル
に
在
っ
た
時
な
の
で
、
戒
厳
命
が
発
令
さ
れ
て
新
橋
よ
り
西
方

は
、
全
然
立
入
り
禁
止
で
あ
っ
た
が
、
役
員
の
身
分
証
明
が
あ
る
の
で
、

出
入
が
自
由
で
あ
っ
た
事
は
全
く
好
都
合
で
あ
っ
た
。

私
と
鳥
山
君
と
が
同
じ
銀
行
畑
な
の
で
、
会
よ
り
は
会
計
係
を
仰
せ
附

や
す
な
り

烏
山
悌
成
氏
（
一
八
八
四
’
一
九
七
二
）

か
り
、
勿
論
私
は
補
助
的
な
役
割
で
あ
り
、
種
々
の
御
教
示
と
御
指
導
と

を
賜
り
ま
し
た
事
を
、
深
く
感
謝
し
て
居
り
ま
す
。
又
湯
島
の
聖
堂
の
一

部
を
借
り
て
展
覧
会
を
開
い
た
事
も
あ
っ
た
。
丁
度
其
年
に
日
本
山
岳
会

の
創
立
三
十
周
年
記
念
で
、
会
の
マ
ー
ク
の
入
っ
た
純
銀
の
小
箱
を
頂
き

ま
し
た
が
、
戦
災
の
心
配
か
ら
浦
和
の
あ
る
離
れ
の
洋
館
の
一
棟
を
借
り

て
、
牛
車
一
台
分
の
荷
物
を
預
け
て
置
い
た
所
、
其
の
家
の
家
主
の
道
楽

息
子
が
鍵
を
こ
じ
あ
け
て
忍
び
込
み
、
盗
ま
れ
て
仕
舞
っ
た
事
は
、
誠
に

残
念
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
又
其
時
が
社
団
法
人
に
な
っ
た
時
で
、
始

め
は
財
団
法
人
に
願
い
を
出
し
た
処
、
会
の
固
定
資
産
が
な
い
と
云
う
の

で
社
団
法
人
に
変
更
し
て
願
を
出
し
、
許
可
に
な
っ
た
事
を
思
い
出
し
ま

し
た
。次

に
朝
日
新
聞
に
「
熱
海
で
鳥
山
氏
の
優
雅
な
る
生
活
」
と
云
う
題

で
、
夫
妻
の
写
真
が
載
せ
て
あ
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
再
々
遊

び
に
来
る
様
と
の
便
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
遂
に
そ
れ
を
実
行
出
来
な
い

内
に
、
ど
う
い
う
訳
か
再
び
都
会
へ
舞
い
戻
っ
た
と
聞
い
て
、
不
思
議
に

思
っ
て
居
り
ま
し
た
。
実
に
鳥
山
君
は
性
質
が
温
厚
で
、
篤
実
で
、
全
く

優
し
い
好
い
人
で
し
た
。
そ
う
し
て
御
無
沙
汰
し
て
居
る
内
に
、
今
回
の

計
報
に
接
し
実
に
驚
き
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
上
は
唯
々
氏
の
冥
福

を
祈
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。

（
松
本
善
二
）
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明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
十
二
月
三
日
誕
生
。

明
治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）
五
月
日
本
山
岳
会
入
会
。
会
員
番
号
七
三
番
。
日

本
博
物
学
同
志
会
で
は
明
治
三
十
四
年
頃
、
梅
沢
親
光
、
武
田
久
吉
、
高
野
麿
蔵

氏
ら
と
共
に
幹
事
と
な
り
編
集
を
担
当
し
た
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
五
月
日
本
山
岳
会
幹
事
と
な
り
、
後
評
議
員
を
兼
ね

る
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
一
月
か
ら
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
六
月
ま

で
理
事
。
こ
の
間
ま
た
評
議
員
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
二
十
三
年
の
長
年
月
役

員
と
し
て
会
務
に
尽
し
、
特
に
多
年
会
の
財
政
面
を
担
当
し
た
。
ま
た
昭
和
二
年

九
月
、
本
会
の
事
務
所
は
新
潟
県
高
頭
氏
方
か
ら
烏
山
氏
方
へ
移
り
、
昭
和
八
年

一
月
、
虎
之
門
不
二
屋
ビ
ル
に
移
る
ま
で
五
年
数
ケ
月
鳥
山
氏
方
へ
お
か
れ
た

烏
山
氏
は
本
会
の
発
起
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
本
会
の
母
体
と
も
云
う
べ
き
日

本
博
物
学
同
志
会
の
会
員
と
し
て
、
会
創
立
当
時
か
ら
深
い
関
係
を
続
け
た
。
ま

た
会
が
社
団
法
人
改
組
に
際
し
て
は
、
と
り
わ
け
尽
力
し
た
。

主
な
山
歴
と
し
て
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
○
七
）
武
田
久
吉
、
梅
沢
親
光
、
山
川

黙
の
諸
氏
と
甲
斐
駒
ヶ
岳
に
登
り
、
同
山
が
白
崩
山
と
同
一
で
あ
る
こ
と
琴
確
認

し
た
（
『
山
岳
』
二
年
三
号
・
三
年
一
号
）
。

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
十
月
七
日
逝
去
。
御
遺
族
か
ら
の
便
り
に
「
父
が
ど

ん
な
山
に
登
っ
た
の
か
、
お
恥
し
い
こ
と
な
が
ら
、
私
共
も
の
心
づ
い
て
か
ら
山

に
行
く
と
い
っ
て
家
を
出
た
父
を
見
た
こ
と
は
御
座
い
ま
せ
ん
。
子
供
に
追
わ
れ

て
山
ど
こ
ろ
の
さ
わ
ぎ
で
は
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
但
し
休
み
と
も

な
れ
ば
、
一
家
中
ひ
き
つ
れ
て
、
正
月
に
は
温
泉
、
次
に
は
ス
キ
ー
と
楽
し
い
時

を
あ
た
え
て
く
れ
ま
し
た
。
山
岳
会
に
籍
を
お
い
て
い
て
も
、
会
が
す
こ
し
で
も

大
き
く
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
面
倒
見
の
好
き
な
父
は
、
そ
れ
が
楽
し
み
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
病
院
の
ベ
ッ
ド
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
行
の
プ
ラ
ン
を
拝

略
歴

「
君
も
七
十
近
く
な
っ
た
ん
だ
か
ら
、
強
精
酒
な
ん
か
あ
ま
り
飲
ま
な
い

方
が
い
い
よ
。
」
こ
れ
が
東
京
医
科
大
学
病
院
で
田
部
重
治
先
生
が
私
に

話
さ
れ
た
最
後
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
年
、
八
十
七
歳
の
先
生
は
、

九
州
を
半
周
し
て
今
ま
で
に
な
い
疲
れ
を
覚
え
た
の
で
、
人
の
勧
め
で
特

殊
の
強
精
酒
を
ス
プ
ー
ン
に
一
ぱ
い
飲
ん
だ
が
、
そ
れ
か
ら
急
に
身
体
全

体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
ふ
だ
ん
先
生
は
、
人
の
身
体
は

ア
ル
カ
ル
性
に
し
な
け
れ
ば
い
か
ん
、
玄
米
食
を
食
べ
よ
と
勧
め
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
先
生
が
と
今
で
も
残
念
に
思
う
。
然
し
そ
う
言

え
ば
先
生
は
酒
好
き
で
あ
っ
た
。
懇
親
会
な
ど
で
ビ
ー
ル
し
か
出
な
い
と

き
は
機
嫌
が
悪
か
っ
た
が
、
酒
が
出
る
と
急
に
元
気
に
な
っ
て
、
木
暮
さ
ん

と
雲
取
山
か
ら
三
頭
山
へ
歩
い
た
最
初
の
登
山
話
が
、
い
つ
迄
も
続
く
の

で
あ
っ
た
。
又
酔
が
回
る
と
、
大
正
二
年
の
夏
、
高
村
光
太
郎
が
ミ
ス
千

恵
子
を
徳
本
峠
の
岩
魚
止
小
屋
迄
迎
え
に
行
き
、
清
水
屋
で
ウ
ェ
ス
ト
ン

夫
妻
と
同
宿
し
た
と
き
、
よ
い
お
似
合
の
仲
だ
と
言
わ
れ
た
話
や
、
佐
渡

見
し
て
、
私
に
も
「
行
け
る
と
い
い
ね
」
と
語
り
か
け
て
く
れ
る
父
で
し
た
。
山

岳
会
、
日
本
写
真
会
、
俳
句
へ
と
、
父
の
命
は
燃
え
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」

と
あ
っ
た
。
（
編
者
）

田
部
重
治
氏
（
一
八
八
四
’
一
九
七
二
）
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追 悼

の
小
木
へ
行
っ
て
、
尾
崎
紅
葉
が
小
菊
と
言
う
女
の
三
味
線
の
胴
に
「
こ

い
ち
ゃ
こ
い
ち
ゃ
で
二
度
だ
ま
さ
れ
た
ま
た
も
こ
い
ち
ゃ
で
だ
ま
す
の

か
」
と
書
い
た
の
を
見
て
き
た
話
（
こ
の
話
に
は
、
い
つ
も
君
達
に
は
こ

い
ち
や
と
言
う
方
言
が
わ
か
る
か
と
の
註
が
つ
い
た
）
が
、
飛
び
出
す
の

で
あ
っ
た
。

先
生
と
一
緒
に
登
っ
た
山
は
、
先
生
の
好
き
な
信
州
や
奥
秩
父
や
奥
多

摩
の
、
精
々
十
指
を
越
え
る
程
度
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
氷
川
の

三
河
屋
や
数
馬
の
山
崎
屋
や
、
は
て
は
御
岳
の
神
官
宅
、
相
模
湖
畔
亭
、

六
義
園
な
ど
で
毎
年
の
よ
う
に
先
生
か
ら
聞
い
た
話
は
、
み
な
『
日
本
ア

ル
プ
ス
と
秩
父
巡
礼
』
、
『
山
と
渓
谷
』
、
『
忘
れ
え
ぬ
山
旅
』
な
ど
に
詳
し

く
記
さ
れ
て
い
る
。
わ
け
て
も
先
生
は
奥
秩
父
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
。

「
私
は
も
と
も
と
深
い
森
が
好
き
だ
っ
た
。
私
の
故
郷
に
近
い
有
峯
の
奥

の
深
森
が
と
て
も
よ
く
奥
秩
父
に
似
て
い
る
か
ら
だ
」
と
友
人
に
語
っ
て

い
る
。
「
薬
師
岳
と
有
峯
の
孤
村
」
な
ど
に
も
、
こ
の
辺
の
こ
と
が
出
て

い
る
。
又
「
山
は
如
何
に
私
に
影
響
し
つ
つ
あ
る
か
」
に
は
「
秩
父
は
一

種
の
魅
力
と
一
種
の
あ
た
た
か
味
を
も
っ
て
、
私
達
を
引
き
入
れ
な
け
れ

ば
止
ま
な
い
も
の
が
漂
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
」
と
書
い
て
い
る
。

大
正
元
年
（
一
九
二
一
）
十
一
月
、
先
生
は
二
十
八
歳
で
築
地
の
海
軍

経
理
学
校
の
英
語
の
教
官
に
な
っ
た
。
大
正
五
年
、
生
徒
の
希
望
に
よ
っ

て
山
岳
部
を
作
ろ
う
と
し
た
が
、
教
官
連
が
賛
成
し
な
か
っ
た
。
先
生
は

直
接
校
長
に
「
海
軍
生
徒
は
愛
国
心
が
強
い
が
、
そ
の
国
た
る
や
抽
象
的

で
あ
っ
て
、
日
本
の
国
士
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
・
国
土
を
知
る
に
は
山
に

登
る
の
が
い
い
方
法
で
あ
る
」
と
説
い
た
。
山
岳
部
が
設
置
さ
れ
た
の
は

そ
の
直
後
の
こ
と
で
、
そ
の
年
の
夏
、
先
生
は
生
徒
を
連
れ
て
徳
本
峠
を

越
え
て
上
高
地
に
入
り
、
槍
へ
日
帰
り
登
山
を
し
た
。
梓
川
に
因
ん
で
そ

の
山
岳
部
に
梓
会
と
名
づ
け
た
の
は
そ
の
時
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
毎
年
の

如
く
北
ア
ル
プ
ス
へ
生
徒
を
連
れ
て
行
っ
た
。
私
は
大
正
十
年
入
学
し
て

英
語
、
論
理
学
、
心
理
学
を
教
わ
っ
た
。
言
わ
ば
五
十
年
来
の
門
人
で
あ

る
。
生
徒
が
先
生
の
講
義
を
喜
ん
だ
の
は
、
時
間
の
後
半
は
必
ら
ず
山
の

話
に
移
っ
た
か
ら
で
、
そ
の
初
の
言
葉
は
き
ま
っ
て
「
山
は
い
い
で
す

ね
」
で
あ
っ
た
。
私
が
先
生
に
岩
登
り
を
提
案
す
る
と
強
く
首
を
横
に
振

っ
て
「
岩
登
り
は
英
国
の
よ
う
に
高
い
山
の
な
い
所
で
発
生
し
た
の
で
、

日
本
の
よ
う
に
三
千
米
級
の
山
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
岩
登
り
の
必
要
は
な

い
し
、
岩
登
り
が
登
山
の
醍
醐
味
だ
と
考
え
る
の
は
間
違
い
だ
」
と
受
入

れ
て
貰
え
な
か
っ
た
。
こ
の
辺
に
先
生
の
反
骨
に
も
似
た
一
面
を
見
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
英
語
の
時
間
に
顧
目
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
先
生
が
漱
石
門
下
の
一
人
だ
と
知
っ
て
い
て
も
、
。
ヘ
イ
タ
ー
の
研
究

家
だ
と
知
る
私
の
山
友
達
は
少
い
。
大
正
四
年
翻
訳
の
。
ヘ
イ
タ
ー
の
『
文

芸
復
興
』
は
有
名
で
あ
り
、
昭
和
三
十
六
年
日
本
。
ヘ
ィ
タ
ー
協
会
が
設
立

さ
れ
た
と
き
推
さ
れ
て
会
長
と
な
っ
て
い
る
し
、
四
十
年
に
は
『
・
ヘ
イ
タ

ー
の
作
品
と
思
想
』
を
書
い
て
い
る
。

先
生
は
明
治
十
七
年
八
月
四
日
、
富
山
市
の
近
く
の
農
家
に
生
れ
た
。

姓
は
南
日
。
令
兄
南
日
恒
太
郎
氏
の
『
英
文
解
釈
法
』
は
私
共
が
お
世
話

に
な
っ
た
本
で
あ
る
。
先
生
は
幼
少
の
頃
病
弱
で
後
年
登
山
家
に
な
る
と
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は
誰
も
考
え
な
か
っ
た
。
十
九
歳
の
と
き
親
戚
の
田
部
家
へ
養
子
に
い
っ

た
。
金
沢
高
等
学
校
時
代
は
北
国
の
吹
雪
ふ
き
ま
く
陰
惨
な
自
然
と
、
母

堂
の
死
、
許
嫁
だ
っ
た
田
部
家
の
次
女
の
死
、
叔
母
の
死
等
郷
里
か
ら
の

悲
し
い
便
り
の
連
続
と
、
自
分
の
健
康
の
衰
弱
に
よ
る
失
望
に
よ
っ
て
悲

し
い
気
持
が
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
三
十
八
年
東
京
帝
国
大
学
英
文

科
へ
入
り
、
そ
の
翌
年
木
暮
理
太
郎
氏
と
知
る
よ
う
に
な
る
。
先
生
の
山

旅
は
こ
の
頃
か
ら
初
ま
る
。
初
め
て
秩
父
へ
入
っ
た
の
は
二
十
五
歳
の
五

月
で
、
木
暮
氏
と
二
人
で
雲
取
山
に
登
り
、
十
月
に
は
又
二
人
で
十
文
字

峠
か
ら
甲
武
信
岳
、
金
峯
山
を
歩
い
て
い
る
。
又
帰
郷
し
て
兄
弟
と
共
に

立
山
に
も
登
っ
た
。
日
本
山
岳
会
に
入
っ
た
の
は
こ
の
年
で
あ
る
。

先
生
に
も
失
敗
は
あ
っ
た
。
明
治
四
十
五
年
三
月
末
、
友
人
と
二
人
で

お
お
く
ろ
も

大
菩
薩
峠
へ
登
っ
た
時
、
柳
沢
峠
へ
出
る
道
を
誤
り
積
雪
二
米
の
大
黒
茂

谷
へ
迷
い
込
ん
で
洞
穴
で
一
夜
を
明
か
し
た
が
、
翌
朝
洞
を
出
て
歩
き
出

し
て
間
も
な
く
人
事
不
省
に
陥
っ
た
。
友
人
が
辛
う
じ
て
村
人
に
連
絡
し

て
救
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
遭
難
が
先
生
と
秩
父
を
切
っ
て
も
切

れ
ぬ
も
の
に
し
た
こ
と
も
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
友
人
と
共
に
秩

父
会
を
作
る
。
こ
の
頃
か
ら
先
生
は
、
「
落
着
い
て
静
か
に
人
生
を
観
照

す
る
よ
う
な
態
度
で
山
の
も
つ
一
切
を
眺
め
、
そ
れ
を
観
照
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
体
験
し
た
い
と
い
う
気
持
に
な
っ
た
」
（
『
わ
が
山
旅
五
十
年
』
）

よ
う
で
、
後
日
私
共
に
繰
り
返
し
て
話
さ
れ
た
野
麦
峠
、
天
生
峠
、
庄
川

峡
な
ど
の
漂
泊
的
旅
行
、
奈
良
の
古
寺
巡
礼
、
追
分
の
山
小
屋
作
り
に
、

そ
れ
が
窺
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
昭
和
十
五
年
夫
人
を
な
く
さ
れ
、
や

が
て
法
政
大
学
を
退
職
し
、
十
九
年
木
暮
氏
死
し
、
や
が
て
敗
戦
へ
と
先

生
に
は
重
苦
し
い
年
が
続
い
た
が
、
二
十
八
年
今
迄
子
供
が
な
か
っ
た
の

で
、
令
姉
の
子
を
養
子
と
し
て
孫
が
生
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
御
岳
や
信

州
の
楽
し
い
家
族
旅
行
が
続
き
、
先
生
に
再
び
明
る
い
表
情
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

昭
和
三
十
八
年
、
秩
父
鉄
道
が
秩
父
草
分
け
の
恩
人
と
し
て
雲
取
山
の

雲
取
山
荘
前
に
先
生
の
レ
リ
ー
フ
を
建
設
し
た
。
先
生
は
雪
と
低
血
圧
の

た
め
出
席
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
変
う
れ
し
か
っ
た
と
見
え
て
よ
く
私
共

に
、
秩
父
に
は
秩
父
宮
殿
下
と
木
暮
理
太
郎
と
僕
の
レ
リ
ー
フ
が
立
っ
て

い
る
が
、
生
前
に
立
っ
た
の
は
僕
だ
け
だ
と
話
さ
れ
た
。
翌
年
八
月
、
八

十
歳
で
お
嬢
さ
ん
や
友
人
と
そ
の
レ
リ
ー
フ
を
見
に
雲
取
山
に
登
っ
た
。

先
生
が
好
ん
で
サ
イ
ン
し
た
、

奥
秩
父
は
る
か
眺
め
て
雲
取
に

立
ち
た
る
わ
れ
は
若
人
な
り
し

の
歌
を
、
お
嬢
さ
ん
に
朗
々
と
聞
か
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
は
、
先
生
は
日
本
山
岳
会
や
梓
会
の
集
り
に
出
る
こ
と
が
段
々

少
く
な
っ
て
い
っ
た
。
昭
和
四
十
七
年
八
月
、
米
寿
を
迎
え
た
直
後
の
九

月
二
十
二
日
、
先
生
は
天
寿
を
完
う
し
て
大
往
生
を
遂
げ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
私
は
シ
ャ
モ
ニ
ー
で
悲
電
を
受
け
た
。

先
生
は
何
か
難
か
し
い
問
題
が
起
る
と
、
必
ら
ず
山
へ
入
っ
て
考
え
込

ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
孤
独
を
求
め
て
山
へ
入
る
の
は
、
深
く
自
分
を
見

つ
め
よ
う
と
す
る
心
か
ら
で
あ
る
と
語
ら
れ
た
。
私
は
病
床
の
先
生
に
何
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故
山
へ
登
る
の
か
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
「
つ
ま
り
山
が
好
き
な
ん
だ
。

登
ら
な
い
で
居
ら
れ
な
い
か
ら
な
ん
だ
」
と
の
返
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

「
自
分
に
も
人
並
に
山
に
あ
こ
が
れ
た
時
代
と
、
山
が
自
分
で
あ
る
と
強

い
自
己
意
識
を
持
っ
た
時
代
が
あ
っ
た
。
然
し
今
で
は
そ
う
言
う
小
さ
い

自
己
で
は
駄
目
だ
と
気
が
つ
い
た
」
と
、
し
み
じ
み
述
懐
さ
れ
た
。

先
生
の
残
後
私
は
何
回
目
か
の
雲
取
登
山
で
レ
リ
ー
フ
の
前
に
立
っ

た
。
そ
の
と
き
私
は
生
前
感
じ
な
か
っ
た
大
き
な
先
生
を
、
そ
こ
に
見
出

し
た
の
で
あ
る
。
（
昭
和
四
十
八
年
八
月
十
五
日
）
（
茶
谷
東
海
）

略
年
譜

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
八
月
四
日
富
山
市
に
近
い
山
室
村
字
東
長
江
の
農
家

南
日
喜
平
の
三
男
と
し
て
誕
生
。

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
富
山
中
学
校
入
学
。
中
学
の
漢
文
教
師
に
明
治
の
隠
れ

た
登
山
家
小
杉
復
堂
が
い
た
。

明
治
三
十
三
年
（
一
九
○
○
）
こ
の
頃
か
ら
短
歌
、
新
体
詩
を
作
り
は
じ
め
「
文

庫
」
、
「
新
声
」
、
「
明
星
」
、
「
文
学
界
」
な
ど
を
読
み
は
じ
め
た
。
「
文
庫
」
の
小
島

烏
水
の
紀
行
文
を
は
じ
め
久
保
天
随
、
大
町
桂
月
、
田
山
花
袋
の
紀
行
文
を
愛
読

し
た
。
将
来
国
文
学
者
た
ら
ん
と
志
し
て
い
た
が
、
英
文
学
を
専
攻
し
よ
う
と
い

う
気
持
に
変
っ
て
き
た
。

明
治
三
十
五
年
（
一
九
○
二
）
第
四
高
等
学
校
入
学
。
西
田
幾
太
郎
教
授
が
塾
長
を

し
て
い
る
三
々
塾
に
入
る
。
早
期
の
登
山
家
林
並
木
教
授
か
ら
屡
々
山
の
話
を
き

悼
く
（
『
山
岳
』
第
五
十
四
年
一
七
三
頁
以
下
に
林
並
木
氏
の
追
悼
文
解
あ
る
）
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
三
）
母
病
残
。
田
部
家
と
の
養
子
縁
組
が
き
ま
る
。
母
の

追
鰕
報
雛
壺
舗
鶏
鱸
鯏
難
灘
無
職
鞠
鮮
。
値
太

郎
、
隆
次
の
二
人
の
兄
が
、
彼
の
失
望
を
慰
め
る
た
め
神
通
川
ぞ
い
に
飛
騨
の
高

山
ま
で
、
彼
を
伴
っ
て
旅
行
し
た
。
九
月
帝
国
大
学
英
文
科
入
学
。
教
授
に
夏
目

漱
石
、
級
友
に
中
勘
助
、
野
上
豊
一
郎
、
山
崎
良
平
が
い
た
。

明
治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）
木
暮
理
太
郎
を
知
る
。

明
治
四
十
一
年
二
九
○
八
）
東
大
卒
業
。
八
月
、
帰
国
の
途
次
妙
高
山
に
登
る
。

十
月
頃
明
治
大
学
夜
間
部
英
語
専
修
科
の
教
師
と
な
る
。
木
暮
と
の
交
遊
深
ま

り
、
日
曜
毎
に
郊
外
に
散
策
に
出
か
け
、
十
一
月
二
人
で
高
尾
山
に
登
る
。
こ
れ

が
木
暮
と
二
人
で
山
へ
登
っ
た
最
初
で
あ
る
。

明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
一
月
か
ら
郁
文
館
中
学
の
英
語
教
師
、
春
頃
か
ら
天

台
宗
大
学
中
学
部
（
後
の
本
郷
中
学
）
、
中
央
大
学
夜
間
部
の
英
語
講
師
を
兼
任

し
て
収
入
が
ふ
え
る
。

五
月
、
木
暮
と
甲
武
国
境
山
脈
を
へ
て
多
摩
川
に
下
り
、
川
野
か
ら
雲
取
山
に
登

る
。
国
境
山
脈
に
初
め
て
の
野
営
を
し
た
。

七
月
、
伊
折
か
ら
弟
、
甥
ら
数
名
と
二
人
の
案
内
人
を
つ
れ
て
立
山
へ
登
り
、
八

月
に
は
有
峰
か
ら
薬
師
岳
に
登
っ
た
。
彼
の
高
山
地
帯
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。

十
月
、
木
暮
と
十
文
字
峠
を
越
え
、
甲
武
信
岳
、
金
峯
山
に
登
り
黒
平
鉱
泉
へ
下

る
。
こ
の
頃
山
岳
会
機
関
誌
『
山
岳
』
を
愛
読
し
始
め
、
薬
師
山
頂
で
偶
然
見
た

辻
本
満
丸
（
山
岳
会
幹
事
）
の
名
刺
か
ら
、
そ
の
名
に
惹
か
れ
て
目
白
の
辻
本
宅

を
訪
れ
、
や
が
て
日
本
山
岳
会
に
入
会
す
る
こ
と
と
な
る
。
明
治
四
十
二
年
十
二

月
入
会
、
会
員
番
号
二
四
三
番
．
次
兄
隆
次
は
明
治
三
十
九
年
十
二
月
入
会
や
会

員
番
号
一
○
六
番
で
既
に
会
員
で
あ
っ
た
。
ま
た
木
暮
は
彼
の
懲
漁
に
よ
っ
て
漸

く
大
正
二
年
九
月
入
会
す
る
こ
と
と
な
る
（
会
員
番
号
三
一
九
番
）
。

こ
の
年
の
暮
頃
、
木
暮
と
共
に
辻
本
邸
を
訪
れ
、
小
島
烏
水
、
中
村
清
太
郎
、
三

枝
威
之
助
（
現
守
博
）
ら
山
岳
会
幹
事
に
初
め
て
会
う
。

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
○
）
四
月
、
病
死
し
た
許
嫁
の
妹
き
よ
と
結
婚
し
田
部
家

に
入
籍
し
、
本
郷
林
町
に
新
居
を
構
え
た
。
五
月
、
大
岳
山
へ
登
る
。
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夏
、
越
中
か
ら
信
州
へ
の
山
岳
縦
走
を
企
て
た
が
》
有
峰
で
案
内
人
を
得
ら
れ

ず
、
前
年
と
同
じ
く
再
び
薬
師
岳
に
登
る
。
山
頂
で
偶
々
針
ノ
木
峠
か
ら
き
た
中

村
清
太
郎
、
三
枝
に
会
い
立
山
温
泉
に
下
っ
た
後
さ
ら
に
奥
大
日
岳
に
登
る
。
そ

の
後
宇
治
長
次
郎
を
案
内
人
と
し
て
針
ノ
木
峠
を
越
え
て
大
町
に
至
り
、
さ
ら
に

丸
山
広
太
郎
を
案
内
と
し
て
白
馬
岳
に
登
る
。

八
月
、
片
貝
川
を
湖
っ
て
毛
勝
岳
へ
登
る
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
・
ヘ
ー
タ
ー
の
作
品
を

読
み
研
究
を
志
す
。

妻
が
胃
を
病
み
、
彼
目
身
も
胸
を
浸
さ
れ
る
。

明
治
四
十
四
年
（
一
九
二
）
春
、
妻
と
母
を
千
葉
県
に
一
ヶ
月
転
地
さ
せ
る
。

五
月
、
木
暮
と
三
頭
山
へ
登
り
小
河
内
へ
下
っ
た
。

七
月
、
岩
波
茂
雄
、
安
倍
能
成
、
市
川
三
喜
ら
と
大
町
か
ら
烏
帽
子
岳
、
赤
牛

岳
、
立
山
温
泉
ま
で
縦
走
し
た
。
案
内
は
又
吉
、
王
作
、
遠
山
品
右
衛
門
の
長
男

作
十
郎
。

明
治
四
十
五
年
（
一
九
二
一
）
三
月
、
中
村
と
丹
波
山
村
か
ら
飛
竜
山
に
登
り
、
さ

ら
に
大
菩
薩
峠
へ
登
っ
た
。
帰
途
大
黒
茂
谷
に
迷
い
こ
み
雪
中
一
夜
を
あ
か
し

た
。

四
月
、
東
洋
大
学
教
授
と
な
る
。

七
月
、
ル
ッ
ク
ザ
ッ
ク
を
作
る
。
木
暮
と
雁
坂
峠
を
越
え
て
甲
武
信
岳
ま
で
縦
走

し
た
の
ち
、
梓
山
か
ら
単
身
、
本
沢
温
泉
、
赤
岳
、
茅
野
、
上
松
、
寝
覚
ノ
床
、

王
滝
ロ
、
御
嶽
、
黒
沢
口
、
木
曾
福
島
、
松
本
、
徳
本
峠
上
高
地
、
槍
ヶ
岳
、

安
房
峠
、
平
湯
、
船
津
を
経
て
富
山
へ
帰
る
。

秋
、
本
郷
蓬
莱
町
か
ら
豊
多
摩
郡
西
大
久
保
村
に
移
転
す
る
。

十
月
中
旬
、
岩
波
茂
雄
と
塩
原
か
ら
尾
頭
峠
を
越
え
て
川
俣
へ
出
た
。

十
一
月
、
海
軍
経
理
学
校
の
英
語
教
師
と
な
る
。

十
一
月
、
木
暮
、
中
村
と
唐
松
尾
、
牛
王
院
山
、
将
監
峠
、
飛
竜
山
、
雲
取
山
、

大
血
川
と
奥
秩
父
を
縦
走
し
た
。

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
五
月
木
暮
や
中
村
と
甲
府
か
ら
昇
仙
峡
を
経
て
、
金

峯
？
朝
日
、
国
師
、
甲
武
信
岳
に
至
り
、
一
旦
梓
山
へ
下
っ
た
後
、
再
び
甲
武
信

に
登
り
破
風
、
雁
坂
峠
を
経
て
栃
本
へ
下
る
。
こ
の
山
旅
の
後
中
村
の
主
唱
で

「
秩
父
会
」
を
つ
く
り
、
雑
司
ヶ
谷
の
「
あ
や
め
」
で
三
人
の
他
に
梅
沢
親
光
を

加
え
酒
を
く
む
。

八
月
、
木
暮
と
槍
ヶ
岳
か
ら
日
本
海
ま
で
の
縦
走
を
ガ
イ
ド
レ
ス
で
計
画
し
、
み

ご
と
に
成
功
し
た
。
五
色
ヶ
原
で
中
村
と
待
ち
合
せ
た
の
ち
、
長
次
郎
の
案
内
で

劔
岳
に
も
登
っ
た
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
夏
、
上
高
地
に
滞
在
し
て
。
ヘ
イ
タ
ー
の
『
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
』
の
翻
訳
お
よ
び
研
究
に
没
頭
し
た
。

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
五
月
、
木
暮
、
中
村
と
笛
吹
川
東
沢
（
信
州
沢
）
を
初
糊

行
し
て
梓
山
へ
下
る
。

七
月
、
木
暮
と
毛
勝
岳
よ
り
劔
岳
を
越
え
て
黒
部
川
を
渉
り
、
東
沢
よ
り
赤
牛
岳

に
登
っ
て
大
町
ま
で
縦
走
す
る
。
案
内
は
長
次
郎
、
宮
本
金
作
、
沢
崎
源
次
郎
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
木
暮
と
笛
吹
川
東
沢
の
釜
沢
を
め
ざ
し
た
が
、
失
敗
し
て

栃
本
へ
下
山
。

七
月
、
海
軍
経
理
学
校
生
徒
と
上
高
地
か
ら
槍
ヶ
岳
へ
登
り
、
の
ち
二
十
日
間
上

高
地
に
滞
在
し
た
。

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
五
月
、
木
暮
と
再
度
笛
吹
川
釜
沢
を
試
み
、
初
潮
行
に
成

功
し
て
甲
武
信
岳
に
登
り
、
真
ノ
沢
か
ら
栃
本
へ
下
山
。

七
月
下
旬
、
木
暮
、
森
喬
と
共
に
泊
町
か
ら
小
川
谷
を
測
り
、
白
馬
岳
、
鹿
島

槍
、
針
ノ
木
を
越
え
て
大
町
へ
下
る
。
案
内
は
長
次
郎
他
二
人
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
八
月
、
海
軍
経
理
学
校
生
徒
と
中
房
温
泉
か
ら
燕
、
槍
ヶ

岳
。

十
一
月
、
東
洋
大
学
々
生
ら
と
塩
山
か
ら
将
監
峠
を
経
て
三
峰
神
社
へ
至
る
。

十
二
月
、
丹
波
山
村
か
ら
柳
沢
峠
を
越
え
る
。
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大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
六
月
、
『
日
本
ア
ル
プ
ス
と
秩
父
巡
礼
』
を
刊
行
。

七
月
、
石
坂
修
一
と
柳
沢
峠
、
将
監
峠
を
経
て
滝
川
谷
か
ら
栃
本
へ
、
さ
ら
に
十

文
字
峠
を
梓
山
へ
越
え
、
八
ヶ
岳
の
裾
野
野
辺
山
ヶ
原
を
経
て
長
坂
に
至
る
。

七
月
下
旬
、
海
軍
経
理
学
校
生
徒
と
上
高
地
に
至
り
、
奥
篭
局
へ
登
ろ
う
と
し
て

雨
と
落
石
の
た
め
果
た
せ
ず
、
焼
岳
へ
登
っ
た
あ
と
白
骨
温
泉
に
泊
る
。

六
月
、
慶
応
義
塾
山
岳
会
主
催
の
講
演
会
で
「
山
は
如
何
に
予
に
影
響
し
つ
つ
あ

る
か
」
を
講
演
す
る
。

こ
の
年
日
本
山
岳
会
の
幹
事
と
な
る
（
昭
和
六
年
ま
で
）
。

大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
四
月
初
旬
、
木
暮
、
松
本
善
二
と
富
士
の
裾
野
に
出
か
け

本
栖
、
精
進
、
西
、
河
口
湖
に
遊
ぶ
。

四
月
下
旬
、
単
身
秋
川
上
流
か
ら
御
前
山
に
登
り
、
数
馬
の
山
崎
屋
に
一
泊
し
て

上
野
原
に
出
る
。

七
月
、
東
洋
大
学
学
生
の
清
谷
、
谷
岡
と
王
滝
ロ
か
ら
御
嶽
へ
登
り
、
飛
騨
側
へ

下
っ
て
上
ヶ
洞
か
ら
乗
鞍
岳
に
登
り
、
さ
ら
に
野
麦
峠
を
越
え
て
白
骨
温
泉
、
上

高
地
に
至
る
。

八
月
下
旬
、
万
座
温
泉
へ
泊
り
渋
峠
を
上
林
へ
越
え
る
。

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
七
月
、
妻
お
よ
び
田
部
正
太
郎
（
甥
ｌ
昭
和
五
年
一
月
劔

沢
小
屋
で
雪
崩
の
た
め
残
）
と
中
房
温
泉
滞
在
。
帰
途
追
分
に
寄
っ
て
油
屋
で
中

食
、
こ
れ
が
初
め
て
の
追
分
訪
問
で
あ
っ
た
。

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）

法
政
大
学
の
教
授
と
な
り
（
英
文
科
主
任
）
、
の
ち
ス
キ
ー
山
岳
部
長
と
も
な
っ

た
。

大
正
十
二
年
二
九
二
三
）

悼
九
月
、
追
分
の
油
屋
に
逗
留
中
関
東
大
震
災
に
あ
う
。

追
迩
緋
鍛
漁
訟
刈
略
溝
瀦
腋
灘
珊
拶
噛
。
二
）
．

一
月
二
十
八
日
、
父
八
十
三
歳
で
死
去
。

三
月
、
再
び
野
沢
へ
ス
キ
ー
に
で
か
け
る
。

七
月
、
日
光
湯
本
に
滞
在
、
奥
白
根
山
へ
登
る
。

十
月
中
旬
、
菅
沼
達
太
郎
と
草
津
温
泉
か
ら
花
敷
温
泉
、
野
反
池
へ
至
る
。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
一
月
と
二
月
、
野
沢
へ
ス
キ
ー
に
ゆ
く
。

七
月
、
白
馬
岳
へ
登
り
大
池
に
至
り
、
さ
ら
に
小
谷
温
泉
か
ら
笹
ヶ
峯
牧
場
へ
越

え
る
。
同
行
大
村
、
田
中
、
松
村
ら
。

十
月
中
旬
、
紅
葉
見
物
を
か
ね
て
増
富
鉱
泉
か
ら
黒
森
、
信
州
峠
を
経
て
梓
山
に

‐
至
る
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

一
月
、
野
沢
へ
ス
キ
ー
。

五
月
、
菅
沼
ら
と
柳
沢
峠
付
近
で
一
泊
、
将
監
峠
を
経
て
栃
本
へ
下
り
大
村
宅
に

泊
る
。

七
月
下
旬
、
田
中
菅
雄
の
計
画
で
初
め
て
南
ア
ル
・
ブ
ス
へ
行
く
。
青
木
鉱
泉
か
ら

鳳
凰
山
、
仙
丈
岳
、
甲
斐
駒
へ
登
り
日
野
春
へ
下
る
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
一
月
、
野
沢
へ
ス
キ
ー
。

七
月
、
長
兄
南
日
恒
太
郎
（
富
山
高
校
長
）
岩
瀬
の
浜
で
水
死
。

八
月
、
甥
の
石
坂
と
白
峯
三
山
を
縦
走
し
て
西
山
温
泉
へ
下
る
。
案
内
人
深
沢
義

近
。

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
五
月
、
『
山
と
溪
谷
』
を
第
一
書
房
か
ら
刊
行
。
こ
の
頃

か
ら
早
期
の
日
本
ア
ル
プ
ス
お
よ
び
奥
秩
父
な
ど
へ
の
先
駆
的
登
山
は
影
を
ひ
そ

め
、
峠
、
高
原
へ
の
山
歩
き
が
ふ
え
、
ま
た
全
国
各
地
へ
の
山
旅
が
目
立
っ
て
き

た
。
第
二
次
大
戦
中
、
戦
後
の
一
時
期
そ
れ
ら
の
山
旅
も
出
来
に
く
く
な
る
が
、

そ
の
後
再
び
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
八
十
歳
ま
で
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
驚
嘆

に
値
す
る
と
言
っ
て
過
言
で
な
か
ろ
う
。
こ
こ
に
そ
れ
ら
を
詳
述
す
る
余
裕
は
な

い
が
、
後
出
安
川
茂
雄
氏
作
製
の
年
譜
に
つ
い
て
見
ら
れ
た
い
。
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昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
こ
の
年
日
本
山
岳
会
定
款
変
更
に
伴
い
評
議
員
と
な
り
》

昭
和
二
十
一
年
六
月
ま
で
在
任
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
○
）
四
月
、
日
本
山
岳
会
名
誉
会
員
に
推
さ
る
。

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
春
頃
、
秩
父
鉄
道
よ
り
雲
取
山
に
レ
リ
ー
フ
を
建
設

し
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
承
諾
。
同
年
十
一
月
三
日
除
幕
式
が
催
さ
れ
た
が
、

降
雪
と
低
血
圧
の
た
め
欠
席
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
八
月
上
旬
、
娘
の
和
子
お
よ
び
同
僚
な
ど
が
同
行
し

て
雲
取
山
へ
登
る
。
三
峯
口
か
ら
途
中
一
泊
し
て
山
上
に
至
り
レ
リ
ー
フ
を
見
て

セ
ツ
石
山
を
経
て
鴨
沢
へ
下
る
。
八
十
歳
の
山
歩
き
と
し
て
は
特
記
に
値
す
る
。

五
月
、
雑
誌
ヌ
イ
ヵ
ー
』
に
連
載
し
た
『
わ
が
山
旅
五
十
年
』
が
桃
源
社
か
ら

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
○
）
昭
和
四
十
四
年
ま
で
毎
年
出
席
さ
れ
た
有
志
閑
談
会

に
も
、
こ
の
年
は
「
神
経
痛
の
た
め
四
月
初
か
ら
学
校
も
欠
席
し
て
い
ま
す
。
残

念
至
極
で
す
」
と
便
を
よ
こ
し
て
欠
席
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
昨
年
来
入
院
加
療
し
て
一
旦
退
院
し
た
が
、
九
月
二

十
二
日
午
前
十
時
頃
逝
去
。
享
年
八
十
八
歳
。
葬
儀
は
九
月
二
十
四
日
阿
佐
ヶ
谷

の
自
宅
で
行
わ
れ
た
。
な
お
十
一
月
十
日
、
赤
坂
の
Ｏ
Ａ
Ｇ
会
館
で
武
田
久
吉
、

‐
烏
山
悌
成
氏
ら
と
共
に
三
名
誉
会
員
の
追
悼
会
が
催
さ
れ
た
。

日
本
ア
ル
プ
ス
と
秩
父
巡
礼
（
大
正
８
．
北
星
堂
）
、
山
と
溪
谷
（
昭
和
４
・
第
一

書
房
）
、
峠
と
高
原
（
昭
和
６
・
大
村
書
店
）
、
紀
行
と
随
想
（
昭
和
９
・
大
村
書

店
）
、
山
へ
の
思
慕
〈
昭
和
９
・
第
一
書
房
）
、
山
路
の
旅
（
昭
和
週
・
新
潮
社
）
、

青
葉
の
旅
・
落
葉
の
旅
（
昭
和
略
・
第
一
書
房
）
、
旅
へ
の
憧
が
れ
（
昭
和
Ⅳ
・
新

潮
社
）
、
旅
路
（
昭
和
昭
・
青
木
書
店
）
、
日
本
の
山
（
昭
和
皿
・
生
活
社
）
、
山
行

く
心
（
昭
和
型
・
養
徳
社
）
、
高
原
の
あ
け
暮
れ
（
昭
和
準
・
東
海
書
房
）
、
山
茶
花

刊
行
さ
れ
た
。

主
要
著
書
（
山
岳
関
係
）

の
咲
く
頃
（
昭
和
謡
・
鳳
文
書
林
）
》
憧
れ
の
旅
路
（
昭
和
”
・
元
々
社
）
》
わ
が
山

旅
五
十
年
（
昭
和
調
・
桃
源
社
）
、
山
旅
と
随
筆
（
昭
和
㈹
・
世
界
文
庫
）
、
忘
れ
え

ぬ
山
旅
（
昭
和
“
・
三
笠
書
房
）

『
山
岳
』
へ
の
寄
稿

越
中
毛
勝
山
（
五
年
三
号
）
、
十
文
字
峠
を
越
え
信
州
梓
山
よ
り
甲
武
信
、
三
宝
、

金
峰
の
三
山
に
登
る
記
（
六
年
一
号
）
、
秩
父
の
旅
（
十
一
年
一
号
）
、
秩
父
の
印
象

（
同
）
、
秩
父
旅
行
の
思
ひ
出
（
同
）
、
槍
ヶ
岳
か
ら
日
本
海
ま
で
（
十
一
年
二
号
）
、

秩
父
行
（
十
五
年
二
号
）
、
山
岳
文
学
に
就
て
（
二
十
八
年
一
号
）
、
文
芸
批
評
家
と

し
て
の
小
島
君
〈
四
十
四
年
一
号
）
、
林
並
木
氏
の
追
悼
（
五
十
四
年
）

（
附
記
）
略
年
譜
お
よ
び
著
書
目
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
田
部
重
治
著
『
忘
れ

え
ぬ
山
旅
』
（
一
九
六
九
年
三
笠
書
房
刊
）
所
収
の
年
譜
お
よ
び
解
題
・
文
献
ノ

ー
ト
（
安
川
茂
雄
氏
作
製
）
に
依
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
っ
た
。
僅
か
に
誤
り
を
正

し
た
個
所
が
あ
る
が
、
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
（
編
者
）

会
員
番
号
五
一
二
号
の
佐
々
木
氏
は
、
永
年
会
員
に
推
薦
さ
れ
る
こ
と

に
決
ま
っ
た
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
の
年
次
晩
餐
会
の
前
に
、
私
に
電
話

さ
れ
て
曰
く
「
戦
後
は
日
本
山
岳
会
に
は
殆
ど
行
か
ず
、
御
無
沙
汰
を
し

て
い
て
敷
居
が
高
い
。
第
一
、
知
っ
て
い
る
顔
が
な
い
の
で
、
会
場
の
八

佐
々
木
健
太
郎
氏
（
一
八
九
四
１
一
九
七
三
）
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芳
園
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
」
と
の
こ
と
。

私
は
そ
れ
ま
で
佐
々
木
氏
が
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
員
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
大

先
輩
で
あ
る
こ
と
は
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

彼
は
藤
島
敏
男
氏
や
亡
き
主
人
よ
り
二
年
先
輩
で
、
同
じ
く
暁
星
中
学

育
ち
で
あ
り
、
後
に
二
局
、
東
大
と
進
ま
れ
る
筈
の
と
こ
ろ
、
二
局
な
ら

医
科
、
四
高
な
ら
好
き
な
科
へ
と
、
祖
父
の
厳
命
で
し
た
が
、
医
科
を
き

ら
っ
て
四
高
の
工
科
に
入
学
さ
れ
、
東
大
の
機
械
科
を
卒
業
さ
れ
た
の
で

す
。

彼
の
山
好
き
は
中
学
時
代
か
ら
で
、
従
兄
弟
が
海
水
浴
で
溺
死
さ
れ
た

の
で
水
泳
は
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
以
来
、
強
力
を
雇
っ
て
単
独
登
山

を
始
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
特
に
四
高
及
び
東
大
時
代
に
は
乗
物
の
不
便

で
あ
っ
た
北
ア
ル
プ
ス
に
よ
く
登
ら
れ
た
そ
う
で
、
或
る
夏
に
針
ノ
木
の

雪
渓
で
非
常
に
困
難
さ
れ
て
い
る
の
で
、
冠
松
次
郎
氏
が
カ
ン
ジ
キ
を
貸

し
て
下
さ
っ
た
。
そ
れ
を
強
力
と
片
方
ず
つ
穿
い
て
黒
部
へ
下
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
彼
は
五
色
ヶ
原
、
篭
ノ
渡
し
、
ザ
ラ
峠
な
ど
の
話
を
御
子
息

連
に
さ
れ
て
、
昔
を
懐
し
ん
で
お
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
当
時
の
彼
の

五
万
分
の
一
図
に
は
、
餓
鬼
山
か
ら
祖
母
谷
を
経
て
宇
奈
月
ま
で
黒
部
を

歩
か
れ
た
印
が
あ
り
、
八
峰
キ
レ
ッ
ト
で
苦
心
さ
れ
た
跡
を
見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
今
で
さ
え
、
ア
プ
ロ
ー
チ
に
不
便
な
加
賀
の
白
山
に
も
、
当

悼
時
既
に
登
っ
て
お
ら
れ
、
休
暇
を
利
用
し
て
山
を
た
の
し
ん
で
お
ら
れ
た

こ
と
は
、
人
後
に
落
ち
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。

且、
瓜
東
京
大
学
の
卒
業
式
と
言
え
ば
学
生
は
必
ず
出
席
し
た
時
代
に
、
彼
は

佐
々
木
氏
は
、
私
共
夫
婦
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
恩
人
と
も
言
う
べ

き
方
で
、
戦
後
、
主
人
が
彼
の
生
き
甲
斐
を
感
じ
た
自
転
車
業
界
に
ひ
つ

、
、

ぱ
っ
て
、
彼
の
性
格
を
理
解
し
、
く
せ
を
見
逃
し
、
彼
の
天
分
を
充
分
に

伸
ば
せ
る
地
位
と
環
境
を
与
え
ら
れ
る
様
に
努
力
を
さ
れ
た
方
で
あ
り
ま

す
。

暁
星
育
ち
の
遠
慮
の
な
い
先
輩
と
後
輩
と
い
う
交
り
だ
け
で
な
く
、
東

京
の
山
の
手
の
子
弟
と
し
て
の
礼
儀
を
守
ら
れ
た
紳
士
で
あ
り
ま
し
た
。

主
人
の
追
悼
集
の
第
一
頁
を
飾
ら
れ
た
原
稿
は
、
佐
々
木
氏
の
最
後
の

文
章
で
あ
り
、
本
の
完
成
を
見
ず
に
他
界
さ
れ
た
の
で
す
。

冬
に
な
り
ま
す
と
、
ふ
ぐ
料
理
に
誘
っ
て
下
す
っ
た
佐
々
木
氏
と
、
い

つ
も
仲
良
く
盃
を
重
ね
て
お
り
ま
し
た
主
人
の
姿
を
思
い
出
す
こ
と
で
し

平
一
戸
匂
ノ
○

略
歴

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
六
月
十
三
日
金
沢
で
生
ま
れ
る
。

大
正
六
年
二
九
一
七
）
三
月
高
野
麿
蔵
氏
の
紹
介
で
日
本
山
岳
会
入
会
、
会
員

欠
席
し
、
酒
田
市
か
ら
山
開
き
前
の
鳥
海
山
に
、
強
力
を
無
理
に
説
得
し

て
登
ら
れ
た
こ
と
を
見
て
も
、
い
か
に
、
青
春
時
代
の
楽
し
み
を
山
に
見

出
さ
れ
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
御
子
息
か
ら
送
ら
れ
た
彼
の
地

図
を
拝
見
し
ま
す
と
、
特
に
立
山
、
黒
部
、
大
町
の
図
幅
は
山
小
屋
の
焚

火
の
香
が
浸
み
込
ん
で
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
明
治
の
末
期
か
ら
大
正
に

か
け
て
盛
ん
に
歩
か
れ
た
と
き
い
て
お
て
り
ま
す
。
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番
号
五
二
一
・

大
正
七
年
衷
犀
帝
国
大
学
工
科
（
応
用
化
学
）
卒
業
。

創
始
期
の
誇
コ
ム
業
界
の
発
展
に
尽
力
。
大
日
本
機
械
工
業
（
株
）
社
長
を
経
て
日

本
目
転
車
振
興
会
初
代
理
事
長
。
従
五
位
勲
四
等
。

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
日
本
山
岳
会
永
年
会
員
。

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
四
月
十
五
日
死
去
（
七
十
九
歳
）
。

（
佐
藤
テ
ル
）

四
十
三
年
前
に
山
下
一
夫
君
か
ら
も
ら
っ
た
貴
重
な
本
が
、
と
う
と
う

片
身
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

理
学
博
士
三
好
学
、
牧
野
富
太
郎
共
撰
『
日
本
高
山
植
物
図
譜
』
の
第

一
、
第
二
巻
で
あ
る
・
二
巻
と
も
扉
に
「
進
呈
渡
辺
公
平
君
山
下
一
夫

一
九
三
○
年
五
月
三
日
」
と
な
つ
か
し
い
彼
の
・
ヘ
ン
文
字
が
記
さ
れ
て
い

る
。

僕
ん
と
こ
に
は
同
じ
も
の
が
あ
る
か
ら
、
あ
げ
る
よ
、
と
い
っ
て
惜
し

気
も
な
く
く
れ
た
の
だ
が
、
第
二
巻
の
見
返
し
に
は
「
呈
多
胡
君
著

者
」
と
い
う
署
名
が
あ
り
、
一
巻
の
ほ
う
に
は
目
．
目
鈩
の
○
と
い
う
サ

イ
ン
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
こ
の
著
者
献
呈
本
の
初
の
持
主
は
多
胡

と
い
う
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

山
下
一
夫
氏
（
一
九
○
五
’
一
九
七
三
）

ど
う
し
て
こ
の
二
冊
が
山
下
君
の
手
に
入
っ
た
の
か
、
そ
の
辺
の
経
緯

を
一
度
聞
い
て
み
よ
う
、
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
四
十
年
も
過

ぎ
、
つ
い
に
と
こ
し
え
に
質
ね
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
春
三
月
十
四
日
、
山
下
君
が
三
鷹
市
の
杏
林
大
学
病
院
で
亡
く
な
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

第
一
巻
の
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
明
治
三
十
九
年
八
月
、
僕
の
生
ま
れ
た

日
よ
り
ほ
ぼ
一
年
前
。
ま
た
第
二
巻
は
四
十
一
年
の
一
月
。
発
行
所
は
日

本
橋
の
成
美
堂
で
、
当
時
の
慣
習
だ
っ
た
の
か
、
奥
付
に
は
二
人
の
著
者

と
成
美
堂
の
判
が
押
し
て
あ
る
。

一
九
三
○
年
五
月
と
い
え
ば
、
僕
が
学
校
を
出
て
間
も
な
い
こ
ろ
。
ど

う
い
う
理
由
で
、
こ
の
よ
う
な
珍
本
を
僕
に
く
れ
た
の
か
、
今
も
っ
て
判

ら
な
い
の
だ
が
、
学
生
時
代
の
僕
に
と
っ
て
、
彼
が
高
山
植
物
の
先
生
だ

っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
あ
ま
り
よ
く
勉
強
は
し
な
い
生
徒
だ
っ
た
が
、
そ

の
卒
業
を
記
念
し
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
本
で
よ
く
勉
強
し
ろ
と
い
う
つ
も

り
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
・

父
君
が
博
物
の
先
生
で
、
特
に
高
山
植
物
に
つ
い
て
造
詣
の
深
か
っ
た

関
係
か
ら
、
山
下
君
も
東
京
府
立
三
中
時
代
か
ら
父
君
と
と
も
に
山
を
歩

き
、
早
稲
田
の
山
岳
部
に
入
っ
た
こ
ろ
に
は
、
も
う
相
当
な
山
の
植
物
の

精
通
者
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
彼
が
部
報
「
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
』
第
六

号
に
発
表
し
た
「
東
北
か
ら
北
海
道
へ
の
山
旅
」
を
読
ん
で
も
ら
え
ば
わ

か
る
。
「
早
池
峰
と
、
岩
手
と
、
ヌ
タ
ッ
ク
カ
ム
ウ
シ
ュ
。
へ
」
と
い
う
副

題
が
つ
い
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
三
山
の
登
山
記
と
い
う
よ
り
植
物
紀
行
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と
い
っ
た
内
容
だ
が
、
大
学
山
岳
部
員
の
記
録
と
し
て
は
、
ま
こ
と
に
異

色
と
い
っ
て
い
い
・

こ
の
う
ち
ヌ
タ
ッ
ク
カ
ム
シ
ュ
ペ
に
つ
い
て
は
僕
に
も
思
い
出
が
あ

る
。
こ
の
ヌ
タ
ッ
ク
行
は
、
は
じ
め
僕
と
二
人
で
石
狩
岳
か
ら
二
・
へ
ソ
ッ

ヘ
の
縦
走
を
計
画
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
僕
が
に
わ
か
に
出
ら
れ
な
く

な
っ
た
た
め
ニ
ペ
ソ
ッ
計
画
は
延
期
し
て
、
彼
単
身
で
大
雪
山
へ
出
か

け
、
八
月
末
か
ら
一
週
間
ほ
ど
黒
岳
の
石
室
を
拠
点
に
、
秋
風
の
立
ち
そ

め
て
い
る
大
雪
の
稜
線
や
谷
を
歩
い
た
。

も
し
、
こ
の
と
き
ニ
ペ
ソ
ッ
行
が
実
現
し
て
い
た
ら
、
僕
は
ま
た
だ
い

ぶ
高
山
植
物
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
惜
し
い
こ
と
を
し

て
し
ま
っ
た
と
悔
や
ま
れ
る
の
は
、
彼
と
二
人
で
北
海
道
の
山
を
歩
く
機

会
を
、
そ
の
後
も
持
て
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

早
稲
田
の
山
岳
部
に
入
る
ま
で
、
‐
山
の
植
物
に
つ
い
て
全
然
無
知
だ
っ

た
僕
に
、
と
に
も
か
く
に
も
興
味
を
抱
か
せ
る
よ
う
に
し
た
の
は
彼
で
あ

り
、
山
登
り
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
僕
よ
り
キ
ャ
リ
ヤ
ー
も
長
く
、
あ

ら
ゆ
る
点
で
先
生
格
だ
っ
た
。
山
岳
会
に
入
会
し
た
の
も
僕
よ
り
五
年
早

く
、
一
九
二
五
年
で
、
い
つ
も
登
山
服
の
胸
に
赤
銅
色
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
領
ハ
ッ

ジ
を
つ
け
て
い
た
。
あ
と
二
年
も
元
気
で
い
て
く
れ
た
ら
、
永
年
会
員
の

バ
ッ
ジ
を
胸
に
飾
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
、
と
思
う
と
残
念
で
あ
る
。

悼
学
生
時
代
か
ら
彼
は
ス
ケ
ッ
チ
が
巧
み
だ
っ
た
。
い
つ
も
カ
メ
ラ
の
代

り
に
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
い
れ
て
い
た
。
最
近
で
も
こ
の
こ

且、
弧
と
に
変
り
は
な
か
っ
た
。
昨
年
の
暮
近
く
八
王
子
の
病
院
へ
見
舞
に
行
っ

た
と
き
も
、
山
や
植
物
の
ス
ケ
ッ
チ
が
小
さ
な
画
帖
に
い
っ
ぱ
い
描
か
れ

て
い
た
。

『
山
岳
』
の
表
紙
の
カ
ッ
ト
で
も
、
彼
の
絵
は
会
員
に
な
じ
み
だ
っ
た

し
、
『
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
』
そ
の
他
の
機
関
誌
や
単
行
本
に
も
、
彼
は
よ

く
頼
ま
れ
て
カ
ッ
ト
を
描
い
た
。

し
か
し
山
岳
会
の
会
員
と
い
わ
ず
、
登
山
者
の
印
象
に
最
も
強
く
残
っ

て
い
る
彼
の
画
と
い
え
ば
、
『
山
日
記
』
に
連
載
さ
れ
た
「
山
の
植
物
」

で
あ
ろ
う
。

一
九
六
○
年
版
の
第
二
十
五
輯
か
ら
六
九
年
版
ま
で
、
右
の
よ
う
な
標

題
で
、
初
心
者
の
た
め
に
高
山
植
物
の
わ
か
り
や
す
い
解
説
図
を
描
き
続

け
た
。
一
九
六
三
年
版
か
ら
カ
ラ
ー
に
な
っ
て
、
見
て
楽
し
い
だ
け
で
な

く
、
植
物
の
名
称
を
知
り
た
い
と
い
う
登
山
者
た
ち
の
手
引
書
と
し
て
や

た
い
へ
ん
役
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

「
絵
は
う
ま
く
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
山
で
の
生
態
に
近
い
姿
で
捉
え
た

と
こ
ろ
が
ミ
ソ
な
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
精
密
さ
で
は
完
壁
と
は
い
え
な
い

が
、
花
の
名
を
知
ろ
う
と
す
る
人
た
ち
に
は
、
少
し
は
重
宝
さ
れ
る
ん
じ

ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
彼
は
言
っ
て
い
た
・

毎
年
五
、
六
十
種
類
か
の
花
を
描
く
ん
だ
か
ら
、
た
い
へ
ん
な
仕
事
だ

っ
た
と
思
う
。
十
年
も
描
き
続
け
て
十
冊
に
も
な
っ
た
ん
だ
か
ら
、
一
本

に
ま
と
め
て
み
て
は
と
す
す
め
る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
「
僕
の
は

ア
マ
チ
ュ
ア
だ
か
ら
、
本
に
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
た
い
へ
ん
だ
よ
」
と
、

出
版
の
話
に
は
乗
ら
な
か
っ
た
。
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』
こ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
先
生
と
二
人
で
、
よ
く
山
を
歩
く
幸
運
に
恵
ま
れ

た
私
は
、
花
の
名
前
だ
け
で
な
く
、
高
山
植
物
に
つ
い
て
の
興
味
の
あ
る

話
を
し
ょ
っ
中
聞
か
さ
れ
た
。
図
譜
は
と
に
か
く
、
そ
ん
な
話
だ
け
で
も

ま
と
め
て
み
た
ら
面
白
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
よ
く
話
し
た
の
だ
が
、
つ
い

に
こ
の
計
画
も
実
現
し
な
い
う
ち
に
、
彼
は
天
国
の
お
花
畑
に
旅
立
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

自
分
の
本
こ
そ
遺
さ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
か
わ
り
足
立
源
一
郎
さ
ん
の

『
日
本
の
山
旅
』
や
、
坂
本
直
行
さ
ん
の
『
雪
原
の
足
あ
と
』
や
、
初
見

一
雄
さ
ん
の
『
す
こ
し
昔
の
話
』
な
ど
見
事
な
山
の
本
を
た
く
さ
ん
造
っ

て
、
わ
れ
わ
れ
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

山
下
一
夫
と
い
え
ば
誰
で
も
高
山
植
物
を
連
想
し
が
ち
だ
が
、
戦
後
交

通
博
物
館
の
仕
事
に
転
じ
る
ま
で
の
彼
は
、
雑
誌
編
集
者
と
し
て
活
躍
し

た
。
学
校
を
出
て
『
登
山
と
ス
キ
ー
』
の
黎
明
社
に
入
っ
た
の
が
第
一
歩
。

昭
和
十
一
年
に
は
交
通
公
社
に
移
っ
て
『
旅
』
の
編
集
に
当
っ
た
。
『
旅
』

に
山
の
記
事
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
彼
の
せ
い
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
登
山
や
ス
キ
ー
の
大
衆
化
に
残
し
た
彼
の
足
跡
を
私

は
評
価
し
た
い
・

学
生
時
代
の
山
の
パ
ー
ト
ナ
ー
も
、
卒
業
し
て
職
場
が
違
っ
て
く
る

と
、
な
か
な
か
一
緒
に
山
な
ど
出
か
け
に
く
い
も
の
だ
が
、
新
聞
記
者
と

し
て
鉄
道
省
（
現
在
の
運
輸
省
プ
ラ
ス
国
鉄
み
た
い
な
も
の
）
や
公
社
を

担
当
し
て
い
た
私
は
、
仕
事
の
上
で
も
遊
び
の
上
で
も
、
つ
ね
に
彼
と
会

う
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
関
係
上
、
よ
く
二
人
で
小
さ
い
山
に
出
か
け

た
。
社
会
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
も
彼
の
脚
は
強
か
っ
た
。

そ
の
強
脚
の
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
悪
沢
岳
か
ら
赤
石
、
塩
見

と
歩
い
た
山
行
の
帰
り
、
鹿
塩
か
ら
伊
那
大
島
へ
出
た
と
き
。
一
緒
だ
っ

た
須
藤
宣
之
助
君
は
「
な
に
も
そ
ん
な
に
急
ぐ
必
要
な
ん
か
な
い
じ
ゃ
な

い
か
」
と
怒
っ
た
く
ら
い
、
彼
の
歩
調
は
早
か
っ
た
。

私
は
彼
の
快
速
に
な
れ
て
い
た
か
ら
「
ま
た
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
た
ん

だ
。
一
人
で
歩
か
せ
と
き
や
い
い
ん
だ
」
と
須
藤
君
に
言
っ
た
。
、

植
物
採
集
の
た
め
の
胴
乱
や
、
謄
葉
用
の
古
新
聞
な
ど
を
、
し
こ
た
ま

ザ
ッ
ク
に
入
れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
つ
ね
に
私
達
よ
り
重
荷
を
し
よ
っ
て

い
た
く
せ
に
、
彼
の
脚
力
は
全
然
ハ
ン
デ
ィ
ー
を
感
じ
さ
せ
な
か
っ
た
。

二
人
だ
け
で
や
っ
た
初
の
長
い
山
旅
は
や
湯
の
小
屋
か
ら
狩
小
屋
沢
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
至
仏
を
越
え
、
尾
瀬
か
ら
沼
山
峠
、
大
津
岐
峠
を
越
え
て

銀
山
平
に
泊
り
、
枝
折
峠
を
大
湯
温
泉
に
下
っ
た
昭
和
二
年
晩
夏
の
山
行

だ
っ
た
。

は
じ
め
は
尾
瀬
か
ら
平
ヶ
岳
を
越
え
て
銀
山
平
に
下
る
計
画
だ
っ
た
の

だ
が
、
猫
又
川
の
上
流
で
熊
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
た
り
、
薮
が
ひ
ど
く
て
二

人
だ
け
で
は
手
強
す
ぎ
る
と
い
う
よ
う
な
理
由
か
ら
、
平
ヶ
岳
は
来
夏
に

延
期
し
、
尾
瀬
か
ら
ぶ
ら
り
ぶ
ら
り
大
津
岐
峠
を
迂
回
す
る
こ
と
に
変
更

し
た
の
で
あ
っ
た
。

山
の
帰
り
に
、
彼
の
父
の
長
兄
に
当
る
山
岳
会
の
大
長
老
、
大
平
晟
氏

を
小
千
谷
郊
外
の
高
梨
に
訪
ね
た
り
し
た
の
も
、
そ
ん
な
旅
だ
っ
た
か
ら

だ
ろ
う
。

，
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し
か
し
お
蔭
で
、
私
は
か
ね
て
か
ら
一
度
は
お
目
に
か
か
り
た
い
と
願

っ
て
い
た
大
先
輩
の
警
咳
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
非
常
に
嬉
し
か
っ

た
。

先
年
苗
場
山
に
登
っ
た
と
き
、
新
雪
で
化
粧
さ
れ
た
こ
の
名
誉
会
員
の

レ
リ
ー
フ
に
、
久
し
ぶ
り
で
ご
あ
い
さ
つ
を
し
て
き
た
が
、
太
平
さ
ん
も

教
育
者
だ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
山
下
君
に
も
植
物
の
先
生
に
な
れ
る
下

地
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
ま
た
先
生
に
し
た
か
っ
た
と

よ
く
思
っ
た
。

平
ヶ
岳
は
そ
の
次
の
夏
に
仲
間
を
ふ
や
し
て
目
的
を
果
た
し
た
が
、
猫

又
川
源
流
地
帯
か
ら
白
沢
山
ま
で
の
薮
漕
ぎ
で
も
、
彼
は
そ
の
強
さ
を
発

揮
し
た
・

私
は
い
ま
で
も
は
っ
き
り
と
彼
と
の
山
で
の
出
会
い
を
思
い
出
す
。

そ
れ
は
穂
高
・
槍
縦
走
を
目
指
し
て
徳
本
峠
を
越
え
た
大
正
十
五
年
七

月
の
暑
い
日
の
こ
と
だ
。
五
、
六
人
で
組
ん
だ
私
た
ち
の
パ
ー
テ
ィ
ー
、

私
の
前
を
黒
い
普
通
の
ズ
ボ
ン
を
は
い
た
暹
ま
し
い
脚
が
、
し
っ
か
り
し

た
歩
調
で
進
ん
で
い
た
。
は
き
古
し
た
鋲
靴
か
ら
時
折
り
火
花
が
散
っ

た
。
恐
ろ
し
く
そ
の
歩
調
が
早
か
っ
た
。
私
は
黒
ズ
ボ
ン
の
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
動
き
を
見
つ
め
な
が
ら
、
黙
々
と
し
て
そ
の
後
に
つ
い
て
い
っ
た
。
そ

の
黒
ズ
ボ
ン
の
主
が
山
下
君
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
い
最
近
で
も
彼
は
同
じ
よ
う
な
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
た
。
そ
し
て
そ

の
脚
力
も
そ
う
衰
え
は
み
せ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ま
だ
ま
だ
五
年
や

十
年
は
、
あ
の
調
子
で
山
を
歩
き
ま
わ
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
、
私
た

ち
は
み
な
そ
う
思
い
こ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

運
命
と
は
残
酷
な
も
の
で
あ
る
。

略
歴

明
治
三
十
八
年
（
一
九
○
五
）
六
月
九
日
東
京
市
に
生
ま
れ
る
。

大
正
十
二
年
三
月
東
京
府
立
第
三
中
学
校
卒
業
。

同
十
三
年
四
月
早
稲
田
大
学
専
門
部
商
学
部
入
学
。

同
十
四
年
四
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
九
五
四
番
）
。

昭
和
二
年
早
稲
田
大
学
中
退
。

同
三
’
五
年
兵
役
。

同
八
年
黎
明
社
入
社
『
登
山
と
ス
キ
ー
』
編
集
長
。

同
十
一
年
二
月
日
本
旅
行
協
会
（
現
日
本
交
通
公
社
前
身
）
入
会
。
『
旅
』
の

編
集
に
従
事
後
、
編
集
長
。

同
十
三
年
八
月
’
十
二
月
応
召
。
“

同
十
六
年
七
月
’
十
八
年
二
月
応
召
。

同
十
九
年
七
月
応
召
。

同
二
十
年
九
月
復
員
、
日
杢
父
通
公
社
に
復
帰
、
交
通
博
物
館
勤
務
。

同
三
十
三
年
二
月
交
通
博
物
館
次
長
。

同
四
十
年
六
月
同
館
定
年
退
職
、
交
通
公
社
出
版
事
業
部
嘱
託
。

同
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
四
月
十
四
日
東
京
都
三
囑
杏
林
大
学
病
院
で
死
亡
。

（
渡
辺
公
平
）
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小
平
君
は
昭
和
六
年
五
月
Ｊ
Ａ
Ｃ
入
会
（
会
員
番
号
一
三
一
三
番
）
紹

介
者
は
山
崎
和
一
、
松
方
三
郎
と
私
の
三
人
で
あ
る
。
開
成
中
学
の
同
期

で
も
あ
り
義
兄
に
当
る
山
崎
君
（
故
人
）
は
、
そ
の
頃
熱
心
な
会
員
で
、

土
曜
日
午
後
の
常
連
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
小
平
君
と
連
れ
立
っ
て

虎
の
門
の
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
へ
来
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
頃
顔
見
知
り
に
な

っ
た
も
の
の
、
彼
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
合
な
ど
に
あ
ま
り
顔
を
出
さ
な
か
っ
た

の
で
、
相
見
る
機
会
が
な
く
二
十
年
近
い
歳
月
が
流
れ
た
。
し
か
し
私
の

頭
か
ら
彼
の
名
が
消
え
去
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

戦
後
お
茶
の
水
の
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
建
設
基
金
募
集
の
と
き
、
私
は
彼
の

こ
と
を
思
い
浮
べ
勤
め
先
き
に
訪
ね
て
、
第
一
銀
行
山
岳
部
か
ら
の
寄
附

を
も
ら
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
て
旧
交
を
温
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
が
、
相
往
来
し
殊
に
文
通
し
げ
く
な
っ
た
の
は
、
彼
の
晩
年

十
余
年
の
あ
い
だ
で
あ
る
。
銀
行
を
去
っ
て
ほ
か
（
有
終
会
ｌ
シ
チ
ズ
ン

ー
高
千
穂
交
易
）
に
移
っ
て
か
ら
、
彼
は
社
用
で
北
は
知
床
半
島
か
ら
南

は
開
聞
岳
の
方
ま
で
頻
り
に
旅
に
出
る
。
行
く
先
き
ざ
き
か
ら
得
意
の
ス

ケ
ッ
チ
だ
よ
り
が
届
く
。
こ
ち
ら
も
山
旅
の
た
よ
り
を
返
え
す
と
い
っ
た

具
合
で
、
そ
の
や
り
と
り
は
本
当
に
た
の
し
か
っ
た
。
お
た
が
い
に
年
中

小
平
潔
氏
（
一
九
○
○
’
一
九
七
三

連
休
だ
か
ら
週
日
の
午
後
、
銀
座
渋
谷
新
宿
な
ど
で
落
ち
会
い
、
昼
さ
が

り
の
静
か
な
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
で
、
ジ
ョ
ッ
キ
イ
を
傾
け
な
が
ら
閑
談
に
ふ
け

り
、
画
廊
を
巡
っ
た
り
、
御
苑
を
散
歩
し
た
り
、
「
オ
イ
今
頃
ま
だ
み
ん

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
箱
の
中
で
、
判
ン
．
を
押
し
た
り
、
会
議
を
や
っ
た

り
し
て
る
ん
だ
よ
。
お
気
の
毒
さ
ま
だ
ね
」
こ
ん
な
減
ら
ず
口
を
敲
い
た

り
、
当
節
オ
イ
ソ
レ
と
得
難
い
よ
い
相
手
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
混
乱
時
代
に
離
れ
て
い
た
Ｊ
Ａ
Ｃ
へ
も
五
年
ほ
ど
前
に
復
活

し
、
小
集
会
や
年
次
晩
餐
会
に
出
席
し
た
こ
と
も
あ
る
。
ヒ
マ
が
あ
る
の

だ
か
ら
山
旅
を
と
も
に
し
よ
う
と
誘
っ
て
も
、
近
年
ま
る
で
山
か
ら
遠
ざ

が
つ
い
た
と
い
う
の
で
、
十
一
月
軽
井
沢
ｌ
霧
積
温
泉
泊
ｌ
鼻
曲
山

ｌ
長
日
向
と
あ
る
い
た
。
葉
を
ふ
る
い
落
し
た
初
冬
の
山
の
た
た
ず
ま

い
は
彼
の
画
嚢
を
み
た
し
、
久
し
振
り
に
山
の
頂
上
を
ふ
ん
だ
と
大
喜
び

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
彼
と
山
行
を
と
も
に
し
た
最
初
に
し
て
最

後
と
な
っ
た
。
一
九
七
二
年
春
か
ら
不
調
を
訴
え
、
九
月
一
日
不
帰
の
客

と
な
る
・
ど
う
し
て
み
ん
な
こ
う
も
先
き
へ
逝
っ
て
し
ま
う
の
か
！

小
平
君
は
器
用
多
才
な
人
で
あ
っ
た
。
山
登
り
（
熊
本
・
第
五
高
等
学

校
時
代
か
ら
）
、
ス
キ
ー
（
東
京
帝
大
時
代
か
ら
）
、
ゴ
ル
フ
、
弓
術
、
ス

ケ
ッ
チ
、
水
彩
、
油
彩
（
慈
彩
会
出
品
）
、
木
彫
、
最
も
堂
に
入
っ
て
い

テ
ン

た
の
は
、
蒙
刻
（
京
都
在
住
の
と
き
師
匠
に
つ
い
た
と
い
う
）
、
従
っ
て

書
も
た
く
み
で
あ
っ
た
。
私
が
拙
な
い
書
物
を
上
梓
す
る
に
当
っ
て
二

か
っ
て
い
る
の
で
、
自
信
が
な
い
と
中
々

一
年
九
月
広
河
原
の
小
舎
か
ら
北
岳
肩
の

自
信
が
な
い
と
中
々
応
じ
唯
い
い
惟
確
膵
卜
卜
仇
比
ｌ
傘
。

小
倉
詞
で
登
り
、

す
こ
し
自
信
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昭
和
四
十
七
年
二
月
十
五
日
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
第
二
八
一
回
小
集
会
は
、
川
喜

田
君
の
「
エ
ベ
レ
ス
ト
見
物
」
。
ス
ラ
イ
ド
を
み
せ
な
が
ら
の
ネ
パ
ー
ル
印

象
雑
談
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
講
演
者
と
親
し
い
老
童
達
も
沢
山
出

席
し
て
、
な
ご
や
か
な
会
合
で
あ
っ
た
。
前
の
年
の
十
一
月
の
ネ
パ
ー
ル

行
は
大
分
疲
れ
た
様
子
だ
っ
た
が
、
そ
の
夜
は
元
気
そ
う
に
見
受
け
ら
れ

た
。
い
ず
れ
ま
た
と
い
っ
て
別
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
彼
と
私
と
の
最
後

の
面
晤
と
な
っ
た
。

悼
小
集
会
の
翌
々
日
横
浜
で
入
院
’
二
十
日
手
術
’
’
三
月
退
院
’

三
重
県
自
宅
に
戻
る
’
五
月
再
入
院
’
六
月
退
院
自
宅
療
養
’
九

自ｉ
月
二
十
七
日
永
眠
。
ま
っ
た
く
人
間
の
い
の
ち
は
、
本
当
に
は
か
な
い
と

九
七
○
年
）
中
扉
の
カ
ッ
ト
と
題
簑
を
乞
う
た
と
こ
ろ
快
く
引
き
受
け
、

そ
の
上
「
附
録
」
に
一
文
を
草
し
て
く
れ
た
。
限
定
版
に
用
い
た
「
留
心

山
谷
」
「
不
二
」
の
刻
印
も
彼
の
手
に
な
る
。
い
づ
れ
も
流
石
と
お
も
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
こ
れ
か
ら
も
永
く
私
の
手
許
に
残
り
、
私

を
し
て
彼
の
厚
意
と
友
情
と
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
さ
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
一
九
七
三
年
十
月
七
日
記
）

（
藤
島
敏
男
）

川
喜
田
壮
太
郎
氏
（
一
九
○
四
’
一
九
七
二
） ’

い
う
よ
り
ほ
か
に
言
葉
が
な
い
。

昭
和
七
年
五
月
、
神
津
牧
場
荒
船
山
へ
同
行
、
六
月
Ｊ
Ａ
Ｃ
入
会
に
は

紹
介
者
の
ひ
と
り
と
し
て
私
が
署
名
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
川
喜
田
君

と
の
お
つ
き
あ
い
は
、
こ
の
頃
に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
親
し
い
往

来
や
文
通
が
戦
前
戦
中
戦
後
と
つ
づ
い
て
来
た
が
、
山
あ
る
き
を
と
も
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
最
初
の
荒
船
山
か
ら
十
九
年
目
、
昭
和
二
十

六
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
前
年
、
銀
行
の
頭
取
に
な
っ
て
毎

月
会
議
の
た
め
上
京
し
、
よ
く
私
を
訪
ね
て
く
れ
た
も
の
だ
。
仕
事
が
重

荷
と
い
う
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
が
、
心
身
の
疲
れ
が
み
え
る
、
よ
う
な
の

で
、
私
が
「
君
の
頭
取
業
は
三
菱
や
住
友
の
傭
わ
れ
頭
取
と
ち
が
っ
て
、

家
業
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
辞
め
ら
れ
る
と
い
う
目

安
が
た
た
な
い
。
い
ま
の
内
か
ら
疲
れ
て
い
て
は
仕
様
が
な
い
・
遠
慮
な

ん
か
い
ら
な
い
・
適
当
に
息
抜
き
を
し
て
自
分
の
心
身
を
大
切
に
し
な
さ

い
・
山
が
好
き
な
の
だ
か
ら
僕
と
一
緒
に
山
旅
を
し
よ
う
」
と
す
す
め
、

手
は
じ
め
に
残
雪
の
燧
ヶ
岳
、
会
津
駒
に
登
り
銀
山
平
を
抜
け
て
、
六
泊

一
週
間
の
た
の
し
い
旅
を
し
た
。
頭
取
が
電
話
も
電
報
も
届
か
な
い
山
中

を
、
一
週
間
ぐ
ら
い
ほ
つ
つ
き
歩
い
て
い
て
も
、
別
に
銀
行
が
つ
ぶ
れ
る

心
配
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
て
、
爾
来
私
と
出
か
け
る
機
会
が
多
く
な

り
、
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
老
童
仲
間
が
出
来
て
、
随
分
あ
ち

こ
ち
の
山
に
登
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
仲
間
が
一
癖
も
二
癖
も
あ
る
連
中
だ

か
ら
、
月
並
み
な
混
み
合
う
山
を
え
ら
ば
ず
、
と
き
に
は
そ
れ
は
ど
こ
だ

と
い
う
よ
う
な
山
も
少
く
な
か
っ
た
が
、
川
喜
田
君
は
一
度
も
文
句
な
ど
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い
っ
た
こ
と
は
な
い
。
人
烟
ま
れ
な
山
谷
を
放
浪
し
て
、
い
た
る
と
こ
ろ

で
彼
の
特
技
の
素
早
い
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
楽
し
め
れ
ば
、
そ
れ
で
充
分
満

足
し
て
い
た
。
亡
く
な
っ
た
深
田
久
弥
君
と
も
彼
は
た
び
た
び
山
行
を
と

も
に
し
た
。
そ
の
『
日
本
百
名
山
』
の
内
い
く
つ
登
っ
た
と
か
、
南
端
の

宮
ノ
浦
岳
へ
登
っ
た
か
ら
、
北
端
の
利
尻
岳
も
と
い
っ
た
話
も
き
い
た

が
、
だ
い
た
い
登
る
山
に
注
文
を
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
、
あ
ま
り
な
か

っ
た
。
あ
る
意
味
で
は
お
お
ら
か
な
山
好
き
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

昭
和
三
十
四
年
に
始
ま
っ
た
吾
々
仲
間
の
正
月
登
山
に
、
彼
が
加
わ
っ

た
の
は
三
十
九
年
一
月
か
ら
の
こ
と
で
、
彼
に
し
て
み
れ
ば
年
末
年
始
の

来
客
を
ス
ッ
ポ
か
し
、
美
し
い
冬
の
自
然
の
姿
に
接
す
る
の
は
、
よ
ほ
ど

嬉
し
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
初
回
に
正
真
正
銘
の
伊
勢
エ
ビ
と
川

喜
田
夫
人
手
製
の
マ
ョ
ネ
ー
ズ
ソ
ー
ス
、
バ
ー
ガ
ン
デ
ィ
の
白
ブ
ド
ウ
酒

を
持
参
し
て
、
吾
々
を
喜
ば
せ
て
く
れ
た
。
爾
後
四
十
六
年
一
月
ま
で

そ
れ
が
つ
づ
い
て
、
年
の
暮
が
近
付
く
と
老
童
の
中
に
は
、
「
こ
の
正
月
、

エ
ビ
は
参
加
す
る
の
か
し
ら
？
」
な
ど
と
い
う
不
埒
な
言
辞
を
弄
す
る
も

の
も
あ
っ
た
。
頭
数
だ
け
の
エ
ビ
を
入
手
す
る
の
も
、
た
や
す
い
こ
と
で

は
あ
る
ま
い
。
ま
た
彼
自
身
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
殆
ん
ど
嗜
ま
な
い
の
に
、

と
お
り
い
つ
ぺ
ん

エ
ビ
に
合
う
白
ブ
ド
ウ
酒
を
持
参
す
る
な
ど
、
通
一
遍
の
親
切
心
だ
け
で

は
中
々
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

残
後
、
の
こ
さ
れ
た
ノ
ー
ト
か
ら
夫
人
の
浄
書
さ
れ
た
略
年
譜
に
よ
る

と
、
川
喜
田
君
は
若
い
と
き
か
ら
山
野
肱
渉
、
旅
行
を
好
み
、
学
生
時
代

に
父
君
と
と
も
に
世
界
一
周
旅
行
な
ど
も
し
て
い
る
。
戦
前
、
支
那
、
南

洋
諸
島
（
二
回
）
に
も
遊
ん
で
い
る
が
、
最
近
十
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
、
空

の
旅
が
便
利
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
年
の
よ
う
に
海
外
へ
出
か

け
た
。
公
式
の
会
議
、
大
会
、
或
は
視
察
団
に
加
わ
っ
た
り
、
あ
る
場
合

に
は
家
族
同
伴
の
私
的
旅
行
も
た
び
た
び
あ
っ
た
。
ゆ
く
先
き
ざ
き
で
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
取
り
出
し
、
ひ
と
を
喜
ば
せ
た
り
、
自
分
が
楽
し
ん
だ

り
し
て
い
た
。
ど
こ
か
へ
視
察
団
の
一
員
で
出
か
け
た
と
き
、
一
行
と
離

れ
て
バ
ザ
ー
ル
を
ひ
や
か
し
た
り
、
民
俗
の
写
生
を
し
た
り
勝
手
に
行
動

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
東
芝
か
ど
こ
か
の
社
長
か
ら
、
「
こ
の
中
で
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ
ル
で
な
い
の
は
、
あ
な
た
だ
け
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
た

の
を
、
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

彼
は
青
年
時
代
、
当
時
の
新
劇
運
動
に
刺
戟
さ
れ
て
、
舞
台
美
術
、
舞

台
照
明
の
本
職
に
な
ろ
う
と
志
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
終
生
か

わ
ら
な
か
っ
た
の
は
写
真
と
絵
筆
を
と
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
写
真
で
は

『
南
洋
の
旅
』
（
昭
和
十
五
年
三
月
刊
、
三
五
○
部
限
定
、
丸
善
）
、
絵
で

は
『
ソ
連
と
イ
ラ
ン
の
画
信
』
（
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
刊
、
二
千
部
、

丸
善
）
と
二
つ
の
美
し
い
本
を
作
っ
て
い
る
。
油
彩
は
昭
和
三
十
一
年
創

元
会
に
初
出
品
、
準
会
員
、
会
員
と
進
ん
で
四
十
二
年
に
は
審
査
員
に
名

を
連
ね
て
、
余
技
と
し
て
は
本
物
の
域
に
達
し
て
い
る
。
尤
も
毎
年
の
出

品
を
み
て
「
こ
と
し
は
ヴ
ァ
ン
・
ド
ン
ゲ
ン
ば
り
だ
、
今
年
は
ラ
ウ
ル
・

デ
ュ
フ
ィ
ー
ば
り
だ
、
こ
と
し
は
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
ば
り
だ
」
と
私
が
酷

評
す
る
と
、
し
い
て
反
駁
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
の
巨
匠
た

ち
の
絵
が
好
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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Ｊ
Ａ
Ｃ
で
は
四
十
年
の
在
籍
だ
か
ら
、
知
人
友
人
の
範
囲
も
拡
が
り
深

い
関
心
を
寄
せ
、
戦
後
い
ろ
い
ろ
の
機
会
の
募
金
に
も
応
じ
、
忠
実
な
会

員
で
あ
っ
た
。
会
報
誌
の
カ
ッ
ト
で
ソ
ー
或
は
Ｓ
Ｏ
と
あ
る
の
は
み
な
川

喜
田
君
の
描
い
た
も
の
、
旅
信
山
信
の
収
録
さ
れ
た
も
の
は
か
な
り
の
回

数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
是
非
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
山
岳
』

第
三
十
五
年
、
第
三
十
六
年
の
奥
附
に
発
行
者
川
喜
田
壮
太
郎
の
名
を
み

る
由
来
で
あ
る
。
昭
和
十
五
、
六
年
、
既
に
当
国
は
物
資
欠
乏
、
用
紙
統

制
で
、
自
由
主
義
者
の
集
ま
り
と
非
難
さ
れ
て
い
た
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
刊
行
物

に
、
希
望
の
用
紙
を
入
手
す
る
の
は
至
難
と
い
う
話
だ
っ
た
。
川
喜
田
君

が
柏
原
洋
紙
店
の
主
人
と
親
戚
だ
か
友
人
だ
か
と
き
い
て
い
た
の
で
、
私

が
彼
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
発
行
者
を
川
喜
田
壮
太
郎
に
す
れ
ば
紙
は
く

れ
る
と
い
う
の
で
、
用
紙
さ
え
手
に
入
れ
ば
名
義
な
ど
誰
で
も
よ
ろ
し

い
。
つ
ま
り
川
喜
田
君
は
身
を
も
っ
て
で
は
な
い
、
名
を
も
っ
て
Ｊ
Ａ
Ｃ

の
急
を
救
っ
て
く
れ
た
わ
け
だ
。
ご
本
人
は
と
っ
く
に
忘
れ
て
い
た
だ
ろ

う
が
、
後
世
史
家
の
た
め
に
も
こ
こ
に
記
し
て
、
故
人
へ
の
謝
意
に
代
え

た
い
と
お
も
う
。

四
十
七
年
六
月
Ｊ
Ａ
Ｃ
終
身
会
員
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
、
病
床
へ
宛

て
「
早
く
元
通
り
の
健
康
に
な
っ
て
、
終
身
会
費
の
モ
ト
を
と
り
な
さ

い
」
と
書
き
送
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
僅
か
三
ヶ
月
に
し
て
川
喜
田
君
は
還

悼
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ほ
ん
と
う
に
残
念
で
あ
る
。

残
後
四
ヶ
月
、
四
十
八
年
一
月
下
旬
、
川
喜
田
家
と
友
人
と
合
同
で
故

旦、
汎
人
を
偲
ぶ
集
り
を
東
京
で
催
し
た
。
夫
人
か
ら
住
所
録
の
名
前
に
山
の
し

明
治
三
十
七
年
（
一
九
○
四
）
八
月
九
日
三
重
県
津
市
で
久
太
夫
の
次
男
と
し
て

誕
生
。

明
治
四
十
四
年
四
月
小
学
校
入
学
後
、
長
谷
山
、
経
ヶ
峯
、
朝
熊
山
に
登
る
。

大
正
六
年
四
月
宇
治
山
田
中
学
校
入
学
、
宇
治
山
田
ｌ
逢
坂
峠
越
ｌ
磯
部
ｌ
青
の

峯
ｌ
鳥
羽
。
こ
の
頃
か
ら
既
に
絵
を
画
く
こ
と
が
好
き
に
な
る
。

大
正
七
年
八
月
富
士
山
。

大
正
九
年
四
月
兎
忌
私
立
麻
布
中
学
に
転
校
。
在
校
中
、
武
州
御
岳
、
榛
名
山
、

浅
間
山
、
箱
根
駒
ヶ
岳
、
筑
波
山
に
登
る
。

大
正
十
一
年
四
月
麻
布
中
学
四
年
終
了
に
て
法
政
大
学
予
科
入
学
。
九
月
、
朝
鮮

旅
行
。

る
し
が
つ
い
て
い
る
と
連
絡
が
あ
り
、
そ
の
連
中
が
洩
れ
な
く
参
会
、
川

喜
田
一
家
も
総
出
、
故
人
の
山
で
の
失
敗
談
や
苦
労
話
、
遠
慮
の
な
い
追

憶
談
が
続
出
、
い
ま
さ
ら
の
よ
う
に
逝
っ
た
人
を
惜
し
み
、
懐
し
ん
だ
。

山
印
で
顔
を
そ
ろ
え
た
連
中
は
、
み
ん
な
山
旅
は
共
に
し
な
い
ま
で
も
、

故
人
と
山
を
通
じ
て
親
し
く
し
た
人
ば
か
り
で
、
川
喜
田
君
が
、
日
頃
頭

取
会
だ
の
銀
行
協
会
だ
の
で
顔
を
あ
わ
せ
る
録
な
話
題
を
持
合
わ
せ
な
い

種
族
の
ほ
か
に
、
山
印
を
た
く
さ
ん
も
っ
た
こ
と
は
、
彼
を
一
介
の
銀
行

屋
サ
ン
に
終
わ
ら
せ
ず
、
彼
に
と
っ
て
倖
わ
せ
で
あ
っ
た
、
と
思
う
の
は

お
な
じ
山
好
き
の
私
の
身
最
眉
で
あ
ろ
う
か
。
（
一
九
七
三
年
十
月
三
日
記
）

（
藤
島
敏
男
）

（
追
記
）
会
報
「
山
」
三
三
○
号
一
九
七
二
’
十
二
月
。
「
川
喜
田
さ
ん
を
偲
ぶ
」

村
尾
金
二
稿
、
参
照
。

略
歴
・
山
歴
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大
正
十
二
年
三
’
九
月
父
に
従
い
世
界
一
周
の
旅
、
ヴ
ェ
ス
ピ
ア
ス
山
に
登
る
。

大
正
十
三
年
八
月
吉
野
三
之
公
。

大
正
十
四
年
三
月
家
族
と
上
海
旅
行
。
四
月
、
法
政
大
学
経
済
学
部
進
学
。

昭
和
二
年
七
’
八
月
ジ
ャ
ワ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
方
面
へ
旅
行
（
父
、
弟
と
共
に
）
。

ジ
ャ
ワ
、
プ
ロ
モ
火
山
に
登
る
。

昭
和
三
年
四
月
大
学
を
お
え
て
日
本
銀
行
入
行
。

昭
和
四
年
十
一
月
結
婚
。
阿
蘇
山
。

昭
和
五
年
白
馬
岳
。

昭
和
六
年
六
月
北
京
方
面
へ
ス
ケ
ッ
チ
の
旅
。
十
一
月
、
大
菩
薩
峠
。

昭
和
七
年
五
月
神
津
牧
場
Ｉ
荒
船
山
（
藤
島
敏
男
、
田
中
菅
雄
氏
ら
と
）
。
六
月
、

赤
城
山
や
神
津
牧
場
。
谷
川
岳
。
八
月
、
神
津
牧
場
’
八
風
越
ｌ
軽
井
沢
。

同
年
六
月
日
本
山
岳
会
入
会
、
会
員
番
号
一
三
六
九
。
紹
介
者
は
藤
島
敏

男
、
角
田
吉
夫
、
神
谷
恭
の
三
氏
。

昭
和
八
年
九
月
富
士
山
（
六
合
目
ま
で
）
。

昭
和
九
年
九
月
笹
ケ
峰
ｌ
小
谷
。
十
二
月
、
赤
倉
、
燕
、
関
ス
キ
ー
。

昭
和
十
年
一
月
野
沢
ス
キ
ー
。
二
月
、
谷
川
岳
マ
チ
ガ
沢
ス
キ
ー
。
三
月
、
湯
沢

芝
原
峠
ス
キ
ー
。
十
月
、
上
海
、
杭
州
へ
の
旅
。

昭
和
十
一
年
三
月
日
本
銀
行
退
職
、
七
月
、
百
五
銀
行
役
員
、
東
京
に
駐
在
。
七

月
、
野
辺
山
、
海
ノ
ロ
牧
場
。

昭
和
十
二
年
二
’
三
月
南
洋
群
島
、
セ
レ
ベ
ス
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
へ
の
旅
。

昭
和
十
三
年
八
’
九
月
再
び
南
洋
群
島
へ
の
旅
。

昭
和
十
四
年
十
一
月
志
賀
高
原
。

昭
和
十
五
年
七
’
八
月
北
海
道
へ
画
を
か
く
旅
。

昭
和
十
六
年
一
月
多
武
峯
。
三
月
、
湯
桧
曾
、
土
樽
ス
キ
ー
。
十
月
、
三
留
野
ｌ

大
平
峠
ｌ
飯
田
ｌ
天
夜
峠
。

昭
和
十
七
年
七
月
白
馬
岳
、
志
童
局
原
一
周
。
九
月
、
戸
隠
山
。

昭
和
十
八
年
一
月
五
色
ス
キ
ー
。
二
月
、
根
子
岳
ス
キ
ー
。
三
月
、
霧
島
山
、
九

重
山
、
六
月
、
信
州
峠
。
八
月
、
蓼
科
親
湯
ｌ
伊
那
宝
来
寺
山
。
柏
木
ｌ
河
合
神

川
ｌ
西
山
ｌ
新
宮
ｌ
湯
の
峯
。
十
一
月
、
茨
木
猪
之
吉
画
伯
と
交
際
始
ま
る
。

昭
和
十
九
年
一
月
大
門
峠
（
茨
木
氏
と
）
。
三
月
、
由
布
岳
、
高
千
穂
峰
、
金
峯

山
（
熊
本
）
。
六
月
、
入
笠
山
。
浅
間
山
。
七
月
、
東
京
を
引
揚
げ
津
に
帰
る
。

昭
和
二
十
年
二
月
百
五
銀
行
副
頭
取
。
四
月
、
白
猪
山
。
五
月
、
亀
山
峠
越
。
十

月
、
土
湯
峠
。
藤
原
岳
。
準

昭
和
二
十
一
年
三
月
観
音
岳
。
六
月
、
大
洞
山
、
尼
ケ
岳
。
八
月
、
御
在
所
岳
。

花
抜
峠
ｌ
大
杉
谷
、
大
台
ヶ
原
山
。

昭
和
二
十
二
年
二
月
鷲
嶺
。
三
月
、
矢
頭
山
。
六
月
、
大
門
峠
。
七
月
、
時
山
。

九
月
、
御
在
所
藤
内
壁
。
十
一
月
、
青
山
峠
。

昭
和
二
十
三
年
四
月
矢
頭
山
。
五
月
、
馬
飼
峠
。

昭
和
二
十
四
年
五
月
髻
岳
。

昭
和
二
十
五
年
八
月
鈴
鹿
峠
。
九
月
、
頭
取
就
任
。

昭
和
二
十
六
年
三
月
逢
坂
峠
。
五
月
、
亀
山
峠
越
。
五
月
、
尾
瀬
、
会
津
駒
、
銀

山
平
。
十
一
月
、
木
曾
御
岳
。

昭
和
二
十
七
年
四
月
髻
岳
。
五
月
、
八
幅
平
Ｉ
玉
川
温
泉
ｌ
山
形
ｌ
高
湯
ｌ
蔵
王

山
。

昭
和
二
十
八
年
三
月
倶
留
尊
山
。
別
子
越
。
七
月
、
加
賀
白
山
。
十
一
月
、
神
坂

峠
ｌ
恵
那
山
。

昭
和
二
十
九
年
五
月
倶
留
尊
山
。
五
月
、
ド
ノ
コ
ヤ
峠
、
デ
ン
ッ
ク
峠
、
三
伏

峠
。
七
月
、
吉
野
三
之
公
。
十
一
月
、
桧
原
峠
、
保
成
峠
。

昭
和
三
十
年
四
月
安
倍
峠
。

昭
和
三
十
一
年
四
月
第
十
五
回
創
元
会
展
に
初
出
品
し
て
入
選
。
爾
来
毎
年
出
品

入
選
。
五
月
、
焼
額
山
、
渋
峠
、
草
津
白
根
山
。
七
月
、
吉
野
三
之
公
。
九
月
、

双
六
小
舎
Ｉ
槍
ヶ
岳
ｌ
上
高
地
。

(148)



悼追

昭
和
三
十
二
年
五
月
倶
留
尊
山
。
七
月
、
早
池
峯
、
栗
駒
山
。
十
一
月
、
甲
子

山
。

昭
和
三
十
三
年
八
月
湯
の
平
ｌ
北
股
岳
ｌ
御
西
岳
ｌ
大
日
岳
Ｉ
飯
豊
山
ｌ
小
玉
川

温
泉
。

昭
和
三
十
四
年
四
月
局
ヶ
岳
。
五
月
、
以
東
岳
１
大
朝
日
岳
。
十
二
月
、
五
知

越
。

昭
和
三
十
五
年
一
月
経
ヶ
峯
。
三
月
、
会
津
山
王
峠
１
尾
頭
峠
ｌ
八
方
ヶ
原
越
。

五
月
、
八
方
尾
根
。
六
月
、
聖
岳
、
奥
聖
。
七
月
、
比
叡
山
。
八
月
、
三
重
県

公
安
委
員
。
九
月
、
安
楽
峠
。
十
一
月
、
大
杉
谷
ｌ
吉
野
三
之
公
ｌ
高
見
山
。

昭
和
三
十
六
年
一
月
油
日
岳
。
五
１
六
月
、
言
一
ラ
、
香
港
へ
船
旅
。
九
月
、
薬

師
岳
Ｉ
雲
ノ
平
’
三
俣
蓮
華
ｌ
鷲
羽
岳
ｌ
水
晶
岳
。

昭
和
三
十
七
年
一
月
飯
福
田
山
。
三
月
、
鈴
鹿
入
道
岳
。
六
’
七
月
、
ソ
連
へ
の

旅
、
帰
途
プ
ダ
・
へ
ス
ト
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
、
シ
ャ
モ
ニ
ー
ヘ
行

く
。
十
一
月
、
岩
菅
山
。

昭
和
三
十
八
年
三
月
尾
高
高
原
。
六
月
、
岳
温
泉
ｌ
安
達
太
良
山
ｌ
鉄
山
Ｉ
沼

の
平
。
十
月
、
蓼
科
高
原
。
こ
の
年
創
元
会
奮
貝
に
推
挙
さ
れ
る
。

昭
和
三
十
九
年
一
月
青
崩
峠
Ｉ
熊
伏
岳
。
四
月
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
フ
ラ
ン
ス
を
廻
っ
て
テ
ヘ
ラ
ン
へ
の
旅
。
七
月
、
吉
野
三
之
公
。
八
月
、
信

州
鉢
伏
山
。
十
一
月
、
井
川
峠
。

昭
和
四
十
年
一
月
遠
州
秋
葉
山
。
五
’
六
月
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
旅
（
パ
ン
フ
、
ツ
ニ
ル
マ
ッ
ト
等
で
山
を
楽
し
む
）
。
七
月
、
立
山
。
十
一

月
、
堀
坂
山
。
十
一
月
、
長
者
岳
、
天
子
ヶ
岳
。

昭
和
四
十
一
年
一
月
七
シ
峯
。
三
月
、
稲
含
山
ｌ
ホ
ー
ロ
ク
峠
Ｉ
投
石
峠
Ｉ
土
坂

峠
－
仙
元
峠
。
五
月
、
屋
久
島
宮
の
浦
岳
。
開
聞
岳
。
十
一
月
、
ア
メ
リ
カ
西

峠
－
仙
元
峠
。
五
月
、

部
、
メ
キ
シ
コ
へ
の
旅
。

昭
和
四
十
二
年
一
月
守
三守
屋
山
。
二
月
、
天
城
万
三
郎
岳
。
三
月
、
五
知
越
、
神
宮

林
。
三
月
、
久
慈
男
体
山
、
八
溝
山
。
五
月
、
伯
耆
大
山
。
九
月
、
宝
劔
岳
Ｉ
木

曾
駒
ヶ
岳
。
十
一
月
、
四
国
劔
山
。
石
鎚
山
。
雲
母
峯
。
こ
の
年
創
元
会
審
査
員

と
な
り
四
十
七
年
ま
で
つ
づ
け
る
。

昭
和
四
十
三
年
一
月
御
池
山
。
五
月
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
一
三
－
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
旅
、
タ
ス
マ
ン
氷
河
を
少
し
歩
く
。
六
月
、
瑞
惜
山
。
八
月
、
新
穂
高
鍋
平
。

九
月
、
大
峯
山
。
十
月
、
未
丈
岳
。

昭
和
四
十
四
年
一
月
御
堂
平
、
熊
森
岳
。
二
月
、
鈴
鹿
羽
黒
山
。
四
月
、
越
前
荒

島
岳
。
六
月
、
チ
ロ
ル
、
ド
戸
ミ
テ
方
面
へ
の
旅
。
九
月
、
信
州
鉢
伏
山
。
十
一

月
、
長
谷
山
。
仙
ヶ
岳
。
経
ヶ
峯
。

昭
和
四
十
五
年
一
月
権
兵
衛
峠
。
御
在
所
に
て
ミ
’
一
ス
キ
ー
（
チ
ロ
ル
製
）
を
試

む
。
矢
筈
山
。
二
月
、
バ
ン
コ
ッ
ク
、
チ
ェ
ン
マ
イ
、
ア
ン
コ
ー
ル
へ
の
旅
。
四

月
、
妙
義
山
。
五
月
、
蓼
科
、
横
岳
。
六
月
、
額
取
山
、
大
将
旗
山
。
七
月
、
八

甲
田
山
、
岩
木
山
。
八
月
、
利
尻
岳
、
有
珠
岳
。
十
月
、
妙
高
山
、
火
打
山
。
十

一
月
、
氷
ノ
山
Ｃ
竜
爪
山
Ｉ
俵
峰
。

昭
和
四
十
六
年
一
月
蛇
峠
山
。
二
月
、
足
和
田
山
、
雨
ヶ
岳
。
五
月
、
八
丈
富
士
。

国
師
岳
。
六
月
、
金
時
山
。
七
月
、
三
国
峠
Ｉ
仙
ノ
倉
山
。
十
一
月
、
頭
取
を
退

き
会
長
と
な
る
。
十
一
月
、
イ
ン
ド
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
旅
。

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
一
月
額
井
岳
。
二
月
十
七
日
腸
に
腫
瘍
を
発
見
、

二
十
日
横
浜
山
手
病
院
で
手
術
。
三
月
十
七
日
退
院
帰
津
。
五
月
十
日
黄
胆
に
て

三
重
大
学
附
属
病
院
入
院
。
六
月
十
日
退
院
自
宅
療
養
。
九
月
二
十
七
日
死
去
、

享
年
六
十
八
歳
一
ヶ
月
。

（
編
者
）

I

’
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ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
の
土
曜
会
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
足
立
さ
ん
は
、
他
に

所
用
の
な
い
か
ぎ
り
出
席
さ
れ
て
、
足
立
さ
ん
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
を
発
散

さ
れ
て
い
た
。
興
が
わ
く
と
く
わ
え
た
ぱ
こ
の
灰
が
落
ち
る
こ
と
な
ど
無

関
心
に
、
話
に
夢
中
に
な
ら
れ
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
足
立
さ
ん
の

お
話
の
中
に
は
し
ば
し
ば
風
流
談
の
た
ぐ
い
が
出
た
し
、
山
小
舎
の
夜
で

も
そ
う
い
う
話
を
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
会
地
方
支
部
で
行
な
わ
れ
る
小
集
会
等
に
も
時
折
り
参
加
さ
れ
て
い

た
。
越
後
支
部
の
佐
渡
の
山
、
山
梨
支
部
の
木
暮
翁
碑
前
祭
、
静
岡
支
部

の
紅
葉
会
等
に
は
私
も
よ
く
同
行
し
て
、
何
処
に
あ
っ
て
も
変
り
な
い
あ

の
温
客
に
接
す
る
機
会
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

ま
た
霧
の
旅
会
の
会
合
に
も
お
招
き
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
こ
と
は
再

々
で
あ
っ
た
。
数
年
前
に
同
会
々
員
と
し
て
お
迎
え
し
て
、
今
後
の
御
交

誼
を
大
い
に
期
待
し
て
い
た
次
第
で
あ
る
。

新
し
い
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
が
湯
島
の
さ
く
ら
ビ
ル
に
移
転
し
、
環
境
の
良

い
談
話
室
で
五
月
十
二
日
（
昭
和
四
十
八
年
）
に
初
の
土
曜
会
が
発
足
し

た
。
な
つ
か
し
い
メ
ン
バ
ー
が
参
加
さ
れ
た
が
、
足
立
さ
ん
の
お
姿
が
見

え
な
い
の
が
い
か
に
も
淋
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

足
立
源
一
郎
氏
（
一
八
八
九
’
一
九
七
一
一
一
）

昨
年
春
、
白
内
障
の
た
め
手
術
さ
れ
た
あ
と
、
ご
自
宅
へ
お
見
舞
に
伺

う
と
、
眼
鏡
を
遠
近
五
個
も
作
っ
て
非
常
に
面
倒
で
あ
る
と
述
懐
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
あ
と
不
運
に
も
胃
潰
瘍
の
手
術
の
た
め
再
度
入
院
さ
れ
て
、

結
果
は
胄
癌
で
、
と
も
し
び
の
消
え
る
よ
う
に
三
月
三
十
一
日
八
十
四
歳

の
生
涯
を
と
じ
ら
れ
た
。

足
立
さ
ん
は
明
治
二
十
二
年
、
大
阪
は
博
労
町
に
末
っ
子
と
し
て
生
ま

れ
た
。
御
両
親
が
旅
行
好
き
だ
っ
た
の
で
、
少
年
の
頃
は
高
野
山
、
吉
野

山
、
そ
の
他
へ
行
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
こ
う
し
て
足
立
さ
ん
の
旅
行
、

登
山
癖
は
少
年
の
頃
に
培
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
三
十
八
年
、
京
都
市
立
絵
画
工
芸
学
校
に
入
学
さ
れ
て
、
三
十
九

年
夏
、
富
士
山
へ
登
ら
れ
た
の
が
高
山
と
し
て
始
め
て
で
あ
っ
た
。
大
正

十
一
年
に
ス
イ
ス
に
遊
ん
で
ス
キ
ー
を
習
っ
た
と
い
う
か
ら
、
山
や
ス
キ

ー
へ
の
好
み
は
そ
の
頃
既
に
相
当
強
か
つ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
の
永
い
生

涯
を
か
け
て
、
日
本
ば
か
り
で
な
く
海
外
の
山
へ
も
出
か
け
ら
れ
、
山
の

絵
に
う
ち
こ
ん
で
多
く
の
傑
作
を
残
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
こ
に
改
め
て
申

す
ま
で
も
な
い
。
ま
た
足
立
さ
ん
は
極
め
て
健
康
に
恵
ま
れ
て
い
た
の

で
、
山
岳
画
家
と
し
て
第
一
人
者
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
本
会
々
員

と
し
て
も
老
年
に
至
る
ま
で
、
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
山
地
へ
よ
く
出
か
け
ら

れ
た
方
で
あ
っ
た
と
思
う
。

少
年
の
頃
は
病
弱
だ
っ
た
た
め
に
、
八
十
歳
以
上
の
生
命
は
儲
け
も
の

だ
と
口
癖
の
よ
う
に
云
わ
れ
、
達
観
し
た
人
生
を
過
し
て
お
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
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追 悼

四
月
五
日
の
葬
儀
は
鎌
倉
七
里
ヶ
浜
ホ
テ
ル
で
行
な
わ
れ
た
。
白
布
の

祭
壇
に
は
な
つ
か
し
い
山
行
時
の
お
写
真
と
ピ
ッ
ケ
ル
、
尻
皮
、
帽
子
が

飾
ら
れ
、
洋
蘭
の
香
が
漂
う
と
こ
ろ
に
桧
の
桶
が
あ
り
、
石
の
地
蔵
さ
ん

が
置
か
れ
て
あ
っ
た
。
施
主
と
春
陽
会
代
表
の
参
拝
と
共
に
ワ
イ
ン
が
桶

に
注
が
れ
た
あ
と
、
日
本
山
岳
会
三
田
会
長
の
弔
辞
が
あ
り
、
松
本
（
善

二
）
名
誉
会
員
、
成
瀬
副
会
長
か
ら
花
輪
が
捧
げ
ら
れ
、
一
般
の
お
別
れ

は
地
蔵
さ
ん
に
ワ
イ
ン
を
注
ぎ
か
け
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
列
が
長
く

続
い
た
。

各
界
代
表
者
に
依
る
故
人
を
偲
ぶ
挨
拶
が
あ
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
に
う
つ

っ
て
か
ら
木
桶
の
ワ
イ
ン
も
呑
み
乾
さ
れ
て
、
無
宗
教
で
画
期
的
な
お
別

れ
の
時
間
は
過
ぎ
て
い
っ
た
。

そ
の
後
施
主
よ
り
の
挨
拶
状
と
共
に
故
人
の
訣
別
の
書
が
同
封
さ
れ
て

い
た
。
生
前
か
ら
用
意
さ
れ
た
も
の
で
、
故
人
の
生
涯
を
通
じ
て
の
感
慨

が
坊
佛
と
し
て
、
私
達
の
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ご
家
族
の
同
意
を

得
て
、
こ
こ
に
掲
載
さ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

い
つ
の
ほ
ど
よ
り
か
一
期
一
会
を
心
と
し
て
、
自
然
と
人
に
接
し
て

来
ま
し
た
の
で
、
病
弱
だ
っ
た
少
年
の
頃
に
は
想
像
も
し
な
か
っ
た
長

い
歳
月
を
過
ご
し
ま
し
た
。
回
想
す
れ
ば
ま
こ
と
に
噺
槐
に
た
へ
ぬ
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
総
て
は
好
き
な
山
行
と
山
を
描
く
こ
と
に
専
念
し

た
愉
し
い
生
涯
で
し
た
。

恒
に
荘
麗
な
自
然
と
辱
知
皆
様
の
御
交
誼
と
御
芳
情
に
因
る
も
の
と

略
歴

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
大
阪
市
博
労
町
に
生
ま
れ
る
。

明
治
三
十
八
年
三
九
○
五
）
京
都
市
立
絵
画
工
芸
学
校
入
学
。
関
西
美
術
院
で

浅
井
忠
に
学
ぶ
。
ま
た
太
平
洋
洋
画
研
究
所
に
学
ぶ
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
渡
仏
。
第
一
次
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
選
定
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
帰
朝
。
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
廻
り
で
八
十
日
の
航
海
。
藤
村

の
原
稿
を
携
え
る
。
日
本
美
術
院
洋
画
部
同
人
。

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
再
渡
仏
。
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
、
シ
ェ
ル
マ
ッ
ト
等

に
て
シ
ュ
ト
リ
他
か
ら
一
本
杖
に
よ
る
ス
キ
ー
を
習
う
。

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
帰
朝
。
春
陽
会
創
立
会
員
。

一
九
三
○
年
頃
か
ら
山
岳
を
主
題
と
し
た
作
品
が
多
く
な
る
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
六
月
日
本
山
岳
会
入
会
、
会
員
番
号
一
五
二
四
。
紹
介

者
は
中
原
繁
之
助
、
茨
木
猪
之
吉
氏
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
積
雪
期
台
湾
登
山
、
新
高
山
、
大
覇
尖
山
、
南
湖
大

山
等
、
新
高
山
で
は
ス
キ
ー
を
用
う
。
田
中
薫
氏
ら
の
神
戸
商
大
グ
ル
ー
プ
に
同

行
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
よ
り
北
ア
ル
プ
ス
を
中
心
に
山
岳
画
を
描
く
。
ま
た

深
く
感
謝
し
て
居
り
ま
す
。
崇
巌
を
ほ
こ
る
岩
峰
も
日
毎
に
落
石
を
走

ら
せ
、
鮮
烈
な
氷
河
も
年
毎
に
退
嬰
す
る
自
然
の
相
を
教
へ
て
呉
れ
ま

し
た
。
私
も
愈
々
還
元
さ
れ
る
時
が
参
り
ま
し
た
。
皆
様
の
御
清
福
と

御
自
愛
を
祈
り
つ
つ
左
様
な
ら
と
申
上
げ
ま
す
。
有
難
う
御
座
い
ま
し

た
。

昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
足
立
源
一
郎
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先
生
、
今
度
は
年
次
晩
餐
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
、
そ
れ
ま
で
お
元

気
で
と
い
っ
て
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
に
、
と
う
と
う
お
会
い
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
一
日
、
秋
田
を
離
れ
て
か
ら

五
年
目
、
郷
里
千
葉
流
山
市
に
八
十
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
た
。

先
生
と
秋
田
の
登
山
界
と
の
つ
な
が
り
は
、
絶
対
に
切
れ
る
こ
と
の
な

特
に
九
州
へ
の
旅
行
が
多
く
な
る
。

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
渡
欧
。
モ
ン
プ
ラ
ン
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
エ
ギ

ー
ユ
・
デ
ュ
・
ミ
デ
ィ
等
を
描
く
。

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
○
）
長
塀
山
に
登
り
穂
高
岳
を
描
く
。

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
三
月
三
十
一
日
逝
去
。

著
書

ド
オ
ミ
エ
、
ル
ウ
ッ
ソ
ウ
大
正
叩
日
本
美
術
学
院

人
物
画
を
描
く
人
へ
大
正
ｕ
日
本
美
術
学
院

古
美
術
行
脚
、
大
和
大
正
岨
ア
ル
ス
社

山
に
描
く
昭
和
皿
古
今
書
院

山
は
屋
上
よ
り
昭
和
皿
朋
文
堂

日
本
の
山
旅
昭
和
妬
茗
溪
堂

（
松
本
熊
次
郎
）

荒
巻
広
政
氏
（
一
八
九
二
’
一
九
七
二
）

’

い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
お
り
、
秋
田
県
山
岳
界
の
草
分
け
で
あ
り
、
県
山

岳
連
盟
を
は
じ
め
単
位
山
岳
会
の
育
て
の
親
で
あ
っ
た
。

私
と
は
親
と
子
ほ
ど
の
年
齢
差
が
あ
り
な
が
ら
、
実
に
よ
く
、
で
き
た

ば
か
り
の
私
達
の
グ
ル
ー
プ
を
自
分
か
ら
進
ん
で
面
倒
を
見
て
く
れ
た
。

会
合
や
行
事
に
は
必
ず
出
席
し
、
若
い
者
に
は
負
け
て
い
な
か
っ
た
。
或

る
時
や
先
生
に
は
よ
く
暇
が
あ
り
ま
す
ね
と
い
っ
た
ら
、
「
君
、
暇
は
天

か
ら
降
る
も
の
で
な
く
自
分
で
作
る
も
の
だ
よ
、
忙
が
し
い
の
は
仕
事
に

追
わ
れ
る
か
ら
で
、
自
分
が
仕
事
を
追
っ
て
行
け
ば
暇
は
い
つ
で
も
作
れ

る
だ
ろ
う
、
ね
」
こ
ん
な
調
子
で
一
度
も
休
ま
ず
出
席
さ
れ
る
も
の
だ

か
ら
、
自
分
の
主
張
も
通
す
と
い
っ
た
ワ
ン
マ
ン
振
り
も
あ
っ
た
。
時
に

は
「
頑
固
オ
ヤ
ジ
」
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
若
者
と
山
行
を
共
に
し
て
は

人
を
信
頼
し
あ
っ
た
。
特
に
登
山
を
始
め
て
以
来
「
自
然
を
愛
す
る
こ

と
」
、
「
絶
対
安
全
」
、
い
わ
ゆ
る
現
在
の
自
然
保
護
、
安
全
登
山
が
先
生

の
確
固
た
る
柱
と
し
て
、
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
一
貫
し
た
荒
巻
思
想
が

現
在
の
中
年
層
に
う
え
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

近
年
、
安
全
登
山
の
域
を
脱
し
た
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
反
発
を
感

じ
て
か
、
ク
ラ
イ
マ
ー
の
軽
業
か
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
と
批
判
し
て
い
た
こ
と

も
、
と
に
か
く
安
全
登
山
に
徹
せ
と
の
直
言
で
も
あ
っ
た
。

私
が
よ
う
や
く
山
を
歩
き
始
め
た
頃
、
い
ち
早
く
知
っ
た
の
が
「
秋
田

駒
ヶ
岳
」
の
先
生
で
あ
っ
た
。
当
時
秋
田
で
は
少
な
い
日
本
山
岳
会
員
の

長
老
と
し
て
、
秋
田
県
山
岳
会
長
を
し
て
お
ら
れ
、
戦
後
の
食
糧
、
交
通

難
時
代
に
山
仲
間
を
集
め
る
こ
と
に
奔
走
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
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悼追

る
。

こ
の
こ
ろ
、
私
達
が
ア
キ
タ
・
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
を
結
成
す
る
に
当

り
、
先
生
の
指
導
を
仰
ぎ
、
そ
の
翌
昭
和
二
十
六
年
に
、
そ
の
お
礼
返
し

で
は
な
い
が
秋
田
県
岳
連
の
組
織
作
り
に
協
力
し
、
先
生
を
初
代
会
長
に

推
し
、
以
来
十
年
間
秋
田
岳
連
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
、
中
で
も
三
十

六
年
の
秋
田
国
体
の
際
は
、
毎
夜
欠
か
さ
ず
夜
業
し
て
い
る
私
達
に
激
励

に
来
ら
れ
、
難
題
は
自
分
で
片
づ
け
て
く
れ
る
く
ら
い
、
ま
だ
青
年
並
の

行
動
力
を
持
っ
て
い
た
。

「
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
は
誰
か
が
犠
牲
に
な
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」
と
言
っ
て
、
常
に
自
分
の
時
間
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
、
岳
連
発

展
に
寄
与
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
た
だ
頭
の
下
る
思
い
で
あ
っ
た
。

或
る
と
き
、
「
君
、
秋
田
に
も
う
一
つ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
会
を
作
ろ
う

よ
」
と
言
う
の
で
、
何
を
今
更
と
思
っ
た
が
、
国
体
遂
行
も
一
つ
の
理
由

で
あ
っ
た
が
、
日
本
山
岳
会
の
支
部
を
作
る
の
が
先
生
の
最
も
大
き
な
望

み
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
む
り
や
り
会
員
を
集
め
て
三
十
四
年
に
秋
田
支

部
結
成
総
会
を
行
い
、
国
体
遂
行
に
万
全
の
構
え
を
作
っ
た
。

こ
う
し
て
、
秋
田
で
は
ワ
ン
マ
ン
的
存
在
と
し
て
批
判
を
し
、
遠
ざ
か

る
者
さ
え
い
た
が
大
勢
の
信
頼
と
尊
敬
は
動
か
な
か
っ
た
。
国
体
成
功
を

機
に
長
い
間
の
県
岳
連
会
長
を
退
き
専
ら
自
か
ら
の
道
を
楽
ま
れ
た
。
長

唄
（
宝
生
流
）
等
は
そ
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
、
日
常
は
体
力
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
作
り
に
ゴ
ル
フ
を
燃
心
に
や
っ
て
お
ら
れ
た
。
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
コ
チ
コ
チ
タ
イ
プ
の
先
生
も
、
一
杯
飲
む
と
野
球
ケ
ン
を
踊
り
出
す
の

は
定
評
が
あ
っ
た
。

何
と
言
っ
て
も
先
生
の
登
山
観
は
、
「
健
全
な
体
と
健
全
な
精
神
を
作

る
道
場
で
あ
り
、
神
聖
に
し
て
侵
す
べ
か
ら
ず
」
の
信
条
で
あ
っ
た
。

老
齢
の
た
め
、
秋
田
を
離
れ
た
の
は
四
十
三
年
の
秋
、
郷
里
は
千
葉
だ

が
本
当
の
ふ
る
里
は
秋
田
で
す
と
語
っ
て
い
ら
れ
た
こ
と
は
や
秋
田
に
於

け
る
活
躍
の
あ
と
を
見
る
に
当
然
の
よ
う
な
気
が
す
る
。

正
月
は
よ
く
妙
高
や
蔵
王
へ
ス
キ
ー
に
出
か
け
ら
れ
、
私
も
お
伴
し
て

は
年
末
年
始
を
楽
し
ん
だ
が
、
晩
年
は
殆
ど
田
沢
高
原
で
ス
キ
ー
を
さ

れ
、
毎
年
千
葉
か
ら
か
か
さ
ず
来
ら
れ
た
。

秋
田
の
山
と
雪
に
対
す
る
永
い
問
の
愛
着
が
、
ス
キ
ー
安
全
の
塔
の
建

立
、
ス
キ
ー
五
十
年
の
記
録
を
八
十
歳
の
高
齢
に
て
完
成
し
た
と
思
う
。

四
十
六
年
に
全
日
本
秋
田
大
会
に
、
不
調
だ
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
な
が
ら

も
、
遠
路
参
加
さ
れ
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
登
山
さ
れ
た
折
、
本
人
が
全
く

知
ら
な
い
出
来
事
が
あ
っ
て
、
私
達
も
大
分
心
配
し
た
。
翌
年
三
月
に
来

秋
さ
れ
た
と
き
は
ケ
ガ
を
し
て
は
い
け
な
い
と
、
今
後
ス
キ
ー
は
や
り
ま

せ
ん
と
、
ス
キ
ー
終
止
の
宣
言
を
し
な
が
ら
夕
食
し
た
こ
と
を
思
い
出

す
。

ワ
ラ
ジ
ぱ
き
か
ら
登
山
靴
へ
、
又
一
本
杖
か
ら
メ
ダ
ル
ス
キ
ー
ヘ
と
、

大
正
・
昭
和
の
最
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
っ
た
時
代
を
生
き
た
先
生
が
、
現

代
の
山
を
い
か
な
る
目
で
み
つ
め
た
で
あ
ろ
う
か
。

昨
年
六
月
鳥
海
山
に
於
い
て
地
方
支
部
長
会
議
、
小
集
会
が
行
わ
れ
た

と
き
は
、
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
で
お
ら
れ
た
。
そ
し
て
自
分
の
家
に
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各

歴

田

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
八
月
二
十
二
日
、
誕
生
。
東
京
歯
科
医
専
卒
業
後
、

大
正
六
年
秋
田
赤
十
字
病
院
歯
科
医
長
（
二
代
目
）
と
し
て
秋
田
市
へ
赴
任
。

昭
和
七
年
一
月
、
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
一
五
五
六
）
紹
介
者
は
藤
島
敏

男
、
大
橋
良
一
氏
。

昭
和
三
十
四
年
秋
田
支
部
設
立
に
尽
力
し
初
代
支
部
長
と
な
る
。

他
に
関
係
し
た
も
の

秋
田
県
山
岳
会
々
長
、
秋
田
県
卓
球
協
会
々
長
、
秋
田
県
ス
キ
ー
連
盟
会
長
、
秋

田
山
岳
会
々
長
、
秋
田
県
山
岳
連
盟
会
長
、
秋
田
県
歯
科
医
師
会
々
長
、

ま
た
、
秋
田
市
文
化
功
労
賞
受
賞
、
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
受
賞
、
秋
田
県
文

化
功
労
賞
受
賞
。

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
十
二
月
一
日
、
逝
去
。

（
福
田
文
二
）

（
附
記
）
な
お
会
報
『
山
』
第
三
○
三
号
所
収
、
保
坂
隆
司
「
秋
田
と
荒
巻
先
生
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
編
者
）

再
び
め
ぐ
り
あ
う
日
も
こ
な
い
今
日
、
秋
田
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
又
社
会

事
業
に
残
し
た
多
く
の
業
績
は
、
永
久
に
ふ
る
さ
と
の
山
に
映
え
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

で
も
い
る
か
の
よ
う
に
、
楽
し
聖

日
の
よ
う
に
ひ
ら
め
い
て
く
る
。

楽
し
げ
に
歓
談
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
つ
い
昨

「
西
ド
イ
ツ
へ
行
っ
て
く
る
よ
」
と
い
わ
れ
た
の
が
、
八
月
。
も
う
帰
ら

れ
た
か
な
あ
と
思
っ
て
、
お
宅
へ
電
話
を
し
た
ら
、
あ
ち
ら
で
病
気
に
な

ら
れ
、
羽
田
に
着
き
、
そ
の
ま
ま
翌
日
か
ら
入
院
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
ど
う
せ
じ
き
に
よ
く
な
ら
れ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

話
を
せ
び
ら
ね
ば
、
と
思
っ
て
い
る
う
ち
、
本
家
を
つ
い
で
お
ら
れ
る
諸

岡
さ
ん
の
実
兄
が
な
く
な
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ま
つ
さ
き
に
実
家
で
あ

る
成
田
市
に
と
ん
で
か
え
る
べ
き
彼
の
姿
が
な
い
。
お
き
き
す
れ
ば
葬
儀

に
来
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
病
状
が
、
続
い
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
し
て
、

約
一
カ
月
ほ
ど
の
入
院
の
後
、
十
月
二
十
五
日
早
朝
、
薬
石
の
効
も
な

く
、
静
か
に
逝
去
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
腹
膜
炎
と
の
こ
と
。

諸
岡
さ
ん
は
小
生
と
は
同
郷
、
し
か
も
学
校
（
明
大
）
の
先
輩
で
あ

り
、
彼
の
弟
（
故
人
）
と
は
成
田
中
学
校
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
諸
岡
さ
ん
の
実
家
へ
は
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
い
た
の

で
、
そ
の
頃
か
ら
山
こ
そ
共
に
行
か
な
か
っ
た
が
、
顔
だ
け
は
お
た
が
い

に
知
り
あ
っ
て
い
た
。

諸
岡
さ
ん
は
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
十
三
日
生
ま
れ
、
成
田
中
学
よ

り
明
治
大
学
に
進
み
、
昭
和
三
年
法
学
部
を
卒
業
、
た
だ
ち
に
不
動
銀
行

諸
岡
一
次
氏
（
一
九
○
一
一
一
’
一
九
七
二
）
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迫 悼

（
協
和
銀
行
の
前
身
）
に
入
社
さ
れ
た
。
趣
味
は
植
物
採
集
、
山
登
り
、

ス
キ
ー
、
カ
メ
ラ
、
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
に
多
少
の

つ
な
が
り
は
あ
る
が
、
戦
前
は
こ
と
に
、
そ
の
中
の
山
登
り
と
ス
キ
ー
に

終
始
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
。
そ
れ
が
戦
後
か
ら
晩
年
に
か
け
て

は
、
こ
の
山
登
り
と
ス
キ
ー
に
マ
ラ
ソ
ン
が
加
わ
り
、
毎
朝
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
の
練
習
や
万
歩
ク
ラ
ブ
の
例
会
参
加
な
ど
、
か
な
り
熱
心
に
行
か
れ
て

お
ら
れ
た
。

小
生
と
の
山
行
は
昭
和
十
一
年
、
大
島
三
原
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
が
は
じ

め
て
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
数
十
回
の
同
行
を
重
ね
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。

諸
岡
さ
ん
の
山
登
り
は
大
学
に
入
ら
れ
て
か
ら
急
に
そ
の
回
を
増
し

た
。
中
で
も
樺
太
の
山
々
や
谷
川
岳
に
登
ら
れ
た
の
も
昭
和
の
は
じ
め

で
、
樺
太
の
山
地
や
谷
川
市
の
倉
（
一
ノ
倉
）
の
壁
の
写
真
を
見
せ
ら
れ

感
激
し
た
頃
も
な
つ
か
し
い
。
そ
の
他
、
東
京
付
近
や
北
ア
ル
プ
ス
へ
は

よ
く
行
か
れ
て
い
る
。

日
本
山
岳
会
へ
入
ら
れ
た
の
は
昭
和
十
五
年
十
二
月
で
、
紹
介
者
は
吉

沢
一
郎
さ
ん
と
小
生
、
会
員
番
号
は
一
八
六
四
番
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の

会
で
は
故
行
方
沼
東
会
員
が
主
催
さ
れ
て
い
た
「
日
本
シ
ダ
の
会
」
や
山

草
の
会
な
ど
植
物
関
係
の
も
の
に
も
入
ら
れ
て
い
た
。
諸
岡
さ
ん
の
庭
に

は
今
、
都
会
に
は
め
ず
ら
し
く
元
気
な
二
本
の
白
樺
が
あ
る
。
こ
れ
は
ど

じ
ま
ん
の
庭
木
の
ひ
と
つ
で
、
戦
前
に
も
別
の
白
樺
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ

は
二
代
目
で
、
昭
和
二
十
六
年
ご
ろ
、
広
瀬
潔
会
員
か
ら
ゆ
ず
ら
れ
た
も

の
だ
と
の
こ
と
。

小
生
と
の
山
旅
で
思
い
出
深
い
も
の
の
ひ
と
つ
に
は
、
戦
時
中
の
昭
和

十
七
年
八
月
下
旬
の
北
ア
ル
プ
ス
が
あ
る
。
も
う
食
糧
事
情
や
交
通
機
関

も
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
い
つ
召
集
令
状
が
舞
い
こ
む
か
も
知
れ
ぬ
と
き

の
、
家
を
は
な
れ
た
一
週
間
は
長
い
旅
で
あ
っ
た
。
第
一
日
目
は
松
本
駅

前
の
「
ひ
だ
や
」
に
泊
り
、
翌
日
は
中
ノ
湯
か
ら
焼
岳
へ
登
っ
た
。
一
行

は
諸
岡
さ
ん
と
愚
妻
と
姉
と
愚
生
と
い
う
、
女
子
を
ま
じ
え
た
も
の
な
の

で
楽
な
コ
ー
ス
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
上
高
地
に
降
り
る
と
テ
ン
ト
は
す

ぐ
な
い
・
そ
の
夜
は
徳
沢
園
ど
ま
り
。
諸
岡
さ
ん
は
い
つ
も
カ
メ
ラ
に
お

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
は
山
の
頂
上
な
ど
一
定
の
所
に
着
く
と
「
宮
城
遥

拝
」
と
い
っ
て
、
皇
居
の
方
に
向
か
っ
て
礼
を
す
る
こ
と
を
行
な
っ
て
い

た
が
、
そ
の
発
声
は
い
つ
も
ま
じ
め
な
先
輩
の
諸
岡
さ
ん
が
号
令
役
で
あ

っ
た
。
計
四
名
の
一
行
は
起
立
し
て
、
そ
の
声
に
応
じ
て
深
々
と
頭
を
さ

げ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
奥
穂
の
頂
上
、
洞
沢
岳
へ
月
見
に
登
っ
た
と
き

も
、
そ
の
翌
日
、
白
出
沢
を
く
だ
り
平
湯
の
船
津
屋
に
泊
ま
り
乗
鞍
岳
の

頂
上
で
も
彼
の
号
令
は
つ
づ
い
た
の
も
な
つ
か
し
い
。
乗
鞍
の
肩
の
ガ
ラ

ン
と
し
た
小
屋
に
は
福
島
君
（
現
安
曇
村
長
）
が
ポ
ッ
ン
と
い
て
、
ど
う

し
て
も
泊
ま
れ
と
い
う
の
を
白
骨
ま
で
降
り
た
。
あ
と
で
諸
岡
さ
ん
は
ほ

ん
と
う
に
よ
い
旅
だ
っ
た
、
と
う
つ
さ
れ
た
写
真
の
中
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
数

枚
を
の
ば
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
中
の
一
枚
を
今
見
る
と
、
穂
高
小
屋

の
前
で
は
、
同
宿
の
滝
谷
に
あ
そ
び
に
き
て
い
た
学
習
院
Ｏ
Ｂ
の
榊
君
と

谷
君
、
そ
れ
に
上
条
孫
人
君
の
若
い
姿
を
ま
じ
え
て
写
っ
て
い
る
。
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昭
和
三
十
三
年
十
二
月
、
つ
と
め
先
の
協
和
銀
行
を
定
年
退
職
さ
れ
て

か
ら
は
、
多
少
ア
ル
バ
イ
ト
的
な
こ
と
も
さ
れ
た
が
、
常
に
マ
イ
。
ヘ
ー
ス

を
守
ら
れ
、
悠
々
自
適
の
生
活
を
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
気
が
向
け
ば

四
季
を
通
し
て
谷
川
温
泉
の
協
和
銀
行
寮
に
行
か
れ
、
山
登
り
や
ス
キ
ー

致
や
こ

を
楽
し
ま
れ
、
都
に
お
ら
れ
て
は
山
岳
会
ル
ー
ム
の
土
曜
会
の
レ
ギ
ュ
ラ

ー
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
、
ル
ー
ム
に
出
な
い
小
生
へ
の
会
の
う
ご
き
の
伝

承
者
と
も
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た
。

今
年
の
山
行
き
の
主
な
も
の
は
四
月
の
立
山
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
、
六
月

の
秋
田
支
部
の
烏
海
山
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
め
ず
ら
し
く
あ
る
日
、
諸

岡
さ
ん
は
会
報
子
に
た
の
ま
れ
た
の
で
、
立
山
の
報
告
を
綴
っ
た
の
で
見

て
く
れ
、
と
原
稿
を
示
さ
れ
た
。
何
の
風
の
吹
き
ま
わ
し
で
め
っ
た
に
書

か
れ
ぬ
原
稿
を
記
さ
れ
た
ん
だ
ろ
う
、
と
ふ
し
ぎ
に
も
思
え
た
。
こ
の
文

は
会
報
『
山
』
三
二
六
号
に
「
立
山
黒
部
ア
ル
・
ヘ
ン
ル
ー
ト
」
と
し
て
発

表
さ
れ
た
彼
の
数
す
ぐ
な
い
活
字
す
が
た
で
あ
る
。

こ
ん
ど
の
最
後
の
旅
と
も
な
っ
た
西
ド
イ
ツ
行
は
「
第
五
回
世
界
ベ
テ

ラ
ン
マ
ラ
ソ
ン
選
手
権
大
会
」
六
十
歳
ク
ラ
ス
へ
の
出
場
の
た
め
で
、
会

場
が
西
ド
イ
ツ
の
ベ
ン
ス
ベ
ル
グ
市
、
参
加
二
十
二
カ
国
、
四
百
四
十
七

名
の
一
人
と
し
て
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
去
る
七
月
二
十
四
日
、
山
中
湖

の
マ
ラ
ソ
ン
合
宿
を
終
え
ら
れ
て
か
ら
、
小
生
の
つ
と
め
先
の
役
所
へ
出

発
の
し
ら
せ
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
空
港
に
て
、
と
い
う
お
便
り
、
「
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ

経
由
．
・
ヘ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
よ
り
八
月
二
十
一
日
午
後
二
時
ロ
ン
ド
ン
に
着

略
歴

明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
三
）
十
二
月
十
三
日
千
葉
県
成
田
市
に
生
れ
る
。

昭
和
三
年
三
月
明
治
大
学
法
学
部
卒
業
。

昭
和
四
年
不
動
貯
蓄
銀
行
勤
務
。

昭
和
二
十
四
年
協
和
銀
行
（
支
店
長
代
理
）
。

昭
和
三
十
三
年
同
銀
行
（
調
査
役
）
定
年
退
職
。

昭
和
三
十
四
年
皐
月
鋳
造
株
式
会
社
（
経
理
課
長
）
勤
務
。

昭
和
三
十
六
年
同
社
退
職
。

昭
和
三
十
八
年
株
式
会
社
東
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
ピ
ュ
ロ
ー
東
京
営
業
所
（
所
長
）
。

昭
和
四
十
年
同
社
退
職
。

主
な
登
山
歴

昭
和
元
年
谷
川
岳
に
入
り
始
め
る
。

昭
和
二
年
樺
太
高
原
。

昭
和
五
年
北
ア
ル
プ
ス
、
東
京
付
近
に
登
山
を
か
さ
ね
る
。

昭
和
十
五
年
十
二
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
一
八
六
四
、
紹
介
者
・
吉
沢

一
郎
、
小
野
幸
）
。

昭
和
二
十
一
年
よ
り
再
び
登
山
を
つ
づ
け
る
。

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
十
月
二
十
七
日
逝
去
。

（
小
野
幸
）

き
、
夕
方
よ
り
マ
ラ
ソ
ン
の
練
習
を
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
に
て
」
を
い
た
だ
い

た
の
に
、
い
ま
は
も
う
、
小
生
を
や
さ
し
く
お
導
き
く
だ
さ
れ
た
諸
岡
先

輩
は
お
ら
れ
な
い
。
（
四
七
・
二
・
三
）
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そ
の
若
き
日
。

マ
ウ
ン
ト
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
の
頂
上
の
眺
め
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
霧

の
海
だ
。
晴
れ
て
い
た
ら
僕
が
最
初
に
画
い
た
サ
ー
ザ
ン
フ
ォ
ー
ッ
も
三

十
哩
の
彼
方
に
見
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
…
…

と
綴
っ
た
三
井
松
男
氏
が
逝
か
れ
た
こ
と
は
、
元
山
梨
県
山
岳
連
盟
会

長
、
南
嶺
会
会
長
、
慶
応
大
学
山
岳
部
員
、
現
日
本
山
岳
会
山
梨
支
部
長

で
あ
り
、
ま
た
県
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会
副
会
長
、
県
キ
ャ
ン
プ
指
導
者

協
議
会
会
長
、
県
自
然
環
境
保
全
審
議
会
委
員
、
そ
し
て
鶴
城
山
岳
会
会

長
で
も
あ
っ
た
経
歴
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
幅
広
い
活
動
家
だ
っ
た
だ
け

に
、
山
梨
県
の
山
岳
界
に
と
っ
て
の
反
響
も
さ
り
な
が
ら
、
東
都
の
岳
友

の
驚
き
が
日
を
へ
て
こ
だ
ま
さ
れ
ま
す
。

樹
氷
に
吹
雪
く
昭
和
五
年
正
月
の
夜
叉
神
峠
の
山
頂
で
、
三
井
松
男
兄

と
は
じ
め
て
会
い
ま
し
た
。
冬
の
鳳
凰
山
に
初
登
頂
し
た
三
井
さ
ん
た
ち

甲
斐
山
岳
会
の
グ
ル
ー
プ
は
芦
安
ガ
イ
ド
の
名
取
治
太
郎
、
名
取
久
平
を

悼
つ
れ
た
慶
応
の
重
装
主
義
、
私
た
ち
南
嶺
会
の
ス
キ
ー
登
山
隊
は
早
大
山

岳
部
の
小
林
高
幸
さ
ん
の
監
督
の
も
と
、
軽
装
主
義
の
信
奉
を
感
受
し
ま

目・
一
卜
し
た
。

三
井
松
男
氏
（
一
九
○
九
’
一
九
七
二
）

旧
制
の
甲
府
中
学
時
代
は
庭
球
部
で
活
躍
さ
れ
、
慶
応
大
学
に
入
学
さ

れ
て
浅
間
山
に
登
り
山
に
魅
せ
ら
れ
て
山
岳
部
に
入
部
、
穂
高
連
峰
に
ク

ラ
イ
ム
さ
れ
て
お
る
と
聞
き
お
よ
ん
で
お
っ
た
の
で
、
寒
気
の
な
か
で
感

激
し
、
温
和
な
人
柄
の
奥
底
に
山
に
対
す
る
激
し
い
気
慨
も
受
け
ま
し

た
。

そ
の
直
後
、
山
ふ
と
こ
ろ
深
か
っ
た
白
峰
北
岳
の
草
す
蕊
へ
り
に
慶
大
山

岳
部
員
野
村
実
氏
の
雪
崩
に
よ
る
遭
難
が
あ
り
、
甲
斐
山
岳
会
の
野
々
垣

邦
富
、
大
沢
伊
三
郎
氏
ら
と
と
も
に
救
助
に
お
も
む
か
れ
、
救
援
隊
に
私

が
お
貸
し
し
た
プ
リ
マ
の
ツ
ァ
ッ
ケ
が
、
そ
の
後
の
冬
山
で
は
使
用
に
耐

え
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
推
察
し
て
も
、
随
分
ご
尽
力
な
さ
っ
た
よ
う
で

す
。

し
ば
ら
く
し
て
小
林
高
幸
さ
ん
を
失
な
っ
た
南
嶺
会
で
は
、
岩
登
り
や

積
雪
期
の
登
山
に
良
き
リ
ー
ダ
ー
を
求
め
て
、
慶
応
の
三
井
松
男
、
早
稲

田
の
今
井
友
之
助
両
先
輩
に
入
会
の
懇
請
を
思
い
ま
し
た
。
三
井
さ
ん
は

昭
和
七
年
八
月
に
カ
ナ
ダ
の
セ
ル
カ
ー
ク
山
脈
の
ア
フ
ト
ン
や
タ
ッ
パ
ー

と
ロ
ジ
ャ
ー
ス
に
登
ら
れ
、
昭
和
八
年
三
月
に
慶
応
大
学
経
済
学
部
を
卒

業
、
南
嶺
会
に
入
会
さ
れ
、
昭
和
九
年
に
麻
布
歩
兵
第
三
連
隊
で
一
年
志

願
兵
を
お
え
て
、
祖
父
の
代
か
ら
の
畳
表
卸
商
を
継
承
さ
れ
ま
し
た
。

三
井
さ
ん
と
の
初
め
て
の
山
行
は
一
月
の
八
ヶ
岳
の
主
峰
赤
岳
で
し

た
。
そ
し
て
穂
高
の
峰
々
に
ザ
イ
ル
を
結
び
あ
い
、
慶
応
時
代
の
よ
き
パ

ー
ト
ナ
ー
と
い
わ
れ
た
谷
口
現
吉
氏
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
上
高
地
の
常
さ

ん
の
小
屋
で
、
当
時
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
タ
イ
ル
か
ら
ニ
ッ
カ
ー
、
く
し
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Ｉ
に
洗
脳
さ
れ
ま
し
た
。

穂
高
の
洞
沢
の
岩
小
屋
生
活
で
は
、
こ
の
谷
に
逝
っ
た
大
島
亮
吉
氏
に

つ
い
て
語
ら
れ
、
春
の
白
峰
行
で
の
ビ
バ
ー
ク
で
教
え
ら
れ
た
多
く
の
山

の
歌
は
、
い
ま
も
南
嶺
会
や
鶴
城
山
岳
会
の
人
た
ち
に
唄
い
つ
づ
け
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

ひ
と
と
き
関
東
ガ
ス
前
橋
支
店
と
甲
府
の
有
信
銀
行
に
勤
務
さ
れ
ま
し

た
が
、
や
が
て
支
那
事
変
の
拡
大
で
南
支
派
遣
軍
の
主
計
将
校
と
し
て
軍

務
に
つ
か
れ
て
広
東
黄
哺
の
軍
需
廠
か
ら
便
り
を
い
た
だ
き
、
一
時
除
隊

な
さ
れ
た
と
き
に
は
進
ん
で
翼
賛
壮
年
団
県
本
部
に
入
ら
れ
て
銃
後
の
食

糧
増
産
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
会
員
多
数
も
順
次
送
別
山

行
を
う
け
て
戦
野
に
向
い
、
そ
の
間
に
甲
府
の
留
守
宅
は
み
な
空
襲
で
焼

か
れ
ま
し
た
が
全
員
無
事
に
復
員
し
、
三
井
大
尉
の
終
戦
は
八
丈
島
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

戦
後
の
再
建
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
人
の
世
の
い
と
な
み
に
労
苦
を
重
ね

ま
し
た
が
、
一
応
の
生
活
の
基
礎
を
き
ず
く
と
根
が
み
な
山
好
き
、
大
沢

伊
三
郎
会
長
の
も
と
に
南
嶺
会
員
は
集
り
、
す
で
に
昭
和
初
期
か
ら
日
本

山
岳
会
員
だ
っ
た
大
沢
さ
ん
と
私
が
三
井
さ
ん
を
は
じ
め
同
志
の
Ｊ
Ａ
Ｃ

入
会
を
斡
旋
し
、
県
岳
界
も
大
正
末
期
に
日
本
山
岳
会
の
指
導
で
発
足
し

た
甲
斐
山
岳
会
は
、
戦
時
下
挙
国
総
力
戦
の
要
請
に
よ
っ
て
発
展
的
に
解

消
し
て
山
梨
県
登
山
連
盟
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
第
一
回
の
県
体
育

祭
登
山
部
門
が
帯
那
山
に
催
さ
れ
た
の
を
機
会
に
山
梨
県
山
岳
連
盟
に
改

組
さ
れ
て
大
沢
氏
が
会
長
に
推
薦
さ
れ
、
南
嶺
会
の
ス
キ
ー
合
宿
も
再
開

し
て
神
ノ
田
圃
で
は
兄
の
シ
ュ
テ
ム
ボ
ー
ゲ
ン
が
示
さ
れ
、
旧
鹿
沢
、
熊

ノ
湯
、
発
哺
と
つ
づ
き
ま
し
た
。

と
き
を
経
て
第
四
回
国
民
体
育
大
会
山
岳
部
門
を
十
一
月
の
富
士
山
を

主
会
場
に
、
甲
斐
駒
を
副
会
場
と
し
て
催
し
た
県
岳
連
は
、
こ
の
と
き
日

本
山
岳
会
山
梨
支
部
を
つ
く
り
連
盟
会
長
が
支
部
長
を
兼
任
し
、
三
井
さ

ん
は
南
嶺
会
会
長
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
に
県
岳
連
会
長
兼
支
部
長
に
三
井
さ
ん
が
就
任
し
、
県

岳
連
副
会
長
と
支
部
常
務
委
員
だ
っ
た
私
に
南
嶺
会
会
長
が
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
さ
れ
、
あ
い
協
力
し
て
組
織
の
強
化
と
後
進
の
育
成
に
努
力
し
ま
し

た
。

山
梨
大
学
山
岳
会
と
鶴
城
山
岳
会
が
岳
連
に
加
盟
し
、
梨
大
に
は
私

が
、
鶴
城
に
は
三
井
さ
ん
が
顧
問
に
な
り
、
後
に
甲
府
二
局
Ｏ
Ｂ
の
立
場

か
ら
鶴
城
の
会
長
を
お
受
け
に
な
ら
れ
、
愛
媛
県
の
石
鎚
山
国
体
に
は
県

選
手
団
を
統
率
し
、
よ
く
入
笠
山
ハ
イ
ク
や
霧
ヶ
峰
ス
キ
ー
に
は
雪
稜
ク

ラ
ブ
に
同
行
さ
れ
、
ヒ
ュ
ッ
テ
・
ジ
ャ
ヴ
ェ
ル
に
高
松
宮
殿
下
の
お
立
寄

り
を
願
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
、
私
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
南
ア
ル
プ
ス
』

を
執
筆
し
、
梨
大
も
厳
冬
期
の
南
ア
ル
プ
ス
全
山
縦
走
を
完
遂
し
、
冬
富

士
を
は
じ
め
幾
多
の
遭
難
者
救
援
に
、
私
は
現
地
に
三
井
さ
ん
が
後
方
を

指
揮
さ
れ
て
、
恒
例
の
県
体
育
祭
の
金
峰
山
、
鳳
凰
山
、
八
ヶ
岳
、
甲
斐

駒
の
集
中
登
山
に
は
、
私
が
特
殊
コ
ー
ス
を
、
三
井
さ
ん
は
本
部
コ
ー
ス

を
歩
ゆ
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
二
年
に
私
が
県
岳
連
会
長
を
引
継
ぎ
ま
し
た
が
、
支
部
長
は
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追 悼

三
井
さ
ん
に
留
任
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
ろ
の
岳
界
は

団
体
組
織
の
全
日
本
山
岳
連
盟
と
、
個
人
組
織
で
伝
統
を
重
ん
じ
た
日
本

山
岳
会
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
対
立
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
が
、
山
梨
県
で

は
金
峰
山
麓
金
山
平
の
「
秩
父
の
父
」
木
暮
理
太
郎
翁
碑
の
移
築
に
県
岳

連
と
支
部
が
協
力
し
、
第
一
回
の
木
暮
祭
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
と
き
の
三

井
さ
ん
の
労
は
多
大
な
も
の
で
、
ひ
き
つ
づ
き
木
暮
碑
委
員
と
し
て
努
力

さ
れ
ま
し
た
・
そ
れ
か
ら
三
井
さ
ん
は
県
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会
に
情
熱

を
燃
や
さ
れ
て
、
甲
府
市
北
郊
の
大
正
池
の
池
畔
に
立
派
な
甲
府
ユ
ー
ス

ホ
ス
テ
ル
が
建
設
さ
れ
る
基
盤
を
つ
く
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
文
部
大
臣

表
彰
の
栄
誉
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
昭
和
四
十
年
に
第
一
次
県
岳
連
の
台
湾
山
行
を
お
え
、
中
央
に
は

統
合
団
体
と
し
て
日
本
山
岳
協
会
が
発
足
し
た
の
を
契
機
に
、
県
岳
連
会

長
を
三
井
さ
ん
と
も
旧
知
の
古
屋
五
郎
氏
に
託
し
て
退
き
ま
し
た
が
、
三

井
支
部
長
は
岳
耆
を
集
め
て
お
っ
た
私
に
福
沢
諭
吉
全
集
や
島
崎
藤
村
の

著
作
集
を
示
め
し
て
、
福
田
恒
存
氏
の
著
書
を
推
奨
し
、
鶴
城
山
岳
会
長

と
し
て
君
島
久
登
君
を
モ
ン
ブ
ラ
ン
に
失
な
っ
て
、
そ
の
死
を
悼
ん
だ

『
白
嶺
に
生
き
る
』
の
編
集
後
記
に
謙
虚
に
心
情
を
綴
り
、
し
ば
ら
く
小

さ
な
峠
歩
き
や
川
釣
り
に
親
し
ま
れ
て
か
ら
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
チ
ョ
ン
ラ
・

ピ
ー
ク
の
計
画
を
樹
て
ら
れ
て
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ク
ラ
ブ
に
入
会
さ
れ
ま
し

た
が
、
健
康
を
そ
こ
な
わ
れ
て
、
期
待
さ
れ
た
県
自
然
環
境
保
全
審
議
会

の
委
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
昨
夏
再
生
不
良
性
貧
血
症
で
入
院
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
数
の
献
血

者
の
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
氏
の
人
柄
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

昨
秋
、
韓
国
雪
岳
山
へ
の
旅
を
も
っ
た
私
は
、
出
発
前
に
お
目
に
か
か

り
ご
無
沙
汰
を
お
詑
び
し
ま
し
た
が
、
場
数
を
踏
ん
だ
人
ら
し
く
、
人
間

の
個
々
の
振
舞
い
な
ど
は
秋
か
ぜ
の
中
の
一
片
の
木
の
葉
で
し
か
な
い
よ

う
に
首
肯
く
の
み
で
、
旧
臘
の
二
十
九
日
に
急
性
心
不
全
で
逝
去
な
さ
れ

る
と
は
人
生
は
無
情
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

葬
送
の
儀
は
松
の
あ
け
た
九
日
、
奇
し
く
も
氏
の
誕
生
日
に
あ
た
り
、

甲
府
市
城
東
一
丁
目
の
尊
体
寺
で
、
喪
主
は
嗣
子
庸
一
君
、
葬
儀
委
員
長

は
大
沢
伊
三
郎
氏
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
県
体
育
協
会
会
長
の
野
口
二
郎

氏
の
諸
団
体
を
代
表
し
て
の
弔
辞
、
追
慕
の
念
を
こ
め
た
日
本
山
岳
会
の

山
田
二
郎
会
長
代
理
と
三
田
登
高
会
代
表
の
谷
口
現
吉
氏
、
県
岳
連
会
長

の
中
山
四
郎
氏
の
弔
辞
も
お
く
ら
れ
て
、
支
部
長
二
十
年
を
さ
さ
え
た
望

月
雅
朗
、
斉
藤
俊
哉
さ
ん
を
は
じ
め
陸
続
と
参
集
し
た
焼
香
者
で
境
内
は

哀
悼
の
色
が
濃
く
、
と
り
わ
け
組
織
論
で
見
解
が
分
れ
た
山
梨
支
部
を
原

点
に
か
え
そ
う
と
努
め
た
斉
藤
さ
ん
は
、
感
慨
ひ
と
し
お
に
み
う
け
ま
し

た
。

い
ま
改
め
て
慈
信
院
松
誉
光
岳
居
士
の
文
藻
豊
か
な
セ
ル
カ
ー
ク
の
山

旅
を
読
み
つ
づ
け
て
、
辻
々
に
山
の
せ
ま
り
し
甲
府
の
街
に
あ
の
温
容
を

追
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
な
か
ば
蒼
空
に
融
け
こ
み
そ
う
な
薄
白
く
光

っ
た
カ
ス
ケ
ー
ド
の
山
脈
を
望
ん
だ
兄
の
み
霊
は
、
あ
の
世
で
も
ま
た
、

あ
か
る
み
の
な
か
に
は
襖
悩
を
え
が
か
ず
に
、
く
ら
い
柔
か
い
雪
原
に
シ

ュ
プ
ー
ル
を
描
い
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
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明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
年
）
一
月
九
日
山
梨
県
甲
府
市
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
二
年
県
立
甲
府
中
学
卒
業
、
慶
応
義
塾
大
学
予
科
入
学
、
同
山
岳
部
入
部
。

昭
和
五
年
一
月
鳳
凰
山
薬
師
岳
と
観
音
岳
に
登
頂
。

昭
和
七
年
七
月
１
八
月
カ
ナ
ダ
・
セ
ル
ヵ
ー
ク
山
脈
の
ア
ブ
ト
ン
、
タ
ッ
パ
ー
、

ロ
ジ
ャ
ー
ス
に
登
山
。

昭
和
八
年
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
南
嶺
会
に
入
会
。

昭
和
九
年
麻
布
歩
兵
第
三
聯
隊
に
幹
部
侯
補
生
と
し
て
入
隊
。

昭
和
十
二
年
応
召
ゞ
陸
軍
主
計
少
尉
と
し
て
南
支
派
遣
軍
に
て
転
戦
。

私
は
兄
の
あ
と
を
県
自
然
環
境
保
全
審
議
会
委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

が
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
こ
そ
、
私
の
出
版
記

念
会
や
県
政
功
績
者
受
賞
を
心
か
ら
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
故
人
に
も
応
え

る
も
の
で
あ
り
、
日
本
山
岳
会
終
身
会
員
と
し
て
、
南
嶺
会
と
山
梨
大
学

山
岳
会
の
顧
問
と
し
て
、
山
梨
県
山
岳
連
盟
の
人
た
ち
と
も
ど
も
に
、
英

魂
安
ら
け
く
、
遺
児
庸
一
君
に
天
の
ご
加
護
と
、
文
恵
夫
人
に
余
慶
を
と

祈
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。

相
識
り
て
数
を
尽
し
て
登
り
た
る

山
々
変
ら
ね
兄
は
や
逝
き
ぬ

兄
ひ
と
り
楕
火
み
つ
め
て
想
い
を
り

友
み
な
眠
る
岩
小
屋
の
夜
半

も
み
ぢ
燃
え
丘
辺
に
建
て
る
木
暮
碑
に

集
ひ
し
友
の
歌
声
め
ぐ
る

略
歴

昭
和
二
十
年
八
丈
島
に
て
終
戦
復
員
。
陸
軍
主
計
大
尉
。

昭
和
二
十
三
年
二
月
日
本
山
岳
会
に
入
会
（
会
員
番
号
二
八
八
六
）
。

昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
山
岳
連
盟
会
長
兼
日
本
山
岳
会
山
梨
支
部
長
に
就
任
。

昭
和
二
十
九
年
鶴
城
山
岳
会
会
長
。

昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
体
育
功
労
者
受
賞
。

昭
和
三
十
四
年
山
梨
県
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会
副
会
長
。

昭
和
四
十
一
年
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ
に
入
会
。

昭
和
四
十
二
年
文
部
省
体
育
功
労
者
受
賞
。

昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
キ
ャ
ン
プ
指
導
者
協
議
会
会
長
。

昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
自
然
環
境
保
全
審
議
会
委
員
を
委
嘱
さ
る
・

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
年
）
十
二
月
二
十
九
日
再
生
不
良
性
貧
血
症
に
て
逝

去
。
享
年
六
十
三
歳
。

（
百
瀬
舜
太
郎
）

木
津
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
、
も
う
一
年
近
く
経
っ
て
し
ま
っ

た
。
先
日
ご
遺
族
か
ら
一
周
忌
の
ご
案
内
を
載
き
、
改
め
て
ご
冥
福
を
祈

る
の
で
あ
る
。
昭
和
四
十
年
六
月
に
最
初
の
発
病
を
さ
れ
、
八
月
に
腎
臓

の
摘
出
手
術
を
受
け
ら
れ
た
。
そ
の
直
後
に
病
院
へ
お
見
舞
し
た
ら
意
外

に
お
元
気
で
、
経
過
も
よ
く
年
末
に
は
退
院
さ
れ
て
、
昭
和
四
十
六
年
は

正
月
か
ら
仕
事
に
も
復
帰
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
そ
の
年
の
十
月
に
再

木
津
誠
一
氏
（
一
九
○
五
’
一
九
七
二
）
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ぴ
入
院
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
驚
い
て
再
び
お
見
舞
に
駆
け
付
け

た
が
、
今
度
は
腰
が
痛
い
と
い
っ
て
ベ
ッ
ド
に
伏
し
て
居
ら
れ
た
。
こ
れ

は
容
易
な
ら
ざ
る
事
態
の
よ
う
に
私
に
は
感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
ん

な
に
早
く
突
然
に
他
界
さ
れ
よ
う
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

年
が
明
け
て
春
ま
だ
早
い
三
月
二
十
三
日
、
計
報
に
接
し
傍
然
と
し
た
の

で
あ
っ
た
。

木
津
さ
ん
と
私
と
の
出
会
い
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
敗
戦
の
荒
廃
の
中

に
日
本
山
岳
会
富
山
支
部
を
設
立
し
た
時
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
の
六

月
二
十
五
日
に
県
岳
連
が
発
足
し
、
そ
の
副
会
長
を
引
受
け
て
戴
い
た
。

昭
和
三
十
二
年
か
ら
三
十
五
年
ま
で
の
三
年
間
は
富
山
支
部
長
を
お
願
い

し
た
。
今
、
私
の
脳
裡
に
は
二
十
五
年
間
の
想
い
出
が
走
馬
燈
の
よ
う
に

か
け
回
る
の
で
あ
る
。
槙
さ
ん
に
来
て
も
ら
っ
て
共
に
登
っ
た
牛
岳
の
頂

上
で
、
あ
の
巨
体
を
汗
び
っ
し
ょ
り
に
し
て
槍
を
眺
め
て
居
ら
れ
た
姿
。

僧
ヶ
岳
の
別
又
谷
の
急
坂
を
一
歩
一
歩
と
足
を
運
ん
で
居
ら
れ
る
姿
。
越

道
か
ら
黒
薙
へ
の
北
又
谷
沿
い
の
林
間
の
踏
跡
を
、
、
ハ
ラ
ン
ス
を
取
り
な

が
ら
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
と
掛
声
を
出
し
て
降
り
て
来
ら
れ
る
姿
。
東

蔵
で
も
五
ヶ
山
で
も
小
学
校
の
講
堂
を
借
り
て
、
板
の
間
に
シ
ュ
ラ
フ
ザ

ッ
ク
を
敷
い
て
ご
ろ
寝
し
た
。
こ
ん
な
時
、
い
つ
も
木
津
さ
ん
の
リ
ュ
ッ

ク
か
ら
は
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
角
瓶
と
、
奥
様
が
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
イ
ナ
ダ

卓１
の
美
味
な
削
身
が
大
量
に
出
て
く
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
私
達
を
楽
し

ま
せ
て
や
ろ
う
と
い
う
親
心
で
あ
っ
た
。
秋
の
美
松
坂
で
モ
タ
セ
を
取
っ

目、
入
て
来
て
、
汁
に
し
て
共
に
楽
し
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
昭
和
三
十
三
年
の
富
山
国
体
の
時
で
あ
ろ
う
。
代

表
者
会
議
の
紛
糾
し
た
席
で
微
動
だ
に
さ
れ
な
か
っ
た
あ
の
貫
録
は
、
私

達
の
後
楯
と
し
て
頼
も
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。
準
備
と
実
施
に
共
に
苦
労

を
重
ね
て
戴
い
た
の
も
昨
日
の
事
の
よ
う
で
あ
る
。
弥
陀
ヶ
原
ホ
テ
ル
の

本
部
に
陣
取
っ
て
、
運
営
の
総
指
揮
を
取
っ
て
居
ら
れ
る
間
に
も
、
学
生

時
代
の
早
稲
田
山
岳
部
の
針
ノ
木
遭
難
救
助
の
体
験
談
等
も
聞
か
せ
て
も

ら
っ
た
。

昭
和
三
十
九
年
に
富
山
岳
連
が
後
援
し
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
を
出
そ

う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
木
津
会
長
を
中
心
と
し
た
委
員
会
を
結
成
し

て
ス
ポ
ン
サ
ー
の
協
力
を
取
り
つ
け
、
準
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
た
。
と

こ
ろ
が
突
然
ネ
パ
ー
ル
の
政
情
か
ら
登
山
禁
止
令
が
出
て
し
ま
っ
た
。
隊

員
達
は
観
光
ビ
ザ
で
で
も
渡
航
し
よ
う
と
言
う
が
、
公
的
責
任
は
国
際
問

題
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
こ
の
問
題
で
県
山
岳
界
は
大
騒
動

に
な
っ
た
。
し
か
し
木
津
さ
ん
は
断
乎
と
し
て
取
止
め
を
決
断
さ
れ
た
。

私
は
こ
の
時
ほ
ど
責
任
者
と
し
て
の
重
み
を
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

こ
の
一
件
は
後
に
昭
和
四
十
四
年
に
な
っ
て
、
ネ
パ
ー
ル
の
登
山
解
禁
と

同
時
に
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
、
グ
ル
ジ
ヤ
・
ヒ
マ
ー
ル
の
初
登
頂
に
成

功
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

木
津
さ
ん
は
本
当
に
円
満
な
人
格
者
だ
っ
た
。
そ
し
て
純
粋
に
山
を
愛

し
、
山
を
志
す
若
者
を
愛
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
包
容
力
を
そ
な
え
ら
れ

た
大
物
は
、
富
山
県
の
今
後
に
も
簡
単
に
は
出
現
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
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明
治
三
十
八
年
二
九
○
五
）
七
月
三
日
高
岡
市
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
三
年
四
月
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
電
気
工
学
科
入
学
。
山
岳
部
入
部
。

昭
和
六
年
三
月
早
稲
田
大
学
卒
業
。

昭
和
六
年
七
月
日
本
電
力
（
株
）
入
社
。

昭
和
十
六
年
四
月
国
産
軽
銀
工
業
（
株
〕

昭
和
十
七
年
九
月
北
陸
配
電
（
株
）
入
軋

昭
和
十
九
年
四
月
北
陸
軽
金
属
（
株
）
踵

国
産
軽
銀
工
業
（
株
）

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
六
月
日
本
山
岳
会
入
会
。
会
員
番
号
二
九
五
二
番
。

同
月
富
山
県
山
岳
連
盟
副
会
長
。

昭
和
二
十
四
年
五
月
北
陸
銀
行
取
締
役
。

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
高
岡
製
氷
取
締
役
。

昭
和
二
十
六
年
一
月
高
岡
魚
市
場
取
締
役
。

昭
和
二
十
六
年
五
月
富
山
県
人
事
委
員
会
委
員
。

昭
和
二
十
九
年
五
月
富
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長
。

昭
和
二
十
九
年
十
二
月
伏
木
海
陸
運
送
監
査
役
。

昭
和
三
十
二
年
四
月
日
本
山
岳
会
富
山
支
部
長
。

昭
和
三
十
三
年
四
月
富
山
県
山
岳
連
盟
会
長
兼
務
。

昭
和
三
十
五
年
三
月
日
本
山
岳
会
富
山
支
部
長
辞
任
。
但
し
連
盟
会
長
は
四
十
七

年
三
月
死
去
ま
で
続
け
る
。

昭
和
三
十
九
年
六
月
富
山
県
公
安
委
員
、
同
四
十
一
年
六
月
同
委
員
長
。

昭
和
四
十
年
五
月
高
岡
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ル
社
長
就
任
。

昭
和
四
十
年
十
月
富
山
県
山
岳
遭
難
防
止
対
策
審
議
会
有
長
。

昭
和
四
十
一
年
十
月
富
山
県
観
光
事
業
審
議
会
委
員
。

就
任
。

略
歴

入
社
。

北
陸
配
電
（
株
）
入
社
。

北
陸
軽
金
属
（
株
）
取
締
役
、

同
二
十
二
年
四
月
同
社
々
長
に

昭
和
四
十
二
年
四
月
富
山
県
自
然
保
護
協
会
副
会
長
。

昭
和
四
十
四
年
一
月
富
山
県
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
々
長
。

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
三
月
二
十
三
日
死
去
。

岡
村
精
一
氏
が
亡
く
な
ら
た
。
岡
村
氏
と
い
え
ば
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ

ェ
ス
ト
ン
師
の
名
著
『
日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
と
探
検
』
、
『
極
東
の
遊
歩

場
』
の
訳
者
と
し
て
、
本
会
々
員
で
あ
る
な
ら
ば
、
知
ら
な
い
人
は
あ
る

ま
い
。ウ

ェ
ス
ト
ン
師
の
『
日
本
ア
ル
プ
ス
』
を
岡
村
氏
が
訳
出
さ
れ
た
の

は
、
昭
和
八
年
十
二
月
で
、
発
行
所
は
梓
書
房
で
あ
っ
た
。
こ
の
訳
書
の

「
訳
者
の
言
葉
」
の
中
で
、
岡
村
氏
は
、
ご
自
身
の
登
山
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
昭
和
二
十
八
年
創
元
社
よ
り

出
さ
れ
た
『
日
本
ア
ル
プ
ス
』
や
、
昭
和
三
十
八
年
角
川
書
店
よ
り
出
さ

れ
た
「
角
川
文
庫
」
本
に
も
載
っ
て
い
な
い
の
で
、
少
し
長
く
な
る
が
、

そ
の
大
要
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

『
私
は
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
山
を
愛
し
た
。
そ
し
て
愛
山
心
は
、
私
の
成
長

と
共
に
の
び
て
い
っ
た
。
勇
敢
に
山
を
征
服
し
た
い
心
に
駆
ら
れ
て
の

岡
村
精
一
氏
（
一
九
○
○
’
一
九
七
三
）

（
若
林
啓
之
助
）
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少
年
時
代
の
初
山
行
き
。
人
生
の
苦
悶
の
象
徴
を
お
ぼ
ろ
気
に
認
め
は
じ

め
、
こ
の
世
の
し
ば
し
の
憩
い
を
山
に
求
め
た
二
十
歳
前
後
、
社
会
の
煩

雑
と
都
の
喧
騒
を
逃
れ
て
、
真
の
自
我
に
徹
し
、
触
れ
た
い
望
み
で
企
て

た
そ
の
後
の
山
旅
、
か
く
て
私
の
成
長
と
共
に
登
山
の
味
得
も
推
移
し

た
。

し
か
し
、
私
は
思
い
立
っ
た
時
、
自
由
に
登
山
で
き
る
生
活
に
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
日
常
生
活
の
単
調
と
平
俗
を
超
え
た
彼
方
の
山
に
入
り
た

く
も
入
れ
な
い
時
に
は
、
よ
く
山
岳
の
文
学
、
登
高
の
記
録
を
読
み
耽
っ

た
。
小
島
烏
水
の
『
日
本
ア
ル
プ
ス
』
、
高
頭
氏
の
『
日
本
山
嶽
志
』
は

す
で
に
少
年
時
代
に
愛
読
し
た
。
そ
の
後
多
く
著
さ
れ
た
諸
先
輩
の
書
物

も
ど
ん
な
に
興
味
深
く
読
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」

こ
う
し
て
岡
村
氏
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
の
著
書
と
接
す
る
こ
と
に
な
る

の
だ
が
、
氏
が
ど
の
よ
う
な
山
に
登
ら
れ
て
い
た
か
は
お
話
を
う
か
が
っ

た
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
『
山
岳
』
や
会
報
に
も
全
く
出
て
い
な
い
。
し
か

し
岡
村
氏
は
、
あ
の
難
解
な
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
の
著
作
を
よ
く
日
本
語
に
訳

さ
れ
、
師
の
存
在
を
、
よ
り
一
層
わ
れ
わ
れ
に
密
着
さ
れ
た
功
績
は
、
長

く
記
憶
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
小
生
も
後
年
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
の
『
日
本
ア

ル
プ
ス
』
を
訳
出
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
古
い
日
本
の
地
名
や
、
人
名
な

ど
に
つ
い
て
、
岡
村
氏
が
ど
れ
ほ
ど
ご
苦
心
を
は
ら
わ
れ
た
か
、
身
に
泌

悼
み
て
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

東
京
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
合
に
は
あ
ま
り
お
見
え
に
な
ら
な
か
っ
た

畠、
Ｊ
よ
う
だ
が
、
毎
年
六
月
の
上
高
地
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
に
は
欠
か
さ
ず
出
席

さ
れ
、
若
い
参
会
者
た
ち
に
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
に
つ
い
て
蘓
蓄
を
傾
け
ら

れ
て
い
た
。
雨
に
煙
る
新
録
の
上
高
地
の
小
道
を
元
気
に
歩
い
て
お
ら
れ

た
姿
が
、
い
ま
懐
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

ま
た
懸
案
で
あ
っ
た
「
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
の
歌
」
も
ご
自
身
で
作
詞
さ

れ
、
今
年
（
昭
和
四
十
八
年
）
の
第
二
十
七
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
に
辻
荘
一

氏
の
作
曲
で
披
露
さ
れ
た
が
、
氏
は
こ
の
歌
を
上
高
地
で
聞
か
れ
る
こ
と

な
く
、
そ
の
前
日
逝
去
さ
れ
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

略
歴

明
治
三
十
三
年
（
一
九
○
○
年
）
四
月
五
日
滋
賀
県
五
箇
荘
村
に
生
ま
れ
る
。
芝

中
、
青
山
学
院
英
文
科
を
経
て
、
大
正
十
四
年
三
月
聯
東
大
文
学
部
社
会
学
科
卒
。

昭
和
八
年
四
月
東
大
文
学
部
大
学
院
入
学
。

昭
和
八
年
十
二
月
ウ
ェ
ス
ト
ン
著
『
日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
と
探
検
』
を
訳
出
、

梓
書
房
よ
り
発
行
。

昭
和
十
年
四
月
東
大
文
学
部
大
学
院
修
了
。

昭
和
二
十
四
年
三
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
三
五
三
四
）
。

昭
和
三
十
三
年
東
京
農
工
大
学
教
授
。

昭
和
四
十
五
年
一
月
ウ
ェ
ス
ト
ン
著
『
極
東
の
遊
歩
場
』
を
訳
出
、
山
と
溪
谷
社

よ
り
発
行
。

昭
和
四
十
八
年
六
月
二
日
胃
ガ
ン
の
た
め
立
川
病
院
で
死
去
◇

正
五
位
勲
四
等
、
旭
日
小
綬
章
授
与
。

主
要
著
書
に
『
社
会
学
ｌ
社
会
構
成
論
』
、
『
社
会
と
教
育
の
諸
問
題
』
な
ど
が
あ

る
。

（
山
崎
安
治
）
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井
本
貴
子
さ
ん
、
一
九
七
二
年
二
月
入
会
、
紹
介
者
は
宮
下
秀
樹
さ
ん

と
私
、
会
員
番
号
七
三
三
○
番
。
婦
人
懇
談
会
の
一
員
と
し
て
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
か
ら
帰
っ
た
ら
大
い
に
働
い
て
も
ら
お
う
と
期
待
し
て
送
り
出
し
た
矢

先
、
遠
い
異
郷
の
山
で
、
遥
か
な
る
世
界
へ
と
旅
だ
っ
た
ま
ま
、
帰
ら
ぬ

人
と
な
り
ま
し
た
。

井
本
さ
ん
は
上
智
大
学
で
山
岳
部
に
入
り
、
山
へ
の
生
活
が
始
ま
り
ま

し
た
。
私
が
知
り
合
っ
た
の
は
一
九
六
九
年
で
、
日
本
の
山
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
山
々
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
四
年
間
、
山
を
通
し

て
、
よ
き
友
よ
き
先
輩
に
め
ぐ
り
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
間
Ｊ
Ａ
Ｃ
学

生
部
の
書
記
と
し
て
も
活
躍
し
、
向
井
ピ
ル
の
ル
ー
ム
に
は
よ
く
顔
を
出

し
て
い
て
、
図
書
室
で
熱
心
に
本
を
読
ん
で
い
た
姿
を
、
想
い
出
し
て
下

さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

大
学
卒
業
、
就
職
も
決
ま
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
夢
が
ふ
く
れ
あ
が
り
、

友
人
と
二
人
で
ネ
パ
ー
ル
、
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
ヘ
と
三
月
出
発
し
ま

し
た
。
友
人
の
病
気
に
よ
り
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
途
中
で
カ
ト
マ
ン
ズ
に
も

ど
り
、
「
行
く
前
か
ら
チ
ョ
ッ
ト
話
の
あ
っ
た
ロ
①
○
日
弓
冨
へ
の
登
山

に
本
格
的
に
と
り
く
も
う
か
と
…
…
思
っ
て
お
り
ま
す
。
」
と
の
便
り
を

井
本
貴
子
氏
（
一
九
四
九
’
一
九
七
二
）

受
け
と
っ
た
頃
は
、
イ
ン
ド
へ
と
観
光
旅
行
に
行
き
、
私
達
の
一
九
六
八

年
の
日
印
合
同
婦
人
隊
の
仲
間
の
家
を
訪
問
し
て
、
イ
ン
ド
生
活
を
楽
し

ん
で
い
た
よ
う
で
し
た
。
イ
ン
ド
か
ら
の
便
り
に
は
「
た
だ
日
本
の
春
を

と
び
こ
え
て
一
気
に
夏
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
毎
日
非
常
に
疲
れ
を

感
じ
ま
す
が
、
こ
れ
を
の
が
す
と
。
：
…
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
」

こ
の
様
な
な
か
で
彼
女
は
、
ネ
パ
ー
ル
で
知
り
合
っ
た
日
本
の
青
年
達

と
パ
ー
テ
ィ
ー
を
組
み
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
よ
り
デ
オ
・
テ
ィ
バ
峰
の
登
山
許
可
を

も
ら
い
計
画
を
す
す
め
て
行
き
ま
し
た
。

遠
く
は
な
れ
て
い
る
日
本
で
受
け
と
る
手
紙
よ
り
も
早
い
速
度
で
彼
女

は
行
動
し
、
突
然
、
外
電
に
よ
り
五
月
十
六
日
の
急
逝
を
知
っ
た
の
は
、

数
日
お
く
れ
て
か
ら
で
し
た
。
原
因
は
高
山
病
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

突
然
の
病
没
は
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。
彼
女
の
山
登
り

に
対
し
て
批
判
も
で
き
ま
す
が
、
現
実
に
彼
女
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し

た
。

彼
女
の
イ
ン
ド
旅
行
の
報
告
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
だ
け
に
、
永
遠

の
別
れ
は
残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。
私
の
悲
し
み
以
上
に
重
い
荷
を
背
お

っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
あ
ゆ
ま
れ
る
ご
両
親
の
こ
と
を
思
う
と
き
、

な
ぐ
さ
め
の
言
葉
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

こ
の
拙
い
追
悼
に
よ
っ
て
、
井
本
貴
子
さ
ん
と
い
う
、
笑
顔
の
う
つ
く

し
い
会
員
を
想
い
出
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
ま
た
私
を
含
め
て
山
に
向
う

若
い
人
々
に
こ
の
よ
う
な
、
は
か
な
い
逝
き
方
を
決
し
て
し
な
い
よ
う
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

(164）



、凸

入巳 |卓

か
Ｌ
と

垣
内
政
彦
氏
の
死
去
を
新
聞
協
会
報
（
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
六
日
号
）
で

知
っ
た
。
そ
の
す
ぐ
前
、
浜
野
正
男
氏
が
自
費
出
版
さ
れ
た
『
ソ
ロ
モ
ン

の
人
形
』
を
垣
内
氏
の
も
と
に
届
け
に
行
か
れ
た
と
き
、
す
で
に
順
天
堂

病
院
に
入
院
さ
れ
、
重
態
だ
と
、
浜
野
さ
ん
は
わ
ざ
わ
ざ
ル
ー
ム
の
掲
示

板
に
は
り
紙
さ
れ
て
い
た
が
、
い
ま
の
会
員
で
恐
ら
く
垣
内
氏
の
お
名
前

こ
の
間
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
じ
め
イ
ン
ド
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
親
切
の

数
々
は
、
悲
し
み
の
中
で
も
一
つ
の
な
ぐ
さ
め
で
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。略

歴

昭
和
二
十
四
年
九
月
十
八
日
誕
生
。

昭
和
四
十
七
年
三
月
上
智
大
学
卒
業
。

昭
和
四
十
七
年
五
月
十
六
日
デ
オ
・
テ
ィ
パ
峰
に
て
急
逝
。

山
歴

昭
和
四
十
三
年
五
月
北
八
ヶ
岳
。

昭
和
四
十
七
年
三
月
’
四
月
ネ
パ
ー
ル
、
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。

昭
和
四
十
七
年
五
月
デ
オ
・
テ
ィ
バ
峰
。

（
須
田
紀
子
）

垣
内
政
彦
氏
（
一
九
一
八
’
一
九
七
三
）

’

’
近
代
登
山
の
先
駆
者
た
ち

［
執
筆
者
］
今
西
錦
司
藤
島
敏
男
三
枝
守
博
織
内
信
彦
山

崎
安
治
三
田
幸
夫
串
田
孫
一
色
川
大
吉
松
永
敏
郎
望

月
達
夫
吉
沢
一
郎
島
田
巽
山
崎
金
次
郎
野
口
末
延
小

島
栄
小
島
隼
太
郎
木
暮
美
枝
子
岡
野
敬
次
郎
近
藤
信
行

神
原
忠
夫
石
川
治
郎
［
資
料
］
小
島
烏
水
「
そ
の
頃
の
思
い

出
」
「
滝
沢
秋
暁
宛
書
簡
抄
」
弓
日
本
と
台
湾
の
登
山
記
』
序
」

木
暮
理
太
郎
「
『
鶏
肋
』
よ
り
」
コ
ノ
倉
懐
古
」
岡
野
金
次

郎
「
日
記
抄
］
（
図
版
八
十
五
点
入
）
定
価
一
○
○
○
円

山
岳
第
四
十
四
年
第
一
喜
小
島
烏
水
記
念
号
［
覆
刻
版
］

［
執
筆
者
］
槇
有
恒
武
田
久
吉
高
野
鷹
蔵
中
村
清
太
郎
岡

野
金
次
郎
東
良
三
河
井
酔
茗
田
部
重
治
藤
懸
静
也
辻

村
太
郎
斎
藤
昌
三
松
方
三
郎
藤
島
敏
男
田
辺
主
計
島

田
巽
（
図
版
四
点
）
定
価
二
○
○
○
円

霧
の
旅
第
十
九
年
第
五
十
四
号
木
暮
先
生
追
悼
君
刻
版
］

木
暮
理
太
郎
遺
稿
「
絶
筆
」
「
信
甲
旅
行
日
記
」
和
歌
（
奥
秩
父

釜
沢
行
・
猩
猩
袴
）
［
執
筆
者
］
鷹
見
安
二
郎
田
部
重
沽
武
田

久
吉
尾
崎
喜
八
荒
井
道
太
郎
村
尾
亨
小
池
新
二
鶴
岡

元
之
助
吹
原
不
二
雄
柴
山
登
茂
次
野
口
末
延
石
川
孟
範

神
谷
恭
河
田
禎
（
写
真
五
点
）
定
価
二
五
○
○
円

送
料
荷
造
料
共
二
○
○
円
御
希
望
の
方
は
実
費

を
そ
え
て
本
会
事
務
局
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い

小
島
烏
水

木
暮
理
太
郎
三
氏
生
誕
百
年
記
念
出
版

岡
野
金
次
郎

’
一
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を
知
っ
て
い
る
方
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
浜
野
さ
ん
が

心
配
さ
れ
、
む
ろ
ん
私
も
驚
ろ
き
、
そ
し
て
そ
の
後
す
ぐ
亡
く
な
ら
れ
る

な
ど
全
く
想
像
も
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

垣
内
氏
の
入
会
は
、
私
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
昭
和
十
五
年
八
月
、
会
員
番

号
一
八
四
一
、
紹
介
者
は
藤
島
敏
男
、
望
月
達
夫
両
氏
で
あ
っ
た
。
私
と

垣
内
氏
と
の
お
つ
き
あ
い
は
、
昭
和
十
五
、
六
年
ご
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
。

当
時
三
大
学
山
岳
部
懇
親
会
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
東
大
、
立
大
、
早
大

の
三
つ
の
山
岳
部
の
リ
ー
ダ
ー
級
の
メ
ン
バ
ー
が
思
い
出
し
た
よ
う
に
集

っ
て
は
、
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
運
動
会
の
よ
う
な
も
の
を
し
た
り
、
全
く

肩
の
こ
ら
な
い
親
睦
会
を
た
び
た
び
開
い
て
い
た
。
会
場
は
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
付
近
の
た
ま
り
場
で
あ
っ
た
。
東
大
の
メ
ン
バ
ー
で
当
時
出
て
い
た

の
は
浪
高
の
佐
谷
健
吉
、
松
高
の
山
崎
次
男
（
故
人
）
．
村
山
雅
美
、
朝
比

奈
菊
雄
、
甲
南
の
伊
藤
文
三
、
そ
れ
に
静
高
の
垣
内
政
彦
、
立
大
は
大
町

の
酒
造
り
薄
井
脩
助
、
金
子
信
恒
（
故
人
）
、
早
大
は
関
根
、
杉
本
、
大
井

（
故
人
）
、
二
宮
（
故
人
）
、
と
い
っ
た
面
々
で
あ
っ
た
。
中
で
異
彩
を
放
っ

て
い
た
の
が
垣
内
政
彦
で
、
ふ
だ
ん
は
お
と
な
し
い
が
、
お
酒
が
は
い
る

と
大
変
に
ぎ
や
か
と
な
り
、
ハ
イ
ド
ン
だ
か
ブ
ラ
ー
ム
ス
だ
か
の
「
大
学

祝
典
序
曲
」
を
も
じ
っ
て
節
を
付
け
た
「
垣
内
節
」
と
い
う
の
を
東
大
の

連
中
は
大
声
を
あ
げ
て
合
唱
し
始
め
る
。
「
垣
内
が
よ
、
垣
内
が
よ
、
大

酒
飲
み
の
垣
内
が
よ
…
：
。
」
と
い
っ
た
文
句
で
あ
っ
た
。

戦
後
彼
は
、
日
本
山
岳
会
の
『
山
』
の
エ
デ
ィ
タ
ー
と
し
て
大
活
躍
し

た
。
終
戦
直
後
数
年
間
は
む
ろ
ん
会
報
編
集
担
当
の
理
事
も
つ
と
め
て
い

る
。
そ
し
て
関
東
学
生
山
岳
連
盟
の
結
成
に
も
縁
の
下
の
働
き
を
し
て
い

る
。
谷
口
現
吉
、
関
根
吉
郎
、
浜
野
正
男
氏
ら
と
力
を
あ
わ
せ
て
、
戦
後

の
日
本
山
岳
会
復
興
の
一
つ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
。
共
同
通
信
社
編

集
局
勤
務
だ
け
に
、
ま
さ
に
そ
の
方
面
の
仕
事
に
は
う
っ
て
つ
け
で
あ
っ

た
。
会
報
を
山
と
い
う
名
称
に
し
て
交
通
公
社
か
ら
一
般
に
売
り
出
し
、
・

さ
ら
に
そ
の
後
、
河
出
書
房
、
明
文
堂
と
発
行
所
は
変
わ
っ
て
も
、
終
始

そ
の
編
集
に
き
わ
め
て
熱
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
松
方
さ
ん
は
共
同
通

信
の
専
務
理
事
、
彼
は
労
組
委
員
の
一
員
と
し
て
松
方
さ
ん
と
組
合
問
題

で
わ
た
り
あ
い
、
話
が
こ
じ
れ
る
と
山
の
話
に
な
っ
て
一
向
ら
ち
が
あ
か

な
か
っ
た
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
交
通
公
社
版
の
『
山
』
は
五

号
ま
で
出
た
が
、
そ
の
内
容
は
い
ま
読
ん
で
も
ま
こ
と
に
充
実
し
て
い
る
。

『
山
』
は
昭
和
二
十
二
年
九
月
の
創
刊
号
か
ら
二
十
五
年
七
月
号
（
一
七

二
号
）
ま
で
編
集
を
し
た
。
そ
の
後
彼
は
仕
事
の
関
係
で
朝
鮮
に
出
か
け

た
り
、
サ
イ
ゴ
ン
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
支
局
長
な
ど
を
長
く
勤
め
た
た
め
、

自
然
会
と
の
関
係
も
薄
く
な
り
、
会
籍
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
最
近

氏
の
後
輩
山
本
良
三
君
を
通
じ
、
し
ば
し
ば
復
活
会
員
の
手
続
を
取
る
よ

う
お
す
す
め
し
て
い
た
矢
先
の
急
逝
だ
け
に
惜
ま
れ
る
。
山
本
君
の
手
を

わ
ず
ら
わ
し
た
故
人
の
略
歴
を
し
る
し
、
ご
冥
福
を
祈
り
た
い
・

略
歴

大
正
七
年
二
月
一
日
三
重
県
一
志
郡
大
井
村
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
十
年
四
月
静
岡
高
等
学
校
入
学
、
山
岳
部
入
部
。

同
年
七
月
北
岳
Ｉ
農
烏
岳
ｌ
滝
沢
下
降
ｌ
東
俣
．
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昭
和
十
三
年
四
月
東
大
文
学
部
社
会
学
科
入
学
。

同
年
七
月
穂
高
洞
沢
生
活
（
静
校
）
滝
谷
第
二
尾
根
な
ど
に
登
る
。

昭
和
十
五
年
八
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
一
八
四
一
番
）
。

昭
和
十
六
年
三
月
東
大
卒
、
四
月
、
同
盟
通
信
社
入
社
編
集
局
東
亜
部
勤
務
。

昭
和
二
十
一
年
’
二
十
二
年
日
本
山
岳
会
幹
事
。

昭
和
二
十
三
年
’
二
十
四
年
日
本
山
岳
会
理
事
。

昭
和
三
十
年
十
月
ｉ
三
十
一
年
九
月
共
同
通
信
サ
イ
ゴ
ン
支
局
長
。

昭
和
三
十
五
年
九
月
’
三
十
八
年
十
二
月
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
局
長
、
整
理
部
長
、

卓
編
集
局
次
長
な
ど
を
へ
て
昭
和
四
十
六
年
シ
ス
テ
ム
計
画
実
施
本
部
副
本
部
長
。

、白

ﾕ巳

昭
和
十
一
年
三
月
伊
那
大
島
Ｉ
大
河
原
Ｉ
小
赤
石
Ｉ
大
島
。

同
年
七
月
千
頭
－
大
無
間
山
－
光
岳
－
イ
ザ
ル
ケ
岳
ｌ
易
老
岳
ｌ
上
河
内
岳
ｌ
聖

岳
ｌ
赤
石
岳
ｌ
荒
川
岳
Ｉ
三
伏
峠
ｌ
塩
見
岳
Ｉ
仙
丈
岳
ｌ
駒
ヶ
岳
ｌ
横
手
ｌ
罪
崎

同
年
八
月
穂
高
個
沢
合
宿
、
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
、
北
穂
、
奥
穂
な
ど
に
登
る
。

同
年
十
一
月
伊
那
大
島
ｌ
三
伏
小
屋
Ｉ
塩
見
岳
－
蠕
輻
岳
’
二
軒
小
屋
Ｉ
新
倉

同
年
十
二
月
関
温
泉
ス
キ
ー
合
宿
乗
鞍
岳
。

同
年
十
二
月
関
温
泉
ス
キ
ー
合
宿
乗
峠

関
温

同
年
十
月

同
年
十
一
月

同
年
十
二
月

同
年
七
月
芦
安
ｌ
杖
立
峠
Ｉ
五
葉
尾
根
１
大
樺
小
屋
－
勺
ハ
ッ
ト
レ
ス
第
二
尾

昭
和
十
二
年
二
月
吉
田
ロ
よ
り
富
士
登
山
。

同
年
七
月
穂
局
洞
沢
生
活
、
前
穗
北
尾
根
、
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
飛
騨
尾
根
、
洞

昭
和
四
十
八
年
二
月
定
年
退
社
嘱
託
。

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
四
日
肝
硬
変
２

肝
硬
変
の
た

根
ｌ
北
岳
Ｉ
広
河
原
峠
１
日
野
春
。

沢
槍
東
尾
根
な
ど
に
登
る

愛
麿
山
．

夜
叉
神
峠
Ｉ
北
沢
ｌ
北
岳
Ｉ
荒
川
ロ
‐
４
戸
安
。

泉
ス
キ
ー
合
宿
。

め
本
郷
順
天
堂
病
院
で
死
去
。

（
山
崎
安
治
）
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日
本
山
岳
会
東
海
支
部
編
Ｂ
５
判
本

文
四
○
四
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
写
真
六
四
。
ヘ

ー
ジ
（
一
○
二
枚
）
一
九
七
二
年
十
月

茗
渓
堂
発
行
定
価
四
八
○
○
円

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
の
楽
し
み
方
が
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
が
、
も
っ
と
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
ら
し
い
登
山
を
考
え
る
と
す
れ

ば
、
そ
の
内
容
と
し
て
も
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
登
山
で
そ
れ
が
組
織

的
共
同
作
業
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

一
九
五
三
年
の
英
国
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
派
遣
の
際
、
隊
長
選
衡
を
め
ぐ
っ

て
、
小
遠
征
隊
主
義
を
主
張
す
る
シ
プ
ト
ン
と
組
織
的
遠
征
を
主
張
す
る

ハ
ン
ト
の
二
つ
の
考
え
方
が
対
立
し
、
結
局
、
シ
プ
ト
ン
が
隊
長
を
辞
退

し
、
ハ
ン
ト
が
指
揮
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
シ
プ
ト
ン
の
小
遠
征
隊

主
義
と
い
え
ど
も
、
こ
の
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
シ
プ
ト
ン

の
主
張
の
な
か
に
は
登
山
に
対
す
る
彼
一
流
の
好
み
が
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
が
、
そ
れ
も
、
エ
ベ
レ
ス
ト
に
お
け
る
組
織
的
共
同
作
業
を
、
い

か
に
個
人
の
も
つ
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
効
率
的
に
行
な
う
か
と
い

う
発
想
に
裏
う
ち
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

図
書
紹
介Ｉ遥

か
な
る
未
踏
の
尾
根
ｌ
マ
ヵ
ル
ー
一
九
七
○
年

’

本
書
は
、
一
九
七
○
年
春
、
マ
カ
ル
ー
東
南
稜
初
登
肇
と
い
う
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
史
上
に
燦
然
と
輝
く
成
果
を
挙
げ
た
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
隊
の

公
式
報
告
書
だ
が
、
こ
こ
で
も
っ
と
も
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
の
は
、
組

織
的
共
同
作
業
と
し
て
の
マ
カ
ル
ー
登
山
の
全
体
隊
を
描
き
出
そ
う
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
マ
カ
ル
ー
隊
な
ら
び
に
本
報
告
書
の
最
大
の
特

色
が
見
ら
れ
る
。

巻
頭
の
「
編
集
に
つ
い
て
」
（
原
真
）
の
な
か
で
編
集
方
針
が
簡
潔
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
編
者
が
設
定
し
た
次
の
六
項
目
の
な
か
に
は
、
単

な
る
編
集
方
針
を
超
え
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
志
す
者
の
基
本
的
姿
勢
の

あ
り
方
を
示
唆
す
る
宣
言
的
な
意
味
合
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
て
、
注
目
に

値
す
る
。

①
こ
の
遠
征
隊
は
企
画
の
段
階
で
多
く
の
人
々
の
協
力
を
得
た
社
会
的

事
業
で
あ
る
。
②
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
隊
員
の
行
動
は
す
べ
て
の
点
で
協

同
作
業
で
あ
っ
た
。
③
協
同
作
業
の
特
徴
と
し
て
一
定
の
判
断
が
先
行
し

そ
れ
と
同
時
に
必
ら
ず
責
任
の
所
在
が
存
在
し
た
。
④
こ
の
遠
征
隊
は
組

織
と
個
人
と
い
う
観
点
か
ら
見
ら
れ
る
人
間
関
係
の
一
個
の
実
験
的
縮
図

で
あ
っ
た
。
⑤
徹
底
的
な
自
己
分
析
を
試
み
る
。
⑥
学
術
的
研
究
に
つ
い

て
は
そ
の
独
創
的
な
部
分
の
み
を
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
よ
っ
て
責
任
あ

る
論
文
に
作
成
す
る
。

わ
が
国
で
、
遠
征
隊
の
活
動
を
組
織
と
個
人
と
い
う
観
点
か
ら
、
人
間

関
係
の
実
験
的
縮
図
と
し
て
考
え
よ
う
と
し
た
最
初
の
試
み
は
、
高
木
正

孝
『
パ
タ
ゴ
ニ
ア
探
検
記
』
（
岩
波
新
書
一
九
六
八
年
刊
）
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
準
備
か
ら
登
山
行
動
、
帰
国
後
の
再
検
討
、
報
告
書
づ
く
り
ま
で
の

長
期
間
の
過
程
を
、
企
画
、
実
行
、
認
識
と
い
う
三
段
階
の
一
貫
し
た
過
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図耆紹介

程
と
し
て
把
握
し
、
報
告
書
の
な
か
で
こ
れ
だ
け
き
び
し
い
自
己
分
析
を

行
な
っ
た
隊
は
、
マ
カ
ル
ー
隊
が
は
じ
め
て
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
、
本
書
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
論
の
先
駆
的
業
績
と
い
っ
て

も
あ
な
が
ち
誇
張
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
こ
こ
当
分
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
の
よ
き
教
科
書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い

な
い
。

本
文
四
○
四
。
ヘ
ー
ジ
、
全
体
で
五
○
○
。
ヘ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
膨
大
な
報
告

書
だ
が
、
内
容
は
五
部
に
分
か
れ
、
第
一
部
記
録
、
第
二
部
交
信
記
録
、

第
三
部
検
討
、
第
四
部
学
術
、
第
五
部
随
想
と
座
談
会
か
ら
成
り
立
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
白
籏
史
朗
隊
員
を
中
心
と
す
る
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
六
四
。
ヘ

ー
ジ
の
「
マ
カ
ル
ー
東
南
稜
写
真
集
」
は
こ
れ
だ
け
で
も
一
冊
の
本
に
な

り
う
る
立
派
な
内
容
で
あ
り
、
ほ
か
に
英
文
要
旨
、
年
表
、
参
考
資
料
が

つ
い
て
い
る
。

簡
単
に
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

第
一
部
登
山
記
録
は
、
主
観
的
な
判
断
や
感
想
を
排
し
た
淡
々
と
し
た

筆
致
だ
が
、
構
成
、
事
実
の
選
択
、
用
語
そ
の
他
に
細
か
い
配
慮
が
払
わ

れ
て
い
て
、
か
え
っ
て
緊
迫
し
た
雰
囲
気
が
リ
ア
ル
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

第
二
部
に
は
交
信
記
録
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
よ
う
に
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
に
よ
る
交
信
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
常
識
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い

な
が
ら
行
動
の
記
録
と
し
て
活
字
化
（
文
章
化
で
は
な
じ
さ
れ
た
の
は

こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。

そ
の
後
刊
行
さ
れ
た
「
海
外
登
山
研
究
資
料
」
Ⅳ
に
は
、
本
報
告
書
で

省
か
れ
た
部
分
の
交
信
記
録
も
収
録
さ
れ
お
り
、
そ
れ
も
参
考
に
す
る
と

興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
交
信
記
録
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
高
所
に
お
け

る
登
山
行
動
、
人
間
関
係
の
赤
裸
々
な
姿
を
ま
ざ
ま
ざ
と
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
と
く
に
極
限
状
況
に
お
け
る
登
山
者
の
思
考
、
判
断
、
態
度
等
を

知
る
上
で
こ
れ
以
上
の
資
料
は
な
く
、
高
度
の
人
間
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
も
新
し
い
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。

も
し
他
の
隊
が
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。
ほ

と
ん
ど
の
場
合
あ
ま
り
に
も
く
だ
ら
な
い
、
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
ば
か
り

し
や
や
へ
っ
て
電
池
を
消
耗
し
て
い
る
か
、
支
離
滅
裂
で
読
む
に
耐
え
な
い

か
、
あ
る
い
は
ま
た
感
情
的
な
や
り
と
り
で
自
ら
の
恥
部
を
さ
ら
け
出
し

た
も
の
か
、
の
ど
れ
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
、
交
信
記
録
が
活
字
化
さ
れ
、
こ
の
よ
う
に
登
山
行
動
の
分
析

に
供
さ
れ
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
こ
の
隊
の
水
準
の
高
さ
を
卒
直

に
反
映
し
て
い
る
。

第
三
部
は
、
記
録
と
と
も
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
部
分
だ
が
、
と
く

に
遠
征
運
営
論
（
原
）
、
戦
術
（
越
山
、
松
浦
、
浅
見
）
な
ど
チ
ー
ム
運
営

を
め
ぐ
る
検
討
の
な
か
に
、
マ
カ
ル
ー
隊
の
性
格
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
部
分
は
巻
末
の
座
談
会
「
マ
カ
ル
ー
遠
征
を
か
え
り
み
て
」
を

参
照
し
な
が
ら
よ
む
と
興
味
深
い
。

第
四
部
学
術
関
係
で
は
、
五
つ
の
論
文
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
「
そ

の
独
創
的
な
部
分
の
み
を
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
よ
っ
て
責
任
あ
る
論
文

に
作
成
す
る
」
と
編
集
方
針
に
あ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
興
味

深
い
。
し
か
し
登
山
者
の
立
場
か
ら
見
る
と
「
マ
カ
ル
ー
遠
征
隊
に
お
け

る
高
所
医
学
実
験
」
（
御
手
洗
玄
洋
教
授
）
、
「
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
高

度
順
応
」
（
原
、
橋
本
）
が
、
い
ず
れ
も
戦
術
と
の
関
連
に
お
い
て
高
度
順

化
お
よ
び
高
度
障
害
の
問
題
を
取
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
と
く
に
興
味
を
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ひ
か
れ
る
。
ま
た
「
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
構
造
地
質
学
」
（
木
崎

太
田
、
秋
葉
、
相
馬
、
加
納
、
渡
辺
）
は
、
単
に
一
九
七
○
年
に
行
な
わ
れ
た

氷
河
お
よ
び
地
質
の
調
査
報
告
で
は
な
く
、
北
大
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
し

て
約
一
○
年
間
に
わ
た
っ
て
つ
づ
け
ら
れ
て
き
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
地

質
調
査
の
、
い
わ
ば
集
大
成
を
な
す
研
究
論
文
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
造
山
運
動
に
関
す
る
き
わ
め
て
独
創
的
な
見
解
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
論
稿
を
一
登
山
隊
の
報
告
書
に
収
め
得
た
と
い
う
こ
と

は
き
わ
め
て
ま
れ
な
こ
と
で
あ
り
、
本
書
の
価
値
を
高
め
て
い
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
こ
れ
を
可
能
に
し
た
マ
カ
ル
ー
隊
の
土
壌
の
豊
か
さ
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

マ
ヵ
ル
ー
隊
の
成
果
は
、
何
と
い
っ
て
も
マ
カ
ル
ー
東
南
稜
と
い
う
、

長
く
、
難
し
い
、
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
稜
線
に
、
国
際
的
に
も

高
く
評
価
さ
れ
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト
を
開
拓
し
て
登
頂
に
成
功

し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
そ
こ
に
至
る
過
程
の
な
か
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
の
も
の
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
第
一
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
技
術
、
戦
術
に
関
す
る
こ
と
で
あ

る
。

二
日
間
ほ
と
ん
ど
睡
眠
を
と
れ
ず
、
救
出
活
動
か
ら
一
転
し
て
、
二
十

五
時
間
行
動
で
の
登
頂
（
し
か
も
無
酸
素
）
、
わ
ず
か
の
チ
ャ
ン
ス
を
把

え
た
こ
の
よ
う
な
壮
絶
な
登
肇
の
な
か
に
マ
カ
ル
ー
隊
の
強
烈
な
性
格
が

端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
危
な
げ
な
感
じ
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ

な
い
。
完
壁
な
支
援
体
制
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
か
ら

で
あ
る
。
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
こ
な
す
高
峰
の
登
山
で
は
補
給
の
問
題

が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
成
功
し
た
例
は

少
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
マ
カ
ル
ー
隊
の
成
果
は
貴
重
で
あ
る
。

ま
た
睡
眠
中
の
み
酸
素
を
用
い
て
、
無
酸
素
で
八
五
○
○
メ
ー
ト
ル
に

近
い
マ
カ
ル
ー
の
登
頂
に
成
功
し
た
事
実
も
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
、
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
困
難
な
ル
ー
ト
の
限
ら
れ

た
条
件
の
な
か
で
、
登
頂
の
た
め
に
も
っ
と
も
合
理
的
か
つ
確
率
の
高
い

方
法
を
模
索
し
、
実
践
を
通
じ
て
選
び
と
ら
れ
た
ひ
と
つ
の
〃
知
恵
″
で

あ
り
、
い
わ
ば
そ
の
採
用
の
プ
ロ
セ
ス
に
こ
そ
、
よ
り
大
き
な
意
義
が
あ

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
す
べ
て
の
場
合
に
あ
て
は
ま
る
と
単
純
に
考
え

る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
マ
カ

ル
ー
西
稜
隊
の
報
告
書
で
も
、
酸
素
の
利
用
方
法
に
関
し
て
東
海
支
部
隊

と
同
じ
結
論
を
出
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
マ
カ
ル
ー
隊
で
は
、
高
度
順
化
に
関
し
て
も
新
し
い
考
え
方

を
と
り
入
れ
て
お
り
、
登
山
の
前
半
部
で
か
な
り
重
い
特
異
的
高
度
障
害

を
体
験
し
た
隊
員
を
、
頂
上
直
下
ま
で
登
肇
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。
こ
の
問
題
な
ど
は
、
も
っ
と
つ
っ
こ
ん
だ
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
本
報
告
書
の
な
か
で
提
起
さ
れ
て
い
る
「
特
異
的
高
度
障
害
」
と
「
非

特
異
的
高
度
障
害
」
の
区
分
は
、
云
わ
れ
て
み
れ
ば
ご
く
あ
た
り
前
で
、

古
く
か
ら
云
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
考
え
る
が
、
実
際
に
は
こ
れ
ま
で
誰
も

明
確
に
区
分
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
、
い
わ
ば
〃
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
″
で

あ
る
。
登
山
の
世
界
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
が
実
に
多
い
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
の
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
は
、
つ
き
つ
め
て
考
え
れ
ば
高
度
順
化
を
ど
う
う
ま

く
や
る
か
と
い
う
点
に
尽
き
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
い
ま
い
な
点

が
多
す
ぎ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
マ
カ
ル
ー
隊
が
実

践
的
な
立
場
か
ら
新
た
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
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こ
の
よ
う
な
技
術
や
戦
術
の
問
題
と
な
ら
ん
で
軽
よ
り
重
要
な
第
二
の

問
題
は
、
組
織
お
よ
び
チ
ー
ム
の
運
営
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

マ
カ
ル
ー
隊
で
は
い
わ
ゆ
る
〃
同
じ
カ
マ
の
飯
″
主
義
に
挑
戦
し
、
人

材
抜
擢
主
義
に
よ
る
隊
員
の
人
選
を
行
な
い
、
実
力
主
義
と
競
争
原
理
に

の
っ
と
っ
た
機
能
的
な
人
間
関
係
を
基
礎
に
、
強
力
な
チ
ー
ム
を
作
り
あ

げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

こ
れ
は
、
従
来
の
混
成
隊
が
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
問

題
か
ら
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る

が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
タ
テ
社
会
を
建
て
前
と
す
る
わ
が
国
の
社
会

の
な
か
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
が
成
立
し
た
と
い
う
意
味
で
、
社
会

的
現
象
と
し
て
興
味
深
い
。

準
備
過
程
か
ら
登
山
活
動
、
そ
し
て
報
告
書
の
作
成
に
至
る
各
段
階
で

の
ブ
レ
ー
ン
・
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
ー
徹
底
的
な
全
員
討
論
を
通
じ
て
の
チ

ー
ム
作
り
、
Ｋ
Ｊ
法
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
法
の
活
用
、
無
線
に
よ
る
情
報
の
集
中

と
指
揮
命
令
系
統
の
統
一
、
一
隊
員
を
Ｂ
Ｃ
に
は
り
つ
け
、
カ
ー
ド
を
活

用
し
た
荷
上
げ
の
集
中
と
い
っ
た
、
従
来
ま
っ
た
く
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

斬
新
な
方
法
、
シ
ン
テ
ム
的
な
発
想
が
と
り
入
れ
ら
れ
、
生
か
さ
れ
た
の

は
、
実
質
的
な
推
進
者
で
あ
っ
た
原
登
肇
隊
長
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と

は
い
え
、
今
後
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
新
た
な
可
能
性
を
引
き
出
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら

が
契
約
的
人
間
関
係
の
徹
底
と
い
う
形
で
、
自
ら
を
と
り
ま
い
て
い
る
伝

統
的
な
社
会
と
の
対
決
を
通
じ
て
、
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
な
か
で
育
っ

て
き
た
自
分
自
身
と
の
対
決
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
巻
末
に
参
考
資
料
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
同
意
書
や
借
用

書
、
隊
員
調
書
の
用
式
、
あ
る
い
は
連
絡
棚
の
つ
く
り
方
や
会
議
の
も
ち

方
と
い
っ
た
細
か
い
部
分
部
分
の
な
か
に
も
そ
れ
が
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。

最
近
、
カ
ー
ド
の
活
用
を
は
じ
め
人
材
抜
擢
主
義
の
人
選
な
ど
が
各
隊

の
遠
征
準
備
の
原
則
と
し
て
採
用
さ
れ
、
ブ
ー
ム
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
ほ
と
ん
ど
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
・
契
約
的
人
間
関
係
を
基
礎
に

成
り
立
っ
て
い
る
方
法
を
義
理
人
情
に
頼
っ
て
や
っ
て
み
て
も
う
ま
く
い

く
わ
け
は
な
い
の
で
あ
る
。
マ
カ
ル
ー
の
方
法
が
唯
一
絶
対
の
も
の
で
な

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
や
る
な
ら
自
己
改
造
ま
で
含
む
徹
底
的

な
洞
察
と
決
断
を
要
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
・

第
三
に
、
わ
れ
わ
れ
は
文
章
を
通
じ
て
マ
カ
ル
ー
登
山
の
全
貌
を
把
握

で
き
る
こ
と
の
意
味
を
十
分
に
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
は
量
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
準
備
か
ら
現
場
で
の
そ

れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
け
る
企
画
ｌ
実
行
ｌ
認
識
の
積
み
重
ね
を
基
礎
に
、

チ
ー
ム
づ
く
り
を
し
て
き
て
、
情
報
の
集
積
と
体
系
化
の
最
終
的
な
ま
と

め
が
本
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
発
刊
さ
れ
た
「
海
外
登
山
研

究
会
資
料
」
の
Ｉ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
、
Ⅳ
（
合
本
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
）
を
見
る

と
よ
く
わ
か
り
、
こ
れ
ら
も
報
告
書
の
一
部
と
見
な
す
べ
き
内
容
を
備
え

て
い
る
。
と
く
に
同
資
料
、
Ｉ
、
Ⅱ
に
は
、
登
山
実
行
前
の
準
備
の
す
執
へ

て
が
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
ま
で
含
め
て
整
理
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
本
報
告

書
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
画
作
成
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ

ス
、
さ
ら
に
国
内
で
検
討
さ
れ
、
煮
つ
め
ら
れ
た
プ
ラ
ン
が
実
際
に
は
ど

の
よ
う
に
適
用
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
障
害
に
ぶ
つ
か
っ
た
か
、
と
い
っ
た

よ
う
な
問
題
を
つ
ぶ
さ
に
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
こ
そ
貴
重
な
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歴
史
的
財
産
と
い
う
、
へ
き
で
あ
る
。

登
山
行
動
を
通
じ
て
変
更
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
問
題
は
、
①
隊
員

の
選
考
、
②
補
給
計
算
の
ミ
ス
、
③
酸
素
使
用
計
画
の
変
更
、
④
食
糧
計

画
の
軌
道
修
正
な
ど
に
つ
き
、
巻
末
の
座
談
会
で
率
直
に
触
れ
ら
れ
て
い

る
が
、
現
場
に
お
け
る
弾
力
的
な
対
応
措
置
が
そ
れ
ま
で
の
綿
密
な
準
備

活
動
で
得
ら
れ
た
自
信
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
本
書
を
参
考
に
し

て
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
考
え
よ
う
と
す
る
人
は
、
十
分
頭
に
お
く
べ
き
で
あ

る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
マ
カ
ル
ー
隊
の
投
げ
か
け
た
問
題
を
考
え
つ
つ
、
こ

の
な
か
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
も
つ
意
味
の
変
化
お
よ
び
、
そ
れ
に
伴
う
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
の
変
質
が
大
き
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
も
感
じ
な
い
わ
け
に
い
か

な
い
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が
人
間
の
領
域
の
問
題
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
登
山
者
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
求
め
る
も
の
も
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

マ
カ
ル
ー
隊
の
場
合
の
よ
う
に
、
難
し
い
ル
ー
ト
を
登
る
に
は
、
す
ぐ

れ
た
登
山
技
術
と
と
も
に
、
補
給
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
シ
ェ
ル
パ
の
効
率

的
な
活
用
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
組
織
の
効
率
を
高
め
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

の
チ
ー
ム
運
営
の
合
理
化
、
技
術
化
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
を
担
う
だ
け
の
人
材
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
疑
わ
し
い
の
が
現

状
で
あ
ろ
う
。
こ
の
報
告
を
読
み
つ
つ
、
私
は
、
登
頂
に
収
散
さ
れ
て
い

く
登
山
行
動
の
な
か
で
、
単
に
協
力
の
精
神
で
協
力
す
る
の
で
は
な
く
、

一
定
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
の
行
動
を
支
え
て
い
る
部

分
の
い
か
に
多
い
か
を
痛
感
し
た
。
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
い
て
無
線
機

で
全
て
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
カ
ー
ド
を
繰
っ
て
補
給
計
画
を
つ
く
る

人
も
、
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
の
変
化
に
応
じ
て
、
ル
ー
ト
を
整
備
す
る
人

も
、
自
分
が
つ
ぶ
れ
る
の
が
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
酸
素
を
最
前
線
に
補
給

す
る
た
め
に
二
つ
下
の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
荷
上
げ
す
る
人
も
、
す
べ
て
が
主

役
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
に
参
加
で
き
る
人
間
に
必
要
な
資
質

が
、
本
書
の
な
か
で
は
、
組
織
と
個
人
の
間
の
さ
ま
ざ
ま
の
図
式
を
通
し

て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
要
素
が
問
わ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
そ
の

も
の
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
変
質
を
反
映
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
、

管
理
す
る
者
と
さ
れ
る
者
と
の
問
題
お
よ
び
登
山
者
の
性
格
や
精
神
的
な

問
題
が
中
心
的
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
こ
と
が
明
確
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

無
線
機
の
発
達
と
そ
れ
を
有
効
に
使
う
こ
と
に
よ
る
チ
ー
ム
運
営
の
効

率
化
は
、
登
山
が
難
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
機
能
的
に
は
有
効
だ
が
、
登

山
行
動
そ
の
も
の
を
部
分
的
な
も
の
に
す
る
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
。
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
の
よ
う
に
、
高
所
の
極
限
状
況
の
下
に
お
い
て
は
お
互
い
に

自
分
が
も
っ
て
い
な
い
も
の
を
他
人
に
見
出
す
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
お

互
い
の
能
力
の
限
界
が
見
え
た
状
態
で
、
裸
で
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
が
多

い
だ
け
に
そ
の
危
険
が
大
き
い
。
こ
こ
で
要
求
さ
れ
る
も
の
は
、
登
山
者

の
側
の
水
準
の
向
上
、
と
く
に
す
ぐ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
質
の
高
い

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
や
す
く
、
登

山
の
堕
落
あ
る
い
は
チ
ー
ム
の
崩
壊
と
背
中
合
わ
せ
の
状
況
に
あ
る
と
い

う
の
が
実
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
場
合
に
は
、
こ
こ
を
通
り
抜

け
て
、
い
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が
も
っ
と
も
っ
と
実
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
は
じ
め
て
、
よ
り
低
い
山
で
本
当
の
登
山
を
楽
し
む
と
い
っ
た
こ
と
も

含
む
、
多
様
で
、
豊
か
な
、
本
格
的
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
時
代
を
迎
え
る
と
み
る
蟻
へ

rlワワ、
、△0~ノ
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高
橋
照
著
四
六
判
函
入
四
二
○
ペ
ー

ジ
一
九
七
二
年
十
一
月
文
芸
春
秋
発

行
定
価
一
二
○
○
円

こ
の
著
書
に
直
接
か
か
わ
り
の
あ
る
話
で
は
な
い
が
、
私
の
参
加
し
た

隊
の
メ
ン
バ
ー
で
、
た
ま
た
ま
前
年
の
偵
察
に
も
加
わ
っ
た
一
人
が
、
そ

の
経
験
か
ら
い
っ
て
も
、
シ
ェ
ル
パ
の
取
扱
い
に
馴
れ
て
い
る
、
シ
ェ
ル

パ
た
ち
も
彼
に
は
心
服
し
て
い
る
と
称
し
、
な
お
か
つ
、
彼
ら
を
使
い
こ

な
す
に
は
日
本
語
で
も
十
分
だ
な
ど
と
言
い
言
い
し
て
い
た
が
、
そ
の
結

果
は
惨
但
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

物
事
が
容
易
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
時
に
示
さ
れ
た
シ
ェ
ル
パ
の
、
雇

傭
者
に
対
す
る
態
度
が
彼
に
一
方
的
な
錯
覚
を
抱
か
せ
、
彼
は
常
に
そ
れ

を
シ
ェ
ル
パ
観
の
基
礎
に
お
い
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
“
シ
ェ
ル
パ
の
彼

き
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

マ
カ
ル
ー
隊
の
投
げ
か
け
た
問
題
は
複
雑
か
つ
大
き
く
、
日
本
の
登
山

界
に
新
た
な
動
き
を
よ
び
起
こ
す
数
多
く
の
水
脈
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
社
会
、
文
化
全
体
に
と
っ
て
の
ひ
と
つ
の
歴

史
的
な
出
来
事
と
し
て
充
分
研
究
に
値
す
る
素
材
を
提
供
し
て
い
る
。

〔
中
島
寛
〕

マ
ナ
ス
ル
西
壁
ｌ
鉄
の
時
代
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

弓
ナ
ス
ル
西
壁
』
の
著
者
は
国
内
で
の
登
山
歴
も
長
く
、
経
験
も
ゆ
た

か
で
あ
る
上
、
一
九
六
二
年
の
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
の
遠
征
以
来
、

数
次
を
こ
す
ネ
パ
ー
ル
行
き
で
、
単
に
登
山
活
動
だ
け
で
は
な
し
に
、
ネ

パ
ー
ル
事
情
に
精
通
し
て
い
る
人
々
の
う
ち
の
一
人
だ
と
お
聞
き
し
た
。

こ
の
登
肇
記
録
に
続
い
て
、
約
三
十
．
ヘ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
載
せ
ら
れ
た

「

ネ
パ
ー
ル
余
話
」
に
は
、
そ
の
歴
史
的
背
景
や
、
流
動
す
る
国
際
情
勢

の
な
か
の
ネ
パ
ー
ル
の
位
置
な
ど
、
解
説
や
私
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
よ
う
な
点
か
ら
い
え
ば
、
著
者
の
こ
れ
ま
で
に
見
聞
さ
れ
た
ネ

パ
ー
ル
社
会
、
民
族
性
や
習
俗
に
つ
い
て
、
同
様
な
筆
致
で
結
構
、
よ
り

詳
し
く
か
い
て
も
ら
え
た
な
ら
、
こ
れ
か
ら
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
目
指
す

若
い
世
代
に
益
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
う
。
＃

と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
経
験
者
に
よ
っ
て
言
わ
れ
て
き
た
登
山

隊
の
ト
ラ
ブ
ル
の
い
く
つ
か
が
、
こ
の
登
山
以
前
の
問
題
で
も
あ
る
事
柄

に
対
す
る
批
判
は
熾
烈
を
き
わ
め
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
自
身
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
理
由
が

わ
か
ら
ず
、
「
シ
ェ
ル
パ
の
質
が
わ
る
い
」
と
憤
慨
し
つ
づ
け
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
極
端
な
言
葉
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
シ
ェ
ル
パ
の
質
が
実

際
に
低
下
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
一
半
の
責
任
は
彼
ら
を
雇
傭
す
る

側
に
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
。

「
日
本
人
の
サ
ー
ヴ
は
、
遠
征
が
終
る
と
、
自
分
の
使
っ
た
肌
着
ま
で
や

た
ら
に
呉
れ
た
が
る
」
と
は
、
若
い
シ
ェ
ル
パ
が
、
あ
る
意
見
を
含
ん
で

私
に
言
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
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に
は
理
解
し
よ
う
と
す
る
努
力
も
せ
ず
、
そ
の
多
く
を
、
狭
い
、
日
本
人

的
感
覚
で
し
か
受
け
と
れ
ぬ
ま
ま
、
馬
車
う
ま
の
よ
う
に
、
山
へ
さ
え
登

っ
て
駆
け
お
り
て
く
れ
ば
そ
れ
で
よ
し
と
す
る
日
本
隊
の
態
度
に
起
因
す

る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、
「
詳
し
く
、
通
り
一
遍
の
数
字
の
羅
列
に
終
る

無
味
乾
燥
な
報
告
書
で
な
く
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
人
間
の
内
面
的
な
こ
と
ま

で
、
虚
構
や
誇
張
な
し
に
、
誠
実
に
あ
り
の
ま
ま
を
融
述
し
よ
う
と
試
み

た
。
」
と
あ
る
。

内
容
は
、
マ
ナ
ス
ル
の
西
面
ド
メ
ン
・
コ
ー
ラ
の
上
部
に
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
を
設
け
、
そ
の
西
北
壁
の
下
部
か
ら
大
き
く
右
へ
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て

高
度
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
西
稜
上
に
Ｃ
３
を
設
け
、
雪
稜
上
に
立
ち
は

だ
か
る
「
傘
岩
」
を
突
破
し
、
七
一
○
○
メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
４
、
上
部
プ
ラ

ト
ー
上
に
Ｃ
５
を
進
め
た
後
、
一
九
七
一
年
五
月
十
七
日
、
隊
員
の
小
原

・
田
中
両
氏
が
、
八
一
五
六
メ
ー
ト
ル
の
マ
ナ
ス
ル
頂
上
に
立
つ
つ
ま
で

の
登
華
の
模
様
を
、
隊
長
で
あ
る
著
者
の
目
を
通
し
て
記
さ
れ
た
も
の

で
、
隊
員
や
シ
ェ
ル
パ
の
行
動
も
、
む
し
ろ
煩
雑
に
な
る
ほ
ど
に
細
か
く

述
べ
て
い
る
が
、
文
中
の
随
所
に
、
著
者
の
ネ
パ
ー
ル
通
を
偲
ば
せ
る
情

報
や
感
想
が
は
さ
ま
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

さ
て
、
こ
の
年
、
パ
キ
ス
タ
ン
経
由
で
入
っ
た
日
本
隊
の
多
く
が
、
内

乱
の
影
響
を
大
き
く
蒙
っ
て
、
非
常
に
苦
労
し
た
話
を
聞
い
た
の
で
あ
る

が
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
と
い
う
こ
の
隊
の
、
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら

ポ
カ
ラ
ヘ
の
荷
物
陸
送
時
の
ト
ラ
ブ
ル
を
読
む
と
、
著
者
が
他
の
日
本
隊

の
事
故
を
弔
い
な
が
ら
、

「
肉
体
的
・
精
神
的
負
担
が
、
死
に
追
い
や
っ
た
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い

が
、
私
達
の
隊
の
陸
送
者
の
肉
体
的
負
担
が
、
そ
の
ま
ま
後
遺
症
と
し
て
Ｊ

残
っ
た
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
今
後
は
十
分
究
研
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
皿

と
い
う
言
葉
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
遭
難
の
多
様
性
の
中
で
、
見
逃
さ
れ
く

が
ち
な
、
そ
れ
で
い
て
重
要
な
要
因
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
下
部
氷
河
地
帯
の
偵
察
と
ル
ー
ト
エ
作
か
ら
、
技
術
的
に
も
最

大
の
難
関
で
あ
る
「
傘
岩
」
を
越
え
、
頻
発
す
る
な
だ
れ
と
強
風
に
悩
ま

さ
れ
な
が
ら
、
こ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
か
ら
の
登
頂
を
無
事
は
た

し
得
た
こ
と
の
一
つ
は
、
文
中
で
独
得
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

隊
員
の
資
質
を
十
分
に
知
っ
た
隊
長
が
、
常
に
、
そ
の
行
動
を
見
守
ろ
う

と
す
る
努
力
の
下
で
、
個
々
の
隊
員
が
、
の
び
の
び
と
全
力
を
奮
っ
て
活

動
し
得
た
結
果
で
も
あ
ろ
う
。

通
読
し
て
、
隊
員
相
互
の
確
執
や
、
シ
ェ
ル
パ
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

実
際
に
は
お
こ
り
易
い
事
柄
は
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
い
が
、
上
部
で
奮
闘

す
る
隊
員
や
シ
ェ
ル
パ
の
た
め
に
、
下
の
キ
ャ
ン
プ
で
御
馳
走
づ
く
り
に

精
出
す
隊
長
の
様
子
を
行
間
に
想
像
す
る
と
、
特
別
な
ス
ポ
ン
サ
ー
も
な

く
、
そ
の
資
金
の
ほ
と
ん
ど
を
隊
員
か
ら
の
拠
金
だ
け
で
ま
か
な
っ
た
と

い
う
こ
の
よ
う
な
隊
だ
け
で
な
し
に
、
海
外
登
山
の
チ
ー
ム
に
も
っ
と
も

必
要
な
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、
前
述
の
こ
と
が
ら
も
含
め
て
、
改
。

め
て
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

文
章
に
つ
い
て
難
を
い
え
ば
、
詳
細
さ
を
意
識
し
た
結
果
か
や
や
煩
鎖

な
点
に
、
独
特
の
語
法
の
癖
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
出
て
、
い
さ
さ
か
読
み

づ
ら
か
っ
た
こ
と
、
登
肇
の
描
写
に
や
や
観
念
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
こ

と
な
ど
、
こ
れ
は
、
そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
べ
き
「
傘
岩
」
乗
越
し
の

個
所
と
、
登
頂
記
（
小
原
隊
員
記
）
を
比
較
し
て
読
め
ば
わ
か
ろ
う
。



図書紹介

三
田
博
雄
著
新
書
判
二
三
六
ペ
ー
ジ

一
九
七
三
年
六
月
岩
波
書
店
発
行
定

舗
『
山
』
函
二
三
池
誰
熊
凰
に
ゞ
禰
本
ｆ
い
＃

ら
か
批
評
め
い
た
こ
と
を
書
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
ま
こ
と
に
そ
そ
っ
か
し

い
こ
と
だ
が
、
そ
の
と
き
に
は
「
あ
と
が
き
」
を
読
ま
な
か
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
本
が
山
と
心
の
か
か
わ
り
あ
い
の
あ
る
人
を
い
く
に
ん
か
え
ら
び

ち
な
み
に
、
隊
の
名
称
を
西
壁
登
塞
隊
と
し
た
の
は
、
日
本
山
岳
会
の

と
っ
た
東
面
ル
ー
ト
の
反
対
側
か
ら
と
い
う
総
称
的
な
意
味
に
、
語
呂
の

良
さ
を
優
先
し
た
か
ら
の
由
。

後
尾
に
、
「
登
肇
隊
資
料
」
「
遠
征
日
誌
」
が
付
記
さ
れ
て
お
り
、
前
者

は
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
隊
に
協
力
し
た
シ
ェ
ル
パ
に
つ
い
て
述
べ

た
「
シ
ェ
ル
パ
の
横
顔
」
の
よ
う
に
、
個
々
の
隊
が
雇
傭
し
た
そ
れ
ぞ
れ

の
シ
ェ
ル
パ
の
詳
細
な
デ
ー
タ
を
作
り
、
こ
れ
を
集
大
成
す
れ
ば
今
後
に

貴
重
な
資
料
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
す
で
に
そ
の
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る

と
聞
い
た
。

こ
れ
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
志
向
す
る
方
々
に
必
読
を
奨
め
る
一
冊
で

あ
る
。
〔
松
永
敏
郎
〕

山
の
思
想
史

だ
し
、
そ
の
か
か
わ
り
あ
い
の
解
釈
（
デ
ィ
ル
タ
イ
の
い
う
と
こ
ろ
の
）

の
う
え
に
立
つ
随
筆
だ
と
早
合
点
し
て
い
た
。
こ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
こ

の
本
の
す
ぐ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
紹
介
し
、
ま
た
望
む
べ
き
と
こ
ろ
を
も

指
摘
し
た
の
が
、
「
山
」
に
の
せ
て
も
ら
っ
た
拙
文
で
あ
る
。
こ
の
本
の

著
作
目
的
を
こ
の
よ
う
に
誤
解
し
た
た
め
に
『
山
の
思
想
史
』
と
い
う
題

も
軽
い
気
持
で
う
け
と
っ
た
。
山
と
心
の
か
か
わ
り
あ
い
の
あ
る
人
を
単

に
年
代
順
に
な
ら
べ
て
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
史
と
い
う
こ
と
ば
で
あ
ら

わ
し
て
あ
る
の
だ
と
思
っ
た
。

〆
Ⅷ
鯲
継
鯉
謂
蓉
蠅
諦
謙
匪
沸
諏
詫
傘
津
澤
詫
読
浄
水

な
も
の
で
は
な
く
て
、
世
界
の
終
末
へ
の
運
命
を
、
山
に
か
か
わ
り
あ
う

心
の
う
ち
に
読
み
と
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
精
神
史
の
一
分
野
を
ひ
ら

こ
う
と
す
る
の
が
著
者
の
真
意
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
読
者

に
も
う
一
度
こ
の
本
の
二
三
三
頁
の
七
行
目
以
下
を
熟
読
し
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
文
の
な
か
に
は
終
末
と
か
、
象
徴
と
か
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て

は
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
こ
と
ば
が
で
て
く
る
し
、
し
か
も
歴
史
と
い
う
重
々

し
い
観
念
が
そ
こ
に
ど
っ
し
り
と
腰
を
お
ろ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
観
念

が
い
か
に
重
い
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
は
、
著
者
の
よ
う
な
博
学
の
ひ
と

に
わ
か
っ
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
。
特
に
著
者
は
数
学
、
科
学
の
歴
史
の

研
究
者
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
学
が
い
か
に
多
く
の
問
題
を
ふ
く
ん
で
い
る

か
は
十
分
に
理
解
し
て
い
る
と
期
待
し
て
良
い
と
思
う
。
た
と
え
山
と
か

か
わ
り
あ
う
心
の
歴
史
と
い
う
、
極
め
て
特
殊
な
分
野
に
お
い
て
で
も
、

歴
史
学
者
で
あ
る
著
者
は
、
そ
の
本
職
で
な
い
に
し
て
も
そ
の
本
領
を
何

ら
か
の
か
た
ち
で
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
評
者
は
著
者
の
歴
史
学
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的
意
図
を
、
特
に
終
末
へ
の
歩
み
を
こ
の
本
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
著
者
が
え
ら
び
だ
し
た
山
と
心
の
か
わ
り
あ
い

を
持
つ
人
た
ち
の
心
境
の
解
釈
に
つ
い
て
あ
ら
わ
し
た
博
識
と
解
釈
の
周

到
さ
は
、
「
あ
と
が
き
」
を
正
直
に
う
け
と
っ
た
評
者
に
と
っ
て
は
、
失

礼
な
こ
と
ば
か
も
知
れ
な
い
が
、
教
養
の
あ
る
人
の
饒
舌
と
な
り
お
わ
っ

た
。

著
者
が
終
末
と
い
う
こ
と
ば
を
ど
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
か
が
、
こ
の

本
に
は
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
な
い
が
、
常
識
的
な
理
解
に
お
い
て
は
終
末
は

希
望
と
救
い
の
な
い
境
地
に
は
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
著
者
が
意
図
す
る

ご
と
く
、
日
本
の
登
山
者
や
山
を
愛
す
る
人
の
心
の
う
つ
り
か
わ
り
が
終

末
へ
の
道
を
象
徴
（
こ
の
こ
と
ば
も
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
）
す
る
と
す

る
な
ら
ば
、
今
西
錦
司
を
巻
末
に
お
い
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
の
幸
福
な
登
山
者
の
冒
険
へ
の
意
欲
、
仕
事
と
道
楽
の
調
和
は

い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
終
末
な
の
だ
ろ
う
か
。
評
者
は
全
く
理
解
に
苦

し
む
。
近
来
特
に
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が
著
者
の
眼
に

う
つ
ら
な
い
は
ず
は
な
い
の
だ
が
、
こ
の
現
実
の
な
か
か
ら
ど
の
よ
う
に

し
て
終
末
を
よ
み
と
る
の
か
、
評
者
は
途
方
に
く
れ
る
。

歴
史
記
述
は
史
上
の
ひ
と
つ
の
で
き
ご
と
が
、
ど
の
よ
う
な
先
行
事
態

に
よ
っ
て
お
こ
っ
た
か
と
、
そ
の
で
き
ご
と
が
い
か
な
る
影
響
を
後
に
残

し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
義
務
が
あ
る
。
こ
れ
が
は
た
さ
れ
て
い
て
こ
そ

は
じ
め
て
歴
史
と
名
の
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
歴
史

記
述
者
は
、
先
行
事
態
を
よ
く
う
け
つ
ぎ
、
し
か
も
後
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
で
き
ご
と
や
人
物
の
事
蹟
を
さ
が
し
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
近
来

の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
は
槙
有
恒
に
負
う
こ
と
が
非
常
に
多
い
こ
と
は
衆
目
の

見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
登
山
家
に
つ
い
て
の
章
を

設
け
る
こ
と
も
、
詳
説
す
る
こ
と
も
な
く
と
お
り
す
ぎ
た
の
は
な
に
ゆ
え

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
評
者
が
不
可
解
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
酷
評

を
あ
え
て
す
る
な
ら
ば
歴
史
記
述
者
と
し
て
の
怠
慢
で
は
な
か
ろ
う
か
と

さ
え
思
う
。
こ
れ
と
似
た
こ
と
が
藤
木
九
三
、
深
田
久
弥
に
つ
い
て
も
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
す
こ
し
時
代
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
小
島
烏
水
の
名
も
こ

の
本
で
は
重
く
と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
は
い
な
い
・

北
村
透
谷
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
な
ら
、
大
町
桂
月
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て

し
か
る
べ
き
人
物
で
あ
る
・
欲
を
い
え
ば
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
に

も
及
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
総
じ
て
著
者
は
、
か
れ
が
え
ら
ん
で
そ
の
山
と
の

か
か
わ
り
あ
い
を
解
釈
し
た
人
た
ち
以
外
の
人
物
や
で
き
ご
と
は
論
じ
る

に
当
ら
ぬ
と
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。
著
者
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

別
段
の
説
明
を
し
な
い
か
ぎ
り
、
著
者
の
歴
史
眼
は
あ
ら
ぬ
方
向
に
そ
そ

が
れ
て
い
る
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
・

著
者
は
山
で
死
ん
だ
加
藤
文
太
郎
と
、
大
島
亮
吉
を
と
り
あ
げ
て
い
る

が
、
も
し
著
者
が
山
で
の
死
が
終
末
を
意
味
す
る
と
解
し
て
、
こ
の
ふ
た

り
を
と
り
あ
げ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
評
者
は
あ
ら
た
め
て
終
末
と
い
う
観

念
に
つ
い
て
著
者
の
再
考
三
考
を
促
さ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
前
に
も

書
い
た
が
、
き
わ
め
て
常
識
的
に
解
し
て
も
、
終
末
は
希
望
と
救
い
の
な

い
環
境
へ
の
陥
没
で
あ
る
。
多
く
の
哲
学
者
、
神
学
者
は
こ
の
観
点
に
関

し
て
深
遠
な
思
索
を
し
た
あ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

今
は
言
及
し
な
い
で
お
く
。
こ
の
本
の
批
評
を
す
る
と
い
う
し
ご
と
の
範

囲
で
は
、
そ
の
必
要
を
認
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。
著
者
は
現
代
を
人
類
の

終
末
と
見
て
い
る
よ
う
だ
し
、
ま
た
多
く
の
哲
学
者
、
科
学
者
、
宗
教
家
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も
そ
う
考
え
て
い
る
が
、
評
者
は
終
末
と
危
機
と
を
混
同
し
て
も
ら
い
た

く
な
い
と
考
え
て
い
る
。
現
代
は
た
し
か
に
ひ
と
つ
の
危
機
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
代
に
は
未
だ
希
望
と
救
い
が
あ
る
。
今
の
う
ち
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
、
か
け
が
え
の
な
い
地
球
は
生
物
を
養
っ
て
行
く
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
と
い
う
警
告
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
身
が
救
い
で
あ

り
、
希
望
で
あ
る
。
人
類
が
全
く
こ
れ
ら
の
警
告
を
発
し
な
く
な
っ
た
と

き
、
そ
れ
が
終
末
で
あ
る
。
常
識
で
も
こ
こ
ま
で
考
え
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
に
、
著
者
は
事
も
な
げ
に
終
末
を
口
に
す
る
の
は
、
そ
の
博
読

と
全
く
あ
い
い
れ
な
い
で
は
な
い
か
。
こ
の
恐
ろ
し
い
観
点
を
軽
々
し
く

口
に
す
る
こ
と
を
、
評
者
は
許
容
し
得
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
著
者
の
、
す
く
な
く
と
も
評
者
の
眼
に
は
軽
卒
と
し
か
う

つ
ら
な
い
用
語
が
あ
る
。
そ
れ
は
象
徴
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
「
本
書

は
山
の
思
想
史
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
近
代
の
歩
み
の
象
徴
に
も
な
っ

て
い
る
と
思
う
」
と
あ
る
。
こ
の
日
本
の
近
代
の
歩
み
は
ほ
か
で
も
な

い
、
終
末
へ
の
歩
み
な
の
で
あ
る
。
こ
の
観
念
の
狭
義
の
理
解
に
お
い
て

は
象
徴
は
形
象
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
に
お
け
る
ご
と

く
広
義
に
解
す
れ
ば
言
語
、
宗
教
、
神
話
、
科
学
も
象
徴
と
呼
ば
れ
得

る
。
著
者
は
お
そ
ら
く
広
義
に
こ
の
こ
と
ば
を
使
用
し
て
い
る
の
だ
と
思

う
が
、
登
山
と
い
う
行
為
は
ど
う
考
え
て
も
終
末
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
て

い
る
と
は
思
え
な
い
・
出
家
遁
世
し
て
山
に
入
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
山

の
悠
久
な
す
が
た
に
対
比
し
て
、
人
間
の
は
か
な
さ
を
思
う
な
ら
ば
、
あ

る
い
は
終
末
を
シ
ン
ポ
ラ
イ
ズ
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
書
に
と
り
あ

つ
か
わ
れ
た
人
々
の
う
ち
、
い
く
ら
か
こ
の
ケ
ー
ス
に
あ
て
は
ま
る
の
は

北
村
透
谷
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
と
て
も
透
谷
が
胱
惚
（
た
だ
し
近
来
は
や

る
老
人
の
そ
れ
で
は
な
く
、
い
わ
ば
法
悦
と
も
い
う
べ
き
も
の
）
の
境
に

達
し
た
こ
と
が
主
想
に
な
っ
て
い
る
。
悦
惚
は
終
末
ど
こ
ろ
か
、
大
い
な

る
未
来
へ
の
道
の
発
見
で
あ
る
。
他
は
省
筆
す
る
が
著
者
の
軽
卒
さ
は
こ

こ
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

今
ま
で
こ
の
本
を
思
想
史
の
本
と
し
て
批
判
し
て
き
た
が
、
次
に
こ
こ

に
え
ら
ば
れ
た
人
の
山
と
の
心
の
か
か
わ
り
あ
い
か
た
の
解
釈
の
態
度
に

つ
い
て
の
評
者
の
意
見
を
記
す
こ
と
を
許
さ
れ
た
い
。
こ
の
本
で
は
登
山

者
と
、
そ
う
で
な
く
山
に
思
い
の
む
す
ぽ
れ
を
托
し
て
そ
れ
を
解
こ
う
と

し
た
人
と
が
同
列
に
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
根
本
的
な
過
誤
で
は

な
か
ろ
う
か
。
山
と
人
と
の
心
の
か
か
わ
り
あ
い
は
、
職
業
と
し
て
山
を

歩
い
た
り
す
る
人
の
場
合
は
除
外
し
て
、
大
体
ふ
た
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
仮
に
観
照
型
と
名
づ
け
て
お
く
型
で
、
山
を
見
た
り
、
歩

い
た
り
す
る
こ
と
を
機
縁
と
し
て
、
心
の
む
す
ぽ
れ
を
と
き
ほ
ど
し
、
新

ら
し
い
心
境
に
達
し
よ
う
と
し
た
り
、
ま
た
達
し
得
た
人
の
示
す
心
的
行

動
の
型
で
あ
る
。
こ
の
本
の
著
者
は
キ
ッ
ケ
ル
ハ
ー
ン
で
の
ゲ
ー
テ
の
心

境
に
筆
を
起
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
型
の
心
的
行
動
の
ひ
と
つ
の
典

型
で
あ
る
・
高
村
光
太
郎
に
お
い
て
も
こ
の
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
人
に
お
い
て
、
山
は
心
の
ひ
と
つ
の
跳
躍
台
で
あ
り
、
自
分
の

心
の
う
ご
き
に
伴
う
情
動
を
、
山
の
さ
ま
ざ
ま
の
景
観
に
感
情
移
入
（
リ

ッ
プ
ス
や
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
い
う
と
こ
ろ
の
）
し
、
自
我
感
情
を
客
観
化

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
せ
ん
じ
つ
め
れ
ば
山
を
ほ
め
て
い
る
の
で
は
な
く

て
、
自
分
自
身
を
ほ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
心
的
行
動
を
文

辞
に
托
し
て
表
出
す
る
の
に
成
功
す
る
と
、
芸
術
的
に
価
値
の
高
い
詩
や

文
が
で
き
あ
が
る
。
そ
の
詩
文
の
美
し
さ
は
山
を
機
縁
と
し
て
、
そ
の
筆
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者
の
心
に
お
こ
っ
た
感
動
の
美
し
さ
で
あ
っ
て
、
山
そ
の
も
の
に
帰
す
べ

き
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
種
の
詩
文
の
す
ぐ
れ
た
作
は
人
間
形
成
の
見

地
か
ら
見
て
極
め
て
有
用
、
貴
重
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
こ
の
種
の
詩
文

に
魅
せ
ら
れ
る
人
は
、
意
読
す
る
、
し
な
い
に
係
ら
ず
、
自
分
に
も
こ
の

よ
う
な
美
し
い
感
動
を
、
機
会
が
あ
れ
ば
持
ち
得
る
で
あ
ろ
う
と
の
可
能

性
を
感
得
し
、
お
の
ず
か
ら
精
神
的
に
成
長
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
種

の
詩
文
で
人
の
心
に
媚
び
る
安
易
な
、
甘
っ
た
る
い
情
趣
を
伝
達
す
る
も

の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
読
者
の
精
神
的
成
長
の
さ
ま
れ
げ
に
な
る
こ
と
に

戒
心
し
な
て
は
な
ら
ぬ
。
評
者
は
こ
の
よ
う
な
安
易
な
、
甘
味
た
っ
ぷ
り

の
詩
文
が
世
に
出
な
い
こ
と
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

炉
ｖ
読
者
に
わ
ず
ら
わ
し
く
思
謎
れ
る
こ
と
を
覚
悟
の
う
え
で
重
ね
て
い
う

が
、
こ
の
よ
う
な
山
と
人
の
心
と
の
か
か
わ
り
あ
い
に
お
い
て
、
主
た
る

も
の
は
人
の
心
で
あ
り
、
山
は
そ
の
心
を
托
す
る
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
ぬ

と
。
こ
の
よ
う
な
か
か
わ
り
あ
い
に
お
け
る
山
は
他
の
も
の
に
よ
っ
て
、

と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
か
か
わ
り
あ
い

を
山
に
つ
い
て
持
つ
人
の
ま
え
に
、
敬
愛
す
べ
き
異
性
が
あ
ら
わ
れ
、
そ

れ
と
心
を
か
よ
わ
す
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
に
す
べ
て
の
心
事
を
托
す
る

よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
山
は
見
棄
て
ら
れ
る
。

登
山
者
に
と
っ
て
は
山
は
他
者
で
は
な
い
・
山
は
登
山
者
に
と
っ
て
は

敵
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
分
の
一
部
分
で
あ
る
。
山
と
自
分
と
の
対
決
で

あ
っ
て
、
こ
の
二
者
の
あ
い
だ
に
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

こ
れ
が
ほ
ん
と
う
の
登
山
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
両
者
の
き
び
し
い
緊
張
関

係
が
あ
る
ゆ
え
に
、
そ
の
克
服
は
自
他
融
合
の
宏
壮
な
境
地
を
ひ
ら
く
の

で
あ
る
。
こ
の
克
服
は
自
他
、
主
客
の
融
合
で
あ
る
が
ゆ
こ
に
、
美
辞
麗

句
が
口
を
い
れ
る
余
地
は
皆
無
で
あ
る
。
手
近
な
と
こ
ろ
で
槙
有
恒
の

『
わ
た
し
の
山
旅
』
を
例
に
と
る
が
、
こ
の
登
山
者
は
何
の
修
飾
も
用
い

ず
、
淡
々
と
し
て
そ
の
山
の
思
い
出
を
語
る
が
、
そ
こ
に
は
街
学
も
自
己

主
張
も
な
い
。
そ
れ
で
も
読
者
を
し
て
粛
然
た
ら
し
め
る
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
文
を
書
く
こ
と
の
で
き
る
心
境
こ
そ
、
ほ
ん
と
う
の
山
と
人

と
の
か
か
わ
り
あ
い
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
山
の
観
照
に
よ

っ
て
は
全
く
得
ら
れ
な
い
境
地
で
あ
る
。

こ
の
本
の
著
者
は
観
照
の
対
象
と
し
て
山
と
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
る
人

と
、
登
山
者
と
を
同
列
に
お
い
て
い
て
、
登
山
者
で
あ
っ
て
同
時
に
観
照

者
で
も
あ
る
人
、
た
と
え
ば
木
暮
理
太
郎
、
田
部
重
治
、
大
島
亮
吉
に
つ

い
て
は
、
そ
の
観
照
的
心
境
に
の
み
注
目
し
、
行
動
者
と
し
て
の
か
れ
ら
の

心
境
に
迫
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
三
人
に
つ
い
て
誤
っ

た
印
象
を
読
者
に
与
え
る
と
い
う
、
極
め
て
望
ま
し
か
ら
ざ
る
事
態
を
招

く
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
著
者
の
た
め
に
惜
ん
で
あ
ま
り
あ
る
と
考
え
る

の
は
評
者
ひ
と
り
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
著
者
自
身

が
観
照
的
立
場
に
の
み
固
執
し
、
ほ
ん
と
う
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
に
眼
を
注

い
で
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
疑
う
の
も
当
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

前
に
も
書
い
た
よ
う
に
槙
有
恒
、
藤
木
九
三
、
深
田
久
弥
、
冠
松
次
郎
な

ど
の
人
物
、
そ
れ
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
で
は
こ
の
本
を
山
と
心
の
か
か
わ
り
の

あ
る
人
の
列
伝
的
解
釈
学
的
随
筆
と
見
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
。
著
者

が
こ
の
本
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
文
献
を
渉
猟
し
た
こ
と
に
敬
意
を
表

す
る
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
、
う
え
に
書
き
つ
ら
ね
た
よ
う
な
思
考
の

筋
道
か
ら
す
れ
ば
、
山
の
思
想
史
と
し
て
は
は
な
は
だ
物
足
り
な
い
と
い
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〔
編
集
委
員
〕
加
納
一
郎
泉
靖
一

梅
棹
忠
夫
樋
口
敬
二
本
多
勝
一
四

六
判
平
均
四
六
二
ペ
ー
ジ
一
九
七
二

年
一
月
’
八
月
朝
日
新
聞
社
発
行
定

価
各
巻
九
八
○
円

こ
の
全
八
巻
よ
り
な
る
講
座
は
、
わ
が
国
の
極
地
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
加
納
一
郎
先
生
の
古
稀
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
評
者
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
著
者
は
山
の
思
想
史
の
方

法
論
の
反
省
が
、
行
き
と
ど
か
な
か
っ
た
と
さ
え
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

終
り
に
毎
日
新
聞
社
が
委
嘱
し
た
良
書
選
定
に
あ
た
っ
た
人
た
ち
が
、

こ
の
本
に
賞
を
さ
ず
け
た
こ
と
が
評
者
に
と
っ
て
は
不
可
解
で
あ
る
こ
と

を
告
白
す
る
。
そ
の
選
定
委
員
は
い
ず
れ
も
学
識
者
で
あ
る
こ
と
に
疑
い

は
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
人
た
ち
が
ほ
ん
と
う
に
こ
の
本
を
お
わ
り
ま
で
熟

読
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
・
礼
を
失
す
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
卒
読
し
て
こ
の
著
者
の
博
覧
と
美
辞
に
眩
惑
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
評
者
自
身
も
実
は
眩
惑
し
た
。
し
か
し
再
読
す
る
に
及
ん
で
う

え
に
書
き
つ
ら
ね
た
よ
う
な
根
本
的
な
著
作
の
態
度
に
対
す
る
不
満
、
不

可
解
を
感
得
し
た
の
で
あ
る
。
選
定
に
あ
た
っ
た
人
た
ち
の
再
読
を
切
望

し
て
や
ま
な
い
。
（
一
九
七
三
・
一
二
・
四
）
〔
辻
荘
ロ

探
検
と
冒
険
全
八
巻

’

の
講
座
の
多
彩
な
執
筆
者
の
顔
ぶ
れ
、
豊
富
な
内
容
は
、
先
生
の
人
柄
、

な
さ
れ
た
仕
事
の
偉
大
さ
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
探
検
と
冒
険
』
講
座
は
各
巻
「
地
域
講
座
」
、
「
技
術
講
座
」
、
「
理
論
講

座
」
の
三
つ
の
講
座
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
巻
の
編
集
は
、
異
な
っ
た

一
人
の
編
集
委
員
に
委
ね
ら
れ
、
各
巻
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
豊
か
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
編
集
委
員
の
個
性
と
思
想
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に

集
ま
る
執
筆
者
の
個
性
は
こ
の
講
座
そ
の
も
の
を
全
体
と
し
て
独
創
的
で

は
な
や
か
な
企
画
に
し
て
い
る
。

こ
の
講
座
の
幅
の
広
さ
、
も
の
の
見
方
の
自
由
さ
は
こ
の
編
集
の
方
針

に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

講
座
も
の
に
あ
り
が
ち
な
知
識
重
視
主
義
は
こ
の
講
座
に
は
見
あ
た
ら

な
い
。
た
と
え
て
い
え
ば
、
こ
れ
は
重
々
し
い
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
構
え
を

し
た
大
学
で
は
な
く
、
市
民
が
自
由
に
参
加
で
き
る
市
民
大
学
の
趣
き
が

あ
る
。
だ
か
ら
逆
に
い
え
ば
、
周
囲
の
華
や
か
な
喧
喋
と
も
い
え
る
雰
囲

気
を
楽
し
ん
で
い
る
と
何
を
学
ん
だ
か
、
こ
の
本
に
つ
い
て
い
え
ば
余
韻

の
あ
る
読
後
感
を
失
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
講
座
の
幅
の
広
さ
、
見
方
の
自
由
さ
は
「
地
域
講
座
」
の
構
成
に

よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
人
文
地
理
学
や
自
然
科
学
の
立
場
か
ら
克
明
に

一
つ
の
地
域
の
風
土
や
人
間
の
問
題
を
論
じ
た
も
の
か
ら
現
在
の
政
治
問

題
の
原
点
を
探
る
も
の
、
あ
る
い
は
新
し
い
探
検
の
提
唱
ま
で
広
い
テ
ー

マ
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
全
体
に
「
探
検
さ
れ
る
側
」
の
立
場
へ

の
理
解
が
深
い
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
を
は
な
れ
て
日
本
人
が
新
し
い
「
探

検
と
冒
険
」
感
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
木
崎
甲

子
郎
「
南
極
を
開
放
せ
よ
」
（
第
六
巻
・
巻
頭
論
文
）
や
本
多
勝
一
「
ニ
セ
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モ
ノ
の
探
検
や
冒
険
を
排
す
」
（
第
七
巻
・
巻
頭
論
文
）
な
ど
は
、
探
検
や
冒

険
さ
え
も
資
本
の
論
理
に
ま
き
こ
ま
れ
、
個
人
と
し
て
は
純
粋
な
発
想
に

も
と
ず
く
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
実
現
に
あ
た
っ
て
他
の
力
の
安
易
な

利
用
や
妥
協
の
た
め
に
権
力
や
官
僚
の
道
具
と
な
っ
て
い
る
探
検
や
冒
険

の
多
い
現
状
を
す
る
ど
く
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
探
検
や
冒
険
の
も
つ

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
ひ
び
き
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
社
会
的
行
為
と
し
て

の
側
面
を
直
視
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
「
地
域
講
座
」
の
も
つ
幅
の
広
さ
、
見
方
の
自
由
さ
は
、
反
面
探

検
的
、
冒
険
的
行
為
「
ご
っ
こ
あ
そ
び
」
と
の
距
離
感
を
あ
い
ま
い
に
し

て
い
る
と
も
い
え
る
。
探
検
や
冒
険
は
発
想
と
し
て
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
、
面

白
さ
だ
け
で
は
行
為
と
し
て
成
立
し
な
い
。
肉
体
的
行
為
と
し
て
の
側
面

も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
探
検
や
冒
険
の
名
に
ふ
さ
わ

し
い
登
山
的
行
為
が
は
ぶ
か
れ
て
い
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

や
や
饒
舌
な
京
都
弁
で
語
ら
れ
る
「
理
論
講
座
」
は
現
代
文
化
論
、
日

本
文
化
論
と
し
て
も
興
味
深
い
。
し
か
し
語
ら
れ
て
い
る
内
容
は
難
解
で

あ
る
。
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
ば
の
表
面
的
な
意
味
あ
い
は
理
解
で
き
た
と

し
て
も
、
そ
の
背
後
の
意
味
の
理
解
は
、
語
っ
て
い
る
人
達
の
こ
れ
ま
で

の
業
績
や
住
む
世
界
に
つ
い
て
の
認
識
な
し
に
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
理

論
講
座
は
、
こ
れ
か
ら
「
探
検
と
冒
険
」
を
志
す
若
い
人
た
ち
よ
り
も
、

ゆ
え
な
き
権
力
を
ふ
る
う
官
僚
や
大
学
に
と
じ
こ
も
っ
た
教
授
達
に
読
ん

で
も
ら
い
た
い
。

「
技
術
講
座
」
は
探
検
準
備
の
方
法
（
第
二
巻
）
生
活
技
術
・
医
学
知

識
（
第
三
巻
）
言
語
・
通
信
連
絡
の
方
法
（
第
四
巻
）
陸
上
で
の
移
動
と
輸

送
の
方
法
（
第
一
巻
）
な
ど
探
検
隊
の
組
織
か
ら
現
地
に
お
け
る
生
活
と

行
動
の
方
法
が
詳
し
く
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
部
の
討
論
に
は
現

代
の
最
新
の
技
術
や
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
技
術
的
蓄
積
の
紹
介
や
検
討

よ
り
回
顧
的
な
議
論
に
多
く
が
さ
が
れ
て
い
る
面
も
あ
る
。

学
術
的
な
仕
事
を
志
す
人
々
．
の
た
め
に
は
、
気
象
観
測
の
方
法
（
第
三

・
六
巻
）
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
と
り
方
、
撮
影
・
録
音
の
方
法
（
第
四

巻
）
、
地
図
の
見
方
、
つ
く
り
方
、
各
種
学
術
調
査
法
ｌ
地
形
・
地
質
、
氷

河
・
陸
水
・
気
象
・
動
植
物
・
人
体
（
第
六
巻
）
お
よ
び
得
ら
れ
た
観
測

デ
ー
タ
の
整
理
・
報
告
の
技
術
（
第
七
巻
）
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
現

在
の
地
球
上
に
は
な
お
多
く
の
空
白
な
部
分
や
未
知
な
課
題
が
残
さ
れ
て

い
る
。
ア
マ
チ
ュ
ア
科
学
者
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
（
第
八
巻
理
論
講

座
）

海
や
空
に
興
味
の
あ
る
人
に
は
、
熱
気
球
の
手
づ
く
り
す
る
方
法
や
そ

の
操
縦
術
、
ヨ
ッ
ト
か
ら
氷
山
ま
で
の
乗
り
方
、
帆
船
の
生
活
技
術
と
航

海
術
（
第
八
巻
）
が
役
立
つ
だ
ろ
う
。
な
い
の
は
父
母
か
ら
の
許
可
の
と

り
方
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
必
要
な
程
度
の
人
に
は
こ
の
本

は
高
等
す
ぎ
る
。

技
術
講
座
が
各
巻
に
分
散
し
て
い
る
の
は
不
便
で
あ
る
。
ジ
ー
パ
ン
の

ポ
ケ
ッ
ト
に
一
冊
を
さ
し
こ
ん
で
未
知
の
地
へ
と
は
い
か
な
い
・
全
巻
も

っ
て
い
く
と
な
る
と
ア
ブ
リ
ッ
ヂ
公
の
探
検
隊
ほ
ど
の
陣
容
で
な
い
と
無

理
で
あ
る
。
技
術
講
座
に
関
し
て
は
、
「
探
検
す
る
側
」
へ
の
配
慮
が
足

り
な
い
。

こ
の
講
座
を
読
ん
だ
若
い
人
に
感
想
を
き
く
と
こ
の
技
術
講
座
が
最
も

楽
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
地
域
講
座
や
理
論
講
座
を
読
む
と
、
最
早
自

分
が
な
す
今
へ
き
こ
と
は
何
も
な
い
と
錯
覚
す
る
が
、
技
術
講
座
に
は
夢
が
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あ
る
と
い
う
。
日
本
人
の
手
で
独
自
の
探
検
観
に
も
と
ず
い
た
「
里
具
、

８
言
画
く
①
扁
易
」
を
つ
く
る
時
期
に
き
て
い
る
と
思
う
。

一
般
論
で
あ
る
が
、
こ
の
技
術
講
座
の
自
然
科
学
系
の
著
者
は
「
現
象

記
載
の
方
法
」
に
重
点
を
お
き
、
人
文
・
社
会
学
系
の
著
者
は
「
現
象
の

見
方
」
に
重
点
を
お
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
学
問
の
世
界
は
伝
統

的
に
そ
の
傾
向
が
つ
よ
い
が
、
探
検
と
冒
険
に
あ
っ
て
は
そ
の
人
類
史
に

お
け
る
先
駆
性
の
役
割
か
ら
い
っ
て
も
、
狭
い
学
者
の
視
点
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
そ
の
二
つ
の
合
一
の
視
野
で
も
っ
て
自
然
や
人
間
の
世
界

を
偏
見
な
く
見
つ
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
「
探
検
と
冒
険
」
を
志
す
若
い
人
々
は
、
こ
の
講
座
の
も
つ

量
感
や
は
な
や
か
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
な
く
「
冒
険
」
の
心
を
も
っ
て

「
探
検
」
す
る
つ
も
り
で
読
ま
れ
た
ら
よ
い
と
思
う
。
〔
渡
辺
興
亜
〕

本
書
の
編
者
で
あ
る
薬
師
義
美
氏
が
、
本
書
の
は
じ
め
に
の
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
編
者
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
関
係
の
文
献
の
カ
ー
ド
作
り
を
一
九
六

ヒ
マ
ラ
ヤ
関
係
図
書
目
録

１
２
邑
○
唱
①
呉
吾
①
閏
自
画
盲
冒
口
匡
厨
司
胃
昌
①
‐
Ｉ

I

薬
師
義
美
編
Ｂ
５
判
三
四
三
・
ヘ
ー
ジ

一
九
七
二
年
十
月
自
費
出
版
限
定
五

○
○
部
頒
価
三
五
○
○
円
（
郵
送
料
共
）

○
年
前
後
か
ら
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
カ
ー
ド
作
り

の
成
果
の
一
部
は
、
す
で
に

・
の
①
庁
具
＆
冒
号
×
ａ
罰
①
己
○
鼻
○
国
困
身
冒
巴
畠
四
》
目
吾
２
ｍ
旨
』
○
①
国
営
巴

鈩
の
旨
日
讐
①
⑦
①
○
四
ｍ
壱
三
の
巴
］
○
巨
目
匙
．
ぐ
○
］
．
房
（
昂
麗
）
、
Ｉ
ぐ
○
巨
韻

（
乞
留
）
ず
］
国
○
の
嵐
昌
昌
四
戸
扇
屋
》
尻
］
○
８
・
旨
口
の
届
９
．

．
○
○
貝
①
冒
誌
四
口
』
与
号
ｘ
８
菩
①
国
一
日
巴
畠
回
目
］
○
巨
目
巴
暫
く
○
］
自
（
岳
磐
）

‐
ｆ
ぐ
○
］
・
蝿
悶
］
（
岳
詔
）
ず
望
同
旨
○
の
匡
夛
国
冨
色
ロ
』
閨
○
の
冨
崗
昌
閏
蝕
穴
崖
の
三
〕

尿
〕
Ｃ
ｓ
》
シ
匡
四
岳
ｇ
〕

と
し
て
上
梓
さ
れ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
者
の
問
で
、
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
ご
承
知
の
通
り
で
あ
る
。
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
報
一
二
一
号
週
・
ヘ
ー
ジ

図
書
紹
介
参
照
）

そ
の
後
薬
師
氏
が
、
深
田
久
弥
さ
ん
の
九
山
山
房
を
訪
ね
ら
れ
て
、
こ

つ
こ
つ
と
文
献
カ
ー
ド
作
り
の
作
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
深
田
さ

ん
が
、
こ
の
図
書
目
録
の
完
成
を
非
常
に
た
の
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
こ

と
は
、
深
田
さ
ん
か
ら
も
生
前
よ
く
聞
か
さ
れ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
序
文
の
中
で
、

「
深
田
先
生
か
ら
は
、
そ
れ
二
六
○
○
枚
に
及
ぶ
文
献
カ
ー
ド
）
を
一

冊
の
本
に
ま
と
め
て
く
れ
た
ら
大
変
あ
り
が
た
い
と
何
度
も
い
わ
れ
た
。

し
か
し
…
…
（
中
略
）
…
：
・
目
録
を
つ
く
る
な
ど
と
い
う
時
間
は
ま
っ
た

く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
七
一
年
三
月
一
二
日
、
私
は
白
馬
山
麓
の
ス
キ
ー
場

で
、
と
つ
ぜ
ん
に
深
田
先
生
の
計
報
に
接
し
た
。
し
ば
し
、
耳
を
疑
っ
た

が
、
し
ば
ら
く
し
て
、
し
ま
っ
た
、
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
。
気
を
と
り
な
お
し
、
私
は
た
ま
っ
た
数
年
間
分
の
資
料
を
整
理
し
、
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一
気
に
カ
ー
ド
を
補
充
し
て
い
っ
た
。
遅
き
に
失
し
た
け
れ
ど
、
こ
こ
に

そ
れ
を
一
冊
の
目
録
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
が
生
前
に
い
た

だ
い
た
ご
厚
情
に
対
す
る
、
せ
め
て
も
の
ご
恩
返
え
し
と
思
い
、
故
深
田

先
生
に
謹
ん
で
本
目
録
を
捧
げ
る
所
以
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
二
年
秋
の
あ
る
日
、
日
ネ
協
会
理
事
会
の
折
に
、
た
ま
た
ま
上

京
さ
れ
、
川
喜
田
二
郎
氏
を
訪
ね
ら
れ
た
薬
師
氏
か
ら
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
関
係

図
書
目
録
を
作
る
べ
く
目
下
懸
命
に
な
っ
て
タ
イ
プ
・
オ
フ
セ
ッ
ト
で
ま

と
め
て
お
り
、
し
か
も
英
文
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
自
分
で
タ
イ
プ
し
、

邦
文
タ
イ
プ
の
み
を
外
注
し
、
こ
れ
を
自
分
で
原
版
に
貼
り
つ
け
て
編
集

し
て
い
る
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
私
自
身
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
報
告
書

を
こ
の
方
式
（
タ
イ
プ
・
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
）
で
編
集
し
た
直
後
の
こ
と
で

も
あ
り
、
こ
の
作
業
が
如
何
に
大
変
な
も
の
で
あ
る
か
、
よ
く
知
っ
て
い

た
の
で
、
こ
う
し
た
困
難
な
作
業
に
一
人
で
挑
戦
し
て
い
る
編
者
の
姿
を

み
て
陰
な
が
ら
声
援
を
送
っ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
る
。

年
が
あ
け
て
、
本
書
が
私
の
手
許
に
送
ら
れ
て
き
た
の
を
見
て
、
そ
の

出
来
ば
え
の
す
ば
ら
し
さ
に
先
ず
驚
き
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
た
次
第
で

あ
る
。
従
来
こ
の
種
の
作
業
は
、
専
門
家
の
分
野
で
あ
り
、
充
分
な
予
算

が
な
け
れ
ば
難
か
し
い
も
の
と
、
決
め
こ
ん
で
い
た
私
も
考
え
を
改
め
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
点
で
も
本
書
は
、
今
後
の
よ
き
範
例
と
な

る
と
思
え
る
の
で
あ
る
。

か
つ
て
私
は
、
神
原
達
氏
の
ま
と
め
た
ｚ
ｇ
巴
国
弓
凰
。
噌
砦
耳
に
も

そ
の
努
力
に
対
し
感
心
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
本
書
を
手
に
し

て
み
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
関
係
の
文
献
が
こ
ん
な
に
あ
っ
た
か
と
驚
く
と
同
時

に
、
改
め
て
こ
の
図
書
目
録
の
重
み
を
感
ず
る
の
で
あ
っ
た
。

本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
献
は
了
不
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
中
心
に

チ
ベ
ッ
ト
、
中
央
ア
ジ
ア
を
広
汎
に
含
み
、
東
は
中
国
雲
南
省
と
北
部
ビ

ル
マ
か
ら
、
西
は
カ
ラ
コ
ル
ム
、
ヒ
ソ
ヅ
ー
・
ク
シ
ュ
、
天
山
、
パ
ミ
ー

ル
ま
で
及
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
の
文
献
は
、

第
一
部
欧
文
図
書

・
文
献
目
録
ａ
号
国
。
四
ｇ
ご
）
…
…
：
。
…
…
・
…
：
二
点

・
著
者
別
Ａ
ｌ
Ｚ
…
…
…
…
…
…
…
：
．
一
八
八
○
点

（
各
国
語
訳
本
も
加
え
る
と
更
に
数
は
ふ
え
る
）

・
地
図
…
…
…
…
…
…
…
…
。
：
…
…
…
三
四
点

・
近
着
本
補
遺
…
…
…
．
：
…
…
：
．
…
…
。
：
…
：
・
三
七
点

第
二
部
邦
文
図
書

・
著
者
別
あ
’
わ
…
…
…
…
…
…
…
：
・
・
：
…
二
五
六
点

（
翻
訳
本
は
、
欧
文
図
書
の
部
の
各
国
語
版
に
加
え
ら
れ

て
い
る
が
、
末
尾
の
十
一
点
の
み
、
ソ
連
、
中
国
語
の
文

献
の
邦
訳
本
が
含
ま
れ
て
い
る
）

以
上
合
計
一
三
○
七
点
の
文
献
が
収
録
さ
れ
、
巻
末
に
は
、
三
四
。
ヘ
ー

ジ
に
わ
た
り
、
題
名
別
の
索
引
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
分
類
法
も
極
め
て
適
切
で
あ
る
し
、
ま
た
各
文
献
の
記
載
内
容
も

「
著
者
別
」
「
発
行
年
」
「
書
名
ｌ
副
題
」
「
発
行
地
」
「
発
行
所
」
「
サ
イ

ズ
」
「
ペ
ー
ジ
」
「
図
版
」
「
地
図
」
「
概
要
又
は
解
説
」
の
順
序
で
整
然
と

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
各
国
語
版
の
扱
い
方
な
ど
ま
と
め
方
と
し
て
は
、

完
全
と
い
え
る
。

こ
の
種
の
文
献
目
録
（
国
号
凰
。
四
省
ご
）
は
以
前
に
発
行
さ
れ
て
い
る

国
ｇ
ｏ
四
号
耳
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
の
肩
の
上
に
立
っ
て
作
ら
れ
る
た
め
、
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後
か
ら
出
る
も
の
程
、
収
録
さ
れ
る
文
献
の
点
数
も
多
く
、
又
新
し
い
文

献
が
入
る
た
め
に
内
容
が
充
実
し
て
く
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
も
い
え

る
が
、
文
献
の
取
捨
選
択
法
（
こ
れ
は
ど
こ
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
い
て
い
る

か
に
よ
り
異
な
る
）
、
整
理
法
等
に
よ
り
、
そ
の
価
値
が
、
異
っ
て
く
る
。

本
書
は
題
名
か
ら
み
て
も
、
編
者
の
最
も
得
意
と
す
る
分
野
か
ら
み
て
も

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
最
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
中
央
ア

ジ
ア
を
は
じ
め
、
広
範
囲
に
わ
た
り
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た

通
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
、
単
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
研
究
者
の
み

な
ら
ず
こ
の
方
面
の
地
理
学
、
考
古
学
、
歴
史
学
、
民
族
学
、
文
化
人
類

学
の
研
究
者
か
ら
も
、
最
新
か
つ
、
も
っ
と
も
内
容
の
充
実
し
た
国
‐

胃
ざ
四
号
耳
と
し
て
、
高
い
評
価
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
わ
な

い
。
各
国
の
関
係
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
ブ
ッ
ク
・
レ
ビ
ユ
ー
を
み
る
の
が
楽
し

み
で
あ
る
。

特
に
本
書
で
特
筆
さ
る
録
へ
き
こ
と
は
「
本
の
サ
イ
ズ
」
「
英
文
解
説
」

が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
編
者
が
九
山
山
房
を
は

じ
め
各
地
を
ま
わ
ら
れ
て
、
自
ら
計
ら
れ
た
努
力
の
結
晶
で
あ
る
と
い
え

る
し
、
後
者
が
書
名
の
書
き
写
し
た
も
の
を
並
べ
た
だ
け
で
な
く
、
自
分

な
り
に
内
容
を
消
化
し
た
上
で
ま
と
め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え

る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
本
書
が
高
く
評
価
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

最
近
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
日
本
隊
の
活
躍
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が

あ
る
が
、
報
告
書
が
邦
文
の
た
め
に
、
外
国
人
に
は
理
解
さ
れ
ず
、
日
本

隊
は
登
る
だ
け
で
報
告
害
も
作
っ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
誤
解
を
与
え

て
い
る
ふ
し
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
収
録
さ
れ
て

い
る
邦
文
図
書
二
五
六
点
、
邦
訳
本
一
八
二
点
を
見
れ
ば
、
わ
が
国
の
上

マ
ラ
ヤ
登
山
の
層
の
厚
さ
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
と
思
う
。
特
に
邦
文
図

書
に
つ
け
ら
れ
た
、
英
文
に
よ
る
解
説
は
こ
の
点
で
価
値
が
大
き
い
と
思

わ
れ
る
。

な
お
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
単
行
本
以
外
に
も
、
年
報
や
ジ
ャ
ー
ナ
ル

類
に
は
、
す
ぐ
れ
た
論
文
や
記
録
が
無
数
に
あ
り
、
ま
た
専
門
と
な
る
と

集
大
成
し
た
も
の
が
必
要
な
関
係
で
、
単
行
本
に
な
り
が
た
い
も
の
も
あ

る
。
私
は
以
前
か
ら
、
こ
れ
ら
内
外
の
山
岳
会
の
年
報
類
、
山
岳
雑
誌
、

地
理
学
雑
誌
な
ど
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
類
、
個
人
的
に
発
行
さ
れ
た
報
告
書
等

に
で
て
い
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
関
係
の
文
献
目
録
と
し
て
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
な

い
か
と
い
う
こ
と
を
切
望
し
て
い
る
者
の
一
人
で
あ
る
。
ど
こ
か
で
読
ん

だ
記
憶
が
あ
る
が
、
探
し
て
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
経
験
は
、
多
か
れ
少

な
か
れ
誰
も
が
経
験
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
者

に
と
っ
て
、
こ
の
時
間
的
ロ
ス
は
大
変
な
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
書
の
編
者
、
ま
た
は
こ
れ
に
続
く
研
究
者
に
期
待
し
た
い

、
、
、
、

こ
と
は
、
本
書
の
続
編
と
し
て
、
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
関
係
文
献
目
録
」
を
ま
と

め
ら
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
迄
大
な
作
業
で
あ
る

こ
と
は
覚
悟
の
上
の
こ
と
で
あ
る
が
、
誰
か
が
、
い
つ
か
ま
と
め
て
お
か

な
い
と
、
ま
す
ま
す
で
き
に
く
く
な
る
こ
と
も
必
定
で
あ
る
。
こ
の
種
の

本
は
営
業
的
に
見
れ
ば
、
儲
か
ら
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
こ
う
し
た
本
こ
そ
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
あ
た
り
で
刊
行
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
の
よ
う
に
邦
文
の
文
献
に
は
、
英
訳
を

つ
け
て
お
け
ば
、
今
ま
で
種
々
と
文
献
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
進
欧
米
諸

国
の
登
山
家
に
対
し
て
も
、
さ
さ
や
か
な
ご
恩
返
し
が
で
き
る
こ
と
に
も

な
る
と
思
え
る
の
で
あ
る
。
期
待
し
て
止
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。
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奥
山
章
を
知
る
者
に
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
彼
の
死
後
、
山
の
友
人
に

よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
の
本
は
、
彼
を
伝
え
て
は
い
る
が
、
彼
と
面
と

向
っ
て
い
る
と
き
の
印
象
と
は
ほ
ど
遠
い
。
彼
の
印
象
は
文
章
で
表
現
で

き
な
い
ほ
ど
強
烈
だ
っ
た
し
、
そ
の
彼
が
も
う
い
な
い
こ
と
を
こ
の
本
は

伝
え
て
い
る
。

飯
田
橋
の
「
梓
」
で
は
じ
め
て
彼
に
会
っ
た
晩
、
日
本
青
年
会
館
へ
行

こ
う
と
誘
わ
れ
、
柴
野
利
秋
氏
の
登
山
教
室
へ
引
っ
ぱ
り
出
さ
れ
た
か

ら
、
こ
の
本
の
年
譜
で
み
る
と
昭
和
三
十
四
年
だ
っ
た
ら
し
い
・
そ
の
柴

野
氏
が
死
ん
だ
こ
と
も
後
日
彼
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。
私
と
同
年
輩
の
彼
に

は
何
だ
か
通
じ
る
も
の
を
感
じ
る
の
だ
が
、
中
野
の
彼
の
ア
パ
ー
ト
へ
夜

お
し
か
け
た
り
、
新
宿
で
飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
彼
の
ラ
ッ
パ
を
聞
く
の

深
田
さ
ん
の
急
逝
に
よ
り
、
具
体
的
に
す
す
め
ら
れ
た
こ
の
作
業
に
は

発
刊
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま
で
に
は
、
ど
れ
だ
け
の
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
か
、

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
努
力
の
結
晶
で
あ
る
本
書
を
見
る

に
つ
け
、
薬
師
義
美
氏
は
、
今
は
亡
き
深
田
さ
ん
に
対
し
、
何
よ
り
の
供

養
を
さ
れ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
〔
松
田
雄
一
〕

ザ
イ
ル
を
結
ぶ
と
き

奥
山
章
著
Ｂ
６
判
三
九
六
ペ
ー
ジ

一
九
七
三
年
七
月
山
と
渓
谷
社
発
行

定
価
九
五
○
円

が
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
。
二
月
の
細
野
で
会
っ
た
と
き
、
シ
ョ
ー
ト
ス
キ

ー
を
都
合
す
る
か
ら
、
二
人
で
鹿
島
槍
の
北
壁
を
ス
キ
ー
で
下
ろ
う
と
さ

そ
い
か
け
ら
れ
た
の
は
、
彼
に
も
や
は
り
同
年
輩
の
共
感
と
い
う
も
の
が

あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
お
互
い
の
足
な
み
を
見
て

中
止
に
な
っ
た
が
ｌ

彼
は
一
言
で
い
え
ば
ス
タ
イ
リ
ス
ト
だ
っ
た
。
そ
の
彼
に
弱
い
面
が
な

く
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
め
っ
た
に
そ
れ
を
人
に
は
見
せ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。
常
に
自
分
の
前
面
を
人
に
向
け
て
い
る
点
に
は
感
心
さ
せ
ら

れ
る
。
性
格
的
に
私
と
異
っ
て
い
て
、
私
が
心
配
症
な
の
に
反
し
て
、
彼

は
と
に
か
く
前
向
き
で
、
不
意
に
横
に
何
か
が
現
れ
て
も
、
と
っ
さ
に
自

分
の
前
面
を
そ
ち
ら
に
向
け
ら
れ
る
、
そ
ん
な
人
間
だ
っ
た
。

私
が
日
本
最
大
の
壁
だ
と
称
し
て
奥
鐘
山
の
西
壁
を
と
り
あ
げ
て
い
た

ら
、
そ
ん
な
ゴ
ル
ジ
ュ
登
り
は
や
め
ろ
、
も
っ
と
空
の
多
い
壁
を
登
る
べ

き
だ
と
意
見
し
た
彼
は
、
や
は
り
岩
登
り
で
も
ス
タ
イ
リ
ス
ト
だ
っ
た
。

彼
の
登
っ
た
す
べ
て
の
壁
が
ピ
ー
ク
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
は
日
本
を
舞
台
と
し
て
い
る
間
は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
ろ

う
。
そ
の
夢
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
達
せ
ら
れ
た
こ
と
を
彼
は
喜
ん
だ
に
ち
が

い
な
い
。

同
年
で
も
山
へ
の
出
発
が
お
く
れ
て
い
た
私
は
、
彼
に
教
え
ら
れ
る
こ

と
も
多
か
っ
た
。
私
に
対
す
る
彼
の
反
論
は
、
煙
に
巻
く
よ
う
な
こ
と
も

あ
っ
た
し
明
快
な
意
見
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
聞
い
て
い
て
腹

が
立
た
な
か
っ
た
の
は
、
彼
の
割
り
き
っ
た
よ
う
な
気
性
と
、
ケ
タ
は
ず

れ
の
毒
舌
の
た
め
だ
ろ
う
。

さ
て
こ
の
書
評
を
私
に
書
け
と
電
話
し
て
き
た
原
君
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
と
直
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接
の
つ
な
が
り
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
奥
山
の
存
在
を
否
定
す
る
わ
け

に
い
か
な
い
。
そ
れ
で
彼
と
全
く
対
象
的
な
私
に
書
か
せ
て
み
て
、
私
が

こ
れ
を
取
り
上
げ
れ
ば
よ
し
、
書
か
な
け
れ
ば
こ
の
本
の
書
評
は
ボ
ッ
に

す
る
と
い
う
。
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
の
か
強
迫
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
が
、
彼
に
共
感
を
持
ち
、
彼
と
親
交
の
あ
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
員
の
中

で
、
私
を
選
ん
で
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。
私
は
彼
に
何
も
与
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、
今
も
で
き
な
い
の
だ
が
、
目
を
む
い
て
反

撃
し
そ
う
な
こ
と
を
彼
の
た
め
に
書
く
こ
と
は
で
き
る
。

彼
は
最
後
に
自
分
を
見
つ
め
、
自
分
と
ギ
リ
ギ
リ
の
た
た
か
い
を
続
け

た
こ
と
を
奥
さ
ん
の
手
記
か
ら
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
登
山

は
常
に
自
分
と
の
た
た
か
い
で
あ
り
、
彼
は
生
涯
そ
れ
を
続
け
て
い
て
、

そ
れ
を
全
く
表
面
に
は
出
さ
ず
、
最
後
に
最
も
大
き
い
た
た
か
い
を
経
て

自
分
に
見
切
り
を
つ
け
た
、
そ
ん
な
感
じ
が
す
る
。
彼
の
死
を
不
思
議
に

思
っ
た
多
く
の
人
達
も
、
彼
の
心
情
と
、
そ
の
た
ど
っ
た
道
を
や
っ
と
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
本
の
彼
の
手
記
は
、
そ
の
紀
行
に
お
い
て
最
も
彼
ら
し
く
な
い
。

登
山
の
行
為
は
、
彼
の
生
甲
斐
の
中
で
最
も
一
般
的
な
状
態
で
あ
っ
て
、

こ
と
さ
ら
取
り
上
げ
る
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
反
し
て

評
論
と
か
批
判
に
な
る
と
、
彼
ら
し
い
面
が
浮
か
び
上
っ
て
く
る
。
そ
れ

を
、
彼
の
毒
舌
の
は
け
口
と
見
る
人
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
が
生

甲
斐
を
感
じ
、
自
分
な
り
に
考
え
、
自
分
に
課
し
、
自
分
が
生
き
抜
い
て

き
た
登
山
へ
の
態
度
と
、
世
俗
の
登
山
と
が
か
け
は
な
れ
て
い
る
た
め

に
、
自
然
発
生
的
に
彼
の
中
に
胎
動
し
て
い
た
批
判
が
口
を
つ
い
て
出
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け
彼
の
生
き
方
が
登
山
に
対
し
て
純
粋

だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

こ
の
手
記
の
中
で
、
私
に
は
彼
の
手
紙
が
最
も
彼
ら
し
い
と
思
わ
れ

る
。
街
で
話
し
て
い
る
と
き
の
よ
う
な
、
公
式
ば
ら
な
い
姿
が
そ
の
中
に

あ
ふ
れ
て
い
る
。
彼
の
茶
目
気
、
酒
脱
さ
、
相
変
ら
ず
の
前
向
き
、
意
外

に
細
か
い
心
づ
か
い
な
ど
が
、
次
々
と
手
紙
の
中
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
私
に
対
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
皮
肉
が
盛
り
こ
ま
れ
て
い

る
の
も
愉
快
だ
。

彼
が
書
き
始
め
た
と
い
う
自
伝
も
、
最
初
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
息
が
続

か
な
く
な
っ
て
、
途
中
か
ら
忠
実
な
伝
記
に
移
っ
て
い
く
が
、
彼
の
い
う

戦
中
派
一
ノ
倉
の
残
党
の
一
人
を
記
録
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

や
が
て
積
雪
期
初
登
の
あ
り
さ
ま
が
語
ら
れ
て
い
く
が
、
彼
が
女
性
と
パ

ー
テ
ィ
を
組
む
こ
と
の
不
可
解
さ
が
頭
に
残
る
。
そ
れ
は
山
に
で
は
な

く
、
女
性
に
対
し
て
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
の
彼
の
一
面
と
思
え
ば
理
解
で
き

な
く
も
な
い
の
だ
が
Ｉ
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
・
私
に
理
解
で
き
な
か
っ

た
彼
の
生
活
。
何
の
収
入
で
食
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
も
、
あ

る
程
度
そ
の
裏
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

全
く
書
評
ら
し
く
な
い
こ
と
ば
か
り
述
べ
た
よ
う
に
思
う
が
、
こ
の
本

は
編
者
に
よ
っ
て
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
足
跡
が
最
後
に
行

動
と
文
章
と
映
画
に
分
け
て
納
め
ら
れ
て
い
る
。
せ
い
い
っ
ぱ
い
登
山
に

生
き
た
彼
と
し
て
は
不
満
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
本
は
彼
の
遺

骨
だ
、
そ
ん
な
ふ
う
に
私
は
考
え
て
い
る
。
〔
阿
部
和
行
〕
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エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ィ
ン
パ
ー
の
書
い
た
『
赤
道
直
下
の
大
ア
ン
デ
ス
登

筆
記
』
は
、
初
版
が
一
八
九
一
年
に
出
て
い
る
か
ら
、
も
う
山
の
本
で
は

古
典
に
属
す
る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
。

私
の
と
こ
ろ
へ
は
時
々
妙
な
本
が
飛
び
込
ん
で
く
る
が
、
こ
れ
も
そ

の
一
つ
・
私
の
持
っ
て
い
る
の
は
第
二
版
（
一
八
九
二
年
も
の
）
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
は
面
白
い
こ
と
に
ウ
ィ
ン
パ
ー
自
身
の
署
名
が
し
て
あ
る
。

こ
の
署
名
も
私
が
持
っ
て
い
る
他
の
本
に
し
て
あ
る
署
名
と
全
然
同
じ
だ

か
ら
、
偽
物
で
は
あ
る
ま
い
。
日
付
は
一
八
九
五
年
一
二
月
二
日
と
な
っ

て
い
る
か
ら
、
ウ
ィ
ン
パ
ー
の
五
十
五
歳
の
時
で
、
ベ
ー
コ
ン
と
い
う
神

父
へ
の
献
呈
本
と
な
っ
て
い
る
。
而
も
そ
の
ベ
ー
コ
ン
さ
ん
の
写
真
ま
で

貼
っ
て
あ
る
の
だ
か
ら
愉
し
い
。

私
が
こ
の
復
刻
新
版
に
興
味
を
も
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
買
っ
た
の
は
、
例
の

エ
リ
ッ
ク
・
シ
プ
ト
ン
が
前
書
き
を
長
々
と
十
六
頁
も
書
い
て
い
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
山
の
場
合
は
あ
る
人
が
序
文
を
書
い
て
い
る
と
、
そ
の
中
に

必
ら
ず
自
分
の
山
に
対
す
る
考
え
や
、
他
の
本
に
は
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

が
書
い
て
あ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
な
か
な
か
参
考
に
な
る
も
の
で
あ

弓
国
ぐ
①
毎
画
目
○
口
”
騨
号
の
の
儲
①
胃

崔
旦
閉
呉
忌
①
同
旨
餌
８
局

ご
團
言
四
己
君
ご
具
）
の
獄
．

①
日
誌
』
閏
昼
旨
茸
○
旦
巨
ｏ
の
こ
ず
く
国
凰
ｏ
の
三
宮
Ｏ
Ｐ

Ｏ
冨
堅
①
ゆ
尻
ご
侭
茸
陣
○
○
・
‐
Ｆ
ｏ
目
四
○
口
．
乞
曽

る
。

シ
プ
ト
ン
と
言
え
ば
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
な
ら
よ

く
知
っ
て
い
る
《
《
尽
且
旦
目
の
日
扁
翼
廻
．
（
あ
ら
し
の
国
）
が
、
田
村
協

子
訳
で
山
と
渓
谷
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
私
の
解
説
み
た
い

な
も
の
と
、
ジ
ェ
フ
・
ブ
ラ
ッ
ト
の
略
歴
と
随
筆
が
拙
訳
で
載
っ
て
い

る
。

尚
そ
の
時
、
シ
プ
ト
ン
の
最
近
の
著
書
と
し
て
次
の
書
を
加
え
て
お
い

た
。

《
《
園
①
胃
四
号
目
田
口
の
唱
叩
１
号
①
恩
冨
昌
＆
①
の
８
口
の
管
、
⑦
冨
二
①
の

尻
目
侭
言
）
②
Ｆ
胃
旨
毎
日
の
国
２
回
シ
牙
①
昌
冒
Ｈ
①
の
①
国
①
の
〕
Ｆ
ｏ
目
合
冒
》

』
④
『
四
沁
心
。
○
つ

即
ち
『
避
け
難
い
魅
力
ｌ
火
の
島
』
で
あ
る
。
彼
は
前
に
出
し
て
い

る
本
に
も
テ
ィ
エ
ラ
・
デ
ル
・
フ
エ
ゴ
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
書
い
て
い

る
が
、
今
度
は
そ
れ
を
一
ま
と
め
に
し
た
の
だ
と
思
う
。
彼
は
こ
の
島
の

ダ
ー
ウ
ィ
ン
山
脈
で
は
か
な
り
な
パ
イ
オ
ニ
ア
・
ワ
ー
ク
を
や
っ
て
い
る

の
で
、
こ
う
い
う
本
が
出
た
と
て
別
に
不
思
議
で
は
な
い
が
、
そ
こ
を
よ

く
知
っ
て
い
る
人
が
ま
と
め
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
も
大
助
り
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ナ
イ
ト
と
い
う
出
版
社
で
は
、
こ
こ
で
紹
介
し
て

い
る
ウ
ィ
ン
パ
ー
の
『
大
ア
ン
デ
ス
』
の
他
に
、
グ
レ
ー
ム
・
パ
リ
ッ
シ

ュ
の
『
チ
リ
ー
像
』
、
ギ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ェ
ル
プ
ス
の
『
最
後
の
地
平
線
．

ブ
ラ
ジ
ル
の
旅
』
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
・
ク
リ
ッ
ソ
ル
ド
の
『
南
米
の
聖
人

達
』
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ト
ン
の
『
南
米
放
浪
』
と
い
う
の
を

出
し
て
い
る
。
私
達
も
か
っ
て
「
南
米
登
山
叢
書
」
と
い
う
の
を
作
ろ
う
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と
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
け
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ナ
イ

ト
社
に
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
訳
に
な
る
。

さ
て
シ
プ
ト
ン
は
こ
の
前
書
き
で
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
紹

介
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
彼
は
セ
イ
ャ
ー
や
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
本
な
ど
に

も
序
文
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
に
適
し
て
い
る
よ
う
な
当
り

触
わ
り
の
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
セ
イ
ャ
ー
の
序
文
で
は
国
境
侵
犯
を
褒
め
て
い
る
よ
う
な
書
き

振
り
で
、
私
に
は
頷
け
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
勇
気
で
な
く
無
暴
で
あ
り
、

他
人
に
か
か
る
迷
惑
を
考
え
ず
、
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
と
い
う
何
処
か
の

国
の
登
山
者
と
全
然
同
じ
行
動
で
あ
る
。

し
か
し
今
回
の
序
文
は
成
る
程
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
あ
っ
て
、
シ
プ
ト
ン
や
ウ
ィ
ン
パ
ー
を
研
究
し
て
い
る
人
に
は
、

い
く
ら
か
役
に
立
つ
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
幾
つ
か
を
拾
っ
て
み
よ
う
。

シ
プ
ト
ン
が
こ
の
本
の
可
な
り
傷
ん
だ
原
本
を
手
に
入
れ
た
の
が
十
五

歳
の
時
、
そ
し
て
山
の
探
検
に
生
涯
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の

本
の
お
蔭
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
ス
マ
イ
ス
は
そ
の
『
ウ
イ
ン
パ
ー

伝
』
（
拙
訳
、
あ
か
ね
書
房
版
）
で
、
ウ
ィ
ン
パ
ー
の
人
間
性
を
可
な
り

暗
く
描
写
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
本
当
な
ら
『
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
』
の
よ
う

な
本
は
書
け
る
筈
が
な
い
と
弁
護
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
暫
ら
く
の
間
は
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
事
件
を
紹
介
し
て
い
る

が
、
事
故
の
原
因
を
ウ
ィ
ン
パ
ー
だ
け
に
負
わ
せ
る
の
は
酷
だ
と
し
て
、

そ
の
理
由
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
一
八
六
五
年
当
時
は
登
山
技
術
も
ま
だ
幼
稚
で
安
全
対

策
も
充
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
の
二
は
、
ハ
ド
ス
ン
は
ウ
ィ
ン
パ
ー

よ
り
十
二
歳
も
年
上
で
あ
る
か
ら
、
隊
の
編
成
に
も
責
任
が
あ
り
、
特
に

そ
の
弟
子
で
登
山
経
験
も
殆
ん
ど
な
い
ハ
ド
ウ
を
仲
間
に
入
れ
た
こ
と
。

第
三
に
、
戦
術
的
な
こ
と
は
総
て
ガ
イ
ド
に
任
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
る

こ
と
。
と
い
う
風
に
ウ
ィ
ン
パ
ー
だ
け
が
責
任
者
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
を
、
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ウ
ィ
ン
パ
ー
が
エ
ク
ワ
ド
ル
へ
行
っ
た
主
な
目
的
は
、
高
山
病
の
研
究

に
あ
っ
た
。
彼
は
科
学
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
の
学
問
に
興
味

を
持
ち
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
資
料
も
沢
山
集
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
学

者
に
デ
ー
タ
の
整
理
と
研
究
を
依
頼
し
て
い
る
。

彼
自
身
の
研
究
（
高
山
病
や
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
こ
と
）
に
は
、
独
り
よ

が
り
や
誤
ま
り
が
沢
山
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
知
識
欲
の
旺
盛
さ
に

は
敬
意
を
表
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

当
時
、
高
山
病
は
酸
素
の
欠
乏
よ
り
も
気
圧
の
減
少
に
そ
の
原
因
が
帰

せ
ら
れ
て
い
た
。
チ
ン
ポ
ラ
ソ
の
実
験
結
果
で
も
そ
う
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
シ
プ
ト
ン
は
食
中
毒
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
書
い
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
科
学
的
な
目
的
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
今
日
、
そ
の
探

検
や
登
山
の
言
訳
に
な
っ
た
り
、
資
金
集
め
の
手
段
に
な
っ
た
り
す
る
場

合
が
あ
る
の
だ
が
、
実
際
的
に
も
科
学
面
の
範
囲
が
広
く
て
深
い
ほ
ど
、

そ
の
探
検
の
満
足
や
意
義
も
一
層
大
き
く
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
・
ア
ニ
マ
ル
も
結
構
だ
が
、
こ
う
い
う
面
の
あ
る
こ
と
も
考
え

て
お
い
た
方
が
よ
い
、
と
シ
プ
ト
ン
は
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
新
版
で
は
一
般
読
者
に
余
り
興
味
が
な
く
、
煩
わ
し
い
と
思
わ
れ

る
部
分
は
省
か
れ
て
い
る
し
、
付
録
の
「
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
使
い
方
」
も

つ
い
て
い
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
ウ
ィ
ン
パ
ー
の
本
が
再
び
い
ろ
い
ろ
の
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カ
ラ
コ
ル
ム
、
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
、
そ
し
て
パ
ミ
ー
ル
な
ど
の
探
検

史
や
政
治
史
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
人
な
ら
、
ネ
イ
・
エ
ラ
イ
ァ
ス
の
名

を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
日
本
語
の
中
央

ア
ジ
ア
探
検
史
に
は
殆
ん
ど
そ
の
名
が
出
て
い
な
い
。
出
て
い
て
も
、
こ

の
エ
ラ
イ
ア
ス
伝
に
て
ら
し
て
余
り
正
確
で
な
い
と
思
わ
れ
る
節
が
あ

る
。

こ
れ
に
は
無
理
も
な
い
事
情
も
あ
る
。
彼
の
比
較
的
詳
し
い
業
績
は
公

け
に
は
殆
ん
ど
発
表
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
こ
の
伝
記
に
し
て
も
七
十
年

経
っ
て
や
つ
と
陽
の
目
を
み
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
今
ま
で
に
私
が
み

た
横
文
字
の
本
で
も
彼
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
カ
ー
ゾ
ン
の

『
パ
ミ
ー
ル
と
オ
ク
サ
ス
の
水
源
』
と
シ
ー
ヴ
ァ
ー
の
『
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ

ン
ド
伝
』
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も
そ
う
細
か
く
と
い
う
訳
で
は
な
い
。

七
十
年
間
も
ど
う
し
て
伝
記
が
出
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
浮

形
で
世
に
紹
介
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

〔
吉
沢
一
郎
〕

ｚ
の
竜
国
冒
の

国
吾
一
（
）
愚
『
、
目
二
国
目
ぐ
昌
両
閏
国
○
且
冒
騨
昌
旨
国
垣
〕
シ
の
冨
・

ご
○
の
国
匡
冨
。
侭
§
〉

⑦
①
○
侭
①
シ
斤
巨
四
目
』
ご
ロ
葛
冒
】
Ｆ
ｇ
ａ
Ｏ
ｐ
・
乞
昌
．

い
や
↑
石
印
館
の
の
》
閂
目
色
壱
、
曲
目
』
己
］
四
許
①
晩
。

｜
’

ぶ
。
そ
の
障
害
は
実
の
母
だ
っ
た
よ
う
だ
。
母
は
極
端
な
い
わ
ゆ
る
教
育

マ
マ
だ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
本
に
出
て
い
る
母
の
写
真
を
み
る
と
、
丸
ぽ

ち
ゃ
で
虫
も
殺
せ
な
い
優
し
い
女
性
と
い
う
感
じ
を
う
け
る
の
だ
が
、
こ

れ
が
長
じ
る
に
従
っ
て
次
第
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
化
し
て
い
っ
た
。
親
の
い
う

こ
と
を
聞
か
な
い
で
自
分
勝
手
な
方
向
に
進
ん
だ
者
は
、
親
で
も
な
い
、

子
で
も
な
い
と
い
う
訳
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
私
の
目
の
黒
い
う

ち
は
伝
記
な
ん
か
と
ん
で
も
な
い
と
頑
張
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
あ
り
そ
う

な
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
本
の
編
者
、
ジ
ェ
ラ
ー
ド
・
モ
ー
ガ
ン
は
エ
ラ
イ
ア
ス
（
一
八
四

四
’
一
八
九
七
）
の
甥
で
あ
る
か
ら
、
資
料
集
め
に
は
都
合
の
い
い
立
場

に
あ
っ
た
ろ
う
と
一
般
に
は
考
え
ら
れ
る
が
、
事
実
は
そ
の
反
対
で
あ
っ

た
ら
し
い
・
私
信
な
ど
は
伝
記
作
家
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
が
、
そ
れ

も
使
え
な
か
っ
た
し
、
政
府
に
対
す
る
公
式
の
報
告
書
も
官
僚
主
義
の
お

蔭
で
余
り
利
用
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
本
が
出
来
た
の
は
、
主
と
し
て
英

国
地
学
協
会
の
資
料
室
の
奥
深
く
に
し
ま
わ
れ
て
い
た
も
の
の
お
蔭
で
あ

っ
た
。

私
は
ネ
イ
・
エ
ラ
イ
ア
ス
の
活
動
を
中
心
に
し
た
当
時
の
中
央
ア
ジ
ア

の
情
勢
に
つ
い
て
、
第
五
回
目
の
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
会
議
（
昭
和
四
十

八
年
十
一
月
、
於
盛
岡
）
で
講
演
を
や
る
た
め
多
少
整
理
し
た
の
で
、
『
山

と
渓
谷
』
の
海
外
山
岳
耆
欄
で
は
六
回
に
亘
っ
て
内
容
を
紹
介
し
て
し
ま

っ
た
。
ど
う
し
て
も
一
、
二
回
で
は
す
ま
せ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

探
検
家
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
私
も
自
分
な
り
に
そ
れ
を
分
類
し
て
み

た
が
、
十
九
世
紀
中
葉
か
ら
二
十
世
紀
の
初
め
に
か
け
て
パ
ミ
ー
ル
並
び
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に
そ
の
周
辺
で
活
躍
し
た
各
国
の
い
わ
ゆ
る
探
検
家
、
そ
れ
ら
の
名
前
は

い
ち
い
ち
こ
こ
に
並
べ
な
く
と
も
、
皆
さ
ん
先
刻
ご
承
知
の
筈
だ
。
詳
し

く
は
深
田
久
弥
著
『
中
央
ア
ジ
ア
探
検
史
』
の
最
後
に
あ
る
「
近
代
中
央

ア
ジ
ア
探
検
年
表
」
を
御
覧
願
い
た
い
が
、
こ
れ
ら
の
探
検
家
に
と
っ
て

の
最
終
目
的
は
必
ら
ず
し
も
近
代
的
な
ス
ポ
ー
ツ
的
な
探
検
そ
の
も
の
に

あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
安
危
と
権
威
を
背
景
に
し
た
、

い
わ
ば
密
偵
的
な
要
素
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
と
い
っ
て
差
支
え

な
い
で
あ
ろ
う
。
而
も
そ
の
中
に
は
他
人
の
功
績
を
横
取
り
し
て
し
ま
っ

て
、
自
分
一
人
が
い
い
子
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
す
っ
か
ら
い

の
も
い
な
い
訳
で
は
な
か
っ
た
。

そ
う
い
う
中
に
あ
っ
て
ネ
イ
・
エ
ラ
イ
ア
ス
は
、
無
私
無
欲
、
純
粋
な

愛
国
心
か
ら
粉
骨
砕
身
、
自
分
の
身
体
と
健
康
を
犠
牲
に
し
て
、
当
時
と

し
て
は
誰
に
も
負
け
な
い
長
途
の
旅
行
と
細
密
な
踏
査
を
行
な
っ
て
、
イ

ン
ド
の
辺
境
（
当
時
の
）
を
安
泰
な
ら
し
め
た
。
後
に
有
名
に
な
っ
た
ゴ

ド
ウ
ィ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
伴
な
っ
て
カ
ラ
コ
ル
ム
を
越
え
、
東
ト
ル

キ
ス
タ
ン
ヘ
入
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド

さ
え
も
彼
の
直
接
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
エ
ラ
イ
ア
ス
が
如

何
に
当
時
の
探
検
家
と
し
て
、
一
頭
地
を
抜
い
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
か

が
わ
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
か
ら
、
彼
の
真
価
を

知
っ
て
い
た
カ
ー
ゾ
ン
は
流
石
に
偉
い
と
思
う
が
、
エ
ラ
イ
ア
ス
が
活
躍

し
て
い
た
時
に
は
カ
ー
ゾ
ン
は
副
王
で
は
な
か
っ
た
。
も
し
カ
ー
ゾ
ン
が

そ
の
時
イ
ン
ド
副
王
で
あ
っ
た
ら
、
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
は
も
う
少
し
変

っ
て
い
た
ろ
う
し
、
エ
ラ
イ
ア
ス
に
対
す
る
処
遇
も
大
い
に
違
っ
て
い
た

こ
と
と
思
う
・

と
こ
ろ
で
彼
は
ど
ん
な
踏
査
旅
行
を
し
た
の
か
、
そ
れ
を
略
記
し
て
み

よ
う
。一

、
一
八
六
七
’
六
九
年
、
黄
河
の
測
量
及
び
新
黄
河
の
流
路
踏
査
。

二
、
一
八
七
二
’
七
三
年
、
北
方
よ
り
西
蒙
古
を
経
て
シ
ベ
リ
ア
の
横

断
。

三
、
一
八
七
四
年
、
ビ
ル
マ
、
雲
南
使
節
団
。

四
、
一
八
七
七
年
、
ラ
ダ
ー
ク
。

五
、
一
八
七
九
年
、
ヤ
ル
カ
ン
ド
往
復
。

六
、
一
八
八
○
年
、
Ｇ
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
同
行
、
カ
シ
ュ
ガ
ー
ル
ヘ
・

七
、
一
八
八
五
年
、
カ
ラ
コ
ル
ム
を
越
え
て
ヤ
ル
カ
ン
ド
ヘ
・
ヤ
ン
ギ

・
ヒ
サ
ル
か
ら
パ
ミ
ー
ル
横
断
。

八
、
一
八
八
八
年
、
シ
ッ
キ
ム
・

九
、
一
八
八
九
’
九
○
年
、
英
国
、
サ
イ
ア
ム
国
境
委
員
会
。

一
○
、
一
八
九
一
’
九
三
年
、
・
ヘ
ル
シ
ャ
・

二
、
一
八
九
五
’
九
六
年
。
ペ
ル
シ
ャ
・
病
が
篤
く
な
っ
て
か
ら
、

ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
好
意
に
よ
り
露
領
を
通
っ
て
帰
国
。
九
七
年
五

月
、
ロ
ン
ド
ン
で
波
欄
と
苦
難
の
多
か
っ
た
そ
の
五
十
三
年
の
生
涯

を
閉
じ
た
。

興
味
の
あ
る
の
は
メ
シ
ェ
ッ
ド
に
い
た
一
八
九
五
年
の
十
月
に
、
日
本

の
福
島
安
正
中
佐
と
会
見
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
で
エ
ラ
イ
ア

ス
を
知
っ
て
い
る
の
は
彼
一
人
で
あ
ろ
う
。

私
が
本
書
を
読
ん
で
最
も
感
銘
と
い
う
か
興
味
を
も
っ
た
こ
と
は
幾
つ

も
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
次
の
も
の
は
最
も
印
象
深
く
受
け
と
め
た
も
の

で
あ
っ
た
。
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ロ
シ
ア
の
き
り
の
な
い
南
進
を
防
ぐ
た
め
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
中
国

の
国
境
を
一
部
共
有
さ
せ
、
ロ
シ
ア
領
を
直
接
イ
ン
ド
と
接
触
さ
せ
ず

に
、
今
の
ワ
ハ
ン
回
廊
を
そ
の
間
に
挿
入
し
て
、
ア
フ
ガ
ン
領
と
し
て
お

く
と
い
う
こ
と
の
最
初
の
提
案
者
が
彼
で
あ
っ
た
こ
と
。
ナ
イ
ト
は
『
三

帝
国
の
会
す
る
と
こ
ろ
』
と
い
う
題
名
の
本
を
書
い
て
い
る
が
、
正
確
に

は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
パ
ミ
ー
ル
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
北
京
か
ら
蒙
古
を
経
、
シ
ベ
リ
ア
を
横
断
し
た
時
の
旅
行
（
八
○

○
○
肋
）
に
対
し
、
Ｒ
Ｇ
Ｓ
か
ら
金
牌
を
う
け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
リ
ビ

ン
グ
ス
ト
ン
を
救
出
し
た
ス
タ
ン
レ
ー
が
、
同
じ
も
の
を
も
ら
っ
た
の
と

同
じ
日
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ネ
イ
の
旧
友
で
崇
敬
者
の
一
人
で
あ
っ
た
ス
テ
ィ
ヴ
ン
・
ホ
イ
ー
ラ
ー

は
Ｒ
Ｇ
Ｓ
と
英
国
伝
記
事
典
の
た
め
に
追
憶
記
を
書
い
て
い
る
が
、
当
時

の
新
聞
に
は
、
「
本
当
に
偉
い
人
は
認
め
ら
れ
ず
に
死
ぬ
」
、
「
ア
ジ
ア
に

お
け
る
女
王
の
臣
下
で
、
彼
ほ
ど
多
く
を
行
な
い
、
自
分
の
や
っ
た
こ
と

を
語
ら
な
か
っ
た
人
は
少
な
い
」
と
書
い
て
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
だ
多
く
の
こ
と
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
こ
の
辺
で

一
ま
づ
こ
の
本
の
紹
介
文
を
終
る
こ
と
に
し
よ
う
。
〔
吉
沢
一
郎
〕

東
か
ら
西
へ
パ
ミ
ー
ル
を
横
断
し
た
時
、
並
ん
で
い
る
峠
を
一
つ
一
つ

反
対
側
の
河
ま
で
お
り
て
調
査
し
て
い
る
こ
と
、
ア
ク
ス
ー
と
ア
ブ
イ
・

パ
ン
ジ
ャ
の
合
流
点
で
両
河
の
流
量
を
測
り
、
後
者
を
オ
ク
サ
ス
の
本
流

と
発
表
し
た
こ
と
。

た
こ
と
。

ム
ズ
タ
ー
グ
・
ア
ー
タ
は
ヘ
デ
ィ
ン
の
命
名
で
は
な
く
、
彼
が
そ
う
し

た
時
に
は
ロ
シ
ア
の
地
図
に
、
ク
ン
グ
ー
ル
と
共
に
そ
う
記
載
さ
れ
て
い

仰
も
②
も
内
容
は
同
じ
で
文
章
も
地
図
も
全
然
変
っ
て
い
な
い
・
私
は

最
初
②
の
方
を
英
国
か
ら
取
り
寄
せ
た
の
で
あ
る
が
、
偶
然
の
機
会
に
山

を
奥
ア
マ
ゾ
ン
探
検
隊
の
事
務
局
で
発
見
し
た
。
㈹
の
方
は
版
が
大
き
く

て
地
図
も
見
易
く
な
っ
て
い
る
。
②
で
は
地
名
な
ど
ル
ー
ペ
を
当
て
が
わ

な
い
と
よ
く
読
め
な
い
・

書
名
の
意
味
で
あ
る
が
、
ビ
ル
カ
バ
ン
バ
の
方
は
ク
ス
コ
の
北
西
に
あ

る
地
名
で
、
ア
ン
デ
ス
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い

し
｛
島
ノ
。

ア
ン
テ
ィ
ス
ョ
は
、
こ
れ
も
イ
ン
カ
帝
国
に
関
す
る
本
を
読
ん
だ
人
な

ら
先
刻
ご
承
知
の
筈
で
あ
る
が
、
イ
ン
カ
帝
国
東
部
の
一
州
で
あ
っ
て
、

ア
ン
デ
ス
は
、
こ
の
ア
ン
テ
ィ
ス
（
階
段
畑
と
い
う
意
味
と
き
く
）
か
ら

出
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ス
ョ
は
地
方
の
意
。

近
頃
と
は
い
わ
な
い
が
、
同
じ
内
容
で
題
名
だ
け
違
う
本
が
、
ア
メ
リ

く
計
旨
画
ウ
色
白
ご
蝉
Ｐ
ｍ
閏
。
』
ご
呉
号
⑦
自
国
○
画
吸
い
）

宛
。
汀
鼻
畠
画
一
の
）
冒
且
○
画
．
ら
ご
耳
⑦
四
〕
①
段
く
畠

崔
口
芦
普
旨
ｌ
弓
序
艀
胃
呂
昏
尉
昏
①
門
画
騨

○
冨
＄
具
忌
①
傍
白
闇
○
国
ｅ

可
の
ｇ
①
の
豊
２

ｔ

１

段
目
○
口
曽
昌
の
９
口
望
関
．
ｚ
・
閏
．
．
邑
凶
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力
と
英
国
で
同
時
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
注
意
し
た
方
が
よ
い
。

メ
ル
シ
バ
ッ
ヒ
ェ
ル
の
「
天
山
探
検
記
」
に
ア
メ
リ
カ
版
の
あ
る
こ
と
は

全
然
知
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
場
合
は
書
名
は
同
じ
で
あ
る
。

今
度
の
サ
ヴ
ォ
イ
の
箸
は
結
論
か
ら
先
へ
い
う
と
わ
か
り
易
い
と
思
う

の
で
、
著
者
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
と
、
「
ア
マ
ソ
ニ
ア
は
、
考

古
学
に
お
け
る
発
見
と
新
地
平
線
の
期
待
の
出
現
以
来
、
探
検
家
に
対
し

て
最
大
の
挑
戦
を
行
な
っ
て
い
る
。
私
は
一
人
の
探
検
家
と
し
て
、
こ
の

惑
星
の
上
で
は
探
検
と
い
う
も
の
が
死
滅
し
て
は
い
な
い
し
、
特
に
南
ア

メ
リ
カ
で
は
そ
れ
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
」
と
な
る
。

つ
ま
り
、
未
知
の
世
界
は
無
限
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
一
人
や
二
人

の
努
力
で
は
片
づ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
豊
富
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
嬉
し
い
言
葉
で
は
な
い
か
。
而
も
こ
の
言
葉
が
エ
ベ

レ
ス
ト
の
登
ら
れ
た
以
前
で
は
な
く
、
サ
ヴ
ォ
イ
の
一
九
六
八
年
の
探
検

が
終
っ
た
時
点
に
お
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
わ

れ
わ
れ
に
は
興
味
が
あ
り
、
実
感
が
湧
い
て
く
る
の
で
あ
る
。

彼
が
こ
う
し
た
結
論
に
達
し
た
経
路
を
辿
る
と
、
こ
う
な
る
。

ｌ
中
部
及
び
ペ
ル
ー
の
海
岸
と
シ
ェ
ラ
地
帯
に
お
け
る
探
検
に
よ
っ

て
、
こ
の
地
域
に
も
ま
だ
ま
だ
研
究
し
て
、
時
代
や
所
属
す
る
文
明
を
同

定
す
べ
き
考
古
学
的
遺
物
が
霧
し
く
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
飛
行
機
も

遺
跡
の
発
見
に
大
い
に
役
立
っ
た
が
、
赤
外
線
写
真
も
強
力
な
技
術
的
武

器
と
な
っ
て
い
る
。

墓
盗
人
な
ど
に
よ
る
歴
史
以
前
の
遺
跡
の
破
壊
は
、
決
し
て
海
岸
地
帯

や
シ
ェ
ラ
地
帯
に
限
ら
れ
て
は
い
な
い
。
先
駆
的
な
農
民
達
が
モ
ン
タ
ニ

ャ
ヘ
の
移
住
を
奨
励
さ
れ
る
と
、
彼
ら
は
森
林
を
焼
き
払
い
、
土
地
を
整

理
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
古
い
記
念
物
は
永
久
に
壊
滅
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
・
へ
ル
ー
政
府
が
こ
の
モ
ン
タ
ニ
ャ
地
帯
に
あ
る
国
家
的
遺
産
に
対
す

る
規
制
の
必
要
を
認
め
な
い
限
り
、
無
数
の
歴
史
的
、
考
古
学
的
記
念
物

は
永
久
に
失
な
わ
れ
て
し
ま
う
運
命
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
尚
、
こ
の
奥
ア
マ
ゾ
ン
に
当
る
モ
ン
タ
ニ
ャ

地
帯
に
は
発
見
さ
る
べ
き
宝
が
、
金
銀
財
宝
を
別
に
し
て
も
無
限
に
あ

る
。
そ
れ
は
失
な
わ
れ
た
文
明
発
見
の
可
能
性
で
あ
る
。
熱
帯
ア
マ
ゾ
ン

に
は
わ
れ
わ
れ
の
何
も
知
ら
な
い
古
代
文
化
の
痕
跡
が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ

の
想
像
を
絶
し
た
大
規
模
の
文
明
が
あ
る
が
、
そ
の
規
模
は
ク
ス
コ
の
そ

れ
を
越
す
チ
ャ
チ
ャ
ポ
ヤ
ス
文
明
を
考
え
れ
ば
わ
か
ろ
う
。

サ
ヴ
ォ
イ
の
前
身
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
て
、
根
っ
か
ら
の
専
門

的
考
古
学
者
で
は
な
い
が
、
ハ
イ
ラ
ム
・
ビ
ン
ガ
ム
ら
の
残
し
た
ビ
ル
カ

バ
ン
バ
の
開
明
に
よ
っ
て
、
世
を
驚
か
す
と
共
に
有
名
に
な
り
、
ペ
ル
ー

政
府
も
本
格
的
な
応
援
に
乗
り
出
し
て
き
た
の
で
、
以
後
の
活
動
が
可
な

り
楽
に
な
っ
た
。

彼
の
探
検
の
前
半
は
は
し
ょ
っ
て
一
九
六
三
年
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
。

（
第
七
章
以
下
）

一
九
六
三
年
、
ビ
ル
カ
バ
ン
バ
探
検
隊
誕
生
。

一
九
六
四
年
、
ビ
ン
ガ
ム
が
一
九
五
一
年
に
諦
ら
め
た
先
を
探
検
、
エ

ス
ピ
リ
ッ
パ
ン
パ
そ
の
他
の
重
要
遺
跡
を
発
見
す
る
。
ベ
ラ
ム
ン
デ
大
統

領
に
引
見
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
以
後
は
エ
ル
・
ド
ラ
ー
ド
（
パ
ハ
ー
テ

ン
）
探
検
隊
と
な
る
。

こ
の
種
の
探
検
は
一
五
三
一
年
の
デ
ィ
エ
ゴ
・
オ
ル
ダ
ス
の
も
の
が
最

初
で
あ
る
が
、
最
近
ま
で
に
大
小
合
せ
て
二
十
二
隊
あ
る
と
い
う
こ
と
で
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あ
る
。
こ
れ
は
短
か
い
期
間
の
問
に
七
回
ま
で
出
て
い
る
が
、
最
終
的
な

も
の
は
い
つ
に
な
る
か
解
ら
な
い
と
い
う
。

そ
の
目
的
は
イ
ン
カ
の
ツ
パ
ク
・
ユ
パ
ン
キ
が
占
領
し
た
チ
ャ
チ
ャ
ポ

ヤ
ス
王
国
の
七
大
都
市
と
、
シ
エ
サ
・
デ
・
レ
オ
ン
の
エ
ル
・
ド
ラ
ー
ド

を
探
す
こ
と
に
あ
る
。

一
九
六
五
年
、
ワ
ヤ
が
河
の
上
流
の
ア
ピ
ソ
ン
チ
ョ
と
パ
ハ
ー
テ
ン
と

い
う
小
流
の
間
ま
で
入
る
。
大
体
七
度
四
五
分
Ｓ
、
七
七
度
一
八
分
Ｗ
の

辺
り
で
あ
る
・
こ
こ
で
発
見
し
た
遺
跡
が
チ
ャ
チ
ャ
ポ
ヤ
ス
族
の
も
の
で

あ
っ
た
な
ら
、
彼
ら
は
イ
ン
カ
よ
り
ず
っ
と
高
度
の
文
明
を
同
時
代
に
持

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

第
二
段
で
は
ワ
ン
ポ
川
の
周
辺
を
探
る
。
こ
の
上
流
に
は
毒
の
吹
矢
を

使
う
イ
ピ
ト
ス
族
と
い
う
の
が
い
る
と
い
、
う
。

一
八
六
六
年
、
ワ
ン
ボ
川
の
上
流
の
メ
ン
ド
サ
ヘ
・
こ
こ
に
は
ア
リ
ア

ン
系
の
皮
膚
の
明
る
い
人
種
が
い
た
ら
し
い
。
八
月
、
ソ
ロ
コ
の
周
辺
で

南
米
最
大
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
遺
跡
を
発

見
。
モ
ン
テ
・
ペ
ル
ピ
ア
と
命
名
す
る
。
九
月
、
エ
ク
ワ
ド
ル
に
近
い
シ

パ
ス
バ
ン
バ
を
踏
査
。
殆
ん
ど
の
学
者
は
、
高
低
い
ず
れ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル

で
も
、
高
度
の
文
明
の
展
開
を
否
定
し
て
い
る
が
、
サ
ヴ
ォ
イ
は
今
ま
で

の
発
見
で
益
々
反
対
の
可
能
性
を
確
信
し
て
い
っ
た
。
十
一
月
、
失
な
わ

れ
た
七
大
都
市
ら
し
い
も
の
の
い
く
つ
か
を
発
見
す
る
。
エ
ル
・
ド
ラ
ー

ド
と
は
単
一
の
都
市
名
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
帝
国
の
全
体
を
い
う
。

一
九
六
七
年
八
月
、
六
八
年
五
月
、
十
一
月
、
六
九
年
一
月
と
四
回
た

て
続
け
に
同
じ
方
面
を
探
検
、
そ
の
規
模
も
次
第
に
大
き
く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
以
後
も
探
検
を
続
け
て
い
る
の
だ
が
、
彼
の
考
え

で
は
、
ペ
ル
ー
の
原
住
民
の
祖
先
は
ア
ン
デ
ス
の
東
側
、
そ
し
て
ア
マ
ゾ

ン
を
遡
っ
て
や
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
メ
キ
シ
コ
文
明
と
の
関
係
な

ど
、
・
こ
れ
か
ら
も
解
か
る
べ
き
問
題
は
、
謎
は
限
り
な
く
あ
る
と
い
う
。

参
考
資
料
と
し
て
未
発
表
の
原
稿
、
刊
行
物
、
限
定
出
版
物
と
一
般
出

版
物
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
に
は
手
の
届
か
な
い
も
の
が
沢

山
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

最
後
に
地
名
、
人
名
等
の
簡
単
な
説
明
が
ま
と
め
て
あ
る
が
、
こ
れ
は

便
利
。
探
検
年
表
は
三
頁
に
亘
っ
て
い
る
。
し
か
し
東
大
隊
の
は
一
つ
も

載
っ
て
い
な
い
。
エ
ル
・
ド
ラ
ー
ド
に
は
直
接
関
係
が
な
い
か
ら
か
も
知

れ
な
い
。
〔
吉
沢
一
郎
〕
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会務報告

◇
七
月
理
事
ｄ
評
議
員
会
七
月
十
四
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
林
、
伊
倉
、
神
原
、
近
藤
、
松
永
、
須

田
、
坂
下
、
丹
部
、
板
倉
、
帰
山
、
宮
下
、
金
坂
、
望
月
、
佐
藤
今
井

▽
議
事
・
報
告

一
、
臨
時
総
会
お
よ
び
武
田
久
吉
名
誉
会
員
追
悼
会
の
件

二
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
件

三
、
岩
佐
事
務
局
長
停
年
延
長
の
件

四
、
名
誉
会
員
章
作
成
の
件

五
、
物
故
会
員
に
対
す
る
弔
意
規
定
の
件

六
へ
本
年
度
年
次
晩
餐
会
の
件

七
、
岩
永
信
雄
氏
図
書
寄
贈
の
件
《

八
、
『
山
岳
』
覆
刻
版
、
図
書
交
換
会
お
よ
び
「
こ
の
一
本
展
」
（
武
田
久
吉
展
）

企
画
進
行
の
件

九
、
青
年
懇
談
会
洞
沢
合
宿
計
画
（
八
月
）
の
件
そ
の
他

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
七
号
参
照
）

◇
九
月
理
事
ｐ
評
議
員
会
九
月
八
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
林
、
伊
倉
、
板
倉
、
近
藤
、
宮
下
、
丹
部
、
帰

・
山
、
大
森
、
松
丸
、
神
原
、
広
谷
、
神
崎
や
須
田
、
坂
下
、
加
藤
、
望
月
、
織

内
、
小
原
侭
金
坂
、
今
井

守
議
事
か
報
告

会
務
報
告

昭
和
四
十
七
年
二
九
七
二
）
七
月
ｌ
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
六
月

一
、
中
島
道
郎
氏
国
際
生
気
象
学
会
派
遣
の
件

二
、
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
・
レ
ン
タ
ル
の
件

三
、
四
十
七
年
度
除
籍
者
の
件

四
上
高
地
山
岳
研
究
所
建
設
工
事
遅
滞
の
件

五
、
定
款
改
正
小
雪
貝
会
の
件

六
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総
会
（
神
原
出
席
）
の
件

七
、
北
海
道
大
雪
縦
貫
道
路
反
対
申
入
れ
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
八
号
参
照
）

◇
十
月
理
事
Ｑ
評
議
員
会
十
月
六
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
伊
倉
、
近
藤
、
宮
下
、
松
丸
、
丹
部
、

大
森
、
神
崎
、
板
倉
、
帰
山
、
須
田
、
坂
下
、
織
内
、
村
山
、
金
坂

▽
議
事
や
報
告

一
、
定
款
改
正
案
に
つ
い
て

二
、
秩
父
宮
学
術
記
念
賞
候
補
の
件

三
、
海
外
登
山
（
日
大
山
岳
部
’
七
四
年
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
峰
）
推
薦
状
発
行
の
件

四
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
工
事
進
行
の
件
罪

五
へ
登
山
技
術
講
習
会
の
件
そ
の
他

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
九
号
参
照
）

◇
支
部
長
会
議
十
月
二
十
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
成
瀬
、
吉
沢
、
伊
倉
、
宮
下
へ
加
藤
、
織
内
、
伊
藤
（
北
海
道
）
、
笠

原
（
岩
手
）
、
伊
達
（
宮
城
）
、
後
藤
（
山
形
）
、
藤
島
（
越
後
）
、
山
本
（
静

岡
）
、
山
村
（
山
梨
、
代
理
）
、
熊
沢
（
東
海
）

▽
定
款
改
正
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
一
号
参
照
）

◇
十
一
月
臨
時
理
事
会
，
十
一
月
十
一
日
（
土
）
Ｏ
Ａ
Ｇ
会
館

出
席
者
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
伊
倉
、
坂
下
、
近
藤
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▽
議
事
・
報
告

一
、
岐
阜
支
部
設
立
の
件

二
、
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
候
補
に
辻
村
太
郎
氏
推
薦
の
件

三
、
年
次
晩
餐
会
の
件

四
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
工
事
進
行
お
よ
び
募
金
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
○
号
参
照
）

◇
支
部
長
会
議
十
二
月
二
日
（
土
）
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

出
席
者
三
田
、
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
板
倉
、
伊
倉
、
宮
下
、
坂
下
、
伊
藤

（
北
海
道
）
、
柴
田
（
秋
田
）
、
笠
原
（
岩
手
）
、
伊
達
（
宮
城
）
、
藤
島
（
越

後
）
、
山
村
（
山
梨
）
、
中
田
（
富
山
）
、
今
西
（
関
西
）

一
、
臨
時
総
会
報
告
お
よ
び
定
款
改
正
の
件

二
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
経
過
報
告
の
件
そ
の
他

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
一
号
参
照
）

◇
十
二
月
理
事
・
評
議
貝
会
十
二
月
十
一
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
林
、
伊
倉
、
坂
下
、
松
丸
、
近
藤
、
大
森
、
丹

部
、
今
井
、
島
田
、
小
原
刃
金
坂
、
佐
藤
、
津
田

▽
議
事
・
報
告

一
、
細
則
一
部
改
正
の
件

二
、
集
会
委
員
会
臨
時
予
算
支
出
の
件

三
、
貴
重
図
書
保
護
預
り
の
件

四
、
朝
日
新
聞
社
主
催
『
冒
険
と
保
護
』
展
後
援
の
件

五
、
都
岳
連
理
事
候
補
と
し
て
松
永
理
事
推
薦
の
件

六
、
『
山
日
記
』
四
十
八
年
版
の
件

七
、
「
武
田
久
吉
著
作
展
目
録
」
（
こ
の
一
本
展
）
の
刊
行
、
お
よ
び
山
岳
図
書

を
語
る
夕
、
山
岳
史
懇
談
会
開
催
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
一
号
参
照
）

◇
二
月
理
事
も
評
議
員
会
二
月
九
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
伊
倉
、
宮
下
、
坂
下
、
近
藤
、
松
永
、

大
森
、
須
田
や
丹
部
、
帰
山
、
小
原
、
織
内
、
金
坂
、
今
井

▽
議
事
・
報
告

一
、
昭
和
四
十
八
年
度
通
常
会
員
総
会
の
件

二
、
三
田
会
長
、
国
際
登
山
家
集
会
（
五
月
・
ダ
ー
ジ
リ
ン
）
派
遣
の
件

三
、
昭
和
四
十
八
年
度
収
支
予
算
案
の
件

四
、
ル
ー
ム
移
転
の
件

五
、
三
井
山
梨
支
部
長
逝
去
の
件

六
、
信
濃
支
部
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
登
山
隊
後
援
の
件

七
、
四
十
七
年
名
誉
会
員
推
薦
見
送
り
の
件
そ
の
他

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
三
号
参
照
）

◇
三
月
理
事
・
評
議
員
会
三
月
二
十
三
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
吉
沢
、
中
屋
、
板
倉
、
伊
倉
、
宮
下
、
坂
下
、
近
藤
、
大
森
、

須
田
、
丹
部
、
神
崎
、
帰
山
、
織
内
、
佐
藤
、
望
月
、
今
井

▽
議
事
・
報
告

一
、
昭
和
四
十
八
年
度
理
事
、
監
事
、
評
議
員
候
補
者
推
薦
の
件

二
、
昭
和
四
十
八
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
収
支
予
算
の
件

三
、
ル
ー
ム
移
転
の
件

四
、
三
月
末
入
会
申
込
者
取
扱
い
の
件

五
、
複
写
事
務
取
扱
い
規
定
の
件

六
、
別
宮
梅
子
氏
図
書
寄
贈
の
件

七
Ｆ
第
一
回
山
岳
史
懇
談
会
開
催
（
講
師
・
三
枝
守
博
氏
）
の
件

八
、
夏
山
診
療
所
に
か
ん
す
る
今
後
の
方
針
お
よ
び
反
省
会
の
件

九
、
小
集
会
の
件
そ
の
他

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
四
号
参
照
）
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会務報告

◇
四
月
理
事
・
評
議
員
会
四
月
十
一
日
（
水
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
中
屋
、
板
倉
、
伊
倉
、
松
丸
、
宮
下
．
近
藤
、
丹
部
、
須
田
、

帰
山
、
今
井
、
望
月
、
織
内

守
議
事
・
報
告

一
、
昭
和
四
十
七
年
度
収
支
決
算
報
告
の
件

二
、
昭
和
四
十
八
年
度
収
支
予
算
案
修
正
の
件

三
、
ル
ー
ム
移
転
の
件

四
、
小
島
烏
水
・
木
暮
理
太
郎
・
岡
野
金
次
郎
生
誕
百
年
記
念
展
の
件
そ
の
他

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
六
号
参
照
）

◇
四
月
臨
時
理
事
・
評
議
員
会
四
月
二
十
一
日
（
土
）
ク
レ
ー
ル

出
席
者
三
田
、
中
屋
、
林
、
板
倉
、
伊
倉
、
宮
下
、
松
丸
、
近
藤
、
須
田
、
帰

山
、
今
井
、
望
月
、
織
内
、
小
原

▽
議
事
・
報
告

一
、
ル
ー
ム
移
転
お
よ
び
ル
ー
ム
基
金
募
金
の
件

二
、
定
款
一
部
改
正
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
六
号
参
照
）

◇
昭
和
四
十
八
年
度
通
常
会
貝
総
会
四
月
二
十
一
日
（
土
）
向
井
ピ
ル
四
階
会

議
室

出
席
者
三
田
会
長
以
下
八
十
七
名
（
委
任
状
多
数
）

▽
総
会
次
第

一
、
会
長
挨
拶
三
田
幸
夫

二
、
昭
和
四
十
七
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
報
告
中
屋
健
弍

三
、
監
査
報
告
（
右
承
認
）

四
、
昭
和
四
十
八
年
度
役
員
選
任
の
件

昭
和
四
十
八
年
度
の
役
員
と
し
て
次
の
各
氏
を
選
任
し
た
。

八
理
事
Ｖ
今
西
錦
司
、
中
屋
建
弍
、
織
内
信
彦
、
板
倉
勝
正
、
伊
倉
剛
三
、

松
丸
秀
夫
、
近
藤
信
行
、
春
田
俊
郎
、
原
真
、
須
田
紀
子
、
宮
下
秀
樹
、
大

倉
昌
身
、
山
本
良
三
、
浜
野
吉
生
、
丹
部
節
雄
、
神
崎
忠
男
、
田
村
宏
明
、
帰

山
毅
、
浜
口
欣
一
、
今
成
征
三

八
幹
事
Ｖ
村
尾
金
二
、
今
井
雄
二

八
評
議
員
Ｖ
藤
島
玄
、
津
田
周
二
、
伊
藤
秀
五
郎
”
渡
辺
公
平
、
島
田
巽
、

堀
田
弥
一
、
加
藤
泰
安
、
小
原
勝
郎
、
田
口
二
郎
、
今
井
田
研
二
郎
、
佐
藤
テ

ル
、
今
西
寿
雄
、
望
月
達
夫
、
林
和
夫
、
山
崎
安
治
、
中
田
勇
吉
、
村
山
雅

美
、
藤
井
運
平
、
金
坂
一
郎
、
大
塚
博
美

五
、
会
長
副
会
長
選
任
の
件

役
員
の
中
か
ら
今
西
錦
司
氏
（
二
一
七
番
）
を
会
長
に
、
中
屋
健
魂
氏
（
一

二
四
七
番
）
織
内
信
彦
氏
（
一
八
四
六
番
）
を
副
会
長
に
選
任
し
た
。

六
、
昭
和
四
十
八
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
案
の
件
中
屋
健
弍

（
右
、
原
案
ど
お
り
承
認
）

七
、
昭
和
四
十
八
年
度
除
籍
の
件
中
屋
健
弍

八
、
定
款
改
正
の
件
織
内
信
彦

（
右
、
承
認
）

九
、
支
部
報
告

北
海
道
（
伊
藤
）
、
岩
手
（
笠
原
）
、
秋
田
（
柴
田
）
、
越
後
（
藤
島
）
、
山
梨

（
山
村
代
理
）
、
静
岡
（
山
本
）

十
、
昭
和
四
十
八
年
度
除
籍
者
の
件

十
一
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
建
設
状
況
報
告
そ
の
他

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
六
号
参
照
）

◇
五
月
理
事
会
五
月
二
十
二
日
（
火
）
ル
ー
ム

出
席
者
中
屋
、
織
内
、
板
倉
、
伊
倉
、
近
藤
、
春
田
、
宮
下
、
浜
野
、
松
丸
、

原
、
須
田
、
大
倉
、
山
本
、
田
村
、
浜
口
、
今
成

▽
議
事
・
報
告
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一
、
ル
ー
ム
移
転
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
の
件
、
・

二
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
開
所
式
の
件

三
女
性
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
後
援
の
件

四
、
小
島
烏
水
・
木
暮
理
太
郎
・
岡
野
金
次
郎
生
誕
百
年
記
念
展
開
催
に
関
す
る

準
備
蒼
貝
会
組
織
の
件

五
、
『
山
日
記
』
検
討
の
件

六
、
国
際
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
集
会
（
シ
ャ
モ
こ
の
件

迄
常
務
理
事
互
選
の
件

板
倉
勝
正
、
伊
倉
剛
三
、
近
藤
信
行
、
春
田
俊
郎
、
宮
下
秀
樹
、
浜
野
吉
生
、

神
崎
忠
男
の
セ
氏
に
決
定

八
、
四
十
八
年
度
理
事
会
務
分
担
の
件

総
務
・
ル
ー
ム
（
板
倉
・
伊
倉
）
、
財
務
（
板
倉
・
伊
倉
・
宮
下
）
、
支
部
連
絡

（
板
倉
）
、
山
岳
（
近
藤
・
今
成
）
、
会
報
（
春
田
）
、
山
日
記
（
松
丸
）
、
山
岳

研
究
所
（
伊
倉
）
、
集
会
（
神
崎
・
帰
山
）
、
指
導
（
田
村
・
大
倉
）
、
高
所
登

山
（
原
）
、
図
書
（
近
藤
・
山
本
）
、
書
評
（
春
田
）
、
自
然
保
護
（
板
倉
・
春

田
）
、
遭
難
対
策
（
宮
下
）
、
医
療
（
浜
巳
、
海
外
連
絡
（
丹
部
・
田
村
）
、
青

年
・
学
生
（
浜
野
・
帰
山
・
今
成
・
大
倉
）
婦
人
懇
談
会
（
須
田
）
、
日
山
協

・
都
岳
連
（
丹
部
）

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
七
号
参
照
）

◇
五
月
評
議
員
会
五
月
二
十
五
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
織
内
、
渡
辺
、
島
田
、
今
井
田
、
佐
藤
、
林
、
山
崎
、
金
坂

守
議
事

一
、
新
定
款
に
も
と
づ
く
評
議
員
会
開
催
の
件

二
、
常
任
評
議
員
互
選
の
件

佐
藤
テ
ル
、
望
月
達
夫
、
山
崎
安
治
、
金
坂
一
郎
の
四
氏
に
決
定

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
七
号
参
照
）

◇
小
集
会

◇
六
月
理
事
会
六
月
十
一
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
中
屋
へ
織
内
、
伊
倉
、
板
倉
へ
宮
下
亨
近
藤
、
松
丸
、
神
崎
、
帰
山
、

今
成
、
原
、
田
村
空
山
崎
、
金
坂

▽
議
事
・
報
告

一
、
会
員
の
弔
慰
規
定
の
件

二
、
名
誉
会
員
を
か
こ
む
会
の
件

三
、
海
外
登
山
後
援
に
関
す
る
規
準
の
件

四
ふ
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
エ
・
ヘ
レ
ス
ト
南
壁
隊
推
薦
の
件

五
、
烏
水
・
理
太
郎
・
金
次
郎
生
誕
百
年
記
念
展
計
画
の
件

六
、
ル
ー
ム
基
金
募
金
の
件

七
、
文
書
規
定
の
件

八
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
長
の
件

九
、
昭
和
四
十
八
年
度
年
次
晩
餐
会
の
件

十
、
評
議
員
会
報
告
の
件

十
一
、
日
山
協
報
告
の
件

十
二
、
団
体
加
入
の
取
扱
い
、
通
常
会
員
入
会
の
取
扱
い
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
九
・
三
四
○
号
参
照
）

▽
第
二
八
四
回
昭
和
四
十
七
年
七
月
二
十
日
（
木
）
ル
ー
ム

拓
殖
大
学
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
報
告
菊
池
修
身
氏

電
通
大
学
第
一
次
ヒ
マ
ラ
ヤ
学
術
登
山
隊
報
告
西
山
忠
成
氏

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
九
号
参
照
）

▽
第
二
八
五
回
昭
和
四
十
七
年
八
月
二
十
二
日
（
日
）
秋
川
溪
谷

溪
流
つ
り
大
会
（
参
加
者
二
十
名
）

▽
第
二
八
六
回
昭
和
四
十
七
年
九
月
二
十
日
（
水
）
千
代
田
公
会
堂
。
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会務報告

映
画
と
講
演
の
会
（
参
会
者
約
二
○
○
名
）

映
画
尋
ナ
ス
ル
に
立
つ
」

講
演
「
南
壁
国
際
隊
」
伊
藤
礼
造
氏

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
○
号
参
照
）

▽
第
二
八
七
回
昭
和
四
十
七
年
九
月
二
十
三
日
（
土
）
’
二
十
四
日
（
日
）
八
ヶ

岳
野
辺
山
高
原

現
地
小
集
今
室

▽
第
二
八
八
回
昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
日
（
金
）
ル
ー
ム

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
「
日
本
山
岳
会
員
と
し
て
の
意
識
と
自
覚
」

▽
第
二
八
九
回
昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
二
日
（
日
）
奥
多
摩

大
岳
山
集
中
登
山
（
雨
天
の
た
め
中
止
）

（
「
山
」
三
三
三
号
参
照
）

▽
第
二
九
○
回
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
二
十
日
（
月
）
岸
記
念
体
育
館

雪
崩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽
第
二
九
一
回
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
二
十
日
（
水
）
ル
ー
ム

忘
年
会

▽
第
二
九
二
回
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
（
金
）
ル
ー
ム

’
三
１
ジ
ー
ラ
ン
ド
親
善
登
山
（
ス
ラ
イ
ド
と
解
説
）
・
国
鉄
山
の
会

マ
ナ
ス
ル
西
壁
八
ミ
リ
映
画
ゞ
高
橋
照
氏
製
作

▽
第
二
九
三
回
昭
和
四
十
八
年
一
月
十
四
日
（
日
）
’
十
五
日
（
月
）
八
方
尾
根

中
大
山
荘
‐

ス
キ
ー
懇
親
会
雲

マ
第
二
九
四
回
昭
和
四
十
八
年
四
月
十
九
日
（
木
）
ル
ー
ム

モ
ン
ゴ
ル
親
善
登
山
隊
歓
迎
会

▽
第
二
九
五
回
昭
和
四
十
八
年
五
月
二
十
日
（
日
）
奥
多
摩

大
岳
山
集
中
登
山

◇
主
な
る
行
事
お
よ
び
集
会

▽
第
二
九
六
回
昭
和
四
十
八
年
六
月
二
十
日
（
水
）
ル
ー
ム

岩
登
り
机
上
講
習
会
講
師
・
小
西
政
継
氏

▽
名
誉
会
員
・
岩
永
信
雄
氏
を
か
こ
む
会

昭
和
四
十
七
年
九
月
三
十
日
（
土
）
ル
ー
ム
（
出
席
者
三
十
一
名
）
「
山
」
三

二
九
号
参
照
。

▽
穂
高
洞
沢
合
宿
（
青
年
懇
談
会
主
催
）

昭
和
四
十
七
年
八
月

▽
烏
海
山
の
秋
を
味
わ
う
会
（
婦
人
懇
談
会
）
・

昭
和
四
十
七
年
十
月
七
日
（
士
）
’
十
日
（
火
）
鳥
海
山
「
山
」
三
三
○
号
参

刀
ロ
、
。

【
吋
凹
小
．
。

▽
第
五
回
山
岳
図
書
交
換
即
売
会

昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
一
日
（
土
）
ル
ー
ム
「
山
」
三
三
○
号
参
照
。

▽
杉
浦
耀
子
氏
を
か
こ
む
会

昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
五
日
（
水
）
ル
ー
ム

▽
第
十
五
回
も
み
じ
会
（
静
岡
支
部
主
催
）

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
四
日
（
土
）
１
五
日
（
日
）
大
日
高
原
「
山
」
三
三

○
、
三
三
一
号
参
照
。

▽
武
田
久
吉
、
烏
山
悌
成
、
田
部
重
治
氏
追
悼
会

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
十
一
日
（
土
）
Ｏ
Ａ
Ｇ
会
館
松
本
善
二
、
藤
島
敏

男
、
茶
谷
東
海
三
氏
に
よ
る
追
悼
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
出
席
者
七
十
二
名
。

「
山
」
三
三
○
、
三
三
一
号
参
照
。

守
昭
和
四
十
七
年
度
年
次
晩
餐
会

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
二
日
（
土
）
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
”
出
席
者
一
九
五
名
月

「
山
』
三
三
一
号
参
照
。
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▽
第
十
一
回
「
こ
の
一
本
展
」
（
武
田
久
吉
著
作
展
）

昭
和
四
十
七
年
士
月
二
日
（
土
）
京
王
プ
ラ
ザ
升
テ
ル
「
武
田
久
吉
著
作

展
目
録
」
を
刊
行
。
「
山
」
三
三
一
、
三
三
二
、
三
三
三
号
参
照
。

守
第
四
回
山
岳
図
書
を
語
る
夕

昭
和
四
十
八
年
二
月
一
千
二
日
（
木
）
ル
ー
ム
講
師
・
田
辺
主
計
、
吉
沢
一

郎
、
山
崎
安
治
氏
。
出
席
者
三
十
四
名
。
「
山
」
三
三
六
号
参
照
。

▽
第
九
回
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
授
賞
式
（
辻
村
太
郎
氏
の
「
多
年
に
わ
た
る
日
本
の

山
地
地
形
に
関
す
る
研
究
」
に
対
し
）

昭
和
四
十
八
年
三
月
二
日
（
金
）
銀
行
ク
ラ
ブ
。
ひ
き
つ
づ
き
本
会
ル
ー
ム
に

お
い
て
受
賞
祝
賀
会
が
ひ
ら
か
れ
た
（
出
席
者
三
十
五
名
）
。
「
山
」
三
三
四
、

三
三
五
号
参
照
。

▽
第
一
回
山
岳
史
懇
談
会

昭
和
四
十
八
年
三
月
二
十
九
日
（
木
）
ル
ー
ム
講
師
・
三
枝
守
博
氏
。
出
席

者
三
十
八
名
。
「
山
」
三
三
四
、
三
三
五
号
参
照
。

▽
第
十
三
回
登
山
技
術
講
習
会

照
和
四
十
八
年
五
月
十
七
日
（
木
）
’
二
十
日
（
日
）
富
士
山
参
加
者
二
十

七
名
。
「
山
」
三
三
八
号
参
照
。

▽
第
十
一
回
木
暮
理
太
郎
翁
碑
前
懇
親
会
（
山
梨
支
部
主
催
）

昭
和
四
十
八
年
五
月
十
九
日
（
土
）
’
二
十
日
（
日
）
金
山
平
参
加
者
三
十

二
名
。
「
山
」
三
三
八
号
参
照
。

▽
第
二
十
七
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

昭
和
四
十
八
年
六
月
三
日
（
土
）
’
四
日
（
日
）
上
高
地
「
山
」
三
三
七
号
参

昭
噌

▽
越
後
・
石
川
・
岐
阜
支
部
合
同
懇
親
登
山

昭
和
四
十
八
年
六
月
九
日
（
土
）
’
十
二
日
（
火
）
加
賀
白
山
「
山
」
三
三
九

号
参
照
。

◇
そ
の
他
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

▽
信
濃
支
部
に
よ
る
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
登
山
実
施
（
塚
本
茂
樹
隊
長
ほ
か
十
名
、

昭
和
四
十
八
年
二
月
出
発
）

詳
細
は
「
山
」
三
三
五
号
、
三
三
六
、
三
三
八
号
参
照
。

◇
海
外
登
山
界
と
の
交
流

▽
本
年
度
は
三
十
ヵ
国
六
十
五
団
体
と
情
報
お
よ
び
機
関
誌
の
交
換
を
お
こ
な
っ

た
。

マ
イ
ン
ド
登
山
財
団
会
長
Ｈ
・
Ｃ
・
サ
リ
ー
ン
氏
歓
迎
会
。
昭
和
四
十
七
年
八
月
十

九
日
、
国
際
文
化
会
館
に
て
。
三
田
会
長
ほ
か
二
十
一
名
出
席
。

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
○
号
参
照
）

▽
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
（
国
際
山
岳
協
会
連
合
）
総
会
に
神
原
達
理
事
が
出
席
（
昭
和
四
十
七

年
八
月
二
十
九
日
’
九
月
六
日
、
モ
ン
ト
ル
ー
）

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
○
号
参
照
）

▽
第
六
回
国
際
生
気
象
学
会
に
中
島
道
郎
会
員
が
出
席
（
昭
和
四
十
七
年
九
月
四
日

’
九
日
、
オ
ラ
ン
ダ
）

（
詳
細
は
「
山
」
三
三
一
号
参
照
）

▽
国
際
登
山
家
集
会
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
会
議
に
三
田
幸
夫
前
会
長
、
丹
部
節
雄
理
事
が

出
席
（
昭
和
四
十
八
年
五
月
十
四
日
’
二
十
一
日
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
）

▽
第
四
回
現
地
支
部
長
会
議
お
よ
び
記
念
山
行

昭
和
四
十
八
年
六
月
十
五
日
（
金
）
’
十
七
日
（
日
）
大
雪
山
国
立
公
園
地
内

十
勝
岳
。
参
加
者
九
十
六
名
。
「
山
」
三
三
九
号
参
照
。

▽
第
十
六
回
有
志
閑
談
会

昭
和
四
十
八
年
六
月
二
十
三
日
（
土
）
六
義
園
心
泉
亭
出
席
者
四
十
八
名
。

「
山
」
三
三
八
号
参
照
。

（198）



会 務 報 告

▽
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
建
設
に
あ
た
っ
て 、
募
金
な
ら
び
に
増
改
築
工
事
は 、
建

設
委
員
会
を
中
心
に
着
々
と
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
が 、
昭
和
四

十
七
年

七

月
七

日
に
地
鎮
祭
が 、

十
月

八
日
に
上
棟
式
が
お
こ
な
わ
れ
た 。
竣
工
式
は
昭
和

四
十

八
年

十
月

八
日 、
関
係
者
が
参
集
し
て
お
こ
な
わ
れ
た 。

詳
細
は
「
山」
三
二

七、
三
二

九、
三
三
0 、
三
四

二
号
ほ
か
参
照 。

▽
大
雪
山
縦
貫
道
路
開
発
に
つ
い
て 、
関
係
官
庁
に
要
望
書
を
提
出
（
昭
和
四

十
七

年
九
月）
す
る
と
と
も
に 、
国
立
公
園
地
内
に
お
け
る
山
岳
地
の
自
然
保
設
運
動

に
協
力 。

詳
細
は
「
山」
三
二

八
号
参
照 。

▽
岐
阜
支
部
発
足

昭
和
四

十
七
年

十
二

月
六
日 、
発
会
式
が
お
こ
な
わ
れ 、
今
西

錦
司
氏
が
初
代
支
部
長
に
決
定 。
本
会
か
ら
は
三
田
会
長 、
成
瀬 、
吉
沢
副
会
長

が
出
席 。

詳
細
は
「
山」
三
三一
号
参
照 。

▽
新
ル
ー

ム
ヘ
移
転

昭
和
四

十
三
年
六
月
以
降

八
年
間 、
神
田
錦
町
向
井
ビ
ル

五

階
に
あ
っ
た
本
会
ル
ー

ム
は 、
昭
和
四

十
八
年

五
月 、
文
京
区
湯
島一
／
六
ノ
一

さ
く
ら
ビ
ル

七
階
の
新
ル
ー

ム
ヘ
移
転
し
た 。
ル
ー

ム
移
転
準
備
委
員
会
（
交
野

武一
、

沼
倉
寛
二
郎 、
松
本
熊
次
郎 、
板
倉
勝
正 、
伊
倉
剛

三） 、
図
書
委
員
会 、

集
会
委
員
会 、
青
年
懇
談
会
の
尽
力
に
よ
り

移
転
を

五
月
十
三
日
完
了 。
五
月

二

十
六
日
（
土）
新
ル
ー

ム
開
設
記
念 。ハ
ー

テ
ィ

が
ひ
ら
か
れ
た 。

詳
細
は
「
山」
三

三
五
号
ほ
か
参
照 。

▽
『
山
岳』
第
六

十
七
年
（一

九
七
二
年
度）

昭
和
四

十
八
年
四

月
刊
行
予
定
の
と
こ
ろ 、
実
際
に
は

九
月
に
刊
行
さ
れ
た 。

（
編
集
代
表
望

月
達
夫 、
担
当
理
事
中
島
寛）

▽
会
報
『
山』

第
三
二

五
号
し

第
三
三
六
号
を
発
行 。

編
集
者
坂
下
心一

、
春
田
俊
郎 。

▽
『
山
日
記』
一

九
七
三
年
版
を
刊
行
（一

九
七
三
年一
月一
日） 。
編
集
代
表
松

丸
秀
夫 。

▽
『
山
岳』
悶
刻
版

前
年
度
よ
り
ひ
き
つ
づ
い
て
第一
年
第
三
号 、
第
二
年
第一

号 、
第

二
年
第
二
号
の
三
冊
を
刊
行
（
以
後
第
四
年
ま
で
続
刊
の
予
定） 。
製
作・

図
書
委
員
会 。
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一

九
七――一
年
度
役
員

会

長

今
西
錦
司

副

会

長

中
屋

健
キ 、
織
内
信
彦

常
務
理
事

板
倉
勝
正 、
伊
倉
剛

三、
近
藤
信
行 、
春
田
俊
郎 、

宮
下
秀
樹 、

浜

野
吉
生 、

神
崎
忠
男

理

事

松
丸
秀
夫 、
原
真 、
須
田
紀
子 、
大
倉
昌
身 、

山
本
良

三、
丹
部
節

雄 、
田
村
宏
明 、

帰
山
毅 、
浜
口
欣一

、
今
成
征

三
．

監

事

村
尾
金
二、

今
井
雄
二

常
任
評
議
員

佐
藤
テ
ル 、
望
月
達
夫 、

山
崎
安
治 、
金
坂一
郎

評

議

員

藤
島
玄 、
津
田
周
二、
伊
藤
秀

五
郎 、
渡
辺
公
平 、
島
田
巽 、

堀
田

弥一
、

加
藤
泰
安 、
小
原

勝
郎 、
田
口
二
郎 、

今
井
田
研
二

郎、

今

西
寿
雄 、

林
和
夫 ｀

中
田
勇
吉 、

村
山
雅
美 、

藤
井
運
平 、
大
塚
博

支

部

美

長

伊
藤
秀

五
郎
（
北
海
道） 、

笠
原
潤
二
郎
（
岩
手） 、
柴
田
均
二
（
秋

田） 、
後
藤
幹
次
（

山
形） 、
伊
達
篤
郎
（
宮
城） 、
伊
藤
弥
十
郎（
福

島） 、
藤
島
玄
（
越
後） 、

塚
本
茂
樹
（
信
濃） 、

大
沢
伊一＿一
郎
（

山

梨） 、
山
本
朋
三

郎
（
静
岡） 、

熊
沢
正
夫
（
東
海） 、

今
西
錦
司（
岐

阜） 、

中
田
勇
吉
（
富

山） 、

小
林
雄
次

郎
（
石
川） 、

今
西
寿
雄（
関

西） 、
織
田
収
（
山
陰） 、

末
松
大
助
（
福
岡） 、

野
口
秋
入
（
東

九

州） ‘
-l-
谷
孝一
（
熊
本）
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第
一
条
本
会
は
、
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
閨
房
苛
息
目
①
め
①
醇
巨
ロ
①
Ｑ
号
（
略

称
］
．
シ
、
●
・
）
と
い
う
。

第
二
条
本
会
は
、
事
務
所
を
東
京
都
文
京
区
湯
島
一
’
六
’
一
（
利
根
川
商
事
株

式
会
社
さ
く
ら
ビ
ル
七
階
）
に
お
く
。

第
三
条
本
会
は
、
山
岳
に
関
す
る
研
究
、
知
識
の
普
及
お
よ
び
健
全
な
登
山
の
指

導
、
奨
励
を
な
し
、
あ
わ
せ
て
会
員
相
互
の
連
絡
懇
親
を
は
か
る
と
と
も
に
、

登
山
を
通
じ
て
あ
ま
ね
く
体
育
や
文
化
な
ら
び
に
自
然
愛
護
の
精
神
の
高
揚
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

一
、
登
山
の
指
導
奨
励
に
必
要
な
集
会
、
研
究
会
、
講
習
会
お
よ
び
展
覧
会
等
の

開
催

二
、
登
山
施
設
改
善
の
促
進
、
そ
の
他
登
山
の
た
め
の
適
切
な
事
業

社
団

法
人

第
一
章
総

第
二
章
目
的
お
よ
び
事
業

日
本
山
岳
会
定
款

昭
和
十
六
年
一
月
十
六
日
制
定

昭
和
十
八
年
十
月
改
正

昭
和
二
十
三
年
三
月
改
正

昭
和
二
十
七
年
三
月
改
正

昭
和
二
十
九
年
四
月
二
十
四
日
改
正

昭
和
三
十
四
年
三
月
十
八
日
文
正

則

昭
和
三
十
五
年
十
月
二
十
日
改
正

昭
和
三
十
七
年
十
一
月
十
五
日
改
正

昭
和
三
十
九
年
九
月
一
日
改
正

昭
和
四
十
二
年
二
月
六
日
改
正

昭
和
四
十
四
年
六
月
二
十
八
日
改
正

昭
和
四
十
八
年
二
月
七
日
改
正

第
六
条
本
会
の
会
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
、
通
常
会
員
本
会
の
目
的
に
賛
同
し
、
本
会
の
定
め
る
入
会
金
七
千
円
お
よ

び
下
記
の
年
会
費
を
納
め
る
個
人
ま
た
は
団
体
。

東
京
都
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
に
在
住
す
る
も
の五

、
○
○
○
円

上
記
以
外
の
国
内
に
在
住
す
る
も
の

三
、
五
○
○
円
お
よ
び
支
部
の
定
め
る
支
部
費

国
外
に
在
住
す
る
も
の
十
二
米
ド
ル

ニ
、
終
身
会
員
本
会
に
入
会
後
五
カ
年
間
以
上
在
籍
せ
る
個
人
会
員
に
し
て
、

所
定
の
終
身
会
費
を
納
め
た
者
。
但
し
終
身
会
費
は
次
の
通
り
と
す
る
。

入
会
後
五
年
以
上
在
籍
せ
る
者
一
○
○
、
○
○
○
円

十
年
以
上
在
籍
せ
る
者
八
○
、
○
○
○
円

二
十
年
以
上
在
籍
せ
る
者
六
○
、
○
○
○
円

三
十
年
以
上
在
籍
せ
る
者
五
○
、
○
○
○
円

三
、
山
岳
遭
難
の
予
防
と
そ
の
対
策
に
関
す
る
企
画
お
よ
び
指
導

四
、
自
然
保
護
活
動
の
推
進

五
、
海
外
登
山
の
企
画
お
よ
び
実
施

六
、
機
関
誌
「
山
岳
」
、
「
会
報
」
お
よ
び
「
山
日
記
」
そ
の
他
の
図
書
の
刊
行

七
、
目
的
を
同
じ
く
す
る
国
内
お
よ
び
国
外
団
体
と
の
連
絡
、
情
報
の
交
換

八
、
そ
の
他
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
本
会
は
、
理
事
会
の
議
決
を
経
て
必
要
な
地
に
支
部
を
お
く
こ
と
が
出
来

る
。

一
、
支
部
に
関
す
る
規
定
は
、
総
会
に
お
い
て
こ
れ
を
定
め
る
。

第
三
章
会
員
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四
十
年
以
上
在
籍
せ
る
者
四
○
、
○
○
○
円

三
、
賛
助
会
員
本
会
の
事
業
を
後
援
し
、
特
別
な
寄
与
を
な
し
た
も
の
で
評
議

員
会
が
推
薦
し
た
個
人
ま
た
は
団
体
。

四
、
永
年
会
員
本
会
入
会
後
在
籍
継
続
五
十
年
に
達
し
た
者
。

五
、
名
誉
会
員
本
会
に
対
し
、
特
に
功
労
の
あ
っ
た
者
の
う
ち
か
ら
、
別
に
定

め
る
名
誉
会
員
推
薦
規
定
に
基
づ
き
評
議
員
会
が
推
薦
し
た
者
。

第
七
条
前
条
第
四
項
の
永
年
会
員
に
つ
い
て
は
年
会
費
を
、
第
五
項
の
名
誉
会
員

に
つ
い
て
は
、
入
会
金
お
よ
び
年
会
費
を
徴
収
し
な
い
。

二
、
通
常
会
員
は
当
該
年
度
の
年
会
費
を
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
末
ま
で

の
分
と
し
て
六
月
三
十
日
ま
で
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
年
会
費
の
納

入
を
怠
っ
た
者
に
対
し
て
は
会
報
等
の
送
付
を
停
止
す
る
こ
と
が
あ
る
。

三
、
既
納
の
入
会
金
お
よ
び
年
会
費
そ
の
他
諸
納
金
に
つ
い
て
は
返
還
し
な
い
。

第
八
条
本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
者
は
、
会
員
二
名
（
う
ち
一
名
は
、
原
則
と
し

て
本
会
役
員
、
評
議
員
又
は
支
部
長
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
）
の
紹
介
に

よ
り
、
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
、
理
事
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

二
、
団
体
が
入
会
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
入
会
申
込
書
に
そ
の
団
体
の
代
表
者

名
を
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
入
会
承
認
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
二
週
間
以
内
に
入
会
金
お
よ
び
当
該

年
度
の
年
会
費
を
払
い
込
む
も
の
と
し
、
当
該
年
度
に
発
行
さ
れ
る
機
関
誌

「
山
岳
」
お
よ
び
会
報
等
の
配
布
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
入
会
承
認
の
通
知
後
前
項
の
手
続
き
を
行
わ
な
い
も
の
に
対
し
て
は
、
入
会

承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

第
九
条
会
員
は
機
関
誌
「
山
岳
」
お
よ
び
「
会
報
」
の
配
布
を
受
け
、
本
会
の
開

催
す
る
各
種
の
集
会
に
出
席
し
、
か
つ
本
会
備
付
の
図
書
の
閲
覧
そ
の
他
本
会

の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
利
用
の
た
め
の
規
定
は
別
に
定
め
る
。

第
十
条
会
員
は
》
次
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
資
格
を
失
う
。

一
、
退
会

二
、
禁
治
産
お
よ
び
準
禁
治
産
の
宣
告

三
、
死
亡
へ
失
院
の
宣
告
及
び
団
体
会
員
の
解
散

四
、
除
名

第
十
一
条
会
員
が
本
会
か
ら
退
会
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
退
会
届
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
会
員
が
次
の
各
項
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
総
会
の
議
決
を
経
て
こ

れ
を
除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
本
会
に
対
し
、
三
ヵ
月
以
上
諸
納
金
を
滞
納
し
、
理
事
会
の
請
求
が
あ
っ
て

も
納
入
を
怠
っ
た
と
き
。

二
、
本
会
の
名
誉
を
傷
つ
け
た
と
き
。

第
十
三
条
本
会
に
は
次
の
役
員
お
よ
び
評
議
員
を
お
く
。

理
事
十
五
名
以
上
二
十
名
以
内
（
う
ち
会
長
一
名
、
副
会
長
二
名
以
内
、

お
よ
び
常
務
理
事
若
干
名
）

監
事
二
名

評
議
員
十
五
名
以
上
二
十
名

第
十
四
条
理
事
お
よ
び
監
事
は
入
会
後
満
三
年
以
上
を
経
た
会
員
（
賛
助
会
員
を

除
く
）
の
う
ち
か
ら
総
会
が
こ
れ
を
選
挙
す
る
。

二
、
会
長
お
よ
び
副
会
長
は
”
理
事
の
う
ち
か
ら
総
会
が
こ
れ
を
選
挙
す
る
。

三
、
理
事
は
、
互
選
で
常
務
理
事
若
干
名
を
定
め
る
。

四
、
監
事
は
、
評
議
員
の
推
薦
す
る
候
補
者
の
う
ち
か
ら
総
会
が
こ
れ
を
選
挙
す

》
〈
》
。

第
四
章
役
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議
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第
十
五
条
評
議
員
は
会
員
の
う
ち
か
ら
理
事
会
が
推
薦
し
総
会
に
於
て
選
挙
す

る
。

二
、
評
議
員
は
互
選
に
よ
っ
て
常
任
評
議
員
若
干
名
を
定
め
る
。

三
、
評
議
員
は
理
事
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
六
条
会
長
は
、
本
会
の
業
務
を
総
理
し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

二
、
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
ま
た
は
、
欠
員

と
な
っ
た
と
き
は
、
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
し
た
順
序
に
よ
っ
て
、
そ
の
職

務
を
代
行
す
る
。

三
、
常
務
理
事
は
、
会
長
お
よ
び
副
会
長
を
補
佐
し
、
理
事
会
の
決
議
に
も
と
づ

き
日
常
の
事
務
に
従
事
し
、
総
会
の
決
議
し
た
事
項
を
処
理
す
る
。

第
十
七
条
理
事
は
、
理
事
会
を
組
織
し
、
こ
の
定
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
総

会
の
権
限
に
属
す
る
事
項
以
外
の
事
項
を
決
議
し
執
行
す
る
。

第
十
八
条
監
事
は
、
民
法
第
五
十
九
条
の
職
務
を
行
う
。

第
十
九
条
評
議
員
は
、
理
事
会
の
諮
問
に
こ
た
え
、
会
長
に
対
し
必
要
と
認
め
た

事
項
に
つ
い
て
助
言
す
る
。

第
二
十
条
役
員
お
よ
び
評
議
員
の
任
期
は
次
の
と
お
り
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な

い
。
但
し
再
食
任
の
場
合
は
原
則
と
し
て
再
任
々
期
満
了
後
少
く
も
一
任
期
以

上
の
期
間
を
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
長
お
よ
び
副
会
長
二
年

そ
の
他
の
理
事
二
年

監
事
一
年

評
議
員
二
年

二
、
補
欠
ま
た
は
増
員
に
よ
り
選
挙
さ
れ
た
役
員
お
よ
び
評
議
員
の
任
期
は
、
前

任
者
ま
た
は
現
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

三
、
役
員
お
よ
び
評
議
員
は
、
そ
の
任
期
満
了
後
で
あ
っ
て
も
、
後
任
者
が
就
任

す
る
ま
で
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
。

第
二
十
三
条
理
事
会
は
、
毎
年
二
回
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。
た
だ
し
、
会
長

が
必
要
と
認
め
た
場
合
、
又
は
理
事
現
在
数
の
三
分
の
一
以
上
か
ら
会
議
の
目

的
た
る
事
項
を
示
し
て
請
求
の
あ
っ
た
場
合
に
は
、
会
長
は
、
臨
時
の
理
事
会

を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
常
任
評
議
員
は
、
理
事
会
に
出
席
し
、
意
見
を
述
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
理
事
会
の
議
長
は
、
会
長
と
す
る
。

第
二
十
四
条
理
事
会
は
、
理
事
現
在
数
の
三
分
の
二
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
議

事
を
開
き
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
議
事
に
つ
い
て
書
面

を
も
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
意
思
を
表
示
し
た
も
の
は
、
出
席
者
と
み
な
す
。

二
、
理
事
会
の
議
事
は
、
こ
の
定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
畭
く
ぼ
か
、

四
、
役
員
お
よ
び
評
議
員
は
、
本
会
の
役
員
お
よ
び
評
議
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な
い
行
為
の
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
は
特
別
の
事
情
で
、
そ
の
任
に
耐
え
な
い
と

認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
任
期
中
で
あ
っ
て
も
、
総
会
お
よ
び
理
事
会
の

議
決
に
よ
っ
て
、
会
長
が
こ
れ
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条
本
会
に
は
顧
問
若
干
名
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
顧
問
は
理
事
会
お
よ
び
評
議
員
会
の
議
決
に
よ
り
、
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す

る
。

三
、
顧
問
は
、
本
会
の
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
、
会
長
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
と

認
め
る
事
項
に
つ
い
て
会
長
に
助
言
す
る
。

第
二
十
二
条
本
会
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
主
事
、
書
記
等
の
職
員
を
お
く
こ

と
が
で
き
る
。

二
、
職
員
は
、
会
長
が
こ
れ
を
任
免
す
る
。

三
、
職
員
は
有
給
と
す
る
。

第
五
章
会
議
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出
席
理
事
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
議
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
十
五
条
評
議
員
会
は
、
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

評
議
員
会
は
、
会
長
、
副
会
長
お
よ
び
評
議
員
で
組
織
す
る
。

二
、
評
議
員
会
の
議
長
は
出
席
評
議
員
の
互
選
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

三
、
会
長
は
、
評
議
員
現
在
数
の
三
分
の
一
以
上
か
ら
討
議
す
べ
き
事
項
を
示
し

て
評
議
員
会
の
招
集
を
請
求
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
請
求
の
あ
っ
た
日
か
ら
二

十
日
以
内
に
評
議
員
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条
評
議
員
会
は
、
当
該
評
議
員
数
の
二
分
の
一
以
上
が
出
席
し
な
け
れ

ば
議
事
を
開
き
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
議
事
に
つ
い
て

書
面
を
も
っ
て
あ
ら
か
じ
め
意
思
を
表
示
し
た
も
の
は
、
出
席
者
と
み
な
す
。

二
、
評
議
員
会
の
議
事
は
、
出
席
評
議
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、
可
否
同
数

の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
十
七
条
通
常
総
会
は
、
毎
年
一
回
、
会
計
年
度
終
了
後
二
ヵ
月
以
内
に
会
長

が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

二
、
臨
時
総
会
は
、
会
長
、
理
事
会
ま
た
は
監
事
が
必
要
と
認
め
た
と
き
、
い
つ

二
、
臨
時
総
会
は
、
会
長
、
理
事
会
ま
庵

第
二
十
八
条
会
長
は
、
会
員
現
在
数
の
五
分
の
一
以
上
か
ら
付
す
べ
き
事
項
を
示

し
て
総
会
の
招
集
を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
請
求
の
あ
っ
た
日
か
ら
二

十
日
以
内
に
臨
時
総
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条
通
常
総
会
の
議
長
は
会
長
と
し
、
臨
時
総
会
の
議
長
は
、
会
議
の
つ

ど
会
員
の
互
選
で
定
め
る
。

第
三
十
条
総
会
の
招
集
は
、
そ
の
開
催
日
よ
り
十
日
以
内
に
会
議
に
討
議
す
る
事

項
、
日
時
お
よ
び
場
所
を
記
載
し
た
書
面
を
も
っ
て
通
知
す
る
。

第
三
十
一
条
次
の
事
項
は
、
通
常
総
会
に
提
出
し
て
、
そ
の
承
認
を
う
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

で
も
こ
れ
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
』
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
に
関
す
る
事
項
。

二
、
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
に
関
す
る
事
項
。

三
、
財
産
目
録
。

四
、
そ
の
他
理
事
会
で
必
要
と
認
め
た
事
項
。

第
三
十
二
条
理
事
会
は
通
常
総
会
臨
時
総
会
に
提
出
す
る
議
案
お
よ
び
そ
の
他
重

要
事
項
に
つ
き
、
予
め
評
議
員
会
の
意
見
を
間
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
三
条
総
会
は
会
員
現
在
数
の
三
分
の
一
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
そ
の
議

事
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
議
事
に
つ
い
て
あ

ら
か
じ
め
書
面
で
意
思
を
表
示
し
た
も
の
は
出
席
者
と
み
な
す
。

第
三
十
四
条
総
会
の
議
事
は
、
こ
の
定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
事
項
を
除
く
ほ

か
、
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
議
長
の
決
す
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
三
十
五
条
総
会
の
議
事
の
要
項
お
よ
び
議
決
し
た
事
項
は
、
会
報
に
よ
っ
て
会

員
に
通
知
す
る
。

第
三
十
六
条
総
会
お
よ
び
理
事
会
の
議
事
録
は
、
議
長
が
こ
れ
を
作
成
し
、
議
長

お
よ
び
出
席
代
表
者
二
名
以
上
が
署
名
押
印
の
う
え
、
こ
れ
を
保
存
す
る
。

第
三
十
七
条
本
会
の
資
産
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
、
別
紙
財
産
目
録
記
載
の
財
産

二
、
入
会
金
お
よ
び
会
費

三
、
事
業
に
伴
う
収
入

四
、
資
産
か
ら
生
ず
る
果
実

五
、
寄
付
金
品

六
、
そ
の
他
の
収
入

第
六
章
資
産
お
よ
び
会
計
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第
三
十
八
条
本
会
の
資
産
を
分
け
て
、
基
本
財
産
お
よ
び
運
用
財
産
の
二
種
と
す

る
。

二
、
基
本
財
産
は
別
紙
財
産
目
録
の
う
ち
基
本
財
産
の
部
に
記
載
す
る
資
産
、
入

会
金
お
よ
び
将
来
基
本
財
産
に
編
入
さ
れ
る
資
産
で
構
成
す
る
。

三
、
運
用
財
産
は
基
本
財
産
以
外
の
資
産
と
す
る
。

四
、
寄
付
金
品
で
あ
っ
て
、
寄
付
者
の
指
定
の
あ
る
も
の
は
そ
の
指
定
に
従
う
。

第
三
十
九
条
本
会
の
基
本
財
産
の
う
ち
、
現
金
は
理
事
会
の
議
決
に
よ
っ
て
確
実

な
有
価
証
券
を
購
入
す
る
か
、
ま
た
は
定
期
郵
便
貯
金
と
す
る
か
、
も
し
く
は

信
託
銀
行
へ
の
信
託
、
ま
た
は
定
期
預
金
と
し
て
、
会
長
が
こ
れ
を
保
管
す
る
。

第
四
十
条
本
会
の
基
本
財
産
は
、
消
費
し
ま
た
は
担
保
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
本
会
の
事
業
遂
行
上
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
理
事
会

お
よ
び
総
会
の
議
決
を
経
、
か
つ
文
部
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
そ
の
一
部
に
限

り
処
分
し
、
ま
た
は
担
保
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
一
条
本
会
の
事
業
遂
行
に
要
す
る
費
用
は
会
費
、
事
業
に
伴
う
収
入
お
よ

び
資
産
か
ら
生
ず
る
果
実
等
の
運
用
財
産
を
も
っ
て
支
弁
す
る
。

第
四
十
二
条
本
会
の
事
業
計
画
お
よ
び
こ
れ
に
伴
う
収
支
予
算
は
、
毎
会
計
年
度

開
始
前
に
会
長
が
編
成
し
、
理
事
会
の
議
決
を
経
て
文
部
大
臣
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
を
変
更
し
た
場
合
も
同
様
と
す

字
（
》
◎

第
四
十
三
条
本
会
の
収
支
決
算
は
毎
会
計
年
度
終
了
後
二
ヵ
月
以
内
に
会
長
が
こ

れ
を
作
成
し
、
財
産
目
録
、
事
業
報
告
書
お
よ
び
会
員
の
移
動
状
況
書
と
と
も

に
、
監
事
の
意
見
を
付
し
て
理
事
会
お
よ
び
総
会
の
承
認
を
受
け
て
文
部
大
臣

二
、
本
会
の
収
支
決
算
に
剰
余
金
が
あ
る
と
き
は
、
理
事
会
の
議
決
お
よ
び
総
会

の
承
認
を
受
け
て
、
そ
の
一
部
も
し
く
は
全
部
を
基
本
財
産
に
編
入
し
、
ま
た

は
翌
年
度
に
繰
り
越
す
も
の
と
す
る
。

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
四
条
収
支
予
算
で
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
新
た
に
義
務
の
負
担
を

し
、
ま
た
は
権
利
の
放
棄
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
理
事
会
お
よ
び
総
会
の

議
決
を
経
、
か
つ
、
文
部
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

借
入
金
（
そ
の
会
計
年
度
内
の
収
入
を
も
っ
て
償
還
す
る
一
時
借
入
金
を
除

く
）
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

第
四
十
五
条
本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十

一
日
に
終
る
。

第
四
十
六
条
本
定
款
は
、
理
事
会
お
よ
び
総
会
に
お
い
て
お
の
お
の
の
出
席
者
の

四
分
の
三
以
上
の
議
決
を
経
、
か
つ
、
文
部
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
変

更
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

第
四
十
七
条
本
会
の
解
散
は
、
理
事
会
お
よ
び
総
会
に
お
い
て
、
お
の
お
の
の
出

席
者
の
四
分
の
三
以
上
の
議
決
を
経
、
か
つ
、
文
部
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
八
条
本
会
の
解
散
に
伴
う
残
余
財
産
は
、
理
事
会
お
よ
び
総
会
に
お
い
て

お
の
お
の
の
出
席
者
の
四
分
の
三
以
上
の
議
決
を
経
、
か
つ
、
文
部
大
臣
の
許

可
を
受
け
て
、
本
会
の
目
的
に
類
似
の
目
的
を
有
す
る
公
益
事
業
に
寄
付
す
る

も
の
と
す
る
。

第
四
十
九
条
こ
の
定
款
施
行
に
つ
い
て
の
細
則
は
、
理
事
会
お
よ
び
総
会
の
議
決

を
経
て
別
に
定
め
る
。

第
五
十
条
こ
の
定
款
は
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
章
定
款
の
変
更
な
ら
び
に
解
散

第
八
章
補

則
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第
一
条
こ
の
細
則
は
定
款
第
四
十
九
条
に
基
づ
き
本
会
運
営
上
に
必
要
な
事
項
を

定
め
る
。

第
二
条
本
会
に
下
記
の
業
務
処
理
の
た
め
の
委
員
会
を
お
き
、
会
長
は
委
員
会
別

に
担
当
理
事
を
委
嘱
す
る
と
共
に
若
干
名
の
委
員
を
原
則
と
し
て
役
員
を
経
験
し

な
い
会
員
の
う
ち
よ
り
委
嘱
し
て
委
員
会
を
構
成
す
る
。

委
員
会
は
互
選
に
よ
っ
て
委
員
長
を
定
め
る
。

一
、
総
務
八
、
指
導

二
軍
財
務
九
、
医
療

三
、
支
部
お
よ
び
会
員
十
、
自
然
保
護

四
、
出
版
Ｆ
》
卵
峠
卜
信
一
》
悴
識
棒
筆

五
、
山
岳
研
究
所
十
五
、
遭
難
対
策

六
、
集
会
十
六
、
そ
の
他

七
、
海
外
連
絡

第
三
条
香
貝
会
担
当
理
事
は
、
委
員
会
に
関
す
る
業
務
を
処
理
す
る
と
共
に
、
委

員
会
と
理
事
会
と
の
連
絡
の
衝
に
あ
た
る
。
香
貝
長
は
委
員
会
の
座
長
と
な
り
、

社
団

法
人

細

日
本
山
岳
会
細
則

則

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
十
一
日
制
定

会
議
の
と
り
ま
と
め
を
行
う
。

第
四
条
委
員
の
任
期
は
二
年
と
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
五
条
委
員
会
に
お
け
る
重
要
な
決
議
事
項
お
よ
び
予
算
外
の
吉
出
を
必
要
と
す

る
事
項
は
、
理
事
会
の
承
認
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

第
六
条
委
員
会
担
当
理
事
は
、
そ
の
担
当
事
項
に
関
す
る
翌
年
度
の
予
算
を
毎
年

一
月
末
迄
に
理
事
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
定
款
第
十
四
条
に
よ
る
理
事
お
よ
び
監
事
の
選
挙
は
、
そ
の
候
補
者
を
評

議
員
会
が
推
薦
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条
定
款
第
十
四
条
に
よ
る
会
長
お
よ
び
副
会
長
の
選
挙
は
、
そ
の
候
補
者
を

評
議
員
会
が
推
薦
す
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
役
員
お
よ
び
評
議
員
は
す
べ
て
無
報
酬
と
す
る
。
但
し
職
務
の
た
め
に
要

し
た
実
費
は
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
会
費
は
原
則
と
し
て
支
部
を
経
由
し
て
納
付
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
場
合

は
支
部
長
名
を
も
っ
て
会
員
番
号
、
氏
名
、
納
入
方
法
を
記
載
し
た
明
細
表
を
七

月
末
迄
に
本
会
宛
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条
支
部
経
由
の
方
法
で
送
付
さ
れ
た
会
費
に
対
し
、
納
入
会
員
一
名
当
り

三
○
○
円
の
支
部
運
営
費
を
補
助
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
本
会
は
新
た
に
入
会
す
る
者
に
対
し
、
入
会
に
関
す
る
所
定
の
手
続
の

完
了
と
同
時
に
会
員
章
お
よ
び
略
章
を
交
付
す
る
。
た
だ
し
紛
失
等
の
理
由
に
よ

り
会
員
に
対
し
再
交
付
を
す
る
場
合
は
実
費
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
会
員
は
本
会
が
開
催
す
る
総
会
、
小
集
会
、
年
次
晩
餐
会
等
そ
の
他
重

要
な
行
事
に
は
な
る
諏
へ
く
会
員
章
ま
た
は
略
章
を
着
用
し
て
出
席
す
る
も
の
と
す

ず
（
》
◎

第
十
四
条
死
亡
以
外
の
理
由
に
よ
っ
て
会
員
た
る
資
格
を
失
っ
た
場
合
は
直
ち
に

会
員
章
、
略
章
を
本
会
に
返
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
主
事
、
書
記
等
の
職
員
は
、
理
事
会
が
定
め
た
職
務
規
定
、
経
理
規
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第
二
十
一
条
本
会
の
休
室
日
は
一
月
一
日
、
二
日
、
三
日
、
四
日
、
五
日
、
十
二

月
二
十
九
日
、
三
十
日
、
三
十
一
日
、
毎
月
の
日
曜
、
祝
祭
日
、
お
よ
び
本
会
の

創
立
記
念
日
（
十
月
十
四
日
）
と
す
る
。
但
し
創
立
記
念
日
が
日
曜
、
祝
祭
日
に

あ
た
る
場
合
は
そ
の
翌
日
を
創
立
記
念
日
と
し
て
体
室
す
る
。

第
二
十
二
条
本
会
の
開
室
、
閉
室
時
間
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

自
四
月
一
日
至
十
一
月
三
十
日
午
前
十
時
よ
り
午
後
九
時

自
十
二
月
一
日
至
三
月
三
十
一
日
午
前
十
時
よ
り
午
後
八
時

一

、

掲

二
や
集
〈

第
十
九
条
十

が
で
き
る
。

掲

示本

第
二
十
条
定
款
第
五
条
に
よ
る
支
部
の
規
定
は
、
支
部
毎
に
定
め
、
理
事
会
の
承

第
十
七
条
会
員
お
よ
び
会
員
以
外
の
者
が
本
会
施
設
に
来
訪
す
る
場
合
は
、
到
着

と
共
に
備
付
の
名
簿
に
そ
の
氏
名
を
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
理
事
会
の
許
可
を
得
な
い
で
本
会
内
で
次
の
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

第
十
六
条
会
員
は
会
務
に
必
要
な
場
合
を
必

り
、
：
あ
る
い
は
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
会
員
お
よ
び
会
員
以
外
の
者
が
寺

会
員
は
会
務
に
必
要
な
場
合
を
除

こ
の
細
則
の
改
廃
は
予
め
評
議
員
会
の
意
見
を
聞
き
、
理
事
会
お
よ
び
総
会
の
議

決
に
よ
っ
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

定
、
そ
の
他
の
諸
相

の
指
示
に
従
い
、
＋

す
る
も
の
と
す
る
。

て
の
他
の
諸
規

し、
｡

定
お
よ
び
本
会
運
営
に
関
す
る
内
規
等
に
基
づ
き
担
当
理
事

不
に
従
い
、
本
会
の
運
営
に
関
す
る
日
常
の
事
項
お
よ
び
会
計
事
務
を
処
理

、

集
会
、附

会
は
特
別
の
事
情
あ
る
場
合
、

き、

広
告
、
展

商
行
為
等 展

則

示
等

会
員
か
ら
寄
付
金
を
募
集
す
る
こ
と

会
の
重
要
な
備
品
を
使
用
し
た

経
過
措
置
第
十
一
条
、
第
十
二
条
を
除
く
各
条
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
細
則
決

定
の
日
か
ら
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
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TheFirstAscentofYalungKang, 1973

FByHaruoHiguchi

We・ themembersofAcademicAlpineClubofKyotoUniversity, succeeded

thefirstascentofYalungKang (8505m)whichhadbeenthehighestuntrodden

peakintheNepalHimalaya.

AACKmembershadbeendesiringtoclimbeight-thousandersforalongtime.

Inl952,EizaburoNishiborivisitedNepalaloneandgot thepermission to climb

Manaslu. Thoughwe sent reconnaissance inthat autumn, Manasluwas too

hugeforusatthattime.Weturnedtheplan toJAC.However,we continued

togotoHimalaya.afterthat.WemadeexpeditionsinKarakorum,HinduKush,

includingascentofChogorisa(7654m)in1958,Noshaq(7350m)inl960andSaltoro

Kangri (7742m) in1962． Graduallywehadbecome toaimeight thousanders.

WhenlstayedinKathmandu inautumn, 1964as the leaderof expeditionfor

AnnapurnaSouthpeak, IcouldgetthepermissiontoexploreYalungKang(atthat

time, thepeakwascalledWestpeakofKangchenjunga) inpre-monsoonofl965.

But thepermissionwascancelledinthatautumn.Werepeatedtoproposeyearb

yearandmadereconnaissanceinl967． Wehadconfidencethattheroutethrough

theridgewhichaffiliatesfromthewest-ridgeofYalungKangandcontinuesto

Hump,wouldbepossibletoclimb.

Weatlastgotthepermissionon90ctober, 1972fortheclimbinginpre-monsoon

ofthenextyear・ Despiteourplanhadmadetenyearsago,weactuallyhadonly

two-monthsofpreparation・ Wedideverythinginahurryanddecided fifteen

members・Wepreparedoxygen,110bottlesofmade inJapanand24French

bottles, (webought9moreFrenchbottles inKathmandu, andl43bottles intotal)

andarrangedKarmaasthesirdar.WeshippedequipmentsonJan. 7andflied

fromJapanonFeb. 7.

Members

Leader;EizaburoNishibori(69), climbingleader;HaruoHiguchi(43),doctor;

AtsuoSaito(43);ShigeoTatsuke(38), KojiroTomita (33),HiromichiYoshino

(32),TakaoMatsuda(31),YoshiakiKamiyama(30),YutakaAgeta(29),Kiyoshi

Asano(28),Jirolnoue(27),KunioKai (25),RikuyoMorimoto (24),Shin'ichi

Takagi(23),TetSuroMatsuzawa(22)
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Liaisonofficer;DamanNarashinghRana(23)

Sirdar;Karma(39), cookKAnGyalzen(33) andnineSherpas, andfifteen

localporters, twokitchenboysandfourmailrunners.

Caravan

WebegancaravanonFeb、20fromDharanBazaaraftervariousnegotiationsin

Kathmandu. Ourloadsammountedl2 tonsincludingfoods for caravan.We

constructedthreepartiesandstartedinturndaybrday. On20th, thefirstparty,

ledbr twelvememberswith350porters,on21st,thesecondpartyledb7Sherpa

with50portersandon22nd, threememberswith50porters. On29th， all

partiesmettogetherataridgenearTaprejong. As someporters rejectedtogo

furtherbecauseitwastoocold, wefiredsomeandrecruitednewly.Weagain

formedthreepartiesandcontinuedcaravantoYamphodin, theinnermostvillage.

ByMar、 7,allpartiesreachedthere.Ourmarchenteredintothemostdifficult

partfromtheretothebasecamp･Wehadtogoovertwopassesto'1beramwhere

wesettledtransit base・ Aswepreparedl20pairsofsnowshoeSfor theporters,

werelayedtocarryuploadstoTseram.Theworkfinishedonl9th.Wemade

threedepositplacesonthewayfromTberamtothebase camponYalungKang

Glacier(5120m).Wefinishedtosettleiton29th.OnApr.2,allthemembers

exceptNishiboriandTatsukeheldpartyinBC.

Climbingactivities

OuroriginalplanmadeinKyotowasasfollows;

1． Takethewest-ridgeroute, andsettle sixfore campsaccordingtoour
reconnaissanceinl967.

2.Divideclimbingactivitiesinto,twoterms・ Intheformerterm, settlefive

campsanddecidetheplaceofC6for31days・ Inthelatterterm, aftera

fewdaysofrest,settleC6andaimthesummitforafortnight.

3． MembersuseoxygenaboveC4, andSherpas, aboveC5・ Frenchbottles

willbeusedatthelaststage.Averageconsumptionwas expected21iters

perminutewhenworkingandl literwhensleeping.

Wehadalreadybeganreconnaissance sinceMar､28． Onthatday,Matsuda

andKamiyamareachedtheuppersnowfacewhichcontinues toHump， On30th,

theydecidedtheplaceforClontheridgeabovealittle snowfall.Therewere

crevassesatthelowerpartofthesnowface・Webrought logs from'1beramor
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bridgedwithduralmineradderslater. AftertWodaysofroutemaking,webegan

tocarxyuploadsonApr.2.OnApr.3,wesettledCI(5950m)ontheridgewhich

affiliatefromthewestridgeofYalungKang.KamiyamaandAsanobeganto
searchforC2・ Theconditionhadbecomeworsethaninl967. As icewallswere

piledupinlayers,wemaderoutedodgingthemzig-zagandfixedbothduralmine

radderandwireradderagainsttheicewalljustunderC2.Webeganloadscarrying

fromApr.9andsettleC2(6470m) onl3thontheridge. Itwasnear the

junctionwithHump. Inthiswhile,aSherpafellinpneumoniaatCI,on9th,

welethimcarrydownonraddertoBC・Westoppedactivitiesfortwodays.

Agetaandlmeasured theheightsofpeaksandexpectedcampsites・ We

foundYalungKangwas8505mandl4mhigherthanSouthPeak(seeappendix).

FromC2toC3,weagainavoidedstraight climbingforcarryingup loads.

WetookroutetowardsKangbachenside・ Afterthreereconnaissanceswesettled

C3at6990m・ TomitaandKai usedoWgenO.51itterspermin・ atthe first

night inC3， Onthatday,NishiboriarrivedatBCfromTseramwithTatsuke

andDaman. HestayedthereforthreedaysandwentbacktoTseramagainafter

encouragingmembersthroughtransceiver.

MatsudaandMorimotoenteredintoC3insteadofTomitaandKai on22nd,

andcontin''eflreconnaissance， Then,YoshinoandAsanotookover theworkon

24thandsettledC4at7440mon26th. Theymaderoutestraightlyalongthe

ridge,however,slopebecamesosteepthattheycouldnotclimbeasily. On27th,､we

couldnotcommunicateintheafternoonbythundersandhadsnowintheevening.

Snowslideoccuredinvariousplacesonthenextday.

AgetaandKaienteredintoC4on28andascendedalongtheridgeandmade

routetraversingtotheeastwardfrom7700m, thenreached7930m. (Laterwe

settledC5there). MatsudaandMorimotosucceeded thembutcouldnotreach

therebybadweatheronMayl・ Thoughwecouldnot carryout original plan

completely,westoppedtheformertermactivitieswhenwedecidedC5site.All

themembersdescendedtoBCandtookrest.

Wewereobligedtoreconstructourplanbecausewefound loadcarryingwas

behindschedule・ Thereasonswere, theconditionbetweenCl andC2wasvery

bad, andSherpasandlocalporterswerenot sostrongaswehadexpected. In

Kyotowehadintendedtoattackthesummitfor three times，Wereduced it to

twicewithlightequipments・ Atthesametime,wealsosearchthepossibiliWof

anotherroute, (named;iridge-lineroute'' ascenddirectly to theridgeline from

C5)． DirectrushfromC5wouldbepossible, thoughweeagerlytrytosettleC6.

（3 ）



AndthefirstattackersweredecidedasMatsudaandAgeta.

Latteractivitiesbegan.onMay3． At"first,Kamiyamawhohadsufferedfrom

stomachacheintheformertermstarted. On4th、Asano、onthenextday,Tomita

andKaistartedfromBC.

On6th, remainedsevenmembers, andon thenext day, doctorSaitoand

InoueenteredinCI・ IalonewithavisitorremainedinBC.

OnMay8,KamiyamaWentbacktoC2"stomachahe.MingmaNo,lwhohad

brokendowninClalsOobligedto takerest・ Onthenextday,AsanoandKai

couldnotreachexpectedC5bystrongwind・ TomitareportedfromC4thatthey

couldnotmovebystrongwindandalso-theycouldnothaveconfidence toreach

C5onthenextday. IdirectedthatTomitaandMorimotowouldgoandenter

intoC5withtwoSherpasandlocalporters・Wecouldreceivedailyweatherforecast

fromJapaninthosedays・ It toldthatmonsoonwouldbeginat least tendays

earlierthanusualandfromMayl2thtol4thwouldbecome the last chance to

getthesummit.

OnMaylO,TomitaandMorimotocouldnotstartfromC4bystrongwindin

theearlymorning・ Theyatlaststartedat9:30.However,theycouldnot reach

theexpectedplace. TheydepositedloadsonthewayandreturnedtoC4. Kami-

yamacamebacktoBCthatday・ Onthenextday,AsanoandKai advancedan

hourfurtherthanthedepositplace, but theyabandonedtoclimbmore・ They

returnedfixingropesontheroute.WemustmakeC5onl2th.We talked

eagerlyaboutoperationatthatnightthroughtransceiver， We finallydecided to

letSherpasuseoxygenfromC4andsettleC5onthenextday・ Attackerswould

takerestinC4usingoxygenandenter intoC5onl3thwithsupporters.And

aimthesummitonl4thwithsupporters'help. At thesame time,Icouldnot

abandOnthe"ridge-lineroute."Ifwecouldclimboverthegreyrockatthesaddle

ofsnowfaceonC5,thereseemedpossibility toreachthesummitmuch faster.

W.edecidedtomakereconnaiSsancebvtwomembers.

Onl2th,TakagiledfourSherpasusingoxygen,andcouldsafelybringupthe

loadsatdepositplaceandsettledC5. On the otherhand,Kai andMorimoto

made reconnaissance･fromC4 to the ridge line andsoonreported that not

onlythegreyrockbutthefOrepeakonitare impossible toascend.We finally

abandonedthe"ridgelineroute'? andconcentratedtoaimWoriginalroute・ Both

partiesgatheredinC5andreturned toC4 inthesnow. Weatherforecast told

thatl4thwouldbeachance. MonsoonfrontwasnowpaSsingon lat、 20｡Nto

thenorthanditwouldaffectusonl6th, Andanother chancewouldcomeon

〈4）



18th・ Atthenightwedecidedtoattackonl4th.

Onl3th,Matsuda,Ageta,Yoshino,AsanoandKarmastartedfromC4.Tomita

reporteditwasexceptionallyfineweatherandmerelybreezeatllam.At3pm,

YoshinoreportedthatallareingoodconditionandwouldreachC530minutes

later， Theypitchedtentsthreehourslater. Forecasttoldthatthecenterof high

pressurewouldpassonl4thandl5th,thentroughwouldcomeonl6th.

TOtheSUmmit

OnMayl4,itwasthedayofassault・ At6:20,MatSudaandAgetaStarted

fromC5andfinishedtraverseinquickpaceandrestedonthesnowridgealittle

while・ ThentheyclimbedupshallowRunsewhichcontinuedtotheleftward・ On

theotherhand,suppoterswhohadpreparedbreakfastfora杜ackerssince3amran

afterthem・ AsanoreturnedtoC5whentheywerefinishingtraversebecausehe

usedouthisoxygen. YoshinoandKarmafollowedattackerswithAsano's loads.

Aboutlpm, attacke,sreceivednewbottlesfromsupportersattheheadofshallow

Runse(8410m)andlefttheirbottlesthere. ThesupportersreturnedtoC5making

routesontheirwayback， Itwasaperfectclearskyandweakwind. Wecould

followattackers'behaviourvervwellfromBC･ Thevsometimesaskedusadvices
一 彦

throughtransceiver・ Theycontinuedquickpaceandentered into large triangular

snowfaceundertheforepeak・ Theytraversedthereandclimbeduprockshelf

whichcontinues towardupperright， At2:30pm, Idirectedthemtogotothe

rightwardaspossibleastheycould・Wehadalreadyunderstoodthattherewasa

rockfaceontheshelfandtherightflingeof it seemedpossible toclimb. Gas

beganappearingwhentheyreachedthereandwebecameunabletoseethemfrom

BCmore、 At3:50pm,Agetareported that theyreached thecol between the

forepeakandthesummit. RatherestrongwindwasblowingfromYalungValley.

Andthewayfromthereseemednotsoeasy・ Matsudareportedthat theyneeded

toclimbaboutl50mofheighttothesummit.Theywouldneedabout anhour

moretoascend.Aso]WgenremainedlOOatm.Theywouldgoasfaraspossible.

Isuggestedthattheywouldgobehindofthepeak, so try tocommunicatewhen

theyreachedwindows・ At6pm,Iheardcallingnoiseoftransceiver,bUtnoreply

couldwehear throughtransceiver.Merelynoises camein. Their transceiver

mustbeoutoforder.Wesupposedthattheycouldreachthesummit, theymust

havelefto]Wgenalittle， Theywouldbeabletogobackdepositplace・ However,

wecouldnotcommunicatewiththemthroughthenight.
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Rescue

OnMayl5,Kamiyamawhohadsearchedattackers throughtelescopesince

sunriseat lastfoundthematl50mupper leftof thedeposit place. Agetawas

waitingforMatsudaWarock. (Itwas6:10am) Itwasanothersnowface just

abovewhichtheyhadpassedwhenascendingthedaybefore・ Itshapedlikeblind

alley. They, then, triedtogodownfromthesnowface, then,wentbacktOthe

rock， andSearchinganotherroute.

Webelievedthattheyhadgotthesummitandwouldreachthedepositplace

soon・ Itwasveryluckyforusthat itwasclearsky, too. However,we irritated

thatwecouldnotusetransceiver.Atthat time,exhaustedYoshinoandKarma

andalsoimmovableAsanostayedinC5・ Theyhad littleoWgenbecause they

let ituseforSherpas・ Othermembers stayed inC4preparingfor the second

attack・ IdecidedrescueplantoletgoKaiandMorimoto tohelpMatsudaand

Ageta. TwoSherpasbringtwobottleStothedeposit･placemakingroutesontheir

way.However,actually,Mingma 'Iberingcouldnotmovebyout of condition.

ThenthreemembersstartedtogetherfromC4.TheypassedbyC5at2pm.

Ontheotherhand,Agetaaloneat last reachedthe lower snowfacewhich

continuedtothedepositplace， Itwasmerely30munderhim・ But,at thenext

momenthetraversedthesnowfaceandbegantoclimbleftsiderocktotheridge

line，WeatonceunderstoodthatAgetadidn'tknowwherehewas・ Weirritated

andgatheredmaterialstomakesmoke・WewishedtonoticehimthatBCknew

hisdifficulty. However,Agetaseemednottofindit・ Hethen, climbeddownto

leftwardandreachedonsharpcliffjust above the traverserouteandbeganto

napthere.

At3205pm,whenrescueteamwaspassingthere,Ageta'ssackfelldown50m

behindthem. I Ietthemgobackandexamineitbecause lsuspectedthatAgeta

wrotesomememoashistransceiverwasbroken.But,theyfoundnosuchthings.

Theyagaindscendedandreached thesnowridgeat5pm・ Whentheycalled

Ageta,herepliedatonce・ Theyeagerlycontinuedclimbingandmetwithhimat

100mtotheleftwardfromthedepositplace・ Itwasat 7:30pm． @@We found

himnow. Heisdrinkingteatakingthecapof jarbyhimself", theyreported.

Agetareportedthattheygot thesummit andtoldabout thesituationwhenhe

partedwithMatsudad

TherescuemembersgaveAgetaoxygenandtookhimto thedeposit place.

KaiandMorimotothen, climbeduptofindMatsuda, Ontheway， they lost the

routealittleandenteredintothesnowfacewheretheattackershadpassedwhen
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ascending・ TheyfoundMatsuda'sbrokenpickelheadthere， Thevlookedout

aroundtherethroughheadlightsジbutcouldtheyfindnothingmore・Agetareported

thatMatsudahasaskedAgetatoremainbehindtherockwhichwe first found

them,becausehewastiredout・ ItwaslOam・ Agetathen, lefthis climbing

equipmentsbesideMatsudaandtriedtofetchoxygentohim・ Kai andMor;mr)to

continuedascentandreachedtherockshelf. Theyhadusedout theiroxygens

there・ Theystood20mundertherockwhereAgetahadpartedwithMatsuda.

TheycalledMatsuda'sname loudly. Butnoreplycameback. Thoughthey

repeated,stillnoreplycameback・ ItwaspastlOpm. Itwasverydangerous to

climbrockswithoutoxygenattheheightatnight(8160m)．Wedecidedto take

AgetabacktoC5thatnight.

Agetahadlosthiscramponwhenhewasrescued・ Theyleft oxygen･bottles

forMatsudaandclimbeddownwithout itexceptAgetatoC5・Theystartedfrom

depositplaceatll:15pmandsafelyreachedC5at4amofthenextday. (They

tookrestforawhileinC5anddescendedtoC3whererdoctorSaitowaswaiting

inthatday).

TomitaandTakagiwhohadenteredintoC5onthepreviousdaystartedfrom

thereasthesecondrescuetef'm・ Itwasat6amonMavl6. Whenthevwere
彦 一

arrivingatthedepositplace, thickgassurroundedandwecouldnot seeanything

fromBC.Wedirectedthemaccordingtothedetailedsketchwhichwehadmade

forsuchcondition・ TheyfoundmerelyAgeta's climbingequipmentsbehindthe

rock・ Assimilarrocksstoodaroundthere, theypreciselysearchedaround. But

theycouldnot findMatsudaanywhere. Iorderedthemtogobackafter letting

themgivesufficienttimebecausetheiroxygenhadbecomeshort. Itwas4:40pmd

Iwasforcedtobeinverydifficultstateto"judgeat thatmoment. Tomita

andTakagiwasheavilytiredbecauseof their littlesleep lastnight andhard

labor・ Thereappearedthepossibilityofdoubledisaster・WehadmerelV5bottles

ofoxygenleftatthattime・WelettwoSherpaswait inC5 for the case that

Matsudawouldbefoundimmovablebyhimself・ Therewerenoother 'energetic

members inC5andC4・Whethershouldlchoose, touseoxygenforTakagiand

Tomita， ortouseforthetiredrescueteam？But，wewouldhaveonlytwobottles

left inthenextmorning・ ItwastoOdangerousandnosparebottleleftforMatsu-

da. AsthebrokenpickelheadhadbeenfOund;､wecouldnot but suppose that

MatsudamusthavehappenedtoslipdownafterhehadpartedwithAgeta･ The

weatheralsowasturningworseafterthreedaysofclearsky・ Iat last judgedto

useoxygenforthesecondrescueteam.
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AsanoandPhurtemba (local porter) broughtbottlesandmetwithrescue

membersnearthesnowridge. TheyallsafelyreturnedtoC5atlO:45pm・ We

stoppedrescueactivities， InC5,fivememberssleptusingtwobottles.Onl7th,
we"withdrewC5andC4andonl8th, allmembers camebacktoBCafter

withdrawinglowercampS.

WemadememorialstoneinTibetanstyleonCornerplateau, at theopposite

sideofYalungGlacierfromwherewecouldseemostbeautifulYalungKang.We

partedfromthereonMay22.

NishiborireturnedfromTseramtoKathmanduonl8thbyhelicopter.Higuchi

andTazukewithfrost-bittenAgetaalsofliedtoKathmanduon29th・ It is too

sorrowfulforusthatwe lostMatsudawhohadbeenanactivememberof our

expeditionandalsoagoodcompanionclimber, thoughwecouldsucceedthe first

aScentofYalungKang.

Appendix:AbouttheheightofYalungKang

WemeasuredtheheightsofKangchenjungapeaksandimportantpointsonour

routefromnearBConApr. 6-8.Weusedtheodolite (WildT-2type) andthe

sametypedsubtensebar.

Ourmethodwas toreduce the heights ofpeaks fromthemainpeakof

Kangchenjunga. Theresultswere, YalungKang; 95mlower,SouthPeak; 109m

lower,CentralPeak; 122mlower・Thedeviationwas*5mforeach.

TherearevariousmeasurementsabouttheMainPeakofKangchenjungasuchas

8585m,8598m, 8603mand8616m. TheSouthPeakis said8474m, 8476mor

8480m,?andYalungKang(theWestPeak) issaid8420mor8433m. As itwas

difficulttojudgereliability,wetook8600mastheaverageof theheight of the

MhinPRal<，Accordingtoourmeasurements, therefore, eachpeakbecomes,Yalun

Kang.8505m;SouthPeak,8491m; andCentralPeak, 8478mofheights.

SouthPeakhasbeensaidhigherthanYarungKang・However, theorderturned

upsidedownbyourmeasurement・ Althoughwebroughtclinometertothesummit

toexamineit, badsightonMayl4preventedustocompare.

TheFirstAscentofNampa, 1972

BySeigoMatsushima

TheMountaineeringAssociationofAomori Prefecture sent "TheJapanese
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NampaExpedition, 1972"tothenortheast regionofNepal inthepre-monsoon

season・ Aspermissiondidn'tcomeearlier,S,MatsushimafliedtoKathmanduon

Februaryl7andtherehegotoralpermissiononFeb、 22．

Onthe27thofFeb・ the5mem"rsgathered inKathmanduandMarch3、

theylefttherewith3Sherpas, 1cook, 1kitchenboy, 2mail-runners, 1 1iaison

officerand1．5tonsof loadsforDangarhibracharteredDC-3.

MembersofthepartygS.Matsushima(36, leader)．T.Komiyama(31,deputy-

1d),F.Kimura(28),1.Sawada(24),S.Takahashi(23).

LiaisonOfficer-K.B.Rana(33),Sherpas:SonaHishy(27),Ngati(22),Kar-

sangThhile(28).

Weemployed60portersandstartedonMarch7from.Dhangarhi.Initiallywe

intendedtotakeourapproachrouteviaSilgarhi-Dotibut owingto thedifficulty

ofobtainingfoodsontheWay,wechangedittotheonebywayofDandeldhura
andBaitadi・Buttheconditionwasthesameafterall.

OnMarchl3,wereachedDandeldhuraandBaitadionthel8th.Onthe21st

weenteredintotheroadalongChamliaKhola・ TheweatherWas clearbut un-

bearablyhot，Wehadnoporter-troubleand thepeoplealongthewaywerevery

gentleandcheerful,sothatwecouldmarchourcaravansmoothlyandpleasantly.

OnMarch31,wereachedatlastatthepoint 3980monthemoraine, south

ofNampaandwereestablishedBCinviolentsnow-storm・ OnApril2,webegan

toreconnoiterourclimbingroutetothedirectionforthesouth-westridgeofNampa.

Westartedourreal climbingonApri1 3.NextdayCIwaspitchedonthe

ice-fallat4800m.FromtheretoNampa-Col (after theBritishparty, 1970), we

hadtoclimbupcomplicatedice-fallandsteepice-couloir・ Inthelatterwefound

afixedropeleftbytheBritishparty・ Everydaywe sawnumberlessavalanches

felldownintheafternoon.

Wewerehamperedbyfuriousblizzardseveral timesinthiscouloir、sowehad

tospendlOdaysuntilwecouldestablishC2ontheNampaCol. OnApril l4,

C2waserectedat5390m. At lastwecouldgainthe longed-forwest ridgeof

Nampa・ TheridgeaboveC2wasacontinuousanddifficultknife-edgedridge

OnApril20,S.Matsushimafellandcarrieddownbyanavalancheandwashit

byhisri鵬．

OnApril24, afterlOdayssincewestartedC2,C3wasestablishedbehind

therockgendarmeat5550m･ ButonthewayfromC3 toC2, SherpaKarsan

losthiscramponandwhenT・KomiyamawaSrescuinghim,hehit hisownknee

severely. OnthesouthfaceofgendarmewefoundsomefixedropesoftheBritish
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party'70. Theropeshowedusanicetraverserouteunder therockgendarme.

FromC3weclimbedupanddown3rockpinnacleshencereachedtheupperpart

ofthewestridge. Steeperandsteeperbecametheridgenearertothesummit.

OnApril29,weestablishedC4 (attackcamp) onthehangingglacierat

5900m・ Itthunderedandfelleverydayintheafternoon.Wemustfixtheropes

aboveKasa-iwa(umbrellarock)at6350m.

OnMayl,Matsushima、KimuraandTakahashi enteredinC4, Sawadaand

SherpaSona-HishyinC3,Komiyama,NgatiandKarsaninC2・ Thusatlastour

arrangementfortheattacktothesummitwasready.

After2daysblizzard,onMay4, at5:30am、KimuraandTakahashi left the
G

finalcampunderthebrightandclearsky. Theyclimbedupcautiously thesteep

ridgethatmixedwithiceandrock. Fortunately itwas the finestdayweever

hadinthisseason. Buttheywereworriedunexpectedlyhrdeepsnowabove the

Kasa-Iwawherethefixedropeended.

Leaderorderedtothemtobivouaconthewaydownfromthesummit・ But

theyweretootiredtoreachitandthought tohaveno timeenoughtocontinue

climbing・ Thereforetheybivouackedat6500maftertheydescendedfromtheblue

ice-wall. Thatnightthemoonlitupall themountainsaround・ Wecouldnot

ascertainhowtheywerebecauseall thewalkie-talkieswerebrokendown.

OnMay5,KimuraandTakahashidepartedfromthebivouacsiteat 6:30am

undertheclearskyasthepreviousday. Tobeginwith, theyattackedtheblue

icewallofl50mthatseemedlikeaenormousmirror. Thepairkeptonclimbing

arduouslyandat lastcouldstandonthevirginsummitofNampaat noon. They

tooksomephotographsandsketchesofthesurroundingendlessgiant eaves of the

Himalayanmountainsindeepemotion.

Theyleftthesummitatl:00pm.Whentheyreachedtheblue.icewallat

2:40pm,Takahashislippeddowntothe2000mdeepnorthfaceanddisappeared.

Matsushima,SawadaandSherpaSona-Hishycamebackto the final campwith

Kimuraat9:15pm.

OnMay7,allmembersreturnedtoBCwithdepressingvictory.

Inthebeginningthe2were tied inonerope,Kimuradescendedfirstand

waitedTal<21,n$hi・ Takahashistarteddownandsuddenlyslippedoffanddisappe-

aredintothenorthcliff,givingnoshocktoKimura・ It seems that oneendof

theropewhichtiedTakahashihasgotloosewhenhewasfallinghencetherewas

noshocktothesurvivor. Aftertheaccident theyinvestigatedtheropetofindno
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indicationofevenasnap.

Gangapurna(autumnl971)

ByKiyoshiShimizu

We、 themembersofNaganoPrefectureMountaineeringAssociationhadbeen

desiringtogotoHimalaya・WepurelywantedtoclimbHimalayanpeaks. At

firstweaimedunclimbedseven-thousanders,orlowcostmountaineering・ Andwe

hopedbigonebasedonthatexperience・ ThereasonwechoseGangapurnawas

thattherewasunclimbed7106mpeakbvthewest sidewhichwe laternamed
へ ‐

"Asapurna''、 Wewere charmedwiththe planto traverse fromthepeak to

Gangapurna.

Imadereconnaissancewiththreeothermembersintheendof l969 toexa-

minethepossibilitytoapproachfromthesouthernside， Thoughwecouldnot

fulfill toexaminebybad.weather,wecouldhaveconfidencetoapproachfromthe

southl乃r threeweeksofreconnaissance.Wethenprop"edpermissiontoNepalese

Government.

Wesent1.4tonsofloadsbvairandtwomembersfliedfromHanedaadvanc-
ご

edlyonAug.lstinl971.Membersareasfollows; leader;KiyoshiShimizu(35,

liaison),sub-leader;KazutomoKobayashi(31,photographer,recorder),NaokiMi-

yasaka(33,equipment), IwaoOgiso(29,transport),AkiraShiobara(28,accounting),

HirosukeKin"hita(28,packing),TakeshiAkabane (28, liaison, foods), Kesato

Wakabayashi(27,equipment),KoheiSasagawa (25,medicine),MasuoHak"ama

(22, foodS).

Sirdar;GirumiDorgi(36), cook;Norbu(35), highplaceporters;BenbaNorbu

(36),AnNorbu(38),AnGyalzen(28),AnPema(29),HakupaTshering(26),

localporters;AnNorbu(27),PasangTempa(23),Dorjee(30),kitchenboy;Tarpa

Gyalzen(29),NawangChota(24)．Mailrunner;PasanRita(42), liaisonofficer;

DrabBahadoulPuradahan(24), andhiredfourmoreportersinbasecamp.

Cara▼an

partyarrivedinNepalonAug.20.Westartedcaravanfrom､Pokharaon

Loadsammounted4tonsandhiredl20porte密．Weheadedtothe

frornPokharaandfromBiletaty, wewent along theModiKhola
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upwardly， Itwasafamouscou,sesinceNoyceParty・ Wehadcontinuous rain

andlandleechesendlesslyassaultedus・Thoughwehadexpectedtobuyvegetables

onourway,wecouldhardlyget. Evenourdoctor (Sasagawa) proposed toex-

changehismedicalcare,villagergwouldnotsell・ Itwas themidstseasonofrice

planting.

WereachedtheendofSouthAnnapurnaGlacieronSep、 4．Wefiredporters

thereexcept30men.Wecarrieduploads toa roundhill inthe endofEast

AnnapurnaGlacierforthreedays・ WEsettledbasecamponSep7.Whenclouds

weregone,wecouldseethesouthfaceofGangapurna in frontofus andridge

fromAnnapurnallltoMachapucharesurroundedthere・Wecouldfeel thatweat

lastenteredintothecenterofsevereandbeautifulHimalava.
プ

C1imbingactivities

FromSep. 7,Kobayashi, OgisoandKin"hitabegantosearchroute・ Thev

climbeduptheglacier,coveredwithmoraine,whichlaybetweensharprockwalls.

Theysoonreachedthefootof300mofrockwallabovewhichicefall stood. We

hadbeenlookingforwardtoseebeautifulglacierlakeintroducedbyGunterHauzer

party,however,nowaterremainedthere・ Theyascendedright sideof the ridge

andfoundaspacefordepositplaceonicefall. Theywerealwaysthreatenedwith

frequentfallingrocks. Fromthenextday,webeganloadingtothere.

Onllth, itwasaclearsky,KobayashiandlclimbeduptheGarberhornside

wallbesidetheglacier(wenamed"GrandCanyon")andsought therouteonthe

southwestridgeofAsapurnaandalsoadvisedabout theroutetoC1・Wedecided

tosettleClat5180mjustunder the rockwallwhere sidewall of theglacier

meetswiththesoutheast ridgeandfacing icefall・ Thoughwehadplanned to

climbbr thesoutheastridgeofAsapurnastraightly, the ridgewas toodifficult

evenforloadcarrying. Thenweabandonedtraversefromthesoutheastridgeand

changedtoattackbothpeaks fromthecol. Onl5,wesettledC1 Rnd five

membe,sandfourSherpasenteredintothere.Wealsosettledreconnaissancecamp

on@<GrandCanyon" tohelproute findingfromCl tothecol throughicefall.

Monsoonhadalreadyended.Wehadclearskyinthemorningandgas appeared

intheafternoon,andsometimeswehadSnowinthosedays.

WesettledC2at5900monthesnowfieldnear southfaceafter5daysof

routemakingthroughicefallonSep、 22.Fromtheretothecol,therewerehuge

inselcoveredwithsnowintheopencouloir・ Rocks frequentlydroppeddownat

thesoutheastridgeside, andthesouthfacesidewasprotectedwithsharpHimalayan
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creases･ Itlookedasifimpregnable. Themostdifficultfactorwasthattheheight

wasaboutlOOOm・ Astherewerethreebigicewalls,wenamedfirst, secondand

thirdstepfromthelowerone. Toovercomeeachstepseemedtous thekeyof

ouractivity.Weneededunexpectedly longtime toreachthecol・Wesettled

temporarycamponthefirststep(6400m)andneededl5daysandllOOmoffixed

rope. Asthelaborinthecouloirbecamelonger,ouroptimisticexpectationtoget

thesummit inearlyOctoberwaseasilybrokenoutandweneededtoexamine the

conditionof leftmaterials4We foundfuelswereexcessivelyused･ Especially,

kerosenebecameshort・Wereplenishedit fromPokharaandused logs inthe

BC.OnOct.7,OgisoandAkabanereachedtheridgelineandtheycouldsee

thenorthernside. Therewerebeautiful bluewaterofTilitsoand the grand

Dhauragiri farbeyondthelake.

Theridgefromthecol toAsapurnawascontinuousknifeedgedandcornices.

Wecould easilyunderstand that togetAsapurnaalongtheridgewasnot so

easyaswehadexpected.WechoseGangapurna, first.Whydidweabandon

Asapuma？That isbecauseouroriginal planaimedtraverseandAsapurnawas

merelythepassingpeakforus. As aresult,we lost both first climbingand

traverse･

OnOct. 9,wesettledC3ontheridgenearthecol (6850m),Ogiso,Akabane

andlenteredintotherewiththreeSherpas.Webehaved tyingourbodieswith

ropes.Onthefollowingtwodayswefixed630mof ropeonthewest ridgeof

Gangapurna， Ice-barsbecameshort,sowetookoff ice-barsat lowpartsandused

thebarsofradder insteadthere. Onl3th,we settleC4at 7120m. AsOgiso

caughtacold, Ijoinedin theattackingteaminsteadof him. Thoughwehad

expectedthatovertheshouldermightbeeasier the ridgebecamemoredifficult

withthinnerrockandcornices.Wecouldnothavecoffidencewhetherwecould

climboveralittlegapontheway・Girumi,PenbaandAnNorbuwerewaitingfor

usatC4pitchingonemoretent.Kobayashi,KinoshitaandWakabayashistayedin

C3andOgisoclimbeddowntoC2.

Onl5,at4:40am,Akabane,Girumiandl startedfromC4・WeSlOwly

climbeduponthethinridgeandicewallandreachedthe"falseSummit'' atabout

9am. Ourbehaviourscouldbeseenfromthelowercamps・ Especiallytheliaison

officermeasuredleftdistancesandeagerlynoticedtous・Westruggledwithsteep

ridge, stepWstep,wemaderoUtebrpickel・ Itseemedas if timehadstopped.

Andat lastwereachedtheend.

Thesummitwasaslendersnowtablewheretenmencouldstandfromeast to
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weSt・ Itwas2:15pm・ Iwasinverycool stateofmindanddidn't feel any

fulfilledorexcitedfeelings・ Ieagerlywishedtoclimbdown.

However,joyfulvoicescamefromlowercamps.WecouldseeDhauragiriand

Annapurnainthewest,Manaslu,Peak29andHimalchuli andTibetanmountains

inthewest.Butcloudscoveredoverthefoot.Wecouldnotseebasecamp，We

stavedforanhouronthesummit･Wecoulddescendmuchfaster thanascend.
苧

However,whenwereached<<falsesummit",strongstormysnowsuddenlyassaulted

us.We suddenlyenteredintoinvisiblemilkyworld.Weeagerlydescended

followingtheroute・ FixedropehelpedUsverymuch~At7pm,wecouldat last

reachC4， ThoughattackingteamhadbeenplannedtogodowntoC3,wecould

notmoveatallandsevenmemberswereobligedtosleepatC4whichwas for

fivemenspace.

Heavysnow,SnowslideandDisaster

OnOct. 16、 thesnowstormbecameharder・ Wequittedsecondattackand

triedtogobacktoC3,however,wecouldnotmove, evenimpossibletostandup

inthestrongwind. Ineverycamp,ourmembersbegantostruggleagainst snow.

InC4、wecouldnotcleartheleesidesnowbuttriedtomaintainspacesbyour

bodies， InthecampsbelowC2,snowlayhigherthanthetentsbynoon． Even

inBC,polesofatentwasbrokenandinC1 andC2,members gathered ina

tentandabandonedothers.InC3,Kobayashialonestayedthere・ Hewasburried

inthesnowabout4pmandenduredintinyspacebetweencrosspolesandframes.

WhataheavysnowinmiddleOctober! Itexceededmuchmorethansafety・ We

all fearedsnowslides&Wecommunicatedthroughtransceiversandencouragedeach

otherat tiedtimes. Graduallywebecame toknowthatC2hadfallencritical

conditions・Wehadbelievedthatitwasthesafestplacearoundthere, however,*

wecouldnot stopadvisingtoremovemoresaferplace･ Thereply fromC2

reportedthatthesoundofsnowslidewerelikecannon'sroars atAnnapurnalll

andsnowslideswerehappeningalso fromAsapurna totheentranceof couloir・

However, thesouthfacewasquiet. ThehillaboveC2woulddivide fallensnow

intotwo. Itmustbethesafestplace.

At6pm,Sasagawareported, <@Snowisstillviolentandsnowslide isoccuring

frequently,butwearesafe.WeWillkeephere. You'areofnousetobeanxious

aboutus・ Doyourbestthere.WewillcertainlyletyoutakebacktoBC・ Let's

meetat6inthenextmorning, throughtransceiver''6.Whocouldexpect that this

would陸comehislastword？
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Onl7th,C2wouldnotreplywithus・ Thereappearsnosignofweakening

ofstorm.Wekcameanxious at once・ SomethinghadhappenedatC2.We

decidedtogodowntoC3.We started inviolent snowstorm・ Wecouldnot

judgesnowfaceorspaceeasily.Wefolloweddownalongdancingfixedrope.On

theway,IhappenedtofindthatAnNorbuwasnotwithus.Hewas tryingto

digsnow-cave・ Heworeonlyworkingglovesonhishands・Whathadhappened

forhim， thattwo-tigerbadgedSherpa？Thisbecamethecauseofhislosingseven

fingerslater. Ialsosometimessufferedfromillusions. Ifeltasiflhadbeenin

NorthernJapaneseAlpsinFebruary.Treesandlodgesappeared・ It tOok6hourS

and40minutestogodownmerely630mof distance・ At lastwe reachedC3.

AstentWasbroken,wedagsnowcave. Kobayashi fledfromlonliness.

But, thesirdar,Girumiwouldinsisttogodownmore･Westoppedhimeager-

ly,butwecouldnotpersuadehimat last・Wegavehimfuel andfoodandhe
climbeddownwithPemba・Weinsistedtostopontheuppercrevasse300munder

C3. Butthatbecameeternaldeparturewiththem.

Onl8th,wecouldnotmovebunchangedstorm・ Girumireportedthatthere

werenoC2andreturnC3・ Itwasabout 8am. Soonafter theyorderedthe

SherpasinC1tobringwaterandfoods・ TheSherpaansweredthathecouldn't

movebyheavysnow. Astheyspokeintheirnative language, andair condition

wasverybad,wewerenotcertainthatweCouldcommunicatewiththemwell. It

wasaboutl:45pmthatbothGirumiDorjeeandPembaNorbuwouldnotanswer.

Onl9th,at lastweatherchangedbetter.Webegantodescendindeepsnow.

WereachedwherewecouldseeC2.Wecouldseemerelytheruinof snowslide.

WehadtoadmitthatC2wascompletelydestroyed･Wehopedvaguelythat they

hadescapedsomewhere.Wecouldnotworksufficiently IBrmental andphysical

fatigue・Webivouackedwithadugouttentunder thesnowandinasnow-cave.

Wecouldnotbeartoseethebeautifulsightsinthesettingsun.

On20th,wefearedtogonearertotheplacewhereC2hadbeen.Wakaba-

yashiwhoreachedfirstbegantocryassoonashestoodthere・ Othersalsobegan

tocry. Ataglance,wecouldunderstandthatC2wascompletelydestroyed・ The

scenearoundtherewasentirelydifferent.Wecouldnothingtofindout. Six

membersinC2,Ogiso,SasagawaandHakWama;AnPema,AnGyalzen,Nawang

Chota,andalsoGirumiDorjeeandPembaNorbumust besomewhereunder the

Snow,

WereturnedtoBCon22nd. Itwasapainful descendbythechangeof

terrainandhungryandalsofatigue;however, itwasuncomparablewithdeath.
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Itbecamecolder,sometimessnowwasblownUpatthesummitofGangapurna.

However, itwasmuchmorecolderinourhearts. Wecouldnot searchfor the

eightmembers・Whenweenteredintovillages onourwayback, Sherpaswere

intoxicatedwithrakshibutwecouldnot forbidthemtodrinkwhenmarching

becausewecouldsuspectwell thattheyweretryingtodrowntheirgriefsinspirits.

配玄免、而兜tion

Thecauseofourdisasterwasunexpectedlytremendousheavysnow・ Inmiddle

October,wehadsnowforwhole the threedayswithout rest.Wehavenever

knownsuchenormoussnowinOctober・Wearenowjudgingthatthemonsoonin

thatyearendedveryearlyafterashortsummer. ItendedmiddleSeptemberand

finedayscontinuedduringthatmonth. However,monsoonairmass onceagain

expandedtonorthinmiddleOctober. Jet streamretreatedforawhileh/ the

pressureofhotairmass・AndwetandmoisturedaircameoverHimalayaand_the

weatherbecametempora,ymonsoonthere.Thoughwearenotprofessionalmete-

orologists,wethinkitisverypeculiarphenomenon.Weshouldbecarefulwhen

monsoonifendedtooearly.

ThesecondimportantfactorwasthelocationofC2・ Wedecidedtheplace

consideringbothclimbingconvenienceandsafety. Itwasnotsobadplace. But,

wedidn'texaminethelimitofsafetythere・WesupposeC2couldendureagainst

astwiceastheworstconditionthatwehadexpected・ Ifwehadthe ideaof the

limitofsafety,theywouldhaveescaped.WehadtoomuchconfidencewithC2

andwouldnotthinkaboutthecapacityof safetybecausewebelieved itwas the

safestplace.

Mountaineeringwillbecomeimpossibleifweconsiderdangersexcessively． It

isneedlesstosaythatweshouldalwayssupposehowmuchdangerous but at the

sametimeweshouldcarethelimit,orcapacityofsafety.

WehaveimprintedastainonHimalayanmountaineering・ Webelieve it is

ourdutyforthedeadmemberstoletourexperiencesnoticetoclimbers・Wehope
thisreportwillbecomeauseful lessonforthereaders.

"oZe;Wenamed｡｡Asapurna"asthememorialofourdeadeightmembers.
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CordilleraReal, 1972

1llampuandhigh-placemedicine-

ByYoshihikoKawakubo

Wehavebecometohavemanyrequeststosenddoctors foroverseas expediti･

onsrecently・Whilehavingacceptedthoserequests,we, themembersofAcademic

MountaineeringClubofmedicaldevisioninNihonUniversity, havebecometogo

expeditionbourselves・ Ourpurposewas, first letdoctorshaveexperiences to

climbonsix-thousanderasmanyaspossible. Secondly,doinvestigationofhigh-

placemedicine・WechoseHinduKushforthesepurposes,however,Indo-Pakistani

strugglepreventedustogothere. ThenweaimedCordilleraMountains inBoli-

vianAndes・WeplannedtopractiseinvestigationatHuaynaPotosi thenlllampuy

firstclimbingbyJapanese.WechosefourteenmembersandleftJapanbyJune30.

HuaynaPotoSi ("94m)

AsMiss・Sekitahasalreadyreportedaboutonthisjournal (Stz'z9αた",vol. 63),

Ireportonlytheresult.

Julyll; startedfromLaPazandconstructedbasecampat4600m.

Julyl3; settledC1at5200m.

15; settledC2at5500m.

17;Yamaguchi,Mizuno,YamagishiandOnogotthesummit.

18;OgawaandMiyoshibstraightclimbing, KatayamaandYahagi by

thenorthernroute,ShibataandSueyoshibythesouthernroute,met

ontheSummit.

Illampu(6324m)

WetookrestandpreparedforlllampuforaweekinLaPaz， OnJuly27thァ

westanedfromLaPazandenteredintoAncohumavillageatabout7Pm・ Inthe

nextmorningwehiredeightportersandsomeanimals.Webegancaravanwith

themcarryingabout800kgofloads. AlongabranchofRioGrande,wemarched

incuctusfields・ IndiosfrequentlytookreStSafter thirtyminutesofquiCkpace

andalsotheyfrequentlychewedleavesofcoca. Wesettledbasecamp indamp

fieldbetween300mofcliffswhichrunfromnorthtosouth・ Itwas 4530mof
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l'eightnearthefootofAncohumaGlacier・ Thereweremanypondsaroundthere

andwesometimesfoundrabittsamongmoraine.

Accordingtothereconnaissancewedecidedtocrosstherightsideclifftothe

leftwardandreachtheendoftheglacier・ Wecouldstandonmorainebv the

glacierafter90minutesofwalkandsettledC1at4970monthemorainejustthe

,oppositesideofBCcrossingthecliff・Wecouldsee the summit of lllampuon

1400mofhugerockfacefromthere.

We, then, climbedupthemorainebesidetheglacierandentered intocreva-

ssezone， Itwasveryluckyforus thatwehadfineweather.Wepassedthere

safelythreehouxslaterandreachedalargesnowfieldunder thewest col・ On

Aug. 2,wesettledC2onthatsnowfield･ Thewestcolstavedabout400mabove

C2,and45｡-50｡ofsteepsnowfacecontinuedfromC2tothatcol・ Asbothsides

hadcrevasses,wewereforcedtochoose straight climbing・ We fixed460mof

ropetojustbelowthecol・ Ittookaboutfourhours fromthe foot of the snow

-facetothecol・ Therewerecornicestowardsouthernsideon the ridgeandwe

sawHancoumapeakbehindgreatsnowfield.Weascendedtheridge towardthe

:summitandreachedsnowfield.WesettledC3there(6097m).

OnAug. 5,westartedfromC3at7:45am. Itwasratherthickgasandno

wind・ Temperaturewasminusl6･C・Weascendedthesnowridge andat 9:29

am,Yamagishi,OnoandMiyoshigottheSummit. OnlyoneCouldstandon the

summit, thoughitwasflat. Onthenextday,WajiandKuniyoshi attackedthe

wsllmmit・ TheyburiedensignsofJapanandBoliviaandalsoourclubflagonthe

wsummit. ItwasjustthememorialdayofBolivianrevolution. However,wecould

notwinthegloryoffirstclimbingbyJapanesebecausetwomenhadalreadygot

Tthesummitafewdaysearlerthanwe.

PicoShultz(5933m)

PicoShultz stood just theopposite sideofC2behindAncohumaGlacier.

Fanlikesnowslopespreaddownfromthesummittotheglacier, andwidecrevasse

1aybetweentheglacier・ Itswesternridgecontinuedto thewest col of lllampu

androckridgestoodontheglacierattheleftside.

OnAug7MWaji,Yamagishi,KuniyoshiandMiyoshistarted fromC2at

8:20. Theywenttorightwardagainstthecrevasseonthesnowfaceandreached

thefootofrockridge. Itwasourfirstrockclimbingsincewecame to lllampu.

Atnoon, theypassedtherockridgeandascendedthesnowfacewherenieve

penitentegrewabout30cm. Theygot the summit at l2:40. Itwas the first
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climbingbyJapanese. BothNorthandSouthPeakoflllampustand infront of

themandtheyconfirmedSouthpeakwasmuchhigher. Theytook lunchthere

andbegantodescendfroml3:20． Gradually,gashadbecomethickandsnowbegan

tofall・ Theylosttheroutebygasandobligedtodo40mofstraight descend.

ThevreturnedtoC2atl7:25inthesnow,

OnAug. 8, all themembersgatherdinbasecampandcelebratedsafety・ On

Aug、 11,wewithdrewBC・ Sincethepreviousnightwehadunexpectedsnow.

WepartedfrOmpurewhitelllampu.

High-placernedicine

Practicalresultsofourinvestigationseemtobeuseful for the readers.As

weinvestigatedcontinuously,wecouldget twokindsofdata. Thoseareabout

influencesmerelystaying inhighplace, andabout influenceswhenwewere

climbing.

Wecandividethreestagesofacclimatization. Theseare, acute, firstacclima-

tizatingandthesecondacclimatizatingstages， Acutestage;assoonaswe landed

LaPazairport (4010m),webegantobe influencedwith low-oxygen. Various

subjectivesymptomssoonappeared. Firstacclimatizatingstage; it is thetimewe

begannot tofeelsubjectivesymptoms・ Andthesecondacclimatizatingtime;we

namedthetermfromthebeginningofactivitiesinHuaynaPotosi totheend.We

investigatedatBC(4800m),C1(5200m) andC2(5800m)．We investigated

about, subjectivesymptoms, steptest (abilityofphisiologicalrecovery),Kraepelin's

test, andabout influencesofdrugsonhigh-place.

Theresultcanbesummarizedasfollows;

1, Subjectivesymptomsandtheresultsoftestsarenotnecessarilyconsistent.

It isverynatural inacutestagethatsubjectivesymptomsappear andrecovery

ofheartbeatingaftersteptestbecomesworse・However, atthefirstacclimatizating

stage, thoughall themembersdidn'tfeelsubjectivesymptoms, abilityof recovery

stillremainedinnot sogoodcondition. Andatthesecondacclimatizatingstage,

thoughmembersbegantofeelvarioussubjectivesymptomsagain, theresultofstep

testdidn'tchangesomuchasthepreviousstage･Kraepelin'stestshowedthesame

tendencies・ Fivememberswhowereobligedtostopactivitiesa littlewhilewere

all thatdidn't feel subjective symptomsbut theirabilityof recoverywasbad.

ThereforewemUst becareful that evenwhenwedon't feel anysubjective

symptoms,phisiologicalabilitiesarenotnecessarilyacclimatizedwiththehighplace.

2, Heartbeatinginquietstatedoesnotnecessarily increaseinproportionto
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theheight.

Usually, heartbeatinginquietstateisregardedkey indexofphysical condi-

tion， However,wecanalsoconsider that fastenedbeatingbyaslight changeof

heightisthesignofgoodadaptabilitytolow-oxygen， Weneedtoknowthe

abilityofrecoveryinsteadofbeatinginquietstate・ Steptestmust beconvenient

forclimberstoknowone'sfunctionofphisiological recovery・ EvendoctOrs are

notthere, onecansuspecthis conditionratherexactly・ That is, tobendand

stretchforaunittime,andcount beatingafter 30seconds, 1.5minutesand3

minutes・ First,oneshouldknowhisstandardathomeandcomparetheresults in

highplacewithit.Wehaveexperiencedthatoneofourmemberwhodidn't feel

subjective symptomsat all but showed lowrecoveryabilitybecamecompletely

exhaustedafterhehadgotthesummitandneededtotakerestinBC.

3,Thoughyoung,onecannotdooverworks.

Wecandivideourmembersintothreegroupsbyage. It isnatural thatolder

groupsshowedlowerrecoverybytest,buttheyoungestfourmemberstookrest IW

serioussubjectivesymptomsthoughlaborswererathereven.

4, Evenifonefeelsmental fatigue, itdoesnotnecessarilymeanthatmental

activitieshavedeclined.

Kraepelin'stestshowedthatmentalactivitiesdidn'tchangesomuchwhenone

feltfatigueorsubjectivesymptoms. So,weexpect thatstrainednervescanprevent

decliningofmentalabilitiesconsiderablly・ As dogtiredconditionsmayhappen

duringclimbing, thecontinuityofmental stiffenness isthemost desirableability

for climbers・ However, it isneedless tosaythat over-strainedconditionwill

becomedisturbance.

High-placeacclimatizationisverycomplicatedphisiologicalphenomena・ We

knowit isdangeroustoarguebasedon insufficient data・ However, webelieve

thesefourarebasicpoints that eachclimbers shouldcareof・ Wehopethese

resultsofourinvestigationwillbecomeusefuladviceforclimbe,s.

Thoughfirstattempt,wecouldcompleteour expeditionsafely・ Ourgreatest

fruitwas thatwecouldactuallyunderstandthedifficulty topractisemedical

investigationandmountaineeringsimultaneously． As twoJapaneSehadclimbed

bothHuaynaPotosiandlllampujustbeforeus, somecriticizedthatourexpedition

wasofnouse・ However,Idaresaythatwe succeededtonurturedoctorswho

willbeabletobehavefullyathighplace, (elevenmembersclimbedthesummits)

andalso,thoughinsufficient,wecouldgetbasicdatainhigh-placemedicine.
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memBhers

leader;YoshihikoKawakubo41,climbingleader;Ken'ichiShibata33、Takuji

Ohama(39,liaison),TaizoYamaguchi (34,chiefofmedicine),Ken'ichiWachi

(33, foods),ToshihikoMizuno(25, chiefofequipments), KazuoYamagishi (25,

transport),TetsuroSuetsugu(33, investigation),KunioOgawa(25,liaison),Yoichi

Katayama(22,recording),TsutomuOno (22, accounting),KazushigeKuniyoshi

(21,equipments),TakashiYahagi (22, foods),KatsuhikoMiyoshi (26, joined

specially,AcademicMountaineeringClubofNihonUniversity)

MEMORIESOFPRINCECHICHIBU

BySirArnoldLunn

IfirstmetPrinceChichibuinJanuaryl926withhisA.，.C､、ViscountMatsu-

daira,whomlhadknownslightlyatOxford・ ThePrince,hetOldme, was fond

ofski-ing,buthisrealpassionwasmountaineering. Miirren, thebirthplaceof

theKandaharSkiClub, foundedtopromoteandobtain international recognition

fortheAlpine races,Downhill andSlalom, waspopularwith"Downhill-only''

skiers. ThatthePrincewasnotadownhill-onlyskierwasmadeveryclear the

fiIstdaythatweskiedtogether・ Ihadplannedapleasant runbefore lunch.

"This,Sir'', Isaidwhenwereachedthesummitofoneof thepopular runs, -<is

wherewestartdown''． <<Ilikebettergoup'' said thePrince． .<But， I'mafraid

that ifwedon'tskidownfromhere,weshallmissthetrainbackfor lunch"． @6I

likebettermisstrain'', repliedthePrince. Sowe beganto <@goup" andduly
missedthetrain.

Skiersmustattainareasonablyhighstandardofski-ingbeforebeingelected

totheKandaharSkiClub・ ThePrinceasaskierwas fullyqualified formem-

bershipandweappreciated the fact thathepreferred to joinasanordinary

member,onhisski-ingqualifications, thanasanhonorarymemberonhis royal

qualifications.

HepresentedabeautifulChallengeCuptotheKandahar. TodaytheKandahar

andoursisterClub, theSwissUniversitySkiClub, are, at themoment, occupied

withthecreationofajointAnglo-Swiss-Japaneseentryfor thePrinceChichibu

Cup, tobeheld, ifourplansmaterialise, alternatelyinJapanandinMUrren.
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InMavl927thePrincereturnedtotheAIDsandlhad thehonourof intro-
ご

ducingthePrincetothedelightsofglacierSki-ing intheHighAlps・ Our ski

toursincludedthefirstskiascentOftheGrindelwaldGriinhornand the first ski

traverseoftheBieligerlUcke. Boththeseexpeditions includedsomerockclimbing.

PrinceChichibucontinued toclimbuntil theoutbreakof theWorldWar.

Shortlybeforehediedl sent himMo"""i7zsofMと魂07-yinwhiChour jOint

expeditionsweredescribed・ ThePrinceandlnevermet again. "I cannot tell

you",hewrote, ,@howmuchdelightedandconsoledlwashrreadingitat amost

depressingtime・ Havinglostallmybooksonmountains andski, includingthe

BritishSkiYearBook、whenmvTokvohousewasburntdownbvoneof theair
学 "

raids, Iwasparticularlygladtofindtherecordofmyunforgettableski tourwith

youintheAlpsintheSpringof '1926'".

Thatgreat novelist, EvelynWaugh, once remarkedthat his contemporaries

wereasself-consciousaboutclasSastheirVictoriangreat-grandfathe,swereabout

sex・ It isalsoworthnotingthatoneresultofthisself-consciousness is to ignore

thefactthatsocialstatus isnottheonlynoreventhemost important creatorof

classconsciousness・ Those, for instance, arenot onlVmountaineersbutworshi-

ppersofmountainbeautywhobelongtoaparticularly intimateclass, aclass in

whichsocialdifferencescountforverylittle. Formanyyearslclimbedandskied

withFritzAmacherofGrindelwald.Wewere linkedbymemoriesofhard-won

ascents,gloriousski-ingandoccasionalmomentsof danger. OncewhenlwaS

walkingthroughGrindelwaldwithanEnglishmountain lover,wesuddenlymet

Fritz． "Thisisafriendofmine",Isaid, ;fFritzAmacher". @fNotafriend'',said

Fritzreproachfully,"butoneofyour.verybestfriendr.Howrighthewas!

FritzwasaliftmanorporterataGrindelwaldhotel. PrinceChichibuwas

thebrotheroftheEmperor， butbothbelongedtotheclimbersclass towhomthe

mountainshavegivenofftheirbest.

CertainlyfewmenhavelovedthemountainsmorepassionatelythanPrince

Chichibu. ThefirstEnglishbookthat he readwasTﾉieMb""raj"sofYb"'ﾉi，

Fromwhathesaid, Ibelievethatwhatappealedtohiminthat bookwasnot so

muchthedescriptionofparticularclimbsbutsomesuggestionofmounta'nmysti今

cism. Certainlyinamagazinewhichcirculatedamongthe lmperialPrinces, he

expressedwhatmanymountainloversfeel. "Themountaing,wrotePrinceChi-

chibu, f<standasthesymbolsofEternal Life, andserveas theexpressionofa

mightySpiritualBeing".
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クライ‘マーの肌が感じとった信頼同エハニュー・ショイゴ機能を提ﾆエノ 案

この機能性 [し 4， 1ｺ

ショイコ．は、登山には欠く事の出来ない用具の

一つです。技術・体力・精神力・装備・すべて

が厳しい自然の中では必要になってきます。
腰ベルトと腹ベルトが一対のため身体に良くフィットす

るシヨイゴ、パック内に型くずれのしないフレームの入

ったもの、キャスター付で引いて歩けるもの、背ベルト、

腰ベルトはむれないように網目になっているもの等、い

ろいろな機能を兼ね備えたカラフルなショイゴもお好み

に応じてお選び下さい。

バックパック花のシリーズ●バックパックS、リンドウ”

●バックパックL、コマクサ〃

〃 ●バックパックM，クロユリ”

●ショイゴ 、尾瀬〃

●ベピーキャリー､ネムノキ″

●ショイゴ、剛力”

●ショイゴ調節式

●ボール式ショイコ

エベレスト南壁で活躍

"NEW
=Eーﾛ!■



山番ス零■の雲門店

キスリング

門田ピッケル

〃アイゼン

夏冬用テント

東京都文京区湯島3－38－9

片桐盛之助

電話東京(831){器:穂

職雌縦画の

隅馳の専肪

好日山莊
大阪店

〒530大阪市北区曽根崎上1 ‐47
念06(364)0933代
登山プﾛｼｮｯブ芳沢ビル|F
スキーショップマルヒ・ル|F
豊中市千里中央ｾﾙｼｰIF
金06(833)O'23

福岡店
〒812福岡市博多区須崎町| ‐4
云092(281 ）3440

東京店
〒IO4東京都中央区銀座3-5-7
念03(561)3600．(567)9031
スキーショップ念03(561)0966

吉祥寺店
〒'80東京都武蔵野市吉祥寺本町I- l9- l
吉祥寺近鉄5F盆0422(21 )3331内線3318

,’

雷山友赴左力'”乙
=uj･スキー靴

新宿ステーションビル4階
サービスショップ。

TEL(352) 6564

四谷本店
新宿区三栄町3
TEL(351)1912,7432

八重洲ロ
中央区八重洲1-5-11
TEL(271)1560,8575
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古くて新しい門田

曲線と素晴らしいバランス

ルクロームモ'ノブゼン鋼

ニッケルクローム鋼プレスアイ

フ|ノーサイズ

門田製作所札幌
全国有名山専門店

でお求めください。

勲潔！
蕊
葎壌

I
’

年の 前 進史40
一

澱灘認蕊 マナスル型高所用天幕考案

1952年日本山岳会マナスル偵察隊

全装備納入以来高所用天幕専門

製作・海外遠征隊には各方面よl)

御使用頂き御高評頂いて居')ます

田喜義商店吉田テント＝Fコ
東京都杉並区桃井1丁目 3番3 号
電話東京（399） 2548 （398） 8469 （夜間）



信頼のブランド

●キャラバン・シューズ

デラックス …………･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ・

スタンダード ． ．……･……･ ･…・

メイ I、

ポピュラ･ ‐ ……･………･ ･ ･ ･ ・

ジュニア

●カネカロン・シュラフ

ハイサマーー .……･…･………

スリーノ、一 ･ ･ ･ ･ ･…･ ･ ･…･ ･ ･ ･…

ヒユヅテ

・ベーースキャンプ…･………･…･ ･ ･ ・

ハイキャンプ ・ ･ ･ ･…‘ ． ．…･……・

ボーーラ､一一

●登山用ナイロン製品

●ホステリング・シューズ

●キャラバン・エアーマット

●革登山靴・グランジュッタ

●アルプカン・羽毛製品
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キャラバン株式会社

盆（03)944-2331㈹

a(03)386-0451")

壷(011)822 8664㈹

〒170東京本社

〒564大阪支店

〒062札幌営業所

東京都豊島区巣禍1 25－7

大阪府吹田市芳野町1番4号

札幌市呈平区美國一条6－47



最前線志願ザンター登拳用羽毛服

様々な山行形態を考える時、最も
相応しい装備は、自ずと異なります。
日本の冬山でもヒマラヤでもアル
フ°スでも常に一歩先んじた機能性
を……

こんな装備を念頭にザンターでは
商品の専門化と多様化に努めてい
ます。

灘
唾別私用

恥

蕊霞 》
蕊
繭

篭

鶏

z :

●登筆用羽毛服(上･下）
着丈は長く 、前合わせは並列ボタンとし、

使い易い脇ポケット、ズボンの前チャック、

ニッカの紐締めジャージ等々、全て厳冬期登準

と海外遠征を対称に作られた、 イ･j動用羽毛服です。

従来の重く動きにくい装備から、暖かく、軽快な登準用

羽毛服とシングルヤッケのコンビネーションは必ず専門

登山家を満足させます。

(上)重量5409 :紺:L･M

(下)重量4209

義

謬我

灘鍵
瀧蕊職

醗舞蕊

鞠
要,f虹乙ご天
●主要取り扱い品目

羽毛服，パンタロン， アンダーウェア， シュラフ，

半シュラフ， コンパクトシュラフ，ベスト各種

識

＃茜群

凹禮

シ株式会社
〒l54東京都世田谷区野沢2-20-I TELO3-4IO-8808(代）

I



良いものは…新しい

流行に媚びず， 伝統に固執せず／

｜

｜

I

#615アンデスカスタム #627マカルーカスタム

東京壷ﾖﾂｷ弧ボー凹愉式会社蔵前

瞥日

ヨ鷺

Ｌ
Ｐ
ｖ
幸
師
醒

■
且
密

本格的スイス料理(フォンデュ）をお味わい下さい
小宴会・御会食等受け賜わります

7古

;リ神崎ビル地下（レストランブリカンド）

砿| 鋤!*蝿『
■
■
■
■
■
高
速
道
路
■
■
■
■
■
屋

＊交通
地下鉄日比谷線広尾下車

バス渋谷→日赤産院下車

〃 〃→西麻布下車
1ﾛ
ﾛﾛ

毛山ﾕ丁目
渋徐I

港区西麻布4･5･2 TEL(407)3009･3006



脹

掌

型

訓

騏

瀧舞

：

無謀厳禁｡安全登筆。
､

厳然と立ちはだかる岩壁に、高度

な技術で挑んだとしても、無理な

行動は禁物。クライマーの手足と

もなる用具も、正しい使い方と安

全登筆があればこそ生きるもので

すロ東京トップでは科学的究明と

実用経験をもとに、 クライマーの

信頼に答えられる登筆用具を開発

しております。

ザイル"ガイド''¥15,200

ブレード編タイプ

2.700"

壺量3．2杉

11，7%”×40??z ,

静的引張強さ

破断伸度35％

秒東京トロ唖笈誓業蕊簾説霧湿
盃03(834)5521

壷06(772)1901
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三
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ｘ
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恥
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、
１
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ｉ
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ｉ
！
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一

ｒ
§
‐
１
？
ｉ、

ー

ｊ他
。
Ｍ

1

S

ー四
一

KhumbuHimal (Mt.Everest) (%6000)…･¥3,020
（送料￥85）

RolwalingHimal (GauriShankar)--------RolwalingHimal (GauriShankar)

withthewesternsheetofLapchiKangNepal

%000) 2sheets(1974) set…¥5,590
（送料￥85）

(ForschungsunternehmenNepal,MUnchen)
待望のロールワリング．ヒマール(ガゥリサンカール)1/50000が入荷しました。

直接､お買い求めの方は､東京・渋谷パルコまで｡郵送ご希望の方は下記宛現金

書留にて送料を街めてお申し込み下さい｡(二点セットの場合は送料￥115です｡）

急
株式会社

マッブン、ウス

東京都渋谷区宇田川町l5－l

渋谷パルコ5F〒l50

TELO3/464/6867

年中無休

AMI0：O0－PM8：00

MAPHOUSECO,LTD

5thFIoorTraveISaloon

ShibuyaPARCO

15-1 Udagawa-cho,

Shibuya-ku,Tokyo.

150

=響東急渋谷店

畷》

’
壺刃

■■：澪糸
東幣文化会館

谷ボ
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》
飲
ん
で

呑
ま
れ
な
い

た
め
に瀧灘

￥凸,.･･,.▽

…d王

篝’

1 弾

悪蕊讓
’ 飲みすぎ、二日酔は、お酒のよさをすべ
て帳消しにしてしまいます。

お酒に呑まれないコツといえば、平凡な

ようでも、一諸にほどよく食べること。

それに、お酒の前後の新グロンサン錠が

悪酔い・二日酔いを防ぎます。疲れもと

るグロンサン効果を、お役立てください。

⑪中外製薬株式会社

●適応症

疲労回復二日酔食欲不振肝機能障害

妊娠悪阻神経痛リウマチ脚気湿疹

薬物中毒自家中毒耳鳴夜尿症

疲労回復・二日酔に

新勿.､U図我召腎臓液

古本の買入と販売

１
束
求
部
千
代
川
区
神
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神
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一
ノ
三

０
、

悠
久
堂
書
店

１

〒
㈲ 全
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〆
叢
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集
●｡￥

動
弓
圭
植
｛
一
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圭
日

色
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●

地
方
も
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す

名 山

士J二t診

’ぜ』

i油
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11
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岩ヒマ
ラ
ヤ
鑿
史
菫
版
深
田
久
弥
著

ゞ
ラ
ン
息
の
ア
ン
澄
ナ
縦
聴
良
切
り
に
妙
の
嘩
匡
雪
妻
手
書

金
時
代
が
始
ま
る
。
本
堂
函
は
、
こ
の
山
と
人
と
の
批
絶
な
闘
い
の
歴
史
を
綴
る

（
々
ヨ
ー
ラ
探
検
記
高
木
正
孝
著

日
本
・
チ
リ
合
刑
探
検
隊
が
皮
情
に
結
ば
れ
つ
つ
南
米
の
南
端
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の

前
人
未
踏
の
大
水
河
地
帯
を
突
破
し
処
女
峰
ア
レ
ナ
ー
レ
ス
に
笠
項
し
た
記
録

山
の
想
史
三
田
墓
著

思

か
つ
て
の
危
機
の
時
代
の
よ
う
に
、
い
ま
再
び
「
自
然
に
か
え
れ
」
と
鴫
』
子
わ

れ
て
い
る
。
山
に
関
わ
る
様
々
な
人
物
の
心
を
た
ど
る
山
の
近
代
Ｈ
本
思
想
史

わ
た
し
の
山
旅
譽
恒
著

文
字
通
り
山
に
生
き
た
篭
山
家
の
阿
想
記
。
蚕
山
の
経
験
を
諾
る
淡
々
た
る
筆

の
運
び
の
中
に
向
然
や
人
生
に
つ
い
て
鋭
い
洞
察
が
示
さ
れ
深
い
感
動
を
よ
ぶ

南
極
越
冬
記
西
堀
栄
三
郎
箸

日
本
人
と
し
て
初
の
南
極
越
冬
を
な
し
と
げ
た
西
堀
隊
長
の
日
記
。
現
在
も
続

い
て
い
る
越
冬
観
測
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
喜
こ
び
と
苫
し
み
が
謡
ら
れ
る

）

議灘蕊
諌
釧
二
説
岩
波
書
店

轡
一
一
豐
輻

■■■

FF

国 L鵠,D4
戸 ’『

k‘

世界の｢山｣に関
資料でしたら
ぜひ丸善へ。

世界各国における， あらゆる分野の最新の知識・情報を集めた丸善。

山岳関係においても和・洋書に読物，写真集，地図， ガイドブック類を

常時豊富に取揃えております。特に地図に関しては充実した品揃えで，

《外国地図は丸善》とまで定評をいただいております。

⑩丸善繋鰯塁鞠|熱撫撫熱
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集

マ
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第
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ﾔ

時4 J Ａ
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総
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／
図
版
多
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定
価
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第
２
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ケ
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ト
ゥ
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実
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シ
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チ
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イ
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ピ
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三
田
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世
界
の
山
々
”
全
２
巻

近
藤
等
著

ア
ル
プ
ス
の
空
の
下
で で

日
本
山
岳
会
編

登
山
技
術

山
崎
安
治
著

日
本
登
山
史

レ
ビ
ュ
フ
ァ
／
近
藤
等
沢

星
と
嵐
’
六
つ
の
北
壁
登
行
１
判

オ
ッ
ジ
ョ
ー
ニ
／
横
川
文
雄
訳

わ
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れ
し
岩
盧

若
き
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ル
ピ
一
一
ス
ト
の
手
記

ボ
ナ
ヅ
テ
ィ
／
近
藤
等
沢

わ
が
山
々
へ

エ
ル
ゾ
ー
グ
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近
藤
等
訳

処
女
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ア
ン
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ル
ナ
剛

最
初
の
八
○
○
○
米
峰
登
頂
￥

ス
レ
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／
坂
下
心
一
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レ
ッ
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ソ
連
最
高
峰
登
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ボ
ニ
ン
ト
ン
／
山
崎
安
摘
沢

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
壁

猿
へ
Ｊ
咋
沓

各￥700 各3500各￥700 各3500 ￥1600 1 ￥2300￥1600 1 ￥2300 ￥1200 ￥1500 ￥1000 ￥1800

白水社
101

束京都千代田区神田小川町3

101

束京都千代田区神田小川町3 振替東京33228／電話291－781 11 1
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f侭蕊溌逐職謹溌疑溌蕊羅謡旦f蕊図簿》

現代に自然を求める山仲間の月刊誌
｝

川
合

烏
美

■
ロ
ヨ
豆
唖

ワイド判になった

『ヤマケイ』は、あ
なたの山仲間。技

術、用具、案内な

どすべての点で確

実なリーダーです

毎月15日発売<普通号>450円

山を真蟄に考える本格派のための専門誌

職職雨綱I
ロ ロ ロ

と昌柳柳 ．肩
蕊聯

lliIW||ﾘﾙﾘlli ル
隔月く奇数月>発売600円 Ⅲ伽,〃

.'1f4 1

つねに登山界の現

状を冷静な眼で直

視する《岩と雪》・
号を追うごとに、

ますますその評価
は高まっています

臺嵯霊地形図読本
五百沢智也著杵荷の広い

兄識と多数のIxI例で解脱す

る地|､xI人|伽lilf 定価850円

壼鳴勇気象学
山本三郎著多くの気象遭

難例から与えるIII岳裁象解

,iji,lFの決定版定価480円

現代登山技術
H・フーバー著／横川文雄

監訳ヨーロヅパの塒と氷

の新技術を紹介する近刊

増 補日本の岩場
第2次RCC編代災的な

瑞場140ノレートをixlとグレ
ード炎で細介定価700円

プラン山群菅電'要§螺籠蓋窯モン。

ヒマラヤ･I､レッキング
五百沢智也著排細な地図

と'リ真、絵で案内する夢あ
ふｵしるヒマラヤの旅近刊

猛貫亦男のアルプ日記
佐貢亦男著無限のI'I由を

求めて歩く 、経妙禰脱なア

ルプス ・人旅定価800円

嵐の大地
E・シブトン著／/田村協子

訳 ，+と路のパタゴニア水陸

探検｛jの';L』鉢定価1200円

/くタゴニア探検

1958～1962

画と溪谷社/"105束京都港区芝大門士1-33/図書目録『窓』進呈



茗
溪
堂
の
山
の
本

森林.草原･氷河加藤泰安 l500円

すこし昔の話-千島･樺太･札幌･信漉一初見一雄 ’200円‘

原野から見た山坂本直行4200円

山の古典と共に大島堅達 |500円

雪山.藪山川崎精雄 l200円

雪原の足あと坂本直行2800円

日本の山旅足立源_郎ｽｹｯﾁ帖3600円

屋久島一美し‘,豊かな自然一赤星昌 480円

山に忘れたパイプ藤島敏男2500円
ﾛ 』

ブータン感傷旅行小方全弘980円

未踏の山河ｼブﾄﾝ自叙伝一大賀二郎･倉知敬訳 I900円 ．
〆

登頂ゴジユンノ、。カン高橋進900円

南極新聞'956. 7年一南極研究会600円

日高山脈北大山の会2200円

山岳日本山岳会62年版200‘円/63年版2200円/64年版2000円
65年版2000円／66年版2300円／67年版2500円

山岳総索引日本山岳会 ’000円

山日記'975年版-日本山岳会900円 （予価）
山一日本山岳会々報一一部l00円

山で唄う歌一'集・2集一戸野昭.朝倉宏I集240円・2集280円

田中正造の人と生涯雨宮義人 ’900円

幻露抄堀口大学20000円

朱唇紅瞼抄堀口大学2600円

遙かなる未踏の尾根マカルー登山隊報告書4800円

いろりぱた南会津山の会 ’900円

我力毒スキーシユプール麻生武治3400円

株
式
会
社
茗
溪
堂

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
一
電
話
（
○
三
）
二
九
一
’
九
四
四
一
一
振
替
口
座
東
京
二
四
七
一
三

●
ご
希
望
の
方
に
既
刊
解
説
総
目
録
を
送
呈
し
ま
す



庭
園
篇
全
３
巻
完
結

編
纂
斉
藤
勝
雄
〈
日
本
造
園
士
会
副
理
事
長
〉

１
、
庭
園
設
計
の
実
際
価
二
ｄ
ｏ
ｏ
円

２
、
庭
園
施
工
の
実
際
価
三
ゞ
七
Ｃ
Ｏ
円

３
、
庭
園
地
被
と
植
物
病
虫
害
価
二
霊
五
○
○
円

公
共
造
園
篇
全
３
巻

監
修
北
村
信
正
〈
日
本
造
園
学
会
副
会
長
〉

１
、
計
画
と
設
計
の
実
際
価
三
、
○
○
○
円

２
、
造
園
施
工
の
実
際
価
四
、
ｏ
○
○
円

３
、
造
園
管
理
の
実
際
８
月
中
旬
刊

造園技術の真髄を解明／
●
「
庭
園
篇
」
「
公
共
造
園
篇
」
と

も
に
、
設
計
・
施
工
・
監
（
管
）

理
の
３
巻
か
ら
な
る
造
園
実
務

に
つ
い
て
の
初
め
て
の
集
成
で

あ
る
。

●
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
実
例
を

多
く
あ
げ
、
写
真
・
図
版
を
豊

富
に
挿
入
。

●
造
園
に
つ
い
て
の
豊
富
な
知
識
、

技
術
を
持
つ
各
分
野
の
第
一
人

者
を
結
集
し
、
各
執
筆
者
の
経

験
・
理
論
を
も
と
に
詳
述
し
、

平
易
に
説
明
す
る
こ
と
に
留
意

し
た
。

●
今
後
の
都
市
計
画
、
環
境
作
り

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
都
市

公
園
・
自
然
公
園
・
児
童
遊
園

な
ど
、
ま
た
学
校
、
工
場
、
リ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
造
園

実
務
の
座
右
の
書
と
な
る
。

●
本
書
の
特
色

1
f学

｢一一一玉里エ学書新刊一

建築用セラミック材料上水道流量表
素木洋一著A5 ・￥2500内藤幸穂著B5 ・￥2000

フィルダムの設計苧施工有機フッ素化学(II)
酒井温良著A5 ・￥8000山口柏樹／大根義男共著B5 ．￥6000

’
’

、

技報堂 １
１
斗

(唾） 585-0166．振替東京10東京・港・赤坂1－3－6



ま
ご
こ
ろ
を

大
切
に
し
ま
す
。

共
栄
火
雑

は

●｢まごころ｣は共栄火災の新しい企業スローガンで塩

共栄火災海上保険相盲会社

〉
まごころ
一 ‘.一一‘龍#翁.一二 －－ 副職

もロ

● El



日本全国で
一年じゅう咲いている花

、、

、ササユリ
本州中部以西の山地／6～7月

イ、

}、

"

綴ヒメユリ

本州･四国･九ｿ･I･'／6～7月近畿以北の山地／7～8月 紀伊半島以北の太平洋岸／7月上～下旬

’ ’

クルマユリ
北海道･本ｿ,!‘| ･四国の山地／6～7月

オニユリ

日本全土／7月中･下旬 日本全土の山地／6月中旬～8月下旬

協和の支店は全国で220余ヵ店。

それぞれの地域ごみなさまのくらし、

み巌さまの事業の

よきアシスタントとして、

いっしょうけんめい努力しています。

シンボルはユリの花。

廟協和銀行
協和は､清潔て明るい銀行を

めざしています。



’
/､

『『
垂r
L‐

に
＄ Ｉ

Ｉ
ｌ
ｊ
４
ノ

壁一

0

●
お
気
軽
な
海
外
旅
行
を

ど
ん
な
に
旅
慣
れ
た
お
方
で
も

海
外
旅
行
は
な
に
か
と
め
ん
ど

う
な
も
の
。
ま
し
て
視
察
研
究

留
学
の
旅
は
な
お
さ
ら
で
す
。

煩
雑
な
手
続
や
日
程
作
成
、
手

配
な
ど
は
す
べ
て
専
門
家
に
お

ま
か
せ
く
だ
さ
い
・

海
外
一
流
業
者
と
提
携
し
た
日

通
観
光
の
サ
ー
ビ
ス
網
は
、
団

体
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
旅

行
の
お
世
話
を
い
た
し
ま
す
。

お
問
合
せ
は
お
近
く
の
日
通
支
店
観

光
係
ま
た
は
左
記
の
日
通
東
京
航
空

支
店
へ
ど
う
ぞ
。

東
京
都
港
区
新
橋
一
’
五
’
二

（
電
）
五
七
一
・
八
四
八
一

通
日
本
通
運



一
、

一一一一

、 、 、 、

一一

、 、

一
、 、

研
究
並
び
に
紀
行
に
は
、
そ
の
概
要
を
付
け
る
こ
と
。

紀
行
に
は
な
る
べ
く
概
念
図
を
添
付
す
る
こ
と
。

写
真
は
光
沢
印
画
紙
に
焼
付
け
必
ず
説
明
を
付
け
る
こ
と
。

地
名
、
人
名
、
数
字
、
外
国
語
は
特
に
明
確
に
記
し
、
特
殊

な
地
名
、
人
名
等
に
は
必
ず
ふ
り
仮
名
を
付
け
る
こ
と
。

編
集
者
は
原
稿
の
一
部
を
削
除
ま
た
は
訂
正
す
る
こ
と
が
あ

テ
（
》
ｏ

校
正
は
編
集
者
に
一
任
さ
れ
た
い
。

「
山
岳
」
投
稿
規
定

投
稿
は
誰
で
も
自
由
で
あ
る
。
日
本
山
岳
会
員
で
あ
る
必
要

は
な
い
・

原
稿
の
採
否
は
「
山
岳
』
編
集
委
員
会
で
決
定
す
る
。

原
稿
は
返
却
し
な
い
。

送
り
先
東
京
都
文
京
区
湯
島
一
’
六
’
一

（
さ
く
ら
ピ
ル
内
）

日
本
山
岳
会
「
山
岳
」
編
集
委
員
会

望
月
達

編
集
委
員
一
嬬
島

一
凱
近
藤
信

”

〆

行真寛夫

山
岳
第
六
十
八
年
（
通
巻
三
一
七
号
）

一
九
七
四
年
四
月
三
十
日
発
行定

価
三
○
○
○
円

東
京
都
文
京
区
湯
島
一
’
六
’
一
（
さ
く
ら
ビ
ル
内
）

発
行
所
落
日
本
山
岳
会

電
話
東
京
八
一
三
局
二
二
八
六

振
替
口
座
東
京
四
八
二
九
番

本
誌
掲
載
の
記
事
、
写
真
お
よ
び
地
図
の
無
断
転
載
を
禁
ず
る
。

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
ノ
ー

錐
鐘
茗
渓
堂

発
売
所

電
話
東
京
二
九
一
局
九
四
四
二
番

振
替
東
京
二
四
七
二
三
番

編
集
兼

発
行
者

印
刷

写
真
版

製
本

日
本
山
岳
会
内

望
月
達
夫

株
式
会
社
技
報
堂

京
橋
原
色
版
印
刷
所

株
式
会
社
鈴
木
製
本



豊かな

生活環境を築きあげる･･…・

鍵蕊鍵鍵繍罵簔也､
(オーダー建材）

カーテンウォール

アルミサッシ

スチールサッシ

クールサッシ

NKウォール

防音壁

アルミキャスト

(標準建材）

PA-60シリーズアルミサッシ

PA-70シリーズアルミサッシ

PS-80Aスチールサッシ

マルチパーティション

(産業機械）

熱交換器(アライトロン）

各種工業用精密涙過装置
(NKフィルター）

プール用循環浄化装置

各種浄水・廃水処理装置

精密金型

(電機製品）

電気洗濯機

冷凍ショーケース

業務用自動食器洗鰈機

連続自動洗米機

灘

含
宜 社

取締役相談役早川種三

東京都千代田区大手町2－6－2

TEL東京(270)6511(大代表）
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